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小学校学習指導要領「算数科」改訂のポイント 

文部科学省より 
・基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着のため，発達や学年の段階に応じた反復(スパイラル)

による指導を充実（複数学年にわたり指導内容を一部重複させる等）。 
・国際的な通用性，内容の系統性の確保や小・中学校の学習の円滑な接続等の観点から必要な指

導内容を充実（図形(合同，対称等)や数量関係(文字式等)に関する指導の充実等）。 
・知識・技能を活用する力を育成し，学ぶことの意義や有用性を実感できるよう，数量や図形に

ついての知識・技能を実際の場面で活用する活動等の「算数的活動」を指導内容として学習指

導要領に規定。 
（1）学習内容の改善・充実 

① 内容構成の見直し等 
◎ 「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」の4領域に加え，新たに〔算数的活動〕

を指導内容として規定。 
◎ 複数学年にわたり指導内容を一部重複させる等により，基礎的・基本的な知識・技能を確

実に定着（例：第1学年で簡単な2位数の加減を導入的に扱い，第2学年で2位数の加減を本

格的に指導。第4学年で整数の計算の定着と活用を指導）。 
② 第1学年及び第2学年 
◎（1年）絵や図を用いた数量の表現，量の大きさ(面積，体積等)の比較【H元年】等 
◎（2年）簡単な2位数の乗法（1位数×2位数），簡単な分数（1／2等)【S43年】等 

③ 第3学年及び第4学年 
◎（3年）3位数×2位数の乗法【H元年】，小数や分数の意味と表し方及び加･減【H元年】等 
◎（4年）整数の計算の定着と活用，同分母分数の加･減【H元年】等 

④ 第5学年及び第6学年 
◎（5年）素数,台形の面積【H元年】,異分母分数の加･減【H元年】,図形の合同【H元年】等 
◎（6年）小数や分数の計算の定着と活用，角柱や円柱の体積【H元年】，拡大図と縮図【H
元年】，対称な図形(線対称,点対称)【H元年】，反比例【H元年】，文字を用いた式【H元

年】等 
（2）言語力の育成・活用の重視 

◎ 新設の〔算数的活動〕において，「言葉，数，式，図を用いたりして考え，説明する活動」

「目的に応じて表やグラフを選び，活用する活動」等を規定。 

 
【参考】年間標準授業時数                   （ ）内は週当たりのコマ数 

 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

旧課程 114(3.4) 155(4.4) 150(4.3) 150(4.3) 150(4.3) 150(4.3) 

新課程 136(4) 175(5) 175(5) 175(5) 175(5) 175(5) 

※平成 21・22 年度の移行期間より先行実施されています。 
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「わくわく 算数」の編集基本方針と構成 

 
■編集の基本方針 

１  児童の主体的な活動を促す 

２ 基礎・基本が確実に身につく 

３ 学んだことを活用し，探究できる 

 

■教科書の特徴 

・教科書は前半の「本編」と後半の「算数のまど」の二部で構成しています。 
→「本編」では必修内容，「算数のまど」では児童が自ら取り組むことができる選択内容を取り

上げています。 
→「本編」と「算数のまど」をリンクさせ，「算数のまど」をどの段階で扱うのかを明確に示し

ています。 

 
・上巻の巻頭には「算数のとびら」を設けています。 
→「教科書の使い方」では，単元導入から単元の確かめまでの学習の流れと問題番号等の記号

の意味を提示しており，教科書での学習活動が見えます。 
→「学習の進め方」では，1 時間の学習の進め方を提示し，これを指標として，学習内容に応

じて創意工夫をした学習を進めることができます。 

 
・既習事項を活用する問題には「学びをいかそう」のマークをつけています。特に活用を意識し

たページは緑色を基調とし，通常のページの青色との見分けがつくようにしています。 
→学習したことを活用して，新たな問題に取り組んだり，身近な問題を解決することを通して，

確実な理解が図れるようにしています。 

 

・積極的に算数的活動を取り入れ，子どもたちが他者と関わりながら主体的に取り組めるように

しています。 

→自分の考えや思考過程を他者に説明する活動を多く取り入れ，表現力を高めることはもちろ

ん，他者と考えを共有したりしながらともに学び合う態度の育成を期待しています。 

→言葉，数，式，図，表，グラフ等を適切に用いて自分の考えを説明したり，互いに考えを伝

えあったりする活動を通して，言語活動の充実を図れるようにしています。 

 

   2
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

０．オリエンテーション 3 ・数へのいざない，集合数の意識づけ

・1対1対応

１．かずと　すうじ 9 ・5までの数の概念と命数法

・5までの数字とかき方

・5までの数の合成・分解

・10までの数の概念と命数法

・10までの数字とかき方

２．なんばんめ 2 ・上下，左右，前後の順序数

・順序数と集合数

＊　ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

３．いくつと　いくつ 7 ・6の合成・分解

・7の合成・分解

・8の合成・分解

・9の合成・分解

・10の合成・分解

・0の概念と意味

４．いろいろな　かたち 3 ・箱などによる形づくり

・形の弁別

・立体の面を写した絵描き遊び・面の組み合わせによる絵描き遊び

＊　ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

５．ふえたり　へったり 1 ・増減の事象，たし算・ひき算の素地

６．たしざん(1) 7 ・合併の場面理解　【しき，＋，たしざん】

・合併の場面をたし算の式で表すこと

・増加の場面理解

・増加の場面をたし算の式で表すこと

・たし算の作問（おはなしづくり）

７．ひきざん(1) 9 ・求残の場面理解　【－，ひきざん】

・求残の場面をひき算の式で表すこと

・求部分の場面をひき算の式で表すこと

・求差の場面理解

・求差の場面をひき算の式で表すこと

・ひき算の作問（おはなしづくり）

＊　ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

８．20までの　かず 7 ・20までの数の記数法

・20までの数の系列，大小比較，2とび5とびの数の数え方

・20までの数の計算

●　よみとるさんすう(1) 1 ・長文などのよみとり

９．おおきさくらべ(1) 5 ・長さの直接比較，間接比較

・任意単位による長さの測定

・かさの直接比較，間接比較

・任意単位によるかさの測定

・何時，何時半の時刻をよむこと，表すこと　【○時，○時半】

10．３つの　かずの　けいさん 4 ・3口のたし算（a＋b＋c）

・3口のひき算（a－b－c）

・加減混合の3口の計算（a－b＋c，a＋b－c）

8～9
月
(12)

前期(2学期制)の時数
[標準時数：66時間]

7
月
(12)

平成23年度版　「わくわくさんすう」1ねん　年間指導計画

4
月
(10)

4
月
(10)

5
月
(12)

5
月
(12)

6
月
(16)

6
月
(16)

9
月
(12)

7
月
(8)

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：46時間] 44時間（予備時数2時間）

61時間（予備時数5時間）

10
月
(16)

10
月
(12)

平成 23年度版　「わくわくさんすう」1ねん　年間指導計画平成 23 年度版　「わくわくさんすう」1ねん　年間指導計画
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2学期
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大単元
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・形の弁別

・立体の面を写した絵描き遊び・面の組み合わせによる絵描き遊び

＊　ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

５．ふえたり　へったり 1 ・増減の事象，たし算・ひき算の素地

６．たしざん(1) 7 ・合併の場面理解　【しき，＋，たしざん】

・合併の場面をたし算の式で表すこと

・増加の場面理解

・増加の場面をたし算の式で表すこと

・たし算の作問（おはなしづくり）
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・求部分の場面をひき算の式で表すこと
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●　よみとるさんすう(1) 1 ・長文などのよみとり

９．おおきさくらべ(1) 5 ・長さの直接比較，間接比較

・任意単位による長さの測定
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・任意単位によるかさの測定

・何時，何時半の時刻をよむこと，表すこと　【○時，○時半】

10．３つの　かずの　けいさん 4 ・3口のたし算（a＋b＋c）

・3口のひき算（a－b－c）
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(12)

前期(2学期制)の時数
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4
月
(10)
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5
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6
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

11．たしざん(2) 9 ・操作による繰り上がりのあるたし算の仕方の理解

・繰り上がりのあるたし算のイメージ化

・9＋8などの被加数＞加数の計算の一般化

・4＋8などの被加数＜加数の計算と被加数分解によるたし算

12．かたちづくり 5 ・色板による形の構成(面構成)

・棒による形の構成(線構成)

・点つなぎによる形の構成(点構成)

・色板や棒を使った動的な活動

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

13．ひきざん(2) 11 ・操作による繰り下がりのあるひき算の仕方の理解

・繰り下がりのあるひき算のイメージ化

・減数＞5の場合のひき算の一般化

・減数＞5の場合のひき算と減々法によるひき算

・□を使った式の素地

・8＋6，12－7になる問題づくり

●　たすのかな　ひくのかな 1 ・加減の演算決定問題

14．０の　たしざんと　ひきざん 2 ・0の加減計算

15．ものと　ひとの　かず 2 ・ものと人の数を対応させた加減計算

・順序数の問題

＊　ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

16．大きい　かず 13 ・100までの数の概念，10とび5とびの数え方の工夫

・100までの数の記数法　【一のくらい，十のくらい】

・100までの数の数の構成

・100という数の概念

・100までの数の大小，系列

・10を単位とする簡単な加減計算

・100を少し超える数の概念，数系列

●　かえますか？　かえませんか？ 1 ・見積もりの素地

17．100までの　かずの　けいさん 2 ・(何十)±(何十)の計算

・(何十何)±(何)の計算

＊　ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

18．おなじ　かずずつ 2 ・かけ算，わり算の素地

19．おおい　ほう　すくない　ほう 2 ・求大，求小の問題

●　ものの　いち 1 ・ものの位置の表し方

20．大きさくらべ(2) 4 ・広さの直接比較，間接比較による測定

・広さの任意単位による測定

・何時何分の時刻を読むこと，表すこと　【○時○分】

●　よみとるさんすう(2) 1 ・絵や絵グラフなどの資料のよみとり

＊　もう　すぐ　２ねんせい 3 ・第1学年の総復習

★　けいさんの　れんしゅう ― ・第1学年の計算練習

2
月
(15)

2
月
(15)

11
月
(16)

11
月
(16)

12
月
(12)

12
月
(12)

2学期(3学期制)の時数
[標準時数：56時間]

1
月
(11)

3
月
(8)

3学期(3学期制)の時数
[標準時数：34時間] 30時間（予備時数4時間）

50時間（予備時数6時間）

1
月
(11)

注1：月の欄の（　)の数字は，月当たりの指導時数の目安を示しています。
注2：指導時数には復習の時間も含んでいます。復習を柔軟に扱うことで，予備時間はさらに増えます。
注3：【　】内の太字はその単元で学習する新しい用語・記号です。

10
月
(12)

10
月
(16)

後期(2学期制)の時数
[標準時数：70時間] 63時間（予備時数7時間）

年間総時数
[標準時数：136時間] 124時間（予備時数12時間）

3
月
(8)
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．ひょう･グラフと　時計 6 ・表とグラフのかき方　【ひょう，グラフ】

・時こくと時間の概念　【時こく，時間】

・1時間＝60分，1日＝24時間　【午前，午後，正午】

●　みんなで　話しあいましょう 1 ・話し合い活動の仕方

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

２．たし算と　ひき算 5 ・(2位数)＋(1位数)で何十になる暗算

・(2位数)＋(1位数)で繰り上がりのある暗算，(2位数)＋(何十)の暗算

・(何十)－(1位数)の暗算

・(2位数)－(1位数)で繰り下がりのある暗算，(2位数)－(何十)の暗算

３．長さ 9 ・長さの概念

・長さの普遍単位「センチメートル」の理解と測定　【cm，センチメートル】

・普遍単位「ミリメートル」の理解，ものさしによる測定

【mm，ミリメートル，たんい】

・複名数と単名数の関係　【直線】

・直線の作図，簡単な長さの加減計算

・10㎝の量感，長さの量感を用いた見積もり

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

４．たし算と　ひき算の　ひっ算(1) 10 ・(2位数)＋(2位数)で答えが2位数になる筆算　【ひっ算】

・加法の交換法則と答えの確かめ

・(2位数)-(2位数)の筆算

・加法・減法の関係と減法の答えの確かめ

・加減の問題のテープ図のかき方

◎　かくれた数は　いくつ 4 ・減ったのはいくつかを考えて解く問題，加法・減法の相互関係

・増えたのはいくつかを考えて解く問題

・はじめはいくつかを考えて解く問題

●　どんな　計算に　なるのかな(1) 1 ・加減の演算決定問題

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

５．1000までの　数 11 ・1000未満の数の表し方　【百のくらい】

・10を単位とする数の相対的な見方

・1000という数の意味　【1000，千】

・1000までの数の系列，大小比較　【＞，＜】

・10，100を単位とする簡単なたし算・ひき算

●　買えますか？　買えませんか？ 1 ・見積もりの素地

●　よみとる算数(1) 1 ・表・グラフなどの資料のよみとり

６．かさ 6 ・直接比較，間接比較，任意単位によるかさの測定

・かさの普遍単位【リットル，デシリットル，ミリリットル】の理解　【L，dL，mL】

・1Lの量感，かさの量感を用いた見積もり

＊ ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

●　算数の　じゆうけんきゅう 1 ・せんろづくり

＊　じゅんびうんどう 1 ・次単元のレディネスチェック

７．たし算と　ひき算の　ひっ算(2) 11 ・(2位数)＋(2位数)で答えが3位数の筆算

・３口の計算

・(3位数)－(2位数)で答えが2位数の筆算

・(3位数)±(2位数)の簡単な筆算

・文章，図，式の相互理解

◎　ふえたり　へったり 3 ・増増の場面で，順に考えたりまとめたりして解く問題

・増増，増減の場面で，まとめて考えて解く問題

８． 計算の　じゅんじょ 2 ・加法の結合法則と( )の使い方

・等号，不等号を使った式

★　算数の　まど － ・補充(ステップ)と発展(ジャンプ)

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

5
月
(16)

5
月
(16)

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間] 77時間（予備時数12時間）

60時間（予備時数4時間）

9
月
(15)

4
月
(15)

4
月
(15)

10
月
(20)

10
月
(15)

8～9
月
(15)

平成23年度版｢わくわく算数」2年　年間指導計画

<上巻>

6
月
(21)

6
月
(21)

7
月
(17)

7
月
(12)

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：64時間]

平成 23年度版　「わくわく算数」2年　年間指導計画
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．ひょう･グラフと　時計 6 ・表とグラフのかき方　【ひょう，グラフ】

・時こくと時間の概念　【時こく，時間】

・1時間＝60分，1日＝24時間　【午前，午後，正午】

●　みんなで　話しあいましょう 1 ・話し合い活動の仕方

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

２．たし算と　ひき算 5 ・(2位数)＋(1位数)で何十になる暗算

・(2位数)＋(1位数)で繰り上がりのある暗算，(2位数)＋(何十)の暗算

・(何十)－(1位数)の暗算

・(2位数)－(1位数)で繰り下がりのある暗算，(2位数)－(何十)の暗算

３．長さ 9 ・長さの概念

・長さの普遍単位「センチメートル」の理解と測定　【cm，センチメートル】

・普遍単位「ミリメートル」の理解，ものさしによる測定

【mm，ミリメートル，たんい】

・複名数と単名数の関係　【直線】

・直線の作図，簡単な長さの加減計算

・10㎝の量感，長さの量感を用いた見積もり

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

４．たし算と　ひき算の　ひっ算(1) 10 ・(2位数)＋(2位数)で答えが2位数になる筆算　【ひっ算】

・加法の交換法則と答えの確かめ

・(2位数)-(2位数)の筆算

・加法・減法の関係と減法の答えの確かめ

・加減の問題のテープ図のかき方

◎　かくれた数は　いくつ 4 ・減ったのはいくつかを考えて解く問題，加法・減法の相互関係

・増えたのはいくつかを考えて解く問題

・はじめはいくつかを考えて解く問題

●　どんな　計算に　なるのかな(1) 1 ・加減の演算決定問題

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

５．1000までの　数 11 ・1000未満の数の表し方　【百のくらい】

・10を単位とする数の相対的な見方

・1000という数の意味　【1000，千】

・1000までの数の系列，大小比較　【＞，＜】

・10，100を単位とする簡単なたし算・ひき算

●　買えますか？　買えませんか？ 1 ・見積もりの素地

●　よみとる算数(1) 1 ・表・グラフなどの資料のよみとり

６．かさ 6 ・直接比較，間接比較，任意単位によるかさの測定

・かさの普遍単位【リットル，デシリットル，ミリリットル】の理解　【L，dL，mL】

・1Lの量感，かさの量感を用いた見積もり

＊ ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

●　算数の　じゆうけんきゅう 1 ・せんろづくり

＊　じゅんびうんどう 1 ・次単元のレディネスチェック

７．たし算と　ひき算の　ひっ算(2) 11 ・(2位数)＋(2位数)で答えが3位数の筆算

・３口の計算

・(3位数)－(2位数)で答えが2位数の筆算

・(3位数)±(2位数)の簡単な筆算

・文章，図，式の相互理解

◎　ふえたり　へったり 3 ・増増の場面で，順に考えたりまとめたりして解く問題

・増増，増減の場面で，まとめて考えて解く問題

８． 計算の　じゅんじょ 2 ・加法の結合法則と( )の使い方

・等号，不等号を使った式

★　算数の　まど － ・補充(ステップ)と発展(ジャンプ)

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

5
月
(16)

5
月
(16)

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間] 77時間（予備時数12時間）

60時間（予備時数4時間）

9
月
(15)

4
月
(15)

4
月
(15)

10
月
(20)

10
月
(15)

8～9
月
(15)

平成23年度版｢わくわく算数」2年　年間指導計画

<上巻>

6
月
(21)

6
月
(21)

7
月
(17)

7
月
(12)

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：64時間]

2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

９．かけ算(1) 17 ・基準量のいくつ分という見方とかけ算の概念

・かけ算の概念と式　【×，かけ算】

・「倍」の意味，1倍　【ばい】

・5の段の九九の構成，唱え方　【九九】

・2の段の九九の構成，唱え方

・3の段の九九の構成，唱え方

・4の段の九九の構成，唱え方

・「かけられる数」と「かける数」の意味

・かけ算の問題づくり

＊ ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

10．かけ算(2) 14 ・6の段の九九の構成，唱え方

・7の段の九九の構成，唱え方

・8，9の段の九九の構成，唱え方

・1の段の九九の構成，唱え方

・乗法と加法・減法の複合問題

＊ ふくしゅう 1 ・既習内容の理解の確認と持続

●　よみとる算数(2) 1 ・長文などのよみとり

11．三角形と　四角形 12 ・三角形と四角形の概念　【三角形，四角形】

・三角形，四角形の弁別，作成　【辺，ちょう点】

・直角の概念　【直角】

・長方形，正方形の概念　【長方形，正方形】

・直角三角形の概念　【直角三角形】

・長方形，正方形，直角三角形の作図

・長方形，正方形，直角三角形の敷き詰め

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

12．九九の　きまり 8 ・九九表づくり，九九表の考察

・乗法の交換法則

・同じ答えになるかけ算

・簡単な場合の(1位数)×(2位数)，(2位数)×(1位数)の計算

13．100cmを　こえる　長さ 6 ・長さの普遍単位mと測定　【m，メートル】

・1mの量感，長さの量感を用いた見積もり

　コラム「昔の教科書」

◎　ちがいを　みて 2 ・求大，求小の逆思考の問題

●　どんな　計算に　なるのかな(2) 1 ・乗法の演算決定問題

＊　ふくしゅう，じゅんびうんどう 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

14．10000までの　数 7 ・10000未満の数の表し方　【千のくらい】

・100を単位とする数の相対的な見方

・10000という数の概念　【10000，一万】

・10000までの数の系列，大小

15．はこの　形 4 ・箱の面の写し取り，箱の観察　【面】

・厚紙，ひごを使った箱の形づくり

◎　何番目 1 ・順序数と集合数の問題

16．分数 3 ・具体物を半分にする活動

・1/2，1/4の分数の概念　【1/2，1/4，分数】

＊　もう　すぐ　3年生 3 ・第2学年の総復習

★　算数の　まど － ・補充(ステップ)と発展(ジャンプ)

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

<下巻>

10
月
(15)

10
月
(20)

63時間（予備時数7時間）

11
月
(20)

11
月
(20)

12
月
(15)

12
月
(15)

2学期(3学期制)の時数
[標準時数：70時間]

2
月
(18)

注1：月の欄の（　)の数字は，月当たりの指導時数の目安を示しています。
注2：指導時数には復習の時間も含んでいます。復習を柔軟に扱うことで，予備時間はさらに増えます。
注3：【　】内の太字はその単元で学習する新しい用語・記号です。

3
月
(10)

3
月
(10)

後期(2学期制)の時数
[標準時数：86時間] 83時間（予備時数3時間）

3学期(3学期制)の時数
[標準時数：41時間]

年間総時数
[標準時数：175時間] 160時間（予備時数15時間）

37時間（予備時数4時間）

1
月
(13)

1
月
(13)

2
月
(18)
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．九九の表とかけ算 6 ・乗数と積の関係

・a×10，10×a，a×0，0×aのかけ算

・乗法の交換法則

２．わり算 12 ・除法の意味(等分除，包含除)と答えの求め方　【÷，わり算】

・0のわり算

・わり算の問題づくり

・倍を求めるわり算

・除法と加法・減法の複合問題

・簡単な場合の(2位数)÷(1位数)＝(2位数)の計算

●　どんな計算になるのかな 1 ・乗除の演算決定問題

３．円と球 7 ・円の定義，円の性質，円の作図　【円，中心，半径】

・直径と中心の関係　【直径】

・コンパスの使い方

・球の概念と性質　【球】

＊　ふく習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

●　みんなで話しあいましょう 1 ・話し合い活動の仕方

◎　かくれた数はいくつ(1) 2 ・乗法の逆思考，除法の逆思考

＊　じゅんび運動 1 ・次単元のレディネスチェック

４．たし算とひき算の筆算 12 ・(何百)＋(何百)＝(千何百)，(千何百)－(何百)＝(何百)の計算

・3桁の加法の筆算(和が3桁／和が4桁）

・3桁の減法の筆算(繰り下がり1回／繰り下がり2回)

・3桁の減法の筆算(2つ上の位から繰り下げる場合)

・(4桁)±(4桁)の簡単な筆算

●　買えますか？　買えませんか？ 1 ・見積もりの素地

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

５．一億までの数 10 ・一万をこえる数のしくみ，命数法・記数法　【一万の位】

・千万の位までの数のよみ方　【十万の位，百万の位，千万の位】

・一億の位までのしくみ，相対的な大きさ　【一億】

・5桁の数の大小　【数直線】

・相対的な大きさに基づく大きな数の加減計算

・「10倍」「100倍」「10でわる」と位取り

６．たし算とひき算 4 ・2桁の加法・減法の暗算

●　算数の自由研究 1 ・めい路づくり

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

７．時間と長さ 9 ・時間，時刻の求め方

・秒の概念，1分＝60秒　【秒】

・1mをこえる長さの測定

・長さの普遍単位「キロメートル」の理解，1km＝1000m　【km，キロメートル】

・巻尺の使い方

・時間と長さの量感，量感を用いた見積もり

じゅんび運動 1 ・次単元のレディネスチェック

８．あまりのあるわり算 7 ・余りのあるわり算の意味と式　【あまり，わり切れる，わり切れない】

・余りと除数の大小関係

・被除数，除数，商，余りの関係と答えの確かめ

・余りの処理の問題

◎　何倍でしょう 2 ・a×b×cとa×(b×c)の具体的場面と計算の仕方

９．計算のじゅんじょ 1 ・結合法則，a×b×c＝a×(b×c)

●　よみとる算数(1) 1 ・長文などのよみとり

◎　間の数 1 ・間の数に着目して解く問題

★　算数のまど － ・補充(ステップ)と発展(ジャンプ)

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

60時間（予備時数4時間）

9
月
(15)

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間] 83時間（予備時数6時間）

平成23年度版｢わくわく算数」3年　年間指導計画

<上巻>

4
月
(15)

4
月
(15)

5
月
(16)

5
月
(16)

6
月
(21)

6
月
(21)

7
月
(17)

8～9
月
(15)

10
月
(20)10

月
(15)

7
月
(12)

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：64時間]

平成 23年度版　「わくわく算数」3年　年間指導計画
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．九九の表とかけ算 6 ・乗数と積の関係

・a×10，10×a，a×0，0×aのかけ算

・乗法の交換法則

２．わり算 12 ・除法の意味(等分除，包含除)と答えの求め方　【÷，わり算】

・0のわり算

・わり算の問題づくり

・倍を求めるわり算

・除法と加法・減法の複合問題

・簡単な場合の(2位数)÷(1位数)＝(2位数)の計算

●　どんな計算になるのかな 1 ・乗除の演算決定問題

３．円と球 7 ・円の定義，円の性質，円の作図　【円，中心，半径】

・直径と中心の関係　【直径】

・コンパスの使い方

・球の概念と性質　【球】

＊　ふく習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

●　みんなで話しあいましょう 1 ・話し合い活動の仕方

◎　かくれた数はいくつ(1) 2 ・乗法の逆思考，除法の逆思考

＊　じゅんび運動 1 ・次単元のレディネスチェック

４．たし算とひき算の筆算 12 ・(何百)＋(何百)＝(千何百)，(千何百)－(何百)＝(何百)の計算

・3桁の加法の筆算(和が3桁／和が4桁）

・3桁の減法の筆算(繰り下がり1回／繰り下がり2回)

・3桁の減法の筆算(2つ上の位から繰り下げる場合)

・(4桁)±(4桁)の簡単な筆算

●　買えますか？　買えませんか？ 1 ・見積もりの素地

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

５．一億までの数 10 ・一万をこえる数のしくみ，命数法・記数法　【一万の位】

・千万の位までの数のよみ方　【十万の位，百万の位，千万の位】

・一億の位までのしくみ，相対的な大きさ　【一億】

・5桁の数の大小　【数直線】

・相対的な大きさに基づく大きな数の加減計算

・「10倍」「100倍」「10でわる」と位取り

６．たし算とひき算 4 ・2桁の加法・減法の暗算

●　算数の自由研究 1 ・めい路づくり

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

７．時間と長さ 9 ・時間，時刻の求め方

・秒の概念，1分＝60秒　【秒】

・1mをこえる長さの測定

・長さの普遍単位「キロメートル」の理解，1km＝1000m　【km，キロメートル】

・巻尺の使い方

・時間と長さの量感，量感を用いた見積もり

じゅんび運動 1 ・次単元のレディネスチェック

８．あまりのあるわり算 7 ・余りのあるわり算の意味と式　【あまり，わり切れる，わり切れない】

・余りと除数の大小関係

・被除数，除数，商，余りの関係と答えの確かめ

・余りの処理の問題

◎　何倍でしょう 2 ・a×b×cとa×(b×c)の具体的場面と計算の仕方

９．計算のじゅんじょ 1 ・結合法則，a×b×c＝a×(b×c)

●　よみとる算数(1) 1 ・長文などのよみとり

◎　間の数 1 ・間の数に着目して解く問題

★　算数のまど － ・補充(ステップ)と発展(ジャンプ)

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

60時間（予備時数4時間）

9
月
(15)

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間] 83時間（予備時数6時間）

平成23年度版｢わくわく算数」3年　年間指導計画

<上巻>

4
月
(15)

4
月
(15)

5
月
(16)

5
月
(16)

6
月
(21)

6
月
(21)

7
月
(17)

8～9
月
(15)

10
月
(20)10

月
(15)

7
月
(12)

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：64時間]

2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

10．三角形 7 ・ストローやひごを使った三角形づくり

・三角形の分類と二等辺三角形,正三角形の定義　【二等辺三角形，正三角形】

・コンパスを使った二等辺三角形や正三角形の作図

・円や折り紙を使った二等辺三角形・正三角形づくり

・角の概念と大小比較　【角】

・正三角形，二等辺三角形の敷き詰め

11．1けたをかけるかけ算の筆算 13 ・(何十)×(1位数)，(何百)×(1位数)の計算

・(2位数)×(1位数)の筆算

・(3位数)×(1位数)の筆算

・簡単な(2位数)×(1位数)の暗算

＊　ふく習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

12．重さ 8 ・重さの概念，天秤による間接比較，任意単位による重さの測定

・重さの普遍単位「グラム」の理解，はかりによる重さの測定　【g，グラム】

・重さの普遍単位「キログラム」の理解，1kg＝1000g，測定　【㎏，キログラム】

・1kgの量感，量感を用いた見積もり，はかりの選択と重さの見当づけ

・簡単な重さの加減計算

・量の単位の関係，重さの普遍単位「トン」の理解，1t＝1000kg　【t，トン】

13．分数 10 ・はしたの大きさの表し方，分数の概念　【1/3，2/3，分数，分母，分子】

・数としての分数の意味，単位分数のいくつ分という見方

・分数の系列と大小，数直線上の分数　【等号，不等号】

・同分母分数の加減計算

◎　べつべつに，いっしょに ・a×c＋b×cをいろいろに考えて解く問題

・(a＋b)×c，(a－b)×cをまとめて考えて解く問題

14．計算のきまり 1 ・分配法則，(a＋b)×c＝a×c＋b×c

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

15．表とグラフ 8 ・資料の分類・整理，(｢正｣の字で表し，表に整理する)

・棒グラフのよみ方　【ぼうグラフ】

・棒グラフのかき方

・簡単な2次元の表

・2つの棒グラフの比較

16．小数 8 ・小数の概念と表し方　【0.1，小数，小数点，1/10の位，整数】

・小数の系列，大小比較，相対的な見方

・数直線などを使った小数と分数の大小比較

・小数の加減計算(小数第1位)

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

17．2けたをかけるかけ算の筆算 6 ・何十をかける計算

・(2位数)×(2位数)の筆算

・(3位数)×(2位数)の筆算

　コラム「昔の教科書」

●　よみとる算数(2) 1 ・表・グラフなどの資料のよみとり

◎　かくれた数はいくつ(2) 2 ・□－a－b＝c，a＋b＋□＝cの□を求める問題

18．□を使った式 3 ・□＋a＝b，a－□＝bの□を求める問題

・□×a＝b，a÷□＝bの□を求める問題

19．そろばん 3 ・そろばんの仕組み，数の入れ方(おき方)とはらい方

＊　もうすぐ4年生 2 ・第3学年の総復習

★　算数のまど － ・補充(ステップ)と発展(ジャンプ)

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

注1：月の欄の（　)の数字は，月当たりの指導時数の目安を示しています。
注2：指導時数には復習の時間も含んでいます。復習を柔軟に扱うことで，予備時間はさらに増えます。
注3：【　】内の太字はその単元で学習する新しい用語・記号です。

3
月
(10)

3
月
(10)

3学期(3学期制)の時数
[標準時数：41時間] 39時間（予備時数2時間）

後期(2学期制)の時数
[標準時数：86時間] 78時間（予備時数8時間）

11
月
(20)

2学期(3学期制)の時数
[標準時数：70時間]

年間総時数
[標準時数：175時間] 161時間（予備時数14時間）

12
月
(15)

12
月
(15)

62時間（予備時数8時間）

1
月
(13)

1
月
(13)

3

2
月
(18)

2
月
(18)

<下巻>

10
月
(15)

10
月
(20)

11
月
(20)

kg

g

kg

kg
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．角とその大きさ 9 ・角度の単位と測り方，分度器の使い方，直角＝90°　【 ﾟ，度】

・半回転＝180度，一回転＝360度，180°をこえる角度の測定

・角度の量感

・角の作図

・三角定規の角と簡単な角度の計算

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

２．１けたでわるわり算の筆算 11 ・(何十)÷(1桁)，(何百何十)÷(1桁)，(何百)÷(1桁)の計算

・(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算，答えの確かめ　【商】

・(3桁)÷(1桁)で商が3桁になる筆算

・(3桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算

・(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる暗算

●　みんなで話しあいましょう 1 ・話し合いの活動のしかた

◎　何倍でしょう 2 ・ａ×ｂ×ｃのａをまとめて考えて求める問題

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

３．一億をこえる数 8 ・一億をこえる大きな数の命数法，記数法

・一兆をこえる数の命数法，記数法　【一兆】

・十進位取り記数法とそのしくみ

・(3桁)×(3桁)の筆算　【積】

・「100×100＝万」や「万×万＝億」を使った計算

４．式と計算の順じょ 9 ・(　)を使った式と四則混合の式の計算の順序

・四則に関して成り立つ計算のきまり（交換・結合・分配法則）

・計算のきまりを使った計算のくふう

・加法と減法，乗法と除法の相互関係

・計算のきまりに関する式のよみ

５．折れ線グラフ 6 ・折れ線グラフのよみ方　【折れ線グラフ】

・変わり方の大小とグラフの傾き

・2つの折れ線グラフ

・折れ線グラフのかき方

・波線の使い方

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

６．小数 8 ・1/1000の位までの小数の概念と表し方

・小数の加法的構成と相対的な大きさ　【1/100の位，1/1000の位，小数第○位】

・10倍すること，10でわることと位の関係

・小数の加減の筆算

＊　ふく習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

●　算数の自由研究 1 ・ふしぎな輪

７．面積 10 ・面積の概念と普遍単位による測定　【面積】

・面積の単位　【c㎡，㎡，k㎡，a，ha，平方センチメートル，平方メートル，

　平方キロメートル，アール，ヘクタール】

・長方形，正方形の面積の求め方と公式，その活用

・1㎡の量感

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

８．2けたでわるわり算の筆算 11 ・(何十)÷(何十)，(何百何十)÷(何十)，(何百)÷(何十)の計算

・(2桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算

・(3桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算，仮商の修正

・(3桁)÷(2桁)で商が2桁になる筆算

・(4桁)÷(2桁)，(4桁)÷(3桁)の筆算

・除法の性質と計算の工夫

●　よみとる算数(1) 1 ・表・グラフなどの資料のよみとり

９．そろばん 1 ・1/100の位までの小数の簡単な加減

＊　ふく習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間] 84時間（予備時数 5時間）

平成23年度版｢わくわく算数」4年　年間指導計画

<上巻>

59時間（予備時数 5時間）

4
月
(15)

5
月
(16)

10
月
(15)

4
月
(15)

5
月
(16)

6
月
(21)

6
月
(21)

7
月
(17)

9
月
(15)

8～9
月
(15)

１学期(３学期制)の時数
[標準時数：64時間]

7
月
(12)

10
月
(20)

平成 23年度版　「わくわく算数」4年　年間指導計画

haa
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．角とその大きさ 9 ・角度の単位と測り方，分度器の使い方，直角＝90°　【 ﾟ，度】

・半回転＝180度，一回転＝360度，180°をこえる角度の測定

・角度の量感

・角の作図

・三角定規の角と簡単な角度の計算

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

２．１けたでわるわり算の筆算 11 ・(何十)÷(1桁)，(何百何十)÷(1桁)，(何百)÷(1桁)の計算

・(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算，答えの確かめ　【商】

・(3桁)÷(1桁)で商が3桁になる筆算

・(3桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算

・(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる暗算

●　みんなで話しあいましょう 1 ・話し合いの活動のしかた

◎　何倍でしょう 2 ・ａ×ｂ×ｃのａをまとめて考えて求める問題

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

３．一億をこえる数 8 ・一億をこえる大きな数の命数法，記数法

・一兆をこえる数の命数法，記数法　【一兆】

・十進位取り記数法とそのしくみ

・(3桁)×(3桁)の筆算　【積】

・「100×100＝万」や「万×万＝億」を使った計算

４．式と計算の順じょ 9 ・(　)を使った式と四則混合の式の計算の順序

・四則に関して成り立つ計算のきまり（交換・結合・分配法則）

・計算のきまりを使った計算のくふう

・加法と減法，乗法と除法の相互関係

・計算のきまりに関する式のよみ

５．折れ線グラフ 6 ・折れ線グラフのよみ方　【折れ線グラフ】

・変わり方の大小とグラフの傾き

・2つの折れ線グラフ

・折れ線グラフのかき方

・波線の使い方

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

６．小数 8 ・1/1000の位までの小数の概念と表し方

・小数の加法的構成と相対的な大きさ　【1/100の位，1/1000の位，小数第○位】

・10倍すること，10でわることと位の関係

・小数の加減の筆算

＊　ふく習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

●　算数の自由研究 1 ・ふしぎな輪

７．面積 10 ・面積の概念と普遍単位による測定　【面積】

・面積の単位　【c㎡，㎡，k㎡，a，ha，平方センチメートル，平方メートル，

　平方キロメートル，アール，ヘクタール】

・長方形，正方形の面積の求め方と公式，その活用

・1㎡の量感

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

８．2けたでわるわり算の筆算 11 ・(何十)÷(何十)，(何百何十)÷(何十)，(何百)÷(何十)の計算

・(2桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算

・(3桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算，仮商の修正

・(3桁)÷(2桁)で商が2桁になる筆算

・(4桁)÷(2桁)，(4桁)÷(3桁)の筆算

・除法の性質と計算の工夫

●　よみとる算数(1) 1 ・表・グラフなどの資料のよみとり

９．そろばん 1 ・1/100の位までの小数の簡単な加減

＊　ふく習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間] 84時間（予備時数 5時間）

平成23年度版｢わくわく算数」4年　年間指導計画

<上巻>

59時間（予備時数 5時間）

4
月
(15)

5
月
(16)

10
月
(15)

4
月
(15)

5
月
(16)

6
月
(21)

6
月
(21)

7
月
(17)

9
月
(15)

8～9
月
(15)

１学期(３学期制)の時数
[標準時数：64時間]

7
月
(12)

10
月
(20)

2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

10．がい数とその計算 8 ・概数の概念　【がい数】

・四捨五入の意味　【切り捨て，切り上げ，四捨五入】

・ある位までの概数，上から○桁の概数

・概数の表す範囲　【以上，未満，以下】

・和や差を概数で求める場面と，概算の仕方　【和，差】

・積や商を概数で求める場面と，概算の仕方

●　見積もりを使って 1 ・グルーピングによる見積もり

●　どんな計算になるのかな 1 ・整数の四則計算の演算決定問題

11．整数の計算のまとめ 2 ・整数の四則計算の定着と活用

12．垂直･平行と四角形 13 ・2直線の関係と垂直・平行　【垂直，平行】

・垂直・平行の関係と性質　【平面】

・垂直や平行な直線の作図

・台形，平行四辺形の概念と弁別　【台形，平行四辺形】

・平行四辺形の性質と作図

・ひし形の概念と性質　【ひし形】

・対角線の意味と性質　【対角線】

・平行四辺形，台形，ひし形のしきつめ

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

13．小数×整数，小数÷整数 13 ・小数×整数の計算の意味とその仕方

・(1/10の位の小数)×(1，2位数)の筆算

・小数÷整数の計算の意味とその仕方

・(1/10の位の小数)÷(1，2位数)の筆算

・わり進む場合の筆算，商を概数で表すこと

◎　もとの数はいくつ 2 ・ａ×ｂ×ｃでａを求めるのに，まとめて考えること

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

14．調べ方と整理のしかた 5 ・資料を2つの観点で分類・整理し，2次元の表にまとめること

・表を使って問題を解決すること

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

15．分数 7 ・分数の分類，真分数，仮分数，帯分数の意味　【真分数，仮分数，帯分数】

・同分母分数の加法・減法の立式と計算のしかた

・帯分数の入った計算

・等しい分数の理解

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック，

　コラム「昔の教科書」

16．変わり方 6 ・伴って変わる2量の関係を表にかいて調べること

・伴って変わる2量の関係を折れ線グラフにかいて調べること

・折れ線グラフのよみ

＊　ふく習，じゅんび運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

17．直方体と立方体 11 ・直方体や立方体の概念と性質　【直方体，立方体】

・直方体や立方体の見取図，展開図　【見取図，てん開図】

・面や辺の平行，垂直関係

・2次元座標，3次元座標を使った位置の表し方

◎　だれでしょう 1 ・論理を使って，条件に合うものをみつける問題

●　よみとる算数(2) 1 ・長文などのよみとり

＊　もうすぐ5年生 4 ・第4学年の総復習

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

1
月
(13)

1
月
(13)

3
月
(10)

2
月
(18)

2
月
(18)

注1：月の欄の（　)の数字は，月当たりの指導時数の目安を示しています。
注2：指導時数には復習の時間も含んでいます。復習を柔軟に扱うことで，予備時間はさらに増えます。
注3：【　】内の太字はその単元で学習する新しい用語・記号です。

後期(2学期制)の時数
[標準時数：86時間] 80時間（予備時数 6時間）

年間総時数
[標準時数：175時間] 164時間（予備時数11時間）

3学期(3学期制)の時数
[標準時数：41時間] 39時間（予備時数 2時間）

3
月
(10)

66時間（予備時数 4時間）

11
月
(20)

10
月
(15)

10
月
(20)

11
月
(20)

2学期(3学期制)の時数
[標準時数：70時間]

<下巻>

12
月
(15)

12
月
(15)
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．整数と小数 4 ・整数，小数の十進位取り記数法の仕組みと小数点の移動

・記数法の仕組みと10倍や100倍などの大きさの数

・記数法の仕組みと10分の1や100分の1などの大きさの数

●　みんなで話しあいましょう 1 ・話し合いの活動の仕方

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

２．体積 10 ・体積の概念とその表し方　【体積】

・体積の普遍単位「立方センチメートル，立方メートル」　【㎤，㎥】

・直方体と立方体の体積の求め方と公式　【容積】

・箱を組み合わせてつくるなど，いろいろな1㎥の体感

・公式を使って，体積の変化を考察したり高さを求めること　【比例する】

・Ｌ字型やＵ字型の体積の求積

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

３．小数×小数 11 ・小数をかけることの意味と立式

・小数をかける計算と筆算の仕方

・乗数と積の大小関係

・辺の長さが小数値の場合の面積や体積の求積

・小数倍の意味と適用

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

４．小数÷小数 10 ・小数でわることの意味と立式

・小数でわる計算と筆算の仕方

・わり進む場合，商を概数で処理する場合の筆算の仕方

・余りがある場合の小数点の位置，確かめの式

・除数と商の大小関係

＊　復習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

５．式と計算 3 ・小数についての計算のきまりや式のよみ方

・計算のきまりに関連づけた式のよみ方（式の多様な見方）

・式の形に着目して特徴をよみ，問題解決に活用すること

◎　同じものに目をつけて 2 ・相殺や置換の考えを用いて解く問題

６．合同な図形 11 ・合同の意味，合同な図形の性質　【合同，対応する（頂点，辺，角）】

・基本四角形を対角線で分けて合同の観点で考察すること

・合同な三角形をかく要素の考察と，３通りの方法による三角形の作図

・三角形分割による四角形の作図

・三角形の内角の和を調べること，四角形･五角形の内角の和を調べること

●　どんな計算になるのかな 1 ・小数の四則計算の演算決定問題

●　算数の自由研究 1 ・数字ならべ

＊　復習 1 ・既習内容の理解の確認と持続，コラム「昔の教科書」

７．整数 12 ・偶数，奇数の意味　【偶数，奇数】

・倍数の意味とみつけ方　【倍数】

・公倍数，最小公倍数の意味と求め方の工夫　【公倍数，最小公倍数】

・約数の意味　【約数】

・公約数，最大公約数の意味と求め方の工夫　【公約数，最大公約数】

・素数の意味　【素数】

＊　準備運動 1 ・次単元のレディネスチェック

８．分数 15 ・分数の性質，等しい分数のつくり方

・約分や通分の意味とその仕方　【約分する，通分する】

・異分母分数の加法

・異分母分数の減法

・分数×整数や分数÷整数の立式の意味とその求め方

・分数の第二義（＝商分数），わり算と分数

・分数と整数･小数の関係

◎　人文字 2 ・簡単な植木算の問題

●　よみとる算数(1) 1 ・長文などのよみとり

＊　復習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

4
月
(15)

5
月
(16)

4
月
(15)

5
月
(16)

87時間（予備時数 2時間）

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：64時間] 59時間（予備時数 5時間）

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間]

10
月
(20)

10
月
(15)

平成23年度版｢わくわく算数」5年　年間指導計画

<上巻>

9
月
(15)

8～9
月
(15)

7
月
(17)

10
月
(20)

10
月
(15)

6
月
(21)

7
月
(12)

6
月
(21)

平成 23年度版　「わくわく算数」5年　年間指導計画
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．整数と小数 4 ・整数，小数の十進位取り記数法の仕組みと小数点の移動

・記数法の仕組みと10倍や100倍などの大きさの数

・記数法の仕組みと10分の1や100分の1などの大きさの数

●　みんなで話しあいましょう 1 ・話し合いの活動の仕方

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

２．体積 10 ・体積の概念とその表し方　【体積】

・体積の普遍単位「立方センチメートル，立方メートル」　【㎤，㎥】

・直方体と立方体の体積の求め方と公式　【容積】

・箱を組み合わせてつくるなど，いろいろな1㎥の体感

・公式を使って，体積の変化を考察したり高さを求めること　【比例する】

・Ｌ字型やＵ字型の体積の求積

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

３．小数×小数 11 ・小数をかけることの意味と立式

・小数をかける計算と筆算の仕方

・乗数と積の大小関係

・辺の長さが小数値の場合の面積や体積の求積

・小数倍の意味と適用

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

４．小数÷小数 10 ・小数でわることの意味と立式

・小数でわる計算と筆算の仕方

・わり進む場合，商を概数で処理する場合の筆算の仕方

・余りがある場合の小数点の位置，確かめの式

・除数と商の大小関係

＊　復習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

５．式と計算 3 ・小数についての計算のきまりや式のよみ方

・計算のきまりに関連づけた式のよみ方（式の多様な見方）

・式の形に着目して特徴をよみ，問題解決に活用すること

◎　同じものに目をつけて 2 ・相殺や置換の考えを用いて解く問題

６．合同な図形 11 ・合同の意味，合同な図形の性質　【合同，対応する（頂点，辺，角）】

・基本四角形を対角線で分けて合同の観点で考察すること

・合同な三角形をかく要素の考察と，３通りの方法による三角形の作図

・三角形分割による四角形の作図

・三角形の内角の和を調べること，四角形･五角形の内角の和を調べること

●　どんな計算になるのかな 1 ・小数の四則計算の演算決定問題

●　算数の自由研究 1 ・数字ならべ

＊　復習 1 ・既習内容の理解の確認と持続，コラム「昔の教科書」

７．整数 12 ・偶数，奇数の意味　【偶数，奇数】

・倍数の意味とみつけ方　【倍数】

・公倍数，最小公倍数の意味と求め方の工夫　【公倍数，最小公倍数】

・約数の意味　【約数】

・公約数，最大公約数の意味と求め方の工夫　【公約数，最大公約数】

・素数の意味　【素数】

＊　準備運動 1 ・次単元のレディネスチェック

８．分数 15 ・分数の性質，等しい分数のつくり方

・約分や通分の意味とその仕方　【約分する，通分する】

・異分母分数の加法

・異分母分数の減法

・分数×整数や分数÷整数の立式の意味とその求め方

・分数の第二義（＝商分数），わり算と分数

・分数と整数･小数の関係

◎　人文字 2 ・簡単な植木算の問題

●　よみとる算数(1) 1 ・長文などのよみとり

＊　復習 1 ・既習内容の理解の確認と持続

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

4
月
(15)

5
月
(16)

4
月
(15)

5
月
(16)

87時間（予備時数 2時間）

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：64時間] 59時間（予備時数 5時間）

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間]

10
月
(20)

10
月
(15)

平成23年度版｢わくわく算数」5年　年間指導計画

<上巻>

9
月
(15)

8～9
月
(15)

7
月
(17)

10
月
(20)

10
月
(15)

6
月
(21)

7
月
(12)

6
月
(21)

2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

９．面積 13 ・直角三角形，鋭角三角形の面積を求めること

・三角形の面積公式　【底辺，高さ】

・三角形分割による一般四角形の求積

・平行四辺形の面積を多様な考え方で求めることと面積公式

・高さがはみ出す三角形や平行四辺形の面積の求め方

・台形，ひし形の求積と面積公式　【上底，下底】

・三角形の求積公式を使っての関数的見方（底辺と高さの関係）

・面積公式に関する式のよみ

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

10．平均とその利用 8 ・平均の意味　【平均】

・平均を求め，問題解決に活用すること

・部分の平均から全体の平均を求めること

・歩幅による概測と利用

・仮平均

・飛び離れた値についての処理

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

11．単位量あたりの大きさ 4 ・単位量あたりの考えとその意味　【人口みつ度】

●　見積もりを使って 2 ・仮平均による見積もり

・切り上げや切り捨てによる加法の見積もり

◎　順々に調べて 2 ・数量の少ない場合から順に調べ，きまりをみつけて解く問題

＊　準備運動 1 ・次単元のレディネスチェック

12．割合 15 ・割合の意味，割合の求め方　【割合】

・割合，くらべる量，もとにする量を求めること

・百分率の意味，歩合　【百分率，％，パーセント，割，分，厘】

・百分率を使った問題と小数倍の問題との関係の理解

・帯グラフ･円グラフのよみ方とかき方　 【帯グラフ，円グラフ】

・百分率を使った第1～第3用法の作問と問題解決

・割合の和，積を考えて解く問題

・表やグラフを目的に応じて適切に選ぶ問題

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

13．円と正多角形 7 ・折り紙作業による正多角形の学習の動機づけ　【正六角形，正八角形】

・正多角形の概念，中心角の等分割による正多角形の作図　【多角形，正多角形】

・円周の等分による正六角形の作図

・円周と直径の関係（円周率を求めること）　【円周，円周率】

・円周や直径を求めること

・直径と円周の関数的関係，円周の実測活動

＊　準備運動 1 ・次単元のレディネスチェック

14．角柱と円柱 6 ・立体図形の弁別　【立体】

・角柱の概念，円柱の概念　【角柱，円柱，底面，側面，曲面】

・角柱や円柱の見取図，展開図

15．○や△を使った式 3 ・○や△を使って表される式になる事象

・式に表された2量が比例しているかどうかの判定，比例さがし

◎　輪投げ 1 ・筋道を立てて順序良く推論する問題

●　よみとる算数(2) 1 ・表・グラフなどの資料のよみとり

＊　もうすぐ6年生 4 ・第5学年の総復習

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

11
月
(20)

11
月
(20)

注1：月の欄の（　)の数字は，月当たりの指導時数の目安を示しています。
注2：指導時数には復習の時間も含んでいます。復習を柔軟に扱うことで，予備時間はさらに増えます。
注3：【　】内の太字はその単元で学習する新しい用語・記号です。

後期(2学期制)の時数
[標準時数：86時間] 75時間（予備時数11時間）

年間総時数
[標準時数：175時間] 162時間（予備時数13時間）

1
月
(13)

3学期(3学期制)の時数
[標準時数：41時間] 40時間（予備時数 1時間）

63時間（予備時数 7時間）
2学期(3学期制)の時数
[標準時数：70時間]

2
月
(18)

2
月
(18)

3
月
(10)

3
月
(10)

12
月
(15)

12
月
(15)

1
月
(13)

<下巻>
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．対称な図形 10 ・線対称な図形の意味，線対称な図形さがし　【線対称，対称の軸】

・線対称な図形の性質，作図

・点対称な図形の意味，点対称な図形さがし　【点対称，対称の中心】

・点対称な図形の性質，作図

・四角形や三角形，正多角形などの基本図形を対称性に着目して考察すること

●　みんなで話しあいましょう 1 ・話し合いの活動の仕方

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

２．分数×分数 11 ・分数をかけることの意味と計算の仕方

・逆数の意味，分数･整数･小数の逆数の求め方　【逆数】

・分数倍の意味と適用(第1，第2用法)

・いろいろな量を表す分数(面積，時間)と適用

・積の大きさ

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

３．分数÷分数 9 ・分数でわることの意味と計算の仕方

・分数倍を使った割合の第3用法

・分数についての計算のきまり

・商の大きさ

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

４．文字と式 6 ・数量の関係を文字x，ｙを用いて式に表し考察すること　【ｘの値，ｙの値】

・文字x，yを使った式で，ｙに対応するｘの値を求めること

・文字を用いた式から，具体的な事象を考えること（問題づくり）

・文字を用いた式から，式の意味をいろいろ考察すること（式の多様な見方）

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

５．比とその利用 8 ・比を使った割合の表し方，比の意味　【比，：】

・比の表し方の考察，比の値の意味　【比の値】

・等しい比とその性質，等しい比をつくること

・比を簡単にすること

・比を使った割合の第2･第3用法の問題，全体を決まった比に分けること

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

６．図形の拡大と縮小 10 ・図形の拡大や縮小の意味

・拡大図や縮図の意味とその性質　【拡大図，縮図】

・方眼紙を使った拡大図や縮図のかき方

・拡大図や縮図の性質を使った三角形や四角形の作図，縮図の作図

・１つの点を中心にした拡大図や縮図のかき方

・縮図を利用した測定の工夫

●　どんな計算になるのかな 1 ・分数の四則計算の演算決定問題

◎　場合をあげて調べて 2 ・順序よく場合を調べ，条件に合った解答を求めて問題解決すること

・ある条件のもとで全ての場合を順序よく調べ，適合する場合をみつけること

●　算数の自由研究 1 ・カプレカ数

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック，

　コラム「昔の教科書」

７．速さ 7 ・速さの概念，速さの公式と適用題　【時速，分速，秒速】

・時速・分速・秒速の関係

◎　変わり方を調べて(1) 2 ・出会い算，追いつき算（2量の変わり方の和や差に着目して解く問題）

８．比例と反比例 11 ・比例の意味と性質，比例する事象を判断すること

・比例する事象を式に表して考察すること

・比例のグラフのかき方，比例のグラフのよみ

・実生活との関わりで比例する事象をみつけたり考察すること，比例さがし

・表，式，グラフを使って比例かどうかを判断すること

6 ・反比例の意味と性質，反比例する事象を判断すること　【反比例する】

・反比例する事象を式に表して考察すること

・反比例する事象をグラフに表して考察すること

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

平成23年度版｢わくわく算数」6年　年間指導計画

<上巻>

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間]

10
月
(20)

10
月
(15)

85時間（予備時数 4時間）

7
月
(12)

6
月
(21)

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：64時間]

4
月
(15)

64時間（予備時数 0時間）

10
月
(15)

10
月
(20)

4
月
(15)

5
月
(16)

6
月
(21)

7
月
(17)

9
月
(15)

8～9
月
(15)

5
月
(16)

平成 23年度版　「わくわく算数」6年　年間指導計画

x，y

y x

x y

x，y
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2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

１．対称な図形 10 ・線対称な図形の意味，線対称な図形さがし　【線対称，対称の軸】

・線対称な図形の性質，作図

・点対称な図形の意味，点対称な図形さがし　【点対称，対称の中心】

・点対称な図形の性質，作図

・四角形や三角形，正多角形などの基本図形を対称性に着目して考察すること

●　みんなで話しあいましょう 1 ・話し合いの活動の仕方

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

２．分数×分数 11 ・分数をかけることの意味と計算の仕方

・逆数の意味，分数･整数･小数の逆数の求め方　【逆数】

・分数倍の意味と適用(第1，第2用法)

・いろいろな量を表す分数(面積，時間)と適用

・積の大きさ

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

３．分数÷分数 9 ・分数でわることの意味と計算の仕方

・分数倍を使った割合の第3用法

・分数についての計算のきまり

・商の大きさ

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

４．文字と式 6 ・数量の関係を文字x，ｙを用いて式に表し考察すること　【ｘの値，ｙの値】

・文字x，yを使った式で，ｙに対応するｘの値を求めること

・文字を用いた式から，具体的な事象を考えること（問題づくり）

・文字を用いた式から，式の意味をいろいろ考察すること（式の多様な見方）

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

５．比とその利用 8 ・比を使った割合の表し方，比の意味　【比，：】

・比の表し方の考察，比の値の意味　【比の値】

・等しい比とその性質，等しい比をつくること

・比を簡単にすること

・比を使った割合の第2･第3用法の問題，全体を決まった比に分けること

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

６．図形の拡大と縮小 10 ・図形の拡大や縮小の意味

・拡大図や縮図の意味とその性質　【拡大図，縮図】

・方眼紙を使った拡大図や縮図のかき方

・拡大図や縮図の性質を使った三角形や四角形の作図，縮図の作図

・１つの点を中心にした拡大図や縮図のかき方

・縮図を利用した測定の工夫

●　どんな計算になるのかな 1 ・分数の四則計算の演算決定問題

◎　場合をあげて調べて 2 ・順序よく場合を調べ，条件に合った解答を求めて問題解決すること

・ある条件のもとで全ての場合を順序よく調べ，適合する場合をみつけること

●　算数の自由研究 1 ・カプレカ数

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック，

　コラム「昔の教科書」

７．速さ 7 ・速さの概念，速さの公式と適用題　【時速，分速，秒速】

・時速・分速・秒速の関係

◎　変わり方を調べて(1) 2 ・出会い算，追いつき算（2量の変わり方の和や差に着目して解く問題）

８．比例と反比例 11 ・比例の意味と性質，比例する事象を判断すること

・比例する事象を式に表して考察すること

・比例のグラフのかき方，比例のグラフのよみ

・実生活との関わりで比例する事象をみつけたり考察すること，比例さがし

・表，式，グラフを使って比例かどうかを判断すること

6 ・反比例の意味と性質，反比例する事象を判断すること　【反比例する】

・反比例する事象を式に表して考察すること

・反比例する事象をグラフに表して考察すること

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

平成23年度版｢わくわく算数」6年　年間指導計画

<上巻>

前期(2学期制)の時数
[標準時数：89時間]

10
月
(20)

10
月
(15)

85時間（予備時数 4時間）

7
月
(12)

6
月
(21)

1学期(3学期制)の時数
[標準時数：64時間]

4
月
(15)

64時間（予備時数 0時間）

10
月
(15)

10
月
(20)

4
月
(15)

5
月
(16)

6
月
(21)

7
月
(17)

9
月
(15)

8～9
月
(15)

5
月
(16)

2学期
制

3学期
制

大単元
配当
時数

指導内容　　【用語・記号】

９．円の面積 4 ・円の面積の検討づけ

・円の面積の求め方と公式

10．小数や分数の計算のまとめ 3 ・小数や分数の四則計算の定着と活用

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

11．立体の体積 4 ・角柱や円柱の体積の求め方と公式

12．およその形と大きさ 3 ・図形の概形をとらえた，面積や体積の概測

◎　変わり方を調べて(2) 2 ・整数解をみつける問題

13．場合を順序よく整理して 9 ・組み合わせ方を，落ちや重なりがないように順序よく整理して調べること

・ならべ方を，落ちや重なりがないように順序よく整理して調べること

・場合を挙げて調べ，条件に合うものをみつける問題

・いろいろな場合を，仲間に分けて考える問題

●　見積もりを使って 2 ・切り上げや切り捨てによる乗法の見積もり

・見積もりの工夫

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

14．資料の調べ方 7 ・資料を表（度数分布表）に整理すること

・資料を柱状グラフに表すこと　【柱状グラフ】

・表や柱状グラフによる2つの集団の特徴の考察

・人口のちらばりを工夫されたグラフでよみとること

●　よみとる算数(1) 1 ・表・グラフなどの資料のよみとり

＊　復習，準備運動 1 ・既習内容の理解の確認と持続，次単元のレディネスチェック

15．量の単位 5 ・適切な計器や単位の選択

・単位の接頭語の意味，単位の間の関係　【kL，mg】

◎　割合を使って 3 ・全体を1とし，部分の割合を考えて解く問題

・全体を1とし，部分の割合の和を考えて解く問題

・割合の差や積を考えて解く問題

●　よみとる算数(2) 1 ・長文などのよみとり

＊　6年のまとめ 16 ・数と量

　　（算数パスポート） ・計算と見積もり

・図形

・数量の関係

・問題の見方・考え方

＊　地球と算数 － ・気温と二酸化炭素

・海水温度の上昇

・北極海の氷の溶解

・上昇する海面

・生活と二酸化炭素

・森林のはたらき

・二酸化炭素排出量の削減計画

・人と自然の共存のくふう

・中学校への旅立ち

★　算数のまど － ・補充（ステップ）と発展（ジャンプ）

・もっと学びをいかそう

・もっと練習

12
月
(15)

12
月
(15)

10
月
(20)

10
月
(15)

11
月
(20)

11
月
(20)

2学期(3学期制)の時数
[標準時数：70時間]

注1：月の欄の（　)の数字は，月当たりの指導時数の目安を示しています。
注2：指導時数には復習の時間も含んでいます。復習を柔軟に扱うことで，予備時間はさらに増えます。
注3：【　】内の太字はその単元で学習する新しい用語・記号です。

後期(2学期制)の時数
[標準時数：86時間] 70時間（予備時数16時間）

年間総時数
[標準時数：175時間] 155時間（予備時数20時間）

26時間（予備時数15時間）

3
月
(10)

3
月
(10)

1
月
(13)

2
月
(18)

1
月
(13)

2
月
(18)

65時間（予備時数 5時間）

3学期(3学期制)の時数
[標準時数：41時間]

<下巻>

【kL，mg】
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 1

第 1学年 単元別学習内容一覧 

 

（オリエンテーション） 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

ものの集まりに着目し，1 対 1 対応などにより数の多少が判断できる。 
・絵を見て，ものの数に関心をもつ。 
・数の多少を判断するには，カエルとスイレンなどを 1 対 1 に対応づけるとよいこ

とに気づく。 
・カエルとスイレンなどの 1 対 1 対応により数の多少が判断できる。 
・数の多少の判断の仕方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：4 月中旬 
3 学期制：4 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
1～3 1 ・「かずとすうじ」への導入 (関)算数の学習への関心をもつ  
4～5 2

・

3

・1 対 1 に対応づけ，数の多少を判断する

こと 
(考)(技) 1 対 1 に対応づけ，数の多少を比

べることができる。 

 

 

1 かずと すうじ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

具対物と半具対物(数図ブロック)とを対応させながら 10 までの数について，集合数

(計量数)としての理解ができる。 
5 までの数について，よみ方やかき方を理解し,大小判断や合成・分解ができる。 
10 までの数のよみ方やかき方を理解し，大小判断ができる。 
・具体的な場面で，進んで数を使おうとする。 
・10 までの数について，大小比較の仕方を考えることができる。 
・10 までの数について，よんだり，かいたり大小を比べることができる。 
・5 までの数の合成･分解や 10 までの数のよみ方，かき方，大小比較の仕方を理解

している。 

9 時間 
2 学期制：4 月中旬～5 月上旬 
3 学期制：4 月中旬～5 月上旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
6～7 1

・

2

・5 までの数の具体物と数図ブロック，数

図との対応，数のよみ方 
・数系列，具体物－数図－数字の対応 

(技)(知)数図ブロックなどと対応づけなが

ら，5 までの数をよむことができる。 
5 までの かず 

8～9 3
・

4

・5 までの数のかき方 
・4・5 の合成・分解 

(技)(知)5 までの数をかいたり，合成・分

解ができる。 

10～11 5
・

6

・10 までの数の具体物，数図ブロック，

数図との対応，数のよみ方 
・前時の復習，数系列 

(技)(知)数図ブロックなとど対応づけなが

ら，10 までの数をよむことができる。 
10 までの かず 

12～13 7 ・6～10 の数のかき方 (技)(知)6～10 の数についてかくことがで

きる。 
14～16 8 ・絵グラフによる数の表現，大小比較 (関)10 までの数について，並べたり，比

べたり，みつけたり，数えたりすること

ができる。(関)(考)(表) 

かずあそび 

17 9 ・数字と数図ブロックの対応，数の大小

比較，音の回数と数字の対応 
(技)数字，数図，ブロックを対応させたり，

音などの回数を数で表すことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2

2 なんばんめ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

10 までの数について，順序数としての意味を知り，集合数(計量数)と順序数の違い

を理解できる。 
前後，左右，上下などのことばを正しく用いて，ものの位置を表すことができる。

・具体的な場面で，順序数で表すよさを感じ，数を使って表そうとする。 
・前後，上下，左右などを用いて，位置の表し方を工夫したり，考えたりすること

ができる。 
・集合数と順序数を使い分け，前後，上下，左右などを用いて位置を表すことがで

きる。 
・集合数と順序数の違い，前後，上下，左右などを使った位置の表し方について理

解している。 

2 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
18～19 1 ・上下，左右，前後の順序数 (技)(知)順序数の役割を知り，上下，左右，

前後を用いて，ものの位置を表すこと

ができる。 

 

20 2 ・順序数と集合数 (考)順序数と集合数の違いを理解し，正し

く使い分けることができる。 

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

21 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

 

 

3 いくつと いくつ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

6，7，8，9 の合成・分解ができる。 
10 の合成・分解ができ，10 の補数が理解できる。 
数としてのの意味が理解できる。 
・10 までの数の合成･分解に進んで取り組もうとする。 
・10 までの数の合成･分解の仕方や 10 の補数について説明することができる。 
・10 までの数の合成･分解や 10 の補数を求めることができる。 
・10 までの数の合成・分解，及び 0 の意味を理解している。 

7 時間 
2 学期制：5 月中旬～下旬 
3 学期制：5 月中旬～下旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
22～23 1 ・6 の合成・分解 (技)(知)6 の合成・分解ができる。 

24 2 ・7 の合成・分解 (技)(知)7 の合成・分解ができる。 
25 3 ・8 の合成・分解 (技)(知)8 の合成・分解ができる。 
26 4 ・9 の合成・分解 (技)(知)9 の合成・分解ができる。 
27 5 ・10 の合成・分解 (技)(知)10 の合成・分解ができる。 

 

28 6 ・10 の補数 (技)(知)10 の補数を求めることができる。 
0 という かず 29 7 ・数としての 0 の意味 (考)(知)0 という数の意味を理解してい

る。 
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2 なんばんめ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

10 までの数について，順序数としての意味を知り，集合数(計量数)と順序数の違い

を理解できる。 
前後，左右，上下などのことばを正しく用いて，ものの位置を表すことができる。

・具体的な場面で，順序数で表すよさを感じ，数を使って表そうとする。 
・前後，上下，左右などを用いて，位置の表し方を工夫したり，考えたりすること

ができる。 
・集合数と順序数を使い分け，前後，上下，左右などを用いて位置を表すことがで

きる。 
・集合数と順序数の違い，前後，上下，左右などを使った位置の表し方について理

解している。 

2 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
18～19 1 ・上下，左右，前後の順序数 (技)(知)順序数の役割を知り，上下，左右，

前後を用いて，ものの位置を表すこと

ができる。 

 

20 2 ・順序数と集合数 (考)順序数と集合数の違いを理解し，正し

く使い分けることができる。 

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

21 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

 

 

3 いくつと いくつ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

6，7，8，9 の合成・分解ができる。 
10 の合成・分解ができ，10 の補数が理解できる。 
数としてのの意味が理解できる。 
・10 までの数の合成･分解に進んで取り組もうとする。 
・10 までの数の合成･分解の仕方や 10 の補数について説明することができる。 
・10 までの数の合成･分解や 10 の補数を求めることができる。 
・10 までの数の合成・分解，及び 0 の意味を理解している。 

7 時間 
2 学期制：5 月中旬～下旬 
3 学期制：5 月中旬～下旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
22～23 1 ・6 の合成・分解 (技)(知)6 の合成・分解ができる。 

24 2 ・7 の合成・分解 (技)(知)7 の合成・分解ができる。 
25 3 ・8 の合成・分解 (技)(知)8 の合成・分解ができる。 
26 4 ・9 の合成・分解 (技)(知)9 の合成・分解ができる。 
27 5 ・10 の合成・分解 (技)(知)10 の合成・分解ができる。 

 

28 6 ・10 の補数 (技)(知)10 の補数を求めることができる。 
0 という かず 29 7 ・数としての 0 の意味 (考)(知)0 という数の意味を理解してい

る。 
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4 いろいろな かたち 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

空き箱や空き缶，積み木などによる立体の組み立てを通して，ものの形を認めたり，

形の特徴をとらえることができる。 
・身近にある立体に関心を持ち，その特徴に目を向けようとする。 
・身近にある立体の形の特徴に目を向けることができる。 
・まる，さんかく，しかくの形を使って，いろいろな絵を描くことができる。 
・身近にある立体の形を観察し，その特徴を理解している。 

3 時間 
2 学期制：6 月上旬 
3 学期制：6 月上旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
30～31 1 ・空き箱，空き缶などを使った立体の構

成 
(関)(技)空き箱や空き缶などを使っていろ

いろな立体をつくることができる。 
32 2 ・立体図形の分類，弁別 (考)(技)立体の特徴をとらえ，弁別ができ

る。 

 

33 3 ・立体の面の写し取りやそれを使った絵

描き遊び 
(関)(技)立体の面を写し取り，それを使っ

ていろいろな絵をかくことができる。 

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
34～35 ・既習事項の確認と持続 1 時間 

2 学期制：6 月上旬 
3 学期制：6 月上旬 

 

 

5 ふえたり へったり 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

 

(考) 

(技) 

 

(知) 

次々に変化していく数量に着目し，数の増減の意味をつかむ。 
・数量がふえたり，へったりする事象に関心をもち，変化の様子をとらえようとす

る。 
・増減の意味を，具体的な事象や操作と関連づけて考えることができる。 
・数量の増減に着目し，「ふえた」「へった」ということばを使って，ブロックを操

作することができる。 
・数量が増減する事象について，操作的・体験的な活動を通して，その意味を理解

している。 

1 時間 
2 学期制：6 月上旬 
3 学期制：6 月上旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 36～37 1 ・エレベータごっこを通した，連続的な

数の増減事象の体験 
(考)(技) 次々に変化していく数量に着目

し，活動を通して，その意味が理解で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4

6 たしざん(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

たし算が用いられる場面(合併・増加)を知り，たし算の記号や式のよみ方，かき方

を理解する。 
(1 桁)＋(1 桁)≦10 のたし算ができる。 
・身近な場面において，たし算を用いて解決しようとする。 
・作業的・体験的な活動を通して，たし算の仕方について考えることができる。 
・たし算の式に表したり，式をよんだり，(1 桁)＋(1 桁)≦10 の計算が確実にできる。

・たし算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。 

7 時間 
2 学期制：6 月中旬～下旬 
3 学期制：6 月中旬～下旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
38 1 ・合併の場面の理解 (知)具体的操作を通して，合併の場面を把

握している。 
あわせて いくつ 

39 2 ・合併の場面をたし算の式に表し，答え

を求めること 【たしざん，しき，＋】

(考)(知)合併の場面を式に表し，答えを求

めることができる。 
40 3 ・増加の場面の理解 (知)具体的操作を通して，増加の場面を把

握している。 
ふえると いくつ 

41 4 ・増加の場面をたし算の式に表し，答え

を求めること 
(考)(知)増加の場面を式に表し，答えを求

めることができる。 
こうえん 42 5 ・たし算の作問（お話づくり） (関)(考)たし算の場面に関心をもち，いろ

いろ問題をつくる。 
たしざんの かあど 43 6

・

7

・カードを使ったたし算の練習 (関)(技)カードを使って，進んでたし算の

練習をする。 

 

7 ひきざん(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

ひき算が用いられる場面(求残・求部分・求差)を知り，ひき算の記号や式のよみ方，

かき方を理解する。 
(10 以下の数)－(1 桁)のひき算ができる。 
・作業的・体験的な活動の場面で，ひき算を用いて解決しようとする。 
・作業的・体験的な活動を通して，ひき算の仕方について考えることができる。 
・ひき算の式に表したり，式をよんだり，(10 以下の数)－(1 桁)の計算が確実にでき

る。 
・ひき算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。 

9 時間 
2 学期制：6 月下旬～7 月中旬 
3 学期制：6 月下旬～7 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
44 1 ・求残の場面の理解 (知)具体的操作を通して，求残の場面を把

握している。 
45 2 ・求残の場面をひき算の式に表し，答え

を求めること    【ひきざん，－】

(考)(知)求残の場面を式に表し，答えを求

めることができる。 

のこりは いくつ 

46 3 ・求部分の場面をひき算の式に表し，答

えを求めること 
(考)(知)求部分の場面を式に表し，答えを

求めることができる。 
ひきざんの かあど 47 4

・

5

・カードを使ったひき算の練習 (関)(技)カードを使って，進んでひき算の

練習をする。 

48 6 ・求差の場面の理解 (知)具体的操作を通して，求差の場面を把

握している。 
49 7 ・求差の場面をひき算の式に表し，答え

を求めること 
(考)(知)求差の場面を式に表し，答えを求

めることができる。 

ちがいは いくつ 

50 8 ・求残の場面で「ちがい」の意味の把握 (考)(知)「ちがい」の意味を理解し，それ

を使って表現することができる。 
うみ 51 9 ・ひき算の作問（お話づくり） (関)(考)ひき算の場面に関心をもち，いろ

いろ問題をつくる。 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
52～53 ・既習事項の確認と持続 1 時間 

2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 
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6 たしざん(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

たし算が用いられる場面(合併・増加)を知り，たし算の記号や式のよみ方，かき方

を理解する。 
(1 桁)＋(1 桁)≦10 のたし算ができる。 
・身近な場面において，たし算を用いて解決しようとする。 
・作業的・体験的な活動を通して，たし算の仕方について考えることができる。 
・たし算の式に表したり，式をよんだり，(1 桁)＋(1 桁)≦10 の計算が確実にできる。

・たし算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。 

7 時間 
2 学期制：6 月中旬～下旬 
3 学期制：6 月中旬～下旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
38 1 ・合併の場面の理解 (知)具体的操作を通して，合併の場面を把

握している。 
あわせて いくつ 

39 2 ・合併の場面をたし算の式に表し，答え

を求めること 【たしざん，しき，＋】

(考)(知)合併の場面を式に表し，答えを求

めることができる。 
40 3 ・増加の場面の理解 (知)具体的操作を通して，増加の場面を把

握している。 
ふえると いくつ 

41 4 ・増加の場面をたし算の式に表し，答え

を求めること 
(考)(知)増加の場面を式に表し，答えを求

めることができる。 
こうえん 42 5 ・たし算の作問（お話づくり） (関)(考)たし算の場面に関心をもち，いろ

いろ問題をつくる。 
たしざんの かあど 43 6

・

7

・カードを使ったたし算の練習 (関)(技)カードを使って，進んでたし算の

練習をする。 

 

7 ひきざん(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

ひき算が用いられる場面(求残・求部分・求差)を知り，ひき算の記号や式のよみ方，

かき方を理解する。 
(10 以下の数)－(1 桁)のひき算ができる。 
・作業的・体験的な活動の場面で，ひき算を用いて解決しようとする。 
・作業的・体験的な活動を通して，ひき算の仕方について考えることができる。 
・ひき算の式に表したり，式をよんだり，(10 以下の数)－(1 桁)の計算が確実にでき

る。 
・ひき算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。 

9 時間 
2 学期制：6 月下旬～7 月中旬 
3 学期制：6 月下旬～7 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
44 1 ・求残の場面の理解 (知)具体的操作を通して，求残の場面を把

握している。 
45 2 ・求残の場面をひき算の式に表し，答え

を求めること    【ひきざん，－】

(考)(知)求残の場面を式に表し，答えを求

めることができる。 

のこりは いくつ 

46 3 ・求部分の場面をひき算の式に表し，答

えを求めること 
(考)(知)求部分の場面を式に表し，答えを

求めることができる。 
ひきざんの かあど 47 4

・

5

・カードを使ったひき算の練習 (関)(技)カードを使って，進んでひき算の

練習をする。 

48 6 ・求差の場面の理解 (知)具体的操作を通して，求差の場面を把

握している。 
49 7 ・求差の場面をひき算の式に表し，答え

を求めること 
(考)(知)求差の場面を式に表し，答えを求

めることができる。 

ちがいは いくつ 

50 8 ・求残の場面で「ちがい」の意味の把握 (考)(知)「ちがい」の意味を理解し，それ

を使って表現することができる。 
うみ 51 9 ・ひき算の作問（お話づくり） (関)(考)ひき算の場面に関心をもち，いろ

いろ問題をつくる。 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
52～53 ・既習事項の確認と持続 1 時間 

2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 
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8 20 までの かず 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

具体に即して 20 までの数の数え方，よみ方，かき方を理解する。 
数を数直線上に表し，20 までの数の系列・大小を理解する。 
・具体的な場面を通して，20 までの個数や順序を，数を用いて表したり，数直線で

表そうとする。 
・数にかかわる作業的・体験的な活動を通して，20 までの数のよみ方，かき方，大

小や順序について考えることができる。 
・20 までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，簡単な 2 位数の加

減ができる。 
・20 までの数のよみ方，かき方，大小比較などを理解している。 

7 時間 
2 学期制：7 月下旬～9 月上旬 
3 学期制：9 月上旬～中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
54～56 1

・

2

・20 までの数のよみ方とかき方 (技)(知)20 までの数について，よみ方，か

き方を理解し，よんだりかいたりする

ことができる。 

 

57 3 ・20 までの数の大小 
・2 とび，5 とびで数えること 

(技)(知)20 までの数の大小比較ができる。 
(技)20 までの数を 2 とびや 5 とびで数え

ることができる。 
かずの ならびかた 58～59 4 ・20 までの数の系列 (知)20 までの数の系列を理解している。 
たしざん 60 5 ・簡単な(2 桁)＋(1 桁)のたし算 (技)10＋4や 12＋4などの簡単な 2位数の

たし算ができる。 
ひきざん 61 6 ・簡単な(2 桁)－(1 桁)のひき算 (技)12－2や 15－3などの簡単な 2位数の

ひき算ができる。 
たしかめ どうじょう 62～63 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● よみとるさんすう(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：9 月中旬 
3 学期制：9 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 64～65 1 ・絵日記から適切に情報を選択して，問題を解決することができる。 
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9 おおきさくらべ(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

 

 

(知) 

直接比較や間接比較により，長さやかさを比較することができる。 
時刻について知り，時計で何時・何時半をよむことができる。 
・身近にあるものの長さやかさに関心を持ち，比較しようとする。 
また，時計に関心をもち，何時・何時半の時刻をよもうとする。 

・身近にあるものの長さやかさを比べる方法を考えることができる。 
また，何時・何時半の時刻のよみ方を理解できる。 

・直接比較・間接比較や任意単位による測定によって，長さやかさを比較すること

ができる。 
また，時計で何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりすることができる。 

・直接比較・間接比較による長さやかさの比べ方を理解している。 
また，何時・何時半の時刻のよみ方やつくり方を理解している。 

5 時間 
2 学期制：9 月中旬～9 月下旬 
3 学期制：9 月下旬～10 月上旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
66～67 ・長さの直接比較，間接比較 (考)(技)直接比較・間接比較により，長さ

を比べることができる。 
ながさくらべ 

68 ・任意単位による長さの測定 (考)(技)手幅や鉛筆などの任意単位によ

り，長さの測定ができる。 
69 ・かさの直接比較，間接比較 考)(技)直接比較・間接比較により，かさ

を比べることができる。 
かさくらべ 

70～71 ・かさの任意単位による測定 (考)(技)コップなどの任意単位により，か

さの測定ができる。 
とけい 72 ・何時・何時半の時刻をよんだり，つく

ったりすること 
【○時，○時半】

(技)(知)時計を使って，何時・何時半の時

刻をよんだり，つくったりすることがで

きる。 

 

 

10 3 つの かずの けいさん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

具体的操作に基づいて，3 口の数の加減計算ができる。 
・3 口の加法・減法を用いて，身近な問題を解決しようとする。 
・3 口の計算の仕方を考えることができる。 
・具体的な場面に即して，3 口の計算ができる。 
・3 口の計算の仕方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：9 月下旬～10 月上旬 
3 学期制：10 月上旬～中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 73～75 1

～

4

・具体的操作に基づく 3 つの数のたし算・

ひき算 
(技)具体的操作に基づいて，3 口の加減の

場面を理解し，計算ができる。 

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
76～77 ・既習事項の確認と持続 1 時間 

2 学期制：10 月中旬 
3 学期制：10 月中旬 
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9 おおきさくらべ(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

 

 

(知) 

直接比較や間接比較により，長さやかさを比較することができる。 
時刻について知り，時計で何時・何時半をよむことができる。 
・身近にあるものの長さやかさに関心を持ち，比較しようとする。 
また，時計に関心をもち，何時・何時半の時刻をよもうとする。 

・身近にあるものの長さやかさを比べる方法を考えることができる。 
また，何時・何時半の時刻のよみ方を理解できる。 

・直接比較・間接比較や任意単位による測定によって，長さやかさを比較すること

ができる。 
また，時計で何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりすることができる。 

・直接比較・間接比較による長さやかさの比べ方を理解している。 
また，何時・何時半の時刻のよみ方やつくり方を理解している。 

5 時間 
2 学期制：9 月中旬～9 月下旬 
3 学期制：9 月下旬～10 月上旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
66～67 ・長さの直接比較，間接比較 (考)(技)直接比較・間接比較により，長さ

を比べることができる。 
ながさくらべ 

68 ・任意単位による長さの測定 (考)(技)手幅や鉛筆などの任意単位によ

り，長さの測定ができる。 
69 ・かさの直接比較，間接比較 考)(技)直接比較・間接比較により，かさ

を比べることができる。 
かさくらべ 

70～71 ・かさの任意単位による測定 (考)(技)コップなどの任意単位により，か

さの測定ができる。 
とけい 72 ・何時・何時半の時刻をよんだり，つく

ったりすること 
【○時，○時半】

(技)(知)時計を使って，何時・何時半の時

刻をよんだり，つくったりすることがで

きる。 

 

 

10 3 つの かずの けいさん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

具体的操作に基づいて，3 口の数の加減計算ができる。 
・3 口の加法・減法を用いて，身近な問題を解決しようとする。 
・3 口の計算の仕方を考えることができる。 
・具体的な場面に即して，3 口の計算ができる。 
・3 口の計算の仕方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：9 月下旬～10 月上旬 
3 学期制：10 月上旬～中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 73～75 1

～

4

・具体的操作に基づく 3 つの数のたし算・

ひき算 
(技)具体的操作に基づいて，3 口の加減の

場面を理解し，計算ができる。 

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
76～77 ・既習事項の確認と持続 1 時間 

2 学期制：10 月中旬 
3 学期制：10 月中旬 
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11 たしざん(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

繰り上がりのある(1 桁)＋(1 桁)の計算の仕方を理解し，計算ができる。 
・繰り上がりのあるたし算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。 
・繰り上がりに着目して，計算の仕方を考えることができる。 
・繰り上がりのある(1 桁)＋(1 桁)の計算ができる。 
・繰り上がりのある(1 桁)＋(1 桁)の計算の仕方を理解している。 

9 時間 
2 学期制：10 月中旬～11 月上旬 
3 学期制：10 月中旬～下旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
78～79 1 ・繰り上がりのある(1 桁)＋(1 桁)たし算

の仕方 
(考)繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし

算の仕方を考えることができる。 
80～81 2 ・繰り上がりのある(1 桁)＋(1 桁)たし算

の仕方を説明すること 
(考)繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし

算の仕方を説明することができる。 
82 3 ・加数分解による繰り上がりのあるたし

算の仕方 
(技)加数分解の考え方を使って，繰り上が

りのある(1 桁)＋(1 桁)の計算ができる。 

 

83 4 ・加数分解と被加数分解の計算の仕方の

比較 
(考)加数分解と被加数分解の計算の仕方

を比べ，それぞれの特徴を説明できる。 
たしさんの かあど 84 5

・

8

・カードを使ったたし算の練習 (関)(技)カードを使って，進んでたし算の

練習をする。 

たしかめどうじょう 85 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
ステップ，ジャンプ 86～87 － 本単元の補充・発展問題 
※ステップ・ジャンプは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 

すべての児童が一律に学習する必要はありません。 

 

 

12 かたちづくり 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

色板や棒を並べたり，点をつないだりして，いろいろな形をつくり，図形を構成す

ることができる。 
・色板や棒を並べたり，点を線でつないだりして，いろいろな形をつくろうとする。

・色板や棒を回転・移動させて形を変形し，それらの関係をとらえることができる。

・色板や棒を並べたり，点を線でつないで，いろいろな形をつくることができる。

・色板や棒などを使って形を構成・分解する仕方を理解している。 

5 時間 
2 学期制：11 月上旬～中旬 
3 学期制：11 月上旬～中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
88～89 1

・

2

・色板を並べて，きめられた形をつくる

こと 
(関)(技)色板を並べて，きめられた形をつ

くることができる。 

90～91 3
・

4

・棒を並べて，きめられた形をつくるこ

と 
・点をつないでいろいろな形をつくるこ

と 

(関)(技)棒を並べてきめられた形をつくっ

たり，点をつないでいろいろな形をつ

くることができる。 

 

92 5 ・色板や棒を回転・移動させて形を変え

ること 
(考)色板や棒を回転・移動させて変形さ

せ，どんな形になるかを考察することが

できる。 

 

 

＊ ふくしゅう・じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

93 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：11 月中旬 
3 学期制：11 月中旬 
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13 ひきざん(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計算の仕方を理解し，計算ができる。 
・繰り下がりのあるひき算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。 
・繰り下がりに着目して，計算の仕方を考えることができる。 
・繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計算ができる。 
・繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計算の仕方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：11 月中旬～12 月中旬 
3 学期制：11 月中旬～12 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
94～95 1 ・(十何)－(1 桁)で繰り下がりのあるひき

算の仕方 
(考)繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計

算の仕方を考えることができる。 
96～97 2 ・(十何)－(1 桁)で繰り下がりのあるひき

算の説明する活動 
(考)繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計

算の仕方を説明することができる。 
98 3 ・減加法による繰り下がりのあるの計算

の仕方 
(技)減加法の考え方を使って，繰り下がり

のある(十何)－(1 桁)の計算ができる。 

 

99 4 ・減加法と減減法の計算仕方の比較 (考)加数分解と被加数分解の計算の仕方

を比べ，それぞれの特徴を説明できる。 
たしさんの かあど 100 5

～

8

・カードを使ったひき算の練習 (関)(技)カードを使って，進んでひき算の

練習をする。 

かずあて げえむ 101 9 ・カードを使ったたし算やひき算のゲー

ム 
(関)(考)カードを使って，たし算やひき算

の式をつくることができる。 
けいさんの かみし

ばい 
102 10 ・8＋6 や 12－7 の式になる問題づくり (考)(技)きめられた式になる問題をつくる

ことができる。 
たしかめどうじょう 103 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
ステップ，ジャンプ 104～105 － 本単元の補充・発展問題 
※ステップ・ジャンプは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 

すべての児童が一律に学習する必要はありません。 

 

 

● たすのかな ひくのかな 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・加減の場面の違いを理解している。 

1 時間 
2 学期制：12 月中旬 
3 学期制：12 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 106～107 1 ・加減の場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 

 

 

14 0 の たしざんと ひきざん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

0 を含むたし算，ひき算の意味を理解し，計算ができる。 
・具体的な場面で，0 を含む計算に取り組もうとする。 
・具体的・体験的な活動を通して，0 を含む計算の意味を考えることができる。 
・0 を含むたし算，ひき算ができる。 
・0 を含むたし算，ひき算の意味と計算の仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：12 月中旬 
3 学期制：12 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 108～109 1

・

2

・玉入れ遊びによる 0 を含む加減計算の

意味と計算の仕方 
(考)(知)0 を含む加減計算の意味を理解

し，計算ができる。 
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13 ひきざん(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計算の仕方を理解し，計算ができる。 
・繰り下がりのあるひき算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。 
・繰り下がりに着目して，計算の仕方を考えることができる。 
・繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計算ができる。 
・繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計算の仕方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：11 月中旬～12 月中旬 
3 学期制：11 月中旬～12 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
94～95 1 ・(十何)－(1 桁)で繰り下がりのあるひき

算の仕方 
(考)繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計

算の仕方を考えることができる。 
96～97 2 ・(十何)－(1 桁)で繰り下がりのあるひき

算の説明する活動 
(考)繰り下がりのある(十何)－(1 桁)の計

算の仕方を説明することができる。 
98 3 ・減加法による繰り下がりのあるの計算

の仕方 
(技)減加法の考え方を使って，繰り下がり

のある(十何)－(1 桁)の計算ができる。 

 

99 4 ・減加法と減減法の計算仕方の比較 (考)加数分解と被加数分解の計算の仕方

を比べ，それぞれの特徴を説明できる。 
たしさんの かあど 100 5

～

8

・カードを使ったひき算の練習 (関)(技)カードを使って，進んでひき算の

練習をする。 

かずあて げえむ 101 9 ・カードを使ったたし算やひき算のゲー

ム 
(関)(考)カードを使って，たし算やひき算

の式をつくることができる。 
けいさんの かみし

ばい 
102 10 ・8＋6 や 12－7 の式になる問題づくり (考)(技)きめられた式になる問題をつくる

ことができる。 
たしかめどうじょう 103 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
ステップ，ジャンプ 104～105 － 本単元の補充・発展問題 
※ステップ・ジャンプは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 

すべての児童が一律に学習する必要はありません。 

 

 

● たすのかな ひくのかな 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・加減の場面の違いを理解している。 

1 時間 
2 学期制：12 月中旬 
3 学期制：12 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 106～107 1 ・加減の場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 

 

 

14 0 の たしざんと ひきざん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

0 を含むたし算，ひき算の意味を理解し，計算ができる。 
・具体的な場面で，0 を含む計算に取り組もうとする。 
・具体的・体験的な活動を通して，0 を含む計算の意味を考えることができる。 
・0 を含むたし算，ひき算ができる。 
・0 を含むたし算，ひき算の意味と計算の仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：12 月中旬 
3 学期制：12 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 108～109 1

・

2

・玉入れ遊びによる 0 を含む加減計算の

意味と計算の仕方 
(考)(知)0 を含む加減計算の意味を理解

し，計算ができる。 
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15 ものと ひとの かず 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

ある数量を他の数量に対応させて解くことができる。 
順序数についても理解を深める。 
・異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算をしようとする。 
・1 対 1 対応により，異種の量の加減計算ができることを考えることができる。 
・操作活動を通じて，異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算ができる。 
・異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算の仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：12 月中旬 
3 学期制：12 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
110 1 ・ものと人の数を対応させて解く加減計

算 
(考)(技)ものの数と人の数を対応させて考

えることができる。 
 

111 2 ・順序数と集合数の混合計算 (考)(技)順序数と集合数の役割を理解し，

問題を解決することができる。 

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

112～113 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：12 月下旬 
3 学期制：12 月下旬 

 

 

16 大きい かず 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

100 までの数についてよみ方やかき方を知り，大小・系列を理解する。 
100 を少しこえる数について知る。 
・100 までの数について進んで調べようとする。 
・100 までの数について，位取りの考えを知り，かき方を考えることができる。 
・100 までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，数の構成に基づ

く(2 桁)＋(1 桁)のたし算とその逆のひき算ができる。 
・100 までの数について，よみ方，かき方，大小・系列を理解している。 

13 時間 
2 学期制：1 月中旬～2 月上旬 
3 学期制：1 月中旬～2 月上旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
かずの かぞえかた 114～115 1 ・じゃんけんゲームによる 100 までの数

の数え方，よみ方(命数法) 
・10 とび 5 とびの数え方の工夫 

(考)(知)100 までの数を，10 のまとまりを

つくって，数えることができる。 

かずの かきかた 116～117 2
・

3

・2 位数のかき方(記数法)と構成 
【一のくらい，十のくらい】

(考)(知)位取りの考えを知り，2 位数のか

き方を理解する。 

118～119 4
・

5

・具体物による 100 という数の理解 
・100 までの数の具体物と数表の対応 

(知)具体物を数えることを通して，100 と

いう数を理解する。 
(考)具体物の絵と数表とを対応させなが

ら，100 までの数を理解する。 

100 までの かず 

120～121 6
～

8

・100 までの数の大小・系列 
・すごろくあそび 

(技)(知)100 までの数について，大小を判

断したり，系列を考えることができる。 

おかね 122 9 ・数の構成に基づく加減計算 (技)数の構成に基づく(2桁)＋(1桁)のたし

算とその逆のひき算ができる。 
さがして みよう 123 10 ・身の回りから 100 までの数をさがすこ

と 
(関)100 までの数に関心をもち，身の回り

から探そうとする。 
100 を こえる か

ず 
124～125 11

・

12

・100 といくつという見方による，120
程度までの数の考察 

(考)(知)100 を少しこえる数について，100
といくつという見方を通して理解でき

る。 
たしかめどうじょう 126～127 13 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
ステップ，ジャンプ 128～129 － 本単元の補充・発展問題 
※ステップ・ジャンプは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 

すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
 10

 

● かえますか？ かえませんか？ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。 
・買えるか買えないかを判断しようとする。 
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。 
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。 
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 130～131 1 ・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。 

 

 

17 100 までの かずの けいさん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

100 までの数の簡単なたし算，ひき算 
・簡単な 2 位数のたし算やひき算を進んでしようとする。 
・数構成に基づいて，簡単な 2 位数のたし算やひき算の仕方を考えることができる。

・簡単な 2 位数についてのたし算やひき算ができる。 
・簡単な 2 位数についてのたし算やひき算の仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
132 1 ・10 を単位とした(何十)±(何十)の加減計

算 
(考)(技)10 がいくつと考えて，(何十)±(何

十)の加減計算ができる。 
 

133～134 2 ・繰り上がり，繰り下がりのない(2 桁)±
(1 桁)の加減計算 

［発展］繰り上がり，繰り下がりのない(2
桁)±(何十)の加減計算 

(考)(技)繰り上がり，繰り下がりのない(2
桁)±(1 桁)の加減計算ができる。 

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

135 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

 

 

18 おなじ かずずつ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

具体物をまとめて数えたり，等分したりして，整理して表すことができる。 
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表そうとする。 
・数を数えるのにブロックの操作，絵や式に表す考え方ができる。 
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表すことができる。 
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表す仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 136～137 1

・

2

・具体物をまとめて数えたり，等分した

りして，整理して表すこと 
(考)(技)同じ数ずつ数えたり，同じ数に分

けるなどの操作を通して，かけ算やわ

り算の素地的な見方ができる。 
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● かえますか？ かえませんか？ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。 
・買えるか買えないかを判断しようとする。 
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。 
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。 
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 130～131 1 ・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。 

 

 

17 100 までの かずの けいさん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

100 までの数の簡単なたし算，ひき算 
・簡単な 2 位数のたし算やひき算を進んでしようとする。 
・数構成に基づいて，簡単な 2 位数のたし算やひき算の仕方を考えることができる。

・簡単な 2 位数についてのたし算やひき算ができる。 
・簡単な 2 位数についてのたし算やひき算の仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
132 1 ・10 を単位とした(何十)±(何十)の加減計

算 
(考)(技)10 がいくつと考えて，(何十)±(何

十)の加減計算ができる。 
 

133～134 2 ・繰り上がり，繰り下がりのない(2 桁)±
(1 桁)の加減計算 

［発展］繰り上がり，繰り下がりのない(2
桁)±(何十)の加減計算 

(考)(技)繰り上がり，繰り下がりのない(2
桁)±(1 桁)の加減計算ができる。 

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

135 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

 

 

18 おなじ かずずつ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

具体物をまとめて数えたり，等分したりして，整理して表すことができる。 
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表そうとする。 
・数を数えるのにブロックの操作，絵や式に表す考え方ができる。 
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表すことができる。 
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表す仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 136～137 1

・

2

・具体物をまとめて数えたり，等分した

りして，整理して表すこと 
(考)(技)同じ数ずつ数えたり，同じ数に分

けるなどの操作を通して，かけ算やわ

り算の素地的な見方ができる。 
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19 おおい ほう すくない ほう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

2 つの量について，小さい方の数量と差を知って，大きい方の数量を求めることが

できる。(求大) 
2 つの量について，大きい方の数量と差を知って，小さい方の数量を求めることが

できる。(求小) 
・一方の数量と差がわかったときの他方の数量を求めようとする。 
・数量の大小関係を正しくとらえ，演算決定の根拠を考えることができる。 
・一方の数量と差を知って，他方の数量を求めることができる。 
・一方の数量と差を知って，他方の数量を求める仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：2 月下旬 
3 学期制：2 月下旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 138～139 1

・

2

・求大・求小の問題 (考)(技) 一方の数量と差を知って，他方の

数量を求めることができる。 

 

 

● ものの いち 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

前後，左右，上下などの用語を用いて，ものの位置を表すことができる。 
・具体的な場面で，ものの位置をことばで表そうとする。 
・ものの位置の表し方をことばで表す仕方を考えることができる。 
・ものの位置を，前後，左右，上下などの用語を用いて表すことができる。 
・前後，左右，上下などの用語を使った位置の表し方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：2 月下旬 
3 学期制：2 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 140～141 1

・

2

・前後，左右，上下などを使ってものの位置を表すこと 

 

 

20 大きさくらべ(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

 

 

(知) 

直接比較や間接比較により，広さ・かさを比較することができる。 
時計で何時何分をよむことができる。 
・身近にあるものの広さ・かさに関心を持ち，比較しようとする。 
また，時計で何時何分の時刻をよもうとする。 

・身近にあるものの広さ・かさを比べる方法を考えることができる。 
また，時計で何時何分の時刻のよみ方を理解できる。 

・直接比較・間接比較や任意単位による測定によって，広さを比較することができ

る。 
また，時計で何時何分の時刻をよんだり，つくったりすることができる。 

・直接比較・間接比較による広さ・かさの比べ方を理解している。 
また，時計で何時何分の時刻のよみ方やつくり方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：2 月下旬～3 月上旬 
3 学期制：2 月下旬～3 月上旬 

小見出し ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
142 1 ・広さ・かさの直接比較，間接比較 (考)(技)直接比較・間接比較により，広さ・

かさを比べることができる。 
 

143 2 ・任意単位による広さの測定 (考)(技)任意単位により，広さの測定がで

きる。 
とけい 144～145 3

・

4

・何時何分の時刻をよんだり，つくった

りすること 
【○時○分】

(技)(知)時計を使って，何時何分の時刻を

よんだり，つくったりすることができ

る。 

 

 

 

 

 12

● よみとるさんすう(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 146～147 1 ・牧場の場面から適切に情報を選択して，問題を解決することができる。 

 

 

＊ もう すぐ 2 ねんせい（1 年のふく習） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

148～152 ・1 年生の既習事項の確認と持続 3 時間 
2 学期制：3 月中旬 
3 学期制：3 月中旬 

※巻末にある「けいさんのれんしゅう」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていませ

ん。すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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● よみとるさんすう(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 146～147 1 ・牧場の場面から適切に情報を選択して，問題を解決することができる。 

 

 

＊ もう すぐ 2 ねんせい（1 年のふく習） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

148～152 ・1 年生の既習事項の確認と持続 3 時間 
2 学期制：3 月中旬 
3 学期制：3 月中旬 

※巻末にある「けいさんのれんしゅう」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていませ

ん。すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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第 2 学年 単元別学習内容一覧 
上巻 

1 ひょう・グラフと 時計 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

 

(考) 

 

(技) 

 

 

(知) 

簡単な事項を整理して，表やグラフの形に表したり，よんだりできる。 
何時何分までの時刻をよむことができる。 
・事象を調べて分類・整理し，表やグラフに表そうとする。 
・時刻・時間に関心を持ち，生活と関連付けながら，時刻・時間について考えよう

とする。 
・算数的活動を通して，分類･整理するなど数理的な処理の仕方について考えること

ができる。 
・時刻と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻の求め方を見いだす

ことができる。 
・ 簡単な事象について，分類･整理し，表や●のグラフで表すことができる。 
・ 表やグラフの形について，よみ方，かき方を理解している。 

6 時間 
2 学期制：4 月上旬～中旬 
3 学期制：4 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 6～8 1 ・遊び調べによる表やグラフへの動機づ

け 
(関)顔の絵を上手に分類し，わかりやすく

貼ろうとする。 
①あそびしらべ 9 2 ・表とグラフによる遊び調べ 

 【ひょう，グラフ】

(考)分類・整理することのよさがわかる。 
(技)表や●のグラフのよみ方・かき方を理

解している。 
10～11 3

・

4

・時刻と時間の意味を理解する。 
・1 時間＝60 分の関係を理解する。 

【時こく，時間】

(技)時刻と時間の区別を理解し，使い分け

ることができる。 
(知)1 時間＝60 分の関係を理解している。 

②1 日の 生活 

12 5 ・1 日＝24 時間の関係を理解する。 
【午前，正午，午後】

(知)午前，正午，午後の意味を理解してい

る。 
(知)1 日＝24 時間の関係を理解している。 

たしかめ道場 13 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● みんなで 話しあいましょう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

並べたブロックの数を求める式を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友

だちの考えを理解する。 
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。 
・話し合いで大切なことを考えることができる。 
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。

・話し合いのねらいや進め方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：4 月中旬 
3 学期制：4 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 14～15 1 ・並べたブロックの数を求める式を考え，みんなで話し合い，まとめる。 

 

 

＊ ふくしゅう・じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
16～17 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：4 月中旬 
3 学期制：4 月中旬 

 

 

 

 

 

 14

2 たし算と ひき算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)±(何十)の基礎計算が暗算でできる。 
・基本的な計算を暗算で処理しようとする。 
・(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)±(何十)の計算の仕方を考えることができる。 
・(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)±(何十)の計算が暗算でできる。 
・(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)±(何十)の計算について，暗算の仕方を理解している。 

5 時間 
2 学期制：4 月中旬～下旬 
3 学期制：4 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 18 ・(1 桁)＋(1 桁)の計算による(2 桁)＋(1 桁)

の暗算への動機づけ 
19 

1

・(2 桁)＋(1 桁)で何十になる暗算 

(関) (2 桁)＋(1 桁)の計算をしようとする。 
(技) (知)(2 桁)＋(1 桁)で何十になる計算の

仕方を理解し，暗算でできる。 ①たし算 
20～21 2 ・(2 桁)＋(1 桁)，(2 桁)＋(何十)の暗算 (考)(2桁)＋(1桁)で何十になる場合に基づ

いて，(2 桁)＋(1 桁)の計算の仕方を考え

ることができる。 
(技)(知) (2 桁)＋(1 桁)，(2 桁)＋(何十)の計

算の仕方を理解し，暗算でできる。 
22～23 3 ・(何十)－(1 桁)の暗算 (技)(知)(何十)－(1 桁)の計算の仕方を理解

し，暗算でできる。 
②ひき算 

24～25 4 ・(2 桁)－(1 桁)，(2 桁)－(何十)の暗算 (考)(何十)－(1 桁)に基づいて，(2 桁)－(1
桁)の計算の仕方を考えることができ

る。 
(技)(知) (2 桁)＋(1 桁)，(2 桁)－(何十)の計

算の仕方を理解し，暗算でできる。 
たしかめ道場 26～27 5 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

3 長 さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

長さの普遍単位 cm，mm について理解し，ものさしを使って長さを測ったり，直線

をかいたりすることができる。 
・長さの測定に興味をもち，進んでいろいろなものの長さを測定しようとする。 
・普遍単位の必要性や測定の仕方について考えることができる。 
・身近なものの長さを cm や mm を単位として測定したり，計算したりできる。 
・長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解している。 

9 時間 
2 学期制：4 月下旬～5 月上旬 
3 学期制：4 月下旬～5 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 28～29 1 ・任意単位の測定による普遍単位の必要

性と長さの学習への動機づけ 
(関)ものの長さに興味をもち，進んで長

さを調べようとする。 

(考)普遍単位の必要性に気づき，それを

説明することができる。 
30～31 2 ・長さの普遍単位 cm の理解 

・cm による長さの測定 
【cm，センチメートル】

(技)(知)長さの普遍単位 cm を理解し，cm
単位で長さを測定することができる。 

32 3 ・長さの普遍単位 mm の理解 
・ものさしを使った長さの測定 

【mm，ミリメートル，たんい】

(技)(知)長さの普遍単位 mm を理解し，も

のさしを使って長さを測定することが

できる。 
33 4 ・長さの複名数表示 

【直線】

(知)長さを複名数で現すことができる。 

34 5 ・ものさしを使った直線の作図 (技)ものさしを使って直線をかくことが

できる。 
35 6 ・長さの加減計算 (技)長さに関する加減計算ができる。 
36 7 ・10cm の長さづくり(量感)，10cm の長

さ探し 
(関)(技)10cm の量感を身につけ，進んで

それをつくろうとする。 

 

37 8 ・身の回りのものの長さを予想し，測っ

て確かめる。 
(関)(技)長さを適切に予想し，それを測っ

て確かめることができる。 
たしかめ道場 38 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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2 たし算と ひき算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)±(何十)の基礎計算が暗算でできる。 
・基本的な計算を暗算で処理しようとする。 
・(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)±(何十)の計算の仕方を考えることができる。 
・(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)±(何十)の計算が暗算でできる。 
・(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)±(何十)の計算について，暗算の仕方を理解している。 

5 時間 
2 学期制：4 月中旬～下旬 
3 学期制：4 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 18 ・(1 桁)＋(1 桁)の計算による(2 桁)＋(1 桁)

の暗算への動機づけ 
19 

1

・(2 桁)＋(1 桁)で何十になる暗算 

(関) (2 桁)＋(1 桁)の計算をしようとする。 
(技) (知)(2 桁)＋(1 桁)で何十になる計算の

仕方を理解し，暗算でできる。 ①たし算 
20～21 2 ・(2 桁)＋(1 桁)，(2 桁)＋(何十)の暗算 (考)(2桁)＋(1桁)で何十になる場合に基づ

いて，(2 桁)＋(1 桁)の計算の仕方を考え

ることができる。 
(技)(知) (2 桁)＋(1 桁)，(2 桁)＋(何十)の計

算の仕方を理解し，暗算でできる。 
22～23 3 ・(何十)－(1 桁)の暗算 (技)(知)(何十)－(1 桁)の計算の仕方を理解

し，暗算でできる。 
②ひき算 

24～25 4 ・(2 桁)－(1 桁)，(2 桁)－(何十)の暗算 (考)(何十)－(1 桁)に基づいて，(2 桁)－(1
桁)の計算の仕方を考えることができ

る。 
(技)(知) (2 桁)＋(1 桁)，(2 桁)－(何十)の計

算の仕方を理解し，暗算でできる。 
たしかめ道場 26～27 5 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

3 長 さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

長さの普遍単位 cm，mm について理解し，ものさしを使って長さを測ったり，直線

をかいたりすることができる。 
・長さの測定に興味をもち，進んでいろいろなものの長さを測定しようとする。 
・普遍単位の必要性や測定の仕方について考えることができる。 
・身近なものの長さを cm や mm を単位として測定したり，計算したりできる。 
・長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解している。 

9 時間 
2 学期制：4 月下旬～5 月上旬 
3 学期制：4 月下旬～5 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 28～29 1 ・任意単位の測定による普遍単位の必要

性と長さの学習への動機づけ 
(関)ものの長さに興味をもち，進んで長

さを調べようとする。 

(考)普遍単位の必要性に気づき，それを

説明することができる。 
30～31 2 ・長さの普遍単位 cm の理解 

・cm による長さの測定 
【cm，センチメートル】

(技)(知)長さの普遍単位 cm を理解し，cm
単位で長さを測定することができる。 

32 3 ・長さの普遍単位 mm の理解 
・ものさしを使った長さの測定 

【mm，ミリメートル，たんい】

(技)(知)長さの普遍単位 mm を理解し，も

のさしを使って長さを測定することが

できる。 
33 4 ・長さの複名数表示 

【直線】

(知)長さを複名数で現すことができる。 

34 5 ・ものさしを使った直線の作図 (技)ものさしを使って直線をかくことが

できる。 
35 6 ・長さの加減計算 (技)長さに関する加減計算ができる。 
36 7 ・10cm の長さづくり(量感)，10cm の長

さ探し 
(関)(技)10cm の量感を身につけ，進んで

それをつくろうとする。 

 

37 8 ・身の回りのものの長さを予想し，測っ

て確かめる。 
(関)(技)長さを適切に予想し，それを測っ

て確かめることができる。 
たしかめ道場 38 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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＊ ふくしゅう・じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

39 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

 

 

4 たし算と ひき算の ひっ算(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

(2 桁)＋(2 桁)＜100，(2 桁)－(2 桁)の筆算の仕方を理解し，計算することができる。

加法の交換法則，加法と減法の相互関係を理解することができる。 
・加減の筆算について関心を持ち，身近な問題解決に生かそうとする。 
・(2 桁)＋(2 桁)＜100 や(2 桁)－(2 桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づい

て考えることができる。 
・(2 桁)＋(2 桁)＜100 や(2 桁)－(2 桁)の筆算と答えの確かめができる。 
・(2 桁)＋(2 桁)＜100 や(2 桁)－(2 桁)の筆算と答えの確かめの仕方を理解している。

10 時間 
2 学期制：5 月中旬～6 月上旬 
3 学期制：5 月中旬～6 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 40 1 ・たし算の筆算への動機づけ  

41 ・(2 位数)＋(2 位数)で繰り上がりのない

筆算 
【ひっ算】

(技)(知)(2 位数)＋(2 位数)で繰り上がりの

ない筆算の仕方を理解し，計算ができ

る。 
42 2 ・(2 位数)＋(2 位数)で一の位が繰り上が

る筆算 
(技)(知)(2 位数)＋(2 位数)で一の位が繰り

上がる筆算の仕方を理解し，計算ができ

る。 
43 3 ・加法の交換法則を用いたたし算の筆算

の答えの確かめ 
(考)加法の交換法則を知り，たし算の確か

めに適用できる。 

①たし算 

44 4 ・練習  
45 5 ・(2 位数)－(2 位数)で繰り下がりのない

筆算 
(技)(知)(2 位数)－(2 位数)で繰り下がりの

ない筆算の仕方を理解し，計算ができ

る。 
46 6 ・(2 位数)－(2 位数)で十の位が繰り下が

る筆算 
(技)(知)(2 位数)－(2 位数)で十の位が繰り

下がる筆算の仕方を理解し，計算がで

きる。 
47 7 ・加法と減法の相互関係を用いたひき算

の筆算の答えの確かめ 
(考)加法と減法の相互関係を知り，ひき算

の答えの確かめに適用できる。 
48～49 8 ・加減の問題のテープ図のかき方 (考)(技)テープ図を理解し，数量の関係を

とらえて，テープ図にかくことができ

る。 

②ひき算 

50 9 ・練習  
たしかめ道場 51 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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◎ かくれた 数は いくつ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

加減の逆思考の問題をテープ図を利用して解決する。 
・加減の逆思考の問題に取り組もうとする。 
・加減の逆思考の問題を，具体的操作やテープ図を利用して考えることができる。

・加減の逆思考の問題を，具体的操作や問題文と整合したテープ図を使って解決で

きる。 
・加法と減法の相互関係を理解している。 

4 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
52 1 ・減った数を考える逆思考の問題 

（a－□＝b） 
(考)減法逆の減法の問題について考える

ことができる。 
(技)正しくテープ図をかくことができる。 

53 2 ・増えた数を考える逆思考の問題 
（a＋□＝b） 

(考)加法逆の減法の問題について考える

ことができる。 
(技)正しくテープ図をかくことができる。 

54 3 ・はじめの数を考える逆思考の問題 
（□＋a＝b） 

(考)加法逆のの減法の問題について考え

ることができる。 
(技)正しくテープ図をかくことができる。 

 

55 4 ・はじめの数を考える逆思考の問題 
（□－a＝b） 

(考)減法逆の加法の問題について考える

ことができる。 
(技)正しくテープ図をかくことができる。 

 

 

● どんな 計算に なるのかな(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・加減の場面の違いを理解している。 

1 時間 
2 学期制：6 月中旬 
3 学期制：6 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 56～57 1 ・折り紙の場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 

 

 

＊ ふくしゅう・じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
58～59 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：6 月中旬 
3 学期制：6 月中旬 
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◎ かくれた 数は いくつ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

加減の逆思考の問題をテープ図を利用して解決する。 
・加減の逆思考の問題に取り組もうとする。 
・加減の逆思考の問題を，具体的操作やテープ図を利用して考えることができる。

・加減の逆思考の問題を，具体的操作や問題文と整合したテープ図を使って解決で

きる。 
・加法と減法の相互関係を理解している。 

4 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
52 1 ・減った数を考える逆思考の問題 

（a－□＝b） 
(考)減法逆の減法の問題について考える

ことができる。 
(技)正しくテープ図をかくことができる。 

53 2 ・増えた数を考える逆思考の問題 
（a＋□＝b） 

(考)加法逆の減法の問題について考える

ことができる。 
(技)正しくテープ図をかくことができる。 

54 3 ・はじめの数を考える逆思考の問題 
（□＋a＝b） 

(考)加法逆のの減法の問題について考え

ることができる。 
(技)正しくテープ図をかくことができる。 

 

55 4 ・はじめの数を考える逆思考の問題 
（□－a＝b） 

(考)減法逆の加法の問題について考える

ことができる。 
(技)正しくテープ図をかくことができる。 

 

 

● どんな 計算に なるのかな(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・加減の場面の違いを理解している。 

1 時間 
2 学期制：6 月中旬 
3 学期制：6 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 56～57 1 ・折り紙の場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 

 

 

＊ ふくしゅう・じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
58～59 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：6 月中旬 
3 学期制：6 月中旬 
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5 1000 までの 数 
目      標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

 

 

(知) 

1000 までの数のしくみを理解し，よんだりかいたりできる。 
10 や 100 を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。 
・ものの個数を 10 や 100 のまとまりにして数え，よんだりかいたりしようとする。

・10 や 100 の個数に着目して計算しようとする。 
・十進位取り記数法を理解し，1000 までの数の構成をとらえることができる。 
・10 や 100 を単位とする数の相対的な見方ができる。 
・1000 までの数のしくみを理解し，よんだりかいたりできる。また，数の大小を＞，

＜を使って表すことができる。 
・数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。 
・1000 までの数の構成，系列，及び＞，＜を使った大小の表し方を理解している。

・数の相対的な見方に基づく加減計算の仕方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：6 月中旬～7 月上旬 
3 学期制：6 月中旬～7 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 60～62 1 ・まとめて数える操作による 100 までの

数への動機づけ 
(関)100 をこえる数について，調べようと

する。 
63～64 2

・

3

・3 桁の数の表し方 
 【百のくらい】

(技)(知)1000 までの数について，よんだり

かいたりできる。 

65 4 ・10 を単位とする数の相対的な見方 (考)10 を単位とする数の相対的な見方が

できる。 
66～67 5

・

6

・1000 という数の意味 
・数直線，1000 までの数の系列 

【1000，千】

(知)1000 という数の意味を知り，数直線

上に表すことができる。 

68 7 ・数の大小比較 
【＞，＜】

(考)位取り記数法に基づいて，1000 まで

の数の大小が判断できる。 
(技)数の大小関係を＞や＜を使って表す

ことができる。 

①100 を こえる 数 

69 8 ・練習  
②たし算と ひき算 70～71 9

・

10

・10 や 100 を単位とする相対的な数の見

方による簡単な加減計算 
(考)(技)10 を単位とする数の相対的な見

方に基づいて加減計算ができる。 

たしかめ道場 72 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

● 買えますか？ 買えませんか？ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。 
・買えるか買えないかを判断しようとする。 
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。 
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。 
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：7 月上旬 
3 学期制：7 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 73 1 ・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。 

 

● よみとる算数(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：7 月上旬 
3 学期制：7 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 74～75 1 ・ゲーム大会の場面で，適切に情報を選択して，問題を解決したり，問題をつくっ

たりすることができる。 
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6 か さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

かさの普遍単位 L，dL，mL について理解し，これらを使ってかさを測ることがで

きる。 
・入れ物のかさに関心をもち，進んで身のまわりのもののかさを測定しようとする。

・異なる容器で測ったときの不自然さから，かさの普遍単位の必要性を考えること

ができる。 
・かさの普遍単位 L，dL，mL を知り，それらを使って測定することができる。 
・かさの普遍単位 L，dL，mL について理解している。 

6 時間 
2 学期制：7 月上旬～中旬 
3 学期制：7 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 76 ・かさの比較による普遍単位の必要性と

かさの学習への動機づけ 
77 

1

・かさの普遍単位 L の理解 
【L，リットル】

(関)もののかさに興味をもち，進んでかさ

を調べようとする。 
(考)普遍単位の必要性に気づき，それを説

明することができる。 
(技)(知)かさの普遍単位 L を理解し，かさ

を測定することができる。 
78～79 2

・

3

・かさの普遍単位 dL，mL の理解 
・かさの簡単な加減計算 
【dL，デシリットル，mL，ミリリットル】

(技)(知)かさの普遍単位dL，mLを理解し，

それらを使ってかさを測定することが

できる。 
(知)かさの簡単な加減計算ができる。 

80 4 ・1L のかさづくり(量感) (技)1L の量感を身につけている。 

 

81 5 ・入れ物にはいる水のかさの測定 (関)(技)いろいろな入れ物のにはいる水の

かさを適切に予想して，測ろうとする。 
たしかめ道場 82 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

83 ・既習事項の確認と持続 2 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

 

 

● 算数の じゆうけんきゅう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

線路のつながり方に着目して，いろいろな線路を構成することができる。 
・線路づくりに興味をもち，進んで取り組もうとする。 
・線路のつながり方に着目して，図形が構成できるきまりを考えることができる。

・線路のつながり方に着目して，適切な線路の模様をつくることができる。 
・線路をつないで図形が構成できるきまりを理解している。  

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 84～85 1 ・線路のかかれたカードを組み合わせて，つながった線路をつくる。 

 

 

＊ じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

86 ・次単元のレディネスチェック 1 時間 
2 学期制：7 月下旬 
3 学期制：9 月上旬 
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6 か さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

かさの普遍単位 L，dL，mL について理解し，これらを使ってかさを測ることがで

きる。 
・入れ物のかさに関心をもち，進んで身のまわりのもののかさを測定しようとする。

・異なる容器で測ったときの不自然さから，かさの普遍単位の必要性を考えること

ができる。 
・かさの普遍単位 L，dL，mL を知り，それらを使って測定することができる。 
・かさの普遍単位 L，dL，mL について理解している。 

6 時間 
2 学期制：7 月上旬～中旬 
3 学期制：7 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 76 ・かさの比較による普遍単位の必要性と

かさの学習への動機づけ 
77 

1

・かさの普遍単位 L の理解 
【L，リットル】

(関)もののかさに興味をもち，進んでかさ

を調べようとする。 
(考)普遍単位の必要性に気づき，それを説

明することができる。 
(技)(知)かさの普遍単位 L を理解し，かさ

を測定することができる。 
78～79 2

・

3

・かさの普遍単位 dL，mL の理解 
・かさの簡単な加減計算 
【dL，デシリットル，mL，ミリリットル】

(技)(知)かさの普遍単位dL，mLを理解し，

それらを使ってかさを測定することが

できる。 
(知)かさの簡単な加減計算ができる。 

80 4 ・1L のかさづくり(量感) (技)1L の量感を身につけている。 

 

81 5 ・入れ物にはいる水のかさの測定 (関)(技)いろいろな入れ物のにはいる水の

かさを適切に予想して，測ろうとする。 
たしかめ道場 82 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

83 ・既習事項の確認と持続 2 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

 

 

● 算数の じゆうけんきゅう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

線路のつながり方に着目して，いろいろな線路を構成することができる。 
・線路づくりに興味をもち，進んで取り組もうとする。 
・線路のつながり方に着目して，図形が構成できるきまりを考えることができる。

・線路のつながり方に着目して，適切な線路の模様をつくることができる。 
・線路をつないで図形が構成できるきまりを理解している。  

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 84～85 1 ・線路のかかれたカードを組み合わせて，つながった線路をつくる。 

 

 

＊ じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

86 ・次単元のレディネスチェック 1 時間 
2 学期制：7 月下旬 
3 学期制：9 月上旬 
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7 たし算と ひき算の ひっ算(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

(2 桁)＋(2 桁)≧100 の加法とその逆の減法について，筆算の仕方を理解し，計算が

できる。また，(3 桁)±(2 桁)の簡単な筆算の仕方を考えることができる。 
・筆算のよさがわかり，進んで筆算をしようとする。 
・(2 桁)＋(2 桁)≧100 の加法とその逆の減法，(3 桁)±(2 桁)の簡単な筆算の仕方を，

既習事項を基にして考えることができる。 
・(2 桁)＋(2 桁)≧100 の加法とその逆の減法の筆算ができる。 
・(2 桁)＋(2 桁)≧100 の加法とその逆の減法の筆算の仕方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：7 月下旬～9 月中旬 
3 学期制：9 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
87～88 1 ・答えが 3 桁になる筆算への動機づけ 

・(2 桁)＋(2 桁)で十の位が繰り上がる筆

算 

(関)既習事項に基づき，答えが 3 桁になる

筆算の仕方を考えようとする。 
(技) (知)(2 桁)＋(2 桁)で十の位が繰り上が

る筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
89 2 ・(2 桁)＋(2 桁)で一の位と十の位が繰り

上がる筆算 
(技) (知)(2 桁)＋(2 桁)で一の位と十の位が

繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算

ができる。 
90 3 ・3 口のたし算 (技)3 口のたし算の筆算ができる。 

(課題設定) 
①たし算 

91 4 ・練習  
92 5 ・(百何十何)－(2 桁)で百の位が繰り下が

る筆算 
(技)(知)(百何十何)－(2 桁)で百の位が繰り

下がる筆算の仕方を理解し，計算がで

きる。 
93 6 ・(百何十何)－(2 桁)で十の位と百の位が

繰り下がる筆算 
(技)(知) (百何十何)－(2 桁)で十の位と百

の位が繰り下がる筆算の仕方を理解

し，計算ができる。 
94 7 ・(百何)－(2 桁)で繰り下がりが 2 桁に及

ぶ筆算 
(技)(知) (百何)－(2桁)で繰り下がりが2桁
に及ぶ筆算の仕方を理解し，計算ができ

る。 

②ひき算 

95 8 ・練習  
③ 3 けたの 数の 

ひっ算 
96～97 9 ・(3 桁)±(2 桁)の簡単な筆算 (考)既習事項に基づいて，(3 桁)±(2 桁)

の簡単な筆算の仕方を考えることがで

きる。 
④文と 図と しき 98～99 10 ・文，図，式を関連づけてみること (考)(技)文，図，式を関連づけて考えるこ

とができる。 
たしかめ道場 100 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

◎ ふえたり へったり 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

増えたり減ったりする事象について，オペレーター(変量)に着目して考え，問題を

解決することができる。 
・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目して考えようとする。

・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目するよさがわかる。 
・増えたり減ったりする事象を図などに表し，オペレーターに着目して，問題を解

決することができる。 
・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目する仕方を理解してい

る。 

3 時間 
2 学期制：9 月下旬 
3 学期制：9 月下旬～10 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
101 1 ・3 要素 2 段階の増増の場面で，順に考え

たり，まとめて考えたりする問題 
(考)増えたり減ったりする事象について，

順に考えたり，まとめて考えたりする

ことができる。 

 

102～103 2
・

3

・3 要素 2 段階の増増，増減の場面で，ま

とめて考える問題 
(考)増えたり減ったりする事象について，

オペレーターに着目し，まとめて考え

ることができる。 
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8 計算の じゅんじょ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

加法の結合法則と(  )の意味を理解し，(  )を含む式の計算ができる。また，記号＞，

＜，＝の意味を理解し，これらを使って式に表すことができる。 
・( )を使った式で表される場面をみつけようとする。 
・( )を使う場面を説明することができる。 
・( )を含む式を正しく計算したり，＞，＜，＝を使って式に表したりすることがで

きる。 
・加法の結合法則，及び( )や＞，＜，＝の意味と使い方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：9 月下旬 
3 学期制：10 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
104～105 1 ・加法の結合法則，( )の意味とその使い

方 
(知) 加法の結合法則，( )の意味とその使

い方を理解している。 
 

106 2 ・記号＞，＜，＝の意味とそれらを使っ

た式の表し方 
(技) (知)記号＞，＜，＝の意味を理解し，

それらを使って式に表すことができ

る。 

 

 
★ 算数のまど 

ページ 学習内容 指導時数 
107～135 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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8 計算の じゅんじょ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

加法の結合法則と(  )の意味を理解し，(  )を含む式の計算ができる。また，記号＞，

＜，＝の意味を理解し，これらを使って式に表すことができる。 
・( )を使った式で表される場面をみつけようとする。 
・( )を使う場面を説明することができる。 
・( )を含む式を正しく計算したり，＞，＜，＝を使って式に表したりすることがで

きる。 
・加法の結合法則，及び( )や＞，＜，＝の意味と使い方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：9 月下旬 
3 学期制：10 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
104～105 1 ・加法の結合法則，( )の意味とその使い

方 
(知) 加法の結合法則，( )の意味とその使

い方を理解している。 
 

106 2 ・記号＞，＜，＝の意味とそれらを使っ

た式の表し方 
(技) (知)記号＞，＜，＝の意味を理解し，

それらを使って式に表すことができ

る。 

 

 
★ 算数のまど 

ページ 学習内容 指導時数 
107～135 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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下巻 

9 かけ算(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

具体的な事項に即して，かけ算の意味を理解できる。 
5,2,3,4 の段の九九を構成して唱えたり，それを適用することができる。 
・5,2,3,4 の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。 
・かけ算が用いられる場面を具体物，ことば，式を用いて表すことができる。

・いくつずつ増えるかに着目して，5,2,3,4 の段の九九を構成し，それらを唱え

ることができる。 
・かけ算の意味や式の表し方，倍の意味を理解している。 
・5,2,3,4 の段の九九の唱え方を理解している。 

17 時間 
2 学期制：10 月上旬～11 月上旬 
3 学期制：10 月上旬～11 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 2～4 1 ・均等と不均等の比較によるかけ算の学

習への動機づけ 
(関)均等に置かれた場面で，基準量のいく

つ分という見方で数えようとする。 
5 2 ・かけ算の意味式のよみ方，かき方 

【×，かけ算】

(考)(知) かけ算の意味とその式の表し方

理解できる。 
6 3 ・累加によるかけ算の答えの求め方 (技)累加の見方でかけ算の答えを求める

ことができる。 

①かけ算の しき 

7 4 ・倍の意味とその見方 
【ばい】

(知)倍の意味を理解することができる。 

8～10 5

～

7

・5 の段の九九の構成と唱え方 
 

【九九】

(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに

着目して，5 の段の九九を構成し，唱え

ることができる。 
11～12 8

・

9

・2 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに

着目して，2 の段の九九を構成し，唱え

ることができる。 
13～14 10

・

11

・3 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに

着目して，3 の段の九九を構成し，唱え

ることができる。 
15～16 12

・

13

・4 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに

着目して，4 の段の九九を構成し，唱え

ることができる。 
17 14 ・かけられる数とかける数の意味 (考)被乗数と乗数の意味を理解し，正しく

立式することができる。 
18 15 ・かけ算の問題づくり (関)(考)生活場面から，かけ算の問題をい

ろいろつくることができる。 

②かけ算の 九九 

19 16 ・練習  
たしかめ道場 20 17 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

21 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：11 月上旬 
3 学期制：11 月上旬 
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10 かけ算(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

6,7,8,9,1 の段の九九を構成して唱えたり，それを適用することができる。 
・6,7,8,9,1 の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。 
・かけ算の意味を正しく理解し，かけ算と具体的場面を結びつけることができる。

・アレイ図を使って，6,7,8,9,1 の段の九九を構成し，それらを唱えることができ

る。 
・6,7,8,9,1 の段の九九の唱え方を理解している。 

14 時間 
2 学期制：11 月上旬～下旬 
3 学期制：11 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 22 1 ・アレイ図を使った 6,7,8,9,1 の段の九九

への動機づけ 
(関) 6,7,8,9,1 の段の九九づくりに関心を

もち，進んで取り組もうとする。 
23～24 2

・

3

・6 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)アレイ図を使って 6 の段の九九を

構成し，唱えることができる。 

25～26 ４

・

5

・7 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)アレイ図を使って 7 の段の九九を

構成し，唱えることができる。 

27 6 ・8，9 の段の九九の構成 (技)(知)アレイ図を使って 8，9 の段の九

九を構成することができる。 
28～29 7

～

9

・8，9 の段の九九の唱え方 (技)(知)8，9 の段の九九を唱えることがで

きる。 

30 10 ・1 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)1 の段の九九を構成し，唱えるこ

とができる。 

①九九づくり 

31 11 ・練習  
②かけ算を つかっ

た もんだい 
32 12 ・かけ算とたし算，ひき算の複合問題 (考)数量の関係を的確にとらえ，かけ算と

たし算，ひき算の複合問題を解決するこ

とができる。 
③さがしてみよう 33 13 ・身の回りからかけ算で表される場面を

みつけること 
(関)(考)かけ算の意味を正しくとらえ，身

の回りからかけ算で表される場面をみ

つけることができる。 
たしかめ道場 34 14 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

35 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：11 月下旬 
3 学期制：11 月下旬 

 

 

● よみとる算数(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：12 月上旬 
3 学期制：12 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 36～37 1 ・絵日記を読んで適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 

 

 

 

 

下巻
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10 かけ算(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

6,7,8,9,1 の段の九九を構成して唱えたり，それを適用することができる。 
・6,7,8,9,1 の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。 
・かけ算の意味を正しく理解し，かけ算と具体的場面を結びつけることができる。

・アレイ図を使って，6,7,8,9,1 の段の九九を構成し，それらを唱えることができ

る。 
・6,7,8,9,1 の段の九九の唱え方を理解している。 

14 時間 
2 学期制：11 月上旬～下旬 
3 学期制：11 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 22 1 ・アレイ図を使った 6,7,8,9,1 の段の九九

への動機づけ 
(関) 6,7,8,9,1 の段の九九づくりに関心を

もち，進んで取り組もうとする。 
23～24 2

・

3

・6 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)アレイ図を使って 6 の段の九九を

構成し，唱えることができる。 

25～26 ４

・

5

・7 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)アレイ図を使って 7 の段の九九を

構成し，唱えることができる。 

27 6 ・8，9 の段の九九の構成 (技)(知)アレイ図を使って 8，9 の段の九

九を構成することができる。 
28～29 7

～

9

・8，9 の段の九九の唱え方 (技)(知)8，9 の段の九九を唱えることがで

きる。 

30 10 ・1 の段の九九の構成と唱え方 (技)(知)1 の段の九九を構成し，唱えるこ

とができる。 

①九九づくり 

31 11 ・練習  
②かけ算を つかっ

た もんだい 
32 12 ・かけ算とたし算，ひき算の複合問題 (考)数量の関係を的確にとらえ，かけ算と

たし算，ひき算の複合問題を解決するこ

とができる。 
③さがしてみよう 33 13 ・身の回りからかけ算で表される場面を

みつけること 
(関)(考)かけ算の意味を正しくとらえ，身

の回りからかけ算で表される場面をみ

つけることができる。 
たしかめ道場 34 14 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふくしゅう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

35 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：11 月下旬 
3 学期制：11 月下旬 

 

 

● よみとる算数(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：12 月上旬 
3 学期制：12 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 36～37 1 ・絵日記を読んで適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
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11 三角形と 四角形 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形について理解し，それらをつくった

り性質を調べたりすることができる。 
・三角形や四角形に関心をもち，それらの性質を進んで調べようとする。 
・長方形，正方形，直角三角形について，根拠をもってそれらを弁別することがで

きる。 
・紙を折って直角をつくったり，長方形，正方形，直角三角形を作図したりするこ

とができる。 
・三角形，四角形，及び直角，長方形，正方形，直角三角形について理解している。

12 時間 
2 学期制：12 月上旬～下旬 
3 学期制：12 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 38～39 1 ・線で囲んだ図形の仲間分けによる三角

形・四角形の学習への動機づけ 
【三角形，四角形】

(関)動物を線で囲み，できた図形を仲間分

けしようとする。 
(知)三角形，四角形の意味を理解する。 

40 2 ・三角形，四角形の弁別と構成 (考)(知)三角形や四角形を弁別し，その理

由をいうことができる。 
41 3 ・三角形や四角形を 2 つに切ってできる

図形の考察 
【辺，ちょう点】

(考)三角形や四角形を 2 つに切ってでき

る形を，根拠をもって考えることができ

る。 

①三角形と 四角形 

42 4 ・身の回りからの三角形，四角形さがし (関)身の回りから，三角形や四角形の形を

みつけようとする。 
43 5 ・紙を折る操作を通して直角を理解する

こと 
【直角】

(技)(知)直角について知り，本やノートの

角の形を確かめることができる。 

(関)身の回りから直角をみつけようとす

る。 
44～46 6

～

8

・折り紙の作業を通した長方形，正方形，

直角三角形の理解 
【長方形，正方形，直角三角形】

(知)長方形，正方形，直角三角形について

理解している。 
(関)身の回りから，長方形や正方形の形を

みつけようとする。 
47 9 ・方眼紙を使った長方形，正方形，直角

三角形の作図 
(技)方眼紙を使って，長方形，正方形，直

角三角形を作図することができる。 

②長方形と 正方形 

48～49 10
・

11

・長方形，正方形，直角三角形の色紙に

よる図形の構成 
・長方形，正方形，直角三角形の敷き詰

め 

(考)(技)色紙を 2 枚並べて長方形，正方形，

直角三角形をつくり，その理由を説明で

きる。 

たしかめ道場 50 12 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふくしゅう・じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

51 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 
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12 九九の きまり 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

九九表を使って，かけ算に関して成り立つ性質を理解する。 
・九九表のおもしろさに気づき，進んでかけ算のきまりをみつけようとする。 
・九九表からかけ算のきまりをみつけ，それを説明することができる。 
・かけ算のきまりを使って，簡単な 2 位数のかけ算の答えを求めることができる。

・乗数が 1 増えるときの答えの増え方や交換法則など，かけ算のきまりについて理

解している。 

8 時間 
2 学期制：1 月中旬～下旬 
3 学期制：1 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 52 ・九九表づくりによるかけ算のきまりの

学習への動機づけ 
(関)九九表づくりを通して，かけ算のきま

りをみつけようとする。 
53 

1

・九九表を見て，かけ算のきまりをみつ

けること 
(考)九九表を見て，かけ算に関して成り立

つ性質をみつけることができる。 
54 2 ・乗数が 1 増えると答えは被乗数だけ増

えること 
(知)かけ算では，乗数が 1 増えると答えは

被乗数だけ増えることを理解している。 
55 3 ・乗法の交換法則 (知)かけ算では，被乗数と乗数を入れ替え

ても答えは変わらないことを理解して

いる。 
56 4 ・同じ答えになるかけ算をみつけること (考)答えが同じになるかけ算を，根拠をも

ってみつけることができる。 

①九九の ひょうと 

きまり 

57 5 ・a の段と b の段をたすと，答えは(a＋b)
の段と同じになること 

(技)a の段とｂの段をたすと答えは(a＋b)
の段と同じになることをみつけること

ができる。 
②九九を 広げて 58～59 6

・

7

・簡単な 2 位数のかけ算(4×12，12×4)
の答えを求めること 

(技)かけ算のきまりを使って，簡単な 2 位

数のかけ算の答えを求めることができ

る。 
たしかめ道場 60 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 
13 100cm を こえる 長さ 

目    標 指導時数・時期 
○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

長さの普遍単位ｍについて理解し，長さを測ったり量感を深めることができる。

・長さの普遍単位ｍに関心をもち，いろいろな長さを測定しようとする。 
・長さの普遍単位ｍの必要性を理解し，既習事項に基づいて，100cm をこえる長

さの表し方を考えることができる。 
・対象の長さや目的に応じて適切に単位を選択し，長さを測定することができる。

・長さの普遍単位ｍについて理解している。 

6 時間 
2 学期制：1 月下旬～2 月上旬 
3 学期制：1 月下旬～2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 61～62 1 ・両手を広げた長さの測定による学習へ

の動機づけ 
(関)両手を広げた長さの測り方を進んで

考えようとする。 
(考)両手を広げた長さの測定を通して普

遍単位 m の必要性に気づく。 
63 2 ・長さの普遍単位 m の理解 

【ｍ，メートル】

(知)長さの普遍単位 m について理解して

いる。 
64～65 3

・

4

・1m の長さをつくったり，身の回りから

みつけたりすること 
(技)1m の量感を身につけている。 

 

66～67 5 ・身の回りのものの長さを予想してから

測る 
(関)(技)身の回りのものの長さを適切に予

想し，進んで測ろうとする。 
たしかめ道場 68～69 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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12 九九の きまり 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

九九表を使って，かけ算に関して成り立つ性質を理解する。 
・九九表のおもしろさに気づき，進んでかけ算のきまりをみつけようとする。 
・九九表からかけ算のきまりをみつけ，それを説明することができる。 
・かけ算のきまりを使って，簡単な 2 位数のかけ算の答えを求めることができる。

・乗数が 1 増えるときの答えの増え方や交換法則など，かけ算のきまりについて理

解している。 

8 時間 
2 学期制：1 月中旬～下旬 
3 学期制：1 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 52 ・九九表づくりによるかけ算のきまりの

学習への動機づけ 
(関)九九表づくりを通して，かけ算のきま

りをみつけようとする。 
53 

1

・九九表を見て，かけ算のきまりをみつ

けること 
(考)九九表を見て，かけ算に関して成り立

つ性質をみつけることができる。 
54 2 ・乗数が 1 増えると答えは被乗数だけ増

えること 
(知)かけ算では，乗数が 1 増えると答えは

被乗数だけ増えることを理解している。 
55 3 ・乗法の交換法則 (知)かけ算では，被乗数と乗数を入れ替え

ても答えは変わらないことを理解して

いる。 
56 4 ・同じ答えになるかけ算をみつけること (考)答えが同じになるかけ算を，根拠をも

ってみつけることができる。 

①九九の ひょうと 

きまり 

57 5 ・a の段と b の段をたすと，答えは(a＋b)
の段と同じになること 

(技)a の段とｂの段をたすと答えは(a＋b)
の段と同じになることをみつけること

ができる。 
②九九を 広げて 58～59 6

・

7

・簡単な 2 位数のかけ算(4×12，12×4)
の答えを求めること 

(技)かけ算のきまりを使って，簡単な 2 位

数のかけ算の答えを求めることができ

る。 
たしかめ道場 60 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 
13 100cm を こえる 長さ 

目    標 指導時数・時期 
○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

長さの普遍単位ｍについて理解し，長さを測ったり量感を深めることができる。

・長さの普遍単位ｍに関心をもち，いろいろな長さを測定しようとする。 
・長さの普遍単位ｍの必要性を理解し，既習事項に基づいて，100cm をこえる長

さの表し方を考えることができる。 
・対象の長さや目的に応じて適切に単位を選択し，長さを測定することができる。

・長さの普遍単位ｍについて理解している。 

6 時間 
2 学期制：1 月下旬～2 月上旬 
3 学期制：1 月下旬～2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 61～62 1 ・両手を広げた長さの測定による学習へ

の動機づけ 
(関)両手を広げた長さの測り方を進んで

考えようとする。 
(考)両手を広げた長さの測定を通して普

遍単位 m の必要性に気づく。 
63 2 ・長さの普遍単位 m の理解 

【ｍ，メートル】

(知)長さの普遍単位 m について理解して

いる。 
64～65 3

・

4

・1m の長さをつくったり，身の回りから

みつけたりすること 
(技)1m の量感を身につけている。 

 

66～67 5 ・身の回りのものの長さを予想してから

測る 
(関)(技)身の回りのものの長さを適切に予

想し，進んで測ろうとする。 
たしかめ道場 68～69 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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◎ ちがいを みて 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

求大・求小の逆思考の問題を解くことができる。 
・求大，求小の逆思考の問題に進んで取り組もうとする。 
・問題場面をとらえてテープ図に表し，根拠をもって立式することができる。 
・求大，求小の逆思考の場面で，適切に演算を決定することができる。 
・加法と減法の相互関係を使って立式できること理解している。 

2 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
70 1 ・求大の逆思考の問題 (考)求大の逆思考の問題を考えることが

できる。 
 

71 2 ・求小の逆思考の問題 (考)求小の逆思考の問題を考えることが

できる。 

 

● どんな 計算に なるのかな(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・乗法の用いられる場面を理解している。 

1 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 72～73 1 ・遊びの場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 

 

＊ ふくしゅう・じゅんびうんどう 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
74～75 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

 

14 10000 までの 数 
目      標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

10000 までの数について，よんだりかいたりできる。 
100 や 1000 を単位として数を相対的にみることができる。 
・10000 までの数について，100 や 1000 のまとまりにして数えようとする。 
・桁数の少ない場合を基にして，10000 までの数を十進位取り記数法に即してとら

えることができる。 
・10000 までの数をよんだりかいたり，100 や 1000 を単位として相対的にみたりす

ることができる。 
・10000 までの数のよみ方やかき方，系列・大小について理解している。 

7 時間 
2 学期制：2 月中旬～下旬 
3 学期制：2 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 76～77 1 ・1000 をこえる数の数え方と学習の動機

づけ 
(関)10000 までの数について，100 や 1000

のまとまりとして数えようとする。 
78 2 ・4 桁の数の表し方 

【千のくらい】

(考)(技)桁数の少ない場合に基づいて，

10000 までの数を十進位取り記数法の

に即してとらえることができる。 
79 3 ・100 や 1000 を単位とする数の相対的な

見方 
(技)10000 までの数を 100 や 1000 を単位

とする相対的な見方でとられることが

できる。 
80～81 4

・

5

・10000 という数の理解 
・10000 までの数の系列・大小 

【10000，一万】

(技)(知)10000 という数を理解し，10000
までの数の系列や大小を判断すること

ができる。 

 

82 6 ・練習  
たしかめ道場 83 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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15 はこの 形 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

箱の観察や製作を通して，面，辺，頂点に着目し，立体の構成要素について理解す

る。 
・工作用紙やひごなどを使って，進んで箱づくりに取り組もうとする。 
・箱の観察や製作を通して，構成要素(頂点，辺，面)の形や数に着目することがで

きる。 
・工作用紙やひごなどを適切に選んで，箱をつくることができる。 
・箱の形について，頂点，辺，面などの形や数について理解している。 

4 時間 
2 学期制：2 月下旬～3 月上旬 
3 学期制：2 月下旬～3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 84 ・箱の観察による学習の動機づけ 

【面】

(関)箱の観察を通して，構成要素に着目し

ようとする。 
①はこの 形 85 

1

・箱の構成要素を調べること (知)面，辺，頂点などの構成要素の形や数

について理解する。 
86 2 ・工作用紙を使って，箱の形をつくるこ

と 
(考)(技)長方形や正方形をつなぎ合わせて

箱の形をつくり，それぞれの形が何枚必

要かを説明できる。 

②はこづくり 

87 3 ・ひごと粘土玉を使って，箱の形をつく

ること 
(考)(技)ひごと粘土玉を使って箱の形をつ

くり，それぞれがいくつ必要かを説明で

きる。 
たしかめ道場 88 4 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

◎ 何番目 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

順序数と集合数のちがいを理解し，それらを使って位置や人数などを表すことがで

きる。 
・具体的な場面で，順序数や集合数を使って，位置や人数などを表そうとする。 
・順序数と集合数の違いを理解し，適切に図などに表すことができる。 
・順序数と集合数の違いを理解し，正確に数量の関係をとらえることができる。 
・集合数と順序数の違いについて理解している。 

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 89 1 ・順序数と集合数の複合問題 (考)(技)順序数と集合数の違いを理解し，

正確に数量の関係をとらえることがで

きる。 
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15 はこの 形 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

箱の観察や製作を通して，面，辺，頂点に着目し，立体の構成要素について理解す

る。 
・工作用紙やひごなどを使って，進んで箱づくりに取り組もうとする。 
・箱の観察や製作を通して，構成要素(頂点，辺，面)の形や数に着目することがで

きる。 
・工作用紙やひごなどを適切に選んで，箱をつくることができる。 
・箱の形について，頂点，辺，面などの形や数について理解している。 

4 時間 
2 学期制：2 月下旬～3 月上旬 
3 学期制：2 月下旬～3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 84 ・箱の観察による学習の動機づけ 

【面】

(関)箱の観察を通して，構成要素に着目し

ようとする。 
①はこの 形 85 

1

・箱の構成要素を調べること (知)面，辺，頂点などの構成要素の形や数

について理解する。 
86 2 ・工作用紙を使って，箱の形をつくるこ

と 
(考)(技)長方形や正方形をつなぎ合わせて

箱の形をつくり，それぞれの形が何枚必

要かを説明できる。 

②はこづくり 

87 3 ・ひごと粘土玉を使って，箱の形をつく

ること 
(考)(技)ひごと粘土玉を使って箱の形をつ

くり，それぞれがいくつ必要かを説明で

きる。 
たしかめ道場 88 4 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

◎ 何番目 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

順序数と集合数のちがいを理解し，それらを使って位置や人数などを表すことがで

きる。 
・具体的な場面で，順序数や集合数を使って，位置や人数などを表そうとする。 
・順序数と集合数の違いを理解し，適切に図などに表すことができる。 
・順序数と集合数の違いを理解し，正確に数量の関係をとらえることができる。 
・集合数と順序数の違いについて理解している。 

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 89 1 ・順序数と集合数の複合問題 (考)(技)順序数と集合数の違いを理解し，

正確に数量の関係をとらえることがで

きる。 
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16 分 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

(知) 

等分してできる大きさの表し方を知り，簡単な分数について理解する。 
・日常の生活で用いられる「半分」や「半分の半分」の大きさに関心をもち，具体

的な操作活動に取り組もうとする。 
・二等分，四等分の大きさの表し方を知り，八等分などの表し方を考えることがで

きる。 
・二等分，四等分の大きさを分数で表すことができる。 
・分数を使うと二等分，四等分などの大きさを表せることを理解している 

3 時間 
2 学期制：3 月上旬～中旬 
3 学期制：3 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 90 ・具体物を二等分，四等分することによ

る簡単な分数の学習への動機づけ 
(関)リンゴやケーキを二等分，四等分した

経験から等分した大きさの表し方に関

心をもつ。 
91 

1

・いろいろな紙を折って，半分の大きさ

をつくること 
(技)いろいろな紙を折って半分の大きさ

をつくることができる。 
92 2 ・テープを半分に折った大きさの考察 

【二分の一，  】

(技)(知)テープを折って半分の大きさをつ

くり，その表し方を考えることができ

る。 

 

93 3 ・半分のテープをさらに半分に折った大

きさの考察 

【四分の一，  ，分数】

(技)(知)テープを折って半分の半分の大き

さをつくり，その表し方を考えることが

できる。 
(考)二等分，四等分の表し方に基づいて，

八等分の表し方を考えることができる。 

 

 

＊ もう すぐ 3 年生（2 年のふく習） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
94～98 ・2 年生の既習事項の確認と持続 3 時間 

2 学期制：3 月中旬 
3 学期制：3 月中旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

99～123 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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第 3 学年 単元別学習内容一覧 
上巻 

1 九九の表とかけ算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

乗数が 1 ずつ増減するときの積の変化，10 や 0 のかけ算について理解する。 
・九九表に関心を持ち，進んできまりや 10 や 0 のかけ算に取り組もうとする。 
・乗数が増減するときの積の変化を，九九を基にして考えることができる。 
・乗数の増減に伴う積の変化について理解し，10 や 0 のかけ算ができる。 
・乗数の増減に伴う積の変化の様子や 10 や 0 のかけ算の意味を理解している。 

6 時間 
2 学期制：4 月上旬～中旬 
3 学期制：4 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 6 1 ・九九表からきまりを見つけることによ

る学習の動機づけ 
(関)九九の表を見て，進んでかけ算のきま

りを見つけようとする。 
7 2 ・乗数が 1 ずつ増減するときの積の変化 (考)(知)乗数が 1 ずつ増減するときの積の

変化を考察し，理解することができる。 
8～9 3

・

4

・10 や 0 のかけ算 (技)(知)10 や 0 のかけ算の仕方を考え，答

えを求めることができる。 

 

10 5 ・a×□＝b，□×a＝b の□にあてはまる

数を見つけること（わり算の素地） 
(考)(知)a×□＝b や□×a＝b の□にあて

はまる数は，いずれも a の段の九九を使

って求められることを理解している。 
たしかめ道場 11～12 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

2 わり算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

わり算の意味と計算の仕方を理解する。 
わり算とたし算，ひき算を組み合わせた問題を解くことができる。 
・ものを分ける活動を通して，等分除と包含除の意味をとらえようとする。 
・わり算の意味や計算の仕方について，かけ算を基にして考えることができる。 
・わり算の意味を理解し，九九を使って確実に答えを求めることができる。 
・等分除，包含除の違いを知り，わり算の意味を理解している。 

12 時間 
2 学期制：4 月中旬～5 月中旬 
3 学期制：4 月中旬～5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
13～16 1 ・あめを分ける場面によるわり算の学習

への動機づけ 
・わり算(等分除)の意味 

【÷，わり算】

(関)あめを等分する活動を通して，わり算

に関心をもつ。 
(知)等分除の意味を理解している。 

17 2 ・わり算(等分除)の計算の仕方 (考)(技)等分除の答えの求め方を考えるこ

とができる。 
18～19 3 ・わり算(包含除)の意味と計算の仕方 (知)包含除の意味を理解している。 

(考)(技)包含除の答えの求め方を考えるこ

とができる。 
20 4 ・等分除と包含除の統合 (考)等分除も包含除も同じ式に表せ，いず

れも九九を使って答えが求められるこ

とを理解する。 
21 5 ・0 のわり算 (知)0 のわり算の意味と計算の仕方を理解

している。 

(課題設定) 
①分け方とわり算 

22 6 ・練習  
23 7 ・わり算の作問 (関)(知)身の回りからわり算の場面を探

し，いろいろ問題をつくろうとする。 
24 8 ・倍を求めるわり算 (技)(知)倍を求めるときもわり算が使える

ことを知り，答えを求めることができ

る。 

②わり算を使って 

25 9 ・わり算とたし算，ひき算の複合問題 (技)数量の関係を的確にとらえ，わり算と

たし算，ひき算の複合問題を解決するこ

とができる。 
③答えが九九にない

わり算 
26～27 10

・

11

・簡単な商が 2 桁になるわり算(80÷4，
36÷3 など) 

(考)既習事項を基に，簡単な商が 2 桁にな

るわり算の計算の仕方を考えることが

できる。 
たしかめ道場 28～29 12 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

1
2

1
4
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第 3 学年 単元別学習内容一覧 
上巻 

1 九九の表とかけ算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

乗数が 1 ずつ増減するときの積の変化，10 や 0 のかけ算について理解する。 
・九九表に関心を持ち，進んできまりや 10 や 0 のかけ算に取り組もうとする。 
・乗数が増減するときの積の変化を，九九を基にして考えることができる。 
・乗数の増減に伴う積の変化について理解し，10 や 0 のかけ算ができる。 
・乗数の増減に伴う積の変化の様子や 10 や 0 のかけ算の意味を理解している。 

6 時間 
2 学期制：4 月上旬～中旬 
3 学期制：4 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 6 1 ・九九表からきまりを見つけることによ

る学習の動機づけ 
(関)九九の表を見て，進んでかけ算のきま

りを見つけようとする。 
7 2 ・乗数が 1 ずつ増減するときの積の変化 (考)(知)乗数が 1 ずつ増減するときの積の

変化を考察し，理解することができる。 
8～9 3

・

4

・10 や 0 のかけ算 (技)(知)10 や 0 のかけ算の仕方を考え，答

えを求めることができる。 

 

10 5 ・a×□＝b，□×a＝b の□にあてはまる

数を見つけること（わり算の素地） 
(考)(知)a×□＝b や□×a＝b の□にあて

はまる数は，いずれも a の段の九九を使

って求められることを理解している。 
たしかめ道場 11～12 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

2 わり算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

わり算の意味と計算の仕方を理解する。 
わり算とたし算，ひき算を組み合わせた問題を解くことができる。 
・ものを分ける活動を通して，等分除と包含除の意味をとらえようとする。 
・わり算の意味や計算の仕方について，かけ算を基にして考えることができる。 
・わり算の意味を理解し，九九を使って確実に答えを求めることができる。 
・等分除，包含除の違いを知り，わり算の意味を理解している。 

12 時間 
2 学期制：4 月中旬～5 月中旬 
3 学期制：4 月中旬～5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
13～16 1 ・あめを分ける場面によるわり算の学習

への動機づけ 
・わり算(等分除)の意味 

【÷，わり算】

(関)あめを等分する活動を通して，わり算

に関心をもつ。 
(知)等分除の意味を理解している。 

17 2 ・わり算(等分除)の計算の仕方 (考)(技)等分除の答えの求め方を考えるこ

とができる。 
18～19 3 ・わり算(包含除)の意味と計算の仕方 (知)包含除の意味を理解している。 

(考)(技)包含除の答えの求め方を考えるこ

とができる。 
20 4 ・等分除と包含除の統合 (考)等分除も包含除も同じ式に表せ，いず

れも九九を使って答えが求められるこ

とを理解する。 
21 5 ・0 のわり算 (知)0 のわり算の意味と計算の仕方を理解

している。 

(課題設定) 
①分け方とわり算 

22 6 ・練習  
23 7 ・わり算の作問 (関)(知)身の回りからわり算の場面を探

し，いろいろ問題をつくろうとする。 
24 8 ・倍を求めるわり算 (技)(知)倍を求めるときもわり算が使える

ことを知り，答えを求めることができ

る。 

②わり算を使って 

25 9 ・わり算とたし算，ひき算の複合問題 (技)数量の関係を的確にとらえ，わり算と

たし算，ひき算の複合問題を解決するこ

とができる。 
③答えが九九にない

わり算 
26～27 10

・

11

・簡単な商が 2 桁になるわり算(80÷4，
36÷3 など) 

(考)既習事項を基に，簡単な商が 2 桁にな

るわり算の計算の仕方を考えることが

できる。 
たしかめ道場 28～29 12 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

第 3学年　単元別学習内容一覧
上巻
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a
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● どんな計算になるのかな 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・除法の用いられる場面を理解している。 

1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 30～31 1 ・ピクニックの場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 

 

2 円と球 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

円や球についての基本的な事項を理解する。 
コンパスを使って円をかいたり，長さを写し取ったりすることができる。 
・円や球に関心をもち，それらについて調べようとする。 
・円を使った模様のかき方や球の直径の測り方を考えることができる。 
・円や円を使った模様をかいたり，球の直径を測ったりすることができる。 
・円や球についての基本的な事項を理解している。 

7 時間 
2 学期制：5 月中旬～下旬 
3 学期制：5 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 32 1 ・こまづくりによる学習への動機づけ (関)こまづくりを通して，円の学習に関心

を持つ。 
33～34 2

・

3

・円の概念と性質，作図 
・直径と中心の関係 

【円，中心，半径，直径】

(技)(知)円とその中心，半径，直径などに

ついて理解し，コンパスを使って円を

かくことができる。 
35 4 ・コンパスを使ったもようづくり (考)(技)円を使った模様のかき方を考え，

かくことができる。 
36 5 ・コンパスのディバイダーとしての使い

方 
(技)コンパスを使って，長さを写し取るこ

とができる。 

 

37 6 ・球の概念と性質 
【球】

(知)球についての基本的な事項を理解し

ている。 
たしかめ道場 38 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ ふく習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

39 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：5 月下旬 
3 学期制：5 月下旬 

 

● みんなで 話しあいましょう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

ボールのはいった箱の縦の長さの求め方を考え，話し合いを通して，友だちに伝え

たり，友だちの考えを理解する。 
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。 
・話し合いで大切なことを考えることができる。 
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。

・話し合いのねらいや進め方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：5 月下旬 
3 学期制：5 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 40～41 1 ・ボールのはいった箱の縦の長さの求め方を考え，みんなで話し合い，まとめる。 

 

 

 

 30

◎ かくれた数はいくつ(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

乗法や除法の逆思考の問題を解くことができる。 
・問題解決の際，乗法や除法に関する知識や技能を用いようとする。 
・乗法や除法の逆思考の問題で，数量の関係を線分図や関係図に表し，乗除の関係

を見抜くことができる。 
・乗法や除法の逆思考の問題を，線分図や関係図をかいて解くことができる。 
・乗法と除法の相互関係を理解している。 

2 時間 
2 学期制：5 月下旬～6 月上旬 
3 学期制：5 月下旬～6 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
42～43 1 ・乗法の逆思考の問題（□×a＝b） (考) 乗法逆の除法の問題について考える

ことができる。 
(技)数量の関係を線分図や関係図にかく

ことができる。 

 

44 2 ・除法の逆思考の問題（□÷a＝b） (考) 除法逆の乗法の問題について考える

ことができる。 
(技)数量の関係を線分図や関係図にかく

ことができる。 

 

＊ じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

45 ・次単元のレディネスチェック 1 時間 
2 学期制：6 月上旬 
3 学期制：6 月上旬 

 

4 たし算とひき算の筆算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

桁数の少ない場合を基にして，3 桁の加減の筆算の仕方を考えることができる。 
・(3 桁)±(3 桁)の計算の仕方を進んで考えようとする。 
・桁数の少ない場合を基にして，(3 桁)±(3 桁)の筆算の仕方を考えることができる。

・正しく(3 桁)±(3 桁)の筆算をして，答えを求めることができる。 
・(3 桁)±(3 桁)の筆算の仕方を理解している。 

12 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 46 ・文房具の買い物の場面での 3 桁の数の

計算の学習への動機づけ 
(関)文房具の買い物場面を通して，3 桁の

数の計算に関心を持つ 
①何百のたし算とひ

き算 
47 

1

・100 を単位とした数の相対的な見方に基

づく(何百)＋(何百)とその逆のひき算 
(考)(技)100 を単位とする数の相対的な見

方に基づいて加減計算ができる。 
48 2 ・(3 位数)＋(3 位数)で一の位が繰り上が

る筆算 
(技)(知)(3 桁)＋(3 桁)で一の位が繰り上が

る筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
49 3 ・(3 桁)＋(3 桁)で一の位と十の位が繰り

上がる筆算 
(考)(技)(3 桁)＋(3 桁)で一の位と十の位が

繰り上がる筆算の仕方を考えることが

できる。 
50 4 ・(3 桁)＋(3 桁)で百の位が繰り上がる筆

算 
(考)(技)(3 桁)＋(3 桁)で百の位が繰り上が

る筆算の仕方を考えることができる。 

②たし算の筆算 

51 5 ・練習  
52 6 ・(3 桁)－(3 桁)で十の位が繰り下がる筆

算 
(技)(知)(3 桁)－(3 桁)で十の位が繰り下が

る筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
53 7 ・(3 桁)－(3 桁)で百の位が繰り下がる筆

算 
(考)(技)(3 桁)－(3 桁)で百の位が繰り下が

る筆算の仕方を考えることができる。 
54 8 ・(3 桁)－(3 桁)で十の位と百の位が繰り

下がる筆算 
(考)(技)(3 桁)－(3 桁)で十の位と百の位が

繰り下がる筆算の仕方を考えることが

できる。 
55 9 ・(何百何)－(3 桁)で繰り下がりが 2 桁に

及ぶ筆算 
(考)(技)(何百何)－(3 桁)で繰り下がりが

2桁に及ぶ筆算の仕方を考えることができる。  

③ひき算の筆算 

56 10 ・練習  
④4 けたの数の筆算 57 11 ・(4 桁)±(4 桁)の加減の筆算 (考)桁数の少ない場合を基にして，(4 桁)

±(4 桁)の筆算の仕方を考えることがで

きる。 
たしかめ道場 58 12 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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◎ かくれた数はいくつ(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

乗法や除法の逆思考の問題を解くことができる。 
・問題解決の際，乗法や除法に関する知識や技能を用いようとする。 
・乗法や除法の逆思考の問題で，数量の関係を線分図や関係図に表し，乗除の関係

を見抜くことができる。 
・乗法や除法の逆思考の問題を，線分図や関係図をかいて解くことができる。 
・乗法と除法の相互関係を理解している。 

2 時間 
2 学期制：5 月下旬～6 月上旬 
3 学期制：5 月下旬～6 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
42～43 1 ・乗法の逆思考の問題（□×a＝b） (考) 乗法逆の除法の問題について考える

ことができる。 
(技)数量の関係を線分図や関係図にかく

ことができる。 

 

44 2 ・除法の逆思考の問題（□÷a＝b） (考) 除法逆の乗法の問題について考える

ことができる。 
(技)数量の関係を線分図や関係図にかく

ことができる。 

 

＊ じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

45 ・次単元のレディネスチェック 1 時間 
2 学期制：6 月上旬 
3 学期制：6 月上旬 

 

4 たし算とひき算の筆算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

桁数の少ない場合を基にして，3 桁の加減の筆算の仕方を考えることができる。 
・(3 桁)±(3 桁)の計算の仕方を進んで考えようとする。 
・桁数の少ない場合を基にして，(3 桁)±(3 桁)の筆算の仕方を考えることができる。

・正しく(3 桁)±(3 桁)の筆算をして，答えを求めることができる。 
・(3 桁)±(3 桁)の筆算の仕方を理解している。 

12 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 46 ・文房具の買い物の場面での 3 桁の数の

計算の学習への動機づけ 
(関)文房具の買い物場面を通して，3 桁の

数の計算に関心を持つ 
①何百のたし算とひ

き算 
47 

1

・100 を単位とした数の相対的な見方に基

づく(何百)＋(何百)とその逆のひき算 
(考)(技)100 を単位とする数の相対的な見

方に基づいて加減計算ができる。 
48 2 ・(3 位数)＋(3 位数)で一の位が繰り上が

る筆算 
(技)(知)(3 桁)＋(3 桁)で一の位が繰り上が

る筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
49 3 ・(3 桁)＋(3 桁)で一の位と十の位が繰り

上がる筆算 
(考)(技)(3 桁)＋(3 桁)で一の位と十の位が

繰り上がる筆算の仕方を考えることが

できる。 
50 4 ・(3 桁)＋(3 桁)で百の位が繰り上がる筆

算 
(考)(技)(3 桁)＋(3 桁)で百の位が繰り上が

る筆算の仕方を考えることができる。 

②たし算の筆算 

51 5 ・練習  
52 6 ・(3 桁)－(3 桁)で十の位が繰り下がる筆

算 
(技)(知)(3 桁)－(3 桁)で十の位が繰り下が

る筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
53 7 ・(3 桁)－(3 桁)で百の位が繰り下がる筆

算 
(考)(技)(3 桁)－(3 桁)で百の位が繰り下が

る筆算の仕方を考えることができる。 
54 8 ・(3 桁)－(3 桁)で十の位と百の位が繰り

下がる筆算 
(考)(技)(3 桁)－(3 桁)で十の位と百の位が

繰り下がる筆算の仕方を考えることが

できる。 
55 9 ・(何百何)－(3 桁)で繰り下がりが 2 桁に

及ぶ筆算 
(考)(技)(何百何)－(3 桁)で繰り下がりが

2桁に及ぶ筆算の仕方を考えることができる。  

③ひき算の筆算 

56 10 ・練習  
④4 けたの数の筆算 57 11 ・(4 桁)±(4 桁)の加減の筆算 (考)桁数の少ない場合を基にして，(4 桁)

±(4 桁)の筆算の仕方を考えることがで

きる。 
たしかめ道場 58 12 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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● 買えますか？ 買えませんか？ 

目    標 指導時数・時期 
○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。 
・買えるか買えないかを判断しようとする。 
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。 
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。 
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：6 月下旬 
3 学期制：6 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 59 1 ・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。 

 

 
＊ ふく習・じゅんび運動 

ページ 学習内容 指導時数・時期 
60～61 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：6 月下旬 
3 学期制：6 月下旬 

 

 

5 一億までの数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

一億までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解する。 
10 倍，100 倍や 10 でわった数の位の変化を理解する。 
・生活の中にある大きな数に関心を持ち，そのしくみを調べようとする。 
・十進位取り記数法に基づいて，一億までの数のしくみを考えることができる。 
・一億までの数について，よんだり，かいたり，大小を判断することができる。 
・一億までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解している。 

10 時間 
2 学期制：6 月下旬～7 月中旬 
3 学期制：6 月下旬～7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
62～64 1 ・サッカーの場面による学習の動機づけ

・一万をこえる数の表し方 
【一万の位】

(関)サッカーの観客数を通して大きな数

の表し方に関心をもつ 
 

65 2 ・千万の位までの数の表し方 
【十万の位，百万の位，千万の位】

(考)(知)十進位取り記数法に基づいて，千

万の位までの数のしくみ，よみ方，か

き方を理解している。 
66～67 3

・

4

・一億という数の理解 
・一億までの数の系列・大小 

【一億，数直線】

(技)(知)一億までの数のしくみを理解し，

系列，大小判断ができる。 

(課題設定) 
①万の位 

68 5 ・10000 を単位とした数の相対的な見方

に基づく加減計算 
(考)10000 を単位とした数の相対的な見

方に基づいて大きな数の加減計算がで

きる。 
69～70 6

・

7

・10 倍，100 倍した数と位の変化 (考)(知)10 倍，100 倍したときの位の変化

の様子を考えることができる。 

71 8 ・10 でわった数と位の変化 (考)(知)10 でわったときの位の変化の様

子を考えることができる。 

②10 倍した数，10
でわった数 

72 9 ・練習  
たしかめ道場 73 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

 

 

 

 32

6 たし算とひき算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

簡単な(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の暗算ができる。 
・簡単な(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の計算を暗算で行おうとする。 
・(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の暗算の仕方を考えることができる。 
・(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の計算が暗算でできる。 
・(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の暗算の仕方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
74 1

・

2

・(2 桁)＋(2 桁)の暗算 (技) (2 桁)＋(2 桁)の計算が暗算でできる。  

75 3
・

4

・(2 桁)－(2 桁)，100－(2 桁)の暗算 (技) (2 桁)－(2 桁)，100－(2 桁)の計算が

暗算でできる。 

 

● 算数の自由研究 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

路のつながり方に着目して，いろいろな迷路を構成することができる。 
・迷路づくりに興味をもち，進んで取り組もうとする。 
・路のつながり方に着目して，迷路が構成できるきまりを考えることができる。 
・路のつながり方に着目して，適切な迷路をつくることができる。 
・路をつないで迷路が構成できるきまりを理解している。  

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 76～77 1 ・路のつながり方に着目して，いろいろな迷路をつくる。 

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
78～79 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：7 月下旬 
3 学期制：9 月上旬 

 

7 時間と長さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

 

(技) 

 

(知) 

分と秒の関係について知り，必要な時刻や時間を求めること。 
長さの単位 km について知り，長さの計算ができる。 
・進んで日常生活で必要な時刻や時間を求めようとする。 
・進んで道のりの見当をつけたり，長さを巻き尺で測ろうとする。 
・時，分，秒が60進法に基づいていることを使って，時間や時刻の求め方を考える

ことができる。 
・長さの量感を身につけ，それを根拠にいろいろな長さを予想できる。 
・ストップウオッチを使って時間を測定したり，時刻や時間の計算ができる。 
・巻き尺を使って身の回りの長さを測定したり，簡単な長さの計算ができる。 
・時間の単位 秒 を知り，分と秒の関係，時刻や時間の求め方を理解している。 
・長さの単位 km を知り，長さを巻き尺でを測定する方法を理解している。 

9 時間 
2 学期制：7 月下旬～9 月中旬 
3 学期制：9 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 80 ・学校の回りの探検による時刻と時間，

長さの学習への動機づけ 
(関)学校の回りの探検を通して，時刻と時

間，長さに関心をもつ。 
81 

1

・時刻や時間の求め方 (考)(技)時間が 60 進法に基づいているこ

とを使って，時刻や時間を求めること

ができる。 
82 2 ・一定時間経過前後の時刻の求め方 (考)(技)時間が 60 進法に基づいているこ

とを使って，一定時間経過前後の時刻を

求めることができる。 

①時こくと時間 

83 3 ・時間の単位 秒 の理解，1 分＝60 秒 
【秒】

(知)時間の単位 秒 について知り，分と秒

の関係を理解している。 
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6 たし算とひき算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

簡単な(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の暗算ができる。 
・簡単な(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の計算を暗算で行おうとする。 
・(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の暗算の仕方を考えることができる。 
・(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の計算が暗算でできる。 
・(2 桁)±(2 桁)，100－(2 桁)の暗算の仕方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
74 1

・

2

・(2 桁)＋(2 桁)の暗算 (技) (2 桁)＋(2 桁)の計算が暗算でできる。  

75 3
・

4

・(2 桁)－(2 桁)，100－(2 桁)の暗算 (技) (2 桁)－(2 桁)，100－(2 桁)の計算が

暗算でできる。 

 

● 算数の自由研究 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

路のつながり方に着目して，いろいろな迷路を構成することができる。 
・迷路づくりに興味をもち，進んで取り組もうとする。 
・路のつながり方に着目して，迷路が構成できるきまりを考えることができる。 
・路のつながり方に着目して，適切な迷路をつくることができる。 
・路をつないで迷路が構成できるきまりを理解している。  

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 76～77 1 ・路のつながり方に着目して，いろいろな迷路をつくる。 

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
78～79 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：7 月下旬 
3 学期制：9 月上旬 

 

7 時間と長さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

 

(技) 

 

(知) 

分と秒の関係について知り，必要な時刻や時間を求めること。 
長さの単位 km について知り，長さの計算ができる。 
・進んで日常生活で必要な時刻や時間を求めようとする。 
・進んで道のりの見当をつけたり，長さを巻き尺で測ろうとする。 
・時，分，秒が60進法に基づいていることを使って，時間や時刻の求め方を考える

ことができる。 
・長さの量感を身につけ，それを根拠にいろいろな長さを予想できる。 
・ストップウオッチを使って時間を測定したり，時刻や時間の計算ができる。 
・巻き尺を使って身の回りの長さを測定したり，簡単な長さの計算ができる。 
・時間の単位 秒 を知り，分と秒の関係，時刻や時間の求め方を理解している。 
・長さの単位 km を知り，長さを巻き尺でを測定する方法を理解している。 

9 時間 
2 学期制：7 月下旬～9 月中旬 
3 学期制：9 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 80 ・学校の回りの探検による時刻と時間，

長さの学習への動機づけ 
(関)学校の回りの探検を通して，時刻と時

間，長さに関心をもつ。 
81 

1

・時刻や時間の求め方 (考)(技)時間が 60 進法に基づいているこ

とを使って，時刻や時間を求めること

ができる。 
82 2 ・一定時間経過前後の時刻の求め方 (考)(技)時間が 60 進法に基づいているこ

とを使って，一定時間経過前後の時刻を

求めることができる。 

①時こくと時間 

83 3 ・時間の単位 秒 の理解，1 分＝60 秒 
【秒】

(知)時間の単位 秒 について知り，分と秒

の関係を理解している。 
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84 4 ・長さの単位 km の理解，1km＝1000ｍ
【km，キロメートル】

(関)長い長さの表し方に関心を持つ。 
(知)長さの単位 km を知り，m と km の関

係を理解している。 
85 5 ・長さの加減計算 (技)簡単な長さの加減計算ができる。 
86 6 ・巻尺の使い方 (技)巻き尺を使って身の回りの長さを測

定することができる。 
87 7 ・10 秒間に歩いた道のり，100m を歩い

た時間の測定 
(考)(技) 10 秒間に歩く道のりや 100m 歩

く時間について妥当な予想ができる。 

②長さしらべ 

88 8 ・長さの見当づけと実測（長さの量感） (考)(技)身近な長さを予想できる量感を身

につけている。 
たしかめ道場 89～90 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 
＊ じゅんび運動 

ページ 学習内容 指導時数・時期 
91 ・次単元のレディネスチェック 1 時間 

2 学期制：9 月中旬 
3 学期制：9 月下旬 

 

8 あまりのあるわり算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

・わり算の余りの意味を理解し，余りのあるわり算の計算ができる。 
・余りのあるわり算の計算の仕方をかけ算との関連でとらえようとする。 
・わり算の余りの意味と計算の仕方をかけ算を基にして考えることができる。 
・余りのあるわり算ができ，かけ算を使って答えを確かめることができる。 
・わり算の余りの意味と計算の仕方を理解している。 

7 時間 
2 学期制：9 月中旬～下旬 
3 学期制：9 月下旬～10 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 92 ・あめを分ける場面での余りのあるわり

算への動機づけ 
(関)あめを分ける場面を通して，余りがあ

るわり算について考えようとする。 
93 

1

・余りのあるわり算の意味と計算の仕方

【あまり，わり切れる，わり切れない】

(技)(知)わり算の余りの意味を理解し，正

しく計算ができる。 
94～95 2

・

3

・除数と余りの大小関係 (考)余りは除数よりも常に小さくなるこ

とを理解し，その理由を説明できる。 

96 4 ・余りのあるわり算の答えの確かめ (技)(知)かけ算を使って，余りのあるわり

算の確かめをすることができる。 

①あまりのあるわり

算のしかた 

97 5 ・練習  
②あまりを考えて 98 6 ・余りを処理する問題 (考)(技)状況に応じて余りを切り上げるか

切り捨てるかを判断することができる。 
たしかめ道場 99 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 
◎ 何倍でしょう 

目    標 指導時数・時期 
○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

オペレーター(変量)に着目し，何倍になるかを考えて，3 要素 2 段階の問題を解決

することができる。 
・オペレーターに着目した考えを使って，問題を解決しようとする。 
・オペレーターに着目する考えのよさに気づくことができる。 
・オペレーターに着目して問題を解決することができる。 
・a 倍の b 倍が(a×b)倍になることを理解している。 

2 時間 
2 学期制：10 月上旬 
3 学期制：10 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
100 1 ・3 要素 2 段階の問題を，順に考えたり，

まとめて考えて解決すること 
(考) 順に考えたり，まとめて考えて問題

を解決することができる。 
 

101 2 ・オペーレーターに着目し，何倍になる

かを考えて，3 要素 2 段階の問題を解決

すること 

(考) オペレーターに着目する考えのよさ

に気づき，何倍になるかを考えて問題

を解決することができる。 
(技)数量の関係を関係図に表すことがで

きる。 

 

 34

9 計算のじゅんじょ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

乗法の結合法則について理解する。 
・乗法の結合法則を使って問題を解決しようとする。 
・多くの数をかけるときの計算方法を考えることができる。 
・乗法の結合法則を使って，問題を解決することができる。 
・乗法の結合法則について理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月上旬 
3 学期制：10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 102～103 1 ・乗法の結合法則 (考)(知)多くの数をかけるとき，どこから

先に計算しても答えは同じになること

を理解している。 

 

 

● よみとる算数(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：10 月上旬 
3 学期制：10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 104～105 1 ・公園の地図づくりの場面で，適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理

由を説明したりすることができる。 

 

 

◎ 間の数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

順序数と集合数の混じった問題を図などに表して解くことができる。 
・順序数と集合数の混じった事象に興味をもち，進んで取り組もうとする。 
・順序数と集合数を選別し，的確にそれらの関係をとらえることができる。 
・順序数と集合数の混じった事象を図などに表して解決することができる。 
・順序数と集合数の混じった事象を図などに表す仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月中旬 
3 学期制：10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 106 1 ・順序数と集合数の混じった問題 

・植木算の問題 
(考) 順序数と集合数の違いを理解し，問

題を解決することができる。 
(技)数量の関係を図などに表すことがで

きる。 

 

 
★ 算数のまど 

ページ 学習内容 指導時数 
107～137 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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9 計算のじゅんじょ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

乗法の結合法則について理解する。 
・乗法の結合法則を使って問題を解決しようとする。 
・多くの数をかけるときの計算方法を考えることができる。 
・乗法の結合法則を使って，問題を解決することができる。 
・乗法の結合法則について理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月上旬 
3 学期制：10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 102～103 1 ・乗法の結合法則 (考)(知)多くの数をかけるとき，どこから

先に計算しても答えは同じになること

を理解している。 

 

 

● よみとる算数(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：10 月上旬 
3 学期制：10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 104～105 1 ・公園の地図づくりの場面で，適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理

由を説明したりすることができる。 

 

 

◎ 間の数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

順序数と集合数の混じった問題を図などに表して解くことができる。 
・順序数と集合数の混じった事象に興味をもち，進んで取り組もうとする。 
・順序数と集合数を選別し，的確にそれらの関係をとらえることができる。 
・順序数と集合数の混じった事象を図などに表して解決することができる。 
・順序数と集合数の混じった事象を図などに表す仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月中旬 
3 学期制：10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 106 1 ・順序数と集合数の混じった問題 

・植木算の問題 
(考) 順序数と集合数の違いを理解し，問

題を解決することができる。 
(技)数量の関係を図などに表すことがで

きる。 

 

 
★ 算数のまど 

ページ 学習内容 指導時数 
107～137 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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下巻 

10 三角形 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

・二等辺三角形，正三角形について理解し，それらをかくことができる。 
・二等辺三角形や正三角形に関心をもち，それらの性質を調べようとする。 
・いろいろな三角形から二等辺三角形や正三角形を弁別することができる。 
・コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。 
・二等辺三角形や正三角形の定義・性質について理解している。 

7 時間 
2 学期制：10 月中旬～下旬 
3 学期制：10 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
2～4 1 ・ストローやひごでつくった三角形の分

類による三角形の学習への動機づけ 
【二等辺三角形，正三角形】

(関)三角形を辺の長さに目をつけて分類

しようとする。 

5 2 ・コンパスを使った二等辺三角形，正三

角形のかき方 
(考)(技)二等辺三角形の性質を使って，か

き方を考えることができる。 

(課題設定) 
①二等辺三角形と正

三角形 

6 3 ・円や色紙を使った三角形づくり (考)円の中にかいた三角形が二等辺三角

形であることを，性質を根拠に説明する

ことができる。 
7 4 ・角についての理解，角の大きさ比べ 

【角】

(技)(知)角について理解し，角の大小を判

断することができる。 
8～9 5 ・二等辺三角形と正三角形の角 (知)二等辺三角形と正三角形の角につい

ての性質を理解している。 

②角 

10～11 6 ・二等辺三角形や正三角形による敷き詰

め 
(技)二等辺三角形や正三角形を敷き詰め，

いろいろな形を見出すことができる。 
たしかめ道場 12 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

11 1 けたをかけるかけ算の筆算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

(2,3 桁)×(1 桁)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
・(2,3 桁)×(1 桁)の筆算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。 
・十進位取り記数法を基にして，(2,3 桁)×(1 桁)の筆算の仕方を考えることが

できる。 
・(2,3 桁)×(1 桁)の筆算ができる。また，簡単な(2 桁)×(1 桁)の暗算ができる。

・(2,3 桁)×(1 桁)の筆算の仕方を理解している。 

13 時間 
2 学期制：10 月下旬～11 月中旬 
3 学期制：10 月下旬～11 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 
①何十・何百のかけ

算 

13～14 1 ・買い物の場面による(2,3 桁)×(1 桁)の計

算の学習への動機づけ 
(関)買い物場面を通して，何十や何百に 1

桁の数をかける計算に関心を持つ。 
(技)10 や 100 を単位とした数の相対的な

見方で，(何十,何百)×(1 桁)の計算がで

きる。 
15 2 ・(2 桁)×(1 桁)の計算を位毎に分けて考

えること 
(考)(2桁)×(1桁)の計算を位毎に分けて考

えることができる。 
16～17 3

・

4

・(2 桁)×(1 桁)の筆算（積が 100 未満） (技)(2 桁)×(1 桁)の筆算(積が 100 未満)の
仕方を理解し，繰り上がりに気をつけて

計算ができる。 
18～19 5

・

6

・(2 桁)×(1 桁)の筆算（積が 100 以上） (技)(2 桁)×(1 桁)の筆算(積が 100 以上)の
仕方を理解し，繰り上がりに気をつけて

計算ができる。 

②(2 けた)×(1 けた)
の筆算 

20 7 ・練習  
21～22 8

・

9

・(3 桁)×(1 桁)の筆算 (技) (3 桁)×(1 桁)の筆算の仕方を理解し，

繰り上がりに気をつけて計算ができる。 

23 10 ・(3 桁)×(1 桁)の筆算（十の位が空位） (技) (3 桁)×(1 桁)の筆算(十の位が空位)の
仕方を理解し，計算ができる。 

③(3 けた)×(1 けた)
の筆算 

24 11 ・練習  
④暗算 25 12 ・簡単な(2 桁)×(1 桁)の暗算 (技)簡単な(2桁)×(1桁)の計算が暗算でで

きる。 
たしかめ道場 26 13 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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＊ ふく習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

27 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：11 月下旬 
3 学期制：11 月下旬 

 

 

12 重 さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

重さの普遍単位 g，kg について理解し，測定することができる。 
・物の重さに関心をもち，身近な物の重さを測定しようとする。 
・重さの量感に基づいて，身近な物の重さを予想することができる。 
・目的に応じて計器を選び，身近な物の重さが測定できる。 
・1kg の重さの量感を身につけている。また，g，kg，t の単位間の関係を理解

している。 

8 時間 
2 学期制：11 月下旬～12 月上旬 
3 学期制：11 月下旬～12 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 28～29 1 ・天秤を使った重さの間接比較，1 円玉(任

意単位)を使った測定による重さへの動

機づけ 

(関)天秤を使って重さの間接比較をした

り，1 円玉を使って重さを測定しようと

する。 
30～31 2

・

3

・重さの普遍単位 g，kg の理解と測定 
【g，グラム，kg，キログラム】

(技)(知)重さの普遍単位 g，kg を理解し，

測定することができる。 

32 4 ・1kg の量感の感得 (知)1kg の量感を身につけている。 
33 5 ・物の重さの予想と計器の選択 (考)(技)物の重さの見当をつけ，適切に計

器を選んで測定することができる。 
34～35 6 ・重さの加減計算 (技)重さのの加減計算ができる。 

 

36～37 7 ・重さの普遍単位 g，kg，t の間の関係

【t，トン】

(知)重さの普遍単位 t を知り，g，kg，t
の単位間の関係を理解している。 

たしかめ道場 38 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

13 分 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

単位の大きさに満たない端数部分などを表すのに分数を用いることを知り，分数の

意味や表し方，加減計算の仕方を理解する。 
・端数部分などの表し方を，具体的な操作を通していろいろ考えようとする。 
・分数の意味に基づいて分数の大小や加減計算の仕方を考えることができる。 
・分数を使って端数部分などを表すことができる。また，簡単な同分母分数の加減

計算ができる。 
・分数を使った端数部分などの表し方を理解している。 

10 時間 
2 学期制：12 月上旬～中旬 
3 学期制：12 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 39～40 1 ・端数部分の表し方による分数の学習へ

の動機づけ 
【  ，2分の 1，  ，3分の 1】

(関)端数部分を表すのに分数を用いよう

とする。 
(知)はしたの量を表すのに分数を用いる

ことを理解している。 
 41 2 ・端数部分の表し方（単位分数のいくつ

分） 
【  ，3分の 2，分数，分母，分子】

(考)(技)単位分数以外の分数は，単位分数

のいくつ分で表せることに気づく。 
(知)分母，分子の用語を知っている。 

下巻
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＊ ふく習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

27 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：11 月下旬 
3 学期制：11 月下旬 

 

 

12 重 さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

重さの普遍単位 g，kg について理解し，測定することができる。 
・物の重さに関心をもち，身近な物の重さを測定しようとする。 
・重さの量感に基づいて，身近な物の重さを予想することができる。 
・目的に応じて計器を選び，身近な物の重さが測定できる。 
・1kg の重さの量感を身につけている。また，g，kg，t の単位間の関係を理解

している。 

8 時間 
2 学期制：11 月下旬～12 月上旬 
3 学期制：11 月下旬～12 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 28～29 1 ・天秤を使った重さの間接比較，1 円玉(任

意単位)を使った測定による重さへの動

機づけ 

(関)天秤を使って重さの間接比較をした

り，1 円玉を使って重さを測定しようと

する。 
30～31 2

・

3

・重さの普遍単位 g，kg の理解と測定 
【g，グラム，kg，キログラム】

(技)(知)重さの普遍単位 g，kg を理解し，

測定することができる。 

32 4 ・1kg の量感の感得 (知)1kg の量感を身につけている。 
33 5 ・物の重さの予想と計器の選択 (考)(技)物の重さの見当をつけ，適切に計

器を選んで測定することができる。 
34～35 6 ・重さの加減計算 (技)重さのの加減計算ができる。 

 

36～37 7 ・重さの普遍単位 g，kg，t の間の関係

【t，トン】

(知)重さの普遍単位 t を知り，g，kg，t
の単位間の関係を理解している。 

たしかめ道場 38 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

13 分 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

単位の大きさに満たない端数部分などを表すのに分数を用いることを知り，分数の

意味や表し方，加減計算の仕方を理解する。 
・端数部分などの表し方を，具体的な操作を通していろいろ考えようとする。 
・分数の意味に基づいて分数の大小や加減計算の仕方を考えることができる。 
・分数を使って端数部分などを表すことができる。また，簡単な同分母分数の加減

計算ができる。 
・分数を使った端数部分などの表し方を理解している。 

10 時間 
2 学期制：12 月上旬～中旬 
3 学期制：12 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 39～40 1 ・端数部分の表し方による分数の学習へ

の動機づけ 
【  ，2分の 1，  ，3分の 1】

(関)端数部分を表すのに分数を用いよう

とする。 
(知)はしたの量を表すのに分数を用いる

ことを理解している。 
 41 2 ・端数部分の表し方（単位分数のいくつ

分） 
【  ，3分の 2，分数，分母，分子】

(考)(技)単位分数以外の分数は，単位分数

のいくつ分で表せることに気づく。 
(知)分母，分子の用語を知っている。 

kg

kg

kg

kg kg

kg

kgkg

kg

g

g

g

g g

g
g kg

1
2

1
3

2
3
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42 3 ・液量の分数表示，10 等分した大きさ 
【  】

(知)液量も分数で表せることを理解して

いる。 

43 4
・数としての分数，

5
5

 ＝1 
(知)分数は数の仲間であるとを理解して

いる。 
(考)分母と分子が同じ分数は 1 に等しい

ことを分数の意味に基づいて考えるこ

とができる。 
44 5 ・分数を数直線上に表すこと (技)分数を数直線上に表すことができる。 
45 6 ・同分母分数の大小 

【等号，不等号】

(考)(技)分数の意味に基づいて，分数の大

小を判断することができる。 
46 7 ・同分母分数の加減計算 (考)(技)分数の意味に基づいて，分数の加

減計算の仕方を考えることができる。 
47 8 ・「分数ものさし」づくり (関)(技)床の木目などを使って，分数目盛

りのものさしをつくり，いろいろな長さ

を測ることができる。 
48～49 9 ・練習  

たしかめ道場 50 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

◎ べつべつに，いっしょに 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

加減と乗法の混じった問題について，まとまりを考えて解決することができる。 
・加減と乗法の混じった問題に進んで取り組もうとする。 
・加減と乗法の混じった問題で，まとめてかける方法のよさを気づくことができる。

・加減と乗法の混じった問題について，まとまりを考えて解くことができる。 
・加減と乗法の混じった計算では，別々に考えても，組にして考えても答えは同じ

になることを理解している。 

3 時間 
2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
51 1 ・加法と乗法の混じった問題を，別々に

考えたり，まとまりを考えて解決する

こと 

(考) 加法と乗法の混じった問題を，別々

に考えたり，まとまりを考えて解決す

ることができる。 

 

52～53 2
・

3

・加減と乗法の混じった問題を，まとま

りを考えて解決すること 
(考) 加減と乗法の混じった問題を，まと

まりを考えて解決することができる。 

 

 
14 計算のきまり 

目    標 指導時数・時期 
○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

分配法則について理解し，正しく計算ができる。 
・分配法則に関心を持ち，進んで計算しようとする。 
・分配法則を理解し，そのことを説明することができる。 
・分配法則を理解し，正しく計算することができる。 
・分配法則の意味と計算の順序について理解している。 

1 時間 
2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 54～55 1 ・分配法則 a×c＋b×c＝(a＋b)×c (技)(知)分配法則について理解し，正しく

計算ができる。 

 

 
＊ ふく習・じゅんび運動 

ページ 学習内容 指導時数・時期 
56～57 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 
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15 表とグラフ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

資料を分類・整理し，目的に応じて観点をきめ，表にまとめることができる。 
棒グラフについて理解し，よんだりかいたりできる。 
・身近な事象について，目的に応じて表にまとめたり，よんだりしようとする。 
・落ちや重なりがないように，資料を分類・整理する方法を考えることができる。

・資料を分類・整理して表にまとめ，棒グラフに表すことができる。 
・資料を分類・整理して表にまとめたり，棒グラフに表す方法を理解している。 

8 時間 
2 学期制：1 月中旬～2 月上旬 
3 学期制：1 月中旬～2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 58 ・スポーツ調べによる表や棒グラフの学

習への動機づけ 
(関)スポーツ調べを通して，資料を手際よ

く分類・整理する方法を考えようとす

る。 
①表づくり 59 

1

・資料を分類・整理して表にまとめるこ

と（正の字を使った方法） 
(考)資料を落ちや重なりがないように分

類・整理する方法を考えることができ

る。 
60～61 2

・

3

・棒グラフの見方，よみ方 
【ぼうグラフ】

(技)(知)棒グラフについて見方・よみ方を

理解する。 
②ぼうグラフ 

62～64 4
・

5

・棒グラフのかき方 (技)(知)棒グラフのかき方を理解し，実際

にかくことができる。 

65 6 ・簡単な 2 次元の表 (考)同一項目の場合は，1 つの表にまとめ

ると便利であることに気づく。 
③くふうした表 

66 7 ・2 つの棒グラフの比較 (考)2 つの棒グラフを見て，特徴をよみと

り，それを説明することができる。 
たしかめ道場 67 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

16 小 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

端数部分の表し方として小数があることを知り，その意味や表し方を理解する。 
 の位までの小数の加減計算ができる。 

・分数とは別の端数部分の表し方について関心を持つ。 
・小数の大小・系列，加減計算を小数の意味に基づいて考えることができる。 
・1/10 の位までの小数の加減計算ができる。 
・小数の大小・系列，加減計算の仕方を理解している。 

8 時間 
2 学期制：2 月上旬～中旬 
3 学期制：2 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 68 ・  による端数部分の表し方による小数

の学習への動機づけ 
(関)  による端数部分の表し方の別の表

し方に関心をもつ。 
①はしたの大きさと

小数 
69～70

1
・

2
・小数の表し方，小数表記と複名数表記

【0.1，小数，小数点，  の位，整数】

(知)小数について理解し，よんだり，かい

たりすることができる。 

71 3 ・小数の構成，数直線上への表記，大小・

系列 
(知)小数の構成を理解し，数直線上に表し

たり，大小比較ができる。 
②小数の大きさ 

72 4 ・数直線上での小数と分数の関係 (考)数直線を使って，小数と分母が 10 の

分数の関係を考えることができる。 
73 5 ・0.1 のいくつ分という見方による加減計

算 
(技)0.1 のいくつ分という見方で，簡単な

小数の加減計算が暗算でできる。 
74 6 ・  の位までの小数の加減の筆算 (技)(知)  の位までの小数の加減の筆算

の仕方を理解し，計算ができる。 

③小数のたし算・ひ

き算 

75 7 ・練習  
たしかめ道場 76 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

77 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

1
10

5
5

a×c＋b×c＝（a＋b）×c
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15 表とグラフ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

資料を分類・整理し，目的に応じて観点をきめ，表にまとめることができる。 
棒グラフについて理解し，よんだりかいたりできる。 
・身近な事象について，目的に応じて表にまとめたり，よんだりしようとする。 
・落ちや重なりがないように，資料を分類・整理する方法を考えることができる。

・資料を分類・整理して表にまとめ，棒グラフに表すことができる。 
・資料を分類・整理して表にまとめたり，棒グラフに表す方法を理解している。 

8 時間 
2 学期制：1 月中旬～2 月上旬 
3 学期制：1 月中旬～2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 58 ・スポーツ調べによる表や棒グラフの学

習への動機づけ 
(関)スポーツ調べを通して，資料を手際よ

く分類・整理する方法を考えようとす

る。 
①表づくり 59 

1

・資料を分類・整理して表にまとめるこ

と（正の字を使った方法） 
(考)資料を落ちや重なりがないように分

類・整理する方法を考えることができ

る。 
60～61 2

・

3

・棒グラフの見方，よみ方 
【ぼうグラフ】

(技)(知)棒グラフについて見方・よみ方を

理解する。 
②ぼうグラフ 

62～64 4
・

5

・棒グラフのかき方 (技)(知)棒グラフのかき方を理解し，実際

にかくことができる。 

65 6 ・簡単な 2 次元の表 (考)同一項目の場合は，1 つの表にまとめ

ると便利であることに気づく。 
③くふうした表 

66 7 ・2 つの棒グラフの比較 (考)2 つの棒グラフを見て，特徴をよみと

り，それを説明することができる。 
たしかめ道場 67 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

16 小 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

端数部分の表し方として小数があることを知り，その意味や表し方を理解する。 
 の位までの小数の加減計算ができる。 

・分数とは別の端数部分の表し方について関心を持つ。 
・小数の大小・系列，加減計算を小数の意味に基づいて考えることができる。 
・1/10 の位までの小数の加減計算ができる。 
・小数の大小・系列，加減計算の仕方を理解している。 

8 時間 
2 学期制：2 月上旬～中旬 
3 学期制：2 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 68 ・  による端数部分の表し方による小数

の学習への動機づけ 
(関)  による端数部分の表し方の別の表

し方に関心をもつ。 
①はしたの大きさと

小数 
69～70

1
・

2
・小数の表し方，小数表記と複名数表記

【0.1，小数，小数点，  の位，整数】

(知)小数について理解し，よんだり，かい

たりすることができる。 

71 3 ・小数の構成，数直線上への表記，大小・

系列 
(知)小数の構成を理解し，数直線上に表し

たり，大小比較ができる。 
②小数の大きさ 

72 4 ・数直線上での小数と分数の関係 (考)数直線を使って，小数と分母が 10 の

分数の関係を考えることができる。 
73 5 ・0.1 のいくつ分という見方による加減計

算 
(技)0.1 のいくつ分という見方で，簡単な

小数の加減計算が暗算でできる。 
74 6 ・  の位までの小数の加減の筆算 (技)(知)  の位までの小数の加減の筆算

の仕方を理解し，計算ができる。 

③小数のたし算・ひ

き算 

75 7 ・練習  
たしかめ道場 76 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

77 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

1
10

1
10

1
10

1
10

1
10

1
10
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17 2 けたをかけるかけ算の筆算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

(2,3 桁)×(2 桁)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
・(2,3 桁)×(2 桁)の筆算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。 
・十進位取り記数法を基にして，(2,3 桁)×(2 桁)の筆算の仕方を考えることができ

る。 
・(2,3 桁)×(2 桁)の筆算ができる。 
・(2,3 桁)×(2 桁)の筆算の仕方を理解している。 

6 時間 
2 学期制：2 月中旬～下旬 
3 学期制：2 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 78 ・1 桁をかける計算を基にした，何十をか

ける計算への動機づけ 
(関)みかん 3 個の値段と 30 個の値段を比

べることから，何十をかける計算の仕

方を考えようとする。 
①何十をかけるかけ

算 
79 

1

・(2 桁)×(何十)の計算の仕方を考えるこ

と 
(考)30 個の値段は 3 個の値段の 10 倍であ

ることを基に，何十をかける計算の仕方

を考えることができる。 
②(2 けた)×(2 けた)

の筆算 
80～81 2

・

3

・(2 桁)×(2 桁)の筆算 (考)(技)(2 桁)×(1 桁)を基にして，(2 桁)
×(2 桁)の筆算の仕方を考え，答えを求

めることができる。 
82 4 ・(3 桁)×(2 桁)の筆算 (考)(技)(2 桁)×(1 桁)を基にして，(2 桁)

×(2 桁)の筆算の仕方を考え，答えを求

めることができる。 

③(3 けた)×(2 けた)
の筆算 

83 5 ・練習  
たしかめ道場 84～85 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● よみとる算数(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：2 月下旬 
3 学期制：2 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 86～87 1 ・リサイクル活動の場面で，適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由

を説明したりすることができる。 

 

 

◎ かくれた数はいくつ(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

3 要素 2 段階の順思考と逆思考の複合問題を解決することができる。 
・筋道立てて考えるよさに気づき，進んで取り組もうとする。 
・数量の関係を適切にとらえ，筋道立てて考えることができる。 
・順思考と逆思考の複合問題を線分図などに表して，解決することができる。 
・順思考と逆思考の複合問題の解き方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：2 月下旬～3 月上旬 
3 学期制：2 月下旬～3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 88～89 1

・

2

・3 要素 2 段階の順思考と逆思考の複合問

題 
(考)数量の関係を適切にとらえ，筋道立て

て問題を解決することができる。 
(技)数量の関係を線分図などに表すこと

ができる。 
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18 □を使った式 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

未知の値を含む数量を□を使った式に表し，□にあてはまる数を求めることができ

る。 
・□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考えようとする。 
・□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考えることができる。 
・未知の値を含む数量を□を使った式に表したり，□にあてはまる数を求めたりす

ることができる。 
・□を使った式の表し方や□にあてはまる数の求め方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 90 ・袋にはいっているあめの個数を□とし

て式に表すことによる□を使った式の

学習への動機づけ 

(関)袋にはいっているあめの数を□とお

いて式に表そうとする。 

91 

1

・□を使った式の□にあてはまる数を求

めること（加法，減法） 
(考)(技)未知の数を□として，たし算やひ

き算の式に表し，□にあてはまる数を求

めることができる。 

 

92～93 2
・

3

・□を使った式の□にあてはまる数を求

めること（乗法，除法） 
(考)(技)未知の数を□として，かけ算やわ

り算の式に表し，□にあてはまる数を求

めることができる。 

 

19 そろばん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

算盤の構造，部分の名称などを知り，算盤を正しく使用できる。 
算盤による加減計算の仕方を理解し，珠算の基本的な技能を身につける。 
・そろばんによる簡単な加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。 
・繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる。 
・そろばんを使って簡単な加法，減法の計算ができる。 
・そろばんによる簡単な加法，減法の計算の仕方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：3 月上旬～中旬 
3 学期制：3 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
94 ・そろばんの仕組み，数の入れ方(おき方)

とはらい方 
(知)そろばんの仕組みや名称を知り，数の

入れ方を理解する。 
95 

1

・6＋2，3＋6，4－3，8－6 の珠の動かし

方 
(技) 6＋2，3＋6，4－3，8－6 がそろばん

を使って計算できる。 
96 ・4＋1，4＋2，5－1，6－2 の珠の動かし

方 
(技) 4＋1，4＋2，5－1，6－2 がそろばん

を使って計算できる。 
97 

2

・9＋3，7＋6，11－3，13－7 の珠の動か

し方 
(技) 9＋3，7＋6，11－3，13－7 がそろば

んを使って計算できる。 

 

98 3 ・大きな数や小数の計算 (技) そろばんを使って大きな数や小数の

計算ができる。 

 
＊ もうすぐ 4 年生（3 年のふく習） 

ページ 学習内容 指導時数・時期 
99～102 ・3 年生の既習事項の確認と持続 2 時間 

2 学期制：3 月中旬 
3 学期制：3 月中旬 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

103～128 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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18 □を使った式 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

未知の値を含む数量を□を使った式に表し，□にあてはまる数を求めることができ

る。 
・□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考えようとする。 
・□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考えることができる。 
・未知の値を含む数量を□を使った式に表したり，□にあてはまる数を求めたりす

ることができる。 
・□を使った式の表し方や□にあてはまる数の求め方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 90 ・袋にはいっているあめの個数を□とし

て式に表すことによる□を使った式の

学習への動機づけ 

(関)袋にはいっているあめの数を□とお

いて式に表そうとする。 

91 

1

・□を使った式の□にあてはまる数を求

めること（加法，減法） 
(考)(技)未知の数を□として，たし算やひ

き算の式に表し，□にあてはまる数を求

めることができる。 

 

92～93 2
・

3

・□を使った式の□にあてはまる数を求

めること（乗法，除法） 
(考)(技)未知の数を□として，かけ算やわ

り算の式に表し，□にあてはまる数を求

めることができる。 

 

19 そろばん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

算盤の構造，部分の名称などを知り，算盤を正しく使用できる。 
算盤による加減計算の仕方を理解し，珠算の基本的な技能を身につける。 
・そろばんによる簡単な加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。 
・繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる。 
・そろばんを使って簡単な加法，減法の計算ができる。 
・そろばんによる簡単な加法，減法の計算の仕方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：3 月上旬～中旬 
3 学期制：3 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
94 ・そろばんの仕組み，数の入れ方(おき方)

とはらい方 
(知)そろばんの仕組みや名称を知り，数の

入れ方を理解する。 
95 

1

・6＋2，3＋6，4－3，8－6 の珠の動かし

方 
(技) 6＋2，3＋6，4－3，8－6 がそろばん

を使って計算できる。 
96 ・4＋1，4＋2，5－1，6－2 の珠の動かし

方 
(技) 4＋1，4＋2，5－1，6－2 がそろばん

を使って計算できる。 
97 

2

・9＋3，7＋6，11－3，13－7 の珠の動か

し方 
(技) 9＋3，7＋6，11－3，13－7 がそろば

んを使って計算できる。 

 

98 3 ・大きな数や小数の計算 (技) そろばんを使って大きな数や小数の

計算ができる。 

 
＊ もうすぐ 4 年生（3 年のふく習） 

ページ 学習内容 指導時数・時期 
99～102 ・3 年生の既習事項の確認と持続 2 時間 

2 学期制：3 月中旬 
3 学期制：3 月中旬 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

103～128 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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第 4学年 単元別学習内容一覧 
上巻 

1 角とその大きさ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

角の大きさを回転の大きさとしてとらえることができる。 
角の大きさを測定したり，目的の大きさの角を作図することができる。 
・角の大きさに関心をもち，身近にある図形の角度を進んで測ろうとする。 
・角の大きさを回転の大きさととらえ，その測り方を説明することができる。 
・角度を測ったり，目的の大きさの角をかくことができる。 
・角度の単位を知り，その測り方を理解している。 

9 時間 
2 学期制：4 月上旬～中旬 
3 学期制：4 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 6～7 1 ・おうぎ形づくりによる，角(回転角)の学

習への動機づけ 
(関)おうぎ形づくりを通して，回転角に関

心をもち，角について調べようとする。 
8～9 2 ・角度の普遍単位 °とその測定 

【 °，度】

(知)角度の普遍単位 °と分度器のしくみ

を理解する。 
(技)分度器を使って角度の測定ができる。 

10～11 3
・

4

・半回転，一回転の角 
・180°をこえる角度の測定，角度の量感

(知)半回転や一回転の角の大きさについ

て理解し，角度の量感を感得する。 
(考)180°をこえる角の大きさの測り方を

考えることができる。 
12 5 ・角のかき方 (技)目的の大きさの角をかくことができ

る。 

①角のはかり方とか

き方 

13 6 ・かたむき分度器づくり (関)(技)かたむき分度器をつくって，いろ

いろなところの角度を測ろうとする。 
②三角形の角 14 7 ・正三角形や二等辺三角形の角の考察 (知)正三角形や二等辺三角形の角の大き

さについて理解している。 
③三角じょうぎの角 15 8 ・三角定規の角と簡単な角度の加減計算 (知)三角定規の角について知る。 

(技)簡単な角度の加減計算ができる。 
たしかめ道場 16～18 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

19 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：4 月中旬 
3 学期制：4 月中旬 
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2 1 けたでわるわり算の筆算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

(2,3 桁)÷(1 桁)のわり算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
簡単な(2 桁)÷(1 桁)の計算が暗算でできる。 
・操作活動を通して，(2,3 桁)÷(1 桁)の筆算の仕方を考えようとする。 
・操作活動と既習の計算を関連づけながら，筆算の仕方を考えることができる。 
・(2,3 桁)÷(1 桁)の筆算，および答えの確かめができる。 
・(2,3 桁)÷(1 桁)の筆算の仕方，および答えの確かめ方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：4 月下旬～5 月中旬 
3 学期制：4 月下旬～5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 20 ・色紙を分ける操作によるわり算の学習

の動機づけ 
(関)色紙を分ける操作を通して，わり算の

学習に関心をもつ。 
①答えが何十・何百

になる計算 
21 

1

・10 や 100 の個数に着目したわり算 (考)(技)10 や 100 の個数に着目して，(何
十)÷(1 桁)や(何百)÷(1 桁)の計算がで

きる。 
22 2 ・色紙を等分する具体的操作 (技)具体的操作を通して，(2 桁)÷(1 桁)

のわり算の答えを求めることができる。 
23 3 ・(2 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆算(余

りなし) 
【商】

(技)(知)(2 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆

算の仕方を理解し，計算ができる。 

24～25 4
・

5

・(2 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆算(余
りあり) 

・答えの確かめと確かめの式(わる数)×
(商)＋(余り)＝(わられる数) 

(技)(知) (2 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆

算の仕方を理解し，計算ができる。 
(考)(技)被除数，除数，商，余りの関係を

理解し，答えを確かめることができる。 

②(2 けた)÷(1 けた)
の筆算 

26 6 ・練習  
27 7 ・(3 桁)÷(1 桁)で商が 3 桁になる筆算 (考)(技)桁数の少ない場合を基に，(3 桁)

÷(1 桁)で商が 3 桁になる筆算の仕方を

考えることができる。 
28 8 ・(3 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆算 (考)はじめの位に商が立たない場合の筆

算の仕方を考えることができる。 

③(3 けた)÷(1 けた)
の筆算 

29 9 ・練習  
④暗算 30 10 ・(2 桁)÷(1 桁)の暗算 (技)(2 桁)÷(1 桁)の計算が暗算でできる。 
たしかめ道場 31 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● みんなで話しあいましょう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

かけ算の筆算の工夫の仕方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だち

の考えを理解する。 
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。 
・話し合いで大切なことを考えることができる。 
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。

・話し合いのねらいや進め方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 32～33 1 ・かけ算の筆算の工夫の仕方を考え，みんなで話し合い，まとめる。 
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2 1 けたでわるわり算の筆算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

(2,3 桁)÷(1 桁)のわり算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
簡単な(2 桁)÷(1 桁)の計算が暗算でできる。 
・操作活動を通して，(2,3 桁)÷(1 桁)の筆算の仕方を考えようとする。 
・操作活動と既習の計算を関連づけながら，筆算の仕方を考えることができる。 
・(2,3 桁)÷(1 桁)の筆算，および答えの確かめができる。 
・(2,3 桁)÷(1 桁)の筆算の仕方，および答えの確かめ方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：4 月下旬～5 月中旬 
3 学期制：4 月下旬～5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 20 ・色紙を分ける操作によるわり算の学習

の動機づけ 
(関)色紙を分ける操作を通して，わり算の

学習に関心をもつ。 
①答えが何十・何百

になる計算 
21 

1

・10 や 100 の個数に着目したわり算 (考)(技)10 や 100 の個数に着目して，(何
十)÷(1 桁)や(何百)÷(1 桁)の計算がで

きる。 
22 2 ・色紙を等分する具体的操作 (技)具体的操作を通して，(2 桁)÷(1 桁)

のわり算の答えを求めることができる。 
23 3 ・(2 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆算(余

りなし) 
【商】

(技)(知)(2 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆

算の仕方を理解し，計算ができる。 

24～25 4
・

5

・(2 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆算(余
りあり) 

・答えの確かめと確かめの式(わる数)×
(商)＋(余り)＝(わられる数) 

(技)(知) (2 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆

算の仕方を理解し，計算ができる。 
(考)(技)被除数，除数，商，余りの関係を

理解し，答えを確かめることができる。 

②(2 けた)÷(1 けた)
の筆算 

26 6 ・練習  
27 7 ・(3 桁)÷(1 桁)で商が 3 桁になる筆算 (考)(技)桁数の少ない場合を基に，(3 桁)

÷(1 桁)で商が 3 桁になる筆算の仕方を

考えることができる。 
28 8 ・(3 桁)÷(1 桁)で商が 2 桁になる筆算 (考)はじめの位に商が立たない場合の筆

算の仕方を考えることができる。 

③(3 けた)÷(1 けた)
の筆算 

29 9 ・練習  
④暗算 30 10 ・(2 桁)÷(1 桁)の暗算 (技)(2 桁)÷(1 桁)の計算が暗算でできる。 
たしかめ道場 31 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● みんなで話しあいましょう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

かけ算の筆算の工夫の仕方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だち

の考えを理解する。 
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。 
・話し合いで大切なことを考えることができる。 
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。

・話し合いのねらいや進め方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 32～33 1 ・かけ算の筆算の工夫の仕方を考え，みんなで話し合い，まとめる。 
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◎ 何倍でしょう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

オペレーター(変量)に着目し，何倍になるかを考えて，3 要素 2 段階の逆思考の問

題を解決することができる。 
・オペレーターに着目した考えを使って，問題を解決しようとする。 
・オペレーターに着目する考えのよさに気づくことができる。 
・オペレーターに着目して問題を解決することができる。 
・a 倍の b 倍が(a×b)倍になることを理解している。 

2 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
34 1 ・3 要素 2 段階の逆思考の問題を，順に戻

したり，まとめて考えて解決すること

(考) 順に戻したり，まとめて考えて問題

を解決することができる。 
 

35 2 ・オペレーターに着目し，何倍になるか

を考えて，3 要素 2 段階の逆思考の問題

を解決すること 

(考) オペレーターに着目する考えのよさ

に気づき，何倍になるかを考えて問題

を解決することができる。 
(技)数量の関係を関係図に表すことがで

きる。 

 

 
＊ ふく習・じゅんび運動 

ページ 学習内容 指導時数・時期 
36～37 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：5 月下旬 
3 学期制：5 月下旬 

 

 

3 一億をこえる数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

一億をこえる数のしくみや表し方について理解する。 
・一億をこえる数のしくみを既習の数と関連づけて調べようとする。 
・一億をこえる数のしくみを十進位取り記数法に基づいて考えることができる。 
・一億をこえる数をよんだり，かいたりすることができる。 
・億や兆の単位と数が十進位取り記数法に基づいていることを理解している。 

8 時間 
2 学期制：5 月下旬～6 月上旬 
3 学期制：5 月下旬～6 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
38～40 1 ・世界の人口による，一億をこえる大き

な数への動機づけ 
・一億をこえる数のしくみ 

(関)世界の人口を通して，一億をこえる数

について関心をもつ。 
(知)一億をこえる数のしくみについて理

解している。 
41 2 ・一兆をこえる数のしくみ 

【一兆】

(知)一兆をこえる数のしくみについて理

解している。 
42 3 ・大きな数の構成 (知)大きな数の加法的・乗法的構成につい

て理解している。 

(課題設定) 
①億と兆 

43 4 ・10 倍したり，10 でわったりした数と位

の関係 
(技)10 倍したり，10 でわったりしたとき

の位の変化について理解している。 
44 5 ・(3 桁)×(3 桁)の筆算 

【積】

(考)(技)桁数の少ない場合に基づいて，(3
桁)×(3 桁)の筆算の仕方を考えること

ができる。 
45 6 ・相対的な見方による大きな数のかけ算

・末尾に 0 のあるかけ算の筆算 
(考)(技)100×100＝一万，一万×一万＝一

億の関係を使って計算したり，末尾に 0
のあるかけ算を筆算で工夫してできる。 

②大きな数のかけ算 

46 7 ・練習  
たしかめ道場 47 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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4 式と計算の順じょ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

(  )を含む式や四則混合式について計算の順序を知り，計算のきまりを理解する。

式を見て具体的場面を想起したり，問題をつくることができる。 
・四則計算に関する計算のきまりに関心を持ち，これを用いて計算しようとする。

・計算のきまりを用いて，効率的な計算方法を考えることができる。 
・計算のきまりを用いて，工夫して計算することができる。 
・( )の使い方や乗除先行をはじめ，分配法則等の計算のきまりを理解している。

9 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 48 ・総合式と分解式の比較による式に関す

る学習への動機づけ 
(関)おつりを求める式を考えることを通

して，式のきまりに関心をもつ。 
49 

1

・( )を使って式に表すこと (知)( )の使い方と計算の順序についての

きまりを知り，( )を使った式に表すこ

とができる。 

①式とその計算の順

じょ 

50～51 2
・

3

・四則混合式の計算の順序ときまりのま

とめ 
(技)(知)( )の使い方や乗除先行など計算

の順序に関するきまりを理解し，正しく

計算ができる。 
52～53 4 ・分配法則など計算のきまりのまとめ (知)分配法則などの計算法則を知り，それ

を確かめることができる。 
②計算のきまり 

54～55 5 ・計算のきまりを使った計算の工夫 (考)(技)計算のきまりを使って，複雑な計

算の答えを工夫して求め，それを説明す

ることができる。 
③計算の間の関係 56 6 ・乗法と除法，加法と減法の相互関係 (考)(知)乗法と除法，加法と減法の相互関

係を理解し，□にあてはまる数を逆算で

求める方法を知る。 
57 7 ・式から具体的な場面をよみとること (考)(技)式を見て，具体的な場面を想起し

たり，どのように考えたかを説明するこ

とができる。 

④式のよみ方 

58 8 ・練習  
たしかめ道場 59 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

5 折れ線グラフ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

折れ線グラフのよみ方やかき方を理解する。 
・折れ線グラフにの特徴をとらえ，変化の様子をよみとろうとする。 
・折れ線グラフをよんだり，かいたりすることができる。 
・表にまとめられた数値などをよみとり，折れ線グラフにかくことができる。 
・折れ線グラフから変化の特徴をよみとる仕方を理解している。 

6 時間 
2 学期制：6 月下旬 
3 学期制：6 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 60 ・1 日の気温変化の考察による折れ線グラ

フの学習への動機づけ 
(関)1 日の気温の変化の考察を通して，進

んで変化の様子を調べようとする。 
61 

1

・折れ線グラフのよみと変化の様子のと

らえ方 
【折れ線グラフ】

(技)(知)折れ線グラフを見て，変化の様子

をよみとることができる。 
(技)線の傾きから変化の増減をとらえる

ことができる。 
62 2 ・線の傾き具合と変化の大小 (考)(技)線の傾き具合から変化の大きさを

よみとることができる。 

①変わり方を表すグ

ラフ 

63 3 ・同じ方眼に表された 2 つの折れ線グラ

フ 
(考)同じ方眼に表された 2 つの折れ線グ

ラフを見て，それぞれの特徴をよみと

り，それを説明することができる。 
64～65 4 ・折れ線グラフのかき方 (技)折れ線グラフのかき方を理解し，実際

にかくことができる。 
②折れ線グラフのか

き方 
66～67 5 ・縮尺の変更と波線の使い方 (考)(知)変化が小さい場合，目盛りの縮尺

を変え，波線を使ってわかりやすくグラ

フをかき直せることを理解している。 
たしかめ道場 68 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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4 式と計算の順じょ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

(  )を含む式や四則混合式について計算の順序を知り，計算のきまりを理解する。

式を見て具体的場面を想起したり，問題をつくることができる。 
・四則計算に関する計算のきまりに関心を持ち，これを用いて計算しようとする。

・計算のきまりを用いて，効率的な計算方法を考えることができる。 
・計算のきまりを用いて，工夫して計算することができる。 
・( )の使い方や乗除先行をはじめ，分配法則等の計算のきまりを理解している。

9 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 48 ・総合式と分解式の比較による式に関す

る学習への動機づけ 
(関)おつりを求める式を考えることを通

して，式のきまりに関心をもつ。 
49 

1

・( )を使って式に表すこと (知)( )の使い方と計算の順序についての

きまりを知り，( )を使った式に表すこ

とができる。 

①式とその計算の順

じょ 

50～51 2
・

3

・四則混合式の計算の順序ときまりのま

とめ 
(技)(知)( )の使い方や乗除先行など計算

の順序に関するきまりを理解し，正しく

計算ができる。 
52～53 4 ・分配法則など計算のきまりのまとめ (知)分配法則などの計算法則を知り，それ

を確かめることができる。 
②計算のきまり 

54～55 5 ・計算のきまりを使った計算の工夫 (考)(技)計算のきまりを使って，複雑な計

算の答えを工夫して求め，それを説明す

ることができる。 
③計算の間の関係 56 6 ・乗法と除法，加法と減法の相互関係 (考)(知)乗法と除法，加法と減法の相互関

係を理解し，□にあてはまる数を逆算で

求める方法を知る。 
57 7 ・式から具体的な場面をよみとること (考)(技)式を見て，具体的な場面を想起し

たり，どのように考えたかを説明するこ

とができる。 

④式のよみ方 

58 8 ・練習  
たしかめ道場 59 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

5 折れ線グラフ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

折れ線グラフのよみ方やかき方を理解する。 
・折れ線グラフにの特徴をとらえ，変化の様子をよみとろうとする。 
・折れ線グラフをよんだり，かいたりすることができる。 
・表にまとめられた数値などをよみとり，折れ線グラフにかくことができる。 
・折れ線グラフから変化の特徴をよみとる仕方を理解している。 

6 時間 
2 学期制：6 月下旬 
3 学期制：6 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 60 ・1 日の気温変化の考察による折れ線グラ

フの学習への動機づけ 
(関)1 日の気温の変化の考察を通して，進

んで変化の様子を調べようとする。 
61 

1

・折れ線グラフのよみと変化の様子のと

らえ方 
【折れ線グラフ】

(技)(知)折れ線グラフを見て，変化の様子

をよみとることができる。 
(技)線の傾きから変化の増減をとらえる

ことができる。 
62 2 ・線の傾き具合と変化の大小 (考)(技)線の傾き具合から変化の大きさを

よみとることができる。 

①変わり方を表すグ

ラフ 

63 3 ・同じ方眼に表された 2 つの折れ線グラ

フ 
(考)同じ方眼に表された 2 つの折れ線グ

ラフを見て，それぞれの特徴をよみと

り，それを説明することができる。 
64～65 4 ・折れ線グラフのかき方 (技)折れ線グラフのかき方を理解し，実際

にかくことができる。 
②折れ線グラフのか

き方 
66～67 5 ・縮尺の変更と波線の使い方 (考)(知)変化が小さい場合，目盛りの縮尺

を変え，波線を使ってわかりやすくグラ

フをかき直せることを理解している。 
たしかめ道場 68 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

69 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：6 月下旬 
3 学期制：6 月下旬 

 

6 小 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

0.1 に満たない端数部分の表し方を知り，小数の表し方を理解する。 
 の位までの小数の加減計算ができる。 

・小数に関心をもち，小数のしくみや数の構成をとらえようとする。。 
・小数を整数と同様に十進位取り記数法の原理に基づいて考えることができる。 
・小数を数直線に表したり，10 倍した数，10 でわった数を手際よく求めたりする

ことができる。 
・小数の位について知り，隣の位との間には 10 倍，  の関係があることを理解し

ている。 

8 時間 
2 学期制：7 月上旬～中旬 
3 学期制：7 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 70 ・0.1 に満たない端数部分の表し方による

小数の学習への動機づけ 
(関)0.1 に満たない端数部分の表し方につ

いて考えようとする。 
71 

1

・  の位までの小数の表し方 (考)(知)0.1 に満たない端数部分を，0.1 を

10 等分した新しい単位を用いて表す仕

方を考えることができる。 

①小数の表し方 

72 2 ・  の位の小数の表し方 (考)(知)0.01 に満たない端数部分を 0.01
を 10 等分した新しい単位を用いて表す

仕方を考えることができる。 
73 3 ・1，0.1，0.01，0.001 の相互の関係 (知)1，0.1，0.01，0.001 は，それぞれ隣

同士が 10 倍，  の関係になっているこ

とを理解している。 
74 4 ・小数の加法的・乗法的構成 

【  の位，  の位，小数第１位，

小数第２位，小数第３位】

(知)小数の位の名称を知り，小数の加法

的・乗法的構成について理解している。 

②小数のしくみ 

75 5 ・10 倍，10 でわったときの位の変わり方 (知)小数を 10 倍したり，10 でわったりし

ときの位の変わり方について理解して

いる。 
③小数のたし算・ひ

き算 
76～77 6

・

7

・  の位までの小数の加減計算 (技)  の位までの小数の加減計算がで

きる。 
たしかめ道場 78 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ ふく習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

79 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

 

● 算数の自由研究 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

輪を 2 つ以上つないで切ったときにできる形を調べることができる。 
・不思議な輪に興味をもち，進んで取り組もうとする。 
・輪のつなぎ方に着目して，切ったときにできる形を予想することができる。 
・輪のつなぎ方を変えて，いろんな形をつくることができる。 
・不思議な輪のつくり方を理解している。  

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 80～81 1 ・輪を 2 つ以上つないで切ったときにできる形を調べる。 
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7 面 積 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

面積の概念について理解し，面積の普遍単位 cm2，m2，km2，a，ha を知る。 
長方形，正方形の面積の公式を知り，面積を求めることができる。 
・面積について関心をもち，長方形，正方形の面積を求めようとする。 
・単位正方形の個数に着目して，長方形や正方形の面積の公式を考えることができ

る。 
・長方形や正方形の面積の公式を用いて，いろいろな図形の面積を求めることがで

きる。 
・長方形や正方形の面積の求め方知り，面積の公式を理解している。 

10 時間 
2 学期制：7 月中旬～9 月上旬 
3 学期制：9 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 82～83 1 ・花壇の広さ比べによる面積の学習への

動機づけ 
(関)花壇の広さの比べ方をいろいろ考え

ようとする。 
84～85 2 ・面積の普遍単位 cm2 

【面積，cm2，平方センチメートル】

(技)(知)面積の普遍単位 cm2を知り，面積

を求めることができる。 
86～87 3 ・長方形，正方形の面積の公式とその利

用 

(考)(知)面積は単位正方形の個数で表すこ

とを知り，長方形や正方形の面積の公式

を理解することができる。 
88～89 4

・

5

・面積の普遍単位 m2 
【ｍ2，平方メートル】

(技)(知)面積の普遍単位 m2 を知り，面積

を求めることができる。 

①面積 

90 6 ・1m2の面積づくりと面積探し（量感） (技)(知)1m2 の面積づくりを通して，量感

を感得している。 
②面積の求め方のく

ふう 
91 7 ・L 字型の図形の面積のいろいろな求め方 (考)(技)L 字型の図形の面積をいろいろに

考えて求め，それを説明することができ

る。 
92 8 ・面積の普遍単位 km2の理解 

【㎞ 2，平方キロメートル】

(技)(知)面積の普遍単位 m2 を知り，面積

を求めることができる。 
③大きな面積 

93 9 ・面積の普遍単位 a，ha と面積の単位間

の関係 
【a，アール，ha，ヘクタール】

(技)(知) 面積の普遍単位 a，ha を知り，

面積を求めることができる。 
(知)面積の単位間の関係を理解している。 

たしかめ道場 94～95 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

96 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：9 月中旬 
3 学期制：9 月下旬 

 

 

8 2 けたでわるわり算の筆算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

2 桁でわるわり算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
・操作活動を通して，2 桁でわるわり算の仕方を考えようとする。 
・既習の計算を基にして，2 桁でわるわり算の筆算の仕方を考えることができる。

・2 桁でわるわり算の筆算をすることができる。 
・2 桁でわるわり算の筆算の仕方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：9 月中旬～10 月上旬 
3 学期制：9 月下旬～10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
97～98 1 ・あめが買える個数を考えることによる 2

桁でわるわり算の学習の動機づけ 
・10 の個数に着目した(何十)÷(何十)のわ

り算 

(関)あめが買える個数を考えることを通

して，わり算の学習に関心をもつ。 
(考)(技)10 の個数に着目して，(何十)÷(何

十)のわり算ができる。 

(課題設定) 
①何十でわるわり算 

99 2 ・10 の個数に着目した，(何百何十)÷(何
十)，(何百)÷(何十)のわり算 

(技)10の個数に着目して，(何百何十)÷(何
十)や(何百)÷(何十)の計算ができる。 

1
100

1
10

1
10

1
100

1
1000

1
1000

1
100

1
100

1
100
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7 面 積 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

面積の概念について理解し，面積の普遍単位 cm2，m2，km2，a，ha を知る。 
長方形，正方形の面積の公式を知り，面積を求めることができる。 
・面積について関心をもち，長方形，正方形の面積を求めようとする。 
・単位正方形の個数に着目して，長方形や正方形の面積の公式を考えることができ

る。 
・長方形や正方形の面積の公式を用いて，いろいろな図形の面積を求めることがで

きる。 
・長方形や正方形の面積の求め方知り，面積の公式を理解している。 

10 時間 
2 学期制：7 月中旬～9 月上旬 
3 学期制：9 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 82～83 1 ・花壇の広さ比べによる面積の学習への

動機づけ 
(関)花壇の広さの比べ方をいろいろ考え

ようとする。 
84～85 2 ・面積の普遍単位 cm2 

【面積，cm2，平方センチメートル】

(技)(知)面積の普遍単位 cm2を知り，面積

を求めることができる。 
86～87 3 ・長方形，正方形の面積の公式とその利

用 

(考)(知)面積は単位正方形の個数で表すこ

とを知り，長方形や正方形の面積の公式

を理解することができる。 
88～89 4

・

5

・面積の普遍単位 m2 
【ｍ2，平方メートル】

(技)(知)面積の普遍単位 m2 を知り，面積

を求めることができる。 

①面積 

90 6 ・1m2の面積づくりと面積探し（量感） (技)(知)1m2 の面積づくりを通して，量感

を感得している。 
②面積の求め方のく

ふう 
91 7 ・L 字型の図形の面積のいろいろな求め方 (考)(技)L 字型の図形の面積をいろいろに

考えて求め，それを説明することができ

る。 
92 8 ・面積の普遍単位 km2の理解 

【㎞ 2，平方キロメートル】

(技)(知)面積の普遍単位 m2 を知り，面積

を求めることができる。 
③大きな面積 

93 9 ・面積の普遍単位 a，ha と面積の単位間

の関係 
【a，アール，ha，ヘクタール】

(技)(知) 面積の普遍単位 a，ha を知り，

面積を求めることができる。 
(知)面積の単位間の関係を理解している。 

たしかめ道場 94～95 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

96 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：9 月中旬 
3 学期制：9 月下旬 

 

 

8 2 けたでわるわり算の筆算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

2 桁でわるわり算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。 
・操作活動を通して，2 桁でわるわり算の仕方を考えようとする。 
・既習の計算を基にして，2 桁でわるわり算の筆算の仕方を考えることができる。

・2 桁でわるわり算の筆算をすることができる。 
・2 桁でわるわり算の筆算の仕方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：9 月中旬～10 月上旬 
3 学期制：9 月下旬～10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
97～98 1 ・あめが買える個数を考えることによる 2

桁でわるわり算の学習の動機づけ 
・10 の個数に着目した(何十)÷(何十)のわ

り算 

(関)あめが買える個数を考えることを通

して，わり算の学習に関心をもつ。 
(考)(技)10 の個数に着目して，(何十)÷(何

十)のわり算ができる。 

(課題設定) 
①何十でわるわり算 

99 2 ・10 の個数に着目した，(何百何十)÷(何
十)，(何百)÷(何十)のわり算 

(技)10の個数に着目して，(何百何十)÷(何
十)や(何百)÷(何十)の計算ができる。 

haa

haa haa

haa
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100～101 3 ・(2 桁)÷(2 桁)の筆算 (技)(知) (2桁)÷(2桁)の筆算の仕方を理解

し，計算ができる。 
102 4 ・(3 桁)÷(2 桁)の筆算（仮商の修正なし）(技)(知)(3桁)÷(2桁)の筆算(仮商の修正な

し)の仕方を理解し，計算ができる。 

②商が 1 けたになる

筆算 

103 5 ・(3 桁)÷(2 桁)の筆算（仮商の修正あり）(技)(知) (3 桁)÷(2 桁)の筆算で，仮商の修

正の仕方を理解し，正しく商を求めるこ

とができる。 
104～105 6

・

7

・(3 桁)÷(2 桁)や(4 桁)÷(2 桁)の筆算 (考)(技)桁数の少ない場合を基に，(3 桁)
÷(2 桁)や(4 桁)÷(2 桁)の筆算の仕方を

考えることができる。 

③商が 2 けた，3 け

たになるわり算 

106 8 ・練習  
107 9 ・わり算の性質(被除数と除数の両方に同

じ数を乗除しても商は変わらないこと)
の理解 

(知) わり算では，被除数と除数の両方に

同じ数を乗除しても商は変わらないこ

とを理解している。 

④わり算のせいしつ 

108 10 ・わり算の性質を使った計算の工夫 (考)(技)わり算の性質を使って，計算の工

夫ができる。 
たしかめ道場 109 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

● よみとる算数(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：10 月上旬 
3 学期制：10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 110～111 1 ・水の節約に関する資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由

を説明したりすることができる。 

 

9 そろばん 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

そろばんでの小数や大きな数の加減計算の仕方を理解し，基本的技能を身につける。

・そろばんによる小数や大きな数の加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。

・繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる。 
・そろばんを使って，小数や大きな数の加法，減法の計算ができる。 
・そろばんによる小数や大きな数の加法，減法の計算の仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月上旬 
3 学期制：10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 112～113 ・そろばんを使った小数や大きな数の計

算 
(技) そろばんを使って小数や大きな数の

計算ができる。 

 

＊ ふく習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

114 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：10 月上旬 
3 学期制：10 月中旬 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

115～139 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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下巻 

10 がい数とその計算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

概数の意味を理解し，四捨五入によって概数を求めることができる。 
・概数に関心を持ち，身の回りで概数を見つけようとする。 
・数直線などを用いて，概数や概数の表す範囲を考えることができる。 
・大きな数量を四捨五入によって概数処理し，棒グラフに表すことができる。 
・概数の意味と四捨五入の仕方を理解している。 

8 時間 
2 学期制：10 月中旬～下旬 
3 学期制：10 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
2～4 1 ・野球場の入場者数調べによる概数の学

習への動機づけ 
・四捨五入による概数のとり方 
【がい数，切り捨て，切り上げ，四捨五入】

(関)野球場の入場者数調べを通して，概数

に関心をもつ。 
(技)(知)四捨五入の仕方を知り，概数にす

ることができる。 
5 2 ・概数のとり方（ある位までの概数，上

から○桁の概数） 
(技)(知)「ある位まで」や「上から○桁」

などの概数のとり方を理解し，場面に応

じて使い分けることができる。 
6 3 ・概数の表す範囲 

【以上，未満，以下】

(考)(技)概数の表す範囲を理解し，以上，

以下，未満の用語を使って表すことがで

きる。 

(課題設定) 
①がい数の表し方 

7 4 ・概数を使って折れ線グラフに表すこと (技)概数を使って折れ線グラフに表すこ

とができる。 
8～9 5 ・和や差を概数で求めること 

【和，差】

(考)(技)大きな数の加減計算について，和

や差の概数での求め方を理解している。 
②がい数の計算 

10～11 6
・

7

・積や商を概数で求めること (考)(技)大きな数の乗除計算について，積

や商の概数での求め方を理解している。 

たしかめ道場 12～13 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● 見積もりを使って 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

100 や 1000 などのまとまりをつくって合計を見積もることができる。 
・100 や 1000 などのまとまりをつくって，合計を見積もろうとする。 
・およその答えがわかればよい場面において，見積もりの有用性を理解できる。 
・100 や 1000 などのまとまりをつくって，合計を見積もることができる。 
・100 や 1000 などのまとまりをつくる見積もりの仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 14～15 1 ・見積もりの有用性を理解し，細かい計算をしないで，100 や 1000 のまとまりをつ

くって合計を見積もる仕方について考える。 

 

 

● どんな計算になるのかな 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・四則演算の用いられる場面を理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 16～17 1 ・ケーキを買う場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
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下巻 

10 がい数とその計算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

概数の意味を理解し，四捨五入によって概数を求めることができる。 
・概数に関心を持ち，身の回りで概数を見つけようとする。 
・数直線などを用いて，概数や概数の表す範囲を考えることができる。 
・大きな数量を四捨五入によって概数処理し，棒グラフに表すことができる。 
・概数の意味と四捨五入の仕方を理解している。 

8 時間 
2 学期制：10 月中旬～下旬 
3 学期制：10 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
2～4 1 ・野球場の入場者数調べによる概数の学

習への動機づけ 
・四捨五入による概数のとり方 
【がい数，切り捨て，切り上げ，四捨五入】

(関)野球場の入場者数調べを通して，概数

に関心をもつ。 
(技)(知)四捨五入の仕方を知り，概数にす

ることができる。 
5 2 ・概数のとり方（ある位までの概数，上

から○桁の概数） 
(技)(知)「ある位まで」や「上から○桁」

などの概数のとり方を理解し，場面に応

じて使い分けることができる。 
6 3 ・概数の表す範囲 

【以上，未満，以下】

(考)(技)概数の表す範囲を理解し，以上，

以下，未満の用語を使って表すことがで

きる。 

(課題設定) 
①がい数の表し方 

7 4 ・概数を使って折れ線グラフに表すこと (技)概数を使って折れ線グラフに表すこ

とができる。 
8～9 5 ・和や差を概数で求めること 

【和，差】

(考)(技)大きな数の加減計算について，和

や差の概数での求め方を理解している。 
②がい数の計算 

10～11 6
・

7

・積や商を概数で求めること (考)(技)大きな数の乗除計算について，積

や商の概数での求め方を理解している。 

たしかめ道場 12～13 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● 見積もりを使って 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

100 や 1000 などのまとまりをつくって合計を見積もることができる。 
・100 や 1000 などのまとまりをつくって，合計を見積もろうとする。 
・およその答えがわかればよい場面において，見積もりの有用性を理解できる。 
・100 や 1000 などのまとまりをつくって，合計を見積もることができる。 
・100 や 1000 などのまとまりをつくる見積もりの仕方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 14～15 1 ・見積もりの有用性を理解し，細かい計算をしないで，100 や 1000 のまとまりをつ

くって合計を見積もる仕方について考える。 

 

 

● どんな計算になるのかな 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・四則演算の用いられる場面を理解している。 

1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 16～17 1 ・ケーキを買う場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 

 

 

 

下巻
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11 整数の計算のまとめ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

整数に関する四則演算について振り返り，理解を深める。 
・整数の計算を振り返り，計算の力を身につけ，伸ばそうとする。 
・整数は，十進位取り記数法に基づいて，単位のいくつ分と考えたり，位毎に分け

たりして四則計算ができることを説明できる。 
・整数の四則計算について理解し，確実に計算ができる。 
・整数の四則計算の仕方を確実に理解している。 

2 時間 
2 学期制：11 月上旬 
3 学期制：11 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
18～19 1 ・加法・減法計算のまとめと活用 (考)(技)整数の加法・減法が確実にでき，

その仕方を説明できる。 
(課題設定) 

20～21 2 ・乗法・除法計算のまとめと活用 (考)(技)整数の乗法・除法が確実にでき，

その仕方を説明できる。 

 

12 垂直・平行と四角形 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

(関) 

 

 

(考) 

 

 

(技) 

 

(知) 

平面上の 2 直線の垂直や平行の関係について知り，垂直や平行な直線をかくことが

できる。 
台形，平行四辺形，ひし形とそれらの辺や角，対角線の性質について理解する。 
・直線の交わり方に関心をもち，垂直や平行を見つけようとする。 
・四角形に関心をもち，身の回りから台形，平行四辺形，ひし形を見つけようとす

る。 
・直線の交わり方に着目し，垂直や平行になっている理由を説明できる。 
・向かい合った辺の関係や対角線の交わり方に着目して，根拠をもって四角形を弁

別することができる。 
・垂直や平行な直線をかくことができる。 
・四角形を弁別し，平行四辺形を作図することができる。 
・直線についての垂直や平行の意味を理解している。 
・台形，平行四辺形，ひし形の性質を理解している。 

13 時間 
2 学期制：11 月上旬～下旬 
3 学期制：11 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
22～23 1 ・2 直線の関係の考察と学習の動機づけ

・2 直線の関係と垂直 
【垂直】

(関)地図の考察を通して直線の交わり方

に関心をもつ。 
(知)2 直線の垂直の関係を理解している。 

24 2 ・2 直線の関係と平行 
【平行】

(知)2 直線の平行の関係を理解している。 

(課題設定) 
①垂直と平行 

25 3 ・平行と垂直の関係，平行線の性質 (技)(知)垂直や平行な直線の性質を理解

し，それらの関係を見つけることができる。 
26～27 4 ・垂直や平行な直線の作図 

・長方形の作図 
(技)三角定規を使って，垂直，平行な直線

をかくことができる。 
②垂直や平行な直線

のかき方 
28 5 ・方眼紙上での平行･垂直関係のよみ取り

と作図 
(技)方眼を使って，垂直，平行な直線を見

つけたり，かいたりすることができる。 
29～30 6 ・台形と平行四辺形の弁別 

【台形，平行四辺形】

(技)(知)台形，平行四辺形について知り，

それらを弁別することができる。 
31 7 ・平行四辺形の性質 (技)(知)平行四辺形の辺や角に関する性質

を理解し，角度などを求めることができ

る。 
32 8 ・平行四辺形の作図 (考)(技)平行線の性質を利用して，平行四

辺形をかき，かき方を説明できる。 
33 9 ・ひし形の性質，ひし形の作図 

【ひし形】

(考)ひし形について知り，その性質を理解

している。 
(考)ひし形のかき方を説明できる。 

34 10 ・対角線の性質 
【対角線】

(知)対角線を知り，平行四辺形やひし形の

対角線の性質を理解している。 
35 11 ・四角形の三角形分割と構成による考察 (考)合同な三角形を組み合わせて平行四

辺形やひし形をつくり，そのわけを説明

できる。 

③四角形 

36～37 12 ・平行四辺形，台形，ひし形の敷き詰め (考)(技)平行四辺形，ひし形，台形を敷き

詰めたものから，四角形を見いだすこと

ができる。 
たしかめ道場 38 13 ・4 観点に基づく評価とふりかえり   50

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

39 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：11 月下旬 
3 学期制：11 月下旬 

 

 

13 小数×整数，小数÷整数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

 

(考) 

(技) 

(知) 

(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算の仕方を理解し，計算ができる。 
・既習の計算や小数の意味を振り返って，(小数)×(整数)，(小数)÷(整数)の計算の仕

方を考えようとする。 
・0.1 の個数に着目すれば，整数と同様に計算できることを理解し，説明できる。

・(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算が確実にできる。 
・(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算の仕方を理解している。 

13 時間 
2 学期制：12 月上旬～中旬 
3 学期制：12 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 40 ・液量を考えることによる，(小数)×(整

数)の学習への動機づけ 
(関)液量を考えることを通して，(小数)×

(整数)の計算の仕方を考えようとする。 
41 

1

・(純小数)×(整数)の意味と計算の仕方 (考)(技)0.1 がいくつと考えて，(純小数)
×(整数)の答えを求めることができる。 

42～43 2
・

3

・(小数)×(整数)の筆算 (考)(技)整数のときと同様に考えて，(小
数)×(整数)の筆算の仕方を理解し，計算

ができる。 

①小数のかけ算 

44 4 ・練習  
45～46 5

・

6

・(小数)÷(整数)の意味と計算の仕方 (考)(技)0.1 や 0.01 がいくつと考えて，(小
数)÷(整数)の答えを求めることができ

る。 
47～49 7

～

9

・(小数)÷(整数)の筆算 (考)(技)整数のときと同様に考えて，(小
数)÷(整数)の筆算の仕方を理解し，計

算ができる。 
50 10 ・わり進みのある筆算 (技)(知)わり進む場合の筆算の仕方を理解

し，計算ができる。 
51 11 ・商を概数で表すこと (技)わり切れない場合に，適当な位で商を

四捨五入して答えを求めることができ

る。 

②小数のわり算 

52 12 ・練習  
たしかめ道場 53 13 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

◎ もとの数はいくつ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

3 要素 2 段階の問題を，順にもどして考えて解決することができる。 
・順に戻して考えることに関心を持ち，進んで問題に取り組もうとする。 
・順に戻して考えることのよさに気づくことができる。 
・要素間の関係を図に整理し，順にもどして考えることができる。 
・順に戻して考えて解決する仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：12 月下旬 
3 学期制：12 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 54～55 1

・

2

・3 要素 2 段階の問題を，順に戻して考え

て解決すること 
(考)(技)要素間の関係を的確にとらえ，順

にもどして考えることができる。 
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＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

39 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：11 月下旬 
3 学期制：11 月下旬 

 

 

13 小数×整数，小数÷整数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

 

(考) 

(技) 

(知) 

(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算の仕方を理解し，計算ができる。 
・既習の計算や小数の意味を振り返って，(小数)×(整数)，(小数)÷(整数)の計算の仕

方を考えようとする。 
・0.1 の個数に着目すれば，整数と同様に計算できることを理解し，説明できる。

・(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算が確実にできる。 
・(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算の仕方を理解している。 

13 時間 
2 学期制：12 月上旬～中旬 
3 学期制：12 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 40 ・液量を考えることによる，(小数)×(整

数)の学習への動機づけ 
(関)液量を考えることを通して，(小数)×

(整数)の計算の仕方を考えようとする。 
41 

1

・(純小数)×(整数)の意味と計算の仕方 (考)(技)0.1 がいくつと考えて，(純小数)
×(整数)の答えを求めることができる。 

42～43 2
・

3

・(小数)×(整数)の筆算 (考)(技)整数のときと同様に考えて，(小
数)×(整数)の筆算の仕方を理解し，計算

ができる。 

①小数のかけ算 

44 4 ・練習  
45～46 5

・

6

・(小数)÷(整数)の意味と計算の仕方 (考)(技)0.1 や 0.01 がいくつと考えて，(小
数)÷(整数)の答えを求めることができ

る。 
47～49 7

～

9

・(小数)÷(整数)の筆算 (考)(技)整数のときと同様に考えて，(小
数)÷(整数)の筆算の仕方を理解し，計

算ができる。 
50 10 ・わり進みのある筆算 (技)(知)わり進む場合の筆算の仕方を理解

し，計算ができる。 
51 11 ・商を概数で表すこと (技)わり切れない場合に，適当な位で商を

四捨五入して答えを求めることができ

る。 

②小数のわり算 

52 12 ・練習  
たしかめ道場 53 13 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

◎ もとの数はいくつ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

3 要素 2 段階の問題を，順にもどして考えて解決することができる。 
・順に戻して考えることに関心を持ち，進んで問題に取り組もうとする。 
・順に戻して考えることのよさに気づくことができる。 
・要素間の関係を図に整理し，順にもどして考えることができる。 
・順に戻して考えて解決する仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：12 月下旬 
3 学期制：12 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 54～55 1

・

2

・3 要素 2 段階の問題を，順に戻して考え

て解決すること 
(考)(技)要素間の関係を的確にとらえ，順

にもどして考えることができる。 
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＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

56 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：1 月上旬 
3 学期制：1 月上旬 

 

14 調べ方と整理のしかた 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

(知) 

身近な事象を 2 つの観点別に整理し，二次元の表に表して，その事象の特徴をつか

む力を深める。 
・身近な事象を 2 つの観点から整理することに関心を持ち，二次元の表にまとめよ

うとする。 
・資料を 2 つの観点で分類する際，二次元表に整理すると効率がよいことを理解し

ている。 
・落ちや重なりがないように，資料を二次元の表に分類・整理できる。 
・資料を二次元の表に分類・整理する仕方を理解している。 

5 時間 
2 学期制：1 月上旬～中旬 
3 学期制：1 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 57～59 1 ・けがの調査による，2 つの観点について

調べることについての動機づけ 
(関)資料を 1 つの観点で調べることを通

して，2 つの観点で調べることに関心を

もつ。 
60～61 2

・

3

・2 つの観点について調べ，二次元の表に

まとめること 
(考)(技)身近な資料を 2 つの観点で調べ，

二次元の表にまとめることができる。 
 

62～63 4 ・仲間に分けて考え，問題を解決するこ

と 
(考)(技)二次元の表に整理して場合を分類

し，問題を解決することができる。 
たしかめ道場 64 5 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

65 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 

 

15 分 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

1 より大きい分数や等しい分数について理解し，同分母分数の加減計算ができる。

・1 より大きい分数に関心をもち，その表し方やしくみを調べようとする。 
・分数を整数や小数と同様に数としてとらえ，大小比較や加減計算ができることを

理解できる。 
・1 より大きい分数を仮分数や帯分数で表したり，同分母分数の加減計算ができる。

・1 より大きい分数の表し方，同分母分数の加減計算の仕方を理解している。 

7 時間 
2 学期制：1 月下旬～2 月上旬 
3 学期制：1 月下旬～2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 66～67 1 ・両手を広げた長さを表すことによる 1

より大きい分数への動機づけ 
(関)両手を広げた長さがいろいろな単位

分数のいくつ分になるかを考え，1 より

大きい分数に関心をもつ。 
68 2 ・分数の分類と真分数と仮分数の理解 

【真分数，仮分数】

(考)(知)分数を 1 との大小によって 3 つに

分類し真分数や仮分数を理解する。 
①1 より大きい分数

の表し方 
69 3 ・帯分数の理解，仮分数と帯分数の関係

【帯分数】

(考)(知)帯分数について知り，仮分数と帯

分数の関係を理解する。 
70 4 ・同分母分数の加減計算 (技)同分母分数の加減計算ができる。 ②分数のたし算とひ

き算 71 5 ・帯分数を含む計算 (技)帯分数を含む同分母分数の加減計算

ができる。 
③等しい分数 72 6 ・等しい分数の理解 (考)(技)分数には表記が違っても大きさの

等しい分数があることを知り，それらを

見つけることができる。 
たしかめ道場 73 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
74～75 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
・コラム「昔の教科書」 

1 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 

 

 

16 変わり方 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

伴って変わる 2 つの数量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調べたり，それ

らの関係を□，△を使って式に表したりすることができる。 
・伴って変わる 2 つの数量を，表，グラフ，式にかいて調べようとする。 
・表や折れ線グラフなどに表す活動を通して 2 量の関係を見抜き，□，△などを使

って式に表すことができる。 
・2 量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調べたり，それらの関係を□，△

を使って式に表したりすることができる。 
・2 量の変化の様子を調べたり，関係を表したりするのに，表，折れ線グラフ，□，

△を使った式を用いればよいことを理解している。 

6 時間 
2 学期制：2 月上旬～中旬 
3 学期制：2 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
76～77 1 ・18 本の棒でつくった長方形の縦と横の

本数の変化の様子を表にかいて調べる

こと 

(考)伴って変わる 2 つの数量を取り出し，

それらの関係に着目することができ

る。 
(技)数量の関係を表にかくことができる。 

78～79 2
・

3

・2 量の変化の様子を表にかいて調べ，そ

れらの関係を□，△を使って式に表す

こと 

(考)(技)2 量の変化の様子を表にかいて調

べ，それらの関係を□，△を使って式に

表すことができる。 
80 4 ・2 量の変化の様子を折れ線グラフにかい

て調べること 
(技)2 量の変化の様子を折れ線グラフにか

いて調べることができる。 

(課題設定) 

81 5 ・2 量の変化の様子を表にかいて調べ，き

まりを見つけて問題を解決すること 
(関)(技)2 量の変化の様子を表にかいて調

べ，きまりを見つけて問題を解決するこ

とができる。 
たしかめ道場 82 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

83 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 
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＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
74～75 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
・コラム「昔の教科書」 

1 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 

 

 

16 変わり方 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

伴って変わる 2 つの数量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調べたり，それ

らの関係を□，△を使って式に表したりすることができる。 
・伴って変わる 2 つの数量を，表，グラフ，式にかいて調べようとする。 
・表や折れ線グラフなどに表す活動を通して 2 量の関係を見抜き，□，△などを使

って式に表すことができる。 
・2 量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調べたり，それらの関係を□，△

を使って式に表したりすることができる。 
・2 量の変化の様子を調べたり，関係を表したりするのに，表，折れ線グラフ，□，

△を使った式を用いればよいことを理解している。 

6 時間 
2 学期制：2 月上旬～中旬 
3 学期制：2 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
76～77 1 ・18 本の棒でつくった長方形の縦と横の

本数の変化の様子を表にかいて調べる

こと 

(考)伴って変わる 2 つの数量を取り出し，

それらの関係に着目することができ

る。 
(技)数量の関係を表にかくことができる。 

78～79 2
・

3

・2 量の変化の様子を表にかいて調べ，そ

れらの関係を□，△を使って式に表す

こと 

(考)(技)2 量の変化の様子を表にかいて調

べ，それらの関係を□，△を使って式に

表すことができる。 
80 4 ・2 量の変化の様子を折れ線グラフにかい

て調べること 
(技)2 量の変化の様子を折れ線グラフにか

いて調べることができる。 

(課題設定) 

81 5 ・2 量の変化の様子を表にかいて調べ，き

まりを見つけて問題を解決すること 
(関)(技)2 量の変化の様子を表にかいて調

べ，きまりを見つけて問題を解決するこ

とができる。 
たしかめ道場 82 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ ふく習・じゅんび運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

83 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 
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17 直方体と立方体 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

直方体，立方体について理解し，見取図や展開図をかいたり，つくったりすること

ができる。また，面や辺の関係がわかる。 
平面や空間の位置の表し方を理解する。 
・直方体や立方体に関心をもち，その特徴をとらえようとする。 
・面や辺の平行・垂直関係の観点から直方体や立方体の特徴をとらえ，説明するこ

とができる。 
・直方体や立方体の見取図や展開図をかくことができる。 
・横，縦，高さを用いて，平面や空間の位置を表すことができる。 
・直方体，立方体の見取図や展開図のかき方，面や辺の関係を理解している 
・平面や空間の位置の表し方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：2 月中旬～3 月上旬 
3 学期制：2 月中旬～3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
84～86 1 ・箱の形の分類による学習の動機づけ 

・直方体，立方体の面の考察 
【直方体，立方体】

(関)箱の形の分類を通して，直方体，立方

体の学習に関心をもつ。 
(技)(知)直方体，立方体の面を考察し，そ

れらの特徴を理解する。 
87 2 ・直方体，立方体の見取図の見方とかき

方 
【見取図】

(技)(知)見取図について知り，直方体，立

方体の見取図がかける。 

(課題設定) 
①直方体と立方体 

88～89 3
・

4

・直方体，立方体の展開図と製作 
【てん開図】

(技)(知)展開図について知り，直方体，立

方体の見取図をかいて組み立てること

ができる。 
90 5 ・面と面の平行・垂直 

【平面】

(考)(知)直方体，立方体の面と面の垂直・

平行関係を理解する。 
91 6 ・辺と辺の平行・垂直 (考)(知)直方体，立方体の辺と変の垂直・

平行関係を理解する。 
92 7 ・面と辺の平行・垂直 (考)(知)直方体，立方体の面と辺の垂直・

平行関係を理解する。 

②面や辺の平行と垂

直 

93 8 ・練習  
94～95 9 ・平面上の位置の表し方 (考)(技)平面上の点の位置を横，縦を使っ

て表すことができる。 
③位置の表し方 

96 10 ・空間上の位置の表し方 (考)(技)平面上の点の位置を横，縦，高さ

を使って表すことができる。 
たしかめ道場 97 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

◎ だれでしょう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

情報を取捨選択し，論理的に考えて正しい結論を導くことができる。 
・論理の問題に関心をもち，筋道立てて考えようとする。 
・二次元表を使って問題を解決し，考え方を筋道立てて説明することができる。 
・二次元表のあてはまるものには○，あてはまらないもには×をつけ，効率よく処

理することができる。 
・二次元表を使って情報を整理していけばよいことを理解している。 

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 98～99 1 ・論理的な推論により正しい結論を導く

こと 
(考)(技)情報を取捨選択して，論理的に考

えることができる。 
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● よみとる算数(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 100～101 1 ・工場見学の絵日記から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説

明したりすることができる。 

 

 

＊ もうすぐ 5 年生（4 年のふく習） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

102～106 ・4 年生の既習事項の確認と持続 4 時間 
2 学期制：3 月中旬 
3 学期制：3 月中旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

107～129 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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● よみとる算数(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 100～101 1 ・工場見学の絵日記から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説

明したりすることができる。 

 

 

＊ もうすぐ 5 年生（4 年のふく習） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

102～106 ・4 年生の既習事項の確認と持続 4 時間 
2 学期制：3 月中旬 
3 学期制：3 月中旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

107～129 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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第 5 学年 単元別学習内容一覧 
上巻 

1 整数と小数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

整数と小数が十進位取り記数法に基づいていることを理解する。 
・整数と小数のしくみに関心をもち，進んで調べようとする。 
・十進位取り記数法に即して，整数と小数を統一的に理解することができる。 
・十進位取り記数法に従って，小数の 10 倍，100 倍，10 分の 1，100 分の 1 などの

大きさの数をつくることができる。 
・小数も整数と同様，十進位取り記数法に従っていることを理解している。 

4 時間 
2 学期制：4 月上旬 
3 学期制：4 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 6～7 1 ・新幹線の車両の長さを考えることによ

る小数のしくみの学習への動機づけ 
・小数の十進位取り記数法の仕組みと

小数点の移動 

(関)新幹線の車両の長さを考えることで，

小数のしくみに関心をもつ。 
(考)位が上がったり下がったりすること

を小数点の移動という観点でみること

ができる。 
8 2 ・記数法のしくみと 10 倍や 100 倍などの

大きさの数 
(知)整数や小数を 10 倍，100 倍，1000 倍

すると，小数点がどのように移動する

かを理解している。 

 

9 3 ・記数法のしくみと 10 分の 1 や 100 分の

1 などの大きさの数 
(知)整数や小数を 10 分の 1，100 分の 1，

1000 分の 1 にすると，小数点がどのよ

うに移動するかを理解している。 
たしかめ道場 10～11 4 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● みんなで話しあいましょう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

正三角形の個数の数え方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの

考えを理解する。 
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。 
・話し合いで大切なことを考えることができる。 
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。

・話し合いのねらいや進め方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：4 月中旬 
3 学期制：4 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 12～13 1 ・正三角形の個数の数え方を考え，みんなで話し合い，まとめる。 

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
14～15 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：4 月中旬 
3 学期制：4 月中旬 
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2 体 積 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

 

(知) 

体積の普遍単位 cm3，m3を知り，直方体や立方体の体積を求めることができる。

・面積と同様，体積を数で表す方法を考えようとする。 
・面積を基にして，単位立方体の個数により，直方体や立方体の体積を数値化でき

ることに気づくことができる。 
・体積の普遍単位 cm3，m3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を求める

ことができる。 
・直方体の高さの変化に伴う体積の変化を調べ，比例について理解できる。 
・直方体や立方体の体積を求めるのに必要な要素について理解している。 
・伴って変わる 2 量について，一方の値が 2 倍，3 倍，…になると，他方の値も 2
倍，3 倍，…になるとき，比例の関係にあることを理解している。 

10 時間 
2 学期制：4 月中旬～5 月上旬 
3 学期制：4 月中旬～5 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 16 ・直方体の重ね合わせ（思考実験）によ

る体積の学習への動機づけ 
(関)直方体の体積を比べるのに，面積と同

様に，重ね合わせてみようとする。 
17 

1

・体積の概念とその表し方 
【体積，cm3，，立方センチメートル】

(技)(知)体積の普遍単位 cm3を知り，単位

立方体の個数を調べて，直方体や立方

体の体積を求めることができる。 
18～19 2 ・直方体と立方体の体積の求め方と体積

の公式 
(技)(知)直方体や立方体の体積の公式を導

き，体積をを求めることができる。 

①直方体・立方体の

体積 

20 3 ・1000cm3になる入れものづくり (考 )縦，横，高さに着目して，体積が

1000cm3 になるかどうかを考えること

ができる。 
21 4 ・大きな体積の単位 

【ｍ3，立方メートル】

(技)(知)体積の普遍単位 m3 を知り，計算

で体積を求めることができる。 
22 5 ・m3と cm3の関係 

【容積】

(考)(知)ｍ3と cm3の関係について考え，理

解する。 
23 6 ・いろいろな 1m3づくり，1m3の量感 (知)体積が 1ｍ3 になるものをいろいろつ

くり，量感を感得する。 

②大きな体積 

24 7 ・練習  
③体積と比例 25 8 ・直方体の高さと体積の関係を調べるこ

とによる比例の理解 
【比例する】

(考)(知)直方体の高さの変化に伴う体積の

変化を調べ，比例について理解する。 

④体積の求め方のく

ふう 
26 9 ・Ｌ字型やＵ字型の体積の求積 (考)(技)直方体を組み合わせた立体の体積

の求め方をいろいろ考えることができ

る。 
たしかめ道場 27 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
28～29 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5学年　単元別学習内容一覧
上巻
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2 体 積 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

 

(知) 

体積の普遍単位 cm3，m3を知り，直方体や立方体の体積を求めることができる。

・面積と同様，体積を数で表す方法を考えようとする。 
・面積を基にして，単位立方体の個数により，直方体や立方体の体積を数値化でき

ることに気づくことができる。 
・体積の普遍単位 cm3，m3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を求める

ことができる。 
・直方体の高さの変化に伴う体積の変化を調べ，比例について理解できる。 
・直方体や立方体の体積を求めるのに必要な要素について理解している。 
・伴って変わる 2 量について，一方の値が 2 倍，3 倍，…になると，他方の値も 2
倍，3 倍，…になるとき，比例の関係にあることを理解している。 

10 時間 
2 学期制：4 月中旬～5 月上旬 
3 学期制：4 月中旬～5 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 16 ・直方体の重ね合わせ（思考実験）によ

る体積の学習への動機づけ 
(関)直方体の体積を比べるのに，面積と同

様に，重ね合わせてみようとする。 
17 

1

・体積の概念とその表し方 
【体積，cm3，，立方センチメートル】

(技)(知)体積の普遍単位 cm3を知り，単位

立方体の個数を調べて，直方体や立方

体の体積を求めることができる。 
18～19 2 ・直方体と立方体の体積の求め方と体積

の公式 
(技)(知)直方体や立方体の体積の公式を導

き，体積をを求めることができる。 

①直方体・立方体の

体積 

20 3 ・1000cm3になる入れものづくり (考 )縦，横，高さに着目して，体積が

1000cm3 になるかどうかを考えること

ができる。 
21 4 ・大きな体積の単位 

【ｍ3，立方メートル】

(技)(知)体積の普遍単位 m3 を知り，計算

で体積を求めることができる。 
22 5 ・m3と cm3の関係 

【容積】

(考)(知)ｍ3と cm3の関係について考え，理

解する。 
23 6 ・いろいろな 1m3づくり，1m3の量感 (知)体積が 1ｍ3 になるものをいろいろつ

くり，量感を感得する。 

②大きな体積 

24 7 ・練習  
③体積と比例 25 8 ・直方体の高さと体積の関係を調べるこ

とによる比例の理解 
【比例する】

(考)(知)直方体の高さの変化に伴う体積の

変化を調べ，比例について理解する。 

④体積の求め方のく

ふう 
26 9 ・Ｌ字型やＵ字型の体積の求積 (考)(技)直方体を組み合わせた立体の体積

の求め方をいろいろ考えることができ

る。 
たしかめ道場 27 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
28～29 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 
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3 小数×小数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

小数をかけることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。 
・小数をかける計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。 
・小数をかける計算の仕方を，整数のときと同じように考えることができる。 
・小数をかけることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。 
・小数をかけることの意味や計算の仕方，小数倍について理解している。 

11 時間 
2 学期制：5 月中旬～下旬 
3 学期制：5 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
30～32 1

・

2

・リボンを買う場面による小数をかける

計算への動機づけ 
・(整数)×(小数)の立式と計算の仕方 

(関)整数をかける場合から類推し，小数を

かける計算の仕方を考えようとする。 
(考)小数をかけることの意味を考え，立式

ができる。 
33 3 ・(小数)×(小数)の立式と計算の仕方 (関)(知)(小数)×(小数)の計算の仕方を理

解し，それを説明できる。 
34～35 4

・

5

・(小数)×(小数)の筆算の仕方 
・小数点の位置と答えの確かめ 

(技)(知)小数をかける計算の筆算の仕方を

考え，計算ができる。 
(考)小数点の位置を見て，答えの確かめが

できる。 
36 6 ・乗数と積の大小関係 (技)(知)乗数と 1 との大小により，積と被

乗数との大小を判断できる。 

(課題設定) 
①小数をかける計算 

37 7 ・練習  
38～39 8

・

9

・辺の長さが小数値の場合の面積や体積

の求積 
(考)(技)辺の長さが小数値になっても，面

積や体積の公式が使えることを理解し，

計算で求めることができる。 

②小数のかけ算を使

って 

40 10 ・小数倍の意味とその計算 
（第 1 用法，第 2 用法） 

(技)(知)小数倍の意味を知り，何倍かを求

めたり，何倍かした数を求めたりするこ

とができる。 
たしかめ道場 41 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
42～43 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：5 月下旬 
3 学期制：5 月下旬 

 

 

4 小数÷小数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

小数でわることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。 
・小数でわる計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。 
・小数でわる計算の仕方を，整数のときと同じように考えることができる。 
・小数でわることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。 
・小数でわることの意味や計算の仕方を理解している。 

10 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 44 ・ひもを買う場面による小数でわる計算

への動機づけ 
(関)整数でわる場合から類推し，小数でわ

る計算の仕方を考えようとする。 
45～46

1
・

2 ・(整数)÷(小数)の立式と計算の仕方 (考)小数でわることの意味を考え，立式が

できる。 
47 3 ・(小数)÷(小数)の立式と計算の仕方 (関)(知)(小数)÷(小数)の計算の仕方を理

解し，それを説明できる。 

 

48～49 4
・

5

・(小数)÷(小数)の筆算の仕方 
・小数点の位置と答えの確かめ 

(技)(知)小数でわる計算の筆算の仕方を考

え，計算ができる。 
(考)小数点の位置を見て，答えの確かめが

できる。 

 58

50 6 ・商を概数で処理する場合の筆算の仕方 (技)わり切れない場合には，整数の場合と

同様にわり進み，商を概数で求めること

ができる。 
51 7 ・被除数，除数，商，余りの関係と余り

の小数点の位置 
(知)被除数，除数，商，余りの関係を理解

している。 
(考)余りの小数点の位置について考える

ことができる。 
52 8 ・除数と商の大小関係 (技)(知)除数と 1 との大小により，商と被

除数との大小を判断できる。 
53 9 ・練習  

たしかめ道場 54 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ 復 習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

55 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：6 月中旬 
3 学期制：6 月中旬 

 

 

5 式と計算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

交換，結合，分配などの計算法則が，小数になっても成り立つことを理解する。 
式から具体的な場面をよむ。 
・計算のきまりに関心をもち，小数を含む場合について調べようとする。 
・式から具体的な場面を想起することができる。 
・計算のきまりに従って小数の計算ができる。 
・小数を含めた計算法則を理解している。 

3 時間 
2 学期制：6 月中旬～下旬 
3 学期制：6 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
56～57 1 ・小数に関する計算のきまりや式のよみ

方 
(技)(知)整数のときに成り立った計算のき

まりが小数の場合にも成り立つかどう

かを確かめる。 

 

58～59 2
・

3

・式から具体的場面をよんだり，立式の

意図をくみ取ったりすること 
(考)式をみて立式の意図を理解し，それを

説明することができる。 

 

 

◎ 同じものに目をつけて 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

四則のやや複雑な問題を相殺や置換の考え方を使って解くことができる。 
・相殺，置換の考え方を使って問題を解決しようとする。 
・同じものに目をつけることで問題を単純化できることに気づくことができる。 
・相殺や置換の考え方を使って問題を解決することができる。 
・相殺や置換の考え方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：6 月下旬 
3 学期制：6 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 60～61 1

・

2

・相殺，置換により単純な問題に帰着さ

せて考える問題 
(考)(技) 相殺，置換の考えを使って問題を

単純化し，解決することができる。 
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50 6 ・商を概数で処理する場合の筆算の仕方 (技)わり切れない場合には，整数の場合と

同様にわり進み，商を概数で求めること

ができる。 
51 7 ・被除数，除数，商，余りの関係と余り

の小数点の位置 
(知)被除数，除数，商，余りの関係を理解

している。 
(考)余りの小数点の位置について考える

ことができる。 
52 8 ・除数と商の大小関係 (技)(知)除数と 1 との大小により，商と被

除数との大小を判断できる。 
53 9 ・練習  

たしかめ道場 54 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ 復 習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

55 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：6 月中旬 
3 学期制：6 月中旬 

 

 

5 式と計算 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

交換，結合，分配などの計算法則が，小数になっても成り立つことを理解する。 
式から具体的な場面をよむ。 
・計算のきまりに関心をもち，小数を含む場合について調べようとする。 
・式から具体的な場面を想起することができる。 
・計算のきまりに従って小数の計算ができる。 
・小数を含めた計算法則を理解している。 

3 時間 
2 学期制：6 月中旬～下旬 
3 学期制：6 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
56～57 1 ・小数に関する計算のきまりや式のよみ

方 
(技)(知)整数のときに成り立った計算のき

まりが小数の場合にも成り立つかどう

かを確かめる。 

 

58～59 2
・

3

・式から具体的場面をよんだり，立式の

意図をくみ取ったりすること 
(考)式をみて立式の意図を理解し，それを

説明することができる。 

 

 

◎ 同じものに目をつけて 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

四則のやや複雑な問題を相殺や置換の考え方を使って解くことができる。 
・相殺，置換の考え方を使って問題を解決しようとする。 
・同じものに目をつけることで問題を単純化できることに気づくことができる。 
・相殺や置換の考え方を使って問題を解決することができる。 
・相殺や置換の考え方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：6 月下旬 
3 学期制：6 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 60～61 1

・

2

・相殺，置換により単純な問題に帰着さ

せて考える問題 
(考)(技) 相殺，置換の考えを使って問題を

単純化し，解決することができる。 
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6 合同な図形 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

合同な図形の性質について理解し，合同な図形をかくことができる。 
三角形や四角形の内角の和について理解する。 
・合同な図形について，その性質を調べようとする。 
・三角形や四角形の内角の和について調べようとする。 
・頂点，辺，角に着目して，合同な図形のかき方を考えることができる。 
・多角形の内角の和は三角形に分割すれば求められることに気づくことができる。

・合同な図形の性質を理解し，合同な図形の作図ができる。 
・多角形の内角の和を求めることができる。 
・合同な図形の性質や対応する頂点，辺，角について理解している。 
・三角形，四角形の内角の和について理解している。 

11 時間 
2 学期制：6 月下旬～7 月中旬 
3 学期制：6 月下旬～7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 62～63 1 ・船の帆の形を比べることによる合同な

図形の学習への動機づけ 
・合同の意味 

【合同】

(関)船の帆の形を比べることを通して，合

同な図形の学習に関心をもつ。 
(知)合同の意味を理解している。 

64～65 2 ・合同な図形の性質 
・方眼を使った合同な図形の作図 
【対応する頂点，対応する辺，対応する角】

(技)(知)対応する頂点，辺，角について知

り，合同な図形の性質を調べ，作図す

ることができる。 

①合同な図形 

66 3 ・基本的な四角形を対角線で分けたとき

の形を合同の観点で考察すること 
(考)長方形，平行四辺形，台形を対角線で

切ったときにできる形を合同になるか

どうかを考えることができる。 
67 4 ・三角形を決定する要素の考察 (考)三角形を決定する要素について考え

ることができる。 
68～69 5 ・3 通りの方法による三角形の作図 (技)3 つの方法で三角形を作図することが

できる。 
70～71 6 ・三角形の作図法を使った四角形の作図 (考)(技)三角形の作図の考えを使って，四

角形を作図することができる。 

②合同な図形のかき

方 

72 7 ・練習  
73～74 8 ・三角形の内角の和 (知)三角形の内角の和が 180°になること

に気づき，確かめることができる。 
75 9 ・三角形の内角の和を使って角度を求め

ること 
(技)三角形の内角の和が 180°であること

を使って，図形の角度を求めることがで

きる。 

③三角形・四角形の

角 

76～77 10 ・四角形，五角形の内角の和 (考)(技)四角形や五角形の内角の和をいく

つかの三角形に分割して，考えること

ができる。 
たしかめ道場 78～79 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● どんな計算になるのかな 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・小数の乗除の用いられる場面を理解している。 

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 80～81 1 ・飛行機について考える場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 

 

 

 

 

 

 60

● 算数の自由研究 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

三角形に並んだ 6 つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにする

ことができる。 
・数字ならべに関心をもち，進んで取り組もうとする。 
・重複して数える部分に目をつけ，合計が同じになるきまりを見つけることができ

る。 
・どの辺の合計も同じになるように，○に入れる数字をみつけることができる。 
・数の加法に関するきまりを理解している。  

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 82～83 1 ・三角形に並んだ 6 つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにす

る。 

 

 

復 習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
84～85 ・既習事項の確認と持続 

・コラム「昔の教科書」 
1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

 

 

7 整 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

偶数と奇数の意味を知り，整数が偶数と奇数に分類できることを理解する。 
倍数や約数の意味を知り，それらを求めたり，それらを使って問題解決ができる。

・偶数，奇数，倍数，約数などを知り，それらについて調べようとする。 
・整数を偶数と奇数の観点で類別することができる。 
・整数を偶数と奇数に分類したり，倍数，約数などを使って問題を解決することが

できる。 
・偶数，奇数，倍数，約数などを使って問題を解決する仕方を理解している。 

12 時間 
2 学期制：7 月中旬～9 月上旬 
3 学期制：9 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 86 ・紅白の組分けによる偶数・奇数への動

機づけ 
(関)紅白の組分けを通して，整数を分類す

ることに関心をもつ。 
①偶数・奇数 87 

1

・偶数，奇数の意味 
【偶数，奇数】

(知)偶数と奇数の意味，および整数が偶数

と奇数に分類できることを理解してい

る。 
88～89 2

・

3

・倍数，公倍数，最小公倍数の意味 
【倍数，公倍数，最小公倍数】

(技)(知)倍数，公倍数の意味を理解し，そ

れらを求めることができる。 

90 4 ・公倍数の求め方の工夫 
・3 つの数の公倍数 

(考)(技)公倍数の求め方をいろいろ考える

ことができる。 
91 5 ・倍数のもようづくり (考)(技)倍数のもようづくりをし，気がつ

いたことを説明できる。 

②倍数と公倍数 

92 6 ・公倍数を使って問題を解決すること (考)(技)公倍数の考えを使って，問題を解

決することができる。 
93～94 7

・

8

・約数，公約数，最大公約数の意味 
【約数，公約数，最大公約数】

(技)(知)約数，公約数の意味を理解し，そ

れらを求めることができる。 

95 9 ・公約数の求め方の工夫 (考)(技)公約数の求め方をいろいろ考える

ことができる。 
96 10 ・公約数を使って問題を解決すること (考)(技)公約数の考えを使って，問題を解

決することができる。 

③約数と公約数 

97 11 ・素数の意味 
【素数】

(技)(知)素数の意味を理解し，簡単な数に

ついて素数かどうかを判断することが

できる。 
たしかめ道場 98 12 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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● 算数の自由研究 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

三角形に並んだ 6 つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにする

ことができる。 
・数字ならべに関心をもち，進んで取り組もうとする。 
・重複して数える部分に目をつけ，合計が同じになるきまりを見つけることができ

る。 
・どの辺の合計も同じになるように，○に入れる数字をみつけることができる。 
・数の加法に関するきまりを理解している。  

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 82～83 1 ・三角形に並んだ 6 つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにす

る。 

 

 

復 習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
84～85 ・既習事項の確認と持続 

・コラム「昔の教科書」 
1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

 

 

7 整 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

偶数と奇数の意味を知り，整数が偶数と奇数に分類できることを理解する。 
倍数や約数の意味を知り，それらを求めたり，それらを使って問題解決ができる。

・偶数，奇数，倍数，約数などを知り，それらについて調べようとする。 
・整数を偶数と奇数の観点で類別することができる。 
・整数を偶数と奇数に分類したり，倍数，約数などを使って問題を解決することが

できる。 
・偶数，奇数，倍数，約数などを使って問題を解決する仕方を理解している。 

12 時間 
2 学期制：7 月中旬～9 月上旬 
3 学期制：9 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 86 ・紅白の組分けによる偶数・奇数への動

機づけ 
(関)紅白の組分けを通して，整数を分類す

ることに関心をもつ。 
①偶数・奇数 87 

1

・偶数，奇数の意味 
【偶数，奇数】

(知)偶数と奇数の意味，および整数が偶数

と奇数に分類できることを理解してい

る。 
88～89 2

・

3

・倍数，公倍数，最小公倍数の意味 
【倍数，公倍数，最小公倍数】

(技)(知)倍数，公倍数の意味を理解し，そ

れらを求めることができる。 

90 4 ・公倍数の求め方の工夫 
・3 つの数の公倍数 

(考)(技)公倍数の求め方をいろいろ考える

ことができる。 
91 5 ・倍数のもようづくり (考)(技)倍数のもようづくりをし，気がつ

いたことを説明できる。 

②倍数と公倍数 

92 6 ・公倍数を使って問題を解決すること (考)(技)公倍数の考えを使って，問題を解

決することができる。 
93～94 7

・

8

・約数，公約数，最大公約数の意味 
【約数，公約数，最大公約数】

(技)(知)約数，公約数の意味を理解し，そ

れらを求めることができる。 

95 9 ・公約数の求め方の工夫 (考)(技)公約数の求め方をいろいろ考える

ことができる。 
96 10 ・公約数を使って問題を解決すること (考)(技)公約数の考えを使って，問題を解

決することができる。 

③約数と公約数 

97 11 ・素数の意味 
【素数】

(技)(知)素数の意味を理解し，簡単な数に

ついて素数かどうかを判断することが

できる。 
たしかめ道場 98 12 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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＊ 準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

99 ・次単元のレディネスチェック 1 時間 
2 学期制：9 月上旬 
3 学期制：9 月下旬 

 

 

8 分 数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

 

(知) 

約分，通分の意味とその仕方を理解する。 
異分母分数の加減計算と整数による乗除計算ができる。 
・異分母分数の大小比較や加減計算などに関心をもち，進んで取り組もうとする。

・異分母分数の大小比較や加減計算では，通分が有効であることに気づくことがで

きる。 
・分数の大小比較，加減計算と整数による乗除計算，分数を整数や小数に直すこと

ができる。 
・約分，通分の仕方，および分数の加減計算と整数による乗除計算の仕方を理解し

ている。 

15 時間 
2 学期制：9 月中旬～10 月中旬 
3 学期制：9 月下旬～10 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
100～102 1 ・分数のカードを使った大小比較による

学習の動機づけ 
・分子と分母に同じ数を乗除しても大き

さが変わらないこと 

(関)異分母分数の大小の比べ方を考えよ

うとする。 
(知)分子と分母に同じ数を乗除しても分

数の大きさは変わらない性質を理解し

ている。 
103 2 ・約分の意味とその仕方 

【約分する】

(技)(知)約分の意味を理解し，約分するこ

とができる。 

(課題設定) 
①等しい分数 

104～105 3
・

4

・通分の意味とその仕方 
【通分する】

(技)(知)通分の意味を理解し，通分するこ

とができる。 

106～107 5
・

6

・異分母分数の加減計算 (考)(技)異分母分数の加減計算の仕方を考

え，通分して計算ができる。 

108 7 ・帯分数を含む異分母分数の加減計算 (考)(技)帯分数を含む異分母分数の加減計

算の仕方を考え，計算ができる。 

②分数のたし算・ひ

き算 

109 8 ・練習  
110～111 9 ・(分数)×(整数)の意味と計算の仕方 (技)(知)(分数)×(整数)の意味を知り，計算

ができる。 
112 10 ・(分数)÷(整数)の意味と計算の仕方 (技)(知)(分数)÷(整数)の意味を知り，計算

ができる。 

③分数のかけ算・わ

り算 

113 11 ・練習  
114 12 ・分数の第二義 (考)(知)分数の第二義を知り，わり算を分

数で表すことができる。 
④分数と小数・整数

の関係 
115～116 13

・

14

・分数と整数･小数の関係 (技)(知)分数と整数・小数の関係を理解し，

分数を小数に直したり，整数や小数を分

数に直すことができる。 
たしかめ道場 117 15 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 62

◎ 人文字 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

きめられた長さに 1ｍの間隔で人が並ぶのに必要な人数を求めることができる。 
・単純な形をもとに複雑な形のきまりを見つけることに関心をもつ。 
・複雑な形を単純な形に直しても，答えは変わらないことに気づくことができる。

・人文字全体の長さと間の数の関係に目をつけて，人数を求めることができる。 
・人文字全体の長さと間の数の関係に目をつければよいことを理解している。 

2 時間 
2 学期制：10 月中旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 118～119 1

・

2

・きめられた長さに 1ｍの間隔で人が並ぶ

のに必要な人数を求めること。 
(考)(技)人文字全体の長さと間の数の関係

に目をつけて問題を解くことができる。 

 

 
● よみとる算数(1) 

目    標 指導時数・時期 
○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 120～121 1 ・自動車工場見学の資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由

を説明したりすることができる。 

 

 

＊ 復 習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

122 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

123～145 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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◎ 人文字 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

きめられた長さに 1ｍの間隔で人が並ぶのに必要な人数を求めることができる。 
・単純な形をもとに複雑な形のきまりを見つけることに関心をもつ。 
・複雑な形を単純な形に直しても，答えは変わらないことに気づくことができる。

・人文字全体の長さと間の数の関係に目をつけて，人数を求めることができる。 
・人文字全体の長さと間の数の関係に目をつければよいことを理解している。 

2 時間 
2 学期制：10 月中旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 118～119 1

・

2

・きめられた長さに 1ｍの間隔で人が並ぶ

のに必要な人数を求めること。 
(考)(技)人文字全体の長さと間の数の関係

に目をつけて問題を解くことができる。 

 

 
● よみとる算数(1) 

目    標 指導時数・時期 
○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 120～121 1 ・自動車工場見学の資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由

を説明したりすることができる。 

 

 

＊ 復 習 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

122 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

123～145 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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下巻 

9 面 積 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

三角形や平行四辺形の面積の公式を理解し，面積を求めることができる。 
三角形の高さと面積などの関係を調べ，比例していることを確かめる。 
・三角形や四角形の面積の求め方をいろいろ考えようとする。 
・長方形の面積を基にして，三角形や四角形の面積の公式を導くことができる。

・公式を適用して，三角形や四角形の面積を求めることができる。 
・三角形や四角形の面積の意味とその求め方を理解している。 

13 時間 
2 学期制：11 月上旬～下旬 
3 学期制：11 月上旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
2～4 1 ・三角形や四角形の面積の学習への動機

づけ 
・直角三角形の面積 

(関)直角三角形の面積に関心をもち，求め

方を考えようとする。 
(考)直角三角形の面積の求め方を考える

ことができる。 
5 2 ・鋭角三角形の面積 (考)三角形の面積の求め方をいろいろ考

えることができる。 
6 3 ・三角形の面積の公式 

【底辺，高さ】

(考)(知)三角形の面積の公式を導き，公式

を使って面積を求めることができる。 

(課題設定) 
①三角形の面積 

7 4 ・三角形分割による一般四角形の求積 (考)(技)四角形の面積を 2 つの三角形に分

割して求めることができる。 
8～9 5 ・平行四辺形の面積 (考)平行四辺形の面積の求め方をいろい

ろ考えることができる。 
②平行四辺形の面積 

10 6 ・平行四辺形の面積の公式 (考)(知)平行四辺形の面積の公式を導き，

公式を使って面積を求めることができ

る。 
11 7 ・高さが内部に取れない場合の三角形や

平行四辺形の面積 
(考)(知)高さが内部に取れない場合の三角

形や平行四辺形にも面積の公式が使え

ることを確かめ，公式を使って面積を求

めることができる。 
12～13 8

・

9

・台形，ひし形の面積の公式 
【上底，下底】

(考)(知)台形やひし形の面積の公式を導く

ことができる。 
(技)公式を使って台形やひし形の面積を

求めることができる。 

③いろいろな三角

形・四角形の面積 

14 10 ・練習  
15 11 ・三角形の高さと面積の比例関係 ・三角形の高さや底辺と面積の関係がわ

かる。(考)(表) 
・式を見てどう考えたかがわかる。(考)(表) 

④面積の問題 

16～17 12 ・面積の公式に関する式のよみ ・三角形の高さや底辺と面積の関係がわ

かる。(考)(表) 
・式を見てどう考えたかがわかる。(考)(表) 

たしかめ道場 18 13 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

19 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：11 月下旬 
3 学期制：11 月下旬 

 

 

 

 

 

 

 64

10 平均とその利用 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

平均の意味を理解し，いろいろな平均を求めることができる。 
平均を使って，長さなどの概測ができる。 
・身近な事柄について，進んで平均の考えを用いようとする。 
・平均の考えを使って身近な事柄について考えたり，表現したりできる。 
・平均を求めたり，平均を使って概則をしたりすることができる。 
・平均の意味や平均の求め方を理解している。 

8 時間 
2 学期制：11 月下旬～12 月上旬 
3 学期制：11 月下旬～12 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
20～21 1 ・ジュースをしぼる場面での平均の学習

への動機づけ 
・平均の意味とその計算 

【平均】

(関)ジュースづくりを通して，平均の学習

に関心をもつ。 
(技)(知)平均の意味を理解し，平均を求め

たり，平均から全体の数を求めたりす

ることができる。 

(課題設定) 
①平均 

22～23 2
・

3

・0 を含む平均 
・部分の平均から全体の平均を求めるこ

と 

(知)0 を含む場合の平均について知る。 
(考)(技)部分の平均から全体の平均を推し

測ることができる。 
24～25 4

・

5

・歩幅を使った距離などの概測 
・歩幅の測定とその活用 

(考)(技)平均を使って歩幅や距離を測定す

ることができる。 
②平均を使って 

26～27 6
・

7

・仮平均の考え 
・外れ値の処理 

(考)(技)仮平均の考えを使って，平均を求

めることができる。 
(考)(技)外れ値の処理の仕方を知り，適切

に平均を求めることができる。 
たしかめ道場 28 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

29 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：12 月上旬 
3 学期制：12 月上旬 

 

 

11 単位量あたりの大きさ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

(知) 

単位量あたりの考えを用いて，燃費や密度などを求めることができる。 
・単位量あたりの考えに関心を持ち，身近な事象を単位量あたりの考えで比べ

ようとする。 
・異種の 2 つの量の割合を考える際，どちらを基準にすればよいかを適切に判

断できる。 
・単位量あたりの考えを用いて，燃費や密度などを求めることができる。 
・異種の 2 つの量の割合について，その意味と表し方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：12 月上旬～中旬 
3 学期制：12 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
30～32 1 ・部屋割りの場面での学習の動機づけ (関)部屋わりを通して，単位量あたりの考

えに関心をもつ。 
33 2 ・2 つの観点から単位量あたりの大きさを

比べること 
(技)(知)単位量あたりの考えを理解し，そ

れを使って数量を比べることができ

る。 

(課題設定) 

34 3 ・単位量あたりを使って日常事象を比べ

ること 
【人口みつ度】

(技)単位量あたりの考えを使って日常の

事象を比べることができる。 

たしかめ道場 35 4 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

下巻
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10 平均とその利用 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

平均の意味を理解し，いろいろな平均を求めることができる。 
平均を使って，長さなどの概測ができる。 
・身近な事柄について，進んで平均の考えを用いようとする。 
・平均の考えを使って身近な事柄について考えたり，表現したりできる。 
・平均を求めたり，平均を使って概則をしたりすることができる。 
・平均の意味や平均の求め方を理解している。 

8 時間 
2 学期制：11 月下旬～12 月上旬 
3 学期制：11 月下旬～12 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
20～21 1 ・ジュースをしぼる場面での平均の学習

への動機づけ 
・平均の意味とその計算 

【平均】

(関)ジュースづくりを通して，平均の学習

に関心をもつ。 
(技)(知)平均の意味を理解し，平均を求め

たり，平均から全体の数を求めたりす

ることができる。 

(課題設定) 
①平均 

22～23 2
・

3

・0 を含む平均 
・部分の平均から全体の平均を求めるこ

と 

(知)0 を含む場合の平均について知る。 
(考)(技)部分の平均から全体の平均を推し

測ることができる。 
24～25 4

・

5

・歩幅を使った距離などの概測 
・歩幅の測定とその活用 

(考)(技)平均を使って歩幅や距離を測定す

ることができる。 
②平均を使って 

26～27 6
・

7

・仮平均の考え 
・外れ値の処理 

(考)(技)仮平均の考えを使って，平均を求

めることができる。 
(考)(技)外れ値の処理の仕方を知り，適切

に平均を求めることができる。 
たしかめ道場 28 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

29 ・既習事項の確認と持続 1 時間 
2 学期制：12 月上旬 
3 学期制：12 月上旬 

 

 

11 単位量あたりの大きさ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

 

(考) 

 

(技) 

(知) 

単位量あたりの考えを用いて，燃費や密度などを求めることができる。 
・単位量あたりの考えに関心を持ち，身近な事象を単位量あたりの考えで比べ

ようとする。 
・異種の 2 つの量の割合を考える際，どちらを基準にすればよいかを適切に判

断できる。 
・単位量あたりの考えを用いて，燃費や密度などを求めることができる。 
・異種の 2 つの量の割合について，その意味と表し方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：12 月上旬～中旬 
3 学期制：12 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
30～32 1 ・部屋割りの場面での学習の動機づけ (関)部屋わりを通して，単位量あたりの考

えに関心をもつ。 
33 2 ・2 つの観点から単位量あたりの大きさを

比べること 
(技)(知)単位量あたりの考えを理解し，そ

れを使って数量を比べることができ

る。 

(課題設定) 

34 3 ・単位量あたりを使って日常事象を比べ

ること 
【人口みつ度】

(技)単位量あたりの考えを使って日常の

事象を比べることができる。 

たしかめ道場 35 4 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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● 見積もりを使って 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

仮平均の考えや切り上げ，切り捨ての考えを使って見積もりができる。 
・特定の金額で買えるか買えないかを見積もりを使って判断しようとする。 
・特定の金額で買えるか買えないかを判断するのに，見積もりが有効であることを

理解している。 
・仮平均や切り上げ・切り捨ての考えを使って，代金を見積もることができる。 
・仮平均や切り上げ・切り捨ての考えを使った見積もりの仕方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：12 月中旬 
3 学期制：12 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
36 1 ・仮平均との差を考え，相殺して判断する見積もり  

37 2 ・切り上げや切り捨ての方法による見積もり 

 

 

◎ 順々に調べて 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

伴って変わる 2 量の関係を表にかき，きまりを見つけて問題を解決する。 
・伴って変わる 2 量の関係に関心をもち，表にかいて調べようとする。 
・伴って変わる 2 量の関係を表す表からきまりを考えることができる。 
・伴って変わる 2 量の関係を表にかいて，問題を解決することができる。 
・伴って変わる 2 量の関係の調べ方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：12 月下旬 
3 学期制：12 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 38～39 1

・

2

・伴って変わる 2 量の関係を表に表し，

変わり方のきまりをみつけて問題を解

決すること 

(考)(技) 伴って変わる 2 量の関係を表に

かき，きまりを見つけて問題を解決する

ことができる。 

 

 
＊ 準備運動 

ページ 学習内容 指導時数・時期 
40 ・次単元のレディネスチェック 1 時間 

2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 
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12 割 合 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

割合の意味について理解し，小数や百分率を用いて問題を解決することができる。

割合を帯グラフや円グラフにかいたり，よんだりすることができる。 
・割合を考えるよさに気づき，様々な場面で用いようとする。 
・割合を考えるのが適切な事象を判断することができる。 
・割合，比べる量，もとにする量を求めることができる。 
・割合の意味，および割合，比べる量，もとにする量を求める仕方を理解している。

15 時間 
2 学期制：1 月中旬～2 月上旬 
3 学期制：1 月中旬～2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
41～42 1 ・体験学習の希望調査による割合の学習

への動機づけ 
・割合の意味（第 1 用法） 

【割合】

(関)体験学習の場面により，割合の学習に

関心をもつ。 
(技)(知)割合の意味を理解し，割合を求め

ることができる。 
43 2 ・全体と部分の割合，部分と部分の割合 (技)全体と部分や部分と部分の割合を考

え，求めることができる。 
44 3 ・比べる量を求めること（第 2 用法） (技)(知)もとにする量と割合から比べる量

を求めることができる。 

(課題設定) 
①割合 

45 4 ・もとにする量を求めること（第 3 用法）(技)(知)比べる量と割合からもとにする量

を求めることができる。 
46～47 5

・

6

・百分率の意味 
・割合を表す小数と百分率の関係 
【百分率，％，パーセント，割，分，厘】

(技)(知)百分率の意味を理解し，割合を表

す小数に直すことができる。 
(技)割合を百分率で求めることができる。 

48 7 ・百分率を使った作問 (技)百分率に関する問題をいろいろつく

ることができる。 

②百分率 

49 8 ・練習  
50～51 9 ・帯グラフ，円グラフのよみ方 

【帯グラフ，円グラフ】

(技)(知)帯グラフや円グラフについて知

り，そのよみ方を理解する。 
③割合のグラフ 

52～53 10 ・帯グラフ，円グラフのかき方 (技)帯グラフや円グラフをかくことがで

きる。 
54 11 ・割合の和や差を考えて解決すること (考)割合の和や差を考えて問題を解決で

きる。 
④割合を使って 

55 12 ・割合の積を考えて解決すること (考)割合の積を考えて問題を解決できる。 
56～57 13 ・棒グラフや円グラフをよんで問題を解

決すること。 
(考)(技)棒グラフや円グラフから適切な情

報を取り出して問題を解決すること。 
⑤グラフづくり 

58 14 ・目的に応じて適切にグラフを選ぶこと (考)目的に応じて適切にグラフを選び，そ

の理由を説明できる。 
たしかめ道場 59 15 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
60～61 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 
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12 割 合 
目    標 指導時数・時期 

○ 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

割合の意味について理解し，小数や百分率を用いて問題を解決することができる。

割合を帯グラフや円グラフにかいたり，よんだりすることができる。 
・割合を考えるよさに気づき，様々な場面で用いようとする。 
・割合を考えるのが適切な事象を判断することができる。 
・割合，比べる量，もとにする量を求めることができる。 
・割合の意味，および割合，比べる量，もとにする量を求める仕方を理解している。

15 時間 
2 学期制：1 月中旬～2 月上旬 
3 学期制：1 月中旬～2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
41～42 1 ・体験学習の希望調査による割合の学習

への動機づけ 
・割合の意味（第 1 用法） 

【割合】

(関)体験学習の場面により，割合の学習に

関心をもつ。 
(技)(知)割合の意味を理解し，割合を求め

ることができる。 
43 2 ・全体と部分の割合，部分と部分の割合 (技)全体と部分や部分と部分の割合を考

え，求めることができる。 
44 3 ・比べる量を求めること（第 2 用法） (技)(知)もとにする量と割合から比べる量

を求めることができる。 

(課題設定) 
①割合 

45 4 ・もとにする量を求めること（第 3 用法）(技)(知)比べる量と割合からもとにする量

を求めることができる。 
46～47 5

・

6

・百分率の意味 
・割合を表す小数と百分率の関係 
【百分率，％，パーセント，割，分，厘】

(技)(知)百分率の意味を理解し，割合を表

す小数に直すことができる。 
(技)割合を百分率で求めることができる。 

48 7 ・百分率を使った作問 (技)百分率に関する問題をいろいろつく

ることができる。 

②百分率 

49 8 ・練習  
50～51 9 ・帯グラフ，円グラフのよみ方 

【帯グラフ，円グラフ】

(技)(知)帯グラフや円グラフについて知

り，そのよみ方を理解する。 
③割合のグラフ 

52～53 10 ・帯グラフ，円グラフのかき方 (技)帯グラフや円グラフをかくことがで

きる。 
54 11 ・割合の和や差を考えて解決すること (考)割合の和や差を考えて問題を解決で

きる。 
④割合を使って 

55 12 ・割合の積を考えて解決すること (考)割合の積を考えて問題を解決できる。 
56～57 13 ・棒グラフや円グラフをよんで問題を解

決すること。 
(考)(技)棒グラフや円グラフから適切な情

報を取り出して問題を解決すること。 
⑤グラフづくり 

58 14 ・目的に応じて適切にグラフを選ぶこと (考)目的に応じて適切にグラフを選び，そ

の理由を説明できる。 
たしかめ道場 59 15 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
60～61 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 
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13 円と正多角形 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

 

(考) 

(技) 

 

(知) 

円の直径と円周の関係，円周率の意味を理解し，円周や直径を求めることができる。

・正多角形や円に関心をもち，円の直径を測ったり，円周の長さを測定したりする

活動を通して，円の学習に関心をもつ。 
・円の直径と円周の長さの関係を考えることができる。 
・円の直径の値から円周を求めたり，円周の値から直径を求めたりすることができ

る。 
・円周率の意味や円周，直径，円周率の関係を理解している。 

7 時間 
2 学期制：2 月上旬～中旬 
3 学期制：2 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 62～63 1 ・折り紙作業による正多角形の学習の動

機づけ 
【正六角形，正八角形】

(関)折り紙の作業を通して，正多角形の学

習に関心をもつ。 

64～65 2 ・正多角形の概念 
・中心角の等分割による正多角形の作図

【多角形，正多角形】

(考)(技)円の中心角を等分割して，正多角

形をかくことができる。 
①正多角形 

66 3 ・円周の等分による正六角形の作図 (考)(技)円周を半径の長さで切って，正六

角形をかくことができる。 
67～69 4 ・円周と直径の関係 

【円周，円周率】

(技)(知)円周率の意味を理解し，公式を使

って円周を求めることができる。 
70 5 ・円周や直径を求めること (技)直径から円周を求めたり，円周から直

径を求めたりすることができる。 

②円周と直径 

71 6 ・直径と円周の関数関係 (考)直径と円周の関係に着目し，比例関係

にあることを見いだすことができる。 
たしかめ道場 72 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

73 ・次単元のレディネスチェック 1 時間 
2 学期制：2 月中旬 
3 学期制：2 月中旬 

 

 

14 角柱と円柱 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

立体の分類を通して角柱や円柱を理解し，見取図や展開図をかくことができる。 
・角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴をとらえようとする。 
・観点をきめて，立体を弁別することができる。 
・角柱や円柱の見取図や展開図をかいたり，つくったりすることができる。 
・角柱や円柱の特徴，及びその見取図や展開図のかき方を理解している。 

6 時間 
2 学期制：2 月下旬 
3 学期制：2 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 74～75 1 ・立体の弁別による角柱，円柱の学習へ

の動機づけ 
【立体，角柱，円柱】

(関)立体の分類を通して，角柱，円柱の学

習に関心をもつ。 
(技)(知)角柱，円柱について理解し，それ

らを弁別することができる。 
①角柱と円柱 76～77 2 ・角柱，円柱の特徴 

【底面，側面，曲面】

(考)(知)角柱と円柱について，面の形や位

置関係，面と頂点と辺の数などを調べ，

理解している。 
78 3 ・角柱，円柱の見取図 (技)角柱，円柱の見取図のかき方を理解

し，かくことができる。 
②見取図とてん開図 

79～80 4
・

5

・角柱，円柱の展開図 (技)角柱，円柱の展開図のかき方を理解

し，かくことができる。 

たしかめ道場 81 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 68

15 ○や△を使った式 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

伴って変わる 2 つの数量の関係を○や△を使って式に表し，変化の様子を表に

かいて調べることができる。 
・○や△を使って式に表された 2 量の変わり方を，表にかいて調べようとする。

・○や△を使って式に表された 2 量が比例しているか調べ方を理解している。

・2 量の関係を○や△を使って式に表し，変わり方を表で調べることができる。

・2 量の関係を○や△を使って式に表したり，表にかいて変わり方を調べる仕

方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
82～83 1 ・△＝○＋7 の式になる事象の考察 

・△＝○×5 の式になる事象の考察 
(考)○や△を使って表された 2 量につい

て，表にかいて変わり方を調べること

ができる。 
84 2 ・△＝100×○＋50 の式になる事象の考

察 
(考)一次関数の関係にある 2 量の変わり

方を調べることができる。 

 

85 3 ・式に表された 2 量が比例しているかど

うかを確かめること 
(考)○や△を使って式に表された 2 量が

比例しているかどうかを調べ，その理由

を説明することができる。 

 

◎ 輪投げ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

情報を取捨選択し，論理的に考えて正しい結論を導くことができる。 
・論理の問題に関心をもち，筋道立てて考えようとする。 
・「仮に～だったら」と考えて，あてはまらない場合を消去していけばよいことに気

づき，それを説明することができる。 
・表を使って，効率よく処理することができる。 
・表を使って情報を整理していけばよいことを理解している。 

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 86～87 1 ・論理的な推論により正しい結論を導く

こと 
(考)(技)情報を取捨選択して，論理的に考

えることができる。 

 

● よみとる算数(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 88～89 1 ・日本の貿易の資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説

明したりすることができる。 

 

＊ もうすぐ 6 年生（5 年の復習） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
90～94 ・5 年生の既習事項の確認と持続 4 時間，2、3 学期制：3 月中旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

95～115 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 
 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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15 ○や△を使った式 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

伴って変わる 2 つの数量の関係を○や△を使って式に表し，変化の様子を表に

かいて調べることができる。 
・○や△を使って式に表された 2 量の変わり方を，表にかいて調べようとする。

・○や△を使って式に表された 2 量が比例しているか調べ方を理解している。

・2 量の関係を○や△を使って式に表し，変わり方を表で調べることができる。

・2 量の関係を○や△を使って式に表したり，表にかいて変わり方を調べる仕

方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
82～83 1 ・△＝○＋7 の式になる事象の考察 

・△＝○×5 の式になる事象の考察 
(考)○や△を使って表された 2 量につい

て，表にかいて変わり方を調べること

ができる。 
84 2 ・△＝100×○＋50 の式になる事象の考

察 
(考)一次関数の関係にある 2 量の変わり

方を調べることができる。 

 

85 3 ・式に表された 2 量が比例しているかど

うかを確かめること 
(考)○や△を使って式に表された 2 量が

比例しているかどうかを調べ，その理由

を説明することができる。 

 

◎ 輪投げ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

情報を取捨選択し，論理的に考えて正しい結論を導くことができる。 
・論理の問題に関心をもち，筋道立てて考えようとする。 
・「仮に～だったら」と考えて，あてはまらない場合を消去していけばよいことに気

づき，それを説明することができる。 
・表を使って，効率よく処理することができる。 
・表を使って情報を整理していけばよいことを理解している。 

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 86～87 1 ・論理的な推論により正しい結論を導く

こと 
(考)(技)情報を取捨選択して，論理的に考

えることができる。 

 

● よみとる算数(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：3 月上旬 
3 学期制：3 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 88～89 1 ・日本の貿易の資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説

明したりすることができる。 

 

＊ もうすぐ 6 年生（5 年の復習） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
90～94 ・5 年生の既習事項の確認と持続 4 時間，2、3 学期制：3 月中旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

95～115 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 
 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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第６学年 単元別学習内容一覧 
上巻 

1 対称な図形 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

線対称・点対称について理解し，それらの図形の性質を調べたり，かいたりできる。

・対称図形について調べたり，つくったりしようとする。 
・対称図形を折ったり，180°回転させたときに重なる点や直線について考え，説明

することができる。 
・対称図形の性質に基づいて，対称図形をかくことができる。 
・対称図形について知り，その性質を理解している。 

10 時間 
2 学期制：4 月上旬～中旬 
3 学期制：4 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 6～7 1 ・身近な形の対称性の観点での弁別によ

る図形の学習への動機づけ 
(関)身近な形を対称性に着目して弁別す

ることを通して，対称図形に関心をも

つ 
8～9 2 ・線対称な図形の意味 

【線対称，対称の軸】

(技)(知)線対称の意味を理解し，対称の軸

をみつけることができる。 
10 3 ・線対称な図形の性質 (考)(知)線対称な図形の性質を調べること

ができる。 

①線対称 

11 4 ・線対称な図形の作図 (技)線対称の性質に基づき，線対称な図形

をかくことができる。 
12～13 5 ・点対称な図形の意味 

【点対称，対称の中心】

(技)(知)点対称の意味を理解し，対称の中

心をみつけることができる。 
14 6 ・点対称な図形の性質 (考)(知)点対称な図形の性質を調べること

ができる。 

②点対称 

15～17 7 ・点対称な図形の作図 (技)点対称の性質に基づき，点対称な図形

をかくことができる。 
③鏡を使って 18～19 8 ・鏡を使った線対称な図形の考察 (関)(技)鏡を使って線対称な図形をいろい

ろつくることができる。 
④正多角形と対称な

図形 
20～21 9 ・四角形，三角形，正多角形などの基本

図形を対称性に着目して考察すること

(考)正多角形を，対称の観点で調べ，その

性質を見つけることができる。 
たしかめ道場 22～23 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● みんなで話しあいましょう 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

3 個のトイレットペーペーをひもで縛ったときのひもの長さの求め方を考え，話し

合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。 
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。 
・話し合いで大切なことを考えることができる。 
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。

・話し合いのねらいや進め方を理解している。 

1 時間 
2 学期制：4 月下旬 
3 学期制：4 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 24～25 1 ・3 個のトイレットペーパーをひもで縛ったときのひもの長さの求め方を考え，み

んなで話し合い，まとめる。 

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

26 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：4 月下旬 
3 学期制：4 月下旬 

 

 

 

 70

2 分数×分数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

分数をかけることの意味を理解し，分数の乗法の計算ができる。 
・分数をかける計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。 
・分数をかける計算の仕方を，整数や小数の計算を基にして考えることができる。

・分数をかけることの意味を理解し，計算することができる。 
・分数をかけることの意味や計算の仕方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：4 月下旬～5 月中旬 
3 学期制：4 月下旬～5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
27～28 1 ・ペンキ塗りによる分数をかける計算の

動機づけ 
・(整数)×(分数)の意味と計算の仕方 

(関)(考)ペンキ塗りを通して，分数をかけ

る計算に関心をもち，その意味を理解

する。 
(技)(知)(整数)×(分数)の意味を知り，計算

ができる。 
29 2 ・(分数)×(分数)の意味と計算の仕方 (技)(知)(分数)×(分数)の意味を知り，計算

ができる。 
30 3 ・分数の乗法（整数，帯分数を含む） (技)整数を分母が 1 の分数とみたり，帯分

数を仮分数に直して，分数のかけ算がで

きる。 
31 4 ・分数の乗法（約分有） (技)約分のある分数のかけ算では，約分が

できる。 
32 5 ・逆数の意味と求め方 

【逆数】

(技)(知)逆数について知り，分数，整数，

小数の逆数を求めることができる。 

(課題設定) 
①分数をかける計算 

33 6 ・練習  
34 7 ・分数倍の意味とその計算 

（第 1 用法，第 2 用法） 
(技)(知)分数倍の意味を理解し，分数倍を

使って計算ができる。 
35～36 8

・

9

・長さが分数の長方形・正方形の面積 
・分数で表された時間の計算 

(考)(技)長さが分数の場合の面積や分数で

表わされた時間について考え，計算が

できる。 

②分数のかけ算を使

って 

37 10 ・乗数と積の大小関係 (技)(知)乗数と 1 との大小により，積と被

乗数との大小を判断できる。 
たしかめ道場 38～39 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

40 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6学年　単元別学習内容一覧
上巻
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2 分数×分数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

分数をかけることの意味を理解し，分数の乗法の計算ができる。 
・分数をかける計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。 
・分数をかける計算の仕方を，整数や小数の計算を基にして考えることができる。

・分数をかけることの意味を理解し，計算することができる。 
・分数をかけることの意味や計算の仕方を理解している。 

11 時間 
2 学期制：4 月下旬～5 月中旬 
3 学期制：4 月下旬～5 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
27～28 1 ・ペンキ塗りによる分数をかける計算の

動機づけ 
・(整数)×(分数)の意味と計算の仕方 

(関)(考)ペンキ塗りを通して，分数をかけ

る計算に関心をもち，その意味を理解

する。 
(技)(知)(整数)×(分数)の意味を知り，計算

ができる。 
29 2 ・(分数)×(分数)の意味と計算の仕方 (技)(知)(分数)×(分数)の意味を知り，計算

ができる。 
30 3 ・分数の乗法（整数，帯分数を含む） (技)整数を分母が 1 の分数とみたり，帯分

数を仮分数に直して，分数のかけ算がで

きる。 
31 4 ・分数の乗法（約分有） (技)約分のある分数のかけ算では，約分が

できる。 
32 5 ・逆数の意味と求め方 

【逆数】

(技)(知)逆数について知り，分数，整数，

小数の逆数を求めることができる。 

(課題設定) 
①分数をかける計算 

33 6 ・練習  
34 7 ・分数倍の意味とその計算 

（第 1 用法，第 2 用法） 
(技)(知)分数倍の意味を理解し，分数倍を

使って計算ができる。 
35～36 8

・

9

・長さが分数の長方形・正方形の面積 
・分数で表された時間の計算 

(考)(技)長さが分数の場合の面積や分数で

表わされた時間について考え，計算が

できる。 

②分数のかけ算を使

って 

37 10 ・乗数と積の大小関係 (技)(知)乗数と 1 との大小により，積と被

乗数との大小を判断できる。 
たしかめ道場 38～39 11 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

40 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：5 月中旬 
3 学期制：5 月中旬 
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3 分数÷分数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

分数でわることの意味を理解し，分数の乗法の計算ができる。 
・分数でわる計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。 
・分数でわる計算の仕方を，整数や小数の計算を基にして考えることができる。 
・分数でわることの意味を理解し，計算することができる。 
・分数でわることの意味や計算の仕方を理解している。 

9 時間 
2 学期制：5 月中旬～6 月上旬

3 学期制：5 月中旬～6 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
41～42 1 ・ペンキ塗りによる分数でわる計算の動

機づけ 
・(整数)÷(分数)の意味と計算の仕方 

(関)(考)ペンキ塗りを通して，分数でわる

計算に関心をもち，その意味を理解す

る。 
(技)(知)(整数)÷(分数)の意味を知り，計算

ができる。 
43 2 ・(分数)÷(分数)の意味と計算の仕方 (技)(知)(分数)÷(分数)の意味を知り，計算

ができる。 
44 3 ・分数の除法（帯分数，整数を含む） (技)帯分数を仮分数に直したり，整数を分

母が 1 の分数とみて，分数のわり算がで

きる。 

(課題設定) 
①分数でわる計算 

45 4 ・練習  
46 5 ・分数倍の計算（第 3 用法） 

・分数で表わされた時間の計算 
(技)(知)分数倍や分数で表わされた時間を

使って計算ができる。 
47 6 ・小数や整数を含む乗除混合計算を分数

の形にまとめること 
(考)(技)小数や整数を含む乗除混合計算を

1 つの分数の形にまとめることができ

る。 
48 7 ・分数に関する計算のきまり (考)(知)交換法則，結合法則，分配法則が

分数についても成り立つことを確かめ，

理解する。 

②分数のわり算を使

って 

49 8 ・除数と商の大小関係 (技)(知)除数と 1 との大小により，商と被

除数との大小を判断できる。 
たしかめ道場 50 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

51 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：6 月上旬 
3 学期制：6 月上旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 72

4 文字と式 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

文字のよさを理解し，文字を使って数量の関係を式に表したり，式をよんだりでき

る。 
・文字を使って，数量の関係を式に表そうとする。 
・文字の役割を理解し，文字を使って式に表すことのよさがわかる。 
・文字を使って，数量の関係を式に表すことができる。 
・文字を使って，数量の関係を式に表す仕方を理解している。 

6 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 52 ・文字を使うことの意味と学習の動機づ

け 
(関)文房具を買う場面から，文字を使った

式に関心をもつ。 
53 

1

・数量の関係を x，y を使って式に表し，

数をあてはめて調べること 
【x の値，y の値】

(考)(技)数量の関係を x，y を使って式に表

し，数をあてはめて調べることができ

る。 

①文字を使った式 

54～55 2
・

3

・x，y を使った式で，x の値に対応する y
の値や y の値に対する x の値を求める

こと 

(技) x，y を使った式で，x の値に対応す

る y の値や y の値に対する x の値を求

めることができる。 
56 4 ・文字を使った式をみて，具体的な事象

を考えること 
(考)式を見て具体的な場面を想起し，説明

することができる。 
②式のよみ方 

57 5 ・文字を使った式の意味をいろいろ考察

すること 
(考)式をいろいろな視点で考察し，どう考

えたかを説明することができる。 
たしかめ道場 58～59 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

60 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：6 月中旬 
3 学期制：6 月中旬 

 

5 比とその利用 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

比の意味を理解し，それを用いて 2 量の割合を表すことができる。また，等しい比

について知る。 
・比について関心をもち，いろいろ調べたり，使ったりしようとする。  
・比を割合と関連づけてとらえることができる。 
・数量の関係を比に表したり，比を使って問題を解決することができる。 
・数量の関係を比に表したり，問題解決に利用する仕方を理解している。 

8 時間 
2 学期制：6 月中旬～下旬 
3 学期制：6 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
61～62 1 ・ドレッシングづくりによる比の学習へ

の動機づけ 
・比の意味とその表し方 

【：，比】

(関)ドレッシングづくりを通して，2 量の

割合の表し方に関心をもつ。 
(知)比の意味とその表し方を理解する。 

(課題設定) 
①比と比の値 

63 2 ・比の値の意味，小数・分数の比 
【比の値】

(技)(知)比の値について知り，比と比の値

の関係を理解する。 
(技)小数や分数を含む比について考える

ことができる。 
64～65 3 ・比が等しいことの意味と比の性質 (考)(知)比が等しいことの意味を知り，そ

の性質を調べることができる。 
66 4 ・比を簡単にすること (技)比の両項に同じ数を乗除して，等しい

比をつくることができる。 

②等しい比 

67 5 ・練習  
68 6 ・比の一方の値をもとめること (考)(技)比と一方の値を知って，他方の値

を求めることができる。 
③比を使った問題 

69 7 ・全体をきまった比に分けること (考)(技)比を使って全体をきまった比に分

けることができる。 
たしかめ道場 70 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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4 文字と式 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

文字のよさを理解し，文字を使って数量の関係を式に表したり，式をよんだりでき

る。 
・文字を使って，数量の関係を式に表そうとする。 
・文字の役割を理解し，文字を使って式に表すことのよさがわかる。 
・文字を使って，数量の関係を式に表すことができる。 
・文字を使って，数量の関係を式に表す仕方を理解している。 

6 時間 
2 学期制：6 月上旬～中旬 
3 学期制：6 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 52 ・文字を使うことの意味と学習の動機づ

け 
(関)文房具を買う場面から，文字を使った

式に関心をもつ。 
53 

1

・数量の関係を x，y を使って式に表し，

数をあてはめて調べること 
【x の値，y の値】

(考)(技)数量の関係を x，y を使って式に表

し，数をあてはめて調べることができ

る。 

①文字を使った式 

54～55 2
・

3

・x，y を使った式で，x の値に対応する y
の値や y の値に対する x の値を求める

こと 

(技) x，y を使った式で，x の値に対応す

る y の値や y の値に対する x の値を求

めることができる。 
56 4 ・文字を使った式をみて，具体的な事象

を考えること 
(考)式を見て具体的な場面を想起し，説明

することができる。 
②式のよみ方 

57 5 ・文字を使った式の意味をいろいろ考察

すること 
(考)式をいろいろな視点で考察し，どう考

えたかを説明することができる。 
たしかめ道場 58～59 6 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

60 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：6 月中旬 
3 学期制：6 月中旬 

 

5 比とその利用 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

比の意味を理解し，それを用いて 2 量の割合を表すことができる。また，等しい比

について知る。 
・比について関心をもち，いろいろ調べたり，使ったりしようとする。  
・比を割合と関連づけてとらえることができる。 
・数量の関係を比に表したり，比を使って問題を解決することができる。 
・数量の関係を比に表したり，問題解決に利用する仕方を理解している。 

8 時間 
2 学期制：6 月中旬～下旬 
3 学期制：6 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
61～62 1 ・ドレッシングづくりによる比の学習へ

の動機づけ 
・比の意味とその表し方 

【：，比】

(関)ドレッシングづくりを通して，2 量の

割合の表し方に関心をもつ。 
(知)比の意味とその表し方を理解する。 

(課題設定) 
①比と比の値 

63 2 ・比の値の意味，小数・分数の比 
【比の値】

(技)(知)比の値について知り，比と比の値

の関係を理解する。 
(技)小数や分数を含む比について考える

ことができる。 
64～65 3 ・比が等しいことの意味と比の性質 (考)(知)比が等しいことの意味を知り，そ

の性質を調べることができる。 
66 4 ・比を簡単にすること (技)比の両項に同じ数を乗除して，等しい

比をつくることができる。 

②等しい比 

67 5 ・練習  
68 6 ・比の一方の値をもとめること (考)(技)比と一方の値を知って，他方の値

を求めることができる。 
③比を使った問題 

69 7 ・全体をきまった比に分けること (考)(技)比を使って全体をきまった比に分

けることができる。 
たしかめ道場 70 8 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

71 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：6 月下旬 
3 学期制：6 月下旬 

 

 

6 図形の拡大と縮小 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

拡大・縮小について理解し，それらを使って図をかいたり，実際の長さなどを測定

したりすることができる。 
・拡大図や縮図に関心をもち，それらを身の回りから見つけようとする。 
・拡大図や縮図で，対応する辺の長さや角の大きさの関係を見出すことができる。

・拡大・縮小の性質を使って，拡大図や縮図をかくことができる。 
・拡大図・縮図の対応する辺の長さや角の大きさについての性質を理解している。

10 時間 
2 学期制：6 月下旬～7 月中旬 
3 学期制：6 月下旬～7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 72～73 1 ・ヨットの図の比較による拡大・縮小の

学習への動機づけ 
・拡大，縮小の意味 

【拡大する，縮小する】

(関)ヨットの図の比較を通して，拡大・縮

小の学習に関心を持つ。 
(知)拡大・縮小の意味を理解している。 

①拡大図と縮図 74～75 2 ・拡大図，縮図の意味とその性質 
【拡大図，縮図】

(考)(知)拡大図・縮図について知り，それ

らの性質を調べることができる。 
76～77 3 ・方眼紙を使った拡大図，縮図のかき方 (技)拡大・縮小の性質を使って，方眼紙に

拡大図や縮図をかくことができる。 
78～79 4

・

5

・方眼紙を使わずに，三角形，四角形の

拡大図・縮図のかき方を考えること 
(考)(技)方眼紙を使わない三角形や四角形

の拡大図・縮図のかき方を考えることが

できる。 
80～81 6 ・1 つの点を中心とした拡大図，縮図のか

き方 
(考)(技)1 点を中心とした拡大図や縮図の

かき方を考えることができる。 

②拡大図と縮図のか

き方 

82 7 ・練習  
③縮図の利用 83～84 8

・

9

・縮図を利用した距離や高さの測定 (技)(知)縮図を見て実際の距離を求めた

り，縮図をかいて木の高さを求めたりす

ることができる。 
たしかめ道場 85 10 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● どんな計算になるのかな 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。 
・演算を決定した根拠を説明することができる。 
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。 
・分数の乗除の用いられる場面を理解している。 

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 86～87 1 ・水について考える場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。 
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◎ 場合をあげて調べて 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合を見つけることができる。 
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合を見つけようとする。 
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合について説明することができる。 
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合を見つけることができる。 
・順序よく調べていくのに適切な表のかき方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 88～89 1

・

2

・数量を表にかいて順序よく調べ，条件

に合う場合を見つけること。 
(考)(技)数量を表にかいて順序よく調べ，

条件に合う場合を見つけることができ

る。 

 

● 算数の自由研究 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

不思議なひき算について調べ，きまりを見つけることができる。 
・不思議なひき算に関心をもち，いくつかの数で調べようとする。 
・不思議なひき算の性質を考えることができる。 
・3 桁と 4 桁の不思議なひき算を調べることができる。 
・不思議なひき算の計算の手順を理解している。 

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 90～91 1 ・三角形に並んだ 6 つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにす

る。 

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
92～95 ・コラム「昔の教科書」 

・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：7 月下旬 
3 学期制：9 月上旬 

 

7 速さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

速さの意味を知って速さ，道のり，時間を求めることができ，それらの関係を理解

する。 
・速さについて関心をもち，問題解決に生かそうとする。 
・速さの意味を理解し，道のりや時間との関係を考えることができる。 
・速さの意味や表し方を知り，速さ，道のり，時間を求めることができる。 
・速さの意味や表し方，速さに関する計算の仕方を理解している。 

7 時間 
2 学期制：7 月下旬～9 月上旬 
3 学期制：9 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
96～97 1 ・50m 競走による速さの学習への動機づ

け 
・基準量を変えて，1 通りで考えること

(関)50m 競走の場面で，誰が速いかを考え

ることで，速さに関心をもつ。 
(技)距離と時間の一方をそろえて，速さの

比較ができる。 
98 2 ・速さの意味と求め方 

【時速，分速，秒速】

(技)(知)速さの意味を知り，計算で求める

ことができる。 
99 3 ・道のりの求め方 (技)速さと時間から，道のりを求めること

ができる。 
100 4 ・時間の求め方 (技)道のりと速さから時間を求めること

ができる。 
101 5 ・時速・分速・秒速の関係 (考)(技)時速・分速・秒速の関係を理解し，

それぞれの変換ができる。 

(課題設定) 
 

102 6 ・練習  
たしかめ道場 103 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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◎ 場合をあげて調べて 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合を見つけることができる。 
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合を見つけようとする。 
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合について説明することができる。 
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合を見つけることができる。 
・順序よく調べていくのに適切な表のかき方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 88～89 1

・

2

・数量を表にかいて順序よく調べ，条件

に合う場合を見つけること。 
(考)(技)数量を表にかいて順序よく調べ，

条件に合う場合を見つけることができ

る。 

 

● 算数の自由研究 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

不思議なひき算について調べ，きまりを見つけることができる。 
・不思議なひき算に関心をもち，いくつかの数で調べようとする。 
・不思議なひき算の性質を考えることができる。 
・3 桁と 4 桁の不思議なひき算を調べることができる。 
・不思議なひき算の計算の手順を理解している。 

1 時間 
2 学期制：7 月中旬 
3 学期制：7 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 90～91 1 ・三角形に並んだ 6 つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにす

る。 

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
92～95 ・コラム「昔の教科書」 

・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：7 月下旬 
3 学期制：9 月上旬 

 

7 速さ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

速さの意味を知って速さ，道のり，時間を求めることができ，それらの関係を理解

する。 
・速さについて関心をもち，問題解決に生かそうとする。 
・速さの意味を理解し，道のりや時間との関係を考えることができる。 
・速さの意味や表し方を知り，速さ，道のり，時間を求めることができる。 
・速さの意味や表し方，速さに関する計算の仕方を理解している。 

7 時間 
2 学期制：7 月下旬～9 月上旬 
3 学期制：9 月上旬～中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
96～97 1 ・50m 競走による速さの学習への動機づ

け 
・基準量を変えて，1 通りで考えること

(関)50m 競走の場面で，誰が速いかを考え

ることで，速さに関心をもつ。 
(技)距離と時間の一方をそろえて，速さの

比較ができる。 
98 2 ・速さの意味と求め方 

【時速，分速，秒速】

(技)(知)速さの意味を知り，計算で求める

ことができる。 
99 3 ・道のりの求め方 (技)速さと時間から，道のりを求めること

ができる。 
100 4 ・時間の求め方 (技)道のりと速さから時間を求めること

ができる。 
101 5 ・時速・分速・秒速の関係 (考)(技)時速・分速・秒速の関係を理解し，

それぞれの変換ができる。 

(課題設定) 
 

102 6 ・練習  
たしかめ道場 103 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  
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◎ 変わり方を調べて(1) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

2 つの量の関係を表にかき，変わり方のきまりを見つけて，問題を解決することが

できる。 
・2 人が何分後に出会ったり追いついたりするかについて考えようとする。 
・2 人の間の距離や速さを考えて，変わり方のきまりを見つけることができる。 
・2 人が何分後に出会ったり追いついたりするかを表にかいて求めることができる。

・表を使ったきまりの見つけ方について理解している。 

2 時間 
2 学期制：9 月上旬 
3 学期制：9 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 104～105 1

・

2

・出会い算，追いつき算の問題 (考)(技)2 つの量の関係を表にかいて変わ

り方のきまりを的確にとらえ，問題を解

決することができる。 

 
8 比例と反比例 

目    標 指導時数・時期 
○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

伴って変わる 2 つの数量の関係を表にかいて調べ，比例や反比例の関係を使って問

題解決ができる。 
・伴って変わる 2 つの数量について関係を調べようとする。 
・伴って変わる 2 つの数量の関係を調べる観点を考えることができる。 
・伴って変わる 2 つの数量を表にし，比例や反比例の関係を見いだすことができる。

・伴って変わる数量の関係を表した表の見方を理解している。 

17 時間 
2 学期制：9 月中旬～10 月下旬 
3 学期制：9 月下旬～10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 106～107 1 ・伴って変わる 2 つの数量の考察による

比例・反比例への動機づけ 
(関)伴って変わる 2 つの数量を調べ，関数

的な見方をしようとする。 
108～109 2 ・比例の性質 (技)(知)比例する 2 つの数量の関係につい

て調べ，変化の関係や対応関係を理解

する。 
110 3 ・比例の判断の仕方 (考)(技)表を縦に見たり横に見たりして，2

つの数量が比例しているかどうかを判

断することができる。 
111 4 ・比例の式表示 (考)(技)表から 2 つの数量の関係を見いだ

し，比例の式に表すことができる。 
112～113 5 ・比例のグラフのかき方と考察 (技)(知)表から比例のグラフをかき，原点

を通る直線になることを確かめること

ができる。 
114 6 ・比例のグラフが原点を通る直線になる

ことを使ったグラフのかき方 
(考)(技)比例のグラフが原点を通る直線に

なることを使ってグラフをかくことが

できる。 
115 7 ・身の回りから比例関係を見つけること (関)(技)身の回りから比例している事象を

見つけることができる。 
116～117 8 ・表，式，グラフを使った比例している

ことの説明 
(考)表，式，グラフを使って，比例してい

ることを説明することができる。 
118 9 ・比例のグラフのよみ方 (考)比例のグラフを見て，わかったことを

説明することができる。 

①比例 

119 10 ・練習  
②比例を使って 120～121 11 ・比例関係に着目した板の枚数やくぎの

本数などの求め方 
(考)比例の関係を使って測定の工夫をし，

その測り方を説明することができる。 
122～123 12 ・反比例の意味と性質 

【反比例する】

(技)(知)反比例について知り，その性質を

調べることができる。 
124 13 ・反比例の判断の仕方 (考)(技)表を縦に見たり横に見たりして，2

つの数量が反比例しているかどうかを

判断することができる。 
125 14 ・反比例の式表示 (考)(技)表から 2 つの数量の関係を見出

し，反比例の式に表すことができる。 
126～127 15 ・反比例のグラフのかき方と考察 (技)(知)表から点をとり，反比例のグラフ

が直線にならないことを確認できる。 

③反比例 

128 16 ・練習  
たしかめ道場 129 17 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 76

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

130 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

131～157 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 

130 ・既習事項の確認と持続 
・次単元のレディネスチェック 

1 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

131～157 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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下巻 

9 円の面積 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

見当づけや操作活動を通して円の面積の公式を導き，円の面積を計算で求めること

ができる。 
・円の面積に関心をもち，進んで求めようとする。 
・円の面積の求め方をいろいろ考えることができる。 
・公式を使って円の面積を求めることができる。 
・円の面積の求め方及び公式について理解している。 

4 時間 
2 学期制：10 月下旬 
3 学期制：10 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
2～3 1 ・既習の図形との対比による円の求積へ

の動機づけ 
・円の面積を見当づけること 

(関)既習の図形との対比を通して，円の面

積の求め方を調べようとする。 
(考)円の内接正方形と外接正方形を考え，

面積の見当をつけることができる。 
4～5 2 ・方眼を使った円の面積の概測 (技)方眼紙に円をかき，マス目を数えてお

よその面積を求めることができる。 

(課題設定) 

6～8 3 ・円の面積の求め方と公式 (考)円をいくつかのおうぎ形に分割して

並べ替え，円の面積の公式を導くことが

できる。 
たしかめ道場 9 4 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

10 小数や分数の計算のまとめ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

小数や分数に関する四則演算について振り返り，理解を深める。 
・小数や分数の計算を振り返り，計算の力を身につけ，伸ばそうとする。 
・小数や分数でも四則計算ができることを説明できる。 
・小数や分数の四則計算について理解し，確実に計算ができる。 
・小数や分数の四則計算の仕方を確実に理解している。 

3 時間 
2 学期制：11 月上旬 
3 学期制：11 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
10 1 ・加法・減法計算のまとめと活用 (考)(技)小数や分数加法・減法が確実にで

き，その仕方を説明できる。 
(課題設定) 

11～12 2
・

3

・乗法・除法計算のまとめと活用 (考)(技)小数や分数の乗法・除法が確実に

でき，その仕方を説明できる。 

 

 
＊ 復習・準備運動 

ページ 学習内容 指導時数・時期 
13 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：11 月上旬 
3 学期制：11 月上旬 
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11 立体の体積 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

体積の普遍単位 cm3，m3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を求めるこ

とができる。 
・角柱や円柱の体積の求め方を考えようとする。 
・角柱や円柱の体積の求め方を説明することができる。 
・角柱や円柱の体積を求めることができる。 
・角柱や円柱の体積の求め方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：11 月上旬 
3 学期制：11 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
14～15 1 ・いろいろな立体の体積の学習への動機

づけ 
・四角柱(直方体)，底面が直角三角形の三

角柱の体積の求め方 
【底面積】

(関)いろいろな立体の考察を通して，体積

について関心をもつ。 
(考)(技)直方体や三角柱の体積の求め方を

考え，底面積×高さという考え方に気づ

く。 
16 2 ・角柱の体積の求め方と公式 (考)(技)角柱の体積を底面積×高さと考え

て，求めることができる。 

(課題設定) 

17 3 ・円柱の体積の求め方と公式 (考)(技)円柱の体積を底面積×高さと考え

て，求めることができる。 
たしかめ道場 18 4 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

12 およその形と大きさ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

ものの概形をとらえて既習の形と関連づけ，およその面積や体積を求めることがで

きる。 
・概形をとらえて面積や体積を求めようとする。 
・概形をとらえて面積や体積を求める方法を説明することができる。 
・概形をとらえて面積や体積を求めることができる。 
・概形をとらえた面積や体積の求め方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：11 月中旬 
3 学期制：11 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
19 1 ・概形をとらえて面積を概測すること (技)概形をとらえ，既習の図形と関連づけ

て面積を概測することができる。 
 

20～21 2
・

3

・概形をとらえて体積を概測すること (技)概形をとらえ，既習の図形と関連づけ

て面積を概測することができる。 

 

 

◎ 変わり方を調べて(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

2 つの数量を変化させ，その和や差に着目して問題を解決することができる。 
・2 つの数量の変化の様子を表に表して，きまりを見つけようとする。 
・表から変化の様子をよみとり，変化のきまりを考えることができる。 
・2 つの数量を変化させて，和や差に着目し，きまりを見つけて問題を解決するこ

とができる。 
・表に示された 2 つの数量の和や差の意味を理解している。 

2 時間 
2 学期制：11 月中旬 
3 学期制：11 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 104～105 1

・

2

・2 つの量を変化させ，和や差に着目して

解決する問題 
(考)(技) 2 つの量について，変化の様子を

的確にとらえ，きまりを見つけて，問

題を解決することができる。 

 
 

 

 

 

下巻
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11 立体の体積 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

体積の普遍単位 cm3，m3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を求めるこ

とができる。 
・角柱や円柱の体積の求め方を考えようとする。 
・角柱や円柱の体積の求め方を説明することができる。 
・角柱や円柱の体積を求めることができる。 
・角柱や円柱の体積の求め方を理解している。 

4 時間 
2 学期制：11 月上旬 
3 学期制：11 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
14～15 1 ・いろいろな立体の体積の学習への動機

づけ 
・四角柱(直方体)，底面が直角三角形の三

角柱の体積の求め方 
【底面積】

(関)いろいろな立体の考察を通して，体積

について関心をもつ。 
(考)(技)直方体や三角柱の体積の求め方を

考え，底面積×高さという考え方に気づ

く。 
16 2 ・角柱の体積の求め方と公式 (考)(技)角柱の体積を底面積×高さと考え

て，求めることができる。 

(課題設定) 

17 3 ・円柱の体積の求め方と公式 (考)(技)円柱の体積を底面積×高さと考え

て，求めることができる。 
たしかめ道場 18 4 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

12 およその形と大きさ 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

ものの概形をとらえて既習の形と関連づけ，およその面積や体積を求めることがで

きる。 
・概形をとらえて面積や体積を求めようとする。 
・概形をとらえて面積や体積を求める方法を説明することができる。 
・概形をとらえて面積や体積を求めることができる。 
・概形をとらえた面積や体積の求め方を理解している。 

3 時間 
2 学期制：11 月中旬 
3 学期制：11 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
19 1 ・概形をとらえて面積を概測すること (技)概形をとらえ，既習の図形と関連づけ

て面積を概測することができる。 
 

20～21 2
・

3

・概形をとらえて体積を概測すること (技)概形をとらえ，既習の図形と関連づけ

て面積を概測することができる。 

 

 

◎ 変わり方を調べて(2) 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

 

(知) 

2 つの数量を変化させ，その和や差に着目して問題を解決することができる。 
・2 つの数量の変化の様子を表に表して，きまりを見つけようとする。 
・表から変化の様子をよみとり，変化のきまりを考えることができる。 
・2 つの数量を変化させて，和や差に着目し，きまりを見つけて問題を解決するこ

とができる。 
・表に示された 2 つの数量の和や差の意味を理解している。 

2 時間 
2 学期制：11 月中旬 
3 学期制：11 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 104～105 1

・

2

・2 つの量を変化させ，和や差に着目して

解決する問題 
(考)(技) 2 つの量について，変化の様子を

的確にとらえ，きまりを見つけて，問

題を解決することができる。 
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13 場合を順序よく整理して 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

具体的な事柄について，起こり得る場合を順序よく整理して調べることができ

る。 
・図や表を使って，場合を順序よく整理して調べようとする。 
・落ちや重なりがない方法を考えることができる。 
・場合を順序よく整理して，落ちや重なりがないように調べることができる。

・場合の数を調べるための図や表の使い方を理解している。 

9 時間 
2 学期制：11 月下旬～12 月上旬 
3 学期制：11 月下旬～12 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
24～25 1 ・場合を順序よく整理することへの学習

の動機づけ 
・選び方の数を求めること 

(関)チームの組み合わせを考えることを

通して，場合の数の求め方に関心をも

つ。 
(考)(技)図や表を使って，選び方の数を求

めることができる。 
26 2 ・補集合の考えを使う選び方の数 (考)(技)ほ集合の考えを使って，選び方の

数を求めることができる。 
27 3 ・全体の並べ方の数を考えること (考)(技)全体の並べ方の数を考えることが

できる。 
28 4 ・部分の並べ方の数を考えること (考)(技)部分の並べ方の数を考えることが

できる。 

(課題設定) 
①場合の数の調べ方 

29 5 ・練習  
30～31 6

・

7

・場合を挙げて調べ，条件にあうものを

見つける問題 
(考)(技)全部の場合を調べ，あてはまる場

合を見つけることができる。 
②いろいろな場合を

考えて 

32 8 ・いろいろな場合を，なかまに分けて考

えること 
(考)(技)いろいろな場合について，仲間に

分けて考えることができる。 
たしかめ道場 33 9 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● 見積もりを使って 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

目的に応じて，適切な見積もりを工夫することができる。 
・見積もりのよさを生かして，問題を解決しようとする。 
・目的に応じた見積もりの工夫を考えることができる。 
・目的に応じた見積もりの使い方を工夫することができる。 
・目的に応じた見積もりの使い方を理解している。 

2 時間 
2 学期制：12 月上旬 
3 学期制：12 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
34 1 ・切り上げや切り捨てによる乗法の見積もり  

35 2 ・見積もりの工夫（special number） 

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
36～37 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：12 月上旬 
3 学期制：12 月上旬 
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14 資料の調べ方 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

資料のちらばり具合を，表やグラフに表して整理し，特徴をよみとる。 
・資料の整理の仕方に関心をもち，表や柱状グラフを生かそうとする。 
・資料の整理をするには表や柱状グラフへどのように表せばよいかを考えることが

できる。 
・表や柱状グラフを使って資料の整理ができる。 
・表や柱状グラフを使った資料の整理の仕方を理解している。 

7 時間 
2 学期制：12 月中旬～下旬 
3 学期制：12 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 38～39 1 ・資料のちらばりの考察と学習の動機づ

け 
(関)(考)ソフトボール投げを通して，資料

の散らばり具合に関心をもち，調べよ

うとする。 
40 2 ・資料を度数分布表に整理すること (技)資料を度数分布表に整理することが

できる。 
41 3 ・資料を柱状グラフに表すこと 

【柱状グラフ】

(技)資料を柱状グラフに整理することが

できる。 
42 4 ・表や柱状グラフによる 2 つの集団の特

徴の比較 
(考)同じ方眼紙に示された 2 つの集団の

ヒストグラムからそれぞれの特徴をよ

みとることができる。 

①資料の整理 

43 5 ・区間を変えてグラフをかくこと (技)区間を変えて，ヒストグラムをわかり

やすくすることができる。 
②くふうされたグラ

フ 
44 6 ・工夫されたグラフから人口のちらばり

をよみとること 
(考)工夫されたグラフを見て，人口などの

特徴をよみとることができる。 
たしかめ道場 45 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● よみとる算数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：12 月下旬 
3 学期制：12 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 46～47 1 ・日本の米の収穫量や消費量に関する資料から適切に情報を選択して，問題を解決

したり，その理由を説明したりすることができる。 

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
48～49 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 
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14 資料の調べ方 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

 

(技) 

(知) 

資料のちらばり具合を，表やグラフに表して整理し，特徴をよみとる。 
・資料の整理の仕方に関心をもち，表や柱状グラフを生かそうとする。 
・資料の整理をするには表や柱状グラフへどのように表せばよいかを考えることが

できる。 
・表や柱状グラフを使って資料の整理ができる。 
・表や柱状グラフを使った資料の整理の仕方を理解している。 

7 時間 
2 学期制：12 月中旬～下旬 
3 学期制：12 月中旬～下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 38～39 1 ・資料のちらばりの考察と学習の動機づ

け 
(関)(考)ソフトボール投げを通して，資料

の散らばり具合に関心をもち，調べよ

うとする。 
40 2 ・資料を度数分布表に整理すること (技)資料を度数分布表に整理することが

できる。 
41 3 ・資料を柱状グラフに表すこと 

【柱状グラフ】

(技)資料を柱状グラフに整理することが

できる。 
42 4 ・表や柱状グラフによる 2 つの集団の特

徴の比較 
(考)同じ方眼紙に示された 2 つの集団の

ヒストグラムからそれぞれの特徴をよ

みとることができる。 

①資料の整理 

43 5 ・区間を変えてグラフをかくこと (技)区間を変えて，ヒストグラムをわかり

やすくすることができる。 
②くふうされたグラ

フ 
44 6 ・工夫されたグラフから人口のちらばり

をよみとること 
(考)工夫されたグラフを見て，人口などの

特徴をよみとることができる。 
たしかめ道場 45 7 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

● よみとる算数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：12 月下旬 
3 学期制：12 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 46～47 1 ・日本の米の収穫量や消費量に関する資料から適切に情報を選択して，問題を解決

したり，その理由を説明したりすることができる。 

 

 

＊ 復習・準備運動 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
48～49 ・既習事項の確認と持続 

・次単元のレディネスチェック 
1 時間 
2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 
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15 量の単位 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

メートル法の単位のしくみについて調べ，いろいろな量の関係を理解する。 
・いろいろな単位の関係について調べようとする。 
・接頭語の意味に基づいて単位の関係を考えることができる。 
・いろいろな単位の関係を理解し，単位の換算ができる。 
・いろいろな量のの関係を理解している。 

5 時間 
2 学期制：1 月中旬 
3 学期制：1 月中旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
(課題設定) 50～51 1 ・適切な計器の選択による単位の選択と

学習の動機づけ 
(関)計器の選択を通して，単位の関係につ

いて調べようとする。 
52～53 2 ・単位の接頭語の意味 (知)単位の接頭語の意味を知り，何倍，何

分の一の関係を理解する。 
54 3 ・体積の単位 kL 

・kL と m3の関係 
【kL】

(知)体積の単位 kL を知り，kL と m3の関

係を理解する。 

 

55 4 ・重さの単位 mg 
・重さと体積の単位の関係 

【mg】

(知)重さの単位 mg を知り，重さと体積の

関係を理解する。 

たしかめ道場 56 5 ・4 観点に基づく評価とふりかえり  

 

 

◎ 割合を使って 
目    標 指導時数・時期 

○ 

 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

全体を 1 と考え，割合の和を考えて解くことができる。 
割合の積を考え，何倍にあたるかを考えて解くことができる。 
・割合のよさがわかり，割合を用いて問題を解決しようとする。 
・全体を 1 として，それぞれの部分がどう表されるかを考えることができる。 
・全体を１として，割合の和や積を考えて問題を解決することができる。 
・全体を１として，割合の和や積を考えることの意味を理解している。 

3 時間 
2 学期制：1 月下旬 
3 学期制：1 月下旬 

小単元 ページ 時 学習内容 おもな評価規準 
 57～58 1

・

2

・全体を 1 と考え，割合の和を考えて解

く問題 
(考)(技)全体を 1 と考え，割合の和を考え

て問題を解決することができる。 

 59 3 ・割合の積を考え，何倍にあたるかを考

えて解く問題 
(考)(技)割合の積を考え，何倍にあたるか

を考えて問題を解決することができ

る。 

 
 

● よみとる算数 
目    標 指導時数・時期 

○ 

(関) 

(考) 

(技) 

(知) 

身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。 
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。 
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。

1 時間 
2 学期制：2 月上旬 
3 学期制：2 月上旬 

小単元 ページ 時 学習内容 
 60～61 1 ・動物園に関する資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を

説明したりすることができる。 

 

 

 

 

 

 
 82

＊ 6 年のまとめ（算数パスポート） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
62～82 1 数と量 

2 計算と見積もり 
3 図形 
4 数量の関係 
5 問題の見方・考え方 

16 時間 
2 学期制：2 月上旬～3 月中旬 
3 学期制：2 月上旬～3 月中旬 

 

 

＊ 地球と算数 
ページ 学習内容 指導時数 

83～104 1 気温と二酸化炭素 
2 海水温度の上昇 
3 北極海の溶解 
4 上昇する海面 
5 生活と二酸化炭素 
6 森林のはたらき 
7 二酸化炭素排出量の削減計画 
8 人と自然の共存のくふう 
9 中学校への旅立ち 
○ 中学校で学ぶ「数学」のしょうかい 

時間配当なし 

※巻末にある「地球と算数」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

105～123 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 

 

 

mg mg

【mg】
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＊ 6 年のまとめ（算数パスポート） 
ページ 学習内容 指導時数・時期 
62～82 1 数と量 

2 計算と見積もり 
3 図形 
4 数量の関係 
5 問題の見方・考え方 

16 時間 
2 学期制：2 月上旬～3 月中旬 
3 学期制：2 月上旬～3 月中旬 

 

 

＊ 地球と算数 
ページ 学習内容 指導時数 

83～104 1 気温と二酸化炭素 
2 海水温度の上昇 
3 北極海の溶解 
4 上昇する海面 
5 生活と二酸化炭素 
6 森林のはたらき 
7 二酸化炭素排出量の削減計画 
8 人と自然の共存のくふう 
9 中学校への旅立ち 
○ 中学校で学ぶ「数学」のしょうかい 

時間配当なし 

※巻末にある「地球と算数」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 

 

 

★ 算数のまど 
ページ 学習内容 指導時数 

105～123 ・各単元の補充・発展問題など 時間配当なし 

※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。 
すべての児童が一律に学習する必要はありません。 
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評価の観点と評価規準 1年 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

身のまわりの具体的な場

面から，進んでいろいろ

なものの個数を数で表そ

うとしている。 

数えるものの集まりを明

確にとらえて，ものと数

詞を対応させて，個数や

順番を数えることができ

る。 

10までの数について，並

び方などに着目し，正確

によんだり，かいたり，

大小を比べることができ

る。 

 

10までの数についてのよ

み方やかき方，大小比較

を通して，10までの数の

意味や表し方を十分理解

している。 

1 かずと すうじ 

Ｂ

身の回りの具体的な場面

から，ものの個数を数で

表そうとしている。 

数えるものの集まりをと

らえて，ものと数詞を対

応させて数えることがで

きる。 

10までの数について，よ

んだり，かいたり大小を

比べることができる。 

10までの数についてのよ

み方やかき方，大小比較

を通して，10までの数の

意味や表し方を概ね理解

している。 

 

Ａ

身のまわりの具体的な場

面から，ものの順序を，

進んで数で表そうとして

いる。 

集合数と順序数の違いを

意識し，前後，上下，左

右の基準を明確にし，数

詞を順番に１対1対応さ

せて，ものの順序を考え

ることができる。 

 

前後，上下，左右の基準

を明確にし，手際よく数

詞を順番に１対1対応さ

せて数え，ものの順序を

数で表すことができる。 

集合数と順序数の違いと

前後，上下，左右を基に

したものの順序の表し方

について十分理解してい

る。 

2 なんばんめ 

Ｂ

身のまわりの具体的な場

面から，ものの順序を，

数で表そうとしている。

前後，上下，左右などの

基準を基に数詞を順番に

１対1対応させて，もの

の順序を考えることがで

きる。 

前後，上下，左右の基準

を基に数詞を順番に１対

1 対応させて数え，もの

の順序を数で表すことが

できる。 

集合数と順序数の違いと

前後，上下，左右を基に

したものの順序の表し方

について理解している。 

Ａ

1 つの数を，進んで他の

数の合成や分解により，

構成的にみようとしてい

る。 

１つの数を他の数と関係

づけて考え，合成・分解

を通して，数を多面的に

みることができる。 

 

10までの数の合成・分解

や10の補数について，正

確に求めることができ

る。 

数の合成・分解を通して，

10までの数の構成を十分

理解している。 

3 いくつと いくつ 

Ｂ

1 つの数を，他の数の合

成とみたり，分解により

構成的にみたりしようと

している。 

10までの数の合成・分解

を通して，数を多面的に

みることができる。 

10 までの数の合成･分解

や 10 の補数を求めるこ

とができる。 

数の合成・分解を通して，

10までの数の構成を理解

している。 

Ａ

積み木遊び等を通して，

身近にある立体に関心を

もち，進んでその立体の

特徴や構成要素の面の特

徴を調べようとしてい

る。 

立体の形状に着目し，積

みやすい，転がりやすい

などの特徴に着目した

り，構成要素のまる，さ

んかく，しかくを見付け

て，かどの個数に着目し

たりすることができる。

積み木やかんなどの立体

を使って身の回りの具体

物をいろいろ作ったり，

まる，さんかく，しかく

の特徴を生かして絵をか

いたりすることができ

る。 

身近にある立体の形を観

察し，その特徴やまる，

さんかく，しかくの特徴

を十分理解している。 

4 いろいろな かたち 

Ｂ

身近にある立体に関心を

持ち，積み木遊び等を通

して立体の特徴やその構

成要素の面の特徴を調べ

ようとしている。 

立体の形状に着目し，積

みやすい，転がりやすい

などの特徴に着目し，構

成要素のまる，さんかく，

しかくを見付けることが

できる。 

積み木やかんなどの立体

を使って身の回りの具体

物を作ったり，まる，さ

んかく，しかくの特徴を

生かして絵をかいたりす

ることができる。 

身近にある立体の形を観

察し，その特徴やまる，

さんかく，しかくの特徴

を理解している。 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

数量がふえたり，へった

りする事象に関心をも

ち，ブロックを使って進

んで数量の増減を調べよ

うとしている。 

具体的な操作を通して，

増えたり減ったりする数

量の増減に着目し，「ふえ

た」「へった」という増減

を表すことばで説明した

りすることができる。 

数量の増減を手際よくブ

ロックで表すことができ

る。  

数量が増減する事象につ

いて，具体的な操作と結

びつけて，その意味を理

解している。 

5 ふえたり へったり 

Ｂ

数量がふえたり，へった

りする事象に関心をも

ち，数量の増減を調べよ

うとしている。 

具体的な操作を通して，

増える，減るといった数

量の増減に着目すること

ができる。 

数量の増減をブロックで

表すことができる。 
数量が増減する事象につ

いて，具体的な操作を通

して，その意味を理解し

ている。 

Ａ

身近な場面において，進

んで，たし算が適用でき

る場面を見つけ，用いよ

うとしている。 

増加と合併の場面を区別

して，たし算を適用する

ことを考えることができ

る。 

たし算の式に表し，(1

桁)＋(1 桁)≦10 の計算

が速く，確実にできる。 

増加と合併の場面につい

て，操作とたし算の式を

結びつけて，その意味を

十分理解している。 

6 たしざん(1) 

Ｂ

身近な場面において，た

し算を見つけ，用いよう

としている。 

増加と合併の場面に着目

して，たし算を適用する

ことを考えることができ

る。 

たし算の式に表し，正し

く(1 桁)＋(1 桁)≦10 の

計算ができる。 

増加と合併の場面につい

て，操作とたし算の式を

結びつけ，その意味を理

解している。 

Ａ

身近な場面において，進

んで，ひき算が適用でき

る場面を見つけ，用いよ

うとしている。 

求残と求差の場面を区別

して，ひき算を適用する

ことを考えることができ

る。 

ひき算の式に表し，速く，

確実に(10 以下の数)－

(1 桁)の計算をすること

ができる。 

求残と求差の場面につい

て，操作とひき算の式を

結びつけて，ひき算の意

味を十分理解している。 

7 ひきざん(1) 

Ｂ

身近な場面においてひき

算が適用できる場面を見

つけ，用いようとしてい

る。 

求残と求差の場面に着目

して，ひき算を適用する

ことを考えることができ

る。 

ひき算の式に表し，正し

く(10以下の数)－(1桁)

の計算ができる。 

求残と求差の場面につい

て，操作とひき算の式を

結びつけて，ひき算の意

味を理解している。 

Ａ

20までの個数や順序を，

進んで数字を用いて表し

たり，数直線上に表そう

したりしている。 

20 までの数を10 のまと

まりと1のまとまりに着

目し，きちんと「10とい

くつ」と見ることができ

る。 

20 までの数を的確に数

字で表したり，大小を比

べたり，数直線上に表し

たりすることができる。 

20までの数の表し方，大

小比較の仕方，数系列を

十分理解している。 

8 20までの かず 

Ｂ

具体的な場面を通して，

20までの個数や順序を，

数字を用いて表そうとし

たり，数直線上に表そう

としたりしている。 

20 までの数を10 のまと

まりと1のまとまりに着

目し，「10 といくつ」と

見ることができる。 

20 までの数を数字で表

したり，大小を比べたり，

数直線上に表したりする

ことができる。 

20までの数の表し方，大

小比較の仕方，数系列を

理解している。 

Ａ

日常の長い文章の中から

必要な情報を読み取り，

進んで問題を解決しよう

としている。 

問題解決に必要な情報を

選択し，問題解決に必要

な情報を活用して問題解

決の仕方を考えることが

できる。 

問題解決に必要な情報を

選択し，手際よく問題解

決に必要な情報を活用し

て問題解決することがで

きる。 

問題を解決する情報を適

切に読み取ることができ

る。 

● よみとるさんすう(1) 

  あさがお 

Ｂ

日常の長い文章の中から

情報を読み取り，問題を

解決しようとしている。

問題解決に必要な情報を

選択し，情報を活用して

問題解決の仕方を考える

ことができる。 

問題解決に必要な情報を

選択し，問題解決に必要

な情報を活用して問題解

決することができる。 

問題を解決する情報を読

み取ることができる。 

2 

評価の観点と評価規準　1年
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評価の観点と評価規準 1年 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

身のまわりの具体的な場

面から，進んでいろいろ

なものの個数を数で表そ

うとしている。 

数えるものの集まりを明

確にとらえて，ものと数

詞を対応させて，個数や

順番を数えることができ

る。 

10までの数について，並

び方などに着目し，正確

によんだり，かいたり，

大小を比べることができ

る。 

 

10までの数についてのよ

み方やかき方，大小比較

を通して，10までの数の

意味や表し方を十分理解

している。 

1 かずと すうじ 

Ｂ

身の回りの具体的な場面

から，ものの個数を数で

表そうとしている。 

数えるものの集まりをと

らえて，ものと数詞を対

応させて数えることがで

きる。 

10までの数について，よ

んだり，かいたり大小を

比べることができる。 

10までの数についてのよ

み方やかき方，大小比較

を通して，10までの数の

意味や表し方を概ね理解

している。 

 

Ａ

身のまわりの具体的な場

面から，ものの順序を，

進んで数で表そうとして

いる。 

集合数と順序数の違いを

意識し，前後，上下，左

右の基準を明確にし，数

詞を順番に１対1対応さ

せて，ものの順序を考え

ることができる。 

 

前後，上下，左右の基準

を明確にし，手際よく数

詞を順番に１対1対応さ

せて数え，ものの順序を

数で表すことができる。 

集合数と順序数の違いと

前後，上下，左右を基に

したものの順序の表し方

について十分理解してい

る。 

2 なんばんめ 

Ｂ

身のまわりの具体的な場

面から，ものの順序を，

数で表そうとしている。

前後，上下，左右などの

基準を基に数詞を順番に

１対1対応させて，もの

の順序を考えることがで

きる。 

前後，上下，左右の基準

を基に数詞を順番に１対

1 対応させて数え，もの

の順序を数で表すことが

できる。 

集合数と順序数の違いと

前後，上下，左右を基に

したものの順序の表し方

について理解している。 

Ａ

1 つの数を，進んで他の

数の合成や分解により，

構成的にみようとしてい

る。 

１つの数を他の数と関係

づけて考え，合成・分解

を通して，数を多面的に

みることができる。 

 

10までの数の合成・分解

や10の補数について，正

確に求めることができ

る。 

数の合成・分解を通して，

10までの数の構成を十分

理解している。 

3 いくつと いくつ 

Ｂ

1 つの数を，他の数の合

成とみたり，分解により

構成的にみたりしようと

している。 

10までの数の合成・分解

を通して，数を多面的に

みることができる。 

10 までの数の合成･分解

や 10 の補数を求めるこ

とができる。 

数の合成・分解を通して，

10までの数の構成を理解

している。 

Ａ

積み木遊び等を通して，

身近にある立体に関心を

もち，進んでその立体の

特徴や構成要素の面の特

徴を調べようとしてい

る。 

立体の形状に着目し，積

みやすい，転がりやすい

などの特徴に着目した

り，構成要素のまる，さ

んかく，しかくを見付け

て，かどの個数に着目し

たりすることができる。

積み木やかんなどの立体

を使って身の回りの具体

物をいろいろ作ったり，

まる，さんかく，しかく

の特徴を生かして絵をか

いたりすることができ

る。 

身近にある立体の形を観

察し，その特徴やまる，

さんかく，しかくの特徴

を十分理解している。 

4 いろいろな かたち 

Ｂ

身近にある立体に関心を

持ち，積み木遊び等を通

して立体の特徴やその構

成要素の面の特徴を調べ

ようとしている。 

立体の形状に着目し，積

みやすい，転がりやすい

などの特徴に着目し，構

成要素のまる，さんかく，

しかくを見付けることが

できる。 

積み木やかんなどの立体

を使って身の回りの具体

物を作ったり，まる，さ

んかく，しかくの特徴を

生かして絵をかいたりす

ることができる。 

身近にある立体の形を観

察し，その特徴やまる，

さんかく，しかくの特徴

を理解している。 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

数量がふえたり，へった

りする事象に関心をも

ち，ブロックを使って進

んで数量の増減を調べよ

うとしている。 

具体的な操作を通して，

増えたり減ったりする数

量の増減に着目し，「ふえ

た」「へった」という増減

を表すことばで説明した

りすることができる。 

数量の増減を手際よくブ

ロックで表すことができ

る。  

数量が増減する事象につ

いて，具体的な操作と結

びつけて，その意味を理

解している。 

5 ふえたり へったり 

Ｂ

数量がふえたり，へった

りする事象に関心をも

ち，数量の増減を調べよ

うとしている。 

具体的な操作を通して，

増える，減るといった数

量の増減に着目すること

ができる。 

数量の増減をブロックで

表すことができる。 
数量が増減する事象につ

いて，具体的な操作を通

して，その意味を理解し

ている。 

Ａ

身近な場面において，進

んで，たし算が適用でき

る場面を見つけ，用いよ

うとしている。 

増加と合併の場面を区別

して，たし算を適用する

ことを考えることができ

る。 

たし算の式に表し，(1

桁)＋(1 桁)≦10 の計算

が速く，確実にできる。 

増加と合併の場面につい

て，操作とたし算の式を

結びつけて，その意味を

十分理解している。 

6 たしざん(1) 

Ｂ

身近な場面において，た

し算を見つけ，用いよう

としている。 

増加と合併の場面に着目

して，たし算を適用する

ことを考えることができ

る。 

たし算の式に表し，正し

く(1 桁)＋(1 桁)≦10 の

計算ができる。 

増加と合併の場面につい

て，操作とたし算の式を

結びつけ，その意味を理

解している。 

Ａ

身近な場面において，進

んで，ひき算が適用でき

る場面を見つけ，用いよ

うとしている。 

求残と求差の場面を区別

して，ひき算を適用する

ことを考えることができ

る。 

ひき算の式に表し，速く，

確実に(10 以下の数)－

(1 桁)の計算をすること

ができる。 

求残と求差の場面につい

て，操作とひき算の式を

結びつけて，ひき算の意

味を十分理解している。 

7 ひきざん(1) 

Ｂ

身近な場面においてひき

算が適用できる場面を見

つけ，用いようとしてい

る。 

求残と求差の場面に着目

して，ひき算を適用する

ことを考えることができ

る。 

ひき算の式に表し，正し

く(10以下の数)－(1桁)

の計算ができる。 

求残と求差の場面につい

て，操作とひき算の式を

結びつけて，ひき算の意

味を理解している。 

Ａ

20までの個数や順序を，

進んで数字を用いて表し

たり，数直線上に表そう

したりしている。 

20 までの数を10 のまと

まりと1のまとまりに着

目し，きちんと「10とい

くつ」と見ることができ

る。 

20 までの数を的確に数

字で表したり，大小を比

べたり，数直線上に表し

たりすることができる。 

20までの数の表し方，大

小比較の仕方，数系列を

十分理解している。 

8 20までの かず 

Ｂ

具体的な場面を通して，

20までの個数や順序を，

数字を用いて表そうとし

たり，数直線上に表そう

としたりしている。 

20 までの数を10 のまと

まりと1のまとまりに着

目し，「10 といくつ」と

見ることができる。 

20 までの数を数字で表

したり，大小を比べたり，

数直線上に表したりする

ことができる。 

20までの数の表し方，大

小比較の仕方，数系列を

理解している。 

Ａ

日常の長い文章の中から

必要な情報を読み取り，

進んで問題を解決しよう

としている。 

問題解決に必要な情報を

選択し，問題解決に必要

な情報を活用して問題解

決の仕方を考えることが

できる。 

問題解決に必要な情報を

選択し，手際よく問題解

決に必要な情報を活用し

て問題解決することがで

きる。 

問題を解決する情報を適

切に読み取ることができ

る。 

● よみとるさんすう(1) 

  あさがお 

Ｂ

日常の長い文章の中から

情報を読み取り，問題を

解決しようとしている。

問題解決に必要な情報を

選択し，情報を活用して

問題解決の仕方を考える

ことができる。 

問題解決に必要な情報を

選択し，問題解決に必要

な情報を活用して問題解

決することができる。 

問題を解決する情報を読

み取ることができる。 

2 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

長さ，面積などの大きさ

に関心をもち，比べ方を

工夫しようとしている。

また，時計に関心をもち，

何時・何時半の時刻を進

んでよもうとしている。

長さ，面積について直接

比較，間接比較の仕方を

考えることができる。 
また，時計の長針，短針

の指す目盛りに着目する

ことができる。 

長さ，面積について直接

比較，間接比較すること

ができる。 
また，何時・何時半の時

刻をよんだりつくったり

できる。 

長さや面積の大きさ比べ

の仕方を十分理解してい

る。 
また，何時・何時半の時

刻のよみ方を十分理解し

ている。 

9 おおきさくらべ(1) 

ながさ 

みずの かさ 

とけい 

 

Ｂ

長さ，面積などの大きさ

に関心を持ち，比較しよ

うとしている。 
また，時計に関心をもち，

何時・何時半の時刻をよ

もうとしている。 

長さ，面積の比べ方を考

えることができる。 
また，時計の長針，短針

の指す目盛りに着目する

ことができる。 

直接・間接比較や任意単

位による測定によって，

長さ，面積を比較するこ

とができる。 
また，何時・何時半の時

刻をよむことができる。 

長さや面積の大きさ比べ

の仕方を十分理解してい

る。 
また，何時・何時半の時

刻のよみ方やつくり方を

理解している。 

Ａ

3 口になっても，たし算

ひき算の計算を進んで用

いようとしている。 

3 口の計算の仕方を順々

に考えることができる。

具体的な場面に即して，

3 口の計算が速く，確実

にできる。 

3 口になっても，たし算

ひき算を用る場面を十分

理解している。 

10 3つの かずの 

 けいさん 

Ｂ

3 口になっても，たし算

ひき算の計算を用いよう

としている。 

3 口の計算の仕方を，数

図ブロックを使って順々

に考えることができる。

 

具体的な場面に即して，

3口の計算ができる。 
3 口になっても，たし算

ひき算を用いる場面を理

解している。 

Ａ

繰り上がりのあるたし算

を進んで身近な問題に用

いようとしている。 

「10と あといくつ」と

考えて，繰り上がりのあ

る計算の仕方を考え，説

明することができる。

(1 桁)＋(1 桁)で繰り上

がりのあるたし算が速

く，確実にできる。 

(1 桁)＋(1 桁)で繰り上

がりのあるたし算の意味

や計算の仕方を十分理解

している。 

11 たしざん(2) 

Ｂ

繰り上がりのあるたし算

を身近な問題に用いよう

としている。 

数図ブロックを使って

「10と あといくつ」と

考えて，繰り上がりのあ

るたし算の仕方を考え説

明することができる。

(1 桁)＋(1 桁)で繰り上

がりのあるたし算ができ

る。 

(1 桁)＋(1 桁)で繰り上

がりのあるたし算の計算

の意味や仕方を理解して

いる。 

Ａ

加数分解による繰り上が

りのあるたし算に進んで

取り組もうとしている。

繰り上がりのあるたし算

を加数分解で考え，説明

することができる。 

繰り上がりのあるたし算

が速く，確実にできる。 

繰り上がりのあるたし算

の仕方を十分理解してい

る。 

11 たしざん(2) 

ステップ 

Ｂ

加数分解による繰り上が

りのあるたし算に取り組

もうとしている。 

繰り上がりのあるたし算

を加数分解で考えること

ができる。 

繰り上がりのあるたし算

が正しく，確実に計算で

きる。 

繰り上がりのあるたし算

の仕方を理解している。 

Ａ

たし算の計算を使って進

んで楽しい手紙を作ろう

としている。 

たし算の計算を使って工

夫した手紙文を考えるこ

とができる。 

たし算の計算を使って複

雑な手紙を読んだり，書

いたりすることができ

る。 

たし算の計算を使って手

紙文を書いたり読んだり

する仕方を十分理解して

いる。 

11 たしざん(2) 

ジャンプ 

Ｂ

たし算の計算を使って手

紙を作ろうとしている。

たし算の計算を使って手

紙文を考えることができ

る。 

たし算の計算を使って手

紙を読んだり，書いたり

することができる。 

たし算の計算式を使って

手紙文を書いたり読んだ

りする仕方を理解してい

る。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

色板や棒を並べたり，点

を線でつないだりして，

進んでいろいろな形をつ

くろうとしている。 

色板や棒を使って身の回

りの形をつくる活動を通

して，図形の構成要素に

着目し，ずらす，回す，

裏返すなどの見方ができ

る。 

色板や棒を並べる，点を

線でつなぐなどして，い

ろいろな形をつくった

り，分解したりすること

ができる。 

色板や棒などを使って形

を構成したり，分解した

りする活動を通して，三

角や四角の特徴を十分理

解している。 

12 かたちづくり 

Ｂ

色板や棒を並べたり，点

を線でつないだりして，

いろいろな形をつくろう

としている。 

色板や棒を使って身の回

りの形をつくる活動を通

して，ずらす，回す，裏

返すなどの見方ができ

る。 

色板や棒を並べる，点を

線でつなぐなどして，形

をつくったり，分解した

りすることができる。 

色板や棒などを使って形

を構成したり，分解した

りする活動を通して，三

角や四角の特徴を理解し

ている。 

Ａ

繰り下がりのあるひき算

を進んで身近な問題に用

いようとしている。 

繰り下がりのあるひき算

の仕方を減加法や減減法

で考え，説明することが

できる。 

(十何)－(1 桁)の繰り下

がりのあるひき算を速

く，確実に計算できる。 

(十何)－(1 桁)で繰り下

がりのあるひき算の意味

と計算の仕方を十分理解

している。 

13 ひきざん(2) 

Ｂ

繰り下がりのあるひき算

を身近な問題に用いよう

としている。 

繰り下がりのあるひき算

の仕方を減加法で考え，

説明することができる。

(十何)－(1 桁)で繰り下

がりのあるひき算を確実

に計算できる。 

(十何)－(1 桁)で繰り下

がりのあるひき算の意味

と計算の仕方を理解して

いる。 

 

Ａ

繰り下がりのあるひき算

に進んで取り組もうとし

ている。 

繰り下がりのあるひき算

で減数に伴った被減数の

分解の理由を考えること

ができる。 

繰り下がりのあるひき算

が速く，確実に計算でき

る。 

繰り下がりのあるひき算

の仕方を十分理解してい

る。 

13 ひきざん(2) 

ステップ 

Ｂ

繰り下がりのあるひき算

に取り組もうとしてい

る。 

繰り下がりのあるひき算

で減数に伴った被減数の

分解を考えることができ

る。 

繰り下がりのあるひき算

が正しく，確実に計算で

きる。 

繰り下がりのあるひき算

の仕方を理解している。 

Ａ

ひき算の計算を使って進

んで楽しいクイズ文を作

ろうとしている。 

ひき算の計算を使って工

夫したクイズ文を考える

ことができる。 

ひき算の計算を使って複

雑なクイズ文を読んだ

り，書いたりすることが

できる。 

ひき算の計算を使ってク

イズ文を書いたり読んだ

りする仕方を十分理解し

ている。 

13 ひきざん(2) 

ジャンプ 

Ｂ

ひき算の計算を使ってク

イズ文を作ろうとしてい

る。 

ひき算の計算を使ってク

イズ文を考えることがで

きる。 

ひき算の計算を使ってク

イズ文を読んだり，書い

たりすることができる。 

ひき算の計算式を使って

クイズ文を書いたり読ん

だりする仕方を理解して

いる。 

Ａ

たし算や引き算の問題場

面を適切に判断し，式を

立ててその根拠を明確に

述べようとしている。 

問題を読んで，たし算や

ひき算の式を立て，その

根拠を論理的に考え，説

明することができる。

 

問題を的確にたし算やひ

き算の式で表し，解決す

ることができる。  

たし算の問題場面かひき

算の問題場面であるかを

判断する根拠を十分に理

解している。 

● たすのかな ひくのか

な 

Ｂ

たし算や引き算の問題場

面を判断し，式を立てて

その根拠を述べようとし

ている。 

問題を読んで，たし算や

ひき算の式を立て，その

根拠を考え，説明するこ

とができる。 

 

問題をたし算やひき算の

式で表し，解決すること

ができる。 

たし算の問題場面かひき

算の問題場面であるかを

判断する根拠を理解して

いる。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

長さ，面積などの大きさ

に関心をもち，比べ方を

工夫しようとしている。

また，時計に関心をもち，

何時・何時半の時刻を進

んでよもうとしている。

長さ，面積について直接

比較，間接比較の仕方を

考えることができる。 
また，時計の長針，短針

の指す目盛りに着目する

ことができる。 

長さ，面積について直接

比較，間接比較すること

ができる。 
また，何時・何時半の時

刻をよんだりつくったり

できる。 

長さや面積の大きさ比べ

の仕方を十分理解してい

る。 
また，何時・何時半の時

刻のよみ方を十分理解し

ている。 

9 おおきさくらべ(1) 

ながさ 

みずの かさ 

とけい 

 

Ｂ

長さ，面積などの大きさ

に関心を持ち，比較しよ

うとしている。 
また，時計に関心をもち，

何時・何時半の時刻をよ

もうとしている。 

長さ，面積の比べ方を考

えることができる。 
また，時計の長針，短針

の指す目盛りに着目する

ことができる。 

直接・間接比較や任意単

位による測定によって，

長さ，面積を比較するこ

とができる。 
また，何時・何時半の時

刻をよむことができる。 

長さや面積の大きさ比べ

の仕方を十分理解してい

る。 
また，何時・何時半の時

刻のよみ方やつくり方を

理解している。 

Ａ

3 口になっても，たし算

ひき算の計算を進んで用

いようとしている。 

3 口の計算の仕方を順々

に考えることができる。

具体的な場面に即して，

3 口の計算が速く，確実

にできる。 

3 口になっても，たし算

ひき算を用る場面を十分

理解している。 

10 3つの かずの 

 けいさん 

Ｂ

3 口になっても，たし算

ひき算の計算を用いよう

としている。 

3 口の計算の仕方を，数

図ブロックを使って順々

に考えることができる。

 

具体的な場面に即して，

3口の計算ができる。 
3 口になっても，たし算

ひき算を用いる場面を理

解している。 

Ａ

繰り上がりのあるたし算

を進んで身近な問題に用

いようとしている。 

「10と あといくつ」と

考えて，繰り上がりのあ

る計算の仕方を考え，説

明することができる。

(1 桁)＋(1 桁)で繰り上

がりのあるたし算が速

く，確実にできる。 

(1 桁)＋(1 桁)で繰り上

がりのあるたし算の意味

や計算の仕方を十分理解

している。 

11 たしざん(2) 

Ｂ

繰り上がりのあるたし算

を身近な問題に用いよう

としている。 

数図ブロックを使って

「10と あといくつ」と

考えて，繰り上がりのあ

るたし算の仕方を考え説

明することができる。

(1 桁)＋(1 桁)で繰り上

がりのあるたし算ができ

る。 

(1 桁)＋(1 桁)で繰り上

がりのあるたし算の計算

の意味や仕方を理解して

いる。 

Ａ

加数分解による繰り上が

りのあるたし算に進んで

取り組もうとしている。

繰り上がりのあるたし算

を加数分解で考え，説明

することができる。 

繰り上がりのあるたし算

が速く，確実にできる。 

繰り上がりのあるたし算

の仕方を十分理解してい

る。 

11 たしざん(2) 

ステップ 

Ｂ

加数分解による繰り上が

りのあるたし算に取り組

もうとしている。 

繰り上がりのあるたし算

を加数分解で考えること

ができる。 

繰り上がりのあるたし算

が正しく，確実に計算で

きる。 

繰り上がりのあるたし算

の仕方を理解している。 

Ａ

たし算の計算を使って進

んで楽しい手紙を作ろう

としている。 

たし算の計算を使って工

夫した手紙文を考えるこ

とができる。 

たし算の計算を使って複

雑な手紙を読んだり，書

いたりすることができ

る。 

たし算の計算を使って手

紙文を書いたり読んだり

する仕方を十分理解して

いる。 

11 たしざん(2) 

ジャンプ 

Ｂ

たし算の計算を使って手

紙を作ろうとしている。

たし算の計算を使って手

紙文を考えることができ

る。 

たし算の計算を使って手

紙を読んだり，書いたり

することができる。 

たし算の計算式を使って

手紙文を書いたり読んだ

りする仕方を理解してい

る。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

色板や棒を並べたり，点

を線でつないだりして，

進んでいろいろな形をつ

くろうとしている。 

色板や棒を使って身の回

りの形をつくる活動を通

して，図形の構成要素に

着目し，ずらす，回す，

裏返すなどの見方ができ

る。 

色板や棒を並べる，点を

線でつなぐなどして，い

ろいろな形をつくった

り，分解したりすること

ができる。 

色板や棒などを使って形

を構成したり，分解した

りする活動を通して，三

角や四角の特徴を十分理

解している。 

12 かたちづくり 

Ｂ

色板や棒を並べたり，点

を線でつないだりして，

いろいろな形をつくろう

としている。 

色板や棒を使って身の回

りの形をつくる活動を通

して，ずらす，回す，裏

返すなどの見方ができ

る。 

色板や棒を並べる，点を

線でつなぐなどして，形

をつくったり，分解した

りすることができる。 

色板や棒などを使って形

を構成したり，分解した

りする活動を通して，三

角や四角の特徴を理解し

ている。 

Ａ

繰り下がりのあるひき算

を進んで身近な問題に用

いようとしている。 

繰り下がりのあるひき算

の仕方を減加法や減減法

で考え，説明することが

できる。 

(十何)－(1 桁)の繰り下

がりのあるひき算を速

く，確実に計算できる。 

(十何)－(1 桁)で繰り下

がりのあるひき算の意味

と計算の仕方を十分理解

している。 

13 ひきざん(2) 

Ｂ

繰り下がりのあるひき算

を身近な問題に用いよう

としている。 

繰り下がりのあるひき算

の仕方を減加法で考え，

説明することができる。

(十何)－(1 桁)で繰り下

がりのあるひき算を確実

に計算できる。 

(十何)－(1 桁)で繰り下

がりのあるひき算の意味

と計算の仕方を理解して

いる。 

 

Ａ

繰り下がりのあるひき算

に進んで取り組もうとし

ている。 

繰り下がりのあるひき算

で減数に伴った被減数の

分解の理由を考えること

ができる。 

繰り下がりのあるひき算

が速く，確実に計算でき

る。 

繰り下がりのあるひき算

の仕方を十分理解してい

る。 

13 ひきざん(2) 

ステップ 

Ｂ

繰り下がりのあるひき算

に取り組もうとしてい

る。 

繰り下がりのあるひき算

で減数に伴った被減数の

分解を考えることができ

る。 

繰り下がりのあるひき算

が正しく，確実に計算で

きる。 

繰り下がりのあるひき算

の仕方を理解している。 

Ａ

ひき算の計算を使って進

んで楽しいクイズ文を作

ろうとしている。 

ひき算の計算を使って工

夫したクイズ文を考える

ことができる。 

ひき算の計算を使って複

雑なクイズ文を読んだ

り，書いたりすることが

できる。 

ひき算の計算を使ってク

イズ文を書いたり読んだ

りする仕方を十分理解し

ている。 

13 ひきざん(2) 

ジャンプ 

Ｂ

ひき算の計算を使ってク

イズ文を作ろうとしてい

る。 

ひき算の計算を使ってク

イズ文を考えることがで

きる。 

ひき算の計算を使ってク

イズ文を読んだり，書い

たりすることができる。 

ひき算の計算式を使って

クイズ文を書いたり読ん

だりする仕方を理解して

いる。 

Ａ

たし算や引き算の問題場

面を適切に判断し，式を

立ててその根拠を明確に

述べようとしている。 

問題を読んで，たし算や

ひき算の式を立て，その

根拠を論理的に考え，説

明することができる。

 

問題を的確にたし算やひ

き算の式で表し，解決す

ることができる。  

たし算の問題場面かひき

算の問題場面であるかを

判断する根拠を十分に理

解している。 

● たすのかな ひくのか

な 

Ｂ

たし算や引き算の問題場

面を判断し，式を立てて

その根拠を述べようとし

ている。 

問題を読んで，たし算や

ひき算の式を立て，その

根拠を考え，説明するこ

とができる。 

 

問題をたし算やひき算の

式で表し，解決すること

ができる。 

たし算の問題場面かひき

算の問題場面であるかを

判断する根拠を理解して

いる。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

0 を含む計算場面にも，

進んで，たし算やひき算

を用いようとしている。

たし算，ひき算が用いら

れる場面を，数量が0に

なっても適用し，筋道立

てて考えることができ

る。 

0 のたし算とひき算が正

しく，確実に計算するこ

とができる。 

0 のたし算，ひき算の意

味と計算の仕方を十分理

解している。 

14 0の たしざんと 

  ひきざん 

Ｂ

0 を含む計算場面にも，

たし算やひき算を用いよ

うとしている。 

たし算，ひき算が用いら

れる場面を，数量が0に

なっても適用して考える

ことができる。 

0 のたし算とひき算を計

算することができる。 

0 のたし算，ひき算の意

味と計算の仕方を理解し

ている。 

Ａ

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算を進

んでしようとしている。

1 対 1 対応により，異種

の量の加減計算を考える

ことができる。 

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算が手

早くできる。 

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算の仕

方を十分理解している。 

15 ものと ひとの かず 

Ｂ

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算をし

ようとしている。 

1 対 1 対応により，異種

の量を同種の量に置き換

えて考えることができ

る。 

操作活動を通じて，異種

の量の加減や順序数を含

む数の加減計算ができ

る。 

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算の仕

方を理解している。 

Ａ

120 程度までの数につい

て，進んで調べようとし

ている。 

十進位取り記数法を基に

100 までの数のかき方を

筋道立てて考え，10を単

位とした数の見方ができ

る。また，120 程度まで

の数について「100 とい

くつ」という見方ができ

る。 

120 までの数について，

よんだり，かいたり，大

小を比べたり，10を単位

とした数の合成，分解が

速く，確実にできる。 

100 までの数について，

表し方，大小・系列を十

分理解している。 

また，100 をこえる数の

表し方も確実に知ってい

る。 

16 大きい かず 

 

Ｂ

120 程度までの数につい

て調べようとしている。

十進位取り記数法を基に

100 までの数のかき方を

考え，10を単位とした数

の見方ができる。また，

120 程度までの数につい

て「100 といくつ」とい

う見方ができる。 

120 までの数について，

よんだり，かいたり，大

小を比べたり，10を単位

と数の合成・分解ができ

る。 

100 までの数について，

表し方，大小・系列を理

解している。また，100

をこえる数の表し方を知

っている。 

Ａ

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

て進んで表そうとしてい

る。 

十進位取り記数法のしく

みを基に決められた数や

ある数よりもいくつ小さ

い数などを筋道立てて考

えることができる。 

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

て確実に表したり，大小

比較したりすることがで

きる。 

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

た数の表し方や大小比較

の仕方を十分理解してい

る。 

16 大きい かず 

ステップ 

Ｂ

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

て表そうとしている。 

十進位取り記数法のしく

みを基に決められた数や

ある数よりもいくつ小さ

い数などを考えることが

できる。 

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

て表したり，大小比較し

たりすることができる。 

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

た数の表し方や大小比較

の仕方を理解している。 

Ａ

いろいろなお金の出し方

を考えるお買い物ごっこ

に進んで参加している。

数の多面的な見方を基

に，適切なお金の計算の

仕方や出し方を考えるこ

とができる。 

お買い物ごっこで，速く，

確実にお金の計算し，出

すことができる。 

いろいろなお金の出し方

やお金の計算の仕方を十

分理解している。 

16 大きい かず 

ジャンプ 

Ｂ

いろいろなお金の出し方

を考えるお買い物ごっこ

に楽しく参加している。

数の多面的な見方を基

に，お金の計算の仕方や

出し方を考えることがで

きる。 

お買い物ごっこで，確実

にお金の計算をし，出す

ことができる。 

いろいろなお金の出し方

やお金の計算の仕方を理

解している。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

買い物場面の中で，買え

るか買えないかを，進ん

で見当をつけようとして

いる。 

買えるか買えないかを，

ある数の大きさを基準に

して見当付けたり，判断

し，説明したりすること

ができる。 

買えるか買えないかを，

ある数の大きさを基準に

して，速く，適切に判断，

処理することができる。 

ある数の大きさを基準に

して見当付ける仕方を理

解し，見当づけのよさを

気づいている。 

● かえますか？  

かえませんか？ 

Ｂ

買い物場面の中で，買え

るか買えないかを，見当

をつけようとしている。

買えるか買えないかを，

ある数の大きさを基準に

して見当付けたり，判断

したりすることができ

る。 

買えるか買えないかを，

ある数の大きさを基準に

して，適切に判断，処理

することができる。 

ある数の大きさを基準に

して見当付ける仕方を理

解している。 

Ａ

簡単な場合について，2

位数のたし算やひき算の

仕方を，進んで考えよう

としている。 

10 を単位とする見方や

数構成に基づいて，簡単

な場合の 2 位数のたし

算，ひき算の仕方を考え，

説明できる。 

簡単な2位数についての

たし算やひき算を速く，

確実にできる。 

簡単な場合の2位数のた

し算やひき算の仕方を十

分理解している。 

17 100までの かずの  

けいさん 

Ｂ

簡単な場合について，2

位数のたし算やひき算の

仕方を考えようとしてい

る。 

10 を単位とする見方や

数構成に基づいて，簡単

な場合の2位数のたし算

やひき算の仕方を考える

ことができる。 

簡単な2位数についての

たし算やひき算ができ

る。 

簡単な場合の2位数のた

し算やひき算の仕方を理

解している。 

Ａ

具体物をまとめて数えた

り等分したりし，それを

進んで整理して表そうと

している。 

自分で適当な大きさのま

とまりをつくって数えた

り等分したりして乗法や

除法の素地的な見方がで

きる。 

乗法や除法の基礎となる

ブロック操作が的確にで

き，それを絵や式にかい

て整理し，確かめること

ができる。 

ブロック操作を通して，

乗法や除法の基礎となる

「同じ数ずつ」の意味を

十分理解している。 

18 おなじ かずずつ 

Ｂ

具体物をまとめて数えた

り等分したりし，それを

整理して表そうとしてい

る。 

具体物をまとめて数えた

り等分したりして乗法や

除法の素地的な見方がで

きる。 

乗法や除法の基礎となる

ブロック操作ができ，そ

れを絵，式にかいて確か

めることができる。 

ブロック操作を通して，

乗法や除法の基礎となる

「同じ数ずつ」の意味を

理解している。 

Ａ

一方の数量と差がわかっ

たときの他方の数量を進

んで調べようとしてい

る。 

数図ブロックを使って数

量の大小関係を考え，演

算決定し，それを説明す

ることができる。 

一方の数量と差から演算

を決定し，速く，正しく

他方の数量を求めること

ができる。 

一方の数量と差から，2

つの数量関係を理解して

いる。 

19 おおい ほう すくな

い ほう 

Ｂ

一方の数量と差がわかっ

たときの他方の数量を調

べようとしている。 

数図ブロックを使って数

量の大小関係を考え，演

算決定することができ

る。 

一方の数量と差から演算

決定し，正しく他方の数

量を求めることができ

る。 

ブロック図を使って，一

方の数量と差から，2 つ

の数量関係を理解してい

る。 

Ａ

方向や位置を実感的にと

らえて，ものの位置を進

んで表そうとしている。

基準を決めて，前後，上

下，左右などの用語を用

いて，ものの位置の表し

方を考え，説明すること

ができる。 

前後，上下，左右などの

用語を適切に用いて，も

のの位置を表すことがで

きる。 

前後，上下，左右などの

用語を使った方向や位置

の表し方について十分理

解している。 

● ものの いち 

Ｂ

方向や位置をとらえて，

ものの位置を表そうとし

ている。 

基準を決め，前後，上下，

左右などの用語を用い

て，位置の表し方を考え，

説明することができる。

前後，上下，左右などの

用語を用いて，ものの位

置を表すことができる。 

前後，上下，左右などの

用語を使った方向や位置

の表し方について理解し

ている。 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

0 を含む計算場面にも，

進んで，たし算やひき算

を用いようとしている。

たし算，ひき算が用いら

れる場面を，数量が0に

なっても適用し，筋道立

てて考えることができ

る。 

0 のたし算とひき算が正

しく，確実に計算するこ

とができる。 

0 のたし算，ひき算の意

味と計算の仕方を十分理

解している。 

14 0の たしざんと 

  ひきざん 

Ｂ

0 を含む計算場面にも，

たし算やひき算を用いよ

うとしている。 

たし算，ひき算が用いら

れる場面を，数量が0に

なっても適用して考える

ことができる。 

0 のたし算とひき算を計

算することができる。 

0 のたし算，ひき算の意

味と計算の仕方を理解し

ている。 

Ａ

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算を進

んでしようとしている。

1 対 1 対応により，異種

の量の加減計算を考える

ことができる。 

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算が手

早くできる。 

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算の仕

方を十分理解している。 

15 ものと ひとの かず 

Ｂ

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算をし

ようとしている。 

1 対 1 対応により，異種

の量を同種の量に置き換

えて考えることができ

る。 

操作活動を通じて，異種

の量の加減や順序数を含

む数の加減計算ができ

る。 

異種の量の加減や順序数

を含む数の加減計算の仕

方を理解している。 

Ａ

120 程度までの数につい

て，進んで調べようとし

ている。 

十進位取り記数法を基に

100 までの数のかき方を

筋道立てて考え，10を単

位とした数の見方ができ

る。また，120 程度まで

の数について「100 とい

くつ」という見方ができ

る。 

120 までの数について，

よんだり，かいたり，大

小を比べたり，10を単位

とした数の合成，分解が

速く，確実にできる。 

100 までの数について，

表し方，大小・系列を十

分理解している。 

また，100 をこえる数の

表し方も確実に知ってい

る。 

16 大きい かず 

 

Ｂ

120 程度までの数につい

て調べようとしている。

十進位取り記数法を基に

100 までの数のかき方を

考え，10を単位とした数

の見方ができる。また，

120 程度までの数につい

て「100 といくつ」とい

う見方ができる。 

120 までの数について，

よんだり，かいたり，大

小を比べたり，10を単位

と数の合成・分解ができ

る。 

100 までの数について，

表し方，大小・系列を理

解している。また，100

をこえる数の表し方を知

っている。 

Ａ

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

て進んで表そうとしてい

る。 

十進位取り記数法のしく

みを基に決められた数や

ある数よりもいくつ小さ

い数などを筋道立てて考

えることができる。 

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

て確実に表したり，大小

比較したりすることがで

きる。 

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

た数の表し方や大小比較

の仕方を十分理解してい

る。 

16 大きい かず 

ステップ 

Ｂ

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

て表そうとしている。 

十進位取り記数法のしく

みを基に決められた数や

ある数よりもいくつ小さ

い数などを考えることが

できる。 

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

て表したり，大小比較し

たりすることができる。 

100 までの数について，

十進位取り記数法を用い

た数の表し方や大小比較

の仕方を理解している。 

Ａ

いろいろなお金の出し方

を考えるお買い物ごっこ

に進んで参加している。

数の多面的な見方を基

に，適切なお金の計算の

仕方や出し方を考えるこ

とができる。 

お買い物ごっこで，速く，

確実にお金の計算し，出

すことができる。 

いろいろなお金の出し方

やお金の計算の仕方を十

分理解している。 

16 大きい かず 

ジャンプ 

Ｂ

いろいろなお金の出し方

を考えるお買い物ごっこ

に楽しく参加している。

数の多面的な見方を基

に，お金の計算の仕方や

出し方を考えることがで

きる。 

お買い物ごっこで，確実

にお金の計算をし，出す

ことができる。 

いろいろなお金の出し方

やお金の計算の仕方を理

解している。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

買い物場面の中で，買え

るか買えないかを，進ん

で見当をつけようとして

いる。 

買えるか買えないかを，

ある数の大きさを基準に

して見当付けたり，判断

し，説明したりすること

ができる。 

買えるか買えないかを，

ある数の大きさを基準に

して，速く，適切に判断，

処理することができる。 

ある数の大きさを基準に

して見当付ける仕方を理

解し，見当づけのよさを

気づいている。 

● かえますか？  

かえませんか？ 

Ｂ

買い物場面の中で，買え

るか買えないかを，見当

をつけようとしている。

買えるか買えないかを，

ある数の大きさを基準に

して見当付けたり，判断

したりすることができ

る。 

買えるか買えないかを，

ある数の大きさを基準に

して，適切に判断，処理

することができる。 

ある数の大きさを基準に

して見当付ける仕方を理

解している。 

Ａ

簡単な場合について，2

位数のたし算やひき算の

仕方を，進んで考えよう

としている。 

10 を単位とする見方や

数構成に基づいて，簡単

な場合の 2 位数のたし

算，ひき算の仕方を考え，

説明できる。 

簡単な2位数についての

たし算やひき算を速く，

確実にできる。 

簡単な場合の2位数のた

し算やひき算の仕方を十

分理解している。 

17 100までの かずの  

けいさん 

Ｂ

簡単な場合について，2

位数のたし算やひき算の

仕方を考えようとしてい

る。 

10 を単位とする見方や

数構成に基づいて，簡単

な場合の2位数のたし算

やひき算の仕方を考える

ことができる。 

簡単な2位数についての

たし算やひき算ができ

る。 

簡単な場合の2位数のた

し算やひき算の仕方を理

解している。 

Ａ

具体物をまとめて数えた

り等分したりし，それを

進んで整理して表そうと

している。 

自分で適当な大きさのま

とまりをつくって数えた

り等分したりして乗法や

除法の素地的な見方がで

きる。 

乗法や除法の基礎となる

ブロック操作が的確にで

き，それを絵や式にかい

て整理し，確かめること

ができる。 

ブロック操作を通して，

乗法や除法の基礎となる

「同じ数ずつ」の意味を

十分理解している。 

18 おなじ かずずつ 

Ｂ

具体物をまとめて数えた

り等分したりし，それを

整理して表そうとしてい

る。 

具体物をまとめて数えた

り等分したりして乗法や

除法の素地的な見方がで

きる。 

乗法や除法の基礎となる

ブロック操作ができ，そ

れを絵，式にかいて確か

めることができる。 

ブロック操作を通して，

乗法や除法の基礎となる

「同じ数ずつ」の意味を

理解している。 

Ａ

一方の数量と差がわかっ

たときの他方の数量を進

んで調べようとしてい

る。 

数図ブロックを使って数

量の大小関係を考え，演

算決定し，それを説明す

ることができる。 

一方の数量と差から演算

を決定し，速く，正しく

他方の数量を求めること

ができる。 

一方の数量と差から，2

つの数量関係を理解して

いる。 

19 おおい ほう すくな

い ほう 

Ｂ

一方の数量と差がわかっ

たときの他方の数量を調

べようとしている。 

数図ブロックを使って数

量の大小関係を考え，演

算決定することができ

る。 

一方の数量と差から演算

決定し，正しく他方の数

量を求めることができ

る。 

ブロック図を使って，一

方の数量と差から，2 つ

の数量関係を理解してい

る。 

Ａ

方向や位置を実感的にと

らえて，ものの位置を進

んで表そうとしている。

基準を決めて，前後，上

下，左右などの用語を用

いて，ものの位置の表し

方を考え，説明すること

ができる。 

前後，上下，左右などの

用語を適切に用いて，も

のの位置を表すことがで

きる。 

前後，上下，左右などの

用語を使った方向や位置

の表し方について十分理

解している。 

● ものの いち 

Ｂ

方向や位置をとらえて，

ものの位置を表そうとし

ている。 

基準を決め，前後，上下，

左右などの用語を用い

て，位置の表し方を考え，

説明することができる。

前後，上下，左右などの

用語を用いて，ものの位

置を表すことができる。 

前後，上下，左右などの

用語を使った方向や位置

の表し方について理解し

ている。 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 
単  元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

身近なものの長さ，面積，

体積に関心をもち，進ん

で比べようとしている。

日常の生活の中で進んで

時刻を進んでよもうとし

ている。 

状況に応じて，適切な比

較や具体物を使った測定

の方法を考えることがで

きる。 
時計の目盛に着目して，

時刻のよみ方を考え，説

明できる。 

ものの長さ，面積，体積

を適切に直接比べたり，

他のものを用いて比べた

りすることができる。 
何時何分の時刻をよんだ

り，時計の文字盤で表し

たりできる。 

ものの長さ，面積，体積

の比べ方や任意単位の測

定の仕方を十分理解して

いる。 
時計の目盛りのしくみを

知り，何時何分の時刻の

よみ方を十分理解してい

る。 

20 大きさくらべ(2) 

  ひろさ，かさ，とけい 

Ｂ

身近なものの長さ，面積，

体積に関心をもち，比べ

ようとしている。 
日常の生活の中で時刻を

よもうとしている。 

直接比較や具体物を使っ

た測定の方法を考えるこ

とができる。 
時計の目盛りに着目し

て，何時何分の時刻のよ

み方を考えることができ

る。 

ものの長さ，面積，体積

を直接比べたり，他のも

のを用いて比べたりする

ことができる。 
簡単な時刻（何時何分）

をよんだり，時計の文字

盤で表したりできる。 

ものの長さ，面積，体積

の比べ方や任意単位の測

定の仕方を理解してい

る。 
時計の目盛りのしくみを

知り，何時何分の時刻の

よみ方を理解している。 

Ａ

絵図を用いた様々な情報

の中から必要な情報を読

み取り，進んで問題を解

決しようとしている。 

問題解決に必要な情報を

的確に収集・選択して考

えることができる。 

絵図を用いた様々な情報

の中から必要な情報を読

み取り，適切に情報を活

用して問題を解決するこ

とができる。 

絵図を用いた様々な情報

の中から必要な情報を読

み取る仕方や既習の計算

の活用の仕方を十分理解

している。 

● よみとるさんすう(2) 

  にこにこぼくじょうに 

  いって 

Ｂ

絵図を用いた様々な情報

の中から必要な情報を読

み取り，問題を解決しよ

うとしている。 

問題解決に必要な情報を

収集・選択して考えるこ

とができる。 

絵図を用いた様々な情報

の中から必要な情報を読

み取り，情報を活用して

問題を解決することがで

きる。 

絵図を用いた様々な情報

の中から必要な情報を読

み取る仕方や既習の計算

の活用の仕方を理解して

いる。 
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評価の観点と評価規準 2 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

身の回りの数量を分類・

整理し，分かりやすい表

やグラフに表そうとして

いる。 

1 つの観点から分類･整

理し，表やグラフから特

徴を考えることができ

る。 

身の回りの数量について

分類･整理し，正確に見や

すく表や●のグラフで表

すことができる。 

表やグラフに表すよさに

気付き，簡単な表やグラ

フのよみ方，かき方を理

解している。 

①あそびしらべ 

Ｂ

身の回りの数量を分類・

整理し，表やグラフに表

そうとしている。 

1 つの観点から分類･整

理し，簡単な表やグラフ

から特徴を考えることが

できる。 

身の回りの数量について

分類･整理し，表や●のグ

ラフで表すことができ

る。 

表やグラフのよみ方，か

き方を理解している。 

Ａ

時刻・時間に関心を持ち，

生活と関連付けながら，

進んで時刻・時間を調べ

ようとしている。 

時刻と時間を区別し，時

計の模型を使って，長針

がどれだけ動いたかに着

目して，時間を考えるこ

とができる。 

時刻のよみ方及び1日と

時間の関係を理解し，時

間やある時間だけ前後の

時刻を確実に求めること

ができる。 

時刻と時間の違い及び 1
日と時間，時間と分の関

係を確実に理解してい

る。          

1 

 

ひ

ょ

う

・ 

グ

ラ

フ

と 

 

時

計 

②1日の 生活 

Ｂ

時刻・時間に関心を持ち，

生活と関連付けながら，

時刻・時間に調べようと

している。 

時刻と時間を区別し，時

計の模型を使って，長針

がどれだけ動いたかで時

間を考えることができ

る。 

時刻のよみ方及び1日と

時間の関係を理解し，時

間やある時間だけ前後の

時刻を求めることができ

る。 

時刻と時間の違い及び 1
日と時間，時間と分の関

係を理解している。 

Ａ

みんなで話し合うことに

関心をもち，話し合いの

心構えを読んで，進んで

発表し，話し合おうとし

ている。 

式を，図を使って分かり

やすく説明する仕方，自

分の考えと比べながら聞

くなど，話し合いの仕方

を考えることができる。

みんなで話し合うために 

大切な５つ以上の事柄を 

取り上げることができ 

る。 

みんなで話し合いを進め

る「進んで発表する」な

どの6つの大切な事柄を

十分理解している。 

 

 
● 
 
み
ん
な
で
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う 

 

Ｂ

話し合うことに関心を示

し，話し合いの心構えを

読んで，算数を楽しく学

ぼうとしている。 

式になるわけを図を使っ

て分かりやすく説明する

など，話し合いの仕方を

考えることができる。

みんなで話し合うために

大切なことを3つ程度取

り上げることができる。 

みんなで話し合いを進め

る6つの大切な事柄を理

解している。 

 

Ａ

簡単なたし算は，暗算で

処理し，進んで生活の中

で活用しようとしてい

る。 

(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋

(何十)で，被加数を分解

しない暗算の仕方を考え

ることができる。 

(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋

(何十)の計算を暗算で確

実にできる。 

(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋

(何十)の暗算の仕方は，

数のしくみに基づいてい

ることを理解している。 

①たし算 

Ｂ

簡単なたし算は，暗算で

処理しようとしている。

(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋

(何十) で，被加数を分解

しない暗算の仕方を計算

棒を使って考えることが

できる。 

(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋

(何十)の計算を暗算でで

きる。 

(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋

(何十)の暗算の仕方を理

解している。 

Ａ

簡単なひき算は，暗算で

処理し，進んで生活の中

で活用しようとしてい

る。 

(2桁)－(1桁)，(2桁)－

(何十)で，被減数を何十

と何に分け，何十からひ

く暗算の仕方を考えるこ

とができる。 

(2桁)－(1桁)，(2桁)－

(何十)の計算を暗算で確

実にできる。 

(2桁)－(1桁)，(2桁)－

(何十)の暗算の仕方は，

数のしくみに基づいてい

ることを理解している。 

2 

 

た

し

算

と

ひ

き

算 

②ひき算 

Ｂ

簡単なひき算は，暗算で

処理しようとしている。

(2桁)－(1桁)，(2桁)－

(何十)で， 被減数を何十

と何に分け，何十からひ

く暗算の仕方を計算棒を

使って考えることができ

る。 

(2桁)－(1桁)，(2桁)－

(何十)の計算を暗算でで

きる。 

(2桁)－(1桁)，(2桁)－

(何十)の暗算の仕方を理

解している。 

1 

評価の観点と評価規準　2年上
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

問題をよみ，進んで問題

に取り組み何算になるか

判断をしようとしてい

る。 

加減計算の意味を基に演

算決定し，その根拠を場

面に即して，ことばや図

を用いて的確に考え説明

することができる。 

場面に即して適切に加減

の演算決定をし，確実に

計算することができる。 

加減の用いられる場面を

理解し，その区別が明確

にできる。 

● 
 
ど
ん
な
計
算
に
な
る
の
か
な
(1) 

 

Ｂ

問題をよみ，何算になる

か判断をしようとしてい

る。 

加減計算の意味を基に演

算決定し，その根拠を場

面に即して説明すること

ができる。 

場面に即して適切に加減

の演算決定をし，計算す

ることができる。 

加減の用いられる場を理

解している。 

Ａ

身の回りのものの個数を

10や100のまとまりにし

て数え，進んでよんだり，

かいたりしようとしてい

る。 

既習の十進位取り記数法

を基に 1000 までの数の

構成を考えたり，10を単

位にして数を相対的にと

らえたりすることができ

る。 

1000 までの数を十進位

取り記数法に基づいて，

確実によんだりかいたり

できる。また，数の大小

を＞，＜を使って表すこ

とができる。 

1000 までの数の十進位

取り記数法による数の表

し方，系列，数の大小な

どを確実に理解してい

る。 

①100を こえる 数 

Ｂ

身の回りのものの個数を

10や100のまとまりにし

て数え，よんだり，かい

たりしようとしている。

十進位取り記数法を基に

1000 までの数の構成を

考えたり，10を単位にし

て数を相対的にとらえた

りすることができる。

1000 までの数を十進位

取り記数法に基づいてよ

んだりかいたりできる。

また，数の大小を＞，＜

を使って表すことができ

る。 

1000 までの数の十進位

取り記数法による表し

方，系列，数の大小など

を理解している。 

Ａ

10や100を単位とした数

の相対的な見方を用いた

加減計算に進んで取り組

み，身の回りの生活に活

用しようとしている。 

何十，何百の加減計算を，

10や100を単位にして，

既習の基数の加減計算に

帰着させて考えることが

できる。 

10や100を単位とする数

の相対的な見方に基づく

加減計算が確実にでき

る。 

10や100を単位とする数

の相対的な見方を活用す

る加減計算の仕方を確実

に理解している。 

5 

 

1 

0 

0 

0 

ま 

で 

の 

数 

②たし算と ひき算 

Ｂ

10や100を単位とした数

の相対的な見方を用いた

加減計算を生活に活用し

ようとしている。 

何十，何百の加減計算を，

お金の模型を使って，既

習の基数の加減計算に帰

着させて考えることがで

きる。 

10や100を単位とする数

の相対的な見方に基づく

加減計算ができる。 

10や100を単位とする数

の相対的な見方に活用す

る加減計算の仕方を理解

している。 

Ａ

買えるかどうかを判断す

る問題場面に関心をも

ち，進んで問題に取り組

もうとしている。 

98，105のような数を100

と見て，買うことできる

かどうかを考え，判断し，

そのわけを説明すること

ができる。 

買うことができるかどう

かを素早く判断できる。 

98，105のような数を100

とみて，これを活用して

判断する方法を的確に理

解している。 

 
● 
 
買
え
ま
す
か
？
買
え
ま
せ
ん
か
？ 

 

Ｂ

買えるかどうかを判断す

る問題場面に関心をも

ち，問題に取り組もうと

している。 

98，105のような数を100

と見て，買うことできる

かどうかを考え，説明す

ることができる。 

買うことができるかどう

かを判断できる。 

98，105のような数を100

とみて，これを活用して

判断する方法を理解して

いる。 

Ａ

身近な話題と算数との関

わりに関心を持ち，既習

事項を使って，問題を解

決したり，進んで問題作

りをしたりしようとして

いる。 

解決に必要な情報を選択

し，適切な演算決定を行

い，有効な数理的処理を

考えることができる。

身近な問題について，解

決に必要な情報を選択

し，既習事項を使って的

確に問題解決することが

できる。 

解決に必要な情報を的確

に選択し，問題解決した

り問題を作ったりする仕

方を理解している。 

● 

 

よ

み

と

る

算

数 

(1) 

 

Ｂ

身近な話題と算数との関

わりに関心を持ち，既習

事項を使って，問題を解

決しようとしている。 

解決に必要な情報の選択

し，有効な数理的処理を

考えることができる。

身近な問題について，情

報選択を行い，問題解決

することができる。 

身近な問題について，情

報選択を行い，問題解決

する仕方を理解してい

る。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

長さの測定に興味をも

ち，測定結果をもとに予

想を立てながら，いろい

ろなものの長さを測定し

ようとしている。 

普遍単位の必要性に気づ

き，普遍単位の幾つ分と

考え，ものの長さを数値

化することを考えること

ができる。 

測定の対象の大きさによ

って，cm，mmなどの単位

を選択し，ものさしを使

って測定したり，長さを

計算したりできる。 

 

長さについての感覚を身

につけ，長さの単位と測

定の意味，普遍単位の必

要性を理解している。 

3 

 

長

さ 

 

Ｂ

長さの測定に興味をも

ち，進んでいろいろなも

のの長さを測定しようと

している。 

普遍単位の必要性に気づ

き，普遍単位の幾つ分と

考え，ものの長さを表す

ことを考えることができ

る。 

cm，mmを単位として，身

近なものの長さを，もの

さしを使って測定した

り，長さを計算したりで

きる。 

 

長さについての感覚を身

につけ，長さの単位と測

定の意味を理解してい

る。 

Ａ

たし算の筆算について関

心を持ち，筆算で処理す

るよさを感じながら，身

近な問題解決に生かそう

としている。 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算の仕方を，十進位取り

記数法に基づいて考え，

説明することができる。

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算が確実にでき，加法の

交換法則を使って答えの

確かめができる。 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算は，十進数位取り記数

法に基づいていること

や，加法の交換法則を使

った答えの確かめ方を理

解している。 

①たし算 

Ｂ

たし算の筆算について関

心を持ち，身近な問題解

決に生かそうとしてい

る。 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算の仕方を，十進位取り

記数法に基づいて考える

ことができる。 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算ができ，加法の交換法

則を使って答えの確かめ

ができる。 

 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算の仕方や，加法の交換

法則を使った答えの確か

め方を理解している。 

Ａ

ひき算の筆算について関

心を持ち，筆算で処理す

るよさを感じながら，身

近な問題解決に生かそう

としている。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算の

仕方を，十進位取り記数

法に基づいて考え，説明

することができる。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算が

確実にでき，加減の相互

関係をもとに答えの確か

めができる。また，加減

の問題をテープ図にかく

ことができる。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算は

十進位取り記数法に基づ

いていること，加法と減

法の相互関係をもとにし

た答えの確かめ方，テー

プ図の書きかたを十分に

理解している。 

4 

 

た 

し 

算 

と 

ひ 

き 

算 

の 

ひ 

っ 

算 

(1) 

②ひき算 

Ｂ

ひき算の筆算について関

心を持ち，身近な問題解

決に生かそうとしてい

る。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算の

仕方を，十進位取り記数

法に基づいて考えること

ができる。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算が

でき，加法と減法の相互

関係をもとに答えを確か

めることができる。また

加減の問題をテープ図に

かくことができる。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算の

仕方や，加法と減法の相

互関係をもとにした答え

の確かめ方，テープ図の

書きかたを理解してい

る。 

Ａ

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

などを使って進んで解決

しようとしている。 

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

を使って，筋道立てて考

えることができる。 

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

根拠にして，確実に問題

を解決することができ

る。 
 

加法と減法の相互の関係

を，テープ図を基に構造

的に理解している。 

◎ 

 

か

く

れ

た

数

は

い

く

つ 

 

Ｂ

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

などを使って解決しよう

としている。 

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

を使って考えることがで

きる。 
 

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

を根拠にして，問題を解

決することができる。 

加法と減法の相互の関係

を，テープ図を基に理解

している。 

2 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

問題をよみ，進んで問題

に取り組み何算になるか

判断をしようとしてい

る。 

加減計算の意味を基に演

算決定し，その根拠を場

面に即して，ことばや図

を用いて的確に考え説明

することができる。 

場面に即して適切に加減

の演算決定をし，確実に

計算することができる。 

加減の用いられる場面を

理解し，その区別が明確

にできる。 

● 
 
ど
ん
な
計
算
に
な
る
の
か
な
(1) 

 

Ｂ

問題をよみ，何算になる

か判断をしようとしてい

る。 

加減計算の意味を基に演

算決定し，その根拠を場

面に即して説明すること

ができる。 

場面に即して適切に加減

の演算決定をし，計算す

ることができる。 

加減の用いられる場を理

解している。 

Ａ

身の回りのものの個数を

10や100のまとまりにし

て数え，進んでよんだり，

かいたりしようとしてい

る。 

既習の十進位取り記数法

を基に 1000 までの数の

構成を考えたり，10を単

位にして数を相対的にと

らえたりすることができ

る。 

1000 までの数を十進位

取り記数法に基づいて，

確実によんだりかいたり

できる。また，数の大小

を＞，＜を使って表すこ

とができる。 

1000 までの数の十進位

取り記数法による数の表

し方，系列，数の大小な

どを確実に理解してい

る。 

①100を こえる 数 

Ｂ

身の回りのものの個数を

10や100のまとまりにし

て数え，よんだり，かい

たりしようとしている。

十進位取り記数法を基に

1000 までの数の構成を

考えたり，10を単位にし

て数を相対的にとらえた

りすることができる。

1000 までの数を十進位

取り記数法に基づいてよ

んだりかいたりできる。

また，数の大小を＞，＜

を使って表すことができ

る。 

1000 までの数の十進位

取り記数法による表し

方，系列，数の大小など

を理解している。 

Ａ

10や100を単位とした数

の相対的な見方を用いた

加減計算に進んで取り組

み，身の回りの生活に活

用しようとしている。 

何十，何百の加減計算を，

10や100を単位にして，

既習の基数の加減計算に

帰着させて考えることが

できる。 

10や100を単位とする数

の相対的な見方に基づく

加減計算が確実にでき

る。 

10や100を単位とする数

の相対的な見方を活用す

る加減計算の仕方を確実

に理解している。 

5 

 

1 

0 

0 

0 

ま 

で 

の 

数 

②たし算と ひき算 

Ｂ

10や100を単位とした数

の相対的な見方を用いた

加減計算を生活に活用し

ようとしている。 

何十，何百の加減計算を，

お金の模型を使って，既

習の基数の加減計算に帰

着させて考えることがで

きる。 

10や100を単位とする数

の相対的な見方に基づく

加減計算ができる。 

10や100を単位とする数

の相対的な見方に活用す

る加減計算の仕方を理解

している。 

Ａ

買えるかどうかを判断す

る問題場面に関心をも

ち，進んで問題に取り組

もうとしている。 

98，105のような数を100

と見て，買うことできる

かどうかを考え，判断し，

そのわけを説明すること

ができる。 

買うことができるかどう

かを素早く判断できる。 

98，105のような数を100

とみて，これを活用して

判断する方法を的確に理

解している。 

 
● 
 
買
え
ま
す
か
？
買
え
ま
せ
ん
か
？ 

 

Ｂ

買えるかどうかを判断す

る問題場面に関心をも

ち，問題に取り組もうと

している。 

98，105のような数を100

と見て，買うことできる

かどうかを考え，説明す

ることができる。 

買うことができるかどう

かを判断できる。 

98，105のような数を100

とみて，これを活用して

判断する方法を理解して

いる。 

Ａ

身近な話題と算数との関

わりに関心を持ち，既習

事項を使って，問題を解

決したり，進んで問題作

りをしたりしようとして

いる。 

解決に必要な情報を選択

し，適切な演算決定を行

い，有効な数理的処理を

考えることができる。

身近な問題について，解

決に必要な情報を選択

し，既習事項を使って的

確に問題解決することが

できる。 

解決に必要な情報を的確

に選択し，問題解決した

り問題を作ったりする仕

方を理解している。 

● 

 

よ

み

と

る

算

数 

(1) 

 

Ｂ

身近な話題と算数との関

わりに関心を持ち，既習

事項を使って，問題を解

決しようとしている。 

解決に必要な情報の選択

し，有効な数理的処理を

考えることができる。

身近な問題について，情

報選択を行い，問題解決

することができる。 

身近な問題について，情

報選択を行い，問題解決

する仕方を理解してい

る。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

長さの測定に興味をも

ち，測定結果をもとに予

想を立てながら，いろい

ろなものの長さを測定し

ようとしている。 

普遍単位の必要性に気づ

き，普遍単位の幾つ分と

考え，ものの長さを数値

化することを考えること

ができる。 

測定の対象の大きさによ

って，cm，mmなどの単位

を選択し，ものさしを使

って測定したり，長さを

計算したりできる。 

 

長さについての感覚を身

につけ，長さの単位と測

定の意味，普遍単位の必

要性を理解している。 

3 

 

長

さ 

 

Ｂ

長さの測定に興味をも

ち，進んでいろいろなも

のの長さを測定しようと

している。 

普遍単位の必要性に気づ

き，普遍単位の幾つ分と

考え，ものの長さを表す

ことを考えることができ

る。 

cm，mmを単位として，身

近なものの長さを，もの

さしを使って測定した

り，長さを計算したりで

きる。 

 

長さについての感覚を身

につけ，長さの単位と測

定の意味を理解してい

る。 

Ａ

たし算の筆算について関

心を持ち，筆算で処理す

るよさを感じながら，身

近な問題解決に生かそう

としている。 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算の仕方を，十進位取り

記数法に基づいて考え，

説明することができる。

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算が確実にでき，加法の

交換法則を使って答えの

確かめができる。 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算は，十進数位取り記数

法に基づいていること

や，加法の交換法則を使

った答えの確かめ方を理

解している。 

①たし算 

Ｂ

たし算の筆算について関

心を持ち，身近な問題解

決に生かそうとしてい

る。 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算の仕方を，十進位取り

記数法に基づいて考える

ことができる。 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算ができ，加法の交換法

則を使って答えの確かめ

ができる。 

 

(2桁)＋(2桁)＜100の筆

算の仕方や，加法の交換

法則を使った答えの確か

め方を理解している。 

Ａ

ひき算の筆算について関

心を持ち，筆算で処理す

るよさを感じながら，身

近な問題解決に生かそう

としている。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算の

仕方を，十進位取り記数

法に基づいて考え，説明

することができる。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算が

確実にでき，加減の相互

関係をもとに答えの確か

めができる。また，加減

の問題をテープ図にかく

ことができる。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算は

十進位取り記数法に基づ

いていること，加法と減

法の相互関係をもとにし

た答えの確かめ方，テー

プ図の書きかたを十分に

理解している。 

4 

 

た 

し 

算 

と 

ひ 

き 

算 

の 

ひ 

っ 

算 

(1) 

②ひき算 

Ｂ

ひき算の筆算について関

心を持ち，身近な問題解

決に生かそうとしてい

る。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算の

仕方を，十進位取り記数

法に基づいて考えること

ができる。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算が

でき，加法と減法の相互

関係をもとに答えを確か

めることができる。また

加減の問題をテープ図に

かくことができる。 

(2 桁)－(2 桁)の筆算の

仕方や，加法と減法の相

互関係をもとにした答え

の確かめ方，テープ図の

書きかたを理解してい

る。 

Ａ

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

などを使って進んで解決

しようとしている。 

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

を使って，筋道立てて考

えることができる。 

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

根拠にして，確実に問題

を解決することができ

る。 
 

加法と減法の相互の関係

を，テープ図を基に構造

的に理解している。 

◎ 

 

か

く

れ

た

数

は

い

く

つ 

 

Ｂ

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

などを使って解決しよう

としている。 

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

を使って考えることがで

きる。 
 

加減の2要素1段階で逆

思考の問題を，テープ図

を根拠にして，問題を解

決することができる。 

加法と減法の相互の関係

を，テープ図を基に理解

している。 

2 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

文をもとにして，問題文

を作ったり，式や図に表

したりすることに関心を

もち意欲的に取り組もう

としている。 

問題文と式と図の三者の

それぞれの特徴をとらえ

相互の関連について考え

ることができる。 

問題文を作ったり，式や

図に表したりすることが

的確にできる。 

文をもとにして，問題文

を作ったり，式や図に表

したりする仕方を明確に

理解している。 

7 
 
た 
し 
算 
と 
ひ 
き 
算 
の 
ひ 
っ 
算 
(2) 

④文と 図と しき 

Ｂ

文をもとにして，問題文

を作ったり，式や図に表

したりすることに取り組

もうとしている。 

問題文，式，図の相互の

関連について考えること

ができる。 

問題文を作ったり，式や

図に表したりすることが

できる。 

文をもとにして，問題文

を作ったり，式や図に表

したりする仕方を理解し

ている。 

Ａ

日常の事象について，オ

ペレーター(変量)に着目

して考えることのできる

場面を進んでみつけよう

としている。 

加減の3要素2段階の問

題を，オペレーター(変

量)について筋道立てて

考えることができる。

加減の3要素2段階の問

題をオペレーター(変量)

に着目して確実に解くこ

とができる。 

図や数図ブロックを利用

して，オペレーター(変

量)に着目することで，簡

潔に処理することができ

ることを理解している。 

◎ 

 

ふ 

え 

た 

り 

へ 

っ 

た 

り 

 

Ｂ

日常の事象について，オ

ペレーター(変量)に着目

して考えようとしてい

る。 

加減の3要素2段階の問

題をオペレーター(変量)

に着目して考えることが

できる。 

加減の3要素2段階の問

題を図や数図ブロックな

どを用いて解くことがで

きる。 

数図ブロックを利用し

て，オペレーター(変量)

に着目することを理解し

ている。 

Ａ

日常生活において，( )

を用いた加法の計算を積

極的に生かそうとしてい

る。 

( )を使って1つの式に

表し，まとめてたしても

よい理由を，既習事項と

関連づけて考えたり，等

号や不等号の使い方につ

いて考えたりできる。

( )の意味と加法の結合

法則を理解し，手際よく

計算したり，＞，＜，＝

を使って大小の関係を簡

潔な式に表したりでき

る。 

( )の意味とその使い方

を知り，加法の結合法則

を理解するとともに，等

号や不等号の使い方を十

分に理解している。 

8 

 

計

算

の

じ

ゅ

ん

じ

ょ 

 

Ｂ

日常生活において，( )

を用いた加法の計算の場

面を見つけようとしてい

る。 

( )を使って1つの式に

表し，まとめてたしても

よい理由を考えたり，等

号，不等号の式について

考えたりすることができ

る。 

( )の意味と加法の結合

法則を理解し，( )を含

む式を計算したり，＞，

＜，＝を使って式に表し

たりできる。 

( )の意味と加法の結合

法則及び等号，不等号を

使った式の使い方につい

て理解している。 

Ａ

表やグラフに表すことや

時計を読むことを生活場

面で進んで用いようとし

ている。 

資料を分類・整理するよ

さを理解できる。また，

長針と短針の関係を説明

できる。 

絵の数を，表や●のグラ

フに正確に見やすく表し

たり，時刻を確実に読ん

だりすることができる。 

表やグラフの表し方や短

針と長針の関係を意識し

た時計のよみ方を理解し

ている。 

1 ひょう・グラフと 

  時計 

ステップ 

Ｂ

表やグラフに表すことや

時計をよむことに進んで

取り組もうとしている。

資料を分類・整理するよ

さを理解できる。また，

長針と短針の関係を理解

している。 

絵の数を，表や●のグラ

フに表したり，時刻を読

んだりすることができ

る。 

表やグラフの表し方，時

計のよみ方を理解してい

る。 

Ａ

動物園での１日の挿絵を

みて，時刻や時間を求め

る問題に関心を抱き，問

題を，進んで作ってみよ

うとしている。 

時刻や時間を求める問題

の作り方をいろいろと考

えることができる。 

動物園での１日の挿絵を

みて，時刻や時間を求め

る問題をいろいろと作っ

たり解いたりできる。 

時刻や時間の意味をとら

え，時刻や時間を求める

問題の作り方を的確に理

解している。 

★ 

 

算

数

の

ま

ど 

1 ひょう・グラフと 

  時計 

ジャンプ 

Ｂ

動物園での１日の挿絵を

みて，時刻や時間を求め

る問題に関心を抱き，問

題を，作ってみようとし

ている。 

時刻や時間を求める問題

の作り方を考えることが

できる。 

動物園での１日の挿絵を

みて，時刻や時間を求め

る問題を作ったり解いた

りできる。 

時刻や時間を求める問題

の作り方を理解してい

る。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

進んで身のまわりのもの

のかさを測定し，1Ｌ，

1dＬ，1mＬの量感を豊

かにしようとしている。

もののかさを比べると

き，普遍単位を使って筋

道立てて考えることがで

きる。 

かさの普遍単位Ｌ，dＬ，

mＬを知り，用途に応じ

て手際よく測定すること

ができる。 

かさの普遍単位の必要性

とその単位Ｌ，dＬ，mＬ
を十分に理解している。 

6 

 

か

さ 

 

Ｂ

普遍単位の必要性やよさ

に気づき，進んで身のま

わりのもののかさを測定

しようとしている。 

異なる容器で測った不自

然さから，かさの普遍単

位の必要性を考えること

ができる。 

かさの普遍単位Ｌ，dＬ，

mＬを知り，それらを使

って測定することができ

る。 

かさの普遍単位の必要性

とその単位Ｌ，dＬ，mＬ
を理解している。 

Ａ

自由研究に関心を持ち，

線路づくりに興味を示

し，線路の構成に意欲的

に取り組もうとしてい

る。 

連続して線路がつながっ

ていくように，見通しを

持ちながら，図形の構成

の仕方を考えることがで

きる。 

線路のつながり方に目を

つけ，線路の模様を多様

につくることができる。 

一定のルールに基づい

て，線路をつなげて図形

を構成する多様な方法を

理解している。  

● 
 
算
数
の
じ
ゆ
う
け
ん
き
ゅ
う 

 

Ｂ

線路づくりに関心を示

し，線路の構成に取り組

もうとしている。 

線路のつながり方に目を

つけ，図形の構成の仕方

を考えることができる。

線路のつながり方に目を

つけ，線路の模様をつく

ることができる。 

一定のルールに基づい

て，線路をつなげて図形

の構成する仕方を理解し

ている。  

Ａ

加法の筆算のよさを感じ

取り，既習の筆算を活用

して，日常生活の問題を

加法の筆算を使って解決

しようとしている。 

既習の計算方法から類推

して，筋道立てて，計算

方法を考えることができ

る。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算や3口のたし算が確実

にでき，これらの問題を

作ることができる。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算の仕方や3口のたし算

の仕方を数の相対的な見

方に基づいて理解してい

る。 

①たし算 

Ｂ

加法の筆算のよさを感じ

取り，既習の筆算を活用

して，計算しようとして

いる。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算の仕方を，計算棒を操

作したり，既習の計算を

基にして考えることがで

きる。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算や3口のたし算が確実

にできる。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算の仕方，3 口のたし算

の仕方を理解している。 

Ａ

減法の筆算のよさを感じ

取り，既習の筆算を活用

して，日常生活の問題を

減法の筆算を使って解決

しようとしている。 

既習の計算方法から類推

して，筋道立てて計算方

法を考えることができ

る。 

筆算による(3 位数)－(2

位数)＝(2 位数)の計算

が確実にできる。 

(3 位数)－(2 位数)＝(2

位数)の筆算の仕方が，数

の相対的なしくみに基づ

いていることを理解して

いる。 

②ひき算 

Ｂ

減法の筆算のよさを感じ

取り，既習の筆算を活用

して，計算しようとして

いる。 

減法の筆算の仕方を，計

算棒を操作したり，既習

の計算を基にして考える

ことができる。 

筆算による(3 位数)－(2

位数)＝(2 位数)の計算

ができる。 

(3 位数)－(2 位数)＝(2

位数)の筆算の仕方を理

解している。 

Ａ

3 位数を含む加減の筆算

の仕方を，2 位数の場合

を基にして，進んで考え

ようとしている。 

2位数の場合に基づき，3
位数を含む加減の筆算の

仕方を見いだし，自らつ

くることができる。 

筆算による(3 位数)＋

(2,1 位数)，(3 位数)－

(2,1 位数)＝(2 位数)の

計算が確実にできる。 

(3位数)＋(2,1位数)，(3

位数)－(2,1 位数)＝(2

位数)の筆算の仕方を確

実に理解している。 

7 

 

た 

し 

算 

と 

ひ 

き 

算 

の 

ひ 

っ 

算 

(2) 

 

③3けたの 数の ひっ

算 

Ｂ

3 位数を含む加減の筆算

に関心をもち，その仕方

を進んで考えようとして

いる。 

2位数の場合に基づき，3
位数を含む加減の筆算の

仕方を見いだすことがで

きる。 

筆算による(3 位数)＋

(2,1 位数)，(3 位数)－

(2,1 位数)＝(2 位数)の

計算ができる。 

(3位数)＋(2,1位数)，(3

位数)－(2,1 位数)＝(2

位数)の筆算の仕方を理

解している。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

文をもとにして，問題文

を作ったり，式や図に表

したりすることに関心を

もち意欲的に取り組もう

としている。 

問題文と式と図の三者の

それぞれの特徴をとらえ

相互の関連について考え

ることができる。 

問題文を作ったり，式や

図に表したりすることが

的確にできる。 

文をもとにして，問題文

を作ったり，式や図に表

したりする仕方を明確に

理解している。 

7 
 
た 
し 
算 
と 
ひ 
き 
算 
の 
ひ 
っ 
算 
(2) 

④文と 図と しき 

Ｂ

文をもとにして，問題文

を作ったり，式や図に表

したりすることに取り組

もうとしている。 

問題文，式，図の相互の

関連について考えること

ができる。 

問題文を作ったり，式や

図に表したりすることが

できる。 

文をもとにして，問題文

を作ったり，式や図に表

したりする仕方を理解し

ている。 

Ａ

日常の事象について，オ

ペレーター(変量)に着目

して考えることのできる

場面を進んでみつけよう

としている。 

加減の3要素2段階の問

題を，オペレーター(変

量)について筋道立てて

考えることができる。

加減の3要素2段階の問

題をオペレーター(変量)

に着目して確実に解くこ

とができる。 

図や数図ブロックを利用

して，オペレーター(変

量)に着目することで，簡

潔に処理することができ

ることを理解している。 

◎ 

 

ふ 

え 

た 

り 

へ 

っ 

た 

り 

 

Ｂ

日常の事象について，オ

ペレーター(変量)に着目

して考えようとしてい

る。 

加減の3要素2段階の問

題をオペレーター(変量)

に着目して考えることが

できる。 

加減の3要素2段階の問

題を図や数図ブロックな

どを用いて解くことがで

きる。 

数図ブロックを利用し

て，オペレーター(変量)

に着目することを理解し

ている。 

Ａ

日常生活において，( )

を用いた加法の計算を積

極的に生かそうとしてい

る。 

( )を使って1つの式に

表し，まとめてたしても

よい理由を，既習事項と

関連づけて考えたり，等

号や不等号の使い方につ

いて考えたりできる。

( )の意味と加法の結合

法則を理解し，手際よく

計算したり，＞，＜，＝

を使って大小の関係を簡

潔な式に表したりでき

る。 

( )の意味とその使い方

を知り，加法の結合法則

を理解するとともに，等

号や不等号の使い方を十

分に理解している。 

8 

 

計

算

の

じ

ゅ

ん

じ

ょ 

 

Ｂ

日常生活において，( )

を用いた加法の計算の場

面を見つけようとしてい

る。 

( )を使って1つの式に

表し，まとめてたしても

よい理由を考えたり，等

号，不等号の式について

考えたりすることができ

る。 

( )の意味と加法の結合

法則を理解し，( )を含

む式を計算したり，＞，

＜，＝を使って式に表し

たりできる。 

( )の意味と加法の結合

法則及び等号，不等号を

使った式の使い方につい

て理解している。 

Ａ

表やグラフに表すことや

時計を読むことを生活場

面で進んで用いようとし

ている。 

資料を分類・整理するよ

さを理解できる。また，

長針と短針の関係を説明

できる。 

絵の数を，表や●のグラ

フに正確に見やすく表し

たり，時刻を確実に読ん

だりすることができる。 

表やグラフの表し方や短

針と長針の関係を意識し

た時計のよみ方を理解し

ている。 

1 ひょう・グラフと 

  時計 

ステップ 

Ｂ

表やグラフに表すことや

時計をよむことに進んで

取り組もうとしている。

資料を分類・整理するよ

さを理解できる。また，

長針と短針の関係を理解

している。 

絵の数を，表や●のグラ

フに表したり，時刻を読

んだりすることができ

る。 

表やグラフの表し方，時

計のよみ方を理解してい

る。 

Ａ

動物園での１日の挿絵を

みて，時刻や時間を求め

る問題に関心を抱き，問

題を，進んで作ってみよ

うとしている。 

時刻や時間を求める問題

の作り方をいろいろと考

えることができる。 

動物園での１日の挿絵を

みて，時刻や時間を求め

る問題をいろいろと作っ

たり解いたりできる。 

時刻や時間の意味をとら

え，時刻や時間を求める

問題の作り方を的確に理

解している。 

★ 

 

算

数

の

ま

ど 

1 ひょう・グラフと 

  時計 

ジャンプ 

Ｂ

動物園での１日の挿絵を

みて，時刻や時間を求め

る問題に関心を抱き，問

題を，作ってみようとし

ている。 

時刻や時間を求める問題

の作り方を考えることが

できる。 

動物園での１日の挿絵を

みて，時刻や時間を求め

る問題を作ったり解いた

りできる。 

時刻や時間を求める問題

の作り方を理解してい

る。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

進んで身のまわりのもの

のかさを測定し，1Ｌ，

1dＬ，1mＬの量感を豊

かにしようとしている。

もののかさを比べると

き，普遍単位を使って筋

道立てて考えることがで

きる。 

かさの普遍単位Ｌ，dＬ，

mＬを知り，用途に応じ

て手際よく測定すること

ができる。 

かさの普遍単位の必要性

とその単位Ｌ，dＬ，mＬ
を十分に理解している。 

6 

 

か

さ 

 

Ｂ

普遍単位の必要性やよさ

に気づき，進んで身のま

わりのもののかさを測定

しようとしている。 

異なる容器で測った不自

然さから，かさの普遍単

位の必要性を考えること

ができる。 

かさの普遍単位Ｌ，dＬ，

mＬを知り，それらを使

って測定することができ

る。 

かさの普遍単位の必要性

とその単位Ｌ，dＬ，mＬ
を理解している。 

Ａ

自由研究に関心を持ち，

線路づくりに興味を示

し，線路の構成に意欲的

に取り組もうとしてい

る。 

連続して線路がつながっ

ていくように，見通しを

持ちながら，図形の構成

の仕方を考えることがで

きる。 

線路のつながり方に目を

つけ，線路の模様を多様

につくることができる。 

一定のルールに基づい

て，線路をつなげて図形

を構成する多様な方法を

理解している。  

● 
 
算
数
の
じ
ゆ
う
け
ん
き
ゅ
う 

 

Ｂ

線路づくりに関心を示

し，線路の構成に取り組

もうとしている。 

線路のつながり方に目を

つけ，図形の構成の仕方

を考えることができる。

線路のつながり方に目を

つけ，線路の模様をつく

ることができる。 

一定のルールに基づい

て，線路をつなげて図形

の構成する仕方を理解し

ている。  

Ａ

加法の筆算のよさを感じ

取り，既習の筆算を活用

して，日常生活の問題を

加法の筆算を使って解決

しようとしている。 

既習の計算方法から類推

して，筋道立てて，計算

方法を考えることができ

る。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算や3口のたし算が確実

にでき，これらの問題を

作ることができる。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算の仕方や3口のたし算

の仕方を数の相対的な見

方に基づいて理解してい

る。 

①たし算 

Ｂ

加法の筆算のよさを感じ

取り，既習の筆算を活用

して，計算しようとして

いる。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算の仕方を，計算棒を操

作したり，既習の計算を

基にして考えることがで

きる。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算や3口のたし算が確実

にできる。 

(2桁)＋(2桁)≧100の筆

算の仕方，3 口のたし算

の仕方を理解している。 

Ａ

減法の筆算のよさを感じ

取り，既習の筆算を活用

して，日常生活の問題を

減法の筆算を使って解決

しようとしている。 

既習の計算方法から類推

して，筋道立てて計算方

法を考えることができ

る。 

筆算による(3 位数)－(2

位数)＝(2 位数)の計算

が確実にできる。 

(3 位数)－(2 位数)＝(2

位数)の筆算の仕方が，数

の相対的なしくみに基づ

いていることを理解して

いる。 

②ひき算 

Ｂ

減法の筆算のよさを感じ

取り，既習の筆算を活用

して，計算しようとして

いる。 

減法の筆算の仕方を，計

算棒を操作したり，既習

の計算を基にして考える

ことができる。 

筆算による(3 位数)－(2

位数)＝(2 位数)の計算

ができる。 

(3 位数)－(2 位数)＝(2

位数)の筆算の仕方を理

解している。 

Ａ

3 位数を含む加減の筆算

の仕方を，2 位数の場合

を基にして，進んで考え

ようとしている。 

2位数の場合に基づき，3
位数を含む加減の筆算の

仕方を見いだし，自らつ

くることができる。 

筆算による(3 位数)＋

(2,1 位数)，(3 位数)－

(2,1 位数)＝(2 位数)の

計算が確実にできる。 

(3位数)＋(2,1位数)，(3

位数)－(2,1 位数)＝(2

位数)の筆算の仕方を確

実に理解している。 

7 

 

た 

し 

算 

と 

ひ 

き 

算 

の 

ひ 

っ 

算 

(2) 

 

③3けたの 数の ひっ

算 

Ｂ

3 位数を含む加減の筆算

に関心をもち，その仕方

を進んで考えようとして

いる。 

2位数の場合に基づき，3
位数を含む加減の筆算の

仕方を見いだすことがで

きる。 

筆算による(3 位数)＋

(2,1 位数)，(3 位数)－

(2,1 位数)＝(2 位数)の

計算ができる。 

(3位数)＋(2,1位数)，(3

位数)－(2,1 位数)＝(2

位数)の筆算の仕方を理

解している。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

積極的にかくされた数の

ひみつを見つけようとし

ている。 

たし算とひき算の相互関

係に着目して筋道立てて

考えることができる。 

たし算，ひき算の相互関

係をもとに確実に計算す

ることができる。 

加減法の答えと式の関係

を十分に理解している。 
4 たし算と ひき算の

ひっ算(1) 

ジャンプ 

Ｂ

かくされた数をみつける

ことに関心を持って，取

り組もうとしている。 

たし算とひき算の相互関

係に着目して考えること

ができる。 

たし算，ひき算の相互関

係をもとに計算すること

ができる。 

加減法の答えと式の関係

を理解している。 

Ａ

100,10,1 のまとまりに

着目して点数を考え，よ

り速く勝敗の判断をしよ

うとしている。 

十進位取り記数法のしく

みに基づいて，大小比較

の仕方を考え，大きい位

から比較することで結果

を見積もりながら考える

ことができる。 

100,10,1 のまとまりに

着目して数を構成し，よ

り手際よく大小比較がで

きる。 

十進位取り記数法のしく

みを基にして，大小比較

の仕方を理解している。 

5 1000までの 数 

ステップ 

Ｂ

100,10,1 のまとまりに

着目して，点数を考えよ

うとしている。 

十進位取り記数法のしく

みに基づいて，大小比較

の仕方を考えることがで

きる。 

100,10,1 のまとまりに

着目して数を構成した

り，大小比較ができる。 

大小比較の仕方を理解し

ている。 

Ａ

３桁の数の大小関係の問

題に関心を示し，□にあ

てはまる数を進んで求め

ようとしている。 

同じ位の数字の大小に着

目しながら，大小比較の

仕方を考えることができ

る。 

３桁の数の大小関係につ

いて調べ，同じ位の数字

に着目し，□にあてはま

る数を順序よく求めるこ

とができる。 

十進位取り記数法のしく

みを基にして，大小比較

の仕方を十分に理解して

いる。 

5 1000までの 数 

ジャンプ 

Ｂ

３桁の数の大小関係の問

題に関心を示し，□にあ

てはまる数をで求めよう

としている。 

３桁の数の大小比較の仕

方を考えることができ

る。 

３桁の数の大小関係につ

いて，□にあてはまる数

を求めることができる。 

十進位取り記数法のしく

みを基にして，大小比較

の仕方を理解している。 

Ａ

普遍単位の関係を使って

進んで取り組もうとして

いる。 

普遍単位の関係を使っ

て，それぞれのかさを考

えることができる。 

普遍単位の関係を使って

同じかさ同士をみつける

ことができる。 

単位の換算の仕方を理解

している。 
6 かさ 

ステップ 

Ｂ

普遍単位の関係を使っ

て，単位を換算しようと

している。 

1 目盛りの量を考えるこ

とができる。 
単位の換算をすることが

できる。 
普遍単位を使って1目盛

りの量を理解している。 

Ａ

身の回りの飲み物のかさ

の大きさくらべに関心を

示し，大小比べに進んで

取り組もうとしている。

同じかさの単位にそろえ

て計算し，かさの大小を

くらべる仕方を考えるこ

とができる。 

二つかさについて，それ

ぞれの大きさを計算して

求め，大小を比べること

ができる。 

かさの大きさについて

計算し，その結果の大小

を比べる仕方を的確に

理解している。 

6 かさ 

ジャンプ 

Ｂ

身の回りの飲み物のかさ

の大きさくらべに取り組

もうとしている。 

かさの大小をくべる仕方

を考えることができる。

二つのかさについて，そ

れらの大小を比べること

ができる。 

かさの大きさについて，

大小を比べる仕方を理

解している。 

Ａ

たし算やひき算の筆算に

関心をもち，筆算で処理

するよさを感じながら，

進んで取り組もうとして

いる。 

(2桁)＋(2桁)，(3桁)－

(2,1 桁)＝(2 桁)の筆算

は十進位取り記数法に基

づいていることを説明す

ることができる。 

(2桁)＋(2桁)，(3桁)－

(2,1 桁)＝(2 桁)の筆算

が確実にできる。 

(2 桁)＋(2 桁)，(3 桁)

－(2，1桁)＝(2桁)の筆

算の仕方を十分に理解

している。 

★ 

 

算

数

の

ま

ど 

7 たし算と ひき算の

ひっ算(2) 

ステップ 

Ｂ

たし算やひき算の筆算に

関心をもち，取り組もう

としている。 

(2桁)＋(2桁)，(3桁)－

(2，1桁)＝(2桁)の筆算

の仕方を，十進位取り記

数法に基づいて考えるこ

とができる。 

(2桁)＋(2桁)，(3桁)－

(2，1桁)＝(2桁)の筆算

ができる。 

(2 桁)＋(2 桁)，(3 桁)

－(2，1桁)＝(2桁)の筆

算の仕方を理解してい

る。 

7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算に楽しみ

ながら，進んで取り組も

うとしている。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算が1桁同

士の計算を基にすればで

きることを理解し，説明

できる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算が暗算で

確実にできる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の暗算の仕方が

数のしくみに基づいてい

ることを理解している。 

2 たし算と ひき算 

ステップ 

Ｂ

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算に進んで

取り組もうとしている。

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算が1桁同

士の計算を基にすればで

きることを理解できる。

 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算が暗算で

できる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の暗算の仕方を

理解している。 

Ａ

簡単な計算についての暗

算に関心をもち，進んで

取り組もうとしているだ

けでなく，自分で作って

みようとしている。 

答えに合う3回の加減の

式を考えることができ

る。 

3 回の加減の計算が暗算

で確実にできる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の暗算の仕方が

数のしくみに基づいてい

ることを理解している。 

2 たし算と ひき算 

ジャンプ 

Ｂ

簡単な計算についての暗

算に関心をもち，進んで

取り組もうとしている。

3 回の加減の計算を考え

ることができる。 

3 回の加減の計算が暗算

でできる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の暗算の仕方を

理解している。 

Ａ

長さくらべに関心を持

ち，長さの感覚を生かし

て予想を立てながら長さ

を測定しようとしてい

る。 

長さくらべを通して，も

のさしのしくみをとらえ

ながら，測定の仕方につ

いて考えることができ

る。 

量感を生かしながら効果

的に，cm,mm を単位とし

て，確実に長さを測定す

ることができる。 

長さについての感覚を身

につけ，長さの単位と測

定の意味を理解し適切な

使い方ができる。 

3 長さ 

ステップ 

Ｂ

長さくらべに関心を持

ち，進んで長さを測定し

ようとしている。 

長さくらべを通して，測

定の仕方について考える

ことができる。 

cm,mm を単位として，長

さを測定することができ

る。 

長さについての感覚を身

につけ，長さの単位と測

定の意味を理解してい

る。 

Ａ

「たからさがし」に関心

を持ち，長さの感覚を生

かして予想を立てながら

長さを測定しようとして

いる。 

どの経路が短いか，長さ

の加法をもとに，予想を

立てて考えることができ

る。 

点と点の結び方，折れ線

の測定がものさしを使っ

て確実にできるととも

に，長さの加法の計算が

できる。 

長さについての感覚を身

につけ，測定の仕方や加

法計算の仕方を十分に理

解している。 

3 長さ 

ジャンプ 

Ｂ

「たからさがし」に関心

を持ち，進んで長さを測

定しようとしている。 

どの経路が短いか予想を

立てて考えることができ

る。 

点と点の結び方，折れ線

の測定がものさしを使っ

てできるとともに，長さ

の加法の計算ができる。 
 

長さについての感覚を身

につけ，測定の仕方や加

法計算の仕方を理解して

いる。 

Ａ

たし算やひき算の筆算に

関心をもち，筆算で処理

するよさを感じながら，

進んで取り組もうとして

いる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算は十

進位取り記数法に基づい

ていることを説明するこ

とができる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算が確

実にできる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2桁)の筆算は，十

進数位取り記数法に基づ

いていることを理解して

いる。 

★ 

 

算

数

の

ま

ど 

4 たし算と ひき算の

ひっ算(1) 

ステップ 

Ｂ

たし算やひき算の筆算に

関心をもち，進んで取り

組もうとしている。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算の仕

方を十進位取り記数法に

基づいて考えることがで

きる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算がで

きる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算の仕

方を理解している。 

6 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

積極的にかくされた数の

ひみつを見つけようとし

ている。 

たし算とひき算の相互関

係に着目して筋道立てて

考えることができる。 

たし算，ひき算の相互関

係をもとに確実に計算す

ることができる。 

加減法の答えと式の関係

を十分に理解している。 
4 たし算と ひき算の

ひっ算(1) 

ジャンプ 

Ｂ

かくされた数をみつける

ことに関心を持って，取

り組もうとしている。 

たし算とひき算の相互関

係に着目して考えること

ができる。 

たし算，ひき算の相互関

係をもとに計算すること

ができる。 

加減法の答えと式の関係

を理解している。 

Ａ

100,10,1 のまとまりに

着目して点数を考え，よ

り速く勝敗の判断をしよ

うとしている。 

十進位取り記数法のしく

みに基づいて，大小比較

の仕方を考え，大きい位

から比較することで結果

を見積もりながら考える

ことができる。 

100,10,1 のまとまりに

着目して数を構成し，よ

り手際よく大小比較がで

きる。 

十進位取り記数法のしく

みを基にして，大小比較

の仕方を理解している。 

5 1000までの 数 

ステップ 

Ｂ

100,10,1 のまとまりに

着目して，点数を考えよ

うとしている。 

十進位取り記数法のしく

みに基づいて，大小比較

の仕方を考えることがで

きる。 

100,10,1 のまとまりに

着目して数を構成した

り，大小比較ができる。 

大小比較の仕方を理解し

ている。 

Ａ

３桁の数の大小関係の問

題に関心を示し，□にあ

てはまる数を進んで求め

ようとしている。 

同じ位の数字の大小に着

目しながら，大小比較の

仕方を考えることができ

る。 

３桁の数の大小関係につ

いて調べ，同じ位の数字

に着目し，□にあてはま

る数を順序よく求めるこ

とができる。 

十進位取り記数法のしく

みを基にして，大小比較

の仕方を十分に理解して

いる。 

5 1000までの 数 

ジャンプ 

Ｂ

３桁の数の大小関係の問

題に関心を示し，□にあ

てはまる数をで求めよう

としている。 

３桁の数の大小比較の仕

方を考えることができ

る。 

３桁の数の大小関係につ

いて，□にあてはまる数

を求めることができる。 

十進位取り記数法のしく

みを基にして，大小比較

の仕方を理解している。 

Ａ

普遍単位の関係を使って

進んで取り組もうとして

いる。 

普遍単位の関係を使っ

て，それぞれのかさを考

えることができる。 

普遍単位の関係を使って

同じかさ同士をみつける

ことができる。 

単位の換算の仕方を理解

している。 
6 かさ 

ステップ 

Ｂ

普遍単位の関係を使っ

て，単位を換算しようと

している。 

1 目盛りの量を考えるこ

とができる。 
単位の換算をすることが

できる。 
普遍単位を使って1目盛

りの量を理解している。 

Ａ

身の回りの飲み物のかさ

の大きさくらべに関心を

示し，大小比べに進んで

取り組もうとしている。

同じかさの単位にそろえ

て計算し，かさの大小を

くらべる仕方を考えるこ

とができる。 

二つかさについて，それ

ぞれの大きさを計算して

求め，大小を比べること

ができる。 

かさの大きさについて

計算し，その結果の大小

を比べる仕方を的確に

理解している。 

6 かさ 

ジャンプ 

Ｂ

身の回りの飲み物のかさ

の大きさくらべに取り組

もうとしている。 

かさの大小をくべる仕方

を考えることができる。

二つのかさについて，そ

れらの大小を比べること

ができる。 

かさの大きさについて，

大小を比べる仕方を理

解している。 

Ａ

たし算やひき算の筆算に

関心をもち，筆算で処理

するよさを感じながら，

進んで取り組もうとして

いる。 

(2桁)＋(2桁)，(3桁)－

(2,1 桁)＝(2 桁)の筆算

は十進位取り記数法に基

づいていることを説明す

ることができる。 

(2桁)＋(2桁)，(3桁)－

(2,1 桁)＝(2 桁)の筆算

が確実にできる。 

(2 桁)＋(2 桁)，(3 桁)

－(2，1桁)＝(2桁)の筆

算の仕方を十分に理解

している。 

★ 

 

算

数

の

ま

ど 

7 たし算と ひき算の

ひっ算(2) 

ステップ 

Ｂ

たし算やひき算の筆算に

関心をもち，取り組もう

としている。 

(2桁)＋(2桁)，(3桁)－

(2，1桁)＝(2桁)の筆算

の仕方を，十進位取り記

数法に基づいて考えるこ

とができる。 

(2桁)＋(2桁)，(3桁)－

(2，1桁)＝(2桁)の筆算

ができる。 

(2 桁)＋(2 桁)，(3 桁)

－(2，1桁)＝(2桁)の筆

算の仕方を理解してい

る。 

7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算に楽しみ

ながら，進んで取り組も

うとしている。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算が1桁同

士の計算を基にすればで

きることを理解し，説明

できる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算が暗算で

確実にできる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の暗算の仕方が

数のしくみに基づいてい

ることを理解している。 

2 たし算と ひき算 

ステップ 

Ｂ

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算に進んで

取り組もうとしている。

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算が1桁同

士の計算を基にすればで

きることを理解できる。

 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の計算が暗算で

できる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の暗算の仕方を

理解している。 

Ａ

簡単な計算についての暗

算に関心をもち，進んで

取り組もうとしているだ

けでなく，自分で作って

みようとしている。 

答えに合う3回の加減の

式を考えることができ

る。 

3 回の加減の計算が暗算

で確実にできる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の暗算の仕方が

数のしくみに基づいてい

ることを理解している。 

2 たし算と ひき算 

ジャンプ 

Ｂ

簡単な計算についての暗

算に関心をもち，進んで

取り組もうとしている。

3 回の加減の計算を考え

ることができる。 

3 回の加減の計算が暗算

でできる。 

(2 桁)±(1 桁)，(2 桁)

±(何十)の暗算の仕方を

理解している。 

Ａ

長さくらべに関心を持

ち，長さの感覚を生かし

て予想を立てながら長さ

を測定しようとしてい

る。 

長さくらべを通して，も

のさしのしくみをとらえ

ながら，測定の仕方につ

いて考えることができ

る。 

量感を生かしながら効果

的に，cm,mm を単位とし

て，確実に長さを測定す

ることができる。 

長さについての感覚を身

につけ，長さの単位と測

定の意味を理解し適切な

使い方ができる。 

3 長さ 

ステップ 

Ｂ

長さくらべに関心を持

ち，進んで長さを測定し

ようとしている。 

長さくらべを通して，測

定の仕方について考える

ことができる。 

cm,mm を単位として，長

さを測定することができ

る。 

長さについての感覚を身

につけ，長さの単位と測

定の意味を理解してい

る。 

Ａ

「たからさがし」に関心

を持ち，長さの感覚を生

かして予想を立てながら

長さを測定しようとして

いる。 

どの経路が短いか，長さ

の加法をもとに，予想を

立てて考えることができ

る。 

点と点の結び方，折れ線

の測定がものさしを使っ

て確実にできるととも

に，長さの加法の計算が

できる。 

長さについての感覚を身

につけ，測定の仕方や加

法計算の仕方を十分に理

解している。 

3 長さ 

ジャンプ 

Ｂ

「たからさがし」に関心

を持ち，進んで長さを測

定しようとしている。 

どの経路が短いか予想を

立てて考えることができ

る。 

点と点の結び方，折れ線

の測定がものさしを使っ

てできるとともに，長さ

の加法の計算ができる。 
 

長さについての感覚を身

につけ，測定の仕方や加

法計算の仕方を理解して

いる。 

Ａ

たし算やひき算の筆算に

関心をもち，筆算で処理

するよさを感じながら，

進んで取り組もうとして

いる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算は十

進位取り記数法に基づい

ていることを説明するこ

とができる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算が確

実にできる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2桁)の筆算は，十

進数位取り記数法に基づ

いていることを理解して

いる。 

★ 

 

算

数

の

ま

ど 

4 たし算と ひき算の

ひっ算(1) 

ステップ 

Ｂ

たし算やひき算の筆算に

関心をもち，進んで取り

組もうとしている。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算の仕

方を十進位取り記数法に

基づいて考えることがで

きる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算がで

きる。 

(2桁)＋(2桁)＜100，(2

桁)－(2 桁)の筆算の仕

方を理解している。 

6 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

勝つための置き方を考え

ながら，(2 位数)＋(2 位

数)，(3位数)－(2位数)の
筆算に進んで取り組もう

としている。 

答えを大きくするにはど

こにどんな数字をあては

めればよいかを筋道立て

て考えられ，説明するこ

とができる。 

答えが大きくなるような

加法・減法それぞれの式

を考えることができる。 

(2 位数)＋(2 位数)，(3

位数)－(2 位数)の筆算

の仕方が数の相対的な

しくみに基づいている

ことを理解している。 

★ 

 

算

数

の

ま

ど 

7 たし算と ひき算の

ひっ算(2) 

ジャンプ 

Ｂ

(2位数)＋(2位数)，(3位

数)－(2 位数)の筆算に関

心を持ち，取り組もうと

している。 

答えを大きくするにはど

こにどんな数字をあては

めればよいかを筋道立て

て考えることができる。

答えが大きくなるような

加法・減法それぞれの式

をみつけることができ

る。 

(2 位数)＋(2 位数)，(3

位数)－(2 位数)の筆算

の仕方を理解している。 

 

8 
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評価の観点と評価規準 2 年下 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

均等と不均等の違いに気

づき，「同じ数のいくつ

分」の具体例を生活から

いろいろ見つけ，かけ算

を用いようとしている。

同じ数に着目し，そのい

くつ分と考えたり，その

何倍とみたりすることが

できる。 

かけ算が用いられる場面

をかけ算の式で的確に表

すことができる。 

かけ算が用いられる場面

を知り，「いくつ分」「何

倍」の意味を十分理解し

ている。 

①かけ算の しき 

Ｂ

均等と不均等の違いに気

づき，「同じ数のいくつ

分」の具体例を生活から

見つけ，かけ算を用いよ

うとしている。 

ブロックを使って，「同じ

数のいくつ分」「1つ分の

大きさの 何倍」と考え

ることができる。 

かけ算が用いられる場面

をかけ算の式で表すこと

ができる。 

かけ算が用いられる場面

を知り，「いくつ分」「何

倍」の意味を理解してい

る。 

Ａ

5,2,3,4 の段の九九づく

りに関心を持ち，進んで

性質やきまりを使って九

九をつくり，覚えようと

している。 

答えがいくつずつ増える

かに着目し，乗法のきま

りや性質を使って九九の

構成の仕方を考えること

ができる。 

5,2,3,4 の段の九九をす

らすら唱え，それを活用

してかけ算の適用問題を

解決することができる。 

乗数が1増えると積は被

除数だけ増えるという性

質を理解し，これを活用

した九九の構成の仕方を

十分に理解している。 

9 

 

か 

け 

算 

(1) 

②かけ算の 九九 

Ｂ

5,2,3,4 の段の九九づく

りに関心を持ち，九九を

つくって覚えようとして

いる。 

答えがいくつずつ増える

かに着目し，このきまり

をつかって九九の構成の

仕方を考えることができ

る。 

5,2,3,4 の段の九九を唱

え，それを活用してかけ

算の適用問題を解決でき

る。 

乗数が1増えると積は被

除数だけ増えるという性

質を理解し，これを活用

した九九の構成の仕方を

理解している。 

Ａ

6,7,8,9,1 の段の九九づ

くりに関心を持ち，自分

で性質やきまりを使って

九九をつくり，覚えよう

としている。 

乗法のきまりや性質を使

って6,7，8,9の段の九九

の構成の仕方を考え，説

明することができる。

6,7,8,9，1の段の九九を

すらすら唱え，それを活

用してかけ算の適用問題

を解決することができ

る。 

アレイ図を使った九九の

構成の仕方を十分に理解

している。 

①九九づくり 

Ｂ

ア レ イ 図 を 使 っ た

6,7,8,9,1 の段の九九づ

くりに関心をもち，九九

をつくって覚えようとし

ている。 

乗法のきまりや性質を使

って6,7,8,9,1の段の九

九の構成の仕方を考える

ことができる。 

6,7,8,9，1の段の九九を

唱え，活用してかけ算の

問題を解決することがで

きる。 

アレイ図を使った九九の

構成の仕方を理解してい

る。 

Ａ

生活場面でのかけ算を使

った問題に関心をもち，

進んで解決しようとして

いる。 

3 つ数量の関係を的確に

とらえ，乗法と加法・減

法を組み合わせた計算を

筋道立てて考えることが

できる。 

乗法と加法・減法を組み

合わせた問題を式に表

し，速く，確実に解決で

きる。 

乗法と加法・減法を組み

合わせた問題であること

を十分に理解している。 

②かけ算を つかった

もんだい 

Ｂ

かけ算を使った問題を解

決しようとしている。 
問題場面をとらえ，乗法

と加法・減法を組み合わ

せた計算を筋道立てて考

えることができる。 

乗法と加法・減法を組み

合わせた問題を式に表

し，確実に解くことがで

きる。 

乗法と加法・減法を組み

合わせた問題であること

を理解している。 

Ａ

生活場面を想起して，進

んでいろいろにかけ算で

求められるものを見つけ

ようとしている。 

身の回りから，いろいろ

な「同じ数のいくつ分」

や「同じ数の何倍」に着

目することができる。 

身の回りの生活において

乗法を用いる場面を的確

に式にすことができる。 

身の回りからかけ算で求

められるいろいろな場面

を理解している。 

10 

 

か 

け 

算 

(2) 

③さがしてみよう 

Ｂ

生活場面を想起して，い

ろいろかけ算で求められ

るものを見つけようとし

ている。 

身の回りから，「同じ数の

いくつ分」や「同じ数の

何倍」に着目することが

できる。 

身の回りの生活において

乗法を用いる場面を式に

表すことができる。 

身の回りからかけ算で求

められる場面を理解して

いる。 

1 

評価の観点と評価規準　2年下
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

常に１ｍの量感を基にも

のの長さを予想してか

ら，実際に測定しようと

している。 

長さの普遍単位ｍの必要

性に気づき，１ｍのいく

つ分かを考えることがで

きる。 

１ｍの長さをいろいろつ

くったり，適切に予想し

てから１ｍものさしを使

って測定したりすること

ができる。 

長さの普遍単位ｍと既習

内容の㎜，㎝との関係や

測定の意味を実感的に理

解している。 

13 
 
1 
0 
0 
㎝ 
を 
こ 
え 
る 
長 
さ 

 

Ｂ

１ｍの量感を基にものの

長さを予想してから，実

際に測定しようとしてい

る。 

長さの普遍単位ｍの必要

性に気づき，１ｍのいく

つ分かを考えることがで

きる。 

１ｍの長さをつくった

り，予想してから１ｍも

のさしを使って測定した

りすることができる。 

長さの普遍単位ｍと測定

の意味を理解している。 

Ａ

日常の問題を解決するの

に，進んで図を使って数

量のちがいに着目し，加

法や減法を用いて解決し

ようとしている。 

自分で2本のテープ図を

かいて数量の違いに着目

して考えることができ

る。 

求大，求小の逆思考の場

面で，違いに着目して適

切に演算を決定し，問題

を解決することができ

る。 

求大，求小の逆思考の場

面をテープ図にかいて確

実に理解している。 

◎ 

 

ち 

が 

い 

を 

み 

て 

 

Ｂ

日常の問題を解決するの

に，図を使って違いに着

目し，加法や減法を用い

ようとしている。 

2 本テープ図を見て数量

の違いに着目して考える

ことができる。 

求大，求小の逆思考の場

面で，適切に演算を決定

し，問題を解決すること

ができる。 

求大，求小の逆思考の場

面をテープ図を見て理解

している。 

Ａ

日常生活の場面に見られ

る何算になるかを判断す

る問題に，進んで取り組

もうとしている。 

問題を読み，数量関係が

「何の幾つ分」「「何の何

倍」になっているかを筋

道を立てて考え，表現る

ことができる。 

かけ算になる問題につい

て演算決定ができ，式に

表し，問題を解決するこ

とができる。 

いくつ分や「何倍の大き

さを求めるかけ算の問題

場面を十分に理解してい

る。 

● 

 

ど

ん

な

計

算

に

な

る

の

か

な

(2) 

 

Ｂ

日常生活の場面に見られ

る何算になるかを判断す

る問題に，取り組もうと

している。 

問題をよみ，数量関係が

「何の幾つ分」「「何の何

倍」になっているかを考

え，表現することができ

る。 

かけ算になる問題につい

て演算決定して式に表

し，問題を解決すること

ができる。 

いくつ分や何倍の大きさ

を求めるかけ算の問題場

面を理解している。 

Ａ

10000 までの数につい

て，自分で十進位取り記

数法を基に表し方やしく

みを進んで調べようとし

ている。 

自分で十進位取り記数法

に基づいて考えたり，十

や百を単位にして相対的

に数をとらえたりするこ

とができる。 

10000 までの数を確実に

数直線上に表したり，数

の大小を＜，＞を使って

表したりすることができ

る。 

10000 までの数の十進位

取り記数法に基づく表し

方，大小，順序を十分に

理解している。 

14 

 
1 
0 
0 
0 
0 
ま 
で 
の 
数 

 

Ｂ

10000 までの数につい

て，十進位取り記数法を

基に表し方やしくみを調

べようとしている。 

十進位取り記数法に基づ

いて考えたり，十や百を

単位にして相対的に数を

とらえたりすることがで

きる。 

10000 までの数を数直線

上に表したり，数の大小

を＜，＞を使って表した

りすることができる。 

10000 までの数について

表し方，大小，順序を理

解している。 

Ａ

進んで箱の形を観察・分

解して，面の形，辺や頂

点の個数など箱の形を調

べようとしている。 

箱の形の頂点，辺，面な

どの構成要素に着目し，

個数や箱の面の特徴を見

つけることができる。

頂点，辺，面などの構成

要素を速く，正しく調べ

ることができる。 

箱の形の頂点，辺，面な

どの構成要素の個数や面

の特徴を十分理解してい

る。 

15 

 

は

こ

の

形 

①はこの 形 

Ｂ

箱の形を観察・分解して，

面の形，辺や頂点の個数

など箱の形を調べようと

している。 

箱の形の頂点，辺，面の

構成要素に着目し，個数

や箱の面の特徴に気付く

ことができる。 

箱の形を観察・分解して，

頂点，辺，面の構成要素

などを調べることができ

る。 

箱の形の頂点，辺，面な

どの構成要素の個数や同

じ面の個数を理解してい

る。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

日記に見られる数量に関

心を持ち，必要な情報を

取り出して算数の問題に

進んで取り組もうとして

いる。 

問題の解決に必要な数量

の情報を自分で収集・選

択して問題解決の仕方を

考えることができる。

文章から必要な数量を的

確に見出し，問題を解決

することができる。  

必要な条件を文中より的

確によみとり，問題を解

決する仕方を理解してい

る。 

● 

 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

日記を読んで必要な情報

を取り出し，算数の問題

に取り組もうとしてい

る。 

問題の解決に必要な数量

の情報を取り出して，考

えることができる。 

文章から必要な数量を見

出し，問題を解決するこ

とができる。 

必要な条件を文中よりよ

みとり，問題を解決する

仕方を理解している。 

Ａ

身のまわりから三角形，

四角形をとらえ，いろい

ろな三角形，四角形をみ

つけようとしている。 

直線の数，頂点の数，か

どの形に直目して，三角

形や四角形の特徴を考

え，説明することができ

る。 

直線で囲む，点を直線で

つなぐ，紙を切って三角

形や四角形を的確につく

ることができる。 

三角形，四角形の意味を

十分に理解している。 
①三角形と 四角形 

Ｂ

身のまわりから三角形や

四角形を見つけようとし

ている。 

直線の数，頂点の数，か

どの形に直目して，三角

形や四角形の特徴を考え

ることができる。 

直線で囲む，点を直線で

つなぐ，紙を切って三角

形や四角形をつくること

ができる。 

三角形，四角形の意味を

理解している。 

Ａ

長方形，正方形，直角三

角形に関心をもち，いろ

いろな模様を作ったり，

もようからいろいろな形

をみつけたりしようとし

ている。 

直角や辺の相等に着目し

て，正方形や長方形と直

角三角形の意味や性質を

見いだすことができる。

方眼紙を使っていろいろ

な正方形，長方形，直角

三角形をつくることがで

きる。 

直角，正方形，長方形，

直角三角形の意味や性質

を十分理解している。 

11 

 

三 

角 

形 

と 

四 

角 

形 

②長方形と 正方形 

Ｂ

長方形，正方形，直角三

角形に関心をもち，いろ

いろな模様を作ろうとし

ている。 

直角や辺の相等に着目し

て，正方形や長方形と直

角三角形の意味や性質を

考えることができる。

方眼紙を使って正方形，

長方形，直角三角形をつ

くることができる。 

直角，長方形，正方形，

直角三角形の意味や性質

を理解している。 

Ａ

九九表のおもしろさに気

づき，九九表のきまりや

乗法に関する性質を進ん

で見つけようとしてい

る。 

九九表をもとに，乗数と

積の関係や交換法則など

のきまりを見付け，上手

に説明することができ

る。 

九九表を使って，乗数と

積のきまりや交換法則な

どのきまりを素早く見つ

けることができる。 

乗数が1増えると積は被

乗数だけ増えることや交

換法則など，乗法に関す

る性質を十分に理解して

いる。 

①九九の ひょうと

きまり 

Ｂ

九九表のおもしろさに気

づき，九九表から進んで

きまりを見つけようとし

ている。 

九九表をもとに，乗数と

積の関係や交換法則など

のきまりを見付け，説明

することができる。 

九九表を使って，乗数と

積のきまりや交換法則な

どのきまりを見つけるこ

とができる。 

乗数が1増えると積は被

乗数だけ増えることや交

換法則など，乗法に関す

る性質を理解している。 

Ａ

九九を広げて，簡単な場

合の未習のかけ算の答え

を進んで求めようとして

いる。 

かける数やかけられる数

が１０より大きいかけ算

の仕方を，既習のかけ算

の性質をもとに工夫し考

えることができる。 

簡単な2位数を用いたか

け算の立式ができ，既習

のかけ算のきまりを使っ

て計算できる。 

既習のかけ算のきまりの

活用の仕方を十分に理解

している。 

12 

 

九

九 

の 

き 

ま 

り 

②九九を 広げて 

Ｂ

九九を広げて，未習のか

け算の答えを求めようと

している。 

かける数やかけられる数

が１０より大きいかけ算

の仕方を，考えることが

できる。 

簡単な2位数を用いたか

け算を，既習のかけ算の

きまりを使って計算でき

る。 

既習のかけ算のきまりの

活用の仕方を理解してい

る。 

2 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

常に１ｍの量感を基にも

のの長さを予想してか

ら，実際に測定しようと

している。 

長さの普遍単位ｍの必要

性に気づき，１ｍのいく

つ分かを考えることがで

きる。 

１ｍの長さをいろいろつ

くったり，適切に予想し

てから１ｍものさしを使

って測定したりすること

ができる。 

長さの普遍単位ｍと既習

内容の㎜，㎝との関係や

測定の意味を実感的に理

解している。 

13 
 
1 
0 
0 
㎝ 
を 
こ 
え 
る 
長 
さ 

 

Ｂ

１ｍの量感を基にものの

長さを予想してから，実

際に測定しようとしてい

る。 

長さの普遍単位ｍの必要

性に気づき，１ｍのいく

つ分かを考えることがで

きる。 

１ｍの長さをつくった

り，予想してから１ｍも

のさしを使って測定した

りすることができる。 

長さの普遍単位ｍと測定

の意味を理解している。 

Ａ

日常の問題を解決するの

に，進んで図を使って数

量のちがいに着目し，加

法や減法を用いて解決し

ようとしている。 

自分で2本のテープ図を

かいて数量の違いに着目

して考えることができ

る。 

求大，求小の逆思考の場

面で，違いに着目して適

切に演算を決定し，問題

を解決することができ

る。 

求大，求小の逆思考の場

面をテープ図にかいて確

実に理解している。 

◎ 

 

ち 

が 

い 

を 

み 

て 

 

Ｂ

日常の問題を解決するの

に，図を使って違いに着

目し，加法や減法を用い

ようとしている。 

2 本テープ図を見て数量

の違いに着目して考える

ことができる。 

求大，求小の逆思考の場

面で，適切に演算を決定

し，問題を解決すること

ができる。 

求大，求小の逆思考の場

面をテープ図を見て理解

している。 

Ａ

日常生活の場面に見られ

る何算になるかを判断す

る問題に，進んで取り組

もうとしている。 

問題を読み，数量関係が

「何の幾つ分」「「何の何

倍」になっているかを筋

道を立てて考え，表現る

ことができる。 

かけ算になる問題につい

て演算決定ができ，式に

表し，問題を解決するこ

とができる。 

いくつ分や「何倍の大き

さを求めるかけ算の問題

場面を十分に理解してい

る。 

● 

 

ど

ん

な

計

算

に

な

る

の

か

な

(2) 

 

Ｂ

日常生活の場面に見られ

る何算になるかを判断す

る問題に，取り組もうと

している。 

問題をよみ，数量関係が

「何の幾つ分」「「何の何

倍」になっているかを考

え，表現することができ

る。 

かけ算になる問題につい

て演算決定して式に表

し，問題を解決すること

ができる。 

いくつ分や何倍の大きさ

を求めるかけ算の問題場

面を理解している。 

Ａ

10000 までの数につい

て，自分で十進位取り記

数法を基に表し方やしく

みを進んで調べようとし

ている。 

自分で十進位取り記数法

に基づいて考えたり，十

や百を単位にして相対的

に数をとらえたりするこ

とができる。 

10000 までの数を確実に

数直線上に表したり，数

の大小を＜，＞を使って

表したりすることができ

る。 

10000 までの数の十進位

取り記数法に基づく表し

方，大小，順序を十分に

理解している。 

14 

 
1 
0 
0 
0 
0 
ま 
で 
の 
数 

 

Ｂ

10000 までの数につい

て，十進位取り記数法を

基に表し方やしくみを調

べようとしている。 

十進位取り記数法に基づ

いて考えたり，十や百を

単位にして相対的に数を

とらえたりすることがで

きる。 

10000 までの数を数直線

上に表したり，数の大小

を＜，＞を使って表した

りすることができる。 

10000 までの数について

表し方，大小，順序を理

解している。 

Ａ

進んで箱の形を観察・分

解して，面の形，辺や頂

点の個数など箱の形を調

べようとしている。 

箱の形の頂点，辺，面な

どの構成要素に着目し，

個数や箱の面の特徴を見

つけることができる。

頂点，辺，面などの構成

要素を速く，正しく調べ

ることができる。 

箱の形の頂点，辺，面な

どの構成要素の個数や面

の特徴を十分理解してい

る。 

15 

 

は

こ

の

形 

①はこの 形 

Ｂ

箱の形を観察・分解して，

面の形，辺や頂点の個数

など箱の形を調べようと

している。 

箱の形の頂点，辺，面の

構成要素に着目し，個数

や箱の面の特徴に気付く

ことができる。 

箱の形を観察・分解して，

頂点，辺，面の構成要素

などを調べることができ

る。 

箱の形の頂点，辺，面な

どの構成要素の個数や同

じ面の個数を理解してい

る。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

日記に見られる数量に関

心を持ち，必要な情報を

取り出して算数の問題に

進んで取り組もうとして

いる。 

問題の解決に必要な数量

の情報を自分で収集・選

択して問題解決の仕方を

考えることができる。

文章から必要な数量を的

確に見出し，問題を解決

することができる。  

必要な条件を文中より的

確によみとり，問題を解

決する仕方を理解してい

る。 

● 

 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

日記を読んで必要な情報

を取り出し，算数の問題

に取り組もうとしてい

る。 

問題の解決に必要な数量

の情報を取り出して，考

えることができる。 

文章から必要な数量を見

出し，問題を解決するこ

とができる。 

必要な条件を文中よりよ

みとり，問題を解決する

仕方を理解している。 

Ａ

身のまわりから三角形，

四角形をとらえ，いろい

ろな三角形，四角形をみ

つけようとしている。 

直線の数，頂点の数，か

どの形に直目して，三角

形や四角形の特徴を考

え，説明することができ

る。 

直線で囲む，点を直線で

つなぐ，紙を切って三角

形や四角形を的確につく

ることができる。 

三角形，四角形の意味を

十分に理解している。 
①三角形と 四角形 

Ｂ

身のまわりから三角形や

四角形を見つけようとし

ている。 

直線の数，頂点の数，か

どの形に直目して，三角

形や四角形の特徴を考え

ることができる。 

直線で囲む，点を直線で

つなぐ，紙を切って三角

形や四角形をつくること

ができる。 

三角形，四角形の意味を

理解している。 

Ａ

長方形，正方形，直角三

角形に関心をもち，いろ

いろな模様を作ったり，

もようからいろいろな形

をみつけたりしようとし

ている。 

直角や辺の相等に着目し

て，正方形や長方形と直

角三角形の意味や性質を

見いだすことができる。

方眼紙を使っていろいろ

な正方形，長方形，直角

三角形をつくることがで

きる。 

直角，正方形，長方形，

直角三角形の意味や性質

を十分理解している。 

11 

 

三 

角 

形 

と 

四 

角 

形 

②長方形と 正方形 

Ｂ

長方形，正方形，直角三

角形に関心をもち，いろ

いろな模様を作ろうとし

ている。 

直角や辺の相等に着目し

て，正方形や長方形と直

角三角形の意味や性質を

考えることができる。

方眼紙を使って正方形，

長方形，直角三角形をつ

くることができる。 

直角，長方形，正方形，

直角三角形の意味や性質

を理解している。 

Ａ

九九表のおもしろさに気

づき，九九表のきまりや

乗法に関する性質を進ん

で見つけようとしてい

る。 

九九表をもとに，乗数と

積の関係や交換法則など

のきまりを見付け，上手

に説明することができ

る。 

九九表を使って，乗数と

積のきまりや交換法則な

どのきまりを素早く見つ

けることができる。 

乗数が1増えると積は被

乗数だけ増えることや交

換法則など，乗法に関す

る性質を十分に理解して

いる。 

①九九の ひょうと

きまり 

Ｂ

九九表のおもしろさに気

づき，九九表から進んで

きまりを見つけようとし

ている。 

九九表をもとに，乗数と

積の関係や交換法則など

のきまりを見付け，説明

することができる。 

九九表を使って，乗数と

積のきまりや交換法則な

どのきまりを見つけるこ

とができる。 

乗数が1増えると積は被

乗数だけ増えることや交

換法則など，乗法に関す

る性質を理解している。 

Ａ

九九を広げて，簡単な場

合の未習のかけ算の答え

を進んで求めようとして

いる。 

かける数やかけられる数

が１０より大きいかけ算

の仕方を，既習のかけ算

の性質をもとに工夫し考

えることができる。 

簡単な2位数を用いたか

け算の立式ができ，既習

のかけ算のきまりを使っ

て計算できる。 

既習のかけ算のきまりの

活用の仕方を十分に理解

している。 

12 

 

九

九 

の 

き 

ま 

り 

②九九を 広げて 

Ｂ

九九を広げて，未習のか

け算の答えを求めようと

している。 

かける数やかけられる数

が１０より大きいかけ算

の仕方を，考えることが

できる。 

簡単な2位数を用いたか

け算を，既習のかけ算の

きまりを使って計算でき

る。 

既習のかけ算のきまりの

活用の仕方を理解してい

る。 

2 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

「九九のすごろく」に関

心を持ち，進んで九九を

用いようとし，自分です

ごろくを作ろうとしてい

る。 

九九の計算において，ど

の目がでれば進めるのか

を適切に判断できる。 

九九の計算が速く，確実

にできる。 
九九を確実に覚えてい

る。 
10 かけ算(2) 

ステップ 

Ｂ

「九九のすごろく」に関

心を持ち，進んで九九を

用いようとしている。 

九九の計算において，答

えと照らし合わせ，でた

目に対して進めるのかど

うかを判断できる。 

九九の計算が確実にでき

る。 
九九を覚えている。 

Ａ

「九九さがし」に関心を

もち，進んで取り組み，

他にもやってみようとし

ている。 

かけ算の式のアレイ図を

使った多様な表し方を工

夫して考えることができ

る。 

かけ算の式をアレイ図を

使って多様に表すことが

できる。 

式と図を結びつけてかけ

算の意味を十分に理解し

ている。 

10 かけ算(2) 

ジャンプ 

Ｂ

「九九さがし」に関心を

もち，かけ算の式になる

図をいろいろ見つけよう

としている。 

かけ算の式のアレイ図を

使った表し方をいろいろ

考えることができる。 

かけ算の式をアレイ図を

使って表すことができ

る。 

式と図を結びつけて，か

け算の意味を理解してい

る。 

Ａ

「色塗り」に関心をもち，

どんな絵になるか進んで

取り組み，似たような問

題をつくってみようとし

ている。 

正方形，長方形，直角三

角形の意味を基に弁別す

る方法を考えることがで

きる。 

正方形，長方形，直角三

角形を素早く弁別し，色

分けしてぬることができ

る。 

正方形，長方形，直角三

角形の意味を確実に理解

している。 

11 三角形と 四角形 

ステップ 

Ｂ

「色塗り」に関心をもち，

どんな絵になるか進んで

取り組もうとしている。

正方形，長方形，直角三

角形を弁別する方法を考

えることができる。 

正方形，長方形，直角三

角形を弁別し，色分けし

てぬることができる。 

正方形，長方形，直角三

角形の意味を理解してい

る。 

Ａ

「形めいろ」に関心をも

ち，進んで取り組み，他

にも新しいルールを作っ

て「形めいろ」を楽しも

うとしている。 

三角形，四角形の意味を

基に弁別し，そのわけを

説明することができる。

三角形，四角形の弁別を

素早く行うことができ

る。 

三角形，四角形の意味を

十分に理解している。 
11 三角形と 四角形 

ジャンプ 

Ｂ

「形めいろ」に関心をも

ち，進んで取り組もうと

している。 

三角形，四角形に弁別し，

そのわけを説明すること

ができる。 
 

三角形や四角形の弁別を

行なうことができる。 
三角形，四角形の意味を

理解している。 

Ａ

九九の色塗りの問題に関

心を示し，答えが同じに

なるかけ算を進んで見つ

けようとしている。 

答えが同じになるいろい

ろなかけ算の式を見つ

け，１つの数を他の数の

積と多面的にとらえるこ

とができる。 

答えが同じになるいろい

ろなかけ算の式を素早く

見つけることができる。 

1 つの数を他の数の積と

みるなど，数の乗法的な

構成を十分に理解してい

る。 

★ 

 

算

数

の 

ま

ど 

12 九九の きまり 

ステップ 

Ｂ

九九の色塗りの問題に関

心を示し，答えが同じに

なるかけ算を見つけよう

としている。 

答えが同じになるかけ算

の式を見つけ，1 つの数

他の数の積とみることが

できる。 

 

答えが同じになるいろい

ろなかけ算の式を見つけ

ることができる。 

1 つの数を他の数の積と

みるなど，数の乗法的な

構成を理解している。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

箱づくりに関心をもち，

進んで工作用紙やひごを

使って箱の形をつくろう

としている。 

箱の形の面や辺のつなが

りを考えることができ

る。 

面と面，辺と辺をじょう

ずにつないで箱の形をつ

くることができる。 

箱の形の構成要素である

面，辺のつながりを十分

理解している。 

 ②はこづくり 

Ｂ

工作用紙やひごを使って

箱の形をつくろうとして

いる。 

工作用紙の面やひごを使

って，試行錯誤しながら

面や辺のつながりを考え

ることができる。 

面と面，辺と辺をつない

で箱の形をつくることが

できる。 

箱の形の構成要素である

面，辺のつながりを理解

している。 

Ａ

身のまわりにあるものの

順序を見付けて，進んで

数を使って表そうとして

いる。 

図にかいて，基準を基に

してものの順序を筋道立

てて考えることができ

る。 

図にかいて，前後，左右

などの用語を用いて，も

のの順序を適切に表すこ

とができる。 

集合数と順序数の違いと

図を使った順序の調べ方

や前後，左右など基準の

大切さを十分に理解して

いる。         

◎ 

 

何

番 

目 

 

Ｂ

身の回りにある具体的な

ものの順序を，数を使っ

て表そうとしている。 

図みて，基準を基にして

ものの順序を考えること

ができる。 

図を使って，前後，左右

などの用語を用いて，も

のの順序を表すことがで

きる。 

集合数と順序数の違いと

図を使った順序の調べ方

を理解している。 

Ａ

具体物の半分，半分の半

分などに関心をもち，進

んで数を用いて表そうと

している。 

操作を通して，半分を 2
等分した大きさ，半分の

半分を4つに等分した大

きさと発展的に考えるこ

とができる。 

具体物を用いて，素早く

正確に 1／2，1／4 の大

きさをつくり，数で表す

ことができる。 

具体的な操作を通して，

「半分」「半分の半分」と

つないで1／2や1／4の
意味を実感的に理解して

いる。 

16 

 

分

数 

 

Ｂ

具体物の半分に関心をも

ち，数を用いて表そうと

している。 

操作を通して，半分を 2
等分した大きさというよ

うに考えることができ

る。 

具体物を用いて1／2， 
1／4の大きさをつくり，

数で表すことができる。 

具体的な操作を通して， 
1／2や1／4の意味を理

解している。 

Ａ

「九九の花ばたけ」に進

んで取り組み，さらに，

周りの数の並びを変えて

やってみようとしてい

る。 

かける数とかけられる数

を見て，どの積が一番大

きくなるかなどを論理的

に考えながら，かけ算が

できる。 

5,2,3,4 の段の九九を任

意の順序すらすらと唱え

て計算できる。 

5,2,3,4 の段の九九を確

実に覚えている。 

9 かけ算(1) 

ステップ 

Ｂ

「九九の花ばたけ」に関

心を持ち，5,2,3,4 の段

の九九を進んで覚えよう

としている。 

周りの数の１から順々に

考えて計算すれば簡単と

考えることができる。 

5,2,3,4 の段の九九を唱

えながら計算できる。 
5,2,3,4 の段の九九を覚

えている。 

Ａ

5,2,3,4 の段の九九を使

って色ぬりに進んで取り

組もうとしているだけで

なく，自分でも問題を進

んで作ろうとしている。

かける数とかけられる数

に着目して，積が20より

大きくなるかを筋道立て

て考え，説明することが

できる。 

5,2,3,4 の段の九九を適

切に用いて九九の色塗り

ができる。 

5,2,3,4 の段の九九を確

実に覚えている。 

★ 

 

算

数

の 

ま

ど 

9 かけ算(1) 

ジャンプ 

Ｂ

5,2,3,4 の段の九九を使

って色ぬりに進んで取り

組もうとしている。 

かける数とかけられる数

に着目して，積が20より

大きくなるかを筋道立て

て考えられる。 

5,2,3,4 の段の九九を用

いて九九の色塗りができ

る。 

5,2,3,4 の段の九九を覚

えている。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

「九九のすごろく」に関

心を持ち，進んで九九を

用いようとし，自分です

ごろくを作ろうとしてい

る。 

九九の計算において，ど

の目がでれば進めるのか

を適切に判断できる。 

九九の計算が速く，確実

にできる。 
九九を確実に覚えてい

る。 
10 かけ算(2) 

ステップ 

Ｂ

「九九のすごろく」に関

心を持ち，進んで九九を

用いようとしている。 

九九の計算において，答

えと照らし合わせ，でた

目に対して進めるのかど

うかを判断できる。 

九九の計算が確実にでき

る。 
九九を覚えている。 

Ａ

「九九さがし」に関心を

もち，進んで取り組み，

他にもやってみようとし

ている。 

かけ算の式のアレイ図を

使った多様な表し方を工

夫して考えることができ

る。 

かけ算の式をアレイ図を

使って多様に表すことが

できる。 

式と図を結びつけてかけ

算の意味を十分に理解し

ている。 

10 かけ算(2) 

ジャンプ 

Ｂ

「九九さがし」に関心を

もち，かけ算の式になる

図をいろいろ見つけよう

としている。 

かけ算の式のアレイ図を

使った表し方をいろいろ

考えることができる。 

かけ算の式をアレイ図を

使って表すことができ

る。 

式と図を結びつけて，か

け算の意味を理解してい

る。 

Ａ

「色塗り」に関心をもち，

どんな絵になるか進んで

取り組み，似たような問

題をつくってみようとし

ている。 

正方形，長方形，直角三

角形の意味を基に弁別す

る方法を考えることがで

きる。 

正方形，長方形，直角三

角形を素早く弁別し，色

分けしてぬることができ

る。 

正方形，長方形，直角三

角形の意味を確実に理解

している。 

11 三角形と 四角形 

ステップ 

Ｂ

「色塗り」に関心をもち，

どんな絵になるか進んで

取り組もうとしている。

正方形，長方形，直角三

角形を弁別する方法を考

えることができる。 

正方形，長方形，直角三

角形を弁別し，色分けし

てぬることができる。 

正方形，長方形，直角三

角形の意味を理解してい

る。 

Ａ

「形めいろ」に関心をも

ち，進んで取り組み，他

にも新しいルールを作っ

て「形めいろ」を楽しも

うとしている。 

三角形，四角形の意味を

基に弁別し，そのわけを

説明することができる。

三角形，四角形の弁別を

素早く行うことができ

る。 

三角形，四角形の意味を

十分に理解している。 
11 三角形と 四角形 

ジャンプ 

Ｂ

「形めいろ」に関心をも

ち，進んで取り組もうと

している。 

三角形，四角形に弁別し，

そのわけを説明すること

ができる。 
 

三角形や四角形の弁別を

行なうことができる。 
三角形，四角形の意味を

理解している。 

Ａ

九九の色塗りの問題に関

心を示し，答えが同じに

なるかけ算を進んで見つ

けようとしている。 

答えが同じになるいろい

ろなかけ算の式を見つ

け，１つの数を他の数の

積と多面的にとらえるこ

とができる。 

答えが同じになるいろい

ろなかけ算の式を素早く

見つけることができる。 

1 つの数を他の数の積と

みるなど，数の乗法的な

構成を十分に理解してい

る。 

★ 

 

算

数

の 

ま

ど 

12 九九の きまり 

ステップ 

Ｂ

九九の色塗りの問題に関

心を示し，答えが同じに

なるかけ算を見つけよう

としている。 

答えが同じになるかけ算

の式を見つけ，1 つの数

他の数の積とみることが

できる。 

 

答えが同じになるいろい

ろなかけ算の式を見つけ

ることができる。 

1 つの数を他の数の積と

みるなど，数の乗法的な

構成を理解している。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

箱づくりに関心をもち，

進んで工作用紙やひごを

使って箱の形をつくろう

としている。 

箱の形の面や辺のつなが

りを考えることができ

る。 

面と面，辺と辺をじょう

ずにつないで箱の形をつ

くることができる。 

箱の形の構成要素である

面，辺のつながりを十分

理解している。 

 ②はこづくり 

Ｂ

工作用紙やひごを使って

箱の形をつくろうとして

いる。 

工作用紙の面やひごを使

って，試行錯誤しながら

面や辺のつながりを考え

ることができる。 

面と面，辺と辺をつない

で箱の形をつくることが

できる。 

箱の形の構成要素である

面，辺のつながりを理解

している。 

Ａ

身のまわりにあるものの

順序を見付けて，進んで

数を使って表そうとして

いる。 

図にかいて，基準を基に

してものの順序を筋道立

てて考えることができ

る。 

図にかいて，前後，左右

などの用語を用いて，も

のの順序を適切に表すこ

とができる。 

集合数と順序数の違いと

図を使った順序の調べ方

や前後，左右など基準の

大切さを十分に理解して

いる。         

◎ 

 

何

番 

目 

 

Ｂ

身の回りにある具体的な

ものの順序を，数を使っ

て表そうとしている。 

図みて，基準を基にして

ものの順序を考えること

ができる。 

図を使って，前後，左右

などの用語を用いて，も

のの順序を表すことがで

きる。 

集合数と順序数の違いと

図を使った順序の調べ方

を理解している。 

Ａ

具体物の半分，半分の半

分などに関心をもち，進

んで数を用いて表そうと

している。 

操作を通して，半分を 2
等分した大きさ，半分の

半分を4つに等分した大

きさと発展的に考えるこ

とができる。 

具体物を用いて，素早く

正確に 1／2，1／4 の大

きさをつくり，数で表す

ことができる。 

具体的な操作を通して，

「半分」「半分の半分」と

つないで1／2や1／4の
意味を実感的に理解して

いる。 

16 

 

分

数 

 

Ｂ

具体物の半分に関心をも

ち，数を用いて表そうと

している。 

操作を通して，半分を 2
等分した大きさというよ

うに考えることができ

る。 

具体物を用いて1／2， 
1／4の大きさをつくり，

数で表すことができる。 

具体的な操作を通して， 
1／2や1／4の意味を理

解している。 

Ａ

「九九の花ばたけ」に進

んで取り組み，さらに，

周りの数の並びを変えて

やってみようとしてい

る。 

かける数とかけられる数

を見て，どの積が一番大

きくなるかなどを論理的

に考えながら，かけ算が

できる。 

5,2,3,4 の段の九九を任

意の順序すらすらと唱え

て計算できる。 

5,2,3,4 の段の九九を確

実に覚えている。 

9 かけ算(1) 

ステップ 

Ｂ

「九九の花ばたけ」に関

心を持ち，5,2,3,4 の段

の九九を進んで覚えよう

としている。 

周りの数の１から順々に

考えて計算すれば簡単と

考えることができる。 

5,2,3,4 の段の九九を唱

えながら計算できる。 
5,2,3,4 の段の九九を覚

えている。 

Ａ

5,2,3,4 の段の九九を使

って色ぬりに進んで取り

組もうとしているだけで

なく，自分でも問題を進

んで作ろうとしている。

かける数とかけられる数

に着目して，積が20より

大きくなるかを筋道立て

て考え，説明することが

できる。 

5,2,3,4 の段の九九を適

切に用いて九九の色塗り

ができる。 

5,2,3,4 の段の九九を確

実に覚えている。 

★ 

 

算

数

の 

ま

ど 

9 かけ算(1) 

ジャンプ 

Ｂ

5,2,3,4 の段の九九を使

って色ぬりに進んで取り

組もうとしている。 

かける数とかけられる数

に着目して，積が20より

大きくなるかを筋道立て

て考えられる。 

5,2,3,4 の段の九九を用

いて九九の色塗りができ

る。 

5,2,3,4 の段の九九を覚

えている。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

カードならべに進んで取

り組み，他にもこのよう

なカード並べの問題をつ

くろうとする。 

十進位取り記数法の仕組

みを基に，条件に合った

数を考えることができ

る。 

頭の位から，大きい数や

小さい数など与えられた

数字カードをもちいて手

際よく4けたの数をつく

ることができる。 

十進位取り記数法の仕組

みを利用した数の表し方

について十分に理解して

いる。 

14 10000までの 数 

ジャンプ 

Ｂ

カードならべに関心をも

ち，位取り板と数字カー

ドを用いて，数を作る問

題に取り組もうとしてい

る。 

十進位取り記数法の仕組

みを基に，頭の位の数か

ら順に並べることを考え

ることができる。 

位取り板を用いて，大き

い数や小さい数など与え

られた数をつくることが

できる。 

十進位取り記数法の仕組

みを利用した数の表し方

について理解している。 

Ａ

箱作りに関心を示し，箱

の構成に必要な面をかき

出す活動に進んで取り組

もうとしている。 

箱の形の構成要素である

面に着目して，たりない

面を考えることができ

る。 

箱の形を見て，たりない

面の形をすらすらとかく

ことができる。 

箱の形の構成要素である

同じ形の面やその個数を

十分に理解している。 

15 はこの 形 

ステップ 

Ｂ

箱の構成に必要な面をか

き出す活動に取り組もう

としている。 

箱の形の構成要素である

面について，同じ形の面

とその個数を考えること

ができる。 

箱の形を見て，たらない

面をかくことができる。 

箱の形の構成要素である

同じ形の面やその個数を

理解している。 

Ａ

同じ目のあるさいころづ

くりに関心をもち，他に

もいろいろつくってみよ

うとしている。 

さいころの表と裏の目を

たすと7になることを見

いだし，これを活用して

考えることができる。

さいころの目の数の関係

に着目して，素早くさい

ころを作ることができ

る。 

さいころの目の数の関係

を十分理解している。 

★ 

 

算

数

の 

ま

ど 

15 はこの 形 

ジャンプ 

Ｂ

同じ目のあるさいころづ

くりに取り組もうとして

いる。 

さいころの表と裏の目を

たすと7になることに着

目し，これを活用して考

えることができる。 

さいころの目の数の関係

に着目して，さいころを

作ることができる。 

さいころの目の数の関係

を理解している。 

 

 

7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

九九表に関心をもち，九

九の範囲を超えたかけ算

の答えを進んで見つけよ

うとしている。 

既習のかけ算の構成の仕

方やかけ算の性質を用い

て，九九の範囲を超える

かけ算の求め方を見いだ

すことができる。 

 

九九の範囲を超える表を

速く，確実に完成できる。 

既習のかけ算の構成の仕

方や性質の活用の仕方を

十分理解している。 

12 九九の きまり 

ジャンプ 

Ｂ

九九表に関心をもち，九

九の範囲を超えたかけ算

の答えを見つけようとし

ている。 

既習のかけ算の構成の仕

方やかけ算の性質を用い

て，九九の範囲を超える

かけ算の求め方を考える

ことができる。 

 

九九の範囲を超える表を

確実に完成できる。 

既習のかけ算の構成の仕

方や性質の活用の仕方を

理解している。 

Ａ

１ｍを越える長さのいろ

いろな説明に関心をも

ち，進んで正しいかどう

かを調べようとしてい

る。 

長さ計算を根拠に，正し

いかどうかを判断し，そ

のわけを説明することが

できる。 

確実に長さの計算をし

て，適切に正しいかどう

かを判断処理することが

できる。 

長さの計算の仕方を十分

理解している。 
13 100 ㎝を こえる

長さ 

ステップ 

Ｂ

１ｍを越える長さについ

ての説明に関心をもち，

正しいかどうかを調べよ

うとしている。 

物差しを使って長さの計

算をして，それを根拠に

して正しいかどうかを判

断し，説明することがで

きる。 

長さの計算をして，正し

いかどうかを判断処理し

することができる。 

長さの計算の仕方を理解

している。 

Ａ

身のまわりから５ｍ未満

のものの長さについて，

長さの見当を付けて，い

ろいろな長さを５ｍもの

さしで測定しようとして

いる。 

１ｍの量感を基に，何m
ぐらいかを適切に見当付

けることができる。 

手作りの 5ｍものさしを

使って，身のまわりのい

ろいろな長さを確実に測

定することができる。 

見当をつけてから測定す

る方法を確実に理解して

いる。 

13 100 ㎝を こえる

長さ 

ジャンプ 

Ｂ

身のまわりから５ｍ未満

のものの長さについて，

長さの見当を付けて，５

ｍものさしで測定しよう

としている。 
 

１ｍの量感を基に，何m
ぐらいかを見当付けるこ

とができる。 

手作りの 5ｍものさしを

使って，身のまわりのい

ろいろな長さを測定する

ことができる。 

見当付けてから測定する

方法を理解している。 

Ａ

進んで点取りルーレット

に 取 り 組 み ， 数 を

1000,100,10,1 のまとま

りで数をとらえ，点数を

表そうとしている。 

得点を1000,100,10,1の

幾つ分と数構成的に考え

たり，十進位取り記数法

の仕組みを基に数の大小

を判断し，説明すること

ができる。 

頭の位の数に着目して，

確実に数の大小比較がで

きる。 

十進位取り記数法のしく

みを活用する数の大小比

較の仕方を十分に理解し

ている。 

★ 

 

算

数

の 

ま

ど 

14 10000までの 数 

ステップ 

Ｂ

点取りルーレットに関心

をもち1000,100,10,1の

まとまりで数をとらえ，

点数を表そうとしてい

る。 

得点を1000,100,10,1の

幾つ分と数構成的に考え

たり，十進位取り記数法

の仕組みを基に数の大小

を判断したりできる。

 

頭の位の数に着目して，

数の大小比較ができる。 

十進位取り記数法のしく

みを活用する数の大小比

較の仕方を理解してい

る。 

6 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

カードならべに進んで取

り組み，他にもこのよう

なカード並べの問題をつ

くろうとする。 

十進位取り記数法の仕組

みを基に，条件に合った

数を考えることができ

る。 

頭の位から，大きい数や

小さい数など与えられた

数字カードをもちいて手

際よく4けたの数をつく

ることができる。 

十進位取り記数法の仕組

みを利用した数の表し方

について十分に理解して

いる。 

14 10000までの 数 

ジャンプ 

Ｂ

カードならべに関心をも

ち，位取り板と数字カー

ドを用いて，数を作る問

題に取り組もうとしてい

る。 

十進位取り記数法の仕組

みを基に，頭の位の数か

ら順に並べることを考え

ることができる。 

位取り板を用いて，大き

い数や小さい数など与え

られた数をつくることが

できる。 

十進位取り記数法の仕組

みを利用した数の表し方

について理解している。 

Ａ

箱作りに関心を示し，箱

の構成に必要な面をかき

出す活動に進んで取り組

もうとしている。 

箱の形の構成要素である

面に着目して，たりない

面を考えることができ

る。 

箱の形を見て，たりない

面の形をすらすらとかく

ことができる。 

箱の形の構成要素である

同じ形の面やその個数を

十分に理解している。 

15 はこの 形 

ステップ 

Ｂ

箱の構成に必要な面をか

き出す活動に取り組もう

としている。 

箱の形の構成要素である

面について，同じ形の面

とその個数を考えること

ができる。 

箱の形を見て，たらない

面をかくことができる。 

箱の形の構成要素である

同じ形の面やその個数を

理解している。 

Ａ

同じ目のあるさいころづ

くりに関心をもち，他に

もいろいろつくってみよ

うとしている。 

さいころの表と裏の目を

たすと7になることを見

いだし，これを活用して

考えることができる。

さいころの目の数の関係

に着目して，素早くさい

ころを作ることができ

る。 

さいころの目の数の関係

を十分理解している。 

★ 

 

算

数

の 

ま

ど 

15 はこの 形 

ジャンプ 

Ｂ

同じ目のあるさいころづ

くりに取り組もうとして

いる。 

さいころの表と裏の目を

たすと7になることに着

目し，これを活用して考

えることができる。 

さいころの目の数の関係

に着目して，さいころを

作ることができる。 

さいころの目の数の関係

を理解している。 

 

 

7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小単元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

九九表に関心をもち，九

九の範囲を超えたかけ算

の答えを進んで見つけよ

うとしている。 

既習のかけ算の構成の仕

方やかけ算の性質を用い

て，九九の範囲を超える

かけ算の求め方を見いだ

すことができる。 

 

九九の範囲を超える表を

速く，確実に完成できる。 

既習のかけ算の構成の仕

方や性質の活用の仕方を

十分理解している。 

12 九九の きまり 

ジャンプ 

Ｂ

九九表に関心をもち，九

九の範囲を超えたかけ算

の答えを見つけようとし

ている。 

既習のかけ算の構成の仕

方やかけ算の性質を用い

て，九九の範囲を超える

かけ算の求め方を考える

ことができる。 

 

九九の範囲を超える表を

確実に完成できる。 

既習のかけ算の構成の仕

方や性質の活用の仕方を

理解している。 

Ａ

１ｍを越える長さのいろ

いろな説明に関心をも

ち，進んで正しいかどう

かを調べようとしてい

る。 

長さ計算を根拠に，正し

いかどうかを判断し，そ

のわけを説明することが

できる。 

確実に長さの計算をし

て，適切に正しいかどう

かを判断処理することが

できる。 

長さの計算の仕方を十分

理解している。 
13 100 ㎝を こえる

長さ 

ステップ 

Ｂ

１ｍを越える長さについ

ての説明に関心をもち，

正しいかどうかを調べよ

うとしている。 

物差しを使って長さの計

算をして，それを根拠に

して正しいかどうかを判

断し，説明することがで

きる。 

長さの計算をして，正し

いかどうかを判断処理し

することができる。 

長さの計算の仕方を理解

している。 

Ａ

身のまわりから５ｍ未満

のものの長さについて，

長さの見当を付けて，い

ろいろな長さを５ｍもの

さしで測定しようとして

いる。 

１ｍの量感を基に，何m
ぐらいかを適切に見当付

けることができる。 

手作りの 5ｍものさしを

使って，身のまわりのい

ろいろな長さを確実に測

定することができる。 

見当をつけてから測定す

る方法を確実に理解して

いる。 

13 100 ㎝を こえる

長さ 

ジャンプ 

Ｂ

身のまわりから５ｍ未満

のものの長さについて，

長さの見当を付けて，５

ｍものさしで測定しよう

としている。 
 

１ｍの量感を基に，何m
ぐらいかを見当付けるこ

とができる。 

手作りの 5ｍものさしを

使って，身のまわりのい

ろいろな長さを測定する

ことができる。 

見当付けてから測定する

方法を理解している。 

Ａ

進んで点取りルーレット

に 取 り 組 み ， 数 を

1000,100,10,1 のまとま

りで数をとらえ，点数を

表そうとしている。 

得点を1000,100,10,1の

幾つ分と数構成的に考え

たり，十進位取り記数法

の仕組みを基に数の大小

を判断し，説明すること

ができる。 

頭の位の数に着目して，

確実に数の大小比較がで

きる。 

十進位取り記数法のしく

みを活用する数の大小比

較の仕方を十分に理解し

ている。 

★ 

 

算

数

の 

ま

ど 

14 10000までの 数 

ステップ 

Ｂ

点取りルーレットに関心

をもち1000,100,10,1の

まとまりで数をとらえ，

点数を表そうとしてい

る。 

得点を1000,100,10,1の

幾つ分と数構成的に考え

たり，十進位取り記数法

の仕組みを基に数の大小

を判断したりできる。

 

頭の位の数に着目して，

数の大小比較ができる。 

十進位取り記数法のしく

みを活用する数の大小比

較の仕方を理解してい

る。 
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評価の観点と評価規準 3 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

さらに九九表から進んで

きまりを見つけ，活用し

ようとしている。 

乗数や被乗数と積の関係

からかけ算のきまりを見

つけ，活用して10のかけ

算の仕方を考えることが

できる。 

10や0のかけ算ができ，

手際よくかけ算のきまり

を使って乗数や被乗数を

求めることができる。 

かけ算のきまりや10や0

のかけ算の意味を十分理

解している。 

1 

九

九

の

表

と

か

け

算 

 

Ｂ

九九表に関心を持ち，進

んできまりを見つけ，活

用しようとしている。 

乗数が増減するのに伴う

積の変化のきまりを見つ

け，これを活用して 10

のかけ算の仕方を考える

ことができる。 

10や0のかけ算ができ，

かけ算のきまりを使って

乗数や被乗数を求めるこ

とができる。 

かけ算のきまりや10や0

のかけ算の意味を理解し

ている。 

Ａ

同じずつ分ける計算を，

かけ算と関連づけて調べ

ていこうとしている。 

除法の計算の仕方を，乗

法の計算を基にして筋道

立てて考えることができ

る。 

わり算が用いられる場面

を立式し，すらすらとわ

り算の答えを求めること

ができる。 

等分除，包含除の分け方

と0を含めたわり算の意

味を理解し，その答えの

求め方も理解している。 

①分け方とわり算 

Ｂ

同じずつ分ける計算につ

いて，数図ブロックを使

って調べていこうとして

いる。 

除法の計算の仕方を，乗

法の計算を基にして考え

ることができる。 

除法の立式とともに九九

を使って確実にわり算の

答えを求めることができ

る。 

等分除，包含除の分け方

とわり算の意味を理解

し，0 のわり算の意味を

理解している。 

Ａ

わり算の活用に関心を持

ち，問題づくりやわり算

を使った問題に進んで取

り組もうとしている。 

倍とわり算を関係づけて

考えたり，わり算を活用

してわり算を使った問題

を考えたりすることがで

きる。 

除法と加減を組み合わせ

た問題を手際よく解くこ

とができる。 

わり算の意味を基に作問

し，何倍を求めるときも

わり算を用いることを確

実に理解している。 

②わり算を使って 

Ｂ

問題づくりやわり算を使

った問題に取り組もうと

している。 

倍とわり算を関係づけて

考えたり，わり算を使っ

た問題を考えたりするこ

とができる。 

除法と加減を組み合わせ

た問題を解くことができ

る。 

わり算の意味を基に作問

し，何倍を求めるときも

わり算を用いることを理

解している。 

Ａ

答えが九九にないわり算

の計算の仕方を工夫して

考えようとしている。 

被除数を数構成的に分解

し，10を単位にして九九

を活用して計算の仕方を

考えることができる。 

答えが九九にない簡単な

わり算の計算が確実にで

きる。 

答えが九九にない簡単な

わり算の計算の仕方を確

実に理解している。 

2 

わ

り

算 

③答えが九九にない 

わり算 

Ｂ

答えが九九にないわり算

の計算の仕方を具体物の

操作をして考えようとし

ている。 

お金の模型を使って，10
を単位にして九九を活用

して計算の仕方を考える

ことができる。 

答えが九九にない簡単な

わり算の計算ができる。 
答えが九九にない簡単な

わり算の計算の仕方を理

解している。 

Ａ

具体的な事象における問

題について，かけ算にな

るか，わり算になるかを

判断して式に表し，説明

しようとしている。 

かけ算やわり算の意味に

基づいて判断し，式のわ

けを，図や言葉を使って

説明できる。 

かけ算になるか，わり算

になるか，手際よく演算

決定し，式にかくことが

できる。 

式と言葉，図を結びつけ

て，乗除の意味をわかり

やすく説明できる。 

● 

ど

ん

な

計

算

に

な

る

の

か

な 

 

Ｂ

かけ算になるか，わり算

になるかの判断をし，説

明しようとしている。 

かけ算やわり算の意味に

基づいて判断し，式のわ

けを，図を使って説明で

きる。 

かけ算になるか，わり算

になるか，演算決定し，

式にかくことができる。 

式と言葉や図を用いて，

乗除の意味を説明するこ

とができる。 

1 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

円や球に関心を持ち，身

の回りからそれらの特徴

を生かしているものを進

んで調べようとしてい

る。 

直径と半径の関係，円と

球に共通する性質などに

ついて考えることができ

る。 

コンパスで正確に円や円

を使った模様をかいた

り，長さを写し取ったり

することができる。 

円や球の意味や性質中

心，半径，直径を確実に

理解している。  

 

3 

 

円 

と 

球 

 

Ｂ

円や球に関心を持ち，そ

れらについて調べようと

している。 

直径と半径の関係，円と

球に共通する性質につい

て考えることができる。

コンパスを使って円や円

を使った模様をかいた

り，長さを写し取ったり

することができる。 

 

円や球の意味や性質と中

心，半径，直径を理解し

ている。 

Ａ

積極的に説明したり，質

問やつけたしをして，自

分の考えを深化・発展さ

せようとしている。 

図やわかりやすい言葉な

どを的確に用いて説明し

たり，質問したりするな

ど話し合いの仕方を考え

ることができる。 

みんなで話し合うために

大切な5つ以上の事柄を

取り上げることができ

る。 

話し合い活動の６つの大

切なことを実感的に理解

している。 

● 

み

ん

な

で

話

し

あ

い

ま

し

ょ

う 

 

Ｂ

話し合いの仕方に関心を

持ち，図やわかりやすい

言葉などを用いて説明し

たり質問したりしようと

している。 

図やわかりやすい言葉な

どを用いて説明したり，

質問したりするなど話し

合いのしかたを考えるこ

とができる。 

みんなで話し合うために

大切なことを3つ程度取

り上げることができる。 

話し合い活動の６つの大

切なことを理解してい

る。 

Ａ

関係図などを使って問題

をとらえ，乗法や除法の

を活用して問題を解決し

ようとしている。 

関係図を使って，問題の

数量関係をとらえたり，

解決の仕方を説明したり

することができる。 

問題を関係図に表し，か

くれた数を手際よく求め

ることができる。 

関係図の意味や乗除の関

係をよく理解している。 

 
◎ 

か
く
れ
た
数
は
い
く
つ
(1) 

 

Ｂ

関係図などを使って問題

の数量の関係をとらえよ

うとしている。 

関係図を使って，問題の

数量関係をとらえ，問題

解決の仕方を考えること

ができる。 

線分図を基に関係図をか

き，かくれた数を求める

ことができる。 

関係図の意味や乗除の関

係を理解している。 

Ａ

(何百)±(何百)の計算の

仕方を，進んで既習の基

数計算を基にして考えよ

うとしている。 

(何百)±(何百)の計算を

100 を単位にして考える

ことができる。 

(何百)±(何百)の立式を

して答えを確実に求める

ことができる。 

(何百)±(何百)の計算は

100 を単位として考えれ

ばよいことを十分に理解

している。 

①何百のたし算と 

ひき算 

Ｂ

(何百)±(何百)の計算の

仕方を既習の基数計算を

基にして考えようとして

いる。 

(何百)±(何百)の計算の

仕方をお金の模型を使っ

て100を単位として考え

ることができる。 

(何百)±(何百)の計算の

答えを求めることができ

る。 

(何百)±(何百)の計算は

100 を単位として考えれ

ばよいことを理解してい

る。 

Ａ

(3 桁)＋(3 桁)の筆算の

仕方を既習の筆算を基に

考え，説明しようとして

いる。 

既習の(2 桁)＋(2 桁)の

筆算の仕方を基に，筋道

立てて考えることができ

る。 

(3 桁)＋(3 桁)の計算に

ついて，筆算で確実に答

えを求めることができ

る。 

 

(3 桁)＋(3 桁)の筆算の

仕方を十分に理解してい

る。 

4 

た

し

算

と

ひ

き

算

の

筆

算 

②たし算の筆算 

Ｂ

(3 桁)＋(3 桁)の筆算の

仕方を既習の筆算を基に

して考えようとしてい

る。 

計算棒を使って，既習の

(2 桁)＋(2 桁)の筆算の

仕方を基にして，考える

ことができる。 

 

(3 桁)＋(3 桁)の計算に

ついて，筆算で答えを求

めることができる。 

(3 桁)＋(3 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

2 

評価の観点と評価規準　3年上
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評価の観点と評価規準 3 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

さらに九九表から進んで

きまりを見つけ，活用し

ようとしている。 

乗数や被乗数と積の関係

からかけ算のきまりを見

つけ，活用して10のかけ

算の仕方を考えることが

できる。 

10や0のかけ算ができ，

手際よくかけ算のきまり

を使って乗数や被乗数を

求めることができる。 

かけ算のきまりや10や0

のかけ算の意味を十分理

解している。 

1 

九

九

の

表

と

か

け

算 

 

Ｂ

九九表に関心を持ち，進

んできまりを見つけ，活

用しようとしている。 

乗数が増減するのに伴う

積の変化のきまりを見つ

け，これを活用して 10

のかけ算の仕方を考える

ことができる。 

10や0のかけ算ができ，

かけ算のきまりを使って

乗数や被乗数を求めるこ

とができる。 

かけ算のきまりや10や0

のかけ算の意味を理解し

ている。 

Ａ

同じずつ分ける計算を，

かけ算と関連づけて調べ

ていこうとしている。 

除法の計算の仕方を，乗

法の計算を基にして筋道

立てて考えることができ

る。 

わり算が用いられる場面

を立式し，すらすらとわ

り算の答えを求めること

ができる。 

等分除，包含除の分け方

と0を含めたわり算の意

味を理解し，その答えの

求め方も理解している。 

①分け方とわり算 

Ｂ

同じずつ分ける計算につ

いて，数図ブロックを使

って調べていこうとして

いる。 

除法の計算の仕方を，乗

法の計算を基にして考え

ることができる。 

除法の立式とともに九九

を使って確実にわり算の

答えを求めることができ

る。 

等分除，包含除の分け方

とわり算の意味を理解

し，0 のわり算の意味を

理解している。 

Ａ

わり算の活用に関心を持

ち，問題づくりやわり算

を使った問題に進んで取

り組もうとしている。 

倍とわり算を関係づけて

考えたり，わり算を活用

してわり算を使った問題

を考えたりすることがで

きる。 

除法と加減を組み合わせ

た問題を手際よく解くこ

とができる。 

わり算の意味を基に作問

し，何倍を求めるときも

わり算を用いることを確

実に理解している。 

②わり算を使って 

Ｂ

問題づくりやわり算を使

った問題に取り組もうと

している。 

倍とわり算を関係づけて

考えたり，わり算を使っ

た問題を考えたりするこ

とができる。 

除法と加減を組み合わせ

た問題を解くことができ

る。 

わり算の意味を基に作問

し，何倍を求めるときも

わり算を用いることを理

解している。 

Ａ

答えが九九にないわり算

の計算の仕方を工夫して

考えようとしている。 

被除数を数構成的に分解

し，10を単位にして九九

を活用して計算の仕方を

考えることができる。 

答えが九九にない簡単な

わり算の計算が確実にで

きる。 

答えが九九にない簡単な

わり算の計算の仕方を確

実に理解している。 

2 

わ

り

算 

③答えが九九にない 

わり算 

Ｂ

答えが九九にないわり算

の計算の仕方を具体物の

操作をして考えようとし

ている。 

お金の模型を使って，10
を単位にして九九を活用

して計算の仕方を考える

ことができる。 

答えが九九にない簡単な

わり算の計算ができる。 
答えが九九にない簡単な

わり算の計算の仕方を理

解している。 

Ａ

具体的な事象における問

題について，かけ算にな

るか，わり算になるかを

判断して式に表し，説明

しようとしている。 

かけ算やわり算の意味に

基づいて判断し，式のわ

けを，図や言葉を使って

説明できる。 

かけ算になるか，わり算

になるか，手際よく演算

決定し，式にかくことが

できる。 

式と言葉，図を結びつけ

て，乗除の意味をわかり

やすく説明できる。 

● 

ど

ん

な

計

算

に

な

る

の

か

な 

 

Ｂ

かけ算になるか，わり算

になるかの判断をし，説

明しようとしている。 

かけ算やわり算の意味に

基づいて判断し，式のわ

けを，図を使って説明で

きる。 

かけ算になるか，わり算

になるか，演算決定し，

式にかくことができる。 

式と言葉や図を用いて，

乗除の意味を説明するこ

とができる。 

1 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

円や球に関心を持ち，身

の回りからそれらの特徴

を生かしているものを進

んで調べようとしてい

る。 

直径と半径の関係，円と

球に共通する性質などに

ついて考えることができ

る。 

コンパスで正確に円や円

を使った模様をかいた

り，長さを写し取ったり

することができる。 

円や球の意味や性質中

心，半径，直径を確実に

理解している。  

 

3 

 

円 

と 

球 

 

Ｂ

円や球に関心を持ち，そ

れらについて調べようと

している。 

直径と半径の関係，円と

球に共通する性質につい

て考えることができる。

コンパスを使って円や円

を使った模様をかいた

り，長さを写し取ったり

することができる。 

 

円や球の意味や性質と中

心，半径，直径を理解し

ている。 

Ａ

積極的に説明したり，質

問やつけたしをして，自

分の考えを深化・発展さ

せようとしている。 

図やわかりやすい言葉な

どを的確に用いて説明し

たり，質問したりするな

ど話し合いの仕方を考え

ることができる。 

みんなで話し合うために

大切な5つ以上の事柄を

取り上げることができ

る。 

話し合い活動の６つの大

切なことを実感的に理解

している。 

● 

み

ん

な

で

話

し

あ

い

ま

し

ょ

う 

 

Ｂ

話し合いの仕方に関心を

持ち，図やわかりやすい

言葉などを用いて説明し

たり質問したりしようと

している。 

図やわかりやすい言葉な

どを用いて説明したり，

質問したりするなど話し

合いのしかたを考えるこ

とができる。 

みんなで話し合うために

大切なことを3つ程度取

り上げることができる。 

話し合い活動の６つの大

切なことを理解してい

る。 

Ａ

関係図などを使って問題

をとらえ，乗法や除法の

を活用して問題を解決し

ようとしている。 

関係図を使って，問題の

数量関係をとらえたり，

解決の仕方を説明したり

することができる。 

問題を関係図に表し，か

くれた数を手際よく求め

ることができる。 

関係図の意味や乗除の関

係をよく理解している。 

 
◎ 

か
く
れ
た
数
は
い
く
つ
(1) 

 

Ｂ

関係図などを使って問題

の数量の関係をとらえよ

うとしている。 

関係図を使って，問題の

数量関係をとらえ，問題

解決の仕方を考えること

ができる。 

線分図を基に関係図をか

き，かくれた数を求める

ことができる。 

関係図の意味や乗除の関

係を理解している。 

Ａ

(何百)±(何百)の計算の

仕方を，進んで既習の基

数計算を基にして考えよ

うとしている。 

(何百)±(何百)の計算を

100 を単位にして考える

ことができる。 

(何百)±(何百)の立式を

して答えを確実に求める

ことができる。 

(何百)±(何百)の計算は

100 を単位として考えれ

ばよいことを十分に理解

している。 

①何百のたし算と 

ひき算 

Ｂ

(何百)±(何百)の計算の

仕方を既習の基数計算を

基にして考えようとして

いる。 

(何百)±(何百)の計算の

仕方をお金の模型を使っ

て100を単位として考え

ることができる。 

(何百)±(何百)の計算の

答えを求めることができ

る。 

(何百)±(何百)の計算は

100 を単位として考えれ

ばよいことを理解してい

る。 

Ａ

(3 桁)＋(3 桁)の筆算の

仕方を既習の筆算を基に

考え，説明しようとして

いる。 

既習の(2 桁)＋(2 桁)の

筆算の仕方を基に，筋道

立てて考えることができ

る。 

(3 桁)＋(3 桁)の計算に

ついて，筆算で確実に答

えを求めることができ

る。 

 

(3 桁)＋(3 桁)の筆算の

仕方を十分に理解してい

る。 

4 

た

し

算

と

ひ

き

算

の

筆

算 

②たし算の筆算 

Ｂ

(3 桁)＋(3 桁)の筆算の

仕方を既習の筆算を基に

して考えようとしてい

る。 

計算棒を使って，既習の

(2 桁)＋(2 桁)の筆算の

仕方を基にして，考える

ことができる。 

 

(3 桁)＋(3 桁)の計算に

ついて，筆算で答えを求

めることができる。 

(3 桁)＋(3 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

2 

120算数評価規準3年上.indd   121 10.12.24   4:11:45 PM



− 122 −

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

(3 桁)－(3 桁)の筆算の

仕方を既習の筆算を基に

考え，説明しようとして

いる。 

(3 桁)－(3 桁)の筆算を

既習の(2・3桁)－(2桁)

の筆算の仕方を基に，筋

道立てて考えることがで

きる。 

(3 桁)－(3 桁)の計算に

ついて，筆算で確実に答

えを求めることができ

る。 

(3 桁)－(3 桁)の筆算の

仕方を十分に理解してい

る。 

③ひき算の筆算 

Ｂ

(3 桁)－(3 桁)の筆算の

仕方を既習の筆算を基に

して考えようとしてい

る。 

(3 桁)－(3 桁)の筆算を

計算棒を使って，既習の

(2・3桁)－(2桁)の筆算

の仕方を基にして，考え

ることができる。 

(3 桁)－(3 桁)の計算に

ついて，筆算で答えを求

めることができる。 

(3 桁)－(3 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

4 桁同士の加減筆算に関

心を持ち，既習の筆算を

基にして，進んで取り組

もうとしている。 

桁数の少ない場合を基に

して，4 桁同士の加減計

算の仕方を考え，説明す

ることができる。 

桁数の少ない場合を基に

して，4 桁同士の加減計

算が確実にできる。 

4 桁同士の加減計算も桁

数の少ない場合の計算と

同様にすればできること

を理解している。 

 

④4けたの数の筆算 

Ｂ

4 桁同士の加減筆算に進

んで取り組もうとしてい

る。 

桁数の少ない場合を基に

して，4 桁同士の加減計

算の仕方を考えることが

できる。 

桁数の少ない場合を基に

して，4 桁同士の加減計

算ができる。 

4 桁同士の加減計算の仕

方を理解している。 

Ａ

買い物の場面において，

買えるか，買えないかの

判断をし，進んで説明し

ようとしている。 

買えるか，買えないかの

判断のわけを，値段の見

積もりを根拠にして言葉

や図などを用いて的確に

説明することができる。

ものの値段をおよそ何百

円と見て，買えるか，買

えないかを的確に判断で

きる。 

買えるか，買えないかの

判断の拠り所となる値段

の見積りの仕方を確実に

理解している。 

● 

買

え

ま

す

か

？

買

え

ま

せ

ん

か

？ 

 

Ｂ

買い物の場面において，

買えるか，買えないかの

判断をし，説明しようと

している。 

買えるか，買えないかの

判断のわけを，値段の見

積もりを根拠にして，言

葉や図などを用いて説明

することができる。 

ものの値段をおよそ何百

円と見て，買えるか，買

えないかを判断できる。 

買えるか，買えないかの

判断の拠り所となる見積

りの仕方を理解してい

る。 

Ａ

万をこえる数の，数の表

し方，仕組み，数系列な

どを進んで調べようとし

ている。 

既習の十進位取り記数法

を基に数の表し方や仕組

みを考え，万を単位にし

た相対的な見方ができ

る。 

一億までの数を数直線上

に表したり，数直線上の

数をよんだりすることが

できる。 

一億までの数の仕組みや

表し方を十進位取り記数

法に基づいて十分理解し

ている。 

①万の位 

Ｂ

万をこえる数の，数の表

し方，仕組み，系列など

を調べようとしている。

既習の十進位取り記数法

を基に数の表し方や仕組

みを考え，万を単位にし

た相対的な見方ができ

る。 

一億までの数の表し方を

知り，よんだり，かいた

り，大小判断をしたりす

ることができる。 

 

一億までの数の仕組みや

表し方を十進位取り記数

法に基づいて理解してい

る。 

Ａ

10倍，100倍したり，10

でわったりするときの数

の大きさに関心を持ち，

その仕組みを調べようと

している。 

10倍，100倍したり，10

でわったりしたとき，位

がどのように変わるかに

着目して，数を考えるこ

とができる。 

整数を10倍，100倍した

り，10でわったりした数

を確実に求めることがで

きる。 

10倍，100倍したり，10

でわったりすることによ

り，位がいくつ上がり下

がりするかを理解してい

る。 

5 

一

億

ま

で

の

数 

②10倍した数，10で 

わった数 

Ｂ

10倍，100倍したり，10

でわったりするときの数

を調べようとしている。

10倍，100倍したり，10

でわったりするとき，位

がどのように変わるかに

着目することができる。

整数を10倍，100倍した

り，10でわったりした数

を求めることができる。 

10倍，100倍したり，10

でわったりすることによ

り，位がいくつ上がり下

がりするかを理解してい

る。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

日常生活の事柄を暗算で

行おうとしている。 

被加数や被減数を分解し

ない（2桁)±(2桁)の暗

算の仕方を考えることが

できる。 

100－(2 桁)や (2 桁)±

(2 桁)の計算が確実に暗

算でできる。 

100－(2桁) ，(2桁)±(2

桁)の暗算の仕方を十分

に理解している。 

6 

た

し

算

と

ひ

き

算 

 

Ｂ

簡単な(2 桁)±(2 桁)の

計算は暗算で行おうとし

ている。 

被加数や被減数を分解し

ない（2桁）±((2桁)の

暗算の仕方を考えること

ができる。 

100－(2 桁)や (2 桁)±

(2 桁)の計算が暗算でで

きる。 

100－(2桁) ，(2桁)±(2

桁)の暗算の仕方を理解

している。 

Ａ

迷路づくりに興味や関心

を持ち，他にも興味を持

った自由研究をやってみ

ようとしている。 

見通しをもって，迷路を

通ることができる。 

迷路を通ったり，いろい

ろな迷路を作ったりする

ことができる。 

迷路遊びのきまりや迷路

の作り方がわかる。 

● 

算

数

の

自

由

研

究 

 

Ｂ

迷路づくりに興味や関心

を持ち，取り組もうとし

ている。 

試行錯誤しながら迷路を

通ることができる。 

迷路を通ったり，作った

りすることができる。 

迷路の遊び方や楽しさが

わかる。 

Ａ

日常生活の中で時刻や時

間の計算のよさや時間の

単位に関心を持ち，進ん

で時間を守ろうとしてい

る。 

時計や数直線を使って，

必要な時刻や時間の計算

の仕方を考えることがで

きる。 

手際よく必要な時刻や時

間を求めたり，秒の単位

を用いて測定したりする

ことができる。 

時刻と時間の違い，日，

時，分，秒の関係を十分

理解している。 

①時こくと時間 

Ｂ

日常生活の中で必要な時

刻や時間を進んで求めよ

うとしている。 

時計や数直線を使って，

必要な時刻や時間を考え

ることができる。 

時刻や時間を求めること

ができる。 
時刻と時間の違い，日，

時，分，秒の関係を理解

している。 

Ａ

大きな長さの単位に関心

を持ち，工夫して調べよ

うとしている。 

目的に応じて巻き尺で測

ることを考え，的確に道

のりやかかる時間を予想

することができる。 

巻き尺を使って手際よく

測定したり，長さの計算

をしたりすることができ

る。 

km とｍの相互の関係や

巻き尺で道のりを測定す

る方法を十分理解してい

る。 

7 

時

間 

と

長

さ 

②長さ調べ 

Ｂ

道のりの見当をつけた

り，巻き尺で測ろうとし

たりしている。 

目的に応じて巻き尺で測

ることを考え，道のりや

かかる時間を予想するこ

とができる。 

巻き尺を使って測定した

り，長さの計算をしたり

することができる。 

長さの単位kmを知り，巻

き尺で道のりを測定する

方法を理解している。 

Ａ

進んで，余りのあるわり

算の計算の仕方をかけ算

との関連でとらえようと

している。 

乗法を基に余りのあるわ

り算の仕方を考えたり，

余りの大きさを帰納的に

考えたりすることができ

る。 

余りのあるわり算の計算

がすらすらと確実にでき

る。 

余りのあるわり算の意

味，余りの大きさ，答え

の確かめ方をよく理解し

ている。 

①あまりのある 

わり算のしかた 

Ｂ

余りのあるわり算の計算

の仕方をかけ算との関連

でとらえようとしてい

る。 

乗法を基に余りのあるわ

り算の仕方を考えること

ができる。 

余りのあるわり算の計算

が確実にできる。 
余りのあるわり算の意

味，余りの大きさ，答え

の確かめ方を理解してい

る。 

Ａ

日常生活の中でも適切に

余りを処理しようとして

いる。 

場面に応じた適切な余り

の処理の仕方を考えるこ

とができる。 

問題場面に応じて手際よ

く，適切に余りを処理す

ることができる。 

場面に応じた適切な余り

の処理の仕方を十分に理

解している。 

8 

あ

ま

り

の

あ

る

わ

り

算 
②あまりを考えて 

Ｂ

問題解決の場面に応じて

適切に余りを処理しよう

としている。 

場面に応じた適切な余り

の処理の仕方を考えるこ

とができる。 

問題場面に応じて，適切

に余りを処理することが

できる。 

場面に応じた適切な余り

の処理の仕方を理解して

いる。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

(3 桁)－(3 桁)の筆算の

仕方を既習の筆算を基に

考え，説明しようとして

いる。 

(3 桁)－(3 桁)の筆算を

既習の(2・3桁)－(2桁)

の筆算の仕方を基に，筋

道立てて考えることがで

きる。 

(3 桁)－(3 桁)の計算に

ついて，筆算で確実に答

えを求めることができ

る。 

(3 桁)－(3 桁)の筆算の

仕方を十分に理解してい

る。 

③ひき算の筆算 

Ｂ

(3 桁)－(3 桁)の筆算の

仕方を既習の筆算を基に

して考えようとしてい

る。 

(3 桁)－(3 桁)の筆算を

計算棒を使って，既習の

(2・3桁)－(2桁)の筆算

の仕方を基にして，考え

ることができる。 

(3 桁)－(3 桁)の計算に

ついて，筆算で答えを求

めることができる。 

(3 桁)－(3 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

4 桁同士の加減筆算に関

心を持ち，既習の筆算を

基にして，進んで取り組

もうとしている。 

桁数の少ない場合を基に

して，4 桁同士の加減計

算の仕方を考え，説明す

ることができる。 

桁数の少ない場合を基に

して，4 桁同士の加減計

算が確実にできる。 

4 桁同士の加減計算も桁

数の少ない場合の計算と

同様にすればできること

を理解している。 

 

④4けたの数の筆算 

Ｂ

4 桁同士の加減筆算に進

んで取り組もうとしてい

る。 

桁数の少ない場合を基に

して，4 桁同士の加減計

算の仕方を考えることが

できる。 

桁数の少ない場合を基に

して，4 桁同士の加減計

算ができる。 

4 桁同士の加減計算の仕

方を理解している。 

Ａ

買い物の場面において，

買えるか，買えないかの

判断をし，進んで説明し

ようとしている。 

買えるか，買えないかの

判断のわけを，値段の見

積もりを根拠にして言葉

や図などを用いて的確に

説明することができる。

ものの値段をおよそ何百

円と見て，買えるか，買

えないかを的確に判断で

きる。 

買えるか，買えないかの

判断の拠り所となる値段

の見積りの仕方を確実に

理解している。 

● 

買

え

ま

す

か

？

買

え

ま

せ

ん

か

？ 

 

Ｂ

買い物の場面において，

買えるか，買えないかの

判断をし，説明しようと

している。 

買えるか，買えないかの

判断のわけを，値段の見

積もりを根拠にして，言

葉や図などを用いて説明

することができる。 

ものの値段をおよそ何百

円と見て，買えるか，買

えないかを判断できる。 

買えるか，買えないかの

判断の拠り所となる見積

りの仕方を理解してい

る。 

Ａ

万をこえる数の，数の表

し方，仕組み，数系列な

どを進んで調べようとし

ている。 

既習の十進位取り記数法

を基に数の表し方や仕組

みを考え，万を単位にし

た相対的な見方ができ

る。 

一億までの数を数直線上

に表したり，数直線上の

数をよんだりすることが

できる。 

一億までの数の仕組みや

表し方を十進位取り記数

法に基づいて十分理解し

ている。 

①万の位 

Ｂ

万をこえる数の，数の表

し方，仕組み，系列など

を調べようとしている。

既習の十進位取り記数法

を基に数の表し方や仕組

みを考え，万を単位にし

た相対的な見方ができ

る。 

一億までの数の表し方を

知り，よんだり，かいた

り，大小判断をしたりす

ることができる。 

 

一億までの数の仕組みや

表し方を十進位取り記数

法に基づいて理解してい

る。 

Ａ

10倍，100倍したり，10

でわったりするときの数

の大きさに関心を持ち，

その仕組みを調べようと

している。 

10倍，100倍したり，10

でわったりしたとき，位

がどのように変わるかに

着目して，数を考えるこ

とができる。 

整数を10倍，100倍した

り，10でわったりした数

を確実に求めることがで

きる。 

10倍，100倍したり，10

でわったりすることによ

り，位がいくつ上がり下

がりするかを理解してい

る。 

5 

一

億

ま

で

の

数 

②10倍した数，10で 

わった数 

Ｂ

10倍，100倍したり，10

でわったりするときの数

を調べようとしている。

10倍，100倍したり，10

でわったりするとき，位

がどのように変わるかに

着目することができる。

整数を10倍，100倍した

り，10でわったりした数

を求めることができる。 

10倍，100倍したり，10

でわったりすることによ

り，位がいくつ上がり下

がりするかを理解してい

る。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

日常生活の事柄を暗算で

行おうとしている。 

被加数や被減数を分解し

ない（2桁)±(2桁)の暗

算の仕方を考えることが

できる。 

100－(2 桁)や (2 桁)±

(2 桁)の計算が確実に暗

算でできる。 

100－(2桁) ，(2桁)±(2

桁)の暗算の仕方を十分

に理解している。 

6 

た

し

算

と

ひ

き

算 

 

Ｂ

簡単な(2 桁)±(2 桁)の

計算は暗算で行おうとし

ている。 

被加数や被減数を分解し

ない（2桁）±((2桁)の

暗算の仕方を考えること

ができる。 

100－(2 桁)や (2 桁)±

(2 桁)の計算が暗算でで

きる。 

100－(2桁) ，(2桁)±(2

桁)の暗算の仕方を理解

している。 

Ａ

迷路づくりに興味や関心

を持ち，他にも興味を持

った自由研究をやってみ

ようとしている。 

見通しをもって，迷路を

通ることができる。 

迷路を通ったり，いろい

ろな迷路を作ったりする

ことができる。 

迷路遊びのきまりや迷路

の作り方がわかる。 

● 

算

数

の

自

由

研

究 

 

Ｂ

迷路づくりに興味や関心

を持ち，取り組もうとし

ている。 

試行錯誤しながら迷路を

通ることができる。 

迷路を通ったり，作った

りすることができる。 

迷路の遊び方や楽しさが

わかる。 

Ａ

日常生活の中で時刻や時

間の計算のよさや時間の

単位に関心を持ち，進ん

で時間を守ろうとしてい

る。 

時計や数直線を使って，

必要な時刻や時間の計算

の仕方を考えることがで

きる。 

手際よく必要な時刻や時

間を求めたり，秒の単位

を用いて測定したりする

ことができる。 

時刻と時間の違い，日，

時，分，秒の関係を十分

理解している。 

①時こくと時間 

Ｂ

日常生活の中で必要な時

刻や時間を進んで求めよ

うとしている。 

時計や数直線を使って，

必要な時刻や時間を考え

ることができる。 

時刻や時間を求めること

ができる。 
時刻と時間の違い，日，

時，分，秒の関係を理解

している。 

Ａ

大きな長さの単位に関心

を持ち，工夫して調べよ

うとしている。 

目的に応じて巻き尺で測

ることを考え，的確に道

のりやかかる時間を予想

することができる。 

巻き尺を使って手際よく

測定したり，長さの計算

をしたりすることができ

る。 

km とｍの相互の関係や

巻き尺で道のりを測定す

る方法を十分理解してい

る。 

7 

時

間 

と

長

さ 

②長さ調べ 

Ｂ

道のりの見当をつけた

り，巻き尺で測ろうとし

たりしている。 

目的に応じて巻き尺で測

ることを考え，道のりや

かかる時間を予想するこ

とができる。 

巻き尺を使って測定した

り，長さの計算をしたり

することができる。 

長さの単位kmを知り，巻

き尺で道のりを測定する

方法を理解している。 

Ａ

進んで，余りのあるわり

算の計算の仕方をかけ算

との関連でとらえようと

している。 

乗法を基に余りのあるわ

り算の仕方を考えたり，

余りの大きさを帰納的に

考えたりすることができ

る。 

余りのあるわり算の計算

がすらすらと確実にでき

る。 

余りのあるわり算の意

味，余りの大きさ，答え

の確かめ方をよく理解し

ている。 

①あまりのある 

わり算のしかた 

Ｂ

余りのあるわり算の計算

の仕方をかけ算との関連

でとらえようとしてい

る。 

乗法を基に余りのあるわ

り算の仕方を考えること

ができる。 

余りのあるわり算の計算

が確実にできる。 
余りのあるわり算の意

味，余りの大きさ，答え

の確かめ方を理解してい

る。 

Ａ

日常生活の中でも適切に

余りを処理しようとして

いる。 

場面に応じた適切な余り

の処理の仕方を考えるこ

とができる。 

問題場面に応じて手際よ

く，適切に余りを処理す

ることができる。 

場面に応じた適切な余り

の処理の仕方を十分に理

解している。 

8 

あ

ま

り

の

あ

る

わ

り

算 
②あまりを考えて 

Ｂ

問題解決の場面に応じて

適切に余りを処理しよう

としている。 

場面に応じた適切な余り

の処理の仕方を考えるこ

とができる。 

問題場面に応じて，適切

に余りを処理することが

できる。 

場面に応じた適切な余り

の処理の仕方を理解して

いる。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

変量に着目し，まとめて

考えるよさに気づき，進

んでまとめて考えようと

している。 

関係図をかいて変量に着

目し，3倍の2倍は6倍

とまとめて考えることが

できる。 

手際よく何倍になるかを

考えて，問題を解決でき

る。 

ａ倍のｂ倍が(ａ×ｂ)倍

になることを十分理解し

ている。 

◎ 

何 

倍 

で

し

ょ

う 

 

Ｂ

変量に着目し，まとめて

考えようとしている。 

関係図を使って変量に着

目し，3倍の2倍は6倍

と考えることができる。

変量に着目し，何倍にな

るかを考えて問題を解く

ことができる。 

ａ倍のｂ倍が(ａ×ｂ)倍

になることを図と結びつ

けて理解している。 

Ａ

乗法の結合法則を問題解

決の場で進んで活用しよ

うとしている。 

多くの数をかけるとき，

計算の順序をかえても答

えは同じことを見いだす

ことができる。 

 

問題解決の場で，乗法の

結合法則を有効に使って

解くことができる。 

乗法の結合法則について

十分に理解している。 

9 

計

算

の

じ

ゅ

ん

じ

ょ 

 

Ｂ

乗法の結合法則を問題解

決の場で活用しようとし

ている。 

多くの数をかけるとき，

計算の順序をかえても答

えは同じことに気づくこ

とができる。 

乗法の結合法則を使っ

て，問題を解くことがで

きる。 

乗法の結合法則について

理解している。 

Ａ

レポートから必要な情報

を収集・選択し，進んで

問題を解決しようとして

いる。 

解決に必要な時間や道の

りに関する情報を収集，

選択して，自分で考える

ことができる。 

レポートの情報を適切に

活用して，問題を解決す

ることができる。 

 

文章と地図とを結びつけ

て，正しく情報を理解し

ている。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(1) 

 

Ｂ

レポートから必要な情報

を収集・選択し，問題を

解決しようとしている。

解決に必要な時間や道の

りに関する情報を収集，

選択して考えることがで

きる。 

 

レポートの情報を活用し

て問題を解決することが

できる 

文章と地図とを結びつけ

て，情報を理解している。 

Ａ

「間の数」の問題を図に

かいて，きまりを見つけ

て考えようとしている。

線分図や図などを使って

きまりを見つけ，そのき

まりを使って考えること

ができる。 

順序や植木算の問題を手

際よく解くことができ

る。 

木の数―１＝間の数とい

うきまりを知っている。 
◎ 

間 

の 

数 

 

Ｂ

「間の数」の問題を図に

かいて考えようとしてい

る。 

○や線の図にかいて考え

ることができる。 
順序や植木算の問題を図

にかいて解くことができ

る。 

図にかいて考える方法を

理解している。 

Ａ

問題を作り変えて，いろ

いろなかけ算に取り組も

うとしている。 

いくつ分，何倍と筋道立

てて考えることができ

る。 

かけ算の式で表現し，手

際よく計算できる。 
0や10を含むかけ算の計

算の仕方を十分に理解し

ている。 

1 九九の表と かけ算 

ステップ 

Ｂ

かけ算に進んで取り組も

うとしている。 
いくつ分，何倍と考える

ことができる。 
かけ算の式で表現し，計

算できる。 
0や10を含むかけ算の計

算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

昔の九九の表と今の九九

の表を比べて，相違点を

見つけようとしている。

 

昔の九九の表のきまりを

考え，筋道立てて説明す

ることができる。 

昔の九九の表を今の九九

と対応して，適切に読む

ことができる。 

昔の九九の表に書いてな

い九九がどうしてあるの

かを理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

1 九九の表と かけ算 

ジャンプ 

Ｂ

昔の九九の表の構成を見

つけようとしている。 
昔の九九の表のきまりを

考え，説明することがで

きる。 
 

昔の九九の表を今の九九

と対応して読むことがで

きる。 

昔の九九と今の九九の違

いを理解している。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

わり算カードを作って練

習に進んで友達と一緒に

取り組もうとしている。

九九の表を見て，いろい

ろなわり算カードの作り

方を考えることができ

る。 

わり算カードを使ってい

ろいろな練習をして，確

実に覚えている。 

わり算の答えを知識とし

て確実に覚えている。 
2 わり算 

ステップ 

Ｂ

わり算カードを作ってわ

り算練習をしようとして

いる。 

九九の表を見て，答えが

２になるわり算カードの

作り方を考えることがで

きる。 

わり算カードを使ってい

ろいろな練習をして，覚

えている。 

わり算の答えを知識とし

て覚えている。 

Ａ

わり算のカード並べの問

題に取り組み，自分でも

いろいろ作ってみようと

している。 

わり算とかけ算を関連づ

け，1 つの数を 2 つの数

の積と見て，いろいろな

問題を考えることができ

る。 

除数と商の組について順

序よく考えたり，かけ算

の交換法則を用いたりし

て手際よく処理できる。 

わり算とかけ算の関連や

交換法則を十分理解して

いる。 

2 わり算 

ジャンプ 

Ｂ

わり算のカード並べの問

題に取り組み，自分でも

作ってみようとしてい

る。 

わり算とかけ算を関連づ

け，1 つの数を 2 つの数

の積と見ることができ

る。 

除数とその商の組を見つ

けて，処理できる。 
わり算とかけ算の関連や

交換法則を理解してい

る。 

Ａ

コンパスを使って楽しん

で5㎝の長さを写し取ろ

うとしている。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことから筋道立てて考え

ることができる。 

コンパスを使って5㎝の

長さを写し取って，ボー

ルをゴールに入れること

が手際よくできる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことを十分理解してい

る。 

3 円と球 

ステップ 

Ｂ

コンパスを使って5㎝の

長さを写し取ろうとして

いる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことから考えることがで

きる。 

コンパスを使って半径5

㎝の円をかき，ゴールに

入れることができる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりであ

ることを理解している。 

Ａ

円を用いて宝のありかを

見つけ，似た問題を作ろ

うとしている。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことから筋道立てて考え

ることができる。 

条件に応じた円を手際よ

くかき，「宝さがし」がで

きる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことを十分理解してい

る。 

3 円と球 

ジャンプ 

Ｂ

円をかいて，宝のありか

を見つけようとしてい

る。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことから考えることがで

きる。 

条件に応じた円をかき，

「宝さがし」ができる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことを理解している。 

Ａ

進んで数当てゲームに取

り組み，似た問題をいろ

いろ作ろうとしている。

答えとたす数の関係に着

目してかくれた数を筋道

立てて考えることができ

る。 

(3 桁)±(3 桁)の筆算の

かくれた数を手際よく見

つけることができる。 

「たされる数，たす数，

答え」「ひかれる数，ひく

数，答え」の関係をよく

理解している。 

4 たし算とひき算の

筆算 

ステップ 

Ｂ

進んで数当てゲームに取

り組み，似た問題を作ろ

うとしている。 

答えとたす数の関係に着

目してかくれた数を考え

ることができる。 

(3 桁)±(3 桁)の筆算の

かくれた数をみつけるこ

とができる。 

「たされる数，たす数，

答え」「ひかれる数，ひく

数，答え」の関係を理解

している。 

Ａ

進んでカード並べに取り

組み，似た問題をいろい

ろ作ろうとしている。 

1 桁＋1 桁の和の一の位

の数に着目し，あてはま

るカードを考えることが

できる。 

たし算の筆算の空いた数

を手際よく求めることが

できる。 

たし算の筆算の仕組みを

確実に理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

4 たし算とひき算の

筆算 

ジャンプ 

Ｂ

進んでカード並べに取り

組み，似た問題を作ろう

としている。 

試行錯誤的に考えること

ができる。 

たし算の筆算の空いた数

に数字カードを試行錯誤

的にあてはめて見つける

ことができる。 

たし算の筆算の仕組みを

理解している。 

6 

a

a

a×b

a×b

b

b
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

変量に着目し，まとめて

考えるよさに気づき，進

んでまとめて考えようと

している。 

関係図をかいて変量に着

目し，3倍の2倍は6倍

とまとめて考えることが

できる。 

手際よく何倍になるかを

考えて，問題を解決でき

る。 

ａ倍のｂ倍が(ａ×ｂ)倍

になることを十分理解し

ている。 

◎ 

何 

倍 

で

し

ょ

う 

 

Ｂ

変量に着目し，まとめて

考えようとしている。 

関係図を使って変量に着

目し，3倍の2倍は6倍

と考えることができる。

変量に着目し，何倍にな

るかを考えて問題を解く

ことができる。 

ａ倍のｂ倍が(ａ×ｂ)倍

になることを図と結びつ

けて理解している。 

Ａ

乗法の結合法則を問題解

決の場で進んで活用しよ

うとしている。 

多くの数をかけるとき，

計算の順序をかえても答

えは同じことを見いだす

ことができる。 

 

問題解決の場で，乗法の

結合法則を有効に使って

解くことができる。 

乗法の結合法則について

十分に理解している。 

9 

計

算

の

じ

ゅ

ん

じ

ょ 

 

Ｂ

乗法の結合法則を問題解

決の場で活用しようとし

ている。 

多くの数をかけるとき，

計算の順序をかえても答

えは同じことに気づくこ

とができる。 

乗法の結合法則を使っ

て，問題を解くことがで

きる。 

乗法の結合法則について

理解している。 

Ａ

レポートから必要な情報

を収集・選択し，進んで

問題を解決しようとして

いる。 

解決に必要な時間や道の

りに関する情報を収集，

選択して，自分で考える

ことができる。 

レポートの情報を適切に

活用して，問題を解決す

ることができる。 

 

文章と地図とを結びつけ

て，正しく情報を理解し

ている。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(1) 

 

Ｂ

レポートから必要な情報

を収集・選択し，問題を

解決しようとしている。

解決に必要な時間や道の

りに関する情報を収集，

選択して考えることがで

きる。 

 

レポートの情報を活用し

て問題を解決することが

できる 

文章と地図とを結びつけ

て，情報を理解している。 

Ａ

「間の数」の問題を図に

かいて，きまりを見つけ

て考えようとしている。

線分図や図などを使って

きまりを見つけ，そのき

まりを使って考えること

ができる。 

順序や植木算の問題を手

際よく解くことができ

る。 

木の数―１＝間の数とい

うきまりを知っている。 
◎ 

間 

の 

数 

 

Ｂ

「間の数」の問題を図に

かいて考えようとしてい

る。 

○や線の図にかいて考え

ることができる。 
順序や植木算の問題を図

にかいて解くことができ

る。 

図にかいて考える方法を

理解している。 

Ａ

問題を作り変えて，いろ

いろなかけ算に取り組も

うとしている。 

いくつ分，何倍と筋道立

てて考えることができ

る。 

かけ算の式で表現し，手

際よく計算できる。 
0や10を含むかけ算の計

算の仕方を十分に理解し

ている。 

1 九九の表と かけ算 

ステップ 

Ｂ

かけ算に進んで取り組も

うとしている。 
いくつ分，何倍と考える

ことができる。 
かけ算の式で表現し，計

算できる。 
0や10を含むかけ算の計

算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

昔の九九の表と今の九九

の表を比べて，相違点を

見つけようとしている。

 

昔の九九の表のきまりを

考え，筋道立てて説明す

ることができる。 

昔の九九の表を今の九九

と対応して，適切に読む

ことができる。 

昔の九九の表に書いてな

い九九がどうしてあるの

かを理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

1 九九の表と かけ算 

ジャンプ 

Ｂ

昔の九九の表の構成を見

つけようとしている。 
昔の九九の表のきまりを

考え，説明することがで

きる。 
 

昔の九九の表を今の九九

と対応して読むことがで

きる。 

昔の九九と今の九九の違

いを理解している。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

わり算カードを作って練

習に進んで友達と一緒に

取り組もうとしている。

九九の表を見て，いろい

ろなわり算カードの作り

方を考えることができ

る。 

わり算カードを使ってい

ろいろな練習をして，確

実に覚えている。 

わり算の答えを知識とし

て確実に覚えている。 
2 わり算 

ステップ 

Ｂ

わり算カードを作ってわ

り算練習をしようとして

いる。 

九九の表を見て，答えが

２になるわり算カードの

作り方を考えることがで

きる。 

わり算カードを使ってい

ろいろな練習をして，覚

えている。 

わり算の答えを知識とし

て覚えている。 

Ａ

わり算のカード並べの問

題に取り組み，自分でも

いろいろ作ってみようと

している。 

わり算とかけ算を関連づ

け，1 つの数を 2 つの数

の積と見て，いろいろな

問題を考えることができ

る。 

除数と商の組について順

序よく考えたり，かけ算

の交換法則を用いたりし

て手際よく処理できる。 

わり算とかけ算の関連や

交換法則を十分理解して

いる。 

2 わり算 

ジャンプ 

Ｂ

わり算のカード並べの問

題に取り組み，自分でも

作ってみようとしてい

る。 

わり算とかけ算を関連づ

け，1 つの数を 2 つの数

の積と見ることができ

る。 

除数とその商の組を見つ

けて，処理できる。 
わり算とかけ算の関連や

交換法則を理解してい

る。 

Ａ

コンパスを使って楽しん

で5㎝の長さを写し取ろ

うとしている。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことから筋道立てて考え

ることができる。 

コンパスを使って5㎝の

長さを写し取って，ボー

ルをゴールに入れること

が手際よくできる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことを十分理解してい

る。 

3 円と球 

ステップ 

Ｂ

コンパスを使って5㎝の

長さを写し取ろうとして

いる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことから考えることがで

きる。 

コンパスを使って半径5

㎝の円をかき，ゴールに

入れることができる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりであ

ることを理解している。 

Ａ

円を用いて宝のありかを

見つけ，似た問題を作ろ

うとしている。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことから筋道立てて考え

ることができる。 

条件に応じた円を手際よ

くかき，「宝さがし」がで

きる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことを十分理解してい

る。 

3 円と球 

ジャンプ 

Ｂ

円をかいて，宝のありか

を見つけようとしてい

る。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことから考えることがで

きる。 

条件に応じた円をかき，

「宝さがし」ができる。 

円は一点から等しい距離

にある点の集まりである

ことを理解している。 

Ａ

進んで数当てゲームに取

り組み，似た問題をいろ

いろ作ろうとしている。

答えとたす数の関係に着

目してかくれた数を筋道

立てて考えることができ

る。 

(3 桁)±(3 桁)の筆算の

かくれた数を手際よく見

つけることができる。 

「たされる数，たす数，

答え」「ひかれる数，ひく

数，答え」の関係をよく

理解している。 

4 たし算とひき算の

筆算 

ステップ 

Ｂ

進んで数当てゲームに取

り組み，似た問題を作ろ

うとしている。 

答えとたす数の関係に着

目してかくれた数を考え

ることができる。 

(3 桁)±(3 桁)の筆算の

かくれた数をみつけるこ

とができる。 

「たされる数，たす数，

答え」「ひかれる数，ひく

数，答え」の関係を理解

している。 

Ａ

進んでカード並べに取り

組み，似た問題をいろい

ろ作ろうとしている。 

1 桁＋1 桁の和の一の位

の数に着目し，あてはま

るカードを考えることが

できる。 

たし算の筆算の空いた数

を手際よく求めることが

できる。 

たし算の筆算の仕組みを

確実に理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

4 たし算とひき算の

筆算 

ジャンプ 

Ｂ

進んでカード並べに取り

組み，似た問題を作ろう

としている。 

試行錯誤的に考えること

ができる。 

たし算の筆算の空いた数

に数字カードを試行錯誤

的にあてはめて見つける

ことができる。 

たし算の筆算の仕組みを

理解している。 

6 

120算数評価規準3年上.indd   125 10.12.24   4:11:46 PM



− 126 −

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

日常生活に当てはめて時

刻や時間を求めようとし

ている。 

必要な時刻や時間の求め

方を考えることができ

る。 

手際よく時刻や時間を求

めたり，長さの計算をし

たりすることができる。 

午前と午後の区別をし

て，時計を使った時刻や

時間の求め方を理解して

いる。 

7 時間と長さ 

ステップ 

Ｂ

時刻や時間を進んで求め

ようとしている。 
時計を使って，必要な時

刻や時間の求め方を考え

ることができる。 

時刻や時間を求めたり，

長さの計算をしたりする

ことができる。 

時計を使った時刻や時間

の求め方を理解してい

る。 

Ａ

進んで1分や10ｍの量感

をつかもうとしている。

見当をつけてから，効率

的に活動することを考え

る。 

1 分間にできること，10
ｍのひもを使ってできる

活動をいろいろ調べるこ

とができる。 

1 分，10ｍの量感を実感

的に理解している。 
7 時間と長さ 

ジャンプ 

Ｂ

1分や10ｍの量感を身に

つけようとしている。 
見当をつけてから，活動

することを考える。 
1 分間にできること，10
ｍのひもを使ってできる

活動を調べることができ

る。 

1 分，10ｍの量感を活動

を通して理解している。 

Ａ

余りを小さくする方法を

考えようとしている。 
わる数を基に余りが小さ

くなるように２つの数字

を組み合わせてわられる

数を考えることができ

る。 

わる数を基に，手際よく

余りが小さい式を作るこ

とができる。 

わる数と余りの大きさの

関係をよく理解してい

る。 

8 あまりのあるわり算 

ステップ 

Ｂ

関心を持ち，進んで取り

組もうとしている。 
余りが小さくなるように

２つの数字を組み合わせ

てわられる数を考えるこ

とができる。 

わる数を基に，余りが小

さい式を作ることができ

る。 

わる数と余りの大きさの

関係を理解している。 

Ａ

わる数を変えて色ぬりし

たカード同士でわる数と

それぞれのカードとのき

まりを見つけようとして

いる。 

数表のもようから，論理

的に除数と余りの規則性

を考えることができる。

あまりのあるわり算の計

算が確実にできる。 
除数と余りには規則があ

ることをもようと結びつ

けて十分に理解してい

る。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

8 あまりのあるわり算 

ジャンプ 

Ｂ

色の並び方についてのき

まりを見つけようとして

いる。 

数表の色のもようから除

数と余りの規則性を考え

ることができる。 

あまりのあるわり算の計

算ができる。 
除数と余りには規則があ

ることをもようと結びつ

けて理解している。 

 

7 
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評価の観点と評価規準 3 年下 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

二等辺三角形や正三角形

に関心を持ち，それらに

ついて自ら進んで調べよ

うとしている。 

辺の相等に着目して三角

形を弁別・整理して考え，

そのわけを論理的に説明

することができる。 

コンパスを使って，二等

辺三角形や正三角形を正

確に作図することができ

る。 

二等辺三角形や正三角形

の意味や性質を確実に理

解している。 

①二等辺三角形と 

正三角形 

Ｂ

二等辺三角形や正三角形

に関心を持ち，それらの

性質を調べようとしてい

る。 

辺の相等に着目して三角

形を弁別・整理して考え，

説明することができる。

コンパスを使って，二等

辺三角形や正三角形を作

図することができる。 

二等辺三角形や正三角形

の意味や性質を理解して

いる。 

Ａ

角の大きさに着目して，

二等辺三角形や正三角形

の性質を進んで調べよう

としている。 

二等辺三角形や正三角形

の角の大きさの大小・相

等関係を筋道立てて考え

ることができる。 

二等辺三角形や正三角形

の角の大きさの大小や相

等を手際よく調べること

ができる。 

二等辺三角形や正三角形

の角の相等関係について

確実に理解している。 

10 

三

角

形 

②角 

Ｂ

角の大きさに着目して，

二等辺三角形や正三角形

の性質を調べようとして

いる。 

二等辺三角形や正三角形

の角の大きさの大小・相

等関係について考えるこ

とができる。 

二等辺三角形や正三角形

の角の大きさの大小や相

等を調べることができ

る。 

二等辺三角形や正三角形

の角の相等関係について

理解している。 

Ａ

10や100を単位として，

(何十，何百)×(1 桁)の

計算を進んでしようとし

ている。 

(何十，何百)×(1 桁)の

計算を10や100を単位と

して考え，その仕方を説

明することができる。

10や100を単位として，

(何十，何百)×(1 桁)の

計算が手際よくできる。 

(何十，何百)×(1 桁)の

計算の仕方を確実に理解

している。 

①何十･何百のかけ算 

Ｂ

10や100を単位として，

(何十，何百)×(1 桁)の

計算をしようとしてい

る。 

(何十，何百)×(1 桁)の

計算を10や100を単位と

して考えることができ

る。 

10や100を単位として，

(何十，何百)×(1 桁)の

計算ができる。 

(何十，何百)×(1 桁)の

計算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

(2 桁)×(1 桁)の計算を

進んで筆算を用いて計算

しようとしている。 

(2 桁)×(1 桁)の筆算の

仕方を九九と(何十)×

(1 桁)の計算を基にして

考え，説明することがで

きる。 

(2 桁)×(1 桁)の計算が

確実に筆算でできる。 

(2 桁)×(1 桁)の筆算の

仕方を十分に理解してい

る。 

②(2けた)×(1けた) 

の筆算 

Ｂ

(2 桁)×(1 桁)の計算の

仕方を具体物の操作を通

して考えようとしてい

る。 

(2 桁)×(1 桁)の筆算の

仕方を九九と(何十)×

(1 桁)の計算を基にして

考えることができる。

(2 桁)×(1 桁)の計算が

筆算でできる。 

(2 桁)×(1 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

(3 桁)×(1 桁)の計算を

進んで筆算を用いて計算

しようとしている。 

既習の(2 桁)×(1 桁)の

仕方と同じように考え，

説明することができる。

(3 桁)×(1 桁)の計算が

確実に筆算でできる。 

(3 桁)×(1 桁)の筆算に

ついて，計算の仕方を十

分に理解している。 

③(3けた)×(1けた) 

の筆算 

Ｂ

(3 桁)×(1 桁)の計算の

仕方を具体物の操作を通

して考えようとしてい

る。 

既習の(2 桁)×(1 桁)の

仕方と同じように考える

ことができる。 

(3 桁)×(1 桁)の計算が

筆算でできる。 

(3 桁)×(1 桁)の筆算に

ついて，計算の仕方を理

解している。 

Ａ

暗算のよさに気づき，進

んで生活に生かそうとし

ている。 

(2 桁)×(1 桁)の暗算の

仕方を考え，説明するこ

とができる。 

(2 桁)×(1 桁)の計算が

確実に暗算でできる。 

(2 桁)×(1 桁)の暗算の

仕方を十分に理解してい

る。 

11 

1 

け

た

を

か

け

る

か

け

算

の

筆

算 

④暗算 

Ｂ

(2 桁)×(1 桁)の計算を

進んで暗算で行おうとし

ている。 

(2 桁)×(1 桁)の暗算の

仕方を考えることができ

る。 

(2 桁)×(1 桁)の計算が

位を考えて暗算ででき

る。 

(2 桁)×(1 桁)の暗算の

仕方を理解している。 

1 

評価の観点と評価規準　3年下
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

資料の傾向がわかりやす

い棒グラフに整理し，生

活に活用しようとしてい

る。 

棒グラフを使って，項目

間の関係や全体的な特徴

を見いだすことができ

る。 

棒グラフを見て，正しく

資料をよみ取り，目的に

応じた棒グラフを手際よ

くかくことができる。  

棒グラフのよみ方，かき

方を十分理解している。 
②ぼうグラフ 

Ｂ

棒グラフに関心を持ち，

進んで棒グラフに表そう

としている。 

棒グラフを使って，項目

間の関係や全体的な特徴

を考えることができる。

棒グラフをよんだり，目

的に応じた棒グラフをか

いたりすることができ

る。 

棒グラフのよみ方，かき

方を理解している。 

Ａ

２つの観点から分類整理

して２次元の表や棒グラ

フに表そうとしている。

２つの観点から調べたこ

とを２次元表や棒グラフ

に整理して考えることが

できる。 

手際よく2次元表に整理

したり，棒グラフに表し

たりして，資料の特徴を

読むことができる。 

2 次元表の作り方と読み

方をよく理解している。 

 

③くふうした表 

Ｂ

２次元表への整理の仕方

を調べ，棒グラフに表そ

うとしている。 

２つの観点から調べたこ

とを２次元表に整理して

考えることができる。 

2 次元表や棒グラフから

資料の特徴を読むことが

できる。 

2 次元表の読み方を理解

している。 

Ａ

身の回りで小数がどんな

ところで使われている

か，見つけようとしてい

る。 

端数部分の大きさを，基

の単位を 10 等分して表

すことを筋道立てて考え

ることができる。 

いろいろな量を小数第 1

位までの小数で確実に表

すことができる。 

小数，小数点，小数第 1

位，整数の意味をきちん

と理解している。 

①はしたの大きさと 

小数 

Ｂ

端数部分の大きさを表す

小数に気づき，進んで生

活に生かそうとしてい

る。 

端数部分の大きさを，基

の単位を 10 等分して表

すことを考えことができ

る。 

いろいろな量を小数第 1

位までの小数で表すこと

ができる。 

小数，小数点，小数第 1

位，整数の意味を理解し

ている。 

Ａ

進んで小数を数直線上に

表し，整数，分数と関連

づけて数系列，大小を調

べようとしている。 

0.1，1を単位にした数構

成的な見方や0.1を単位

とした相対的な見方がで

きる。 

数直線に小数を表し，小

数と 1/10 を単位とした

分数の大小比較をして不

等号で確実に表すことが

できる。 

整数と関連づけて小数の

数構成，系列，大小をき

ちんと理解している。 

②小数の大きさ 

Ｂ

小数を数直線上に表し，

整数，分数と関連づけて

数系列，大小を調べよう

としている。 

数直線を用いて，0.1，１

を単位にした数構成的な

見方や0.1を単位とした

相対的な見方ができる。

数直線に小数を表し，小

数と 1/10 を単位とした

分数の大小比較をして不

等号で表すことができ

る。 

小数の数構成，系列，大

小を理解している。 

Ａ

小数の加減の計算を，整

数の場合と同じように考

えようとしている。 

0.1 のいくつ分になるか

を考え，整数の加減と同

じように考えることがで

きる。 

小数第1位までの小数の

加減計算がすらすらと確

実にできる。 

小数の加減の意味と計算

の仕方をよく理解してい

る。 

16 

小

数 

③小数のたし算・ひき算

Ｂ

小数の加減の計算に興味

を持ち，進んで計算に取

り組もうとしている。 

図を使って，0.1 のいく

つ分になるかを考えるこ

とができる。 

小数第1位までの小数の

加減計算ができる。 

小数の加減計算の意味と

仕方を理解している。 

Ａ

(2 桁)×(何十)の計算の

仕方を既習の知識を使っ

て考えようとしている。

23×30の計算の仕方を，

23×3を10倍すると考え

ることができる。 

(2 桁)×(何十)の計算が

確実にできる。 

(2 桁)×(何十)の計算が

乗法の結合法則を基にし

ていることを理解してい

る。 

17 

２
け
た
を
か
け
る
か
け
算
の
筆
算 

①何十をかけるかけ算 

Ｂ

(2 桁)×(何十)の計算に

関心を持ち，進んで計算

しようとしている。 

図を使って，23×30の計

算の仕方を，23×3を10

倍すると考えることがで

きる。 

(2 桁)×(何十)の計算が

できる。 

(2 桁)×(何十)の計算の

仕方を理解している。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

重さについて関心を持

ち，進んで身近な物の重

さを測定しようとしてい

る。 

重さについても普遍単位

の必要性を考え，重さを

ｇ，kg，t を使って数値

で表すことを考えること

ができる。 

適切に重さの単位や計器

を選択して手際よく測定

したり，重さの計算をし

たりすることができる。 

重さの量感を身につけ，

重さの測定方法を理解し

ている。また，ｇ，kg，t

の関係を理解している。 

12 

重

さ 

 

Ｂ

重さについて関心を持

ち，身近な物の重さを測

定しようとしている。 

重さをｇ，kg，t を使っ

て数値で表すことを考え

ることができる。 

重さの単位や計器を選択

して測定したり，重さの

計算をしたりすることが

できる。 

1kg の重さを作るなどの

活動を通して，重さの量

感を身につけている。ま

た，ｇ，kgとtの関係を

理解している。 

Ａ

はしたの大きさや等分し

た大きさを，進んで分数

を用いて表そうとしてい

る。 

単位分数のいくつ分と考

えて，分数の大きさをと

らえたり，同分母分数の

加減計算の仕方を筋道立

てて考えたりすることが

できる。 

手際よく分数で表し，同

分母分数の大小比較や加

減計算が確実にできる。 

分数の意味や表し方，分

数の加減計算の意味を確

実に理解している。 

13 

分
数 

 

 

Ｂ

はしたの大きさや等分し

た大きさを，分数を用い

て表そうとしている。 

単位分数のいくつ分と考

えて，分数の大きさをと

らえたり，同分母分数の

加減計算の仕方を考えた

りすることができる。 

はしたの大きさを分数で

表し，同分母分数の大小

比較や加減計算ができ

る。 

分数の意味や表し方，分

数の加減計算の意味を理

解している。 

Ａ

進んで組になる数量を見

つけて，まとまりを考え

て問題を解決しようとし

ている。 

組になる数量に着目し，

まとまりを考えることが

できる。 

加減と乗法の混じった問

題をまとまりを作って手

際よく解くことができ

る。 

まとまりを考えて問題を

解くよさを実感的に理解

している。 

◎ 

べ
つ
べ
つ
に ､ 

い
っ
し
ょ
に 

 

 

Ｂ

組になる数量を見つけ

て，まとまりを考えて問

題を解決しようとしてい

る。 

図を使って組になる数量

に着目し，まとまりを考

えることができる。 

加減と乗法の混じった問

題を，まとまりを考えて

解くことができる。 

まとまりを考えて問題を

解くことを理解してい

る。 

Ａ

分配法則を既習の計算の

きまりを基に考えようと

している。 

２つの考えを1つの式に

表すことを考え，分配法

則を作ることができる。

 

分配法則の右辺と左辺を

自由に往復させることが

できる。 

分配法則の意味を理解し

ている。 
14 

計

算

の

き

ま

り 

 

Ｂ

分配法則に関心を持ち，

進んで計算しようとして

いる。 

2 つの考えを 1 つの式で

表すことを考え，分配法

則が成り立つことに気づ

く。 

分配法則の右辺を左辺に

展開したり，左辺を右辺

に展開したりすることが

できる。 
 

分配法則の意味を理解し

ている。 

Ａ

落ちや重なりがなく調べ

て，見やすい表を進んで

作ろうとしている。 

表を使って，わかりやす

く整理する仕方を工夫し

て考えることができる。

正の字を書いて調べ，手

際よく表に整理すること

ができる。 
 

表に整理する仕方を確実

に理解している。 
15 

表

と

グ

ラ

フ 

①表づくり 

Ｂ

落ちや重なりがなく調べ

て，表に整理しようとし

ている。 

表を使って，わかりやす

く整理する仕方を考える

ことができる。 

正の字を書いて調べ，表

に整理することができ

る。 
 

表に整理する仕方を理解

している。 

2 

g

g

g

g

kg

kg

kg

kg

127算数評価規準3年下.indd   128 10.12.24   4:12:06 PM



− 129 −

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

資料の傾向がわかりやす

い棒グラフに整理し，生

活に活用しようとしてい

る。 

棒グラフを使って，項目

間の関係や全体的な特徴

を見いだすことができ

る。 

棒グラフを見て，正しく

資料をよみ取り，目的に

応じた棒グラフを手際よ

くかくことができる。  

棒グラフのよみ方，かき

方を十分理解している。 
②ぼうグラフ 

Ｂ

棒グラフに関心を持ち，

進んで棒グラフに表そう

としている。 

棒グラフを使って，項目

間の関係や全体的な特徴

を考えることができる。

棒グラフをよんだり，目

的に応じた棒グラフをか

いたりすることができ

る。 

棒グラフのよみ方，かき

方を理解している。 

Ａ

２つの観点から分類整理

して２次元の表や棒グラ

フに表そうとしている。

２つの観点から調べたこ

とを２次元表や棒グラフ

に整理して考えることが

できる。 

手際よく2次元表に整理

したり，棒グラフに表し

たりして，資料の特徴を

読むことができる。 

2 次元表の作り方と読み

方をよく理解している。 

 

③くふうした表 

Ｂ

２次元表への整理の仕方

を調べ，棒グラフに表そ

うとしている。 

２つの観点から調べたこ

とを２次元表に整理して

考えることができる。 

2 次元表や棒グラフから

資料の特徴を読むことが

できる。 

2 次元表の読み方を理解

している。 

Ａ

身の回りで小数がどんな

ところで使われている

か，見つけようとしてい

る。 

端数部分の大きさを，基

の単位を 10 等分して表

すことを筋道立てて考え

ることができる。 

いろいろな量を小数第 1

位までの小数で確実に表

すことができる。 

小数，小数点，小数第 1

位，整数の意味をきちん

と理解している。 

①はしたの大きさと 

小数 

Ｂ

端数部分の大きさを表す

小数に気づき，進んで生

活に生かそうとしてい

る。 

端数部分の大きさを，基

の単位を 10 等分して表

すことを考えことができ

る。 

いろいろな量を小数第 1

位までの小数で表すこと

ができる。 

小数，小数点，小数第 1

位，整数の意味を理解し

ている。 

Ａ

進んで小数を数直線上に

表し，整数，分数と関連

づけて数系列，大小を調

べようとしている。 

0.1，1を単位にした数構

成的な見方や0.1を単位

とした相対的な見方がで

きる。 

数直線に小数を表し，小

数と 1/10 を単位とした

分数の大小比較をして不

等号で確実に表すことが

できる。 

整数と関連づけて小数の

数構成，系列，大小をき

ちんと理解している。 

②小数の大きさ 

Ｂ

小数を数直線上に表し，

整数，分数と関連づけて

数系列，大小を調べよう

としている。 

数直線を用いて，0.1，１

を単位にした数構成的な

見方や0.1を単位とした

相対的な見方ができる。

数直線に小数を表し，小

数と 1/10 を単位とした

分数の大小比較をして不

等号で表すことができ

る。 

小数の数構成，系列，大

小を理解している。 

Ａ

小数の加減の計算を，整

数の場合と同じように考

えようとしている。 

0.1 のいくつ分になるか

を考え，整数の加減と同

じように考えることがで

きる。 

小数第1位までの小数の

加減計算がすらすらと確

実にできる。 

小数の加減の意味と計算

の仕方をよく理解してい

る。 

16 

小

数 

③小数のたし算・ひき算

Ｂ

小数の加減の計算に興味

を持ち，進んで計算に取

り組もうとしている。 

図を使って，0.1 のいく

つ分になるかを考えるこ

とができる。 

小数第1位までの小数の

加減計算ができる。 

小数の加減計算の意味と

仕方を理解している。 

Ａ

(2 桁)×(何十)の計算の

仕方を既習の知識を使っ

て考えようとしている。

23×30の計算の仕方を，

23×3を10倍すると考え

ることができる。 

(2 桁)×(何十)の計算が

確実にできる。 

(2 桁)×(何十)の計算が

乗法の結合法則を基にし

ていることを理解してい

る。 

17 

２
け
た
を
か
け
る
か
け
算
の
筆
算 

①何十をかけるかけ算 

Ｂ

(2 桁)×(何十)の計算に

関心を持ち，進んで計算

しようとしている。 

図を使って，23×30の計

算の仕方を，23×3を10

倍すると考えることがで

きる。 

(2 桁)×(何十)の計算が

できる。 

(2 桁)×(何十)の計算の

仕方を理解している。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

重さについて関心を持

ち，進んで身近な物の重

さを測定しようとしてい

る。 

重さについても普遍単位

の必要性を考え，重さを

ｇ，kg，t を使って数値

で表すことを考えること

ができる。 

適切に重さの単位や計器

を選択して手際よく測定

したり，重さの計算をし

たりすることができる。 

重さの量感を身につけ，

重さの測定方法を理解し

ている。また，ｇ，kg，t

の関係を理解している。 

12 

重

さ 

 

Ｂ

重さについて関心を持

ち，身近な物の重さを測

定しようとしている。 

重さをｇ，kg，t を使っ

て数値で表すことを考え

ることができる。 

重さの単位や計器を選択

して測定したり，重さの

計算をしたりすることが

できる。 

1kg の重さを作るなどの

活動を通して，重さの量

感を身につけている。ま

た，ｇ，kgとtの関係を

理解している。 

Ａ

はしたの大きさや等分し

た大きさを，進んで分数

を用いて表そうとしてい

る。 

単位分数のいくつ分と考

えて，分数の大きさをと

らえたり，同分母分数の

加減計算の仕方を筋道立

てて考えたりすることが

できる。 

手際よく分数で表し，同

分母分数の大小比較や加

減計算が確実にできる。 

分数の意味や表し方，分

数の加減計算の意味を確

実に理解している。 

13 

分
数 

 

 

Ｂ

はしたの大きさや等分し

た大きさを，分数を用い

て表そうとしている。 

単位分数のいくつ分と考

えて，分数の大きさをと

らえたり，同分母分数の

加減計算の仕方を考えた

りすることができる。 

はしたの大きさを分数で

表し，同分母分数の大小

比較や加減計算ができ

る。 

分数の意味や表し方，分

数の加減計算の意味を理

解している。 

Ａ

進んで組になる数量を見

つけて，まとまりを考え

て問題を解決しようとし

ている。 

組になる数量に着目し，

まとまりを考えることが

できる。 

加減と乗法の混じった問

題をまとまりを作って手

際よく解くことができ

る。 

まとまりを考えて問題を

解くよさを実感的に理解

している。 

◎ 

べ
つ
べ
つ
に ､ 

い
っ
し
ょ
に 

 

 

Ｂ

組になる数量を見つけ

て，まとまりを考えて問

題を解決しようとしてい

る。 

図を使って組になる数量

に着目し，まとまりを考

えることができる。 

加減と乗法の混じった問

題を，まとまりを考えて

解くことができる。 

まとまりを考えて問題を

解くことを理解してい

る。 

Ａ

分配法則を既習の計算の

きまりを基に考えようと

している。 

２つの考えを1つの式に

表すことを考え，分配法

則を作ることができる。

 

分配法則の右辺と左辺を

自由に往復させることが

できる。 

分配法則の意味を理解し

ている。 
14 

計

算

の

き

ま

り 

 

Ｂ

分配法則に関心を持ち，

進んで計算しようとして

いる。 

2 つの考えを 1 つの式で

表すことを考え，分配法

則が成り立つことに気づ

く。 

分配法則の右辺を左辺に

展開したり，左辺を右辺

に展開したりすることが

できる。 
 

分配法則の意味を理解し

ている。 

Ａ

落ちや重なりがなく調べ

て，見やすい表を進んで

作ろうとしている。 

表を使って，わかりやす

く整理する仕方を工夫し

て考えることができる。

正の字を書いて調べ，手

際よく表に整理すること

ができる。 
 

表に整理する仕方を確実

に理解している。 
15 

表

と

グ

ラ

フ 

①表づくり 

Ｂ

落ちや重なりがなく調べ

て，表に整理しようとし

ている。 

表を使って，わかりやす

く整理する仕方を考える

ことができる。 

正の字を書いて調べ，表

に整理することができ

る。 
 

表に整理する仕方を理解

している。 

2 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

そろばんを用いて，いろ

いろな計算をしてみよう

としている。 

繰り上がりの加法では，

そろばんと暗算では数の

分解の仕方が異なること

に気づく。 

五珠の合成分解の起こる

加法，減法が確実にでき

る。 

五珠の合成分解の起こる

加法，減法等で正しい指

の使い方を理解してい

る。 

19 

そ

ろ

ば

ん 

 

Ｂ

そろばんによる簡単な加

法や減法の仕方を進んで

身につけようとしてい

る。 

繰り上がり繰り下がりの

ともなう加減の仕方を考

えることができる。 

そろばんを用いて簡単な

加法，減法の計算ができ

る。 

そろばんを用いて簡単な

加法，減法の計算の仕方

を理解している。 

Ａ

「三角形の色塗り」に関

心を持ち，どんな絵がで

るか楽しんで取り組もう

としている。 

正三角形や二等辺三角形

の意味を基に，論理的に

考え弁別することができ

る。 

手際よくコンパスを使っ

て正三角形や二等辺三角

形を見つけて，色塗りが

できる。 

正三角形や二等辺三角形 

の意味を確実に理解して

いる。 

10 三角形 

ステップ 

Ｂ

「三角形の色塗り」に関

心を持ち，取り組もうと

している。 

正三角形や二等辺三角形

の意味を基に，弁別する

ことができる。 

コンパスを使って正三角

形や二等辺三角形の形を

見つけて，色塗りができ

る。 

正三角形や二等辺三角形 

の意味を理解している。 

Ａ

進んで正三角形の折り紙

を折って，楽しんで折り

紙遊びをしようとしてい

る。 

折り紙遊びを通して，正

三角形や正六角形の性質

素地にとなる見方に気づ

くことができる。 

手際よく正三角形の折り

紙を折って，星やチュー

リップの形を作ることが

できる。 

正三角形の意味や性質を

よく理解している。 

10 三角形 

ジャンプ 

Ｂ

正三角形の折り紙を折っ

て形を作ることに興味を

持って取り組んでいる。

折り紙遊びを通して，正

三角形の性質に気づくこ

とができる。 

正三角形の折り紙を折っ

て，星やチューリップの

形を作ることができる。 

正三角形の意味や性質を

理解している。 

Ａ

ルーレットゲームに関心

を持ち，(2 桁)×(1 桁)

の計算の答えが大きくな

る方法を考えて，何回も

やってみようとしてい

る。 

積の大きさに着目し，数

字をどこに入れるとよい

のか論理的に考えること

ができる。 

(2 桁)×(1 桁)を手際よ

く，確実に計算すること

ができる。 

(2 桁)×(1 桁)の筆算の

仕方を確実に理解してい

る。 

11 1けたをかける 

かけ算の筆算 

ステップ 

Ｂ

ルーレットゲームに関心

を持ち，(2 桁)×(1 桁)

の計算に取り組もうとし

ている。 

積の大きさに着目し，数

字をどこに入れるとよい

のか見当をつけて考える

ことができる。 

(2 桁)×(1 桁)の計算が

できる。 

(2 桁)×(1 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

(4 桁)×(1 桁)の計算を

進んでしようとしてい

る。 

簡単な場合の(4桁)×(1

桁)の計算の仕方を，1000

を単位にして考えること

ができる。 

簡単な場合の(4 桁)×(1

桁)の計算を手際よく計

算できる。 

単位のいくつ分という計

算の仕方を確実に身につ

けている。 

11 1けたをかける 

かけ算の筆算 

ジャンプ 

Ｂ

1000 を単位として，(何

千)×(1 桁)の計算をし

ようとしている。 

(何千)×(1桁)の計算の

仕方を1000を単位にし

て考えることができる。

(何千)×(1 桁)の計算が

できる。 

単位のいくつ分という計

算の仕方を身につけてい

る。 

Ａ

身近なものの重さ比べを

しようとしている。 
秤の目盛りに着目して重

さを考えることができ

る。 

手際よく測定し，ｇ，kg

を用いて表して，重さを

比べることができる。 

秤の読み方や重さの表し

方をよく理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

12 重さ 

ステップ 

Ｂ

重さ比べに関心を持ち，

一番重い物を見つけよう

としている。 

秤の1目盛りの大きさに

着目して重さを考えるこ

とができる。 

目盛りを正しく読んで普

遍単位ｇ，kgを用いて表

し，重さ比べをすること

ができる。 

秤の読み方や重さの表し

方を理解している。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

(2 桁)×(2 桁)の計算の

仕方を既習の知識や技能

を基に考えようとしてい

る。 

(2 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を分配法則の考えを

基にして考えることがで

きる。 

(2 桁)×(2 桁)の計算を

確実に筆算で求めること

ができる。 

(2 桁)×(2 桁)の筆算が

分配法則を基にしている

ことを理解している。 

②(2けた)×(2けた)の

筆算 

Ｂ

(2 桁)×(2 桁)の計算の

関心を持ち，進んで計算

しようとしている。 

23×34の計算の仕方を，

34を30と4に分け，既

習の計算を基に考えるこ

とができる。 

(2 桁)×(2 桁)の計算を

筆算で求めることができ

る。 

(2 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

(3 桁)×(2 桁)の計算の

仕方を既習の知識や技能

を用いて考えようとして

いる。 

(3 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を，既習の(2 桁)×

(2 桁)と同じように考え

ることができる。 

(3 桁)×(2 桁)の計算を

確実に筆算で求めること

ができる。 

(3 桁)×(2 桁)になって

も筆算構造は同じことを

理解している。 

17 

２

け

た

を

か

け

る

か

け

算

の

筆

算 

③(3けた)×(2けた)の

 筆算 

 

Ｂ

(3 桁)×(2 桁)の計算の

仕方に関心を持ち，進ん

で計算しようとしてい

る。 

(3 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を，既習の(2 桁)×

(2 桁)の筆算と同じよう

に考えることができる。

 

(3 桁)×(2 桁)の計算を

筆算で求めることができ

る。 

(3 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

問われたことについて，

表やグラフを選択し，必

要な数量の情報を読み取

るとともに，作問しよう

としている。 

表やグラフから必要な数

量の情報を収集・選択す

るとともに，表とグラフ

を的確に関連づけて情報

を読み取ることができ

る。 

手際よく表やグラフを選

択して読み取り，問題を

解決することができる。 

表やグラフの読み方がわ

かるとともに，表やグラ

フどうしの関連づけの仕

方が理解できる。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

問われたことについて，

表やグラフを選択し，必

要な数量の情報を読みと

ろうとしている。 

表やグラフから必要な数

量の情報を収集・選択す

るとともに，表とグラフ

を関連づけて情報を読み

取ることができる。 

 

表やグラフを選択して，

必要な数量を読み取り，

問題を解決することがで

きる。 

問われたことについて表

している表やグラフの選

択の仕方や読み方がわか

る。 

Ａ

線分図にかいて，かくれ

た数を考え，問題を解決

するときは線分図にかい

て考えようとしている。

順思考と逆思考を組み合

わせた問題を，線分図に

かいて論理的に考えるこ

とができる。 

 

手際よく線分図にかいて

立式して問題を解くこと

ができる。 

線分図のかき方，使い方

をよく理解している。 

◎ 

か
く
れ
た
数
は
い
く
つ
(2) 

 

Ｂ

線分図にかいて，かくれ

た数を考え，問題を線分

図にかいて考えようとし

ている。 

順思考と逆思考を組み合

わせた問題を，線分図に

かいて考えることができ

る。 

 

線分図にかいて立式して

問題を解くことができ

る。 

線分図のかき方，使い方

を理解している。 

Ａ

□を使った式に関心を持

ち，□を使ったいろいろ

な式や□にあてはまる数

を調べようとしている。

□を使って式に表すこと

や□にあてはまる数の求

め方をいろいろ考え，説

明できる。 
 

□を使った式に表したり

□にあてはまる数を求め

たりすることが確実にで

きる。 

□を使った式の表し方や

□にあてはまる数の求め

方を確実に理解してい

る。 

18 

□
を
使
っ
た
式 

 

 

Ｂ

□を使った式の，□にあ

てはまる数の求め方を 
考えようとしている。 

□を使って式に表すこと

や□にあてはまる数の求

め方を考えることができ

る。 
 

□を使った式に表したり

□にあてはまる数を求め

たりすることができる。 

□を使った式の表し方や

□にあてはまる数の求め

方がわかる。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

そろばんを用いて，いろ

いろな計算をしてみよう

としている。 

繰り上がりの加法では，

そろばんと暗算では数の

分解の仕方が異なること

に気づく。 

五珠の合成分解の起こる

加法，減法が確実にでき

る。 

五珠の合成分解の起こる

加法，減法等で正しい指

の使い方を理解してい

る。 

19 

そ

ろ

ば

ん 

 

Ｂ

そろばんによる簡単な加

法や減法の仕方を進んで

身につけようとしてい

る。 

繰り上がり繰り下がりの

ともなう加減の仕方を考

えることができる。 

そろばんを用いて簡単な

加法，減法の計算ができ

る。 

そろばんを用いて簡単な

加法，減法の計算の仕方

を理解している。 

Ａ

「三角形の色塗り」に関

心を持ち，どんな絵がで

るか楽しんで取り組もう

としている。 

正三角形や二等辺三角形

の意味を基に，論理的に

考え弁別することができ

る。 

手際よくコンパスを使っ

て正三角形や二等辺三角

形を見つけて，色塗りが

できる。 

正三角形や二等辺三角形 

の意味を確実に理解して

いる。 

10 三角形 

ステップ 

Ｂ

「三角形の色塗り」に関

心を持ち，取り組もうと

している。 

正三角形や二等辺三角形

の意味を基に，弁別する

ことができる。 

コンパスを使って正三角

形や二等辺三角形の形を

見つけて，色塗りができ

る。 

正三角形や二等辺三角形 

の意味を理解している。 

Ａ

進んで正三角形の折り紙

を折って，楽しんで折り

紙遊びをしようとしてい

る。 

折り紙遊びを通して，正

三角形や正六角形の性質

素地にとなる見方に気づ

くことができる。 

手際よく正三角形の折り

紙を折って，星やチュー

リップの形を作ることが

できる。 

正三角形の意味や性質を

よく理解している。 

10 三角形 

ジャンプ 

Ｂ

正三角形の折り紙を折っ

て形を作ることに興味を

持って取り組んでいる。

折り紙遊びを通して，正

三角形の性質に気づくこ

とができる。 

正三角形の折り紙を折っ

て，星やチューリップの

形を作ることができる。 

正三角形の意味や性質を

理解している。 

Ａ

ルーレットゲームに関心

を持ち，(2 桁)×(1 桁)

の計算の答えが大きくな

る方法を考えて，何回も

やってみようとしてい

る。 

積の大きさに着目し，数

字をどこに入れるとよい

のか論理的に考えること

ができる。 

(2 桁)×(1 桁)を手際よ

く，確実に計算すること

ができる。 

(2 桁)×(1 桁)の筆算の

仕方を確実に理解してい

る。 

11 1けたをかける 

かけ算の筆算 

ステップ 

Ｂ

ルーレットゲームに関心

を持ち，(2 桁)×(1 桁)

の計算に取り組もうとし

ている。 

積の大きさに着目し，数

字をどこに入れるとよい

のか見当をつけて考える

ことができる。 

(2 桁)×(1 桁)の計算が

できる。 

(2 桁)×(1 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

(4 桁)×(1 桁)の計算を

進んでしようとしてい

る。 

簡単な場合の(4桁)×(1

桁)の計算の仕方を，1000

を単位にして考えること

ができる。 

簡単な場合の(4 桁)×(1

桁)の計算を手際よく計

算できる。 

単位のいくつ分という計

算の仕方を確実に身につ

けている。 

11 1けたをかける 

かけ算の筆算 

ジャンプ 

Ｂ

1000 を単位として，(何

千)×(1 桁)の計算をし

ようとしている。 

(何千)×(1桁)の計算の

仕方を1000を単位にし

て考えることができる。

(何千)×(1 桁)の計算が

できる。 

単位のいくつ分という計

算の仕方を身につけてい

る。 

Ａ

身近なものの重さ比べを

しようとしている。 
秤の目盛りに着目して重

さを考えることができ

る。 

手際よく測定し，ｇ，kg

を用いて表して，重さを

比べることができる。 

秤の読み方や重さの表し

方をよく理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

12 重さ 

ステップ 

Ｂ

重さ比べに関心を持ち，

一番重い物を見つけよう

としている。 

秤の1目盛りの大きさに

着目して重さを考えるこ

とができる。 

目盛りを正しく読んで普

遍単位ｇ，kgを用いて表

し，重さ比べをすること

ができる。 

秤の読み方や重さの表し

方を理解している。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

(2 桁)×(2 桁)の計算の

仕方を既習の知識や技能

を基に考えようとしてい

る。 

(2 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を分配法則の考えを

基にして考えることがで

きる。 

(2 桁)×(2 桁)の計算を

確実に筆算で求めること

ができる。 

(2 桁)×(2 桁)の筆算が

分配法則を基にしている

ことを理解している。 

②(2けた)×(2けた)の

筆算 

Ｂ

(2 桁)×(2 桁)の計算の

関心を持ち，進んで計算

しようとしている。 

23×34の計算の仕方を，

34を30と4に分け，既

習の計算を基に考えるこ

とができる。 

(2 桁)×(2 桁)の計算を

筆算で求めることができ

る。 

(2 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

(3 桁)×(2 桁)の計算の

仕方を既習の知識や技能

を用いて考えようとして

いる。 

(3 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を，既習の(2 桁)×

(2 桁)と同じように考え

ることができる。 

(3 桁)×(2 桁)の計算を

確実に筆算で求めること

ができる。 

(3 桁)×(2 桁)になって

も筆算構造は同じことを

理解している。 

17 

２

け

た

を

か

け

る

か

け

算

の

筆

算 

③(3けた)×(2けた)の

 筆算 

 

Ｂ

(3 桁)×(2 桁)の計算の

仕方に関心を持ち，進ん

で計算しようとしてい

る。 

(3 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を，既習の(2 桁)×

(2 桁)の筆算と同じよう

に考えることができる。

 

(3 桁)×(2 桁)の計算を

筆算で求めることができ

る。 

(3 桁)×(2 桁)の筆算の

仕方を理解している。 

Ａ

問われたことについて，

表やグラフを選択し，必

要な数量の情報を読み取

るとともに，作問しよう

としている。 

表やグラフから必要な数

量の情報を収集・選択す

るとともに，表とグラフ

を的確に関連づけて情報

を読み取ることができ

る。 

手際よく表やグラフを選

択して読み取り，問題を

解決することができる。 

表やグラフの読み方がわ

かるとともに，表やグラ

フどうしの関連づけの仕

方が理解できる。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

問われたことについて，

表やグラフを選択し，必

要な数量の情報を読みと

ろうとしている。 

表やグラフから必要な数

量の情報を収集・選択す

るとともに，表とグラフ

を関連づけて情報を読み

取ることができる。 

 

表やグラフを選択して，

必要な数量を読み取り，

問題を解決することがで

きる。 

問われたことについて表

している表やグラフの選

択の仕方や読み方がわか

る。 

Ａ

線分図にかいて，かくれ

た数を考え，問題を解決

するときは線分図にかい

て考えようとしている。

順思考と逆思考を組み合

わせた問題を，線分図に

かいて論理的に考えるこ

とができる。 

 

手際よく線分図にかいて

立式して問題を解くこと

ができる。 

線分図のかき方，使い方

をよく理解している。 

◎ 

か
く
れ
た
数
は
い
く
つ
(2) 

 

Ｂ

線分図にかいて，かくれ

た数を考え，問題を線分

図にかいて考えようとし

ている。 

順思考と逆思考を組み合

わせた問題を，線分図に

かいて考えることができ

る。 

 

線分図にかいて立式して

問題を解くことができ

る。 

線分図のかき方，使い方

を理解している。 

Ａ

□を使った式に関心を持

ち，□を使ったいろいろ

な式や□にあてはまる数

を調べようとしている。

□を使って式に表すこと

や□にあてはまる数の求

め方をいろいろ考え，説

明できる。 
 

□を使った式に表したり

□にあてはまる数を求め

たりすることが確実にで

きる。 

□を使った式の表し方や

□にあてはまる数の求め

方を確実に理解してい

る。 

18 

□
を
使
っ
た
式 

 

 

Ｂ

□を使った式の，□にあ

てはまる数の求め方を 
考えようとしている。 

□を使って式に表すこと

や□にあてはまる数の求

め方を考えることができ

る。 
 

□を使った式に表したり

□にあてはまる数を求め

たりすることができる。 

□を使った式の表し方や

□にあてはまる数の求め

方がわかる。 

4 

g

g

kg

kg
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

進んで大小2つのコップ

を使って，きめられた水

の量を量りとろうとして

いる。 

大小２つのコップの水量

の差や和を考えて，きめ

られた量の水の量り方を

筋道立てて考えることが

できる。 

大小2つのコップを使っ

て，手際よくいろいろな

水の量を量りとることが

できる。 

小数の加減の仕方をよく

理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

16 小数 

ジャンプ 

Ｂ

大小2つのコップを使っ

て，きめられた水の量を

量りとろうとしている。

大小2つのコップの水量

の差や和を考えて，2 つ

のコップを使って，きめ

られた量の水の量り方を

考えることができる。

大小2つのコップを使っ

て，きめられた水の量を

量りとることができる。 

小数の加減の仕方をよく

理解している。 

 

7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

3 つの分銅を使っていろ

いろな重さを積極的に作

り出そうとしている。 

3 つの分銅を使っていろ

いろな重さを的確に考え

ることができる。 
 

手際よくいろいろな重さ

を作ることができる。 
重さの加減計算の仕方を

よく理解している。 
12 重さ 

ジャンプ 

Ｂ

3 つの分銅を使って，い

ろいろ重さを量れること

に興味を持つ。 

3 つの分銅を使っていろ

いろな重さを考えること

ができる。 
 

いろいろな重さを作るこ

とができる。 
重さの加減計算の仕方を

理解している。 

Ａ

分数の大小比較の問題に

関心を持ち，進んで取り

組もうとしている。 

分数の意味を基に，大小

判断することができる。

手際よく分数の大小比較

が正確にできる。 
分数の意味をよく理解し

ている。 
13 分数 

ステップ 

Ｂ

分数の大小比較の問題に

進んで取り組もうとして

いる。 

分子に着目して，大小判

断することができる。 
いろいろな分数の大小比

較ができる。 
分数の意味を理解してい

る。 

Ａ

分母のちがう分数の大き

さを数直線以外のやり方

でも進んで比べようとし

ている。 

分母のちがう分数の大き

さを，いろいろに考え，

説明することができる。

分母のちがう分数の大き

さを，いろいろな方法で

比べることができる。  

数直線上の分数の大きさ

や分数の数構成をよく理

解している。 

13 分数 

ジャンプ 

Ｂ

分母のちがう分数の大き

さを，数直線を使って進

んで比べようとしてい

る。 

分母のちがう分数の大き

さを，いろいろに考える

ことができる。 

分母のちがう分数の大き

さを比べることができ

る。 

数直線上の分数の大きさ

や分数の数構成をよく理

解している。 

Ａ

進んで棒グラフを読んだ

り，かいたりしようとし

ている。 

棒グラフから数量的な特

徴を考え，説明すること

ができる。 

棒グラフから特徴を読

み，けがの様子を棒グラ

フに手際よくかくことが

できる。 

棒グラフの読み方，かき

方を理解している。 
15 表とグラフ 

ステップ 

Ｂ

棒グラフを読んだり，か

いたりしようとしてい

る。 

棒グラフから数量的な特

徴を考えることができ

る。 

棒グラフから特徴を読

み，けがの様子を棒グラ

フにかくことができる。 
 

基本的な棒グラフの読み

方，かき方を理解してい

る。 

Ａ

自分で調べたことを進ん

で棒グラフに表したり，

友達と比べようとしたり

する。 

棒グラフから全体的な特

徴を考えたり，調べたこ

とをわかりやすく表した

りすることができる。 
 

自分で調べたことを手際

よく棒グラフに表すこと

ができる。 
 

目的に適したわかりやす

い棒グラフをかく方法を

よく理解している 

15 表とグラフ 

ジャンプ 

Ｂ

調べたことを進んで棒グ

ラフに表そうとしてい

る。 

棒グラフから全体的な特

徴を考えたり，調べたこ

とを表したりすることが

できる。 

自分で調べたことを表や

棒グラフに表すことがで

きる。 
 

棒グラフの表し方を理解

している。 

Ａ

「小数ランド」に関心を

持ち，進んで取り組もう

としている。 

小数の意味や小数のたし

算を基に，筋道を立てて

考えることができる。

小数の色塗りや小数まほ

うじんを手際よく完成さ

せることができる。 

小数の意味や小数の加減

計算の仕方を十分に理解

している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

16 小数 

ステップ 

Ｂ

「小数ランド」に関心を

持ち，取り組もうとして

いる。 

小数の意味や小数のたし

算を基にして考えること

ができる。 

小数の色塗りや小数まほ

うじんを完成させること

ができる。 

小数の意味や小数の加減

計算の仕方を理解してい

る。 

6 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

進んで大小2つのコップ

を使って，きめられた水

の量を量りとろうとして

いる。 

大小２つのコップの水量

の差や和を考えて，きめ

られた量の水の量り方を

筋道立てて考えることが

できる。 

大小2つのコップを使っ

て，手際よくいろいろな

水の量を量りとることが

できる。 

小数の加減の仕方をよく

理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

16 小数 

ジャンプ 

Ｂ

大小2つのコップを使っ

て，きめられた水の量を

量りとろうとしている。

大小2つのコップの水量

の差や和を考えて，2 つ

のコップを使って，きめ

られた量の水の量り方を

考えることができる。

大小2つのコップを使っ

て，きめられた水の量を

量りとることができる。 

小数の加減の仕方をよく

理解している。 

 

7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

3 つの分銅を使っていろ

いろな重さを積極的に作

り出そうとしている。 

3 つの分銅を使っていろ

いろな重さを的確に考え

ることができる。 
 

手際よくいろいろな重さ

を作ることができる。 
重さの加減計算の仕方を

よく理解している。 
12 重さ 

ジャンプ 

Ｂ

3 つの分銅を使って，い

ろいろ重さを量れること

に興味を持つ。 

3 つの分銅を使っていろ

いろな重さを考えること

ができる。 
 

いろいろな重さを作るこ

とができる。 
重さの加減計算の仕方を

理解している。 

Ａ

分数の大小比較の問題に

関心を持ち，進んで取り

組もうとしている。 

分数の意味を基に，大小

判断することができる。

手際よく分数の大小比較

が正確にできる。 
分数の意味をよく理解し

ている。 
13 分数 

ステップ 

Ｂ

分数の大小比較の問題に

進んで取り組もうとして

いる。 

分子に着目して，大小判

断することができる。 
いろいろな分数の大小比

較ができる。 
分数の意味を理解してい

る。 

Ａ

分母のちがう分数の大き

さを数直線以外のやり方

でも進んで比べようとし

ている。 

分母のちがう分数の大き

さを，いろいろに考え，

説明することができる。

分母のちがう分数の大き

さを，いろいろな方法で

比べることができる。  

数直線上の分数の大きさ

や分数の数構成をよく理

解している。 

13 分数 

ジャンプ 

Ｂ

分母のちがう分数の大き

さを，数直線を使って進

んで比べようとしてい

る。 

分母のちがう分数の大き

さを，いろいろに考える

ことができる。 

分母のちがう分数の大き

さを比べることができ

る。 

数直線上の分数の大きさ

や分数の数構成をよく理

解している。 

Ａ

進んで棒グラフを読んだ

り，かいたりしようとし

ている。 

棒グラフから数量的な特

徴を考え，説明すること

ができる。 

棒グラフから特徴を読

み，けがの様子を棒グラ

フに手際よくかくことが

できる。 

棒グラフの読み方，かき

方を理解している。 
15 表とグラフ 

ステップ 

Ｂ

棒グラフを読んだり，か

いたりしようとしてい

る。 

棒グラフから数量的な特

徴を考えることができ

る。 

棒グラフから特徴を読

み，けがの様子を棒グラ

フにかくことができる。 
 

基本的な棒グラフの読み

方，かき方を理解してい

る。 

Ａ

自分で調べたことを進ん

で棒グラフに表したり，

友達と比べようとしたり

する。 

棒グラフから全体的な特

徴を考えたり，調べたこ

とをわかりやすく表した

りすることができる。 
 

自分で調べたことを手際

よく棒グラフに表すこと

ができる。 
 

目的に適したわかりやす

い棒グラフをかく方法を

よく理解している 

15 表とグラフ 

ジャンプ 

Ｂ

調べたことを進んで棒グ

ラフに表そうとしてい

る。 

棒グラフから全体的な特

徴を考えたり，調べたこ

とを表したりすることが

できる。 

自分で調べたことを表や

棒グラフに表すことがで

きる。 
 

棒グラフの表し方を理解

している。 

Ａ

「小数ランド」に関心を

持ち，進んで取り組もう

としている。 

小数の意味や小数のたし

算を基に，筋道を立てて

考えることができる。

小数の色塗りや小数まほ

うじんを手際よく完成さ

せることができる。 

小数の意味や小数の加減

計算の仕方を十分に理解

している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

16 小数 

ステップ 

Ｂ

「小数ランド」に関心を

持ち，取り組もうとして

いる。 

小数の意味や小数のたし

算を基にして考えること

ができる。 

小数の色塗りや小数まほ

うじんを完成させること

ができる。 

小数の意味や小数の加減

計算の仕方を理解してい

る。 

6 
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1 

評価の観点と評価規準 4 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

角の大きさを回転の大

きさとしてとらえ，そ

の大きさを進んで測定

しようとしている。 

角の大きさの見当をつけ

て，180°より大きな角の

測り方をいろいろ工夫し

ている。 

手際よく分度器を使って

測定したり，必要な大き

さの角をかいたりするこ

とができる。 

角の大きさの単位と測定

の意味をよく理解してい

る。 

①角のはかり方と

かき方 

Ｂ 

角の大きさを回転の大

きさとしてとらえ，そ

の大きさを測定しよう

としている。 

角の大きさの見当をつけ

て，180°より大きな角の

測り方を考えている。 

角の大きさを測定したり

必要な角の大きさをかい

たりすることができる。

角の大きさの単位と測定

の意味を理解している。 

Ａ 

二等辺三角形，正三角

形の角の大きさに関心

をもち，進んで角の大

きさを分度器で調べよ

うとしている。 

2 つ以上の二等辺三角形，

正三角形を基に，帰納的に

角の大きさを調べること

を考えることができる。

分度器で正三角形や二等

辺三角形の角を手際よく

調べることができる。 

どんな正三角形も3つの

角は 60°であることや

どんな二等辺三角形も 2

つの角の大きさは同じで

あることを説明できる。 

②三角形の角 

Ｂ 

二等辺三角形，正三角

形の角の大きさに関心

をもち，分度器で調べ

ようとしている。 

二等辺三角形正三角形を

基に，類推的に角の大きさ

を調べることを考えるこ

とができる。 

分度器で正三角形や二等

辺三角形の角を正しく調

べることができる。 

正三角形の3つの角はど

れも 60°になっている

ことやどんな二等辺三角

形も2つの角の大きさは

同じであることを説明で

きる。 

Ａ 

三角定規の角について

関心をもち，一組の三

角定規でいろいろな大

きさの角を工夫して作

ろうとしている。 

一組の三角定規の角を使

っていろいろな大きさの

角を考え，説明できる。 

手際よく一組の三角定規

でできるいろいろな角の

大きさを作り加減計算が

できる。 

一組の三角定規の角の大

きさを十分理解してい

る。 

1 

角 

と 

そ 

の 

大 

き 

さ 

③三角じょうぎの

角 

Ｂ 

三角定規の角について

関心をもち，一組の三

角定規でいろいろな大

きさの角を作ろうとし

ている。 

一組の三角定規の角を使

っていろいろな大きさの

角を考えることができる。

一組の三角定規でできる

いろいろな角の大きさを

作ることができる。 

一組の三角定規の角の大

きさを理解している。 

Ａ 

答えが何十・何百にな

る計算の仕方を考えよ

うとしている。 

10，100 を単位にして答え

が何十・何百になる計算の

仕方を考えることができ

る。 

手際よく(何十)÷(1

桁)，(何百何十)÷(1桁)

で，商が1桁のわり算が

確実にできる。 

(何十)÷(1桁)，(何百何

十)÷(1 桁)の意味と計

算の仕方を説明できる。 

①答えが何十・何百 

になる計算 

Ｂ 

お金の模型を操作し

て，答えが何十・何百

になる計算の仕方を考

えようとしている。 

お金の模型を使って，10，

100 を単位にして答えが何

十・何百になる計算の仕方

を考えることができる。

(何十)÷(1桁)，(何百何

十)÷(1桁)で，商が1桁

のわり算ができる。 

(何十)÷(1桁)，(何百何

十)÷(1 桁) の意味と計

算の仕方を説明できる。 

Ａ 

(2桁)÷(1桁)の筆算の

仕方を考え，それを説

明しようとしている。

立てて，ひいて，おろすと

いう筆算の手順にそって

筋道を立てて筆算の仕方

を考えることができる。

手際よく(2 桁)÷(1 桁)

のわり算の筆算と答えの

確かめができる。 

(2 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算の仕方と答えの確

かめ方をしっかり理解し

ている。 

2 

1 

け 

た 

で 

わ 

る 

わ 

り 

算 

の 

筆 

算 

②(2 けた)÷(1 け

た)の筆算 

Ｂ 

(2桁)÷(1桁)の筆算の

仕方を考えようとして

いる。 

立てて，ひいて，おろすと

いう筆算の手順にそって

筆算の仕方を考えること

ができる。 

(2 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算ができ，(わる数)

×(商)＋(余り)＝(わら

れる数)という式を見て

答えの確かめができる。

(2 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算の仕方と答えの確

かめ方を理解している。 

2 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

自分の力で(3 桁)÷(1

桁)の筆算の仕方を考

え，用いようとしてい

る。 

既習の筆算の仕方と同じ

ように(3 桁)÷(1 桁)の筆

算の仕方を考えることが

できる。 

(3 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算が確実にでき，答

えの確かめもできる。 

(3 桁)÷(1 桁)の計算の

意味と筆算の仕方を理解

し，説明できる。 

③(3 けた)÷(1 け

た)の筆算 

Ｂ 

色紙や既習の計算を使

って筆算の仕方を考え

ようとしている。 

色紙を配る操作をして，既

習の筆算の仕方と同じよ

うに(3 桁)÷(1 桁)の筆算

の仕方を考えることがで

きる。 

(3 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算ができる。 

(3 桁)÷(1 桁)の筆算の

仕方を色紙の操作を通し

て説明できる。 

Ａ 

簡単なわり算を進んで

暗算で行い，生活に生

かそうとしている。 

乗法九九を使ってわり算

の暗算の仕方を筋道立て

て考えることができる。

(2 桁)÷(1 桁)の商が 2

桁になる暗算がすらすら

と確実にできる。 

わり算の暗算の仕方を理

解し，説明できる。 

2 

1 

け 

た 

で 

わ 

る 

わ 

り 

算 

の 

筆 

算 

④暗算 

Ｂ 

簡単なわり算は，暗算

で行おうとしている。

お金の模型を使ってわり

算の暗算の仕方を考える

ことができる。 

(2 桁)÷(1 桁)の商が 2

桁になる暗算ができる。

わり算の暗算の仕方を説

明できる。 

Ａ 

算数の話し合い活動に

関心をもち，話し合い

活動の進め方を進んで

確かめようとしてい

る。 

算数の話し合い活動を振

り返って，話し合い活動で

大切なことを考えること

ができる。 

算数の話し合い活動で，

自分の考えを説明した

り，質問，意見を述べた

りするとともに，友達の

考えを取り入れて利用す

ることができる。 

算数の話し合い活動のね

らいや進め方をしっかり

理解している。 

 

 

 

 
● 
 
み
ん
な
で
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う 

学びをいかそう 

Ｂ 

算数の話し合い活動に

関心をもち，話し合い

活動の進め方を身につ

けようとしている。 

算数の話し合いで大切な

ことを考えることができ

る。 

算数の話し合い活動で，

自分の考えを説明した

り，質問や意見を述べた

りすることができる。 

 

算数の話し合い活動のね

らいや進め方を理解して

いる。 

 

Ａ 

関係図にかいて，変量

（オペレーター）に着

目し，何倍になるかを

進んで考えようとして

いる。 

3要素2段階の逆思考の数

量の関係を，関係図にか

き，何倍になるかをまとめ

て考えることができる。

 

問題を関係図にかき，何

倍になるかを考えて，手

際よく解くことができ

る。 

倍々の関係は積になるこ

とを理解している。 

◎ 

何 

倍 

で 

し 

ょ 

う 

 

Ｂ 

関係図をみて変量に着

目し，何倍になるかを

考えようとしている。

3要素2段階の逆思考の数

量の関係を，関係図を見

て，何倍になるかをまとめ

て考えることができる。

 

問題を関係図に整理した

図を見て，何倍になるか

を考えて解くことができ

る。 

倍々の関係が積になるこ

とを関係図を通して理解

している。 

Ａ 

一億をこえる数に関心

を持ち，表し方や数の

しくみを既習の数と関

連づけて進んで調べよ

うとしている。 

既習の十進位取り記数法

を，億や兆を単位とする数

に拡張して数の表し方や

仕組みを考えることがで

きる。 

 

どんな大きな数でも 10

種類の数字で表し，読む

ことができる。 

億や兆の単位と数が十進

位取り記数法に基づいて

いることを十分理解して

いる。 

3 

一 

億 

を 

こ 

え 

る 

数 

①億と兆 

Ｂ 

一億をこえる数に関心

を持ち，数の表し方や

しくみを調べようとし

ている。 

既習の十進位取り記数法

を基に，億や兆を単位とす

る数の表し方や仕組みを

考えることができる。 

 

大きな数でも 10 種類の

数字で表し，読むことが

できる。 

億や兆の単位と数が十進

位取り記数法に基づいて

いることを理解してい

る。 

評価の観点と評価規準　4年上
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1 

評価の観点と評価規準 4 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

角の大きさを回転の大

きさとしてとらえ，そ

の大きさを進んで測定

しようとしている。 

角の大きさの見当をつけ

て，180°より大きな角の

測り方をいろいろ工夫し

ている。 

手際よく分度器を使って

測定したり，必要な大き

さの角をかいたりするこ

とができる。 

角の大きさの単位と測定

の意味をよく理解してい

る。 

①角のはかり方と

かき方 

Ｂ 

角の大きさを回転の大

きさとしてとらえ，そ

の大きさを測定しよう

としている。 

角の大きさの見当をつけ

て，180°より大きな角の

測り方を考えている。 

角の大きさを測定したり

必要な角の大きさをかい

たりすることができる。

角の大きさの単位と測定

の意味を理解している。 

Ａ 

二等辺三角形，正三角

形の角の大きさに関心

をもち，進んで角の大

きさを分度器で調べよ

うとしている。 

2 つ以上の二等辺三角形，

正三角形を基に，帰納的に

角の大きさを調べること

を考えることができる。

分度器で正三角形や二等

辺三角形の角を手際よく

調べることができる。 

どんな正三角形も3つの

角は 60°であることや

どんな二等辺三角形も 2

つの角の大きさは同じで

あることを説明できる。 

②三角形の角 

Ｂ 

二等辺三角形，正三角

形の角の大きさに関心

をもち，分度器で調べ

ようとしている。 

二等辺三角形正三角形を

基に，類推的に角の大きさ

を調べることを考えるこ

とができる。 

分度器で正三角形や二等

辺三角形の角を正しく調

べることができる。 

正三角形の3つの角はど

れも 60°になっている

ことやどんな二等辺三角

形も2つの角の大きさは

同じであることを説明で

きる。 

Ａ 

三角定規の角について

関心をもち，一組の三

角定規でいろいろな大

きさの角を工夫して作

ろうとしている。 

一組の三角定規の角を使

っていろいろな大きさの

角を考え，説明できる。 

手際よく一組の三角定規

でできるいろいろな角の

大きさを作り加減計算が

できる。 

一組の三角定規の角の大

きさを十分理解してい

る。 

1 

角 

と 

そ 

の 

大 

き 

さ 

③三角じょうぎの

角 

Ｂ 

三角定規の角について

関心をもち，一組の三

角定規でいろいろな大

きさの角を作ろうとし

ている。 

一組の三角定規の角を使

っていろいろな大きさの

角を考えることができる。

一組の三角定規でできる

いろいろな角の大きさを

作ることができる。 

一組の三角定規の角の大

きさを理解している。 

Ａ 

答えが何十・何百にな

る計算の仕方を考えよ

うとしている。 

10，100 を単位にして答え

が何十・何百になる計算の

仕方を考えることができ

る。 

手際よく(何十)÷(1

桁)，(何百何十)÷(1桁)

で，商が1桁のわり算が

確実にできる。 

(何十)÷(1桁)，(何百何

十)÷(1 桁)の意味と計

算の仕方を説明できる。 

①答えが何十・何百 

になる計算 

Ｂ 

お金の模型を操作し

て，答えが何十・何百

になる計算の仕方を考

えようとしている。 

お金の模型を使って，10，

100 を単位にして答えが何

十・何百になる計算の仕方

を考えることができる。

(何十)÷(1桁)，(何百何

十)÷(1桁)で，商が1桁

のわり算ができる。 

(何十)÷(1桁)，(何百何

十)÷(1 桁) の意味と計

算の仕方を説明できる。 

Ａ 

(2桁)÷(1桁)の筆算の

仕方を考え，それを説

明しようとしている。

立てて，ひいて，おろすと

いう筆算の手順にそって

筋道を立てて筆算の仕方

を考えることができる。

手際よく(2 桁)÷(1 桁)

のわり算の筆算と答えの

確かめができる。 

(2 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算の仕方と答えの確

かめ方をしっかり理解し

ている。 

2 

1 

け 

た 

で 

わ 

る 

わ 

り 

算 

の 

筆 

算 

②(2 けた)÷(1 け

た)の筆算 

Ｂ 

(2桁)÷(1桁)の筆算の

仕方を考えようとして

いる。 

立てて，ひいて，おろすと

いう筆算の手順にそって

筆算の仕方を考えること

ができる。 

(2 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算ができ，(わる数)

×(商)＋(余り)＝(わら

れる数)という式を見て

答えの確かめができる。

(2 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算の仕方と答えの確

かめ方を理解している。 

2 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

自分の力で(3 桁)÷(1

桁)の筆算の仕方を考

え，用いようとしてい

る。 

既習の筆算の仕方と同じ

ように(3 桁)÷(1 桁)の筆

算の仕方を考えることが

できる。 

(3 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算が確実にでき，答

えの確かめもできる。 

(3 桁)÷(1 桁)の計算の

意味と筆算の仕方を理解

し，説明できる。 

③(3 けた)÷(1 け

た)の筆算 

Ｂ 

色紙や既習の計算を使

って筆算の仕方を考え

ようとしている。 

色紙を配る操作をして，既

習の筆算の仕方と同じよ

うに(3 桁)÷(1 桁)の筆算

の仕方を考えることがで

きる。 

(3 桁)÷(1 桁)のわり算

の筆算ができる。 

(3 桁)÷(1 桁)の筆算の

仕方を色紙の操作を通し

て説明できる。 

Ａ 

簡単なわり算を進んで

暗算で行い，生活に生

かそうとしている。 

乗法九九を使ってわり算

の暗算の仕方を筋道立て

て考えることができる。

(2 桁)÷(1 桁)の商が 2

桁になる暗算がすらすら

と確実にできる。 

わり算の暗算の仕方を理

解し，説明できる。 

2 

1 

け 

た 

で 

わ 

る 

わ 

り 

算 

の 

筆 

算 

④暗算 

Ｂ 

簡単なわり算は，暗算

で行おうとしている。

お金の模型を使ってわり

算の暗算の仕方を考える

ことができる。 

(2 桁)÷(1 桁)の商が 2

桁になる暗算ができる。

わり算の暗算の仕方を説

明できる。 

Ａ 

算数の話し合い活動に

関心をもち，話し合い

活動の進め方を進んで

確かめようとしてい

る。 

算数の話し合い活動を振

り返って，話し合い活動で

大切なことを考えること

ができる。 

算数の話し合い活動で，

自分の考えを説明した

り，質問，意見を述べた

りするとともに，友達の

考えを取り入れて利用す

ることができる。 

算数の話し合い活動のね

らいや進め方をしっかり

理解している。 

 

 

 

 
● 
 
み
ん
な
で
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う 

学びをいかそう 

Ｂ 

算数の話し合い活動に

関心をもち，話し合い

活動の進め方を身につ

けようとしている。 

算数の話し合いで大切な

ことを考えることができ

る。 

算数の話し合い活動で，

自分の考えを説明した

り，質問や意見を述べた

りすることができる。 

 

算数の話し合い活動のね

らいや進め方を理解して

いる。 

 

Ａ 

関係図にかいて，変量

（オペレーター）に着

目し，何倍になるかを

進んで考えようとして

いる。 

3要素2段階の逆思考の数

量の関係を，関係図にか

き，何倍になるかをまとめ

て考えることができる。

 

問題を関係図にかき，何

倍になるかを考えて，手

際よく解くことができ

る。 

倍々の関係は積になるこ

とを理解している。 

◎ 

何 

倍 

で 

し 

ょ 

う 

 

Ｂ 

関係図をみて変量に着

目し，何倍になるかを

考えようとしている。

3要素2段階の逆思考の数

量の関係を，関係図を見

て，何倍になるかをまとめ

て考えることができる。

 

問題を関係図に整理した

図を見て，何倍になるか

を考えて解くことができ

る。 

倍々の関係が積になるこ

とを関係図を通して理解

している。 

Ａ 

一億をこえる数に関心

を持ち，表し方や数の

しくみを既習の数と関

連づけて進んで調べよ

うとしている。 

既習の十進位取り記数法

を，億や兆を単位とする数

に拡張して数の表し方や

仕組みを考えることがで

きる。 

 

どんな大きな数でも 10

種類の数字で表し，読む

ことができる。 

億や兆の単位と数が十進

位取り記数法に基づいて

いることを十分理解して

いる。 

3 

一 

億 

を 

こ 

え 

る 

数 

①億と兆 

Ｂ 

一億をこえる数に関心

を持ち，数の表し方や

しくみを調べようとし

ている。 

既習の十進位取り記数法

を基に，億や兆を単位とす

る数の表し方や仕組みを

考えることができる。 

 

大きな数でも 10 種類の

数字で表し，読むことが

できる。 

億や兆の単位と数が十進

位取り記数法に基づいて

いることを理解してい

る。 
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3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

大きな数のかけ算を既

習のかけ算や数のしく

みと関連づけ，工夫し

て計算しようとしてい

る。 

大きなかけ算の仕方を工

夫し，既習のかけ算や数の

相対的な見方を活用して

考えることができる。 

大きな数のかけ算の計算

を工夫して手際よく計算

できる。 

100の100倍＝1万，1万

の 1 万倍＝1 億の関係を

よく知っている。 

 ②大きな数のかけ

算 

Ｂ 

大きな数のかけ算を既

習のかけ算や数のしく

みを使って計算しよう

としている。 

大きなかけ算の仕方を工

夫し，既習のかけ算を使っ

て考えることができる。

大きな数のかけ算を工夫

して計算できる。 

100の100倍＝1万，1万

の 1 万倍＝1 億の関係を

知っている。 

Ａ 

四則の混合した式や

( )を用いた 1 つの式

に表し，進んで計算の

順序を調べようとして

いる。 

ことばの式をもとに( )

を用いた1つの式に表すこ

とやその計算順序を考え，

説明することができる。

いろいろな計算の混じっ

た式を計算の順序に従っ

て手際よく計算すること

ができる。 

( )の意味や四則計算の

混じった計算の順序を十

分理解している。 

①式とその計算の

順じょ 

Ｂ 

いくつかの計算を 1 つ

の式に表し，計算の順

序を調べようとしてい

る。 

ことばの式をもとに( )

を用いた1つの式に表すこ

とやその計算順序を考え

ることができる。 

計算の順序に従って正し

く計算することができ

る。 

( )の意味や計算の順序

を理解している。 

Ａ 

計算のきまりに関心を

もち，進んで計算のき

まりを使って，工夫し

て計算しようとしてい

る。 

計算のきまりを用いて，工

夫をして簡単に処理する

方法を考えることができ

る。 

計算のきまりを用いて，

手際よく計算することが

できる。 

交換法則，結合法則，分

配法則等の計算のきまり

をまとめ，理解している。 

 

②計算のきまり 

Ｂ 

計算のきまりに関心を

もち，計算のきまりを

使って，工夫して計算

しようとしている。 

計算のきまりを用いて，な

るべく簡単な計算方法を

考えることができる。 

 

計算のきまりを用いて，

計算することができる。

交換法則，結合法則，分

配法則等の計算のきまり

を理解している。 

 

Ａ 

加法と減法及び乗法と

除法の相互の関係に関

心をもち，進んで相互

の関係を考えようとし

ている。 

□を使った式を用いて，加

法と減法，乗法と除法の相

互の関係が逆算関係にあ

ることを考え，説明するこ

とができる。 

□×4＝32，□＋4＝12の

□にあてはまる数を，逆

算関係を用いて手際よく

求めることができる。 

加法と減法及び乗法と除

法の相互の関係を理解し

ている。 

 

③計算の間の関係 

Ｂ 

加法と減法及び乗法と

除法の相互の関係に関

心をもち，相互の関係

を考えようとしてい

る。 

□を使った式を用いて，加

法と減法，乗法と除法の相

互の関係が逆算関係にあ

ることに気づくことがで

きる。 

□×4＝32，□＋4＝12の

□にあてはまる数を，逆

算関係を用いて求めるこ

とができる。 

加法と減法及び乗法と除

法の相互の関係を具体的

場面に即して理解してい

る。 

Ａ 

進んで式と図を結びつ

けて，式が表す数量関

係を視覚的にとらえよ

うとしている。 

式の表す数量関係を，式と

図を結びつけ考え，筋道を

立てて説明することがで

きる。 

式が表す数量関係を的確

によみとることができ

る。 

式の図的表現を十分理解

している。 

4 

式 

と 

計 

算 

の 

順 

じ 

ょ 

④式のよみ方 

Ｂ 

式と図を結びつけて，

式が表す数量関係を視

覚的に考えることがで

きる。 

式の表す数量関係を，式と

図を結びつけて考え，説明

することができる。 

式が表す数量関係をよみ

とることができる。 

式の図的表現を理解して

いる。 

4 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

折れ線グラフから変化

の特徴や傾向を進んで

読みとろうとしてい

る。 

線の傾きに着目し，変化の

特徴や傾向を見いだすこ

とができる。 

折れ線グラフの線の傾き

によって手際よく変化の

傾向や特徴をとらえ，説

明することができる。 

折れ線グラフの機能や傾

きの意味をよく理解して

いる。 

①変わり方を表す

グラフ 

Ｂ 

折れ線グラフから変化

の特徴や傾向を読みと

ろうとしている。 

線の傾きに着目し，変化の

特徴や傾向を考えること

ができる。 

折れ線グラフの線の傾き

によって変化の特徴や傾

向をとらえることができ

る。 

折れ線グラフの機能や傾

きの意味を理解してい

る。 

Ａ 

変化の特徴や傾向を視

覚的にわかりやすく折

れ線グラフに表し，変

化の特徴を説明しよう

としている。 

変化の様子をわかりやす

くするため，折れ線グラフ

の目盛りの大きさや途中

省略を工夫して考えるこ

とができる。 

表の数値を的確に読みと

り，点と点をつないで手

際よく折れ線グラフをか

くことができる。 

折れ線グラフのかき方を

十分理解し，変化がわか

りにくいときは，途中を

省いて表すことを知って

いる。 

5 

折 

れ 

線 

グ 

ラ 

フ 

②折れ線グラフの

かき方 

Ｂ 

変化の特徴や傾向を分

かりやすく折れ線グラ

フに表そうとしてい

る。 

変化の様子に着目して，折

れ線グラフの目盛りの大

きさや途中省略を工夫し

て考えることができる。

表の数値を読みとり，点

と点を丁寧につないで折

れ線グラフにかくことが

できる。 

折れ線グラフのかき方を

理解し，変化がわかりに

くいときは，途中を省い

て表すことを知ってい

る。 

Ａ 

0.1 のはしたの大きさ

に関心をもち，進んで

小数で表そうとしてい

る。 

0.1 のはしたの大きさを，

さらに 10 等分して表すこ

とを考えることができる。

はしたや等分した大きさ

を，手際よく小数で確実

に表すことができる。 

小数点の範囲を小数第３

位まで広げて，小数の意

味や表し方を確実に理解

している。 

①小数の表し方 

Ｂ 

0.1 のはしたの大きさ

に関心をもち，小数で

表そうとしている。 

0.1 のはしたの大きさを，

さらに 10 等分して表すこ

とを考えることができる。

はしたや等分した大きさ

を，小数で表すことがで

きる。 

小数点の範囲を小数第３

位まで広げ，小数の意味

や表し方を理解してい

る。 

Ａ 

小数のしくみに関心を

もち，小数のしくみや

数の構成を整数と関連

づけてとらえようとし

ている。 

整数と関連づけ，小数が整

数と同じように十進数の

しくみになっていること

を考えることができる。

小数を数直線に表した

り，10倍した数，10でわ

った数を手際よく求めた

りすることができる。 

小数が整数と同じ十進数

の構造になっていること

がよくわかっている。 

②小数のしくみ 

Ｂ 

小数のしくみに関心を

もち，小数のしくみや

数の構成をとらえよう

としている。 

小数のしくみが整数と同

じように十進数のしくみ

になっていることに着目

することができる。 

 

小数を数直線に表した

り，10倍した数，10でわ

った数を手際よく求めた

りすることができる。 

小数が十進数になってい

ることがわかっている。 

Ａ 

小数の加減の計算を整

数の場合と同じように

考えて計算しようとし

ている。 

小数の加減計算の仕方を

整数の場合と関連づけて

多様に考えることができ

る。 

小数の加減の筆算を手際

よく計算できる。 

小数の加減計算の仕方を

整数の場合と関連づけて

理解し，説明できる。 

6 

小 

数 

③小数のたし算・ひ

き算 

Ｂ 

小数の加減の計算に興

味をもち，計算の仕方

を考えようとしてい

る。 

小数の加減計算の仕方を

0.1 のいくつ分と考えた

り，位毎に分けて考えたり

することができる。 

小数の加減の筆算を確実

に計算できる。 

小数の加減計算の仕方を

理解している。 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

大きな数のかけ算を既

習のかけ算や数のしく

みと関連づけ，工夫し

て計算しようとしてい

る。 

大きなかけ算の仕方を工

夫し，既習のかけ算や数の

相対的な見方を活用して

考えることができる。 

大きな数のかけ算の計算

を工夫して手際よく計算

できる。 

100の100倍＝1万，1万

の 1 万倍＝1 億の関係を

よく知っている。 

 ②大きな数のかけ

算 

Ｂ 

大きな数のかけ算を既

習のかけ算や数のしく

みを使って計算しよう

としている。 

大きなかけ算の仕方を工

夫し，既習のかけ算を使っ

て考えることができる。

大きな数のかけ算を工夫

して計算できる。 

100の100倍＝1万，1万

の 1 万倍＝1 億の関係を

知っている。 

Ａ 

四則の混合した式や

( )を用いた 1 つの式

に表し，進んで計算の

順序を調べようとして

いる。 

ことばの式をもとに( )

を用いた1つの式に表すこ

とやその計算順序を考え，

説明することができる。

いろいろな計算の混じっ

た式を計算の順序に従っ

て手際よく計算すること

ができる。 

( )の意味や四則計算の

混じった計算の順序を十

分理解している。 

①式とその計算の

順じょ 

Ｂ 

いくつかの計算を 1 つ

の式に表し，計算の順

序を調べようとしてい

る。 

ことばの式をもとに( )

を用いた1つの式に表すこ

とやその計算順序を考え

ることができる。 

計算の順序に従って正し

く計算することができ

る。 

( )の意味や計算の順序

を理解している。 

Ａ 

計算のきまりに関心を

もち，進んで計算のき

まりを使って，工夫し

て計算しようとしてい

る。 

計算のきまりを用いて，工

夫をして簡単に処理する

方法を考えることができ

る。 

計算のきまりを用いて，

手際よく計算することが

できる。 

交換法則，結合法則，分

配法則等の計算のきまり

をまとめ，理解している。 

 

②計算のきまり 

Ｂ 

計算のきまりに関心を

もち，計算のきまりを

使って，工夫して計算

しようとしている。 

計算のきまりを用いて，な

るべく簡単な計算方法を

考えることができる。 

 

計算のきまりを用いて，

計算することができる。

交換法則，結合法則，分

配法則等の計算のきまり

を理解している。 

 

Ａ 

加法と減法及び乗法と

除法の相互の関係に関

心をもち，進んで相互

の関係を考えようとし

ている。 

□を使った式を用いて，加

法と減法，乗法と除法の相

互の関係が逆算関係にあ

ることを考え，説明するこ

とができる。 

□×4＝32，□＋4＝12の

□にあてはまる数を，逆

算関係を用いて手際よく

求めることができる。 

加法と減法及び乗法と除

法の相互の関係を理解し

ている。 

 

③計算の間の関係 

Ｂ 

加法と減法及び乗法と

除法の相互の関係に関

心をもち，相互の関係

を考えようとしてい

る。 

□を使った式を用いて，加

法と減法，乗法と除法の相

互の関係が逆算関係にあ

ることに気づくことがで

きる。 

□×4＝32，□＋4＝12の

□にあてはまる数を，逆

算関係を用いて求めるこ

とができる。 

加法と減法及び乗法と除

法の相互の関係を具体的

場面に即して理解してい

る。 

Ａ 

進んで式と図を結びつ

けて，式が表す数量関

係を視覚的にとらえよ

うとしている。 

式の表す数量関係を，式と

図を結びつけ考え，筋道を

立てて説明することがで

きる。 

式が表す数量関係を的確

によみとることができ

る。 

式の図的表現を十分理解

している。 

4 

式 

と 

計 

算 

の 

順 

じ 

ょ 

④式のよみ方 

Ｂ 

式と図を結びつけて，

式が表す数量関係を視

覚的に考えることがで

きる。 

式の表す数量関係を，式と

図を結びつけて考え，説明

することができる。 

式が表す数量関係をよみ

とることができる。 

式の図的表現を理解して

いる。 

4 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

折れ線グラフから変化

の特徴や傾向を進んで

読みとろうとしてい

る。 

線の傾きに着目し，変化の

特徴や傾向を見いだすこ

とができる。 

折れ線グラフの線の傾き

によって手際よく変化の

傾向や特徴をとらえ，説

明することができる。 

折れ線グラフの機能や傾

きの意味をよく理解して

いる。 

①変わり方を表す

グラフ 

Ｂ 

折れ線グラフから変化

の特徴や傾向を読みと

ろうとしている。 

線の傾きに着目し，変化の

特徴や傾向を考えること

ができる。 

折れ線グラフの線の傾き

によって変化の特徴や傾

向をとらえることができ

る。 

折れ線グラフの機能や傾

きの意味を理解してい

る。 

Ａ 

変化の特徴や傾向を視

覚的にわかりやすく折

れ線グラフに表し，変

化の特徴を説明しよう

としている。 

変化の様子をわかりやす

くするため，折れ線グラフ

の目盛りの大きさや途中

省略を工夫して考えるこ

とができる。 

表の数値を的確に読みと

り，点と点をつないで手

際よく折れ線グラフをか

くことができる。 

折れ線グラフのかき方を

十分理解し，変化がわか

りにくいときは，途中を

省いて表すことを知って

いる。 

5 

折 

れ 

線 

グ 

ラ 

フ 

②折れ線グラフの

かき方 

Ｂ 

変化の特徴や傾向を分

かりやすく折れ線グラ

フに表そうとしてい

る。 

変化の様子に着目して，折

れ線グラフの目盛りの大

きさや途中省略を工夫し

て考えることができる。

表の数値を読みとり，点

と点を丁寧につないで折

れ線グラフにかくことが

できる。 

折れ線グラフのかき方を

理解し，変化がわかりに

くいときは，途中を省い

て表すことを知ってい

る。 

Ａ 

0.1 のはしたの大きさ

に関心をもち，進んで

小数で表そうとしてい

る。 

0.1 のはしたの大きさを，

さらに 10 等分して表すこ

とを考えることができる。

はしたや等分した大きさ

を，手際よく小数で確実

に表すことができる。 

小数点の範囲を小数第３

位まで広げて，小数の意

味や表し方を確実に理解

している。 

①小数の表し方 

Ｂ 

0.1 のはしたの大きさ

に関心をもち，小数で

表そうとしている。 

0.1 のはしたの大きさを，

さらに 10 等分して表すこ

とを考えることができる。

はしたや等分した大きさ

を，小数で表すことがで

きる。 

小数点の範囲を小数第３

位まで広げ，小数の意味

や表し方を理解してい

る。 

Ａ 

小数のしくみに関心を

もち，小数のしくみや

数の構成を整数と関連

づけてとらえようとし

ている。 

整数と関連づけ，小数が整

数と同じように十進数の

しくみになっていること

を考えることができる。

小数を数直線に表した

り，10倍した数，10でわ

った数を手際よく求めた

りすることができる。 

小数が整数と同じ十進数

の構造になっていること

がよくわかっている。 

②小数のしくみ 

Ｂ 

小数のしくみに関心を

もち，小数のしくみや

数の構成をとらえよう

としている。 

小数のしくみが整数と同

じように十進数のしくみ

になっていることに着目

することができる。 

 

小数を数直線に表した

り，10倍した数，10でわ

った数を手際よく求めた

りすることができる。 

小数が十進数になってい

ることがわかっている。 

Ａ 

小数の加減の計算を整

数の場合と同じように

考えて計算しようとし

ている。 

小数の加減計算の仕方を

整数の場合と関連づけて

多様に考えることができ

る。 

小数の加減の筆算を手際

よく計算できる。 

小数の加減計算の仕方を

整数の場合と関連づけて

理解し，説明できる。 

6 

小 

数 

③小数のたし算・ひ

き算 

Ｂ 

小数の加減の計算に興

味をもち，計算の仕方

を考えようとしてい

る。 

小数の加減計算の仕方を

0.1 のいくつ分と考えた

り，位毎に分けて考えたり

することができる。 

小数の加減の筆算を確実

に計算できる。 

小数の加減計算の仕方を

理解している。 
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元 
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関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

ふしぎな輪に関心をも

ち，進んで輪のつなぎ方

等をいろいろ工夫して

やってみようとしてい

る。 

輪のつなぎ方をいろいろ

工夫し，どんな形ができる

か予想し，そのわけを説明

することができる。 

手際よくいろいろに輪を

つないで切り，どんな不

思議な形ができるかを確

かめることができる。 

いろいろな輪を使ってで

きる不思議な輪の作り方

とそれぞれのできあがる

形について理解してい

る。 

● 

算

数

の

自

由

研

究 

ふしぎな輪 

Ｂ 

ふしぎな輪に関心をも

ち，輪のつなぎ方を変

えてやってみようとし

ている。 

つないだ輪を切ると，どん

な形ができるか予想する

ことができる。 

輪をつないで切り，どん

な形ができるかを調べる

ことができる。 

2 つの同じ大きさの輪を

使ってできる不思議な輪

の作り方とできあがる形

について理解している。 

Ａ 

長方形，正方形の面積

に関心をもち，進んで

測定し，長方形や正方

形の面積を計算で求め

ようとしている。 

１cm2，１㎡のいくつ分に

なるかを考え，長方形や正

方形の面積を計算で求め

る方法を考えることがで

きる。 

長方形，正方形の面積の

公式を用いて，手際よく

面積を求めることができ

る。 

面積の単位と測定の意

味，長方形や正方形の面

積の公式を十分理解して

いる。 

①面積 

Ｂ 

長方形，正方形の面積

を測定し，長方形や正

方形の面積の求め方を

考えようとしている。

長方形や正方形の面積を

計算で求める方法を考え

ることができる。 

長方形，正方形の面積の

公式を用いて，面積を求

めることができる。 

面積の単位と測定の意

味，長方形や正方形の面

積の公式を理解してい

る。 

Ａ 

長方形や正方形を組み

合わせた面積の求め方

をいろいろ工夫しよう

としている。 

既習の長方形の面積の公

式を使って，いろいろな求

め方を考えることができ

る。 

手際よくいろいろな方法

でL字型等の面積を求め

ることができる。 

長方形，正方形の面積の

公式の活用の仕方を十分

理解している。 

②面積の求め方の

くふう 

Ｂ 

長方形や正方形を組み

合わせた面積の求め方

を工夫して考えようと

している。 

既習の長方形の面積の公

式を使って，求め方を工夫

して考えることができる。

L 字型の面積の求めるこ

とができる。 

長方形の面積の公式の活

用の仕方を理解してい

る。 

Ａ 

大きな面積に関心をも

ち，その表し方を調べ

て，身の回りの大きな

面積を進んで表そうと

するとしている。 

km2，ａ，haなどの単位を基

に，そのいくつ分になるか

を考えたり，単位の相互の

関係を考えたりすること

ができる。 

大きな面積をkm2，ａ，ha

の単位を基にして，手際

よく長方形の面積の公式

を使って求めることがで

きる。 

Km2，ａ，haの単位を知り，

面積の単位の相互の関係

を理解している。 

7 

面 

積 

③大きな面積 

Ｂ 

身の回りの大きな面積

に関心をもち，その面

積の表し方を調べよう

としている。 

km2，ａ，haなどの単位を基

に，そのいくつ分かを考え

ることができる。 

大きな面積をkm２，ａ，ha

の単位を基にして大きな

面積を求めることができ

る。 

ｍ２，km２，ａ，haの単位 

と面積の単位の相互の関 

係を図的に理解してい 

る。 

Ａ 

何十でわるわり算の仕

方を考え，答えの確か

めをしようとしてい

る。 

10を単位にして，商の見当

をつけ，既習のかけ算を使

って（何十)÷(何十)の計

算の仕方を考えることが

できる。 

(何十)÷(何十)，(何百何

十)÷(何十)で，商が 1

桁のわり算の計算が手際

よく，確実にできる。 

何十でわるわり算の意味

と計算の仕方を十分理解

している。 

8 

2 
け 
た 
で 
わ 
る 
わ 
り 
算 
の 
筆 
算 

①何十でわるわり

算 

Ｂ 

10 円玉の模型を使っ

て，何十でわるわり算

の仕方を考えようとし

ている。 

10 円玉の模型を使って商

の見当をつけ，既習のかけ

算を使って（何十)÷(何

十)の計算の仕方を考える

ことができる。 

(何十)÷(何十)，(何百何

十)÷(何十)で，商が 1

桁のわり算の計算ができ

る。 

何十でわるわり算の意味

と計算の仕方を理解して

いる。 

6 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

進んで商の見当をつけ

て，商が一桁になる筆

算の計算の仕方を考え

ようとしている。 

商の見当をつけて，既習の

わり算の筆算の手順通り

に筋道を立てて考えるこ

とができる。 

(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷

(2 桁)で商が 1 桁になる

筆算が確実にできる。 

商が1桁になる筆算の仕

方と仮商の修正の仕方を

十分理解している。 

②商が 1 けたにな

る筆算 

Ｂ 

商の見当をつけて，商

が一桁になる筆算の計

算の仕方を考えようと

している。 

商の見当をつけて，既習の

わり算の筆算の手順通り

に考えることができる。

(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷

(2 桁)で商が 1 桁になる

筆算ができる。 

商が1桁になる筆算の仕

方と仮商の修正の仕方を

理解している。 

Ａ 

商が2桁，3桁になる筆

算について，商がどの

位から立つかを見当付

けて計算しようとして

いる。 

商の見当をつけてから，商

が1桁になる場合と同じよ

うに計算の仕方を筋道を

立てて考えることができ

る。 

商の見当をつけて，手際

よく商が2･3 桁になる筆

算を計算することができ

る。 

商の見当づけの方法や商

が2･3 桁になる筆算の仕

方を十分理解している。 

③商が2けた，3け

たになる筆算 

Ｂ 

商が2桁，3桁になる筆

算について，商がどの

位から立つかを見当づ

けようとしている。 

 

商の見当をつけてから，商

が1桁になる場合と同じよ

うに計算の仕方を考える

ことができる。 

手隠し法で商の見当を立

てながら，商が2･3 桁に

なる筆算ができる。 

商の見当づけの方法や商

が2･3 桁になる筆算の仕

方を理解している。 

Ａ 

わり算の性質に気づ

き，進んで活用しよう

としている。 

6÷2，60÷20，600÷200
の答えが同じになるわけ

を考え，大きなわり算の仕

方に活用できる。 

わり算の性質を使って，

大きな数のわり算の答え

を手際よく求めることが

できる。 

わり算の性質とその活用

の仕方を十分理解してい

る。 

8 

2 
け 
た 
で 
わ 
る 
わ 
り 
算 
の 
筆 

算 

④わり算のせいし

つ 

Ｂ 

わり算の性質に気づ

き，活用しようとして

いる。 

わり算の性質を使って，大

きな数のわり算を考える

ことができる。 

わり算の性質を使って，

大きな数のわり算の答え

を求めることができる。

 

わり算の性質とその活用

の仕方を理解している。 

Ａ 

水の使われ方に関心を

もち，資料からの必要

な数量の情報をよみと

り，問題を解決したり，

問題をつくろうとした

りしている。 

資料から必要な数量の情

報を集め，正しいか，正し

くないかを，拠り所をもっ

て考え，判断し，説明でき

る。 

資料を概観してから必要

な情報を手際よく集め，

既習のかけ算等を活用し

て問題を解決することが

できる。 

目的に応じて資料を選択

肢，必要な数量の情報を

収集している。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(1) 

水をたいせつに 

Ｂ 

水の使われ方に関心を

もち，資料を用いて問

題を解決しようとして

いる。 

資料から必要な数量の情

報を集め，正しいか，正し

くないかを，拠り所をもっ

て考えることができる。

 

資料から必要な情報を集

めて，問題解決すること

ができる。 

 

資料から必要な数量の情

報を収集している。 

 

Ａ 

そろばんを用いた小数

や大きな数の計算を進

んでしようとしてい

る。 

小数や大きな数の計算を

定位点をずらして，既習の

仕方と同じように考えた

り，仕方を説明したりする

ことができる。 

そろばんを用いた小数や

大きな数の計算が確実に

できる。 

そろばんを用いた小数や

大きな数の計算の仕方を

十分理解している。 

9 

そ

ろ

ば

ん 

 

Ｂ 

そろばんを用いた小数

や大きな数の計算をし

ようとしている。 

小数や大きな数の計算を

定位点をずらして，既習の

仕方と同じように考える

ことができる。 

そろばんを用いた小数や

大きな数の計算ができ

る。 

そろばんを用いた小数や

大きな数の計算の仕方を

理解している。 

a

a

a

a

a

a

ha

ha

ha

ha

ha

ha
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5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

ふしぎな輪に関心をも

ち，進んで輪のつなぎ方

等をいろいろ工夫して

やってみようとしてい

る。 

輪のつなぎ方をいろいろ

工夫し，どんな形ができる

か予想し，そのわけを説明

することができる。 

手際よくいろいろに輪を

つないで切り，どんな不

思議な形ができるかを確

かめることができる。 

いろいろな輪を使ってで

きる不思議な輪の作り方

とそれぞれのできあがる

形について理解してい

る。 

● 

算

数

の

自

由

研

究 

ふしぎな輪 

Ｂ 

ふしぎな輪に関心をも

ち，輪のつなぎ方を変

えてやってみようとし

ている。 

つないだ輪を切ると，どん

な形ができるか予想する

ことができる。 

輪をつないで切り，どん

な形ができるかを調べる

ことができる。 

2 つの同じ大きさの輪を

使ってできる不思議な輪

の作り方とできあがる形

について理解している。 

Ａ 

長方形，正方形の面積

に関心をもち，進んで

測定し，長方形や正方

形の面積を計算で求め

ようとしている。 

１cm2，１㎡のいくつ分に

なるかを考え，長方形や正

方形の面積を計算で求め

る方法を考えることがで

きる。 

長方形，正方形の面積の

公式を用いて，手際よく

面積を求めることができ

る。 

面積の単位と測定の意

味，長方形や正方形の面

積の公式を十分理解して

いる。 

①面積 

Ｂ 

長方形，正方形の面積

を測定し，長方形や正

方形の面積の求め方を

考えようとしている。

長方形や正方形の面積を

計算で求める方法を考え

ることができる。 

長方形，正方形の面積の

公式を用いて，面積を求

めることができる。 

面積の単位と測定の意

味，長方形や正方形の面

積の公式を理解してい

る。 

Ａ 

長方形や正方形を組み

合わせた面積の求め方

をいろいろ工夫しよう

としている。 

既習の長方形の面積の公

式を使って，いろいろな求

め方を考えることができ

る。 

手際よくいろいろな方法

でL字型等の面積を求め

ることができる。 

長方形，正方形の面積の

公式の活用の仕方を十分

理解している。 

②面積の求め方の

くふう 

Ｂ 

長方形や正方形を組み

合わせた面積の求め方

を工夫して考えようと

している。 

既習の長方形の面積の公

式を使って，求め方を工夫

して考えることができる。

L 字型の面積の求めるこ

とができる。 

長方形の面積の公式の活

用の仕方を理解してい

る。 

Ａ 

大きな面積に関心をも

ち，その表し方を調べ

て，身の回りの大きな

面積を進んで表そうと

するとしている。 

km2，ａ，haなどの単位を基

に，そのいくつ分になるか

を考えたり，単位の相互の

関係を考えたりすること

ができる。 

大きな面積をkm2，ａ，ha

の単位を基にして，手際

よく長方形の面積の公式

を使って求めることがで

きる。 

Km2，ａ，haの単位を知り，

面積の単位の相互の関係

を理解している。 

7 

面 

積 

③大きな面積 

Ｂ 

身の回りの大きな面積

に関心をもち，その面

積の表し方を調べよう

としている。 

km2，ａ，haなどの単位を基

に，そのいくつ分かを考え

ることができる。 

大きな面積をkm２，ａ，ha

の単位を基にして大きな

面積を求めることができ

る。 

ｍ２，km２，ａ，haの単位 

と面積の単位の相互の関 

係を図的に理解してい 

る。 

Ａ 

何十でわるわり算の仕

方を考え，答えの確か

めをしようとしてい

る。 

10を単位にして，商の見当

をつけ，既習のかけ算を使

って（何十)÷(何十)の計

算の仕方を考えることが

できる。 

(何十)÷(何十)，(何百何

十)÷(何十)で，商が 1

桁のわり算の計算が手際

よく，確実にできる。 

何十でわるわり算の意味

と計算の仕方を十分理解

している。 

8 

2 
け 
た 
で 
わ 
る 
わ 
り 
算 
の 
筆 
算 

①何十でわるわり

算 

Ｂ 

10 円玉の模型を使っ

て，何十でわるわり算

の仕方を考えようとし

ている。 

10 円玉の模型を使って商

の見当をつけ，既習のかけ

算を使って（何十)÷(何

十)の計算の仕方を考える

ことができる。 

(何十)÷(何十)，(何百何

十)÷(何十)で，商が 1

桁のわり算の計算ができ

る。 

何十でわるわり算の意味

と計算の仕方を理解して

いる。 

6 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

進んで商の見当をつけ

て，商が一桁になる筆

算の計算の仕方を考え

ようとしている。 

商の見当をつけて，既習の

わり算の筆算の手順通り

に筋道を立てて考えるこ

とができる。 

(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷

(2 桁)で商が 1 桁になる

筆算が確実にできる。 

商が1桁になる筆算の仕

方と仮商の修正の仕方を

十分理解している。 

②商が 1 けたにな

る筆算 

Ｂ 

商の見当をつけて，商

が一桁になる筆算の計

算の仕方を考えようと

している。 

商の見当をつけて，既習の

わり算の筆算の手順通り

に考えることができる。

(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷

(2 桁)で商が 1 桁になる

筆算ができる。 

商が1桁になる筆算の仕

方と仮商の修正の仕方を

理解している。 

Ａ 

商が2桁，3桁になる筆

算について，商がどの

位から立つかを見当付

けて計算しようとして

いる。 

商の見当をつけてから，商

が1桁になる場合と同じよ

うに計算の仕方を筋道を

立てて考えることができ

る。 

商の見当をつけて，手際

よく商が2･3 桁になる筆

算を計算することができ

る。 

商の見当づけの方法や商

が2･3 桁になる筆算の仕

方を十分理解している。 

③商が2けた，3け

たになる筆算 

Ｂ 

商が2桁，3桁になる筆

算について，商がどの

位から立つかを見当づ

けようとしている。 

 

商の見当をつけてから，商

が1桁になる場合と同じよ

うに計算の仕方を考える

ことができる。 

手隠し法で商の見当を立

てながら，商が2･3 桁に

なる筆算ができる。 

商の見当づけの方法や商

が2･3 桁になる筆算の仕

方を理解している。 

Ａ 

わり算の性質に気づ

き，進んで活用しよう

としている。 

6÷2，60÷20，600÷200
の答えが同じになるわけ

を考え，大きなわり算の仕

方に活用できる。 

わり算の性質を使って，

大きな数のわり算の答え

を手際よく求めることが

できる。 

わり算の性質とその活用

の仕方を十分理解してい

る。 

8 

2 
け 
た 
で 
わ 
る 
わ 
り 
算 
の 
筆 

算 

④わり算のせいし

つ 

Ｂ 

わり算の性質に気づ

き，活用しようとして

いる。 

わり算の性質を使って，大

きな数のわり算を考える

ことができる。 

わり算の性質を使って，

大きな数のわり算の答え

を求めることができる。

 

わり算の性質とその活用

の仕方を理解している。 

Ａ 

水の使われ方に関心を

もち，資料からの必要

な数量の情報をよみと

り，問題を解決したり，

問題をつくろうとした

りしている。 

資料から必要な数量の情

報を集め，正しいか，正し

くないかを，拠り所をもっ

て考え，判断し，説明でき

る。 

資料を概観してから必要

な情報を手際よく集め，

既習のかけ算等を活用し

て問題を解決することが

できる。 

目的に応じて資料を選択

肢，必要な数量の情報を

収集している。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(1) 

水をたいせつに 

Ｂ 

水の使われ方に関心を

もち，資料を用いて問

題を解決しようとして

いる。 

資料から必要な数量の情

報を集め，正しいか，正し

くないかを，拠り所をもっ

て考えることができる。

 

資料から必要な情報を集

めて，問題解決すること

ができる。 

 

資料から必要な数量の情

報を収集している。 

 

Ａ 

そろばんを用いた小数

や大きな数の計算を進

んでしようとしてい

る。 

小数や大きな数の計算を

定位点をずらして，既習の

仕方と同じように考えた

り，仕方を説明したりする

ことができる。 

そろばんを用いた小数や

大きな数の計算が確実に

できる。 

そろばんを用いた小数や

大きな数の計算の仕方を

十分理解している。 

9 

そ

ろ

ば

ん 

 

Ｂ 

そろばんを用いた小数

や大きな数の計算をし

ようとしている。 

小数や大きな数の計算を

定位点をずらして，既習の

仕方と同じように考える

ことができる。 

そろばんを用いた小数や

大きな数の計算ができ

る。 

そろばんを用いた小数や

大きな数の計算の仕方を

理解している。 
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7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

見当をつけてから，角

の大きさを測ろうとし

ている。 

2 つの直線の開き具合から

見当をつけて，測ることを

考えることができる。 

角の大きさを手際よく測

定して同じ子どもを探す

ことができる。 

分度器を使って角度を測

る方法を十分理解してい

る。 

1 角とその大きさ 

ステップ 

Ｂ 

角の大きさを正確に分

度器で測ろうとしてい

る。 

どの目盛りを読めばよい

かを考えることができる。

角の大きさを測定して同

じ子どもを探すことがで

きる。 

分度器を使って角度を測

る方法を理解している。 

Ａ 

針が回転してできる角

に関心をもち，1回転以

上回転してできる角の

大きさを進んで調べよ

うとしている。 

針が1回転以上回転した場

合の角の大きさを，360°
を基にして筋道立てて考

えることができる。 

針が1 回転以上回転した

場合の角の大きさを手際

よく読んだり，作ったり

することができる。 

360°以上の回転の角が

いろいろあることを理解

している。 

1 角とその大きさ 

ジャンプ 

Ｂ 

1 回転以上回転してで

きる角の大きさを表し

たり，作ったりしよう

としている。 

針が1回転以上回転した場

合の角の大きさを，360°
を基にして考えることが

できる。 

針が1 回転以上回転した

場合の角の大きさを手際

よく読んだり，作ったり

することができる。 

360°以上の角があると

いうことを理解してい

る。 

Ａ 

おはじきの数の求め方

を表すいろいろな式

を，おはじきの並んだ

図を使って，説明しよ

うとしている。 

 

おはじきの図をどのよう

に見ればその式になるか，

図と式を結びつけて考え

ることができる。 

それぞれの式を，図を使

って簡潔に説明すること

ができる。 

 

式の表す意味を，図と結

びつけて理解している。 

4 式と計算の順じょ 

ステップ 

Ｂ 

おはじきの数の求め方

を表す式を，おはじき

の並んだ図を使って，

説明しようとしてい

る。 

おはじきの図をどのよう

に見ればその式になるか

を考えることができる。

それぞれの式を，図を使

って説明することができ

る。 

式が，図をどのように見

たものかを理解してい

る。 

Ａ 

４，３，２，１の数字

カードを使って答えが

０から９になるまでの

式を作り，他の作り方

にもチャレンジしよう

としている。 

既習の計算のきまりを用

いて，見通しをもって考え

ることができる。 

４，３，２，１の数字カ

ードを使って，答えが０

から９になるまでの式を

いろいろ作ることができ

る。 

計算のきまりの理解を深

め，そのよさを実感して

いる。 

4 式と計算の順じょ 

ジャンプ 

Ｂ 

４，３，２，１の数字

カードを使って，答え

が０から９になるまで

の式づくりに進んで取

り組もうとしている。

既習の計算のきまりを用

いて，試行錯誤的に考える

ことができる。 

４，３，２，１の数字カ

ードを使って，答えが 0

から９になるまでの式を

作ることができる。 

計算のきまりの活用の仕

方がわかる。 

Ａ 

ひまわりの高さ調べに

進んで取り組もうとし

ている。 

既習の省略の印を用いて

変化のようすをわかりや

すく表すことを考えるこ

とができる。 

省略の印を用いて変化の

大きい折れ線グラフを手

際よくかくことができ

る。 

省略の印を用いて変化を

大きくする表現方法を十

分理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

5 折れ線グラフ 

ステップ 

Ｂ 

ひまわりの高さ調べに

取り組もうとしてい

る。 

既習の省略の印を用いて

変化のようすを表すこと

を考えることができる。

省略の印を用いて変化の

大きい折れ線グラフをか

くことができる。 

 

省略の印を用いて変化を

大きくする表現方法を理

解している。 

8 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

進んで折れ線グラフと

棒グラフに表された数

量をよみとろうとして

いる。 

折れ線グラフと棒グラフ

を関係づけて考え，表され

た数量の特徴を見いだす

ことができる。 

折れ線グラフと棒グラフ

に表された数量を素早く

よみとることができる。

棒グラフと折れ線グラフ

を関係づけて見ることの

大切さを十分理解してい

る。 

5 折れ線グラフ 

ジャンプ 

Ｂ 

折れ線グラフと棒グラ

フに表された数量をよ

みとろうとしている。

折れ線グラフと棒グラフ

を関係づけて，表された数

量の特徴を考えることが

できる。 

 

折れ線グラフと棒グラフ

に表された数量をよみと

ることができる。 

棒グラフと折れ線グラフ

を関係づけて見ることの

大切さを理解している。 

Ａ 

進んで小数アスレチッ

クに取り組もうとして

いる。 

小数のしくみを活用して，

いろいろな進み方を考え

ることができる。 
 

小数のしくみを活用し

て，手際よくいろいろな

進み方ができる。 

小数のしくみの活用の仕

方を十分理解している。 
6 小数 

ステップ 

Ｂ 

小数アスレチックに取

り組もうとしている。

小数のしくみを活用して

進み方を考えることがで

きる。 
 

小数のしくみを活用して

進むことができる。 
小数のしくみの活用の仕

方を理解している。 

Ａ 

進んで小数まほうじん

に取り組み，作ろうと

している。 

整数のまほうじんを基に

して，整数と小数のしくみ

を上手に利用して小数ま

ほうじんの作り方を考え

ることができる。 

小数まほうじんを手際よ

く作ることができる。 
まほうじんのしくみと小

数のしくみを十分理解し

ている。 

6 小数 

ジャンプ 

Ｂ 

小数まほうじんに取り

組もうとしている。 
整数のまほうじんを基に

して，小数まほうじんの作

り方を考えることができ

る。 

小数まほうじんを作るこ

とができる。 
まほうじんのしくみと小

数のしくみを理解してい

る。 

Ａ

面積を進んで求め，は

やく面積めいろを進

もうとしている。 

方眼の数や長方形や正

方形の面積の公式を活

用して，面積の比べ方を

考え，説明することがで

きる。 

面積を手際よく正確に求

めることができる。 

測定の意味や長方形，正

方形の面積の公式の活

用の仕方を十分理解し

ている。 

7 面積 

ステップ 

Ｂ

面積を求め，面積めい

ろを進もうとしてい

る。 

方眼の数や長方形や正

方形の面積の公式を活

用して，面積の比べ方を

考えることができる。 

 

面積を正確に求めること

ができる。 

測定の意味や長方形，正

方形の面積の公式の活

用の仕方を理解してい

る。 

Ａ

面積づくりに進んで

取り組み，面積が2㎠

となるいろいろな形

をを作ろうとしてい

る。 

面積が 1 cm2となる形を

組み合わせて，面積が

2cm2になる形をいろい

ろ考えることができる。

 

手際よく面積が 2 cm2

の形を作ることができ

る。 

面積について十分理解

している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

7 面積 

ジャンプ 

Ｂ

面積が2㎠となる形を

作ろうとしている。 

面積が 1 cm2となる形を

組み合わせて，面積が

2cm2になる形を考える

ことができる。 

 

面積が 2 cm2の形を作

ることができる。 

面積について理解して

いる。 
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7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

見当をつけてから，角

の大きさを測ろうとし

ている。 

2 つの直線の開き具合から

見当をつけて，測ることを

考えることができる。 

角の大きさを手際よく測

定して同じ子どもを探す

ことができる。 

分度器を使って角度を測

る方法を十分理解してい

る。 

1 角とその大きさ 

ステップ 

Ｂ 

角の大きさを正確に分

度器で測ろうとしてい

る。 

どの目盛りを読めばよい

かを考えることができる。

角の大きさを測定して同

じ子どもを探すことがで

きる。 

分度器を使って角度を測

る方法を理解している。 

Ａ 

針が回転してできる角

に関心をもち，1回転以

上回転してできる角の

大きさを進んで調べよ

うとしている。 

針が1回転以上回転した場

合の角の大きさを，360°
を基にして筋道立てて考

えることができる。 

針が1 回転以上回転した

場合の角の大きさを手際

よく読んだり，作ったり

することができる。 

360°以上の回転の角が

いろいろあることを理解

している。 

1 角とその大きさ 

ジャンプ 

Ｂ 

1 回転以上回転してで

きる角の大きさを表し

たり，作ったりしよう

としている。 

針が1回転以上回転した場

合の角の大きさを，360°
を基にして考えることが

できる。 

針が1 回転以上回転した

場合の角の大きさを手際

よく読んだり，作ったり

することができる。 

360°以上の角があると

いうことを理解してい

る。 

Ａ 

おはじきの数の求め方

を表すいろいろな式

を，おはじきの並んだ

図を使って，説明しよ

うとしている。 

 

おはじきの図をどのよう

に見ればその式になるか，

図と式を結びつけて考え

ることができる。 

それぞれの式を，図を使

って簡潔に説明すること

ができる。 

 

式の表す意味を，図と結

びつけて理解している。 

4 式と計算の順じょ 

ステップ 

Ｂ 

おはじきの数の求め方

を表す式を，おはじき

の並んだ図を使って，

説明しようとしてい

る。 

おはじきの図をどのよう

に見ればその式になるか

を考えることができる。

それぞれの式を，図を使

って説明することができ

る。 

式が，図をどのように見

たものかを理解してい

る。 

Ａ 

４，３，２，１の数字

カードを使って答えが

０から９になるまでの

式を作り，他の作り方

にもチャレンジしよう

としている。 

既習の計算のきまりを用

いて，見通しをもって考え

ることができる。 

４，３，２，１の数字カ

ードを使って，答えが０

から９になるまでの式を

いろいろ作ることができ

る。 

計算のきまりの理解を深

め，そのよさを実感して

いる。 

4 式と計算の順じょ 

ジャンプ 

Ｂ 

４，３，２，１の数字

カードを使って，答え

が０から９になるまで

の式づくりに進んで取

り組もうとしている。

既習の計算のきまりを用

いて，試行錯誤的に考える

ことができる。 

４，３，２，１の数字カ

ードを使って，答えが 0

から９になるまでの式を

作ることができる。 

計算のきまりの活用の仕

方がわかる。 

Ａ 

ひまわりの高さ調べに

進んで取り組もうとし

ている。 

既習の省略の印を用いて

変化のようすをわかりや

すく表すことを考えるこ

とができる。 

省略の印を用いて変化の

大きい折れ線グラフを手

際よくかくことができ

る。 

省略の印を用いて変化を

大きくする表現方法を十

分理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

5 折れ線グラフ 

ステップ 

Ｂ 

ひまわりの高さ調べに

取り組もうとしてい

る。 

既習の省略の印を用いて

変化のようすを表すこと

を考えることができる。

省略の印を用いて変化の

大きい折れ線グラフをか

くことができる。 

 

省略の印を用いて変化を

大きくする表現方法を理

解している。 

8 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

進んで折れ線グラフと

棒グラフに表された数

量をよみとろうとして

いる。 

折れ線グラフと棒グラフ

を関係づけて考え，表され

た数量の特徴を見いだす

ことができる。 

折れ線グラフと棒グラフ

に表された数量を素早く

よみとることができる。

棒グラフと折れ線グラフ

を関係づけて見ることの

大切さを十分理解してい

る。 

5 折れ線グラフ 

ジャンプ 

Ｂ 

折れ線グラフと棒グラ

フに表された数量をよ

みとろうとしている。

折れ線グラフと棒グラフ

を関係づけて，表された数

量の特徴を考えることが

できる。 

 

折れ線グラフと棒グラフ

に表された数量をよみと

ることができる。 

棒グラフと折れ線グラフ

を関係づけて見ることの

大切さを理解している。 

Ａ 

進んで小数アスレチッ

クに取り組もうとして

いる。 

小数のしくみを活用して，

いろいろな進み方を考え

ることができる。 
 

小数のしくみを活用し

て，手際よくいろいろな

進み方ができる。 

小数のしくみの活用の仕

方を十分理解している。 
6 小数 

ステップ 

Ｂ 

小数アスレチックに取

り組もうとしている。

小数のしくみを活用して

進み方を考えることがで

きる。 
 

小数のしくみを活用して

進むことができる。 
小数のしくみの活用の仕

方を理解している。 

Ａ 

進んで小数まほうじん

に取り組み，作ろうと

している。 

整数のまほうじんを基に

して，整数と小数のしくみ

を上手に利用して小数ま

ほうじんの作り方を考え

ることができる。 

小数まほうじんを手際よ

く作ることができる。 
まほうじんのしくみと小

数のしくみを十分理解し

ている。 

6 小数 

ジャンプ 

Ｂ 

小数まほうじんに取り

組もうとしている。 
整数のまほうじんを基に

して，小数まほうじんの作

り方を考えることができ

る。 

小数まほうじんを作るこ

とができる。 
まほうじんのしくみと小

数のしくみを理解してい

る。 

Ａ

面積を進んで求め，は

やく面積めいろを進

もうとしている。 

方眼の数や長方形や正

方形の面積の公式を活

用して，面積の比べ方を

考え，説明することがで

きる。 

面積を手際よく正確に求

めることができる。 

測定の意味や長方形，正

方形の面積の公式の活

用の仕方を十分理解し

ている。 

7 面積 

ステップ 

Ｂ

面積を求め，面積めい

ろを進もうとしてい

る。 

方眼の数や長方形や正

方形の面積の公式を活

用して，面積の比べ方を

考えることができる。 

 

面積を正確に求めること

ができる。 

測定の意味や長方形，正

方形の面積の公式の活

用の仕方を理解してい

る。 

Ａ

面積づくりに進んで

取り組み，面積が2㎠

となるいろいろな形

をを作ろうとしてい

る。 

面積が 1 cm2となる形を

組み合わせて，面積が

2cm2になる形をいろい

ろ考えることができる。

 

手際よく面積が 2 cm2

の形を作ることができ

る。 

面積について十分理解

している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

7 面積 

ジャンプ 

Ｂ

面積が2㎠となる形を

作ろうとしている。 

面積が 1 cm2となる形を

組み合わせて，面積が

2cm2になる形を考える

ことができる。 

 

面積が 2 cm2の形を作

ることができる。 

面積について理解して

いる。 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ 

自分の力に応じた計算

コースを選んで，進ん

で計算しようとしてい

る。 

「たてる」「かける」「「ひ

く」「おろす」の筆算の手

順にそって，筋道を立てて

考えることができる。 

÷(2 桁)の筆算が手際よ

く，確実にできる。 

÷(2 桁)の筆算や仮商の

修正の仕方を十分理解

している。 

8 2 けたでわるわ

り算の筆算 

ステップ 

Ｂ 

自分の力に応じた計算

コースに進み，計算し

ようとしている。 

「たてる」「かける」「「ひ

く」「おろす」の筆算の手

順にそって，考えることが

できる。 

÷(2 桁)の筆算ができ

る。 
÷(2 桁)の筆算や仮商の

修正の仕方を理解して

いる。 

Ａ 

外国のわり算の筆算の

仕方を調べ，日本の筆

算と比べてその特徴を

捉えようとしている。

日本のわり算の筆算の仕

方を比べて，その違いを考

え，説明することができ

る。 

外国の筆算の仕方と日

本の筆算の仕方との違

いを素早く見つけるこ

とができる。 

外国の筆算の仕方とそ

の特徴を理解している。    

★ 

算

数

の

ま

ど 

8 2 けたでわるわ

り算の筆算 

ジャンプ 

Ｂ 

外国のわり算の筆算の

仕方と日本の筆算と比

べようとしている。 

日本のわり算の筆算の仕

方を比べて，その違いを考

えることができる。 

外国の筆算の仕方と日

本の筆算の仕方との違

い見つけることができ

る。    

外国の筆算の仕方を理

解している。    
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評価の観点と評価規準 4 年下 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

概数の表し方に関心を持

ち，進んでどんなところ

に概数が使われているか

見つけようとしている。 

数直線などを用いて，概

数や概数の表す範囲を

筋道立てて考えること

ができる。 

 

収穫量などの大きな数量

を四捨五入によって概数

処理し，棒グラフに表す

ことができる。 

概数の意味と四捨五入の

意味を十分に理解してい

る。 

①がい数の表し方 

Ｂ

概数に関心を持ち，身

の回りで概数を見つけ

ようとしている。 

数直線などを用いて，概

数や概数の表す範囲を

考えることができる。

大きな数量を四捨五入に

よって概数処理し，棒グ

ラフに表すことができ

る。 

 

概数の意味と四捨五入

の意味を理解してい

る。 

Ａ

目的をもち，大きな数の

計算を進んで概数で使っ

て計算しようとしてい

る。 

目的に応じて，見積もり

の位を適切に考えるこ

とができる。 

目的に応じて，必要な位

で概数にしてから手際よ

く計算することができ

る。 

目的に応じて，複雑な計

算の和，差，積，商を見

積もるには，概数にして

から計算することを理解

している。 

10 

が

い

数

と

そ

の

計

算 

②がい数の計算 

Ｂ

目的をもち，大きな数の

計算を概数で使って計算

しようとしている。 

見積もりの位を適切に

考えることができる。

必要な位で概数にしてか

ら計算することができ

る。 

複雑な計算の和，差，

積，商を見積もるには，

概数にしてから計算す

ることを理解してい

る。 

Ａ

まとまりを作った概数

の仕方に関心をもち，

進んでこの見積もりを

生活に用いようとして

いる。 

数量を概観し，およそ

100，1000のまとまり

を考えて見積もり，説

明することができる。

およそ100，1000のま

とまりを作って，手際

よく見積もることがで

きる。 

まとまりを作る見積も

りの仕方を十分理解し

ている。 

● 

見

積

も

り

を

使

っ

て 

まとまりをつくっ

て 

Ｂ

まとまりを作った概数

の仕方に関心をもち，

この見積もりを生活に

用いようとしている。 

数量を概観し，およそ

100，1000のまとまり

を考えて見積もること

ができる。 

およそ100，1000のま

とまりを作って，見積

もることができる。 

まとまりを作る見積も

りの仕方を理解してい

る。 

Ａ

どんな計算になるかに

関心をもち，進んで式

に表したり，その式の

わけを考えたりしよう

としている。 

既習の計算の意味を根

拠に式に表すことを考

え，図やことばでその

式になる理由を説明す

ることができる。 

 

問題を読んで，手際よ

く式に表し，そのわけ

をかくことができる。 

四則計算の意味の理解

を一層深めている。 

● 

ど

ん

な

計

算

に

な

る

の

か

な 

 

Ｂ

どんな計算になるかに関 

心をもち，式に表したり，

その式のわけを考えたり

しようとしている。 

既習の計算の意味を根

拠に式に表すことを考

え，図を使ってその式

になる理由を説明する

ことができる。 

 

問題を読んで，式に表

し，わけをかくことが

できる。 

四則計算の意味の理解

を深めている。 

評価の観点と評価規準　4年下
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3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

既習のかけ算の意味や

小数の意味に基づい

て，進んで（小数)×(整

数)のかけ算の仕方を

考えようとしている。

0.1がいくつと考えて，

整数のかけ算と同じよ

うに考えて計算し，そ

の計算の仕方を論理的

に説明できる。 

簡単な（小数)×(整数)

計算や小数のかけ算の

筆算を手際よく確実に

計算ができる。 

（小数)×(整数)の計

算の仕方を整数の場合

と関連つけて理解して

いる。 

①小数のかけ算 

Ｂ

既習のかけ算の意味や

小数の意味に基づいて

（小数)×(整数)の仕

方を考えようとしてい

る。 

0.1がいくつと考えて，

整数のかけ算と同じよ

うに考えて計算し，そ

の計算の仕方を説明で

きる。 

簡単な（小数)×(整数)

計算や小数のかけ算の

筆算を確実に計算がで

きる。 

（小数)×(整数)の計

算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

既習のわり算の意味や

小数の意味に基づい

て，進んで小数のわり

算の仕方を考えようと

している。 

0.1がいくつと考えて，

整数のわり算と同じよ

うに考えて計算し，そ

の計算の仕方を論理的

に説明できる。 

簡単な（小数)÷(整数)

計算や小数のわり算の

筆算を手際よく確実に

計算ができる。 

（小数)÷(整数)の計

算の仕方を整数のわり

算の場合と関連つけて

理解している。 

13 

小

数

×

整

数 

、

小

数

÷

整

数 

②小数のわり算 

Ｂ

既習のわり算の意味や

小数の意味に基づい

て，小数のわり算の仕

方を考えようとしてい

る。 

0.1がいくつと考えて，

整数のわり算と同じよ

うに考えて計算し，そ

の計算の仕方を説明で

きる。 

簡単な（小数)÷(整数)

計算や小数のわり算の

筆算を確実に計算がで

きる。 

（小数)÷(整数)の計

算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

順に戻して考えること

のよさに気づき，進ん

で問題に取り組もうと

している。 

問題を時系列で図に整

理し，順に戻して筋道

立てて考えることがで

きる。 

問題を図に整理し，図

を見て，順に戻しても

との数を手際よく求め

ることができる。 

順に戻して考えて解く

方法を十分に理解して

いる。 

◎ 

も 

と 

の 

数 

は 

い 

く 

つ 

 

Ｂ

順に戻して考えること

に関心を持ち，進んで

問題に取り組もうとし

ている。 

問題を時系列で図に整

理し，順に戻して考え

ることができる。 

問題を図に整理し，図

を使って順に戻しても

との数を求めることが

できる。 

順に戻して考えて解く

方法を理解している。 

Ａ

身近な事象を 2 つの観

点から整理するよさに

気づき，2次元の表を進

んで生活に生かそうと

している。 

目的にあわせて資料を

2 次元表に整理して，

筋道立てて考えること

ができる。 

資料を落ちや重なりが

ないように 2 次元の表

に手際よく分類・整理

できる。 

2次元の表の意味，見方，

表し方，よさを実感的に

理解している。 

14 

調

べ

方

と

整

理

の

仕

方 

 

Ｂ

身近な事象を 2 つの観

点から整理することに

関心を持ち，2次元の表

を生活に生かそうとし

ている。 

目的にあわせて資料を

2 次元表に整理して考

えることができる。 

資料を落ちや重なりが

ないように 2 次元の表

に分類・整理できる。 

2次元の表の意味，見方，

表し方，よさを理解して

いる。 

Ａ

１をこえる分数に関心

をもち，その表し方や

しくみを進んで調べよ

うとしている。 

数直線を使って，「単位

分数のいくつ分」にな

るかを考えることがで

きる。 

1をこえる分数を，仮分

数や帯分数で確実に表

すことができる。 

真分数，仮分数，帯分

数の意味を十分理解し

ている。 

15 

分 

数 

①1 より大きい分

数の表し方 

Ｂ

１をこえる分数に関心

をもち，その表し方や

しくみを調べようとし

ている。 

数直線を使って，1 を

こえる分数の大きさを

考えることができる。

1をこえる分数を，仮分

数や帯分数で表すこと

ができる。 

真分数，仮分数，帯分

数の意味を理解してい

る。 

2 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

既習の整数の計算を振

り返り，計算の力を身

につけ，進んで伸ばそ

うとしている。 

四則計算は，いずれも

10のいくつ分と考えた

り，位毎に分けたりし

て計算することを統合

的に考え，まとめるこ

とができる。 

整数の四則計算につい

て手際よく計算するこ

とができる。 

四則計算は 10 のいくつ

分と考えたり，位毎に分

けたりして計算するこ

とを確実に理解してい

る。 

11 

整

数

の

計

算

の

ま

と

め 

 

Ｂ

既習の整数の計算を振

り返り，計算の力を身に

つけ，伸ばそうとしてい

る。 

 

四則計算は，いずれも

10 のいくつ分と考えた

り，位毎に分けたりし

て計算することに気づ

くことができる。 

整数の四則計算につい

て確実に計算すること

ができる。 

四則計算は 10 のいくつ

分と考えたり，位毎に分

けたりして計算するこ

とを理解している。 

Ａ

2 直線の交わり方に関

心をもち，身の回りの

事象から，進んで垂直

や平行を見つけようと

している。 

2 つの直線の交わって

できる角や 1 つの直線

に垂直に交わる 2 つの

直線に着目し，筋道立

てて考えることができ

る。 

紙を折って，垂直や平

行な直線をいろいろと

作ることができる。 

直線についての垂直や

平行の意味を理解し，

身の回りからいろいろ

な垂直や平行な直線を

見つけることができ

る。 

①垂直と平行 

Ｂ

2 直線の交わり方に関

心をもち，垂直や平行

を見付けようとしてい

る。 

2 つの直線の交わって

できる角や 1 つの直線

に垂直に交わる 2 つの

直線に着目して考える

ことができる。 

紙を折って，垂直や平

行な直線を作ることが

できる。 

直線についての垂直や

平行の意味を知り，身

の回りから垂直や平行

な直線を見つけること

ができる。 

Ａ

垂直や平行な直線のか

き方に関心をもち，進

んで垂直や平行な直線

のかき方を使って長方

形をかこうとしてい

る。 

1 組の三角定規や方眼

紙を使って，垂直や平

行な直線のかき方を考

え，説明することがで

きる。 

1 組の三角定規を使っ

て，任意の用紙に垂直

や平行な 2 直線を的確

にかくことができる。 

1 組の三角定規や方眼

紙を使った垂直や平行

な 2 直線のかき方を十

分理解している。 

②垂直や平行な直

線のかき方 

Ｂ

垂直や平行な直線のか

き方に関心をもち，垂

直や平行な直線のかき

方を使って長方形をか

こうとしている。 

1 組の三角定規や方眼

紙を使って，垂直や平

行な直線のかき方を考

えることができる。 

1 組の三角定規や方眼

紙を使って，垂直や平

行な 2 直線や長方形，

正方形をかくことがで

きる。 

1 組の三角定規や方眼

紙を使った垂直や平行

な 2 直線のかき方を理

解している。 

Ａ

平行・垂直関係に着目

して四角形を考察し，

進んで身の回りから台

形，平行四辺形，ひし

形を見つけようとして

いる。 

向かい合った辺の平

行，対角線の交わり方

等に着目して，様々な

四角形の意味や性質を

考え，筋道立てて説明

することができる。 

指定された平行四辺形

をいろいろな方法で作

図することができる。 

平行四辺形，ひし形の

意味や性質を十分理解

している。 

12 

垂

直

・ 

平

行

と

四

角

形 

③四角形 

Ｂ

平行・垂直関係に着目

して四角形を考察し，

身の回りから台形，平

行四辺形，ひし形を見

つけようとしている。

 

向かい合った辺の平

行，対角線の交わり方

等に着目して，様々な

四角形の意味や性質を

考え，説明することが

できる。 

指定された平行四辺形

を作図することができ

る。 

平行四辺形，ひし形の

意味や性質を理解して

いる。 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

既習のかけ算の意味や

小数の意味に基づい

て，進んで（小数)×(整

数)のかけ算の仕方を

考えようとしている。

0.1がいくつと考えて，

整数のかけ算と同じよ

うに考えて計算し，そ

の計算の仕方を論理的

に説明できる。 

簡単な（小数)×(整数)

計算や小数のかけ算の

筆算を手際よく確実に

計算ができる。 

（小数)×(整数)の計

算の仕方を整数の場合

と関連つけて理解して

いる。 

①小数のかけ算 

Ｂ

既習のかけ算の意味や

小数の意味に基づいて

（小数)×(整数)の仕

方を考えようとしてい

る。 

0.1がいくつと考えて，

整数のかけ算と同じよ

うに考えて計算し，そ

の計算の仕方を説明で

きる。 

簡単な（小数)×(整数)

計算や小数のかけ算の

筆算を確実に計算がで

きる。 

（小数)×(整数)の計

算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

既習のわり算の意味や

小数の意味に基づい

て，進んで小数のわり

算の仕方を考えようと

している。 

0.1がいくつと考えて，

整数のわり算と同じよ

うに考えて計算し，そ

の計算の仕方を論理的

に説明できる。 

簡単な（小数)÷(整数)

計算や小数のわり算の

筆算を手際よく確実に

計算ができる。 

（小数)÷(整数)の計

算の仕方を整数のわり

算の場合と関連つけて

理解している。 

13 

小

数

×

整

数 

、

小

数

÷

整

数 

②小数のわり算 

Ｂ

既習のわり算の意味や

小数の意味に基づい

て，小数のわり算の仕

方を考えようとしてい

る。 

0.1がいくつと考えて，

整数のわり算と同じよ

うに考えて計算し，そ

の計算の仕方を説明で

きる。 

簡単な（小数)÷(整数)

計算や小数のわり算の

筆算を確実に計算がで

きる。 

（小数)÷(整数)の計

算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

順に戻して考えること

のよさに気づき，進ん

で問題に取り組もうと

している。 

問題を時系列で図に整

理し，順に戻して筋道

立てて考えることがで

きる。 

問題を図に整理し，図

を見て，順に戻しても

との数を手際よく求め

ることができる。 

順に戻して考えて解く

方法を十分に理解して

いる。 

◎ 

も 

と 

の 

数 

は 

い 

く 

つ 

 

Ｂ

順に戻して考えること

に関心を持ち，進んで

問題に取り組もうとし

ている。 

問題を時系列で図に整

理し，順に戻して考え

ることができる。 

問題を図に整理し，図

を使って順に戻しても

との数を求めることが

できる。 

順に戻して考えて解く

方法を理解している。 

Ａ

身近な事象を 2 つの観

点から整理するよさに

気づき，2次元の表を進

んで生活に生かそうと

している。 

目的にあわせて資料を

2 次元表に整理して，

筋道立てて考えること

ができる。 

資料を落ちや重なりが

ないように 2 次元の表

に手際よく分類・整理

できる。 

2次元の表の意味，見方，

表し方，よさを実感的に

理解している。 

14 

調

べ

方

と

整

理

の

仕

方 

 

Ｂ

身近な事象を 2 つの観

点から整理することに

関心を持ち，2次元の表

を生活に生かそうとし

ている。 

目的にあわせて資料を

2 次元表に整理して考

えることができる。 

資料を落ちや重なりが

ないように 2 次元の表

に分類・整理できる。 

2次元の表の意味，見方，

表し方，よさを理解して

いる。 

Ａ

１をこえる分数に関心

をもち，その表し方や

しくみを進んで調べよ

うとしている。 

数直線を使って，「単位

分数のいくつ分」にな

るかを考えることがで

きる。 

1をこえる分数を，仮分

数や帯分数で確実に表

すことができる。 

真分数，仮分数，帯分

数の意味を十分理解し

ている。 

15 

分 

数 

①1 より大きい分

数の表し方 

Ｂ

１をこえる分数に関心

をもち，その表し方や

しくみを調べようとし

ている。 

数直線を使って，1 を

こえる分数の大きさを

考えることができる。

1をこえる分数を，仮分

数や帯分数で表すこと

ができる。 

真分数，仮分数，帯分

数の意味を理解してい

る。 
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5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

直方体や立方体につい

て，進んで面や辺の平

行・垂直を調べようと

している。 

面や辺の平行，垂直関

係の観点から直方体や

立方体の特徴を考え，

説明することができ

る。 

直方体や立方体につい

て，手際よく平行や垂

直になっている辺や面

を見つけることができ

る。 

直方体や立方体の面や

辺の平行，垂直を確実

に理解している。 

②面や辺の平行と

垂直 

Ｂ

直方体や立方体につい

て，面や辺の平行・垂

直を調べようとしてい

る。 

面や辺の平行，垂直関

係の観点から，直方体

や立方体の特徴を考え

ることができる。 

直方体や立方体につい

て，手際よく平行や垂

直になっている辺や面

を見つけることができ

る。 

直方体や立方体の面や

辺の平行，垂直を理解

している。 

Ａ

ものの位置の表し方に

関心をもち，進んで表

そうとしている。 

平面の位置を2つの数

の組で表すことを基

に，空間にあるものの

位置の表し方を筋道立

てて考えることができ

る。 

平面や空間にあるもの

の位置を 2 つの数や３

つの数の組で表すこと

ができる。 

平面や空間にあるもの

の位置の表し方を十分

理解している。 

17 

直

方

体

と

立

方

体 

 

③位置の表し方 

Ｂ

ものの位置の表し方に

関心をもち，進んで表

そうとしている。 

平面の位置を2つの数

の組で表すことを基

に，空間にあるものの

位置の表し方を考える

ことができる。 

平面や空間にあるもの

の位置を 2 つや 3 つの

数の組で表すことがで

きる。 

平面や空間にあるもの

の位置の表し方を理解

している。 

Ａ

論理の問題に関心をも

ち，2次元表を用いて，

進んで考えようとして

いる。 

2 次元表に情報を基に

×や○をつけながら，

筋道立てて考えること

ができる。 

2次元表を使って，手際

よく問題を解決するこ

とができる。 

2 次元表に情報を整理

するよさを十分に理解

している。 

◎ 

だ 

れ 

で 

し 

ょ 

う 

 

Ｂ

論理の問題に関心をも

ち，2次元表を用いて，

考えようとしている。 

2 次元表に情報を基

に，×や○を使って

順々に考えることがで

きる。 

2 次元表を使って問題

を解決することができ

る。 

2 次元表に情報を整理

すればよいことを実感

的に理解している。 

Ａ

清掃工場見学の新聞を

読み，進んで必要な情

報を収集して問題解決

しようとしている。 

必要な情報を収集し，

既習の概数，乗除等の

知識，技能を活用する

ことができる。 

新聞から必要な情報を

収集し，既習の概数，

乗除等の知識，技能を

活用して問題を解決す

ることができる。 

新聞から問題解決に必

要な情報を適切に収集

している。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

清掃工場見学の新聞を

読み，必要な情報を収

集して問題を解決しよ

うとしている。 

必要な情報を収集し，

既習の概数，乗除等の

知識，技能を活用する

ことができる。 

新聞から必要な情報を

収集し，既習の概数，

乗除等の知識，技能を

活用して問題を解決す

ることができる。 

新聞から問題解決に必

要な情報を収集してい

る。 

Ａ

概数の色塗り問題に関

心をもち，進んでやっ

てみようとしている。 

千の位までの概数にす

るために，百の位に着

目して，四捨五入の処

理の仕方を考えること

ができる。 

百の位の数を手際よく

四捨五入によって確実

に千の位までの概数に

処理し，色塗りをする

ことができる。 

概数と四捨五入の処理

の仕方を十分に理解し

ている。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

10 がい数とその

計算 

ステップ 

Ｂ

概数の色塗り問題に関

心をもち，やってみよ

うとしている。 

百の位に着目して，四

捨五入の処理の仕方を

考えることができる。

百の位の数を四捨五入

によって千の位までの

概数に処理し，色塗り

をすることができる。 

概数と四捨五入の処理

の仕方を理解してい

る。 

4 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

分数の加減計算に関心

をもち，進んで帯分数

の入った計算も計算し

ようとしている。 

既習の分数の加減計算

と同じように，単位と

する分数のいくつ分と

考え，筋道立てて説明

することができる。 

1 をこえる分数の加減

計算が確実に計算でき

る。 

1 をこえる分数の加減

計算の仕方を十分理解

している。 

②分数のたし算と

ひき算 

Ｂ

分数の加減計算に関心

をもち，計算しようと

している。 

既習の分数の加減計算

と同じように，単位と

する分数のいくつ分と

考え，説明することが

できる。 

1 をこえる分数の加減

の計算ができる。 
1 をこえる分数の加減

計算の仕方を理解して

いる。 

Ａ

表し方が違うけれど

も，大きさが同じ分数

に関心をもち，進んで

数直線で調べようとし

ている。 

数直線を使って，等し

い分数かどうかを判断

し，説明することがで

きる。 

数直線を使って，手際

よく大きさの等しい分

数を見つけることがで

きる。 

数直線を使って，等しい

分数の意味を実感的に

理解している。 

15 

分

数 

③等しい分数 

Ｂ

表し方が違うけれど

も，大きさが同じ分数

に関心をもち，進んで

数直線で調べようとし

ている。 

数直線を使って，等し

い分数かどうかを判断

することができる。 

数直線を使って，大き

さの等しい分数を見つ

けることができる。 

数直線を使って，等しい

分数の意味を理解して

いる。 

Ａ

伴って変わる 2 つの数

量について，進んで，

表，式，グラフに表し

て調べようとしてい

る。 

伴って変わる2 つの数

量を，表，□を使った

式，グラフに適切に表

して考えることができ

る。 

 

数量の関係を調べて，

表，□を使った式，折

れ線グラフに表して変

化の様子を手際よく調

べることができる。 

伴って変わる2つの数量

の関係を調べる表，□を

使った式，折れ線グラフ

のそれぞれの特徴を十

分理解している。 

16 

変

わ

り

方 

 

Ｂ

伴って変わる 2 つの数

量について，表，式，

グラフに表して調べよ

うとしている。 

伴って変わる2 つの数

量を表，□を使った式，

グラフに表して考える

ことができる。 

 

数量の関係を調べて，

表，□を使った式，折

れ線グラフに表して変

化の様子を調べること

ができる。 

 

伴って変わる2つの数量

の関係を調べる表，□を

使った式，折れ線グラフ

のそれぞれの特徴を理

解している。 

Ａ

観察や構成などを通し

て，直方体や立方体に

関心をもち，自分から

進んで調べようとして

いる。 

構成要素の面，辺，頂

点の個数やつながりな

どの観点から直方体や

立方体の特徴を筋道立

てて考えることができ

る。 

直方体や立方体の見取

図や展開図を手際よく

かくことができる。 

直方体や立方体の意味

やそれらの見取図や展

開図のかき方を確実に

理解している。 

17 

直

方

体

と

立

方

体 

①直方体と立方体 

Ｂ

直方体や立方体を観察

したり構成したりし

て，その特徴をとらえ

ようとしている。 

構成要素の面，辺，頂

点の個数やつながりな

どの観点から直方体や

立方体の特徴を考える

ことができる。 
 

直方体や立方体の見取

図や展開図をかくこと

ができる。 

直方体や立方体の意味

やそれらの見取図や展

開図のかき方を理解し

ている。 
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5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

直方体や立方体につい

て，進んで面や辺の平

行・垂直を調べようと

している。 

面や辺の平行，垂直関

係の観点から直方体や

立方体の特徴を考え，

説明することができ

る。 

直方体や立方体につい

て，手際よく平行や垂

直になっている辺や面

を見つけることができ

る。 

直方体や立方体の面や

辺の平行，垂直を確実

に理解している。 

②面や辺の平行と

垂直 

Ｂ

直方体や立方体につい

て，面や辺の平行・垂

直を調べようとしてい

る。 

面や辺の平行，垂直関

係の観点から，直方体

や立方体の特徴を考え

ることができる。 

直方体や立方体につい

て，手際よく平行や垂

直になっている辺や面

を見つけることができ

る。 

直方体や立方体の面や

辺の平行，垂直を理解

している。 

Ａ

ものの位置の表し方に

関心をもち，進んで表

そうとしている。 

平面の位置を2つの数

の組で表すことを基

に，空間にあるものの

位置の表し方を筋道立

てて考えることができ

る。 

平面や空間にあるもの

の位置を 2 つの数や３

つの数の組で表すこと

ができる。 

平面や空間にあるもの

の位置の表し方を十分

理解している。 

17 

直

方

体

と

立

方

体 

 

③位置の表し方 

Ｂ

ものの位置の表し方に

関心をもち，進んで表

そうとしている。 

平面の位置を2つの数

の組で表すことを基

に，空間にあるものの

位置の表し方を考える

ことができる。 

平面や空間にあるもの

の位置を 2 つや 3 つの

数の組で表すことがで

きる。 

平面や空間にあるもの

の位置の表し方を理解

している。 

Ａ

論理の問題に関心をも

ち，2次元表を用いて，

進んで考えようとして

いる。 

2 次元表に情報を基に

×や○をつけながら，

筋道立てて考えること

ができる。 

2次元表を使って，手際

よく問題を解決するこ

とができる。 

2 次元表に情報を整理

するよさを十分に理解

している。 

◎ 

だ 

れ 

で 

し 

ょ 

う 

 

Ｂ

論理の問題に関心をも

ち，2次元表を用いて，

考えようとしている。 

2 次元表に情報を基

に，×や○を使って

順々に考えることがで

きる。 

2 次元表を使って問題

を解決することができ

る。 

2 次元表に情報を整理

すればよいことを実感

的に理解している。 

Ａ

清掃工場見学の新聞を

読み，進んで必要な情

報を収集して問題解決

しようとしている。 

必要な情報を収集し，

既習の概数，乗除等の

知識，技能を活用する

ことができる。 

新聞から必要な情報を

収集し，既習の概数，

乗除等の知識，技能を

活用して問題を解決す

ることができる。 

新聞から問題解決に必

要な情報を適切に収集

している。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

清掃工場見学の新聞を

読み，必要な情報を収

集して問題を解決しよ

うとしている。 

必要な情報を収集し，

既習の概数，乗除等の

知識，技能を活用する

ことができる。 

新聞から必要な情報を

収集し，既習の概数，

乗除等の知識，技能を

活用して問題を解決す

ることができる。 

新聞から問題解決に必

要な情報を収集してい

る。 

Ａ

概数の色塗り問題に関

心をもち，進んでやっ

てみようとしている。 

千の位までの概数にす

るために，百の位に着

目して，四捨五入の処

理の仕方を考えること

ができる。 

百の位の数を手際よく

四捨五入によって確実

に千の位までの概数に

処理し，色塗りをする

ことができる。 

概数と四捨五入の処理

の仕方を十分に理解し

ている。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

10 がい数とその

計算 

ステップ 

Ｂ

概数の色塗り問題に関

心をもち，やってみよ

うとしている。 

百の位に着目して，四

捨五入の処理の仕方を

考えることができる。

百の位の数を四捨五入

によって千の位までの

概数に処理し，色塗り

をすることができる。 

概数と四捨五入の処理

の仕方を理解してい

る。 
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7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

立方体の展開図を基に

新しい展開図を作るこ

とに関心をもち，面を

いろいろ動かせて考え

ようとしている。 

見通しを立てて，面の

動かし方を考えるとと

もに，発展的に 2 面を

動かすとどうかと考え

ることができる。 

面を移動させて手際よ

くいろいろな新しい展

開図を作ることができ

る。 

立方体の展開図で面の

つながり方を十分に理

解している。 

17 直方体と立方

体 

ステップ 

Ｂ

立方体の展開図を基に

新しい展開図を作るこ

とに関心をもち，やっ

てみようとしている。

試行錯誤的に面を動か

して考えることができ

る。 

面を移動させて新しい

展開図を作ることがで

きる。 

立方体の展開図で面の

つながり方を理解して

いる。 

Ａ

２色に塗り分けた立方

体の展開図に関心をも

ち，全部色のついた正

方形の面を変えていろ

いろに考えてみようと

している。 

見取図と展開図から立

方体の面の状態を把握

し，面と面のつながり

から展開図での面の色

のつき方を論理的に考

えることができる。 

２色に塗り分けた立方

体の展開図を，手際よ

くいろいろに完成させ

ることができる。 

立方体にはいろいろな

展開図があることを理

解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

 

 

17 直方体と立方

体 

ジャンプ 

Ｂ

２色に塗り分けた立方

体の展開図に関心をも

ち，いろいろに考えて

みようとしている。 

見取図と展開図から立

方体の面の状態を把握

し，面と面のつながり

から展開図での面の色

のつき方を考えること

ができる。 

２色に塗り分けた立方

体の展開図を，いろい

ろに完成させることが

できる。 

立方体の展開図を理解

している。 

 

6 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

概数新聞作りに関心を持 

ち，進んで身近な事象を 

数理的に概数処理して， 

新聞記事を書こうとして 

いる。 

数量の大きさをわかり

やくするために，上手

に概数を用いることを

考えることができる。

概数を使って，数量の

大きさを大局的に表

し，説明する記事を書

くことができる。 

概数を利用する目的を

熟知している。 

10 がい数とその

計算 

ジャンプ 

Ｂ

概数新聞作りに関心を持 

ち，身近な事象を数理的 

に概数処理して，新聞記 

事を書こうとしている。 

 

数量の大きさをわかり

やくするために，概数

処理することを考える

ことができる。 

概数を使って，説明す

る記事を書くことがで

きる。 

概数を使う目的や意味

がわかる。 

Ａ

図の中の線を延ばし

て，進んで垂直，平行

を調べようとしてい

る。 

直線の交わり方に着目

して平行，垂直な直線

の組を見いだすことが

できる。 

方眼を使って垂直と平

行な直線を手際よくか

くことができる。 

垂直と平行の意味を確

実に理解している。 

12 垂直･平行と

四角形 

ステップ 

Ｂ

図の中から興味をもっ

て垂直，平行を探そう

としている。 

直線の交わり方に着目

して，平行，垂直な直

線の組を考えることが

できる。 

方眼を使って垂直と平

行の直線をかくことが

できる。 

垂直と平行の意味を理

解している。 

Ａ

形作りに関心をもち，

進んで台形，平行四辺

形直角三角形，長方形

を作ろうとしている。 

直角に直目して，見当

をつけて並べ変えた

り，１枚動かして並べ

変える方法を考えたり

することができる。 

できた形を手際よく並

べ変えて，台形，平行

四辺形，直角三角形，

長方形を作ることがで

きる。 

正方形の面積を変えな

いで，いろいろな形に

変形できることを実感

的に理解している。 

12 垂直･平行と

四角形 

ジャンプ 

Ｂ

形作りに関心をもち，

台形，平行四辺形直角

三角形，長方形を作ろ

うとしている。 

直角に直目して，見当

をつけて並べ変えるこ

とができる。 

できた形を，試行錯誤

しながら並べ変えて，

台形，平行四辺形，直

角三角形，長方形を作

ることができる。 

正方形の面積を変えな

いで，いろいろな形に

変形できることに気づ

いている。 

Ａ

結果を予想しながら楽

しく小数の計算に取り

組もうとしている。 

既習の小数の意味や計

算の仕方を基にして論

理的に考えることがで

きる。 

小数×整数，小数÷整

数の計算が確実にでき

る。 

小数×整数，小数÷整

数の計算の仕方を十分

に理解している。 

13 小数×整数，

小数÷整数 

ステップ 

Ｂ

計算コースを楽しみな

がら取り組もうとして

いる。 

既習の小数の意味や計

算の仕方を基にして考

えることができる。 

小数×整数，小数÷整

数の計算ができる。 

小数×整数，小数÷整

数の計算の仕方を理解

している。 

Ａ

小数計算ランドに進ん

で取り組み，同じよう

な問題を作ってさらに

やってみようとしてい

る。 

かけ算，わり算の関係

を考え，計算の結果を

予想することができ

る。 

小数×整数，小数÷整

数の計算が素早く，確

実にできる。 

小数×整数，小数÷整

数の計算の仕方を十分

に理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

 

 

13 小数×整数，

小数÷整数 

ジャンプ 

Ｂ

小数計算ランドを楽し

みながら取り組むこと

ができる。 

かけ算，わり算の関係

を考え，計算の結果を

予想する。 

 

小数×整数，小数÷整

数の計算が確実にでき

る。 

小数×整数，小数÷整

数の計算の仕方を理解

している。 
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7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単 

元 
小 単 元  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

立方体の展開図を基に

新しい展開図を作るこ

とに関心をもち，面を

いろいろ動かせて考え

ようとしている。 

見通しを立てて，面の

動かし方を考えるとと

もに，発展的に 2 面を

動かすとどうかと考え

ることができる。 

面を移動させて手際よ

くいろいろな新しい展

開図を作ることができ

る。 

立方体の展開図で面の

つながり方を十分に理

解している。 

17 直方体と立方

体 

ステップ 

Ｂ

立方体の展開図を基に

新しい展開図を作るこ

とに関心をもち，やっ

てみようとしている。

試行錯誤的に面を動か

して考えることができ

る。 

面を移動させて新しい

展開図を作ることがで

きる。 

立方体の展開図で面の

つながり方を理解して

いる。 

Ａ

２色に塗り分けた立方

体の展開図に関心をも

ち，全部色のついた正

方形の面を変えていろ

いろに考えてみようと

している。 

見取図と展開図から立

方体の面の状態を把握

し，面と面のつながり

から展開図での面の色

のつき方を論理的に考

えることができる。 

２色に塗り分けた立方

体の展開図を，手際よ

くいろいろに完成させ

ることができる。 

立方体にはいろいろな

展開図があることを理

解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

 

 

17 直方体と立方

体 

ジャンプ 

Ｂ

２色に塗り分けた立方

体の展開図に関心をも

ち，いろいろに考えて

みようとしている。 

見取図と展開図から立

方体の面の状態を把握

し，面と面のつながり

から展開図での面の色

のつき方を考えること

ができる。 

２色に塗り分けた立方

体の展開図を，いろい

ろに完成させることが

できる。 

立方体の展開図を理解

している。 
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評価の観点と評価規準 5 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

整数と小数を関連づけ

て，小数のしくみが十進

位取り記数法に基づいて

いることをまとめようと

している。 

小数が十進位取り記数法

に基づいていることを，

整数と関連づけて統合的

に考えることができる。

十進位取り記数法を基

に，整数や小数を10倍，

100 倍，10 分の 1，100

分の1した数を手際よく

求めることができる。

小数と整数のしくみを統

合的に見て理解してい

る。 

1 

整

数

と

小

数 

 

Ｂ

小数が十進位取り記数法

に基づいていることに関

心をもち，そのしくみに

ついて調べようとしてい

る。 

小数も，整数と同じよう

に十進位取り記数法のし

くみに基づいていること

に気づくことができる。

十進位取り記数法を基

に，整数や小数を10倍，

100 倍，10 分の 1，100

分の1した数を求めるこ

とができる。 

小数も整数と同じ十進位

取り記数法を基にしてい

ることを理解している。 

Ａ

算数の話し合い活動に関

心をもち，算数の話し合

いの仕方を知り,算数の

話し合い活動に進んで生

かそうとしている。 

わかりやすい発表，質問

や意見の仕方を考えると

ともに，自分の考えを深

めたり，拡げたりする話

し合いの仕方を考えるこ

とができる。 

正三角形の個数の数え方

を事例にして，6 つの算

数の話し合い活動で大切

なことを確認することが

できる。 

算数の話し合い活動の目

的や仕方を十分理解して

いる。 

● 

み

ん

な

で

話

し

あ

い

ま

し

ょ

う 

 

Ｂ

算数の話し合いの仕方を

知り,算数の話し合い活

動に生かそうとしてい

る。 

わかりやすい発表や説明

の仕方，質問や意見によ

る算数の伝え合いの仕方

を考えることができる。

正三角形の個数の数え方

を事例にして，6 つの算

数の話し合い活動で大切

なことをまとめることが

できる。 

算数の話し合い活動の目

的や仕方を理解してい

る。 

Ａ

面積と同じように，体積

の大きさも，単位の大き

さを決めると数値化し，

直方体や立方体の体積を

進んで公式で求めようと

している。 

1cm3のいくつ分あるか

を考え，直方体や立方体

の体積の公式を筋道立て

て作ることができる。 

普遍単位cm3を知り，直

方体や立方体の体積の公

式を活用して，手際よく

求めることができる。 

普遍単位cm3 や直方体

や立方体の体積の公式を

理解し，説明できる。   

 

①直方体・立方体の体

積 

Ｂ

体積の大きさも，単位の

大きさを決めて数値化し

て表し，直方体や立方体

の体積を公式で求めよう

としている。 

1cm3のいくつ分あるか

を考え，直方体や立方体

の体積の公式を作ること

ができる。 

体積の普遍単位cm3を知

り，直方体や立方体の体

積を，公式を使って求め

ることができる。 

普遍単位cm3 や直方体

や立方体の体積の理解し

ている。 

Ａ

自分から進んで，身の回

りにある大きな体積を調

べようとしている。 

面積と同様に，体積につ

いても大きな体積を考え

出し，１m3と 1cm3の相

互の関係を筋道立てて考

えることができる。 

普遍単位m3を知り，大き

な直方体や立方体の体積

を，公式を活用して，手

際よく求めることができ

る。 

1ｍ3の体積を実感的に理

解し，１m3と 1cm3の相

互の関係を理解してい

る。 

2 

体

積 

②大きな体積 

Ｂ

身の回りにある大きな体

積を調べようとしてい

る。 

面積と同様に，体積につ

いても大きな体積を考え

出し，１m3と 1cm3の相

互の関係を考えることが

できる。 

普遍単位m3を知り，大き

な直方体や立方体の体積

を，公式を活用して求め

ることができる。 

1ｍ3の体積を理解し，１

m3と 1cm3の相互の関係

を理解している。 

2 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

直方体の高さと体積の関

係に関心をもち，伴って

変わる2つの数量の関係

を表にかいてきまりを見

つけようとしている。 
 

直方体の高さが 2 倍，3
倍になると，体積も2倍，

3 倍になることに気づく

ことができる。 

直方体の高さと体積の関

係を調べることができ

る。 

直方体の高さと体積は比

例の関係があることを十

分理解している。 

③体積と比例 

Ｂ

伴って変わる直方体の高

さと体積の関係を表にか

いて，きまりを見つけよ

うとしている。 

表を使って，直方体の高

さが2倍，3倍になると，

体積も2 倍，3 倍になる

ことに気づくことができ

る。 

直方体の高さが 2 倍，3
倍になると，体積はどの

ように変わるかを表にか

いて調べることができ

る。 
 

直方体の高さと体積は比

例の関係にあることを理

解している。 

Ａ

直方体を組み合わせた図

形の体積の求め方を，既

習の面積の求め方と関連

づけて求めようとしてい

る。 

既習のL字型の面積の求

め方と関連づけ，多様な

考え方ができる。 

直方体を組み合わせた図

形の体積を多様な考え

で，手際よく求め，その

求め方を図を使って説明

できる。 

直方体の体積の公式の使

い方を十分理解してい

る。 

2 

体 

積 

④体積の求め方のく

ふう 

Ｂ

直方体を組み合わせた図

形の体積の求め方を工夫

して求めようとしてい

る。 

「2 つの直方体に分け

る」「継ぎ足す」など，直

方体の体積の公式を使う

ことを考えることができ

る。 

直方体を組み合わせた図

形の体積を工夫して求

め，図を使って説明でき

る。 

直方体の体積の公式の使

い方を理解している。 

Ａ

進んで，(小数)×(小数)
の意味や計算の仕方を調

べていこうとしている。 

乗法の意味や計算の仕方

を整数の場合と同じよう

に筋道立てて考え，説明

することができる。 
 

(小数)×(小数)の式に表

し，手際よく計算するこ

とができる。 

小数をかける場面や計算

の仕方を十分理解してい

る。 

①小数をかける計算 

Ｂ

(小数)×(小数)の意味や

計算の仕方を調べていこ

うとしている。 

乗法の意味をことばの式

を使って，計算の仕方は

図を使って，整数の場合

と同じように考え，説明

することができる。 

(小数)×(小数)の式に表

して計算することができ

る。 

小数をかける場面や計算

の仕方について理解して

いる。 

Ａ

面積や体積のような求積

公式を数値が小数になっ

ても使おうとしている。 

0.01，0.001 のような面

積の単位や体積の単位を

見つけ，数値が小数であ

っても面積や体積を求め

る公式が使えることを考

え，説明できる。 

辺の長さが小数であって

も，手際よく面積や体積

の公式を使って計算でき

る。 

辺の長さが小数であって

も，面積や体積の公式を

使って計算できることを

十分理解している。 

3 

小 

数 

× 

小 

数 

②小数のかけ算を使

って 

Ｂ

面積や体積のような求積

公式を数値が小数の場合

も使えるかどうかを調べ

ようとしている。 

面積や体積の小数の単位

を見つけ，小数であって

も面積や体積を求める公

式が使えることを考える

ことができる。 
 

辺の長さが小数であって

も面積や体積の公式を使

って計算できる。 
 

辺の長さが小数であって

も，面積や体積の公式を

使って計算できることを

理解している。 

評価の観点と評価規準　5年上
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1 

評価の観点と評価規準 5 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

整数と小数を関連づけ

て，小数のしくみが十進

位取り記数法に基づいて

いることをまとめようと

している。 

小数が十進位取り記数法

に基づいていることを，

整数と関連づけて統合的

に考えることができる。

十進位取り記数法を基

に，整数や小数を10倍，

100 倍，10 分の 1，100

分の1した数を手際よく

求めることができる。

小数と整数のしくみを統

合的に見て理解してい

る。 

1 

整

数

と

小

数 

 

Ｂ

小数が十進位取り記数法

に基づいていることに関

心をもち，そのしくみに

ついて調べようとしてい

る。 

小数も，整数と同じよう

に十進位取り記数法のし

くみに基づいていること

に気づくことができる。

十進位取り記数法を基

に，整数や小数を10倍，

100 倍，10 分の 1，100

分の1した数を求めるこ

とができる。 

小数も整数と同じ十進位

取り記数法を基にしてい

ることを理解している。 

Ａ

算数の話し合い活動に関

心をもち，算数の話し合

いの仕方を知り,算数の

話し合い活動に進んで生

かそうとしている。 

わかりやすい発表，質問

や意見の仕方を考えると

ともに，自分の考えを深

めたり，拡げたりする話

し合いの仕方を考えるこ

とができる。 

正三角形の個数の数え方

を事例にして，6 つの算

数の話し合い活動で大切

なことを確認することが

できる。 

算数の話し合い活動の目

的や仕方を十分理解して

いる。 

● 

み

ん

な

で

話

し

あ

い

ま

し

ょ

う 

 

Ｂ

算数の話し合いの仕方を

知り,算数の話し合い活

動に生かそうとしてい

る。 

わかりやすい発表や説明

の仕方，質問や意見によ

る算数の伝え合いの仕方

を考えることができる。

正三角形の個数の数え方

を事例にして，6 つの算

数の話し合い活動で大切

なことをまとめることが

できる。 

算数の話し合い活動の目

的や仕方を理解してい

る。 

Ａ

面積と同じように，体積

の大きさも，単位の大き

さを決めると数値化し，

直方体や立方体の体積を

進んで公式で求めようと

している。 

1cm3のいくつ分あるか

を考え，直方体や立方体

の体積の公式を筋道立て

て作ることができる。 

普遍単位cm3を知り，直

方体や立方体の体積の公

式を活用して，手際よく

求めることができる。 

普遍単位cm3 や直方体

や立方体の体積の公式を

理解し，説明できる。   

 

①直方体・立方体の体

積 

Ｂ

体積の大きさも，単位の

大きさを決めて数値化し

て表し，直方体や立方体

の体積を公式で求めよう

としている。 

1cm3のいくつ分あるか

を考え，直方体や立方体

の体積の公式を作ること

ができる。 

体積の普遍単位cm3を知

り，直方体や立方体の体

積を，公式を使って求め

ることができる。 

普遍単位cm3 や直方体

や立方体の体積の理解し

ている。 

Ａ

自分から進んで，身の回

りにある大きな体積を調

べようとしている。 

面積と同様に，体積につ

いても大きな体積を考え

出し，１m3と 1cm3の相

互の関係を筋道立てて考

えることができる。 

普遍単位m3を知り，大き

な直方体や立方体の体積

を，公式を活用して，手

際よく求めることができ

る。 

1ｍ3の体積を実感的に理

解し，１m3と 1cm3の相

互の関係を理解してい

る。 

2 

体

積 

②大きな体積 

Ｂ

身の回りにある大きな体

積を調べようとしてい

る。 

面積と同様に，体積につ

いても大きな体積を考え

出し，１m3と 1cm3の相

互の関係を考えることが

できる。 

普遍単位m3を知り，大き

な直方体や立方体の体積

を，公式を活用して求め

ることができる。 

1ｍ3の体積を理解し，１

m3と 1cm3の相互の関係

を理解している。 

2 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

直方体の高さと体積の関

係に関心をもち，伴って

変わる2つの数量の関係

を表にかいてきまりを見

つけようとしている。 
 

直方体の高さが 2 倍，3
倍になると，体積も2倍，

3 倍になることに気づく

ことができる。 

直方体の高さと体積の関

係を調べることができ

る。 

直方体の高さと体積は比

例の関係があることを十

分理解している。 

③体積と比例 

Ｂ

伴って変わる直方体の高

さと体積の関係を表にか

いて，きまりを見つけよ

うとしている。 

表を使って，直方体の高

さが2倍，3倍になると，

体積も2 倍，3 倍になる

ことに気づくことができ

る。 

直方体の高さが 2 倍，3
倍になると，体積はどの

ように変わるかを表にか

いて調べることができ

る。 
 

直方体の高さと体積は比

例の関係にあることを理

解している。 

Ａ

直方体を組み合わせた図

形の体積の求め方を，既

習の面積の求め方と関連

づけて求めようとしてい

る。 

既習のL字型の面積の求

め方と関連づけ，多様な

考え方ができる。 

直方体を組み合わせた図

形の体積を多様な考え

で，手際よく求め，その

求め方を図を使って説明

できる。 

直方体の体積の公式の使

い方を十分理解してい

る。 

2 

体 

積 

④体積の求め方のく

ふう 

Ｂ

直方体を組み合わせた図

形の体積の求め方を工夫

して求めようとしてい

る。 

「2 つの直方体に分け

る」「継ぎ足す」など，直

方体の体積の公式を使う

ことを考えることができ

る。 

直方体を組み合わせた図

形の体積を工夫して求

め，図を使って説明でき

る。 

直方体の体積の公式の使

い方を理解している。 

Ａ

進んで，(小数)×(小数)
の意味や計算の仕方を調

べていこうとしている。 

乗法の意味や計算の仕方

を整数の場合と同じよう

に筋道立てて考え，説明

することができる。 
 

(小数)×(小数)の式に表

し，手際よく計算するこ

とができる。 

小数をかける場面や計算

の仕方を十分理解してい

る。 

①小数をかける計算 

Ｂ

(小数)×(小数)の意味や

計算の仕方を調べていこ

うとしている。 

乗法の意味をことばの式

を使って，計算の仕方は

図を使って，整数の場合

と同じように考え，説明

することができる。 

(小数)×(小数)の式に表

して計算することができ

る。 

小数をかける場面や計算

の仕方について理解して

いる。 

Ａ

面積や体積のような求積

公式を数値が小数になっ

ても使おうとしている。 

0.01，0.001 のような面

積の単位や体積の単位を

見つけ，数値が小数であ

っても面積や体積を求め

る公式が使えることを考

え，説明できる。 

辺の長さが小数であって

も，手際よく面積や体積

の公式を使って計算でき

る。 

辺の長さが小数であって

も，面積や体積の公式を

使って計算できることを

十分理解している。 

3 

小 

数 

× 

小 

数 

②小数のかけ算を使

って 

Ｂ

面積や体積のような求積

公式を数値が小数の場合

も使えるかどうかを調べ

ようとしている。 

面積や体積の小数の単位

を見つけ，小数であって

も面積や体積を求める公

式が使えることを考える

ことができる。 
 

辺の長さが小数であって

も面積や体積の公式を使

って計算できる。 
 

辺の長さが小数であって

も，面積や体積の公式を

使って計算できることを

理解している。 
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3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

進んで(小数)÷(小数)の
計算の意味や計算の仕方

を調べていこうとしてい

る。 

小数の除法の意味や計算

の仕方を，整数の場合を

基に，ことば，数，式，

図を用いて考え，説明す

ることができる。 

(小数)×(小数)の式に表

し，手際よく計算するこ

とができる。 

小数でわる場面や計算の

仕方，商と余りの関係を

十分に理解している。 

4 

小

数

÷

小

数 

 

Ｂ

(小数)÷(小数)の計算の

意味や計算の仕方を調べ

ようとしている。 
 

小数の除法の意味をこと

ばの式を使って，計算の

仕方は図を使って，整数

の場合と同じように考

え，説明できる。 

(小数)×(小数)の式に表

して計算することができ

る。 

小数でわる場面や計算の

仕方，商と余りの関係を

理解している。 

Ａ

計算のきまりが小数でも

成り立つかどうかを調

べ，進んで式の表し方・

読み方を調べようとして

いる。 

計算法則を活用して計算

を工夫したり，式の表す

意味を具体に即して考え

たりすることができる。

手際よく計算法則を活用

して工夫して計算した

り，式を読んだりするこ

とができる。 

計算法則を理解し，それ

を活用した計算の仕方を

理解している。 

5 

式 

と 

計 

算 

 

Ｂ

計算のきまりが小数でも

成り立つかどうかを調

べ，式の表し方・読み方

を調べようとしている 

計算法則を小数の場合に

拡張して考えたり，式の

表す意味を具体に即して

考えたりすることができ

る。 

計算法則を活用して計算

したり，式を読んだりす

ることができる。 

小数を含めた計算法則を

理解している。 

Ａ

同じものに目をつけて，

考えようとしている。 
同じものに着目し，差し

引いて考えたり，置き換

えて考えたりすることが

できる。 
 

手際よく同じものを差し

引いたり，置き換えたり

して問題を解決すること

ができる。 

相殺，置換の問題解決方

法を十分理解している。 
◎ 

同 

じ 

も 

の 

に 

目 

を 

つ 

け 

て 

 

Ｂ

図を使って，同じものに

目をつけて考えようとし

ている。 

図を使って，同じものに

着目し，差し引いて考え

たり，置き換えて考えた

りすることができる。 
 

同じものを差し引いた

り，置き換えたりして問

題を解決することができ

る。 
 

相殺，置換の問解解決方

法を理解している。 

Ａ

合同な図形に関心をも

ち，意味や性質を進んで

調べようとしている。 

ずらす，回す，裏返すの

動的な操作をして，対応

する頂点，辺，角を考え

説明することができる。

手際よく対応する頂点，

辺，角を見つけたり，合

同な三角形を見つけたり

することができる。 

合同な図形の意味や性質

を十分理解している。 

①合同な図形 

Ｂ

合同な図形について，意

味や性質を調べようとし

ている。 

ずらす，回す，裏返すの

動的な操作をして，対応

する頂点，辺，角を考え

ることができる。 

対応する頂点，辺，角を

みつけたり，合同な三角

形をみつけたりすること

ができる。 

合同な図形の意味や性質

を理解している。 

Ａ

合同な図形のかき方を自

ら進んで考えようとして

いる。 

合同な三角形のかき方を

いろいろ工夫して考え，

説明することができる。

手際よく合同な三角形を

かき，確かめることがで

きる。 

3 通りの合同な三角形の

かき方を理解している。 

6 

合

同

な

図

形 

②合同な図形のかき

方 

Ｂ

合同な図形のかき方を考

えようとしている。 

合同な三角形のかき方を

工夫して考えることがで

きる。 

合同な三角形をかくこと

ができる。 

合同な三角形のかき方を

理解している。 

4 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

合同な三角形をテープの

ような形に並べた形に関

心を持ち，三角形の３つ

の角の大きさを調べよう

としている。 

図を使って三角形の内角

の和や，四角形の内角の

和を演繹的に考え，筋道

を立てて説明することが

できる。 

三角形，四角形の内角の

和を手際よく求めること

ができる。 

三角形の内角の和とその

活用の仕方を理解してい

る。 

 ③三角形･四角形の角 

Ｂ

合同な三角形をテープの

ような形に並べた形を見

て，三角形の３つの角の

大きさを調べようとして

いる。 

図を使って三角形の内角

の和や，四角形の内角の

和を演繹的に考え，説明

することができる。 

三角形，四角形の内角の

和を求めることができ

る。 

三角形，四角形の内角の

和について理解して い

る。 

Ａ

小数の乗除の混じった場

面で，演算を決定し，そ

の根拠を図や言葉の式を

使って説明しようとして

いる。 

小数の乗除計算の意味を

基に立式し，その根拠を

言葉の式や図を用いて考

え，筋道を立てて説明す

ることができる。 
 

手際よく，小数のかけ算

やわり算の式で立式し，

その根拠をノートに書く

ことができる。 

小数の乗除の意味を十分

理解している。 
● 

ど 

ん 

な 

計 

算 

に 

な 

る 

の 

か 

な 

 

Ｂ

小数の乗除の混じった場

面で，演算を決定し，そ

の根拠を考えようとして

いる。 

小数の乗除計算を基に立

式し，その根拠を考え，

説明することができる。

 

小数のかけ算やわり算の

式で立式し，そのわけを

ノートに書くことができ

る。 

小数の乗除の意味を理解

している。 

Ａ

数字並べの問題に関心を

持ち，和が 10，11，12
になる場合も発展的に取

り組もうとしている。 

1から6までの和と1辺

上にある3つの数の3倍
の数とのズレに着目して

考え，図を使って求め方

を説明できる。 

和が９になる場合を基に

して，手際よく10，11，
12 の場合を発展的に調

べることができる。 

数字の見つけ方を理解

し，条件を変えても数字

の並べ方を理解してい

る。 

● 

算

数

の

自

由

研

究 

 

Ｂ

数字並べの問題に関心を

持ち，取り組もうとして

いる。 

1から6までの和と1辺

上にある3つの数の3倍
の数とのズレに着目して

考えることができる。 

和が９になる場合を基に

して，10，11の場合を調

べることができる。 

数字の見つけ方を理解し

ている。 
 
 

Ａ

整数の性質に関心を持

ち，偶数と奇数に類別し，

生活の中で使われている

場面をさがしたり，生活

に生かそうとしたりして

いる。 

２で割り切れるかどうか

で，整数を2つに類別す

ることを考えることがで

きる。 

偶数と奇数の意味を基

に，どんな整数も偶数と

奇数に手際よく類別する

ことができる。 

偶数と奇数の意味を知

り，どんな大きな整数も

偶数と奇数に類別する方

法がわかる。 

①偶数･奇数 

Ｂ

整数に関心を持ち，偶数

と奇数に類別し，生活の

中で見つけようとしてい

る。 

数直線を使って２で割り

切れるかどうかで，整数

を2つに類別することを

考えることができる。 

偶数と奇数の意味を基

に，整数を偶数と奇数に

類別することができる。 

偶数と奇数の意味を理解

している。 

Ａ

2 つの数の倍数と倍数を

関連づけて公倍数を捉

え，公倍数を問題解決に

活用し，そのよさを調べ

ようとしている。 

公倍数を活用して，身の

回りの問題を解決するこ

とを考えることができ

る。 

手際よく倍数，公倍数，

最小公倍数を求めること

ができる。 

倍数，公倍数，最小公倍

数の意味を知り，公倍数

の活用の仕方を理解して

いる。 

7 

整

数 

②倍数と公倍数 

Ｂ

2 つの数の倍数と倍数を

関連づけて公倍数を捉

え，公倍数を問題解決に

活用しようとしている。 

公倍数を使って，身の回

りの問題を解決すること

を考えることができる。

倍数，公倍数，最小公倍

数を求めることができ

る。 

倍数，公倍数，最小公倍

数の意味を理解してい

る。 
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3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

進んで(小数)÷(小数)の
計算の意味や計算の仕方

を調べていこうとしてい

る。 

小数の除法の意味や計算

の仕方を，整数の場合を

基に，ことば，数，式，

図を用いて考え，説明す

ることができる。 

(小数)×(小数)の式に表

し，手際よく計算するこ

とができる。 

小数でわる場面や計算の

仕方，商と余りの関係を

十分に理解している。 

4 

小

数

÷

小

数 

 

Ｂ

(小数)÷(小数)の計算の

意味や計算の仕方を調べ

ようとしている。 
 

小数の除法の意味をこと

ばの式を使って，計算の

仕方は図を使って，整数

の場合と同じように考

え，説明できる。 

(小数)×(小数)の式に表

して計算することができ

る。 

小数でわる場面や計算の

仕方，商と余りの関係を

理解している。 

Ａ

計算のきまりが小数でも

成り立つかどうかを調

べ，進んで式の表し方・

読み方を調べようとして

いる。 

計算法則を活用して計算

を工夫したり，式の表す

意味を具体に即して考え

たりすることができる。

手際よく計算法則を活用

して工夫して計算した

り，式を読んだりするこ

とができる。 

計算法則を理解し，それ

を活用した計算の仕方を

理解している。 

5 

式 

と 

計 

算 

 

Ｂ

計算のきまりが小数でも

成り立つかどうかを調

べ，式の表し方・読み方

を調べようとしている 

計算法則を小数の場合に

拡張して考えたり，式の

表す意味を具体に即して

考えたりすることができ

る。 

計算法則を活用して計算

したり，式を読んだりす

ることができる。 

小数を含めた計算法則を

理解している。 

Ａ

同じものに目をつけて，

考えようとしている。 
同じものに着目し，差し

引いて考えたり，置き換

えて考えたりすることが

できる。 
 

手際よく同じものを差し

引いたり，置き換えたり

して問題を解決すること

ができる。 

相殺，置換の問題解決方

法を十分理解している。 
◎ 

同 

じ 

も 

の 

に 

目 

を 

つ 

け 

て 

 

Ｂ

図を使って，同じものに

目をつけて考えようとし

ている。 

図を使って，同じものに

着目し，差し引いて考え

たり，置き換えて考えた

りすることができる。 
 

同じものを差し引いた

り，置き換えたりして問

題を解決することができ

る。 
 

相殺，置換の問解解決方

法を理解している。 

Ａ

合同な図形に関心をも

ち，意味や性質を進んで

調べようとしている。 

ずらす，回す，裏返すの

動的な操作をして，対応

する頂点，辺，角を考え

説明することができる。

手際よく対応する頂点，

辺，角を見つけたり，合

同な三角形を見つけたり

することができる。 

合同な図形の意味や性質

を十分理解している。 

①合同な図形 

Ｂ

合同な図形について，意

味や性質を調べようとし

ている。 

ずらす，回す，裏返すの

動的な操作をして，対応

する頂点，辺，角を考え

ることができる。 

対応する頂点，辺，角を

みつけたり，合同な三角

形をみつけたりすること

ができる。 

合同な図形の意味や性質

を理解している。 

Ａ

合同な図形のかき方を自

ら進んで考えようとして

いる。 

合同な三角形のかき方を

いろいろ工夫して考え，

説明することができる。

手際よく合同な三角形を

かき，確かめることがで

きる。 

3 通りの合同な三角形の

かき方を理解している。 

6 

合

同

な

図

形 

②合同な図形のかき

方 

Ｂ

合同な図形のかき方を考

えようとしている。 

合同な三角形のかき方を

工夫して考えることがで

きる。 

合同な三角形をかくこと

ができる。 

合同な三角形のかき方を

理解している。 

4 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

合同な三角形をテープの

ような形に並べた形に関

心を持ち，三角形の３つ

の角の大きさを調べよう

としている。 

図を使って三角形の内角

の和や，四角形の内角の

和を演繹的に考え，筋道

を立てて説明することが

できる。 

三角形，四角形の内角の

和を手際よく求めること

ができる。 

三角形の内角の和とその

活用の仕方を理解してい

る。 

 ③三角形･四角形の角 

Ｂ

合同な三角形をテープの

ような形に並べた形を見

て，三角形の３つの角の

大きさを調べようとして

いる。 

図を使って三角形の内角

の和や，四角形の内角の

和を演繹的に考え，説明

することができる。 

三角形，四角形の内角の

和を求めることができ

る。 

三角形，四角形の内角の

和について理解して い

る。 

Ａ

小数の乗除の混じった場

面で，演算を決定し，そ

の根拠を図や言葉の式を

使って説明しようとして

いる。 

小数の乗除計算の意味を

基に立式し，その根拠を

言葉の式や図を用いて考

え，筋道を立てて説明す

ることができる。 
 

手際よく，小数のかけ算

やわり算の式で立式し，

その根拠をノートに書く

ことができる。 

小数の乗除の意味を十分

理解している。 
● 

ど 

ん 

な 

計 

算 

に 

な 

る 

の 

か 

な 

 

Ｂ

小数の乗除の混じった場

面で，演算を決定し，そ

の根拠を考えようとして

いる。 

小数の乗除計算を基に立

式し，その根拠を考え，

説明することができる。

 

小数のかけ算やわり算の

式で立式し，そのわけを

ノートに書くことができ

る。 

小数の乗除の意味を理解

している。 

Ａ

数字並べの問題に関心を

持ち，和が 10，11，12
になる場合も発展的に取

り組もうとしている。 

1から6までの和と1辺

上にある3つの数の3倍
の数とのズレに着目して

考え，図を使って求め方

を説明できる。 

和が９になる場合を基に

して，手際よく10，11，
12 の場合を発展的に調

べることができる。 

数字の見つけ方を理解

し，条件を変えても数字

の並べ方を理解してい

る。 

● 

算

数

の

自

由

研

究 

 

Ｂ

数字並べの問題に関心を

持ち，取り組もうとして

いる。 

1から6までの和と1辺

上にある3つの数の3倍
の数とのズレに着目して

考えることができる。 

和が９になる場合を基に

して，10，11の場合を調

べることができる。 

数字の見つけ方を理解し

ている。 
 
 

Ａ

整数の性質に関心を持

ち，偶数と奇数に類別し，

生活の中で使われている

場面をさがしたり，生活

に生かそうとしたりして

いる。 

２で割り切れるかどうか

で，整数を2つに類別す

ることを考えることがで

きる。 

偶数と奇数の意味を基

に，どんな整数も偶数と

奇数に手際よく類別する

ことができる。 

偶数と奇数の意味を知

り，どんな大きな整数も

偶数と奇数に類別する方

法がわかる。 

①偶数･奇数 

Ｂ

整数に関心を持ち，偶数

と奇数に類別し，生活の

中で見つけようとしてい

る。 

数直線を使って２で割り

切れるかどうかで，整数

を2つに類別することを

考えることができる。 

偶数と奇数の意味を基

に，整数を偶数と奇数に

類別することができる。 

偶数と奇数の意味を理解

している。 

Ａ

2 つの数の倍数と倍数を

関連づけて公倍数を捉

え，公倍数を問題解決に

活用し，そのよさを調べ

ようとしている。 

公倍数を活用して，身の

回りの問題を解決するこ

とを考えることができ

る。 

手際よく倍数，公倍数，

最小公倍数を求めること

ができる。 

倍数，公倍数，最小公倍

数の意味を知り，公倍数

の活用の仕方を理解して

いる。 

7 

整

数 

②倍数と公倍数 

Ｂ

2 つの数の倍数と倍数を

関連づけて公倍数を捉

え，公倍数を問題解決に

活用しようとしている。 

公倍数を使って，身の回

りの問題を解決すること

を考えることができる。

倍数，公倍数，最小公倍

数を求めることができ

る。 

倍数，公倍数，最小公倍

数の意味を理解してい

る。 
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5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

2 つの数の約数と約数を

関連づけて公約数を捉

え，公約数を問題解決に

活用し，そのよさを調べ

ようとしている。 

公約数を活用して，身の

回りの問題を解決するこ

とを考えることができ

る。 

手際よく約数，公約数，

最大公約数を求めること

ができる。 

約数，公約数，最大公約

数及び素数の意味を知

り，公約数の活用の仕方

を理解している。 

 ③約数と公約数 

Ｂ

2 つの数の約数と約数を

関連づけて公約数を捉

え，公約数を問題解決に

活用しようとしている。 

公約数を使って，身の回

りの問題を解決すること

を考えることができる。

約数，公約数，最大公約

数を求めることができ

る。 

約数，公約数，最大公約

数及び素数の意味を理解

している。 

Ａ

分数の大小に関心を持

ち，進んで異分母分数の

大小の比べ方を考えよう

としている。 

等しい分数，公倍数を活

用して，通分の仕方を考

え，説明することができ

る。 

手際よく等しい分数をつ

くったり，約分，通分し

たりすることができる。 

等しい分数，約分，通分

の意味を十分理解してい

る。 

①等しい分数 

Ｂ

分数の大小に関心を持

ち，異分母分数の大小の

比べ方を考えようとして

いる。 

等しい分数，公倍数を活

用して，通分の仕方を考

えることができる。 

等しい分数をつくった

り，約分，通分をしたり

することができる。 

等しい分数，約分，通分

の意味を理解している。 

Ａ

異分母分数の加減計算に

関心を持ち，既習事項を

活用して計算の仕方を考

えようとしている。 

通分を活用して異分母分

数の加減計算の仕方を考

え，説明することができ

る。 

異分母分数の加減計算が

手際よくできる。 
異分母分数の加減計算の

意味や計算の仕方を十分

に理解している。 

②分数のたし算・ひき

算 

Ｂ

異分母分数の加減計算に

関心を持ち，計算の仕方

を考えようとしている。 

通分を活用して異分母分

数の加減計算の仕方を考

えることができる。 

異分母分数の加減計算が

できる。 
異分母分数の加減計算の

意味や計算の仕方を理解

している。 
 

Ａ

分数に整数をかけたりわ

ったりする場面に関心を

持ち，進んで計算の意味

や仕方を調べようとして

いる。 

図を使って，単位のいく

つ分になるかに着目して

分数のかけ算，わり算の

仕方を考えることができ

る。 

分数に整数をかけたりわ

ったりする計算を手際よ

く計算することができ

る。 

分数に整数をかけたりわ

ったりする計算の意味と

計算の仕方を十分に理解

している。 

③分数のかけ算･わり

算 

Ｂ

分数に整数をかけたりわ

ったりする場面に関心を

持ち，計算の意味や仕方

を調べようとしている。 

図を使って，分数のかけ

算，わり算の仕方を考え

ることができる。 

分数に整数をかけたりわ

ったりする計算を求める

ことができる。 

分数に整数をかけたりわ

ったりする計算の意味と

計算の仕方を理解してい

る。 
 

Ａ

進んで整数の除法の結果

を分数で表したり，分数

を小数に小数を分数に表

したりしようとしてい

る。 

既習の分数の意味や液量

図を活用して，除法の結

果を分数で表すことを考

えることができる。 

手際よく商分数を使って

分数を小数で表したり，

小数を10，100を分母に

した分数で表したりする

ことができる。 

商分数の意味や分数と小

数･整数の相互の関係を

十分に理解している。 

8 

分

数 

④分数と小数・整数の

関係 

Ｂ

整数の除法の結果を分数

で表したり，分数を小数

に小数を分数に表したり

しようとしている。 

既習の分数の意味や液量

図を使って整数の除法の

結果を分数で表すことを

考えることができる。 

商分数を使って分数を小

数で表したり，小数を

10，100を分母にした分

数で表したりすることが

できる。 

商分数や分数と小数･整

数の相互の関係を理解し

ている。 

6 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

人文字の問題に関心を持

ち，問題を単純化して解

こうとしている。 

形を単純にし，人の数と

間の数の関係に着目して

きまりを見つけて考える

ことができる。 

複雑な形を，直線や長方

形などの形に置き換えて

考えることができる。 

単純な形で考えたことが

複雑な形でも使えること

を十分に理解している。 

◎ 

人 

文 

字 

 

Ｂ

人文字の問題に関心を持

ち，解こうとしている。 
形を単純にし，人の数と

間の数の関係に着目して

考えることができる。 
 

複雑な形を単純な形に直

すことができる。 
単純な形で考えたことが

複雑な形でも使えること

を理解している。 

Ａ

目的に照らして資料から

必要な情報を読み取り，

問題解決をし，説明が正

しいかどうかを判断しよ

うとしている。 

資料から根拠を見つけて

問題解決の方法を考え，

筋道を立てて説明するこ

とができる。 

手際よく資料から必要な

情報を収集し，問題解決

することができる。 

目的に応じた情報処理の

仕方を十分理解してい

る。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(1) 

 

Ｂ

資料から必要な情報を読

み取り，問題解決をし，

説明が正しいかどうかを

判断しようとしている。 
 

資料から根拠を見つけて

問題解決の方法を考え，

説明することができる。

資料から必要な情報を収

集し，問題解決すること

ができる。 

目的に応じた情報処理の

仕方を理解している。 

Ａ

進んで，展開図の長さを

測って方眼紙にかき，直

方体を作って体積を求め

ようとしている。 

公式を使って直方体や立

方体の体積の求め方を考

え，説明することができ

る。 

手際よく直方体を作り，

その体積を求めることが

できる。 

直方体，立方体の体積の

求め方を十分に理解して

いる。 

2 体積 

ステップ 

Ｂ

展開図の長さを測って方

眼紙にかき，直方体を作

って体積を求めようとし

ている。 

 

公式を使って直方体や立

方体の体積の求め方を考

えることができる。 
 

直方体を作りその体積を

求めることができる。 
直方体，立方体の体積の

求め方を理解している。 

Ａ

不規則な形の石の体積の

求め方に関心を持ち，工

夫して体積を求めようと

している。 

石を水槽に入れ，増えた

水の体積と石の体積が等

しいことに着目して考

え，筋道を立てて説明し

たりすることができる。

手際よく石などの体積や

壷に入る水の体積を求め

ることができる。 

石などの体積を水に置き

換えて求める方法などを

十分に理解している。 

2 体積 

ジャンプ 

Ｂ

不規則な形の石の体積を

求めようとしている。 

石を水槽に入れ，増えた

水の体積と石の体積が等

しいことに着目して考え

ることができる。 
 

石などの体積や壷に入る

水の体積を求めることが

できる。 

石などの体積を水に置き

換えて求める方法を理解

している。 

Ａ

合同な形に関心を持ち，

進んで合同な形を見つけ

たりかいたりしようとし

ている。 

合同の意味や性質を基に

合同な三角形を弁別し，

説明したり，作図の仕方

を考えたりすることがで

きる。 

手際よく合同な形を見つ

けたりかいたりすること

ができる。 

合同な形の見つけ方やか

き方を通して，合同な図

形の意味を確実に理解し

ている。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

 

6 合同な図形 

ステップ 

Ｂ

合同な形に関心を持ち，

合同な形を見つけたりか

いたりしようとしてい

る。 

合同の意味や性質を基に

合同な三角形を弁別した

り，作図の仕方を考えた

りすることができる。 

合同な形を見つけたり，

かいたりすることができ

る。 

合同な形の見つけ方やか

き方を通して，合同な図

形の意味を理解してい

る。 
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5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

2 つの数の約数と約数を

関連づけて公約数を捉

え，公約数を問題解決に

活用し，そのよさを調べ

ようとしている。 

公約数を活用して，身の

回りの問題を解決するこ

とを考えることができ

る。 

手際よく約数，公約数，

最大公約数を求めること

ができる。 

約数，公約数，最大公約

数及び素数の意味を知

り，公約数の活用の仕方

を理解している。 

 ③約数と公約数 

Ｂ

2 つの数の約数と約数を

関連づけて公約数を捉

え，公約数を問題解決に

活用しようとしている。 

公約数を使って，身の回

りの問題を解決すること

を考えることができる。

約数，公約数，最大公約

数を求めることができ

る。 

約数，公約数，最大公約

数及び素数の意味を理解

している。 

Ａ

分数の大小に関心を持

ち，進んで異分母分数の

大小の比べ方を考えよう

としている。 

等しい分数，公倍数を活

用して，通分の仕方を考

え，説明することができ

る。 

手際よく等しい分数をつ

くったり，約分，通分し

たりすることができる。 

等しい分数，約分，通分

の意味を十分理解してい

る。 

①等しい分数 

Ｂ

分数の大小に関心を持

ち，異分母分数の大小の

比べ方を考えようとして

いる。 

等しい分数，公倍数を活

用して，通分の仕方を考

えることができる。 

等しい分数をつくった

り，約分，通分をしたり

することができる。 

等しい分数，約分，通分

の意味を理解している。 

Ａ

異分母分数の加減計算に

関心を持ち，既習事項を

活用して計算の仕方を考

えようとしている。 

通分を活用して異分母分

数の加減計算の仕方を考

え，説明することができ

る。 

異分母分数の加減計算が

手際よくできる。 
異分母分数の加減計算の

意味や計算の仕方を十分

に理解している。 

②分数のたし算・ひき

算 

Ｂ

異分母分数の加減計算に

関心を持ち，計算の仕方

を考えようとしている。 

通分を活用して異分母分

数の加減計算の仕方を考

えることができる。 

異分母分数の加減計算が

できる。 
異分母分数の加減計算の

意味や計算の仕方を理解

している。 
 

Ａ

分数に整数をかけたりわ

ったりする場面に関心を

持ち，進んで計算の意味

や仕方を調べようとして

いる。 

図を使って，単位のいく

つ分になるかに着目して

分数のかけ算，わり算の

仕方を考えることができ

る。 

分数に整数をかけたりわ

ったりする計算を手際よ

く計算することができ

る。 

分数に整数をかけたりわ

ったりする計算の意味と

計算の仕方を十分に理解

している。 

③分数のかけ算･わり

算 

Ｂ

分数に整数をかけたりわ

ったりする場面に関心を

持ち，計算の意味や仕方

を調べようとしている。 

図を使って，分数のかけ

算，わり算の仕方を考え

ることができる。 

分数に整数をかけたりわ

ったりする計算を求める

ことができる。 

分数に整数をかけたりわ

ったりする計算の意味と

計算の仕方を理解してい

る。 
 

Ａ

進んで整数の除法の結果

を分数で表したり，分数

を小数に小数を分数に表

したりしようとしてい

る。 

既習の分数の意味や液量

図を活用して，除法の結

果を分数で表すことを考

えることができる。 

手際よく商分数を使って

分数を小数で表したり，

小数を10，100を分母に

した分数で表したりする

ことができる。 

商分数の意味や分数と小

数･整数の相互の関係を

十分に理解している。 

8 

分

数 

④分数と小数・整数の

関係 

Ｂ

整数の除法の結果を分数

で表したり，分数を小数

に小数を分数に表したり

しようとしている。 

既習の分数の意味や液量

図を使って整数の除法の

結果を分数で表すことを

考えることができる。 

商分数を使って分数を小

数で表したり，小数を

10，100を分母にした分

数で表したりすることが

できる。 

商分数や分数と小数･整

数の相互の関係を理解し

ている。 

6 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

人文字の問題に関心を持

ち，問題を単純化して解

こうとしている。 

形を単純にし，人の数と

間の数の関係に着目して

きまりを見つけて考える

ことができる。 

複雑な形を，直線や長方

形などの形に置き換えて

考えることができる。 

単純な形で考えたことが

複雑な形でも使えること

を十分に理解している。 

◎ 

人 

文 

字 

 

Ｂ

人文字の問題に関心を持

ち，解こうとしている。 
形を単純にし，人の数と

間の数の関係に着目して

考えることができる。 
 

複雑な形を単純な形に直

すことができる。 
単純な形で考えたことが

複雑な形でも使えること

を理解している。 

Ａ

目的に照らして資料から

必要な情報を読み取り，

問題解決をし，説明が正

しいかどうかを判断しよ

うとしている。 

資料から根拠を見つけて

問題解決の方法を考え，

筋道を立てて説明するこ

とができる。 

手際よく資料から必要な

情報を収集し，問題解決

することができる。 

目的に応じた情報処理の

仕方を十分理解してい

る。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(1) 

 

Ｂ

資料から必要な情報を読

み取り，問題解決をし，

説明が正しいかどうかを

判断しようとしている。 
 

資料から根拠を見つけて

問題解決の方法を考え，

説明することができる。

資料から必要な情報を収

集し，問題解決すること

ができる。 

目的に応じた情報処理の

仕方を理解している。 

Ａ

進んで，展開図の長さを

測って方眼紙にかき，直

方体を作って体積を求め

ようとしている。 

公式を使って直方体や立

方体の体積の求め方を考

え，説明することができ

る。 

手際よく直方体を作り，

その体積を求めることが

できる。 

直方体，立方体の体積の

求め方を十分に理解して

いる。 

2 体積 

ステップ 

Ｂ

展開図の長さを測って方

眼紙にかき，直方体を作

って体積を求めようとし

ている。 

 

公式を使って直方体や立

方体の体積の求め方を考

えることができる。 
 

直方体を作りその体積を

求めることができる。 
直方体，立方体の体積の

求め方を理解している。 

Ａ

不規則な形の石の体積の

求め方に関心を持ち，工

夫して体積を求めようと

している。 

石を水槽に入れ，増えた

水の体積と石の体積が等

しいことに着目して考

え，筋道を立てて説明し

たりすることができる。

手際よく石などの体積や

壷に入る水の体積を求め

ることができる。 

石などの体積を水に置き

換えて求める方法などを

十分に理解している。 

2 体積 

ジャンプ 

Ｂ

不規則な形の石の体積を

求めようとしている。 

石を水槽に入れ，増えた

水の体積と石の体積が等

しいことに着目して考え

ることができる。 
 

石などの体積や壷に入る

水の体積を求めることが

できる。 

石などの体積を水に置き

換えて求める方法を理解

している。 

Ａ

合同な形に関心を持ち，

進んで合同な形を見つけ

たりかいたりしようとし

ている。 

合同の意味や性質を基に

合同な三角形を弁別し，

説明したり，作図の仕方

を考えたりすることがで

きる。 

手際よく合同な形を見つ

けたりかいたりすること

ができる。 

合同な形の見つけ方やか

き方を通して，合同な図

形の意味を確実に理解し

ている。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

 

6 合同な図形 

ステップ 

Ｂ

合同な形に関心を持ち，

合同な形を見つけたりか

いたりしようとしてい

る。 

合同の意味や性質を基に

合同な三角形を弁別した

り，作図の仕方を考えた

りすることができる。 

合同な形を見つけたり，

かいたりすることができ

る。 

合同な形の見つけ方やか

き方を通して，合同な図

形の意味を理解してい

る。 
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7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

合同な四角形敷き詰めに

関心を持ち，楽しんで四

角形での敷き詰めをしよ

うとしている。 

合同な三角形の敷き詰め

を基に，どんな四角形で

も敷き詰められることを

見いだすことができる。

手際よくいろいろな四角

形を敷き詰めることがで

きる。 

どんな四角形も敷き詰め

ることが説明できる。 
6 合同な図形 

ジャンプ 

Ｂ

三角形の敷き詰めに関心

を持ち，敷き詰めをしよ

うとしている。 

合同な三角形の敷き詰め

を基に，四角形を敷き詰

めることを考えることが

できる。 

いろいろな四角形を敷き

詰めることができる。 
三角形や四角形が敷き詰

められることを理解して

いる。 

Ａ

最小公倍数や最大公約数

に関心を持ち，自分の力

で表を作ろうとしてい

る。 

表作りを通して，いろい

ろな公倍数や公約数のき

まり見つけることができ

る。 

手際よく最小公倍数や最

大公約数を表の中に書き

込むことができる。 

最大公約数や最小公倍数

の意味を十分に理解して

いる。 

7 整数 

ステップ 

Ｂ

最小公倍数や最大公約数

に関心を持ち，表を作ろ

うとしている。 

表作りを通して，公倍数

や公約数のきまりを見つ

けることができる。 

最小公倍数や最大公約数

を表の中に書き込むこと

ができる。 

最大公約数や最小公倍数

の意味を理解している。 

Ａ

倍数の見分け方に関心を

持ち，見分け方を調べよ

うとしている。 

２や５の倍数などの簡単

な見分け方を考え，説明

できる。 

手際よく倍数を見分ける

ことができる。 
倍数の見分け方を理解

し，説明できる。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

 

7 整数 

ジャンプ 

Ｂ

2，4，5 の倍数の見分け

方を考えようとしてい

る。 

２や５の倍数などの簡単

な見分け方を考えること

ができる。 

2，4，5 の倍数を見分け

ることができる。 
2，4，5 の倍数の見分け

方を理解している。 
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1 

評価の観点と評価規準 5 年下 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

三角形の面積を既習の

長方形に帰着させてい

ろいろ考え，三角形の求

積公式を四角形の求積

に活用しようとしてい

る。 

三角形の面積の求め方

を長方形の求積公式を

基に多様に考え，筋道を

立てて説明することが

できる。 

手際よく三角形や四角

形の面積を求めること

ができる。 

三角形の求積公式とそ

の活用の仕方を十分理

解している。 

①三角形の面積 

Ｂ

三角形の面積を既習の

長方形に帰着して考え，

三角形の求積公式を四

角形の求積に活用しよ

うとしている。 

三角形の面積の求め方

を長方形の求積公式を

基に考え，説明すること

ができる。 

三角形や四角形の面積

を求めることができる。 
三角形の求積公式を理

解している。 

Ａ

平行四辺形の面積を既

習の図形に帰着させて

いろいろ考え，図を使っ

て説明しようとしてい

る。 

平行四辺形の面積の求

め方を三角形や長方形

の面積の求積公式を基

に多様に考え，筋道を立

てて説明することがで

きる。 

平行四辺形の面積を求

めるのに必要な長さを

手際よく見つけ，面積を

求めることができる。

平行四辺形の求積公式

を十分理解している。 
②平行四辺形の面積 

Ｂ

平行四辺形の面積を既

習の図形に帰着させて

考え，図を使って説明し

ようとしている。 

平行四辺形の面積の求

め方を三角形や長方形

の面積の求積公式を基

に考え，筋道を立てて説

明することができる。

公式を活用して平行四

辺形の面積を求めるこ

とができる。 

平行四辺形の求積公式

を理解している。 

Ａ

既習の求積公式を活用

して，台形やひし形の面

積の求め方を進んで考

え，公式を作ろうとして

いる。 

既習の求積公式を活用

して，台形やひし形の面

積の求め方を多様に考

え，筋道立てて説明する

ことができる。 

手際よく高さが底辺の

外にある三角形や平行

四辺形の面積を求めた

り，台形やひし形の面積

を求めたりすることが

できる。 

三角形や平行四辺形の

底辺の外にある高さを

知り，台形やひし形の面

積の公式を確実に理解

している。 

③いろいろな三角形・四

角形の面積 

Ｂ

面既習の求積公式を活

用して，台形やひし形の

面積の求め方を考え，公

式を作ろうとしている。

既習の求積公式を活用

して，台形やひし形の面

積の求め方を考え，筋道

立てて説明することが

できる。 

高さが底辺の外にある

三角形や平行四辺形の

面積を求めたり，台形や

ひし形の面積を求めた

りすることができる。

三角形や平行四辺形の

底辺の外にある高さを

知り，台形やひし形の面

積の公式を理解してい

る。 

Ａ

進んで底辺が一定のと

きの三角形の高さと面

積の関係を調べたり，式

から三角形の面積の工

夫した求め方を読もう

としたりしている。 

高さが2倍，3倍になる

と面積はどうなるかを

考えたり，図から式の意

味を考えたりすること

ができる。 

手際よく比例の関係を

調べたり，面積の求積の

仕方を表す式と図を対

応させて表したりする

ことができる。 

底辺が一定のとき，高さ

と面積は比例するがわ

かり，式を読むことを通

して三角形の面積の求

め方を多面的に理解し

ている。 

9 

面

積 

④面積の問題 

Ｂ

底辺が一定のときの三

角形の高さと面積の関

係を調べたり，式から三

角形の面積の工夫した

求め方を読もうとした

りする。 

高さが2倍，3倍になる

と面積はどうなるかを

考えたり，図と対応させ

て（ ）の数式の意味を

考えたりすることがで

きる。 

比例の関係を調べたり，

面積の求積の仕方を表

す式と図を対応させて

表したりすることがで

きる。 

底辺が一定のとき，高さ

と面積は比例するがわ

かり，式を読むことを通

して三角形の面積の求

め方を理解している。 

評価の観点と評価規準　5年下
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3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

基準とする量が違うた

め，差では比べられない

量について，他の比べ方

を進んで調べようとし

ている。 

関係図をかいて，基準と

する量を1として，その

何倍になるかを考える

ことができる。 

手際よく関係図をかき，

割合，比べる量，もとに

する量を計算で求める

ことができる。 

割合の意味を理解し，割

合，比べる量，もとにす

る量を求める公式とそ

れらの関係を理解して

いる。 

①割合 

Ｂ

基準とする量が違うた

め，差では比べられない

量について，他の比べ方

を調べようとしている。

図を使って基準とする

量を1として，その何倍

になるかを考えること

ができる。 

関係図を使って，割合，

比べる量，もとにする量

を計算で求めることが

できる。 

割合の意味を理解し，割

合，比べる量，もとにす

る量を求める公式を理

解している。 

Ａ

割合を整数化して表す

ことのよさに気づき，進

んで身の回りから百分

率が使われているとこ

ろを見つけようとして

いる。 

百分率を使ったいろい

ろな問題を考えること

ができる。 

手際よく割合を百分率

で表したり，百分率を使

った問題を解いたりす

ることができる。 

割合と関連づけて百分

率や歩合の意味を理解

し，説明できる。 

②百分率 

Ｂ

割合を整数化して表し，

身の回りから百分率が

使われているところを

見つけようとしている。

百分率を使った問題を

考えることができる。

割合を百分率で表した

り，百分率を使った問題

を解いたりすることが

できる。 

割合と関連づけて百分

率，歩合の意味を理解し

ている。 

Ａ

身の回りから帯グラフ

や円グラフに関心を持

ち，よんだり，表したり

しようとしている。 

帯グラフ，円グラフを見

て，全体と部分，部分と

部分の割合を考え，説明

することができる。 

手際よく帯グラフや円

グラフをかき，割合の特

徴をよむことができる。 

帯グラフや円グラフを

知り，そのよみ方，かき

方を十分に理解してい

る。 

③割合のグラフ 

Ｂ

身の回りから帯グラフ

や円グラフを見つけ，よ

もうとしている。 

帯グラフ，円グラフを見

て，全体と部分，部分と

部分の割合を考えるこ

とができる。 

帯グラフや円グラフを

かき，割合の特徴をよむ

ことができる。 

帯グラフや円グラフを

知り，よみ方，かき方を

理解している。 

Ａ

基準とする量の何倍に

なるかを進んで考え，問

題解決しようとしてい

る。 

関係図にかいて割合の

和や積に着目して何倍

になるかを筋道立てて

考えることができる。

手際よく関係図をかい

て割合の和や積に着目

し，問題を解くことがで

きる。 

割合の和や積を使った

問題解決の方法を十分

に理解している。 

④割合を使って 

Ｂ

関係図を使って基準と

する量の何倍になるか

を考え，問題解決しよう

としている。 

関係図をかいて割合の

和や積に着目して何倍

になるかを考えること

ができる。 

関係図を見て割合の和

や積に着目し，問題を解

くことができる。 

割合の和や積を使った

問題解決の方法を理解

している。 

Ａ

注意深く棒グラフと円

グラフを関係づけてよ

もうとしたり，割合を調

べてグラフに表そうと

したりしている。 

棒グラフと円グラフを

関連づけ，みらいさんの

考えの正否を判断し，根

拠をもって説明するこ

とができる。 

身の回りの資料や自分

で調べたことを，割合を

使ってグラフに表すこ

とができる。 

円グラフと帯グラフの

特徴を理解し，使い方を

区別できる。 

12 

割

合 

⑤グラフづくり 

Ｂ

棒グラフと円グラフを

関係づけよんだり，割合

を調べてグラフに表そ

うとしたりしている。 

棒グラフと円グラフを

関連づけ，みらいさんの

考えの正否を判断し，そ

のわけを説明すること

ができる。 

身の回りの資料を，割合

を使ってグラフに表す

ことができる。 

円グラフと帯グラフの

特徴を理解している。 

2 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

大きさの違ういくつか

の数量をならすことに

関心を持ち，進んで調べ

ていこうとしている。 

問題に即して平均の求

め方を工夫して考える

ことができる。 

手際よく計算して，平均

を求めることができる。 
平均の意味や平均の求

め方を十分に理解して

いる。 

①平均 

Ｂ

大きさの違ういくつか

の数量をならすことに

関心を持ち，調べていこ

うとしている。 

平均の求め方を考える

ことができる。 
計算によって平均を求

めることができる。 
平均の意味や平均の求

め方を理解している。 

Ａ

歩幅の平均を使った道

のりを調べ方や簡単な

平均の求め方を工夫し

ようとしている。 

平均を活用した道のり

を求め方や簡単な平均

の求め方を工夫して考

えることができる。 

手際よく平均を使って

長さを概測したり，仮平

均を利用して平均を求

めたりすることができ

る。 

いろいろな仮平均を利

用した平均の求め方を

理解している。 

10 

平

均

と

そ

の

利

用 

②平均を使って 

Ｂ

歩幅の平均を使った道

のりを調べ方や簡単な

平均の求め方を調べた

りしようとしている。 

平均を活用した道のり

を求め方や簡単な平均

の求め方を考えること

ができる。 

平均を使って長さを概

測したり，仮平均を利用

して平均を求めたりす

ることができる。 

仮平均を利用した平均

の求め方を理解してい

る。 

Ａ

混みぐあいの比べ方に

関心を持ち，進んで単位

量当たりの考えを用い

て比べようとしている。

混みぐあいや燃費など

を，単位量当たりで比べ

ることを考え，筋道立て

て説明することができ

る。 

単位量当たりの考えを

用いて，混みぐあい，と

れ高，密度などを手際よ

く比べることができる。 

異種の 2 つの量の割合

で表される量について，

比べ方や表し方を十分

に理解している。 

11 

単

位

量

あ

た

り

の

大

き

さ 

 

Ｂ

混みぐあいの比べ方に

関心を持ち，単位量当た

りの考えを用いて比べ

ようとしている。 

混みぐあいや燃費など

を，単位量当たりで比べ

ることを考え，説明する

ことができる。 

単位量当たりの考えを

用いて，混みぐあい，と

れ高，密度などを比べる

ことができる。 

異種の 2 つの量の割合

で表される量について，

比べ方や表し方を理解

している。 

Ａ

見積もりに関心を持ち，

場に応じた見積もりの

仕方を工夫して処理し

ようとしている。 

差し引いたり，切り上げ

や切り捨てを使ったり

して見積もることを考

え，見積もりの仕方を説

明することができる。

手際よく場に即した最

適な見積もり方法を選

択し，処理できる。 

場に即した最適な見積

もり方法を理解してい

る。 

● 

見

積

も

り

を

使

っ

て 

 

Ｂ

見積もりに関心を持ち，

見積もりを使って処理

しようとしている。 

差し引いたり，切り上げ

や切り捨てを使ったり

して見積もることを考

え，見積もりの仕方を説

明できる。 

場に即した最適な見積

もり方法を選択し，処理

できる。 

場に即した見積もりの

仕方を理解している。 

Ａ

進んで少ない場合から

順に表に整理して調べ，

きまりを見つけて解こ

うとしている。 

少ない場合から順に表

にかいてきまりを見つ

け，それを活用して考え

ることができる。 

手際よくきまりを見つ

けて，問題を解決するこ

とができる。 

少ない場合から順に調

べる問題解決の方法の

よさを理解している。 

◎ 

順

々

に

調

べ

て 

 

Ｂ

少ない場合から順に表

にかいて調べ，きまりを

見つけて解こうとして

いる。 

少ない場合から順に表

にかき，きまりを見つけ

ることができる。 

きまりを見つけて，問題

を解決することができ

る。 

少ない場合から順に調

べる問題解決の方法を

理解している。 
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3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

基準とする量が違うた

め，差では比べられない

量について，他の比べ方

を進んで調べようとし

ている。 

関係図をかいて，基準と

する量を1として，その

何倍になるかを考える

ことができる。 

手際よく関係図をかき，

割合，比べる量，もとに

する量を計算で求める

ことができる。 

割合の意味を理解し，割

合，比べる量，もとにす

る量を求める公式とそ

れらの関係を理解して

いる。 

①割合 

Ｂ

基準とする量が違うた

め，差では比べられない

量について，他の比べ方

を調べようとしている。

図を使って基準とする

量を1として，その何倍

になるかを考えること

ができる。 

関係図を使って，割合，

比べる量，もとにする量

を計算で求めることが

できる。 

割合の意味を理解し，割

合，比べる量，もとにす

る量を求める公式を理

解している。 

Ａ

割合を整数化して表す

ことのよさに気づき，進

んで身の回りから百分

率が使われているとこ

ろを見つけようとして

いる。 

百分率を使ったいろい

ろな問題を考えること

ができる。 

手際よく割合を百分率

で表したり，百分率を使

った問題を解いたりす

ることができる。 

割合と関連づけて百分

率や歩合の意味を理解

し，説明できる。 

②百分率 

Ｂ

割合を整数化して表し，

身の回りから百分率が

使われているところを

見つけようとしている。

百分率を使った問題を

考えることができる。

割合を百分率で表した

り，百分率を使った問題

を解いたりすることが

できる。 

割合と関連づけて百分

率，歩合の意味を理解し

ている。 

Ａ

身の回りから帯グラフ

や円グラフに関心を持

ち，よんだり，表したり

しようとしている。 

帯グラフ，円グラフを見

て，全体と部分，部分と

部分の割合を考え，説明

することができる。 

手際よく帯グラフや円

グラフをかき，割合の特

徴をよむことができる。 

帯グラフや円グラフを

知り，そのよみ方，かき

方を十分に理解してい

る。 

③割合のグラフ 

Ｂ

身の回りから帯グラフ

や円グラフを見つけ，よ

もうとしている。 

帯グラフ，円グラフを見

て，全体と部分，部分と

部分の割合を考えるこ

とができる。 

帯グラフや円グラフを

かき，割合の特徴をよむ

ことができる。 

帯グラフや円グラフを

知り，よみ方，かき方を

理解している。 

Ａ

基準とする量の何倍に

なるかを進んで考え，問

題解決しようとしてい

る。 

関係図にかいて割合の

和や積に着目して何倍

になるかを筋道立てて

考えることができる。

手際よく関係図をかい

て割合の和や積に着目

し，問題を解くことがで

きる。 

割合の和や積を使った

問題解決の方法を十分

に理解している。 

④割合を使って 

Ｂ

関係図を使って基準と

する量の何倍になるか

を考え，問題解決しよう

としている。 

関係図をかいて割合の

和や積に着目して何倍

になるかを考えること

ができる。 

関係図を見て割合の和

や積に着目し，問題を解

くことができる。 

割合の和や積を使った

問題解決の方法を理解

している。 

Ａ

注意深く棒グラフと円

グラフを関係づけてよ

もうとしたり，割合を調

べてグラフに表そうと

したりしている。 

棒グラフと円グラフを

関連づけ，みらいさんの

考えの正否を判断し，根

拠をもって説明するこ

とができる。 

身の回りの資料や自分

で調べたことを，割合を

使ってグラフに表すこ

とができる。 

円グラフと帯グラフの

特徴を理解し，使い方を

区別できる。 

12 

割

合 

⑤グラフづくり 

Ｂ

棒グラフと円グラフを

関係づけよんだり，割合

を調べてグラフに表そ

うとしたりしている。 

棒グラフと円グラフを

関連づけ，みらいさんの

考えの正否を判断し，そ

のわけを説明すること

ができる。 

身の回りの資料を，割合

を使ってグラフに表す

ことができる。 

円グラフと帯グラフの

特徴を理解している。 

2 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

大きさの違ういくつか

の数量をならすことに

関心を持ち，進んで調べ

ていこうとしている。 

問題に即して平均の求

め方を工夫して考える

ことができる。 

手際よく計算して，平均

を求めることができる。 
平均の意味や平均の求

め方を十分に理解して

いる。 

①平均 

Ｂ

大きさの違ういくつか

の数量をならすことに

関心を持ち，調べていこ

うとしている。 

平均の求め方を考える

ことができる。 
計算によって平均を求

めることができる。 
平均の意味や平均の求

め方を理解している。 

Ａ

歩幅の平均を使った道

のりを調べ方や簡単な

平均の求め方を工夫し

ようとしている。 

平均を活用した道のり

を求め方や簡単な平均

の求め方を工夫して考

えることができる。 

手際よく平均を使って

長さを概測したり，仮平

均を利用して平均を求

めたりすることができ

る。 

いろいろな仮平均を利

用した平均の求め方を

理解している。 

10 

平

均

と

そ

の

利

用 

②平均を使って 

Ｂ

歩幅の平均を使った道

のりを調べ方や簡単な

平均の求め方を調べた

りしようとしている。 

平均を活用した道のり

を求め方や簡単な平均

の求め方を考えること

ができる。 

平均を使って長さを概

測したり，仮平均を利用

して平均を求めたりす

ることができる。 

仮平均を利用した平均

の求め方を理解してい

る。 

Ａ

混みぐあいの比べ方に

関心を持ち，進んで単位

量当たりの考えを用い

て比べようとしている。

混みぐあいや燃費など

を，単位量当たりで比べ

ることを考え，筋道立て

て説明することができ

る。 

単位量当たりの考えを

用いて，混みぐあい，と

れ高，密度などを手際よ

く比べることができる。 

異種の 2 つの量の割合

で表される量について，

比べ方や表し方を十分

に理解している。 

11 

単

位

量

あ

た

り

の

大

き

さ 

 

Ｂ

混みぐあいの比べ方に

関心を持ち，単位量当た

りの考えを用いて比べ

ようとしている。 

混みぐあいや燃費など

を，単位量当たりで比べ

ることを考え，説明する

ことができる。 

単位量当たりの考えを

用いて，混みぐあい，と

れ高，密度などを比べる

ことができる。 

異種の 2 つの量の割合

で表される量について，

比べ方や表し方を理解

している。 

Ａ

見積もりに関心を持ち，

場に応じた見積もりの

仕方を工夫して処理し

ようとしている。 

差し引いたり，切り上げ

や切り捨てを使ったり

して見積もることを考

え，見積もりの仕方を説

明することができる。

手際よく場に即した最

適な見積もり方法を選

択し，処理できる。 

場に即した最適な見積

もり方法を理解してい

る。 

● 

見

積

も

り

を

使

っ

て 

 

Ｂ

見積もりに関心を持ち，

見積もりを使って処理

しようとしている。 

差し引いたり，切り上げ

や切り捨てを使ったり

して見積もることを考

え，見積もりの仕方を説

明できる。 

場に即した最適な見積

もり方法を選択し，処理

できる。 

場に即した見積もりの

仕方を理解している。 

Ａ

進んで少ない場合から

順に表に整理して調べ，

きまりを見つけて解こ

うとしている。 

少ない場合から順に表

にかいてきまりを見つ

け，それを活用して考え

ることができる。 

手際よくきまりを見つ

けて，問題を解決するこ

とができる。 

少ない場合から順に調

べる問題解決の方法の

よさを理解している。 

◎ 

順

々

に

調

べ

て 

 

Ｂ

少ない場合から順に表

にかいて調べ，きまりを

見つけて解こうとして

いる。 

少ない場合から順に表

にかき，きまりを見つけ

ることができる。 

きまりを見つけて，問題

を解決することができ

る。 

少ない場合から順に調

べる問題解決の方法を

理解している。 
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5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

問題場面に関心を持ち，

与えられた条件を整理

して，問題を解決しよう

としている。 

自分の力で仮説を立て

て，条件に照らし合わせ

て矛盾がないかどうか，

筋道を立てて考えるこ

とができる。 

条件に照らし合わせて，

仮説を手際よく調べて

いくことができる。 

仮説を条件に照らして

筋道を立てて考えを進

める方法を理解してい

る。 

◎ 

輪

投

げ 

 

Ｂ

条件を整理して，問題を

解決しようとしている。

仮説を立てて，条件に照

らし合わせて矛盾がな

いかどうか，筋道を立て

て考えることができる。

 

条件に照らし合わせて，

仮説を調べていくこと

ができる。 

仮説を条件に照らして

考えを進める方法を理

解している。 

Ａ

資料から必要な情報を

読み取り，問題解決をし

たり，説明が正しいかど

うかを判断したりしよ

うとしている。 

根拠となる情報を読み

取って問題解決の方法

を考え，その解決方法を

筋道を立てて説明する

ことができる。 

手際よく円グラフや帯

グラフから必要な情報

を読み，問題解決するこ

とができる。 

円グラフや帯グラフの

情報を十分に理解して

いる。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

資料から必要な情報を

読み取り，問題を解決し

ようとしている。 

根拠となる情報を読み

取って問題解決の方法

を考え，説明することが

できる。 
 

円グラフや帯グラフか

ら必要は情報を読み，問

題解決することができ

る。 

円グラフや帯グラフの

情報を理解している。 

Ａ

半分づくりコースや面

積の公式コースに進ん

で取り組もうとしてい

る。 

既習の図形の求積公式

を活用して考えること

ができる。 

手際よく面積の半分づ

くりや指定された面積

の色塗りができる。 

三角形や平行四辺形の

面積の公式を確実に理

解している。 

9 面積 

ステップ 

Ｂ

半分づくりコースや面

積の公式コースに取り

組もうとしている。 

既習の図形の求積公式

を活用して考えること

ができる。 
 

面積の半分づくりや指

定された面積の色塗り

ができる。 

三角形や平行四辺形の

面積の公式を理解して

いる。 

Ａ

長方形の辺や中心に点

Ｏを取ってできるいろ

いろな三角形と長方形

の面積を比べようとし

ている。 

長方形を対角線で分け

ると面積の等しい合同

な三角形に分けられる

ことから考え，説明する

ことができる。 

手際よく長方形に補助

線をかいて合同な三角

形を作ることができる。 
 

長方形や平行四辺形を

対角線で分けると面積

の等しい合同な三角形

ができることを理解し

ている。 

9 面積 

ジャンプ 

Ｂ

長方形の辺や中心に点

Ｏを取ってできる三角

形と長方形の面積を比

べようとしている。 

長方形を対角線で分け

ると面積の等しい合同

な三角形に分けられる

ことから考えることが

できる。 

長方形に補助線をかい

て合同な三角形を作る

ことができる。 
 
 

長方形を対角線で分け

ると面積の等しい合同

な三角形ができること

を理解している。 

Ａ

割合を使って，進んで日

常的な問題を解決しよ

うとしている。 

割合を求める公式を活

用して考え，筋道立てて

説明することができる。

手際よく割合を求める

公式を活用して処理す

ることができる。 

割合の意味と割合を求

める公式を確実に理解

している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

12 割合 

ステップ 

Ｂ

割合を使って，日常的な

問題を解決しようとし

ている。 

割合を求める公式を活

用して考えることがで

きる。 

割合を求める公式を活

用して処理することが

できる。 

割合の意味と割合を求

める公式を理解してい

る。 

4 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

正多角形に関心を持ち，

その性質を自ら進んで

調べ，身の回りで正多角

形を見つけようとして

いる。 

多角形の作図において

円の中心の周りの角

360°を何等分すれば

よいかを筋道立てて考

えることができる。 

手際よく円を使って正

多角形をかいたり，模様

づくりをしたりするこ

とができる。 

正多角形の意味と性質

を十分理解している。 
①正多角形 

Ｂ

正多角形に関心を持ち，

その性質を調べようと

している。 

多角形の作図において

円の中心の周りの角

360°を何等分すれば

よいかを考えることが

できる。 

円を使って正多角形を

かいたり，模様づくりを

したりすることができ

る。 

正多角形の意味と性質

を理解している。 

Ａ

円周と直径が依存関係

にあることに関心を持

ち，見通しをもってその

関係を調べようとして

いる。 

直径と円周の関係を逐

次近似的に調べたり，帰

納的に考えたりするこ

とができる。 

必要な部分の長さを使

い，円周や直径を求める

ことができる。 

円周率の意味とその求

め方の公式を理解し，目

的に応じた使い方を理

解している。 

13 

円

と

正

多

角

形 

②円周と直径 

Ｂ

円周と直径が依存関係

にあることに関心を持

ち，調べようとしてい

る。 

直径と円周の関係を，見

通しを持って帰納的に

考えることができる。

円の直径の値から円周

を求めたり，円周の値か

ら直径を求めたりする

ことができる。 

円周率の意味とその求

め方の公式を理解して

いる。 

Ａ

身の回りにある角柱や

円柱を観察したり分類

したりして，その特徴を

とらえようとしている。

角柱や円柱の面，辺，頂

点に着目して，分析的に

特徴を考え，説明するこ

とができる。 

手際よく円柱や角柱の

面，辺，頂点の数などの

特徴を調べることがで

きる。 

角柱，円柱の意味を知

り，その特徴を具体的に

説明できる。 

①角柱と円柱 

Ｂ

角柱や円柱を観察した

り分類したりして，その

特徴をとらえようとし

ている。 

角柱や円柱の面，辺，頂

点に着目して，分析的に

特徴を考えることがで

きる。 

円柱や角柱の面，辺，頂

点の数などの特徴を調

べることができる。 

角柱，円柱の意味を知

り，その特徴を理解して

いる。 

Ａ

三角柱や円柱などの見

取図や展開図に関心を

持ち，かこうとしてい

る。 

予想してから展開図の

かき方をいろいろ考え

たり，その面の特徴を分

析的に考察したりする

ことができる。 

手際よく三角柱や円柱

などの見取図や展開図

をかくことができる。

三角柱や円柱とこれら

の見取図や展開図を関

連づけて理解している。 

14 

角

柱

と

円

柱 

②見取図とてん開図 

Ｂ

三角柱と円柱の見取図

や展開図に関心を持ち，

かこうとしている。 

展開図のかき方や展開

図の面の特徴を考える

ことができる。 

三角柱や円柱などの見

取図や展開図をかくこ

とができる。 

三角柱，円柱の見取図や

展開図を理解している。 

Ａ

伴って変わる２つの数

量を見つけ，進んで○や

△を使った式に表し，変

化の特徴を調べようと

している。 

○や△を使った式に表

し，○が変わると△がど

のように変わるかを調

べ，比例するかどうかを

判断し，その根拠を説明

することができる。 

○や△を使った式に表

し，○が変わると△がど

のように変わるかを手

際よく調べることがで

きる。 

○や△を使った式の変

化の調べ方と比例の意

味を十分理解している。 

15 

○

や

△

を

使

っ

た

式 

 

Ｂ

伴って変わる２つの数

量の関係を見つけ，○や

□を使った式に表し，変

化の特徴を調べようと

している。 

○や△を使った式で表

し，○が変わると△がど

のように変わるかを調

べ，比例するかどうかを

判断し，説明することが

できる。 

○や△を使った式に表

し，○が変わると△がど

のように変わるかを調

べることができる。 

○や△を使った式の変

化の調べ方と比例の意

味を理解している。 
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5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

問題場面に関心を持ち，

与えられた条件を整理

して，問題を解決しよう

としている。 

自分の力で仮説を立て

て，条件に照らし合わせ

て矛盾がないかどうか，

筋道を立てて考えるこ

とができる。 

条件に照らし合わせて，

仮説を手際よく調べて

いくことができる。 

仮説を条件に照らして

筋道を立てて考えを進

める方法を理解してい

る。 

◎ 

輪

投

げ 

 

Ｂ

条件を整理して，問題を

解決しようとしている。

仮説を立てて，条件に照

らし合わせて矛盾がな

いかどうか，筋道を立て

て考えることができる。

 

条件に照らし合わせて，

仮説を調べていくこと

ができる。 

仮説を条件に照らして

考えを進める方法を理

解している。 

Ａ

資料から必要な情報を

読み取り，問題解決をし

たり，説明が正しいかど

うかを判断したりしよ

うとしている。 

根拠となる情報を読み

取って問題解決の方法

を考え，その解決方法を

筋道を立てて説明する

ことができる。 

手際よく円グラフや帯

グラフから必要な情報

を読み，問題解決するこ

とができる。 

円グラフや帯グラフの

情報を十分に理解して

いる。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

資料から必要な情報を

読み取り，問題を解決し

ようとしている。 

根拠となる情報を読み

取って問題解決の方法

を考え，説明することが

できる。 
 

円グラフや帯グラフか

ら必要は情報を読み，問

題解決することができ

る。 

円グラフや帯グラフの

情報を理解している。 

Ａ

半分づくりコースや面

積の公式コースに進ん

で取り組もうとしてい

る。 

既習の図形の求積公式

を活用して考えること

ができる。 

手際よく面積の半分づ

くりや指定された面積

の色塗りができる。 

三角形や平行四辺形の

面積の公式を確実に理

解している。 

9 面積 

ステップ 

Ｂ

半分づくりコースや面

積の公式コースに取り

組もうとしている。 

既習の図形の求積公式

を活用して考えること

ができる。 
 

面積の半分づくりや指

定された面積の色塗り

ができる。 

三角形や平行四辺形の

面積の公式を理解して

いる。 

Ａ

長方形の辺や中心に点

Ｏを取ってできるいろ

いろな三角形と長方形

の面積を比べようとし

ている。 

長方形を対角線で分け

ると面積の等しい合同

な三角形に分けられる

ことから考え，説明する

ことができる。 

手際よく長方形に補助

線をかいて合同な三角

形を作ることができる。 
 

長方形や平行四辺形を

対角線で分けると面積

の等しい合同な三角形

ができることを理解し

ている。 

9 面積 

ジャンプ 

Ｂ

長方形の辺や中心に点

Ｏを取ってできる三角

形と長方形の面積を比

べようとしている。 

長方形を対角線で分け

ると面積の等しい合同

な三角形に分けられる

ことから考えることが

できる。 

長方形に補助線をかい

て合同な三角形を作る

ことができる。 
 
 

長方形を対角線で分け

ると面積の等しい合同

な三角形ができること

を理解している。 

Ａ

割合を使って，進んで日

常的な問題を解決しよ

うとしている。 

割合を求める公式を活

用して考え，筋道立てて

説明することができる。

手際よく割合を求める

公式を活用して処理す

ることができる。 

割合の意味と割合を求

める公式を確実に理解

している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

12 割合 

ステップ 

Ｂ

割合を使って，日常的な

問題を解決しようとし

ている。 

割合を求める公式を活

用して考えることがで

きる。 

割合を求める公式を活

用して処理することが

できる。 

割合の意味と割合を求

める公式を理解してい

る。 

4 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

正多角形に関心を持ち，

その性質を自ら進んで

調べ，身の回りで正多角

形を見つけようとして

いる。 

多角形の作図において

円の中心の周りの角

360°を何等分すれば

よいかを筋道立てて考

えることができる。 

手際よく円を使って正

多角形をかいたり，模様

づくりをしたりするこ

とができる。 

正多角形の意味と性質

を十分理解している。 
①正多角形 

Ｂ

正多角形に関心を持ち，

その性質を調べようと

している。 

多角形の作図において

円の中心の周りの角

360°を何等分すれば

よいかを考えることが

できる。 

円を使って正多角形を

かいたり，模様づくりを

したりすることができ

る。 

正多角形の意味と性質

を理解している。 

Ａ

円周と直径が依存関係

にあることに関心を持

ち，見通しをもってその

関係を調べようとして

いる。 

直径と円周の関係を逐

次近似的に調べたり，帰

納的に考えたりするこ

とができる。 

必要な部分の長さを使

い，円周や直径を求める

ことができる。 

円周率の意味とその求

め方の公式を理解し，目

的に応じた使い方を理

解している。 

13 

円

と

正

多

角

形 

②円周と直径 

Ｂ

円周と直径が依存関係

にあることに関心を持

ち，調べようとしてい

る。 

直径と円周の関係を，見

通しを持って帰納的に

考えることができる。

円の直径の値から円周

を求めたり，円周の値か

ら直径を求めたりする

ことができる。 

円周率の意味とその求

め方の公式を理解して

いる。 

Ａ

身の回りにある角柱や

円柱を観察したり分類

したりして，その特徴を

とらえようとしている。

角柱や円柱の面，辺，頂

点に着目して，分析的に

特徴を考え，説明するこ

とができる。 

手際よく円柱や角柱の

面，辺，頂点の数などの

特徴を調べることがで

きる。 

角柱，円柱の意味を知

り，その特徴を具体的に

説明できる。 

①角柱と円柱 

Ｂ

角柱や円柱を観察した

り分類したりして，その

特徴をとらえようとし

ている。 

角柱や円柱の面，辺，頂

点に着目して，分析的に

特徴を考えることがで

きる。 

円柱や角柱の面，辺，頂

点の数などの特徴を調

べることができる。 

角柱，円柱の意味を知

り，その特徴を理解して

いる。 

Ａ

三角柱や円柱などの見

取図や展開図に関心を

持ち，かこうとしてい

る。 

予想してから展開図の

かき方をいろいろ考え

たり，その面の特徴を分

析的に考察したりする

ことができる。 

手際よく三角柱や円柱

などの見取図や展開図

をかくことができる。

三角柱や円柱とこれら

の見取図や展開図を関

連づけて理解している。 

14 

角

柱

と

円

柱 

②見取図とてん開図 

Ｂ

三角柱と円柱の見取図

や展開図に関心を持ち，

かこうとしている。 

展開図のかき方や展開

図の面の特徴を考える

ことができる。 

三角柱や円柱などの見

取図や展開図をかくこ

とができる。 

三角柱，円柱の見取図や

展開図を理解している。 

Ａ

伴って変わる２つの数

量を見つけ，進んで○や

△を使った式に表し，変

化の特徴を調べようと

している。 

○や△を使った式に表

し，○が変わると△がど

のように変わるかを調

べ，比例するかどうかを

判断し，その根拠を説明

することができる。 

○や△を使った式に表

し，○が変わると△がど

のように変わるかを手

際よく調べることがで

きる。 

○や△を使った式の変

化の調べ方と比例の意

味を十分理解している。 

15 

○

や

△

を

使

っ

た

式 

 

Ｂ

伴って変わる２つの数

量の関係を見つけ，○や

□を使った式に表し，変

化の特徴を調べようと

している。 

○や△を使った式で表

し，○が変わると△がど

のように変わるかを調

べ，比例するかどうかを

判断し，説明することが

できる。 

○や△を使った式に表

し，○が変わると△がど

のように変わるかを調

べることができる。 

○や△を使った式の変

化の調べ方と比例の意

味を理解している。 
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7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

平行四辺形を丸めてで

きる円柱の形に関心を

持ち，いろいろな平行四

辺形で確かめようとし

ている。 

丸める前に，平行四辺形

の辺のつながり方を考

えて，できる立体の見当

をつけることができる。

手際よく平行四辺形を

丸めてできる立体をい

ろいろ調べることがで

きる。 
 

長方形だけでなく，どん

な平行四辺形でも，丸め

ると円柱の側面になる

ことを理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

14 角柱と円柱 

ジャンプ 

Ｂ

平行四辺形を丸めてで

きる立体の形を調べよ

うとしている。 

平行四辺形の辺のつな

がり方を考えて，丸めて

できる立体の見当をつ

けることができる。 

平行四辺形を丸めてで

きる立体を調べること

ができる。 
 

平行四辺形を丸めると

円柱の側面になること

を理解している。 

 

6 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

90％の80％は，まとめ

て何倍になるかを整数

の場合と関連づけて考

えようとしている。 

整数の場合と同様に関

係図にかいて，0.9倍の

0.8 倍は，まとめて 0.9
×0.8 倍であると考え

ることができる。 

手際よく倍関係を関係

図に表し，問題を解決す

ることができる。 

a 倍のb 倍は，a×b 倍

が小数にも当てはまる

ことを十分理解してい

る。 
 

12 割合 

ジャンプ 

Ｂ

90％の80％は，まとめ

て何倍になるかを考え

ようとしている。 

関係図を見て，0.9倍の

0.8 倍は，まとめて 0.9
×0.8 倍であると考え

ることができる。 
 

関係図を使って，問題を

解決することができる。 
a倍のb倍は,a×b倍が

小数にも当てはまるこ

とを理解している。 
 

Ａ

正多角形の周りの長さ

と円周との関係に興味

を持ち，進んで調べよう

としている。 

正多角形の周りの長さ

と円周を関連づけて，角

数が増すにつれて円周

に近づくことに気づく

ことができる。 
 

正多角形の周りの長さ

を手際よく調べて円周

と比べることができる。 

円周を正多角形の周り

の長さと関連づけて理

解している。 

13 円と正多角形 

ステップ 

Ｂ

正六角形や正十二角形

の周りの長さと円周を

比べようとしている。 

正六角形，正十二角形,
の周りの長さと円周を

関連づけ，角数が増すに

つれて円周に近づくこ

とに気づくことができ

る。 

六角形，正十二角形の周

りの長さを調べて円周

と比べることができる。 

円周を正六角形，正十二

角形の周りの長さと関

連づけて理解している。 

Ａ

長方形などの辺から１

ｍ離れて 1 周した長さ

を，積極的に考えようと

している。 

長方形などの図形の角

を回る長さが半径 1ｍ
の円周の長さだけ長く

なることに着目して考

え，求め方を説明するこ

とができる。 

手際よく長方形などの

辺から１ｍ離れて 1 周

した長さを求めること

ができる。 

円周の長さを求める公

式を十分に理解してい

る。 

13 円と正多角形 

ジャンプ 

Ｂ

長方形の辺から１ｍ離

れて 1 周した長さを考

えようとしている。 

長方形の角を回る長さ

が半径 1ｍの円周の長

さだけ長くなることに

着目して考えることが

できる。 
 

長方形の辺から１ｍ離

れて 1 周した長さを求

めることができる。 

円周の長さを求める公

式を理解している。 

Ａ

いろいろな立体の展開

図や組み立ててできる

立体から，進んでその構

成要素を調べようとし

ている。 

展開図を組み立ててで

きる立体を分析的に考

察し，底面の形や，側面，

頂点，辺の数を調べるこ

とができる。 

手際よくいろいろな立

体の構成要素である底

面の形，側面，辺，頂点

数を調べることができ

る。 

展開図と立体を関連づ

けて立体の名前や底面

の形，側面，頂点，辺の

数を理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

14 角柱と円柱 

ステップ 

Ｂ

いろいろな立体の展開

図を用いて，立体の構成

要素を調べようとして

いる。 

立体の構成要素に着目

し，底面の形，側面，頂

点，辺の数を考察するこ

とができる。 
 

いろいろな立体の構成

要素である底面の形，側

面，辺，頂点数を調べる

ことができる。 

立体の名前や底面の形，

側面，頂点，辺の数を理

解している。 

a a×b

a×ba

b

b
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7 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

平行四辺形を丸めてで

きる円柱の形に関心を

持ち，いろいろな平行四

辺形で確かめようとし

ている。 

丸める前に，平行四辺形

の辺のつながり方を考

えて，できる立体の見当

をつけることができる。

手際よく平行四辺形を

丸めてできる立体をい

ろいろ調べることがで

きる。 
 

長方形だけでなく，どん

な平行四辺形でも，丸め

ると円柱の側面になる

ことを理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

14 角柱と円柱 

ジャンプ 

Ｂ

平行四辺形を丸めてで

きる立体の形を調べよ

うとしている。 

平行四辺形の辺のつな

がり方を考えて，丸めて

できる立体の見当をつ

けることができる。 

平行四辺形を丸めてで

きる立体を調べること

ができる。 
 

平行四辺形を丸めると

円柱の側面になること

を理解している。 

 

6 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

90％の80％は，まとめ

て何倍になるかを整数

の場合と関連づけて考

えようとしている。 

整数の場合と同様に関

係図にかいて，0.9倍の

0.8 倍は，まとめて 0.9
×0.8 倍であると考え

ることができる。 

手際よく倍関係を関係

図に表し，問題を解決す

ることができる。 

a 倍のb 倍は，a×b 倍

が小数にも当てはまる

ことを十分理解してい

る。 
 

12 割合 

ジャンプ 

Ｂ

90％の80％は，まとめ

て何倍になるかを考え

ようとしている。 

関係図を見て，0.9倍の

0.8 倍は，まとめて 0.9
×0.8 倍であると考え

ることができる。 
 

関係図を使って，問題を

解決することができる。 
a倍のb倍は,a×b倍が

小数にも当てはまるこ

とを理解している。 
 

Ａ

正多角形の周りの長さ

と円周との関係に興味

を持ち，進んで調べよう

としている。 

正多角形の周りの長さ

と円周を関連づけて，角

数が増すにつれて円周

に近づくことに気づく

ことができる。 
 

正多角形の周りの長さ

を手際よく調べて円周

と比べることができる。 

円周を正多角形の周り

の長さと関連づけて理

解している。 

13 円と正多角形 

ステップ 

Ｂ

正六角形や正十二角形

の周りの長さと円周を

比べようとしている。 

正六角形，正十二角形,
の周りの長さと円周を

関連づけ，角数が増すに

つれて円周に近づくこ

とに気づくことができ

る。 

六角形，正十二角形の周

りの長さを調べて円周

と比べることができる。 

円周を正六角形，正十二

角形の周りの長さと関

連づけて理解している。 

Ａ

長方形などの辺から１

ｍ離れて 1 周した長さ

を，積極的に考えようと

している。 

長方形などの図形の角

を回る長さが半径 1ｍ
の円周の長さだけ長く

なることに着目して考

え，求め方を説明するこ

とができる。 

手際よく長方形などの

辺から１ｍ離れて 1 周

した長さを求めること

ができる。 

円周の長さを求める公

式を十分に理解してい

る。 

13 円と正多角形 

ジャンプ 

Ｂ

長方形の辺から１ｍ離

れて 1 周した長さを考

えようとしている。 

長方形の角を回る長さ

が半径 1ｍの円周の長

さだけ長くなることに

着目して考えることが

できる。 
 

長方形の辺から１ｍ離

れて 1 周した長さを求

めることができる。 

円周の長さを求める公

式を理解している。 

Ａ

いろいろな立体の展開

図や組み立ててできる

立体から，進んでその構

成要素を調べようとし

ている。 

展開図を組み立ててで

きる立体を分析的に考

察し，底面の形や，側面，

頂点，辺の数を調べるこ

とができる。 

手際よくいろいろな立

体の構成要素である底

面の形，側面，辺，頂点

数を調べることができ

る。 

展開図と立体を関連づ

けて立体の名前や底面

の形，側面，頂点，辺の

数を理解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

14 角柱と円柱 

ステップ 

Ｂ

いろいろな立体の展開

図を用いて，立体の構成

要素を調べようとして

いる。 

立体の構成要素に着目

し，底面の形，側面，頂

点，辺の数を考察するこ

とができる。 
 

いろいろな立体の構成

要素である底面の形，側

面，辺，頂点数を調べる

ことができる。 

立体の名前や底面の形，

側面，頂点，辺の数を理

解している。 
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評価の観点と評価規準 6 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

折ってぴったり重なる

形に関心を持ち，進んで

調べたり，身の回りから

見つけたりしようとし

ている。 

線対称な図形で，折り重

ねたときに重なる点や

直線について考え，説明

することができる。 

手際よく線対称な図形

の性質を使って，線対称

な図形を白紙上にかく

ことができる。 

線対称の意味や線対称

な図形の性質を十分理

解している。 

①線対称 

Ｂ

折ってぴったり重なる

形に関心を持ち，調べた

り，身の回りから見つけ

たりしようとしている。

 

線対称な図形で，折り重

ねたときに重なる点や

直線について考えるこ

とができる。 

線対称な図形の性質を

使って，線対称な図形を

方眼紙上にかくことが

できる。 

線対称の意味や線対称

な図形の性質を理解し

ている。 

Ａ

回してぴったり重なる

形に関心を持ち，進んで

調べたり，身の回りから

見つけたりしようとし

ている。 

点対称な図形で，180°

回したときに重なる点

や直線について考え，説

明することができる。

手際よく点対称な図形

の性質を使って，点対称

な図形を白紙上にかく

ことができる。 

点対称の意味や点対称

な図形の性質を十分理

解している。 

②点対称 

Ｂ

回してぴったり重なる

形に関心を持ち，調べた

り，身の回りから見つけ

たりしようとしている。

点対称な図形で，180°

回したときに重なる点

や直線について考える

ことができる。 

点対称な図形の性質を

使って，点対称な図形を

方眼紙上にかくことが

できる。 

点対称の意味や点対称

な図形の性質を理解し

ている。 

Ａ

鏡を使って，進んで点対

称な図形を作ろうとし

ている。 

 

線対称な図形の性質を

基に，鏡を立てる位置を

考えることができる。

鏡を使って，手際よく線

対称な形を作ることが

できる。 

鏡を使った線対称の形

作りを十分理解してい

る。 

③鏡を使って 

Ｂ

鏡を使って，点対称な図

形を作ろうとしている。

試行錯誤しながら，線対

称な図形の性質を基に，

鏡を立てる位置を考え

ることができる。 

鏡を使って，線対称な形

を作ることができる。

 

鏡を使った線対称の形

作りを理解している。 

 

Ａ

正多角形や円が，線対称

や点対称であるかどう

かを進んで調べようと

している。 

正多角形や円について，

対称性の観点から考察

し，その特徴を説明する

ことができる。 

 

正多角形や円が，線対称

や点対称であるかどう

かなどを，手際よく調

べ，きまりを見つけるこ

とができる。 

対称性の観点から円や

正多角形の特徴を十分

理解している。 

1 

対

称

な

図

形 

④正多角形と対称な図

形 

Ｂ

正多角形や円が，線対称

や点対称であるかどう

かを調べようとしてい

る。 

正多角形や円について，

対称性の観点から考察

し，その特徴を捉えるこ

とができる。 

正多角形や円が，線対称

や点対称であるかどう

かなどを調べることが

できる。 

対称性の観点から円や

正多角形の特徴を理解

している。 

Ａ

ひもの長さの求め方に

ついて話し合う活動に

関心を持ち，話し合い活

動の仕方を改善しよう

としている。 

算数的な表現を用いた

説明の仕方や話し合い

活動の仕方の改善点を

考えることができる。

手際よく算数の説明の

仕方や話し合いの仕方

の改善点をつかむこと

ができる。 

 

算数の説明の仕方や話

し合い活動を充実させ

る方法を理解している。 

● 

み
ん
な
で
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う 

 

Ｂ

ひもの長さの求め方に

ついて話し合う活動に

関心を持ち，話し合い活

動の仕方を調べようと

している。 

算数的な表現を用いた

説明の仕方や話し合い

活動の仕方を考えるこ

とができる。 

 

算数の説明の仕方や話

し合いの仕方のポイン

トをつかむことができ

る。 

算数の説明の仕方や話

し合いの進め方を理解

している。 

Ａ

分数になってもかけ算

を用いることに気づき，

進んで分数のかけ算の

計算の仕方を考えよう

としている。 

分数の乗法の計算の仕

方を，図を使って単位分

数のいくつ分になるか

を考え，筋道を立てて考

えることができる。 

分数の乗法の式で表し，

手際よく計算すること

ができる。 

分数の乗法の意味や計

算の仕方を十分に理解

している。 

2 

分

数

×

分

数 

①分数をかける計算 

Ｂ

分数になってもかけ算

を用いることに気づき，

かけ算の計算の仕方を

考えようとしている。 

分数の乗法の計算の仕

方を，図を使って単位分

数のいくつ分になるか

を考えることができる。

分数の乗法の式で表し，

正しく計算することが

できる。 

分数の乗法の意味や計

算の仕方を理解してい

る。 

1 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

割合を表す分数やいろ

いろな量を表す分数に

関心を持ち，進んで活用

しようとしている。 

割合を表す分数やいろ

いろな量を表す分数を

活用して問題の解き方

を考え，説明することが

できる。 

手際よくいろいろな量

や割合を表す分数を使

って，問題を解決するこ

とができる。 

いろいろな量や割合を

表す分数の意味や積の

大きさについて十分に

理解している。 

 ②分数のかけ算を使っ

て 

Ｂ

割合を表す分数やいろ

いろな量を表す分数に

関心を持ち，活用しよう

としている。 

割合を表す分数やいろ

いろな量を表す分数を

活用して問題の解き方

を考えることができる。

 

いろいろな量や割合を

表す分数を使って，問題

を解決することができ

る。 

いろいろな量や割合を

表す分数の意味や積の

大きさについて理解し

ている。 

Ａ

分数になってもわり算

を用いることに気づき，

進んでわり算の計算の

仕方を考えようとして

いる。 

分数のわり算の計算を

図やわり算の性質を使

って考え，筋道を立てて

考え，説明することがで

きる。 

分数のわり算の式で表

し，手際よく計算するこ

とができる。 

分数の除法の意味や計

算の仕方について，十分

理解している。 

①分数でわる計算 

Ｂ

分数になってもわり算

を用いることに気づき，

わり算の計算の仕方を

考えようとしている。 

分数のわり算の計算を

図やわり算の性質を使

って考え，筋道を立てて

考えることができる。

分数のわり算の式で表

し，正しく計算すること

ができる。 

分数の除法の意味や計

算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

割合や時間などを表す

分数を進んで活用しよ

うとしている。 

逆数を使って，わり算を

かけ算で表すことを考

え，説明することができ

る。 

計算のきまりが分数で

も使えることを確かめ，

計算のきまりを使って

手際よく計算できる。

分数の計算のきまりや

商の大きさを十分理解

している。 

3 

分

数

÷

分

数 

②分数のわり算を使っ

て 

Ｂ

割合や時間などを表す

分数を活用しようとし

ている。 

逆数を使って，わり算を

かけ算で表すことを考

えることができる。 

計算のきまりが分数で

も使えることを確かめ，

計算のきまりを使って

計算できる。 

分数の計算のきまりや

商の大きさを理解して

いる。 

Ａ

数量の関係を○や△の

かわりに文字を使って

簡潔な式に表そうとし

ている。 

数量を表す○や△と同

じように捉えて，数量の

関係を文字式で表すこ

とを考え，説明すること

ができる。 

手際よく文字を使って

数量の関係を式に表し

たり，xの値に対応する

y の値を求めたりする

ことができる。 

文字の役割を知り，文字

を使った式のよさを理

解している。 

①文字を使った式 

Ｂ

数量の関係を○や△の

かわりに文字を使って

式に表そうとしている。

数量を表す○や△と同

じように捉えて，数量の

関係を文字式で表すこ

とを考えることができ

る。 

文字を使って数量の関

係を式に表したり，xの

値に対応する y の値を

求めたりすることがで

きる。 

文字の役割を知り，文字

を使って式に表す仕方

を理解している。 

Ａ

自ら進んで文字を使っ

た式から具体的な数量

の関係をよもうとして

いる。 

式の意味を具体的な数

量と対応して考え，図を

使って筋道を立てて説

明することができる。

 

手際よく式が表す意味

を図と結びつけてよむ

ことができる。 

式と図を結びつけて確

実に数量関係を理解し

ている。 

4 

文

字

と

式 

②式のよみ方 

Ｂ

文字を使った式から具

体的な数量の関係をよ

もうとしている。 

式の意味を具体的な数

量と対応して考え，図を

使って説明することが

できる。 

 

式が表す意味を図と結

びつけてよむことがで

きる。 

式と図を結びつけて数

量関係を理解している。 

Ａ

2 つの量の大きさの割

合，2つの数で表す仕方

を，進んで調べようとし

ている。 

比と比の値を関連づけ

て考え，説明することが

できる。 

手際よく 2 つの数量の

大きさを比で表したり，

比の値を求めたりする

ことができる。 

比と比の値の意味を十

分理解している。 
5 

比

と

そ

の

利

用 

①比と比の値 

Ｂ

2 つの量の大きさの割

合，2つの数で表す仕方

を調べようとしている。

比と比の値を関連づけ

て考えることができる。

2 つの数量の大きさを

比で表したり，比の値を

求めたりすることがで

きる。 

比と比の値の意味を理

解している。 

2 

評価の観点と評価規準　6年上
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評価の観点と評価規準 6 年上 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

折ってぴったり重なる

形に関心を持ち，進んで

調べたり，身の回りから

見つけたりしようとし

ている。 

線対称な図形で，折り重

ねたときに重なる点や

直線について考え，説明

することができる。 

手際よく線対称な図形

の性質を使って，線対称

な図形を白紙上にかく

ことができる。 

線対称の意味や線対称

な図形の性質を十分理

解している。 

①線対称 

Ｂ

折ってぴったり重なる

形に関心を持ち，調べた

り，身の回りから見つけ

たりしようとしている。

 

線対称な図形で，折り重

ねたときに重なる点や

直線について考えるこ

とができる。 

線対称な図形の性質を

使って，線対称な図形を

方眼紙上にかくことが

できる。 

線対称の意味や線対称

な図形の性質を理解し

ている。 

Ａ

回してぴったり重なる

形に関心を持ち，進んで

調べたり，身の回りから

見つけたりしようとし

ている。 

点対称な図形で，180°

回したときに重なる点

や直線について考え，説

明することができる。

手際よく点対称な図形

の性質を使って，点対称

な図形を白紙上にかく

ことができる。 

点対称の意味や点対称

な図形の性質を十分理

解している。 

②点対称 

Ｂ

回してぴったり重なる

形に関心を持ち，調べた

り，身の回りから見つけ

たりしようとしている。

点対称な図形で，180°

回したときに重なる点

や直線について考える

ことができる。 

点対称な図形の性質を

使って，点対称な図形を

方眼紙上にかくことが

できる。 

点対称の意味や点対称

な図形の性質を理解し

ている。 

Ａ

鏡を使って，進んで点対

称な図形を作ろうとし

ている。 

 

線対称な図形の性質を

基に，鏡を立てる位置を

考えることができる。

鏡を使って，手際よく線

対称な形を作ることが

できる。 

鏡を使った線対称の形

作りを十分理解してい

る。 

③鏡を使って 

Ｂ

鏡を使って，点対称な図

形を作ろうとしている。

試行錯誤しながら，線対

称な図形の性質を基に，

鏡を立てる位置を考え

ることができる。 

鏡を使って，線対称な形

を作ることができる。

 

鏡を使った線対称の形

作りを理解している。 

 

Ａ

正多角形や円が，線対称

や点対称であるかどう

かを進んで調べようと

している。 

正多角形や円について，

対称性の観点から考察

し，その特徴を説明する

ことができる。 

 

正多角形や円が，線対称

や点対称であるかどう

かなどを，手際よく調

べ，きまりを見つけるこ

とができる。 

対称性の観点から円や

正多角形の特徴を十分

理解している。 

1 

対

称

な

図

形 

④正多角形と対称な図

形 

Ｂ

正多角形や円が，線対称

や点対称であるかどう

かを調べようとしてい

る。 

正多角形や円について，

対称性の観点から考察

し，その特徴を捉えるこ

とができる。 

正多角形や円が，線対称

や点対称であるかどう

かなどを調べることが

できる。 

対称性の観点から円や

正多角形の特徴を理解

している。 

Ａ

ひもの長さの求め方に

ついて話し合う活動に

関心を持ち，話し合い活

動の仕方を改善しよう

としている。 

算数的な表現を用いた

説明の仕方や話し合い

活動の仕方の改善点を

考えることができる。

手際よく算数の説明の

仕方や話し合いの仕方

の改善点をつかむこと

ができる。 

 

算数の説明の仕方や話

し合い活動を充実させ

る方法を理解している。 

● 

み
ん
な
で
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う 

 

Ｂ

ひもの長さの求め方に

ついて話し合う活動に

関心を持ち，話し合い活

動の仕方を調べようと

している。 

算数的な表現を用いた

説明の仕方や話し合い

活動の仕方を考えるこ

とができる。 

 

算数の説明の仕方や話

し合いの仕方のポイン

トをつかむことができ

る。 

算数の説明の仕方や話

し合いの進め方を理解

している。 

Ａ

分数になってもかけ算

を用いることに気づき，

進んで分数のかけ算の

計算の仕方を考えよう

としている。 

分数の乗法の計算の仕

方を，図を使って単位分

数のいくつ分になるか

を考え，筋道を立てて考

えることができる。 

分数の乗法の式で表し，

手際よく計算すること

ができる。 

分数の乗法の意味や計

算の仕方を十分に理解

している。 

2 

分

数

×

分

数 

①分数をかける計算 

Ｂ

分数になってもかけ算

を用いることに気づき，

かけ算の計算の仕方を

考えようとしている。 

分数の乗法の計算の仕

方を，図を使って単位分

数のいくつ分になるか

を考えることができる。

分数の乗法の式で表し，

正しく計算することが

できる。 

分数の乗法の意味や計

算の仕方を理解してい

る。 

1 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

割合を表す分数やいろ

いろな量を表す分数に

関心を持ち，進んで活用

しようとしている。 

割合を表す分数やいろ

いろな量を表す分数を

活用して問題の解き方

を考え，説明することが

できる。 

手際よくいろいろな量

や割合を表す分数を使

って，問題を解決するこ

とができる。 

いろいろな量や割合を

表す分数の意味や積の

大きさについて十分に

理解している。 

 ②分数のかけ算を使っ

て 

Ｂ

割合を表す分数やいろ

いろな量を表す分数に

関心を持ち，活用しよう

としている。 

割合を表す分数やいろ

いろな量を表す分数を

活用して問題の解き方

を考えることができる。

 

いろいろな量や割合を

表す分数を使って，問題

を解決することができ

る。 

いろいろな量や割合を

表す分数の意味や積の

大きさについて理解し

ている。 

Ａ

分数になってもわり算

を用いることに気づき，

進んでわり算の計算の

仕方を考えようとして

いる。 

分数のわり算の計算を

図やわり算の性質を使

って考え，筋道を立てて

考え，説明することがで

きる。 

分数のわり算の式で表

し，手際よく計算するこ

とができる。 

分数の除法の意味や計

算の仕方について，十分

理解している。 

①分数でわる計算 

Ｂ

分数になってもわり算

を用いることに気づき，

わり算の計算の仕方を

考えようとしている。 

分数のわり算の計算を

図やわり算の性質を使

って考え，筋道を立てて

考えることができる。

分数のわり算の式で表

し，正しく計算すること

ができる。 

分数の除法の意味や計

算の仕方を理解してい

る。 

Ａ

割合や時間などを表す

分数を進んで活用しよ

うとしている。 

逆数を使って，わり算を

かけ算で表すことを考

え，説明することができ

る。 

計算のきまりが分数で

も使えることを確かめ，

計算のきまりを使って

手際よく計算できる。

分数の計算のきまりや

商の大きさを十分理解

している。 

3 

分

数

÷

分

数 

②分数のわり算を使っ

て 

Ｂ

割合や時間などを表す

分数を活用しようとし

ている。 

逆数を使って，わり算を

かけ算で表すことを考

えることができる。 

計算のきまりが分数で

も使えることを確かめ，

計算のきまりを使って

計算できる。 

分数の計算のきまりや

商の大きさを理解して

いる。 

Ａ

数量の関係を○や△の

かわりに文字を使って

簡潔な式に表そうとし

ている。 

数量を表す○や△と同

じように捉えて，数量の

関係を文字式で表すこ

とを考え，説明すること

ができる。 

手際よく文字を使って

数量の関係を式に表し

たり，xの値に対応する

y の値を求めたりする

ことができる。 

文字の役割を知り，文字

を使った式のよさを理

解している。 

①文字を使った式 

Ｂ

数量の関係を○や△の

かわりに文字を使って

式に表そうとしている。

数量を表す○や△と同

じように捉えて，数量の

関係を文字式で表すこ

とを考えることができ

る。 

文字を使って数量の関

係を式に表したり，xの

値に対応する y の値を

求めたりすることがで

きる。 

文字の役割を知り，文字

を使って式に表す仕方

を理解している。 

Ａ

自ら進んで文字を使っ

た式から具体的な数量

の関係をよもうとして

いる。 

式の意味を具体的な数

量と対応して考え，図を

使って筋道を立てて説

明することができる。

 

手際よく式が表す意味

を図と結びつけてよむ

ことができる。 

式と図を結びつけて確

実に数量関係を理解し

ている。 

4 

文

字

と

式 

②式のよみ方 

Ｂ

文字を使った式から具

体的な数量の関係をよ

もうとしている。 

式の意味を具体的な数

量と対応して考え，図を

使って説明することが

できる。 

 

式が表す意味を図と結

びつけてよむことがで

きる。 

式と図を結びつけて数

量関係を理解している。 

Ａ

2 つの量の大きさの割

合，2つの数で表す仕方

を，進んで調べようとし

ている。 

比と比の値を関連づけ

て考え，説明することが

できる。 

手際よく 2 つの数量の

大きさを比で表したり，

比の値を求めたりする

ことができる。 

比と比の値の意味を十

分理解している。 
5 

比

と

そ

の

利

用 

①比と比の値 

Ｂ

2 つの量の大きさの割

合，2つの数で表す仕方

を調べようとしている。

比と比の値を関連づけ

て考えることができる。

2 つの数量の大きさを

比で表したり，比の値を

求めたりすることがで

きる。 

比と比の値の意味を理

解している。 

2 

x

x

y

y
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

等しい比があることに

気づき，進んで簡単な整

数の比で表そうとして

いる。 

等しい比の意味を比の

値を根拠に考えたり，等

しい 2 つの比の性質を

見つけたりすることが

できる。 

手際よく等しい比を見

つけたり，比を簡単にし

たりすることができる。 

等しい比の意味を十分

に理解している。 

②等しい比 

Ｂ

等しい比があることに

気づき，できるだけ簡単

な整数の比で表そうと

している。 

等しい比の意味や等し

い 2 つの比の性質を考

えることができる。 

等しい比を見つけたり，

比を簡単にしたりする

ことができる。 

等しい比の意味を理解

している。 

Ａ

比を使って身近な問題

を解決しようとしてい

る。 

比の一方の数量の求め

方や全体の決まった比

の分け方を，何倍になる

かを考えて解き，解き方

を説明することができ

る。 

手際よく，比の一方の数

量を求めたり，全体を決

まった数量に分けたり

することができる。 

比の前項と後項，部分と

全体の割合の関係を十

分に理解している。 

 

③比を使った問題 

Ｂ

比を使って問題を解決

しようとしている。 

比の一方の数量の求め

方や全体の決まった比

の分け方を，何倍になる

かを考えて解くことが

できる。 

比の一方の数量を求め

たり，全体を決まった数

量に分けたりすること

ができる。 

比の前項と後項，部分と

全体の割合の関係を理

解している。 

Ａ

拡大した図形や縮小し

た図形に関心を持ち，進

んで調べようとしてい

る。 

拡大図や縮図になって

いるか，対応する辺の長

さの比や角の大きさに

着目して考え，説明する

ことができる。 

手際よく対応する辺の

長さや角の大きさを調

べて，拡大図や縮図の性

質を調べ，まとめること

ができる。 

拡大図，縮図の意味や性

質を十分理解している。 

①拡大図と縮図 

Ｂ

拡大した図形や縮小し

た図形に関心を持ち，調

べようとしている。 

拡大図や縮図になって

いるか，対応する辺の長

さの比や角の大きさに

着目して考えることが

できる。 

対応する辺の長さや角

の大きさを調べて，拡大

図や縮図の性質を調べ

ることができる。 

拡大図，縮図の意味や性

質を理解している。 

Ａ

辺の長さの比や角の大

きさに着目して，拡大図

や縮図のかき方を進ん

で考えようとしている。

合同な図形のかき方を

活用して拡大図や縮図

のかき方を考え，それを

説明することができる。

手際よく拡大図や縮図

をかき，確かめることが

できる。 

拡大図や縮図のかき方

を十分理解している。 

②拡大図と縮図のかき

方 

Ｂ

辺の長さの比や角の大

きさに着目して，拡大図

や縮図のかき方を考え

ようとしている。  

合同な図形のかき方を

活用して拡大図や縮図

のかき方を考えること

ができる。 

拡大図や縮図をかき，確

かめることができる。

拡大図や縮図のかき方

を理解している。 

Ａ

具体的な場面で縮図が

活用できることに気づ

き，進んで縮図を活用し

ようとしている。 

実際には測定が難しい

長さを縮図を利用して

求めることを考え，それ

を説明することができ

る。 

縮図をかいて，実際には

測定が難しい長さなど

を正確に測ることがで

きる。 

縮図の利用の仕方を確

実に理解している。 

6 

図

形

の

拡

大

と

縮

小 

③縮図の利用 

Ｂ

具体的な場面で縮図が

活用できることに気づ

き，縮図を活用しようと

している。 

実際には測定が難しい

長さを縮図を利用して

求めることを考えるこ

とができる。 

縮図を使って，実際には

測定が難しい長さなど

を測ることができる。

縮図の利用の仕方を理

解している。 

Ａ

どんな計算になるのか，

式をかき，そのわけを考

えて説明しようとして

いる。 

表した式のわけを，線分

図や既習の言葉の式を

使って考え，説明するこ

とができる。 

 

手際よく式に表すこと

ができる。 

分数の乗除計算の意味

を十分理解している。 
● 
ど
ん
な
計
算
に
な
る
の
か
な 

 

Ｂ

どんな計算になるのか，

式に表し，そのわけを考

えようとしている。 

 

表した式のわけを，線分

図や既習の言葉の式を

使って考えることがで

きる。 

どんな計算になるのか，

式に表すことができる。 

 

分数の乗除計算の意味

を理解している。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

順序よく調べ，ちょうど

よい場合を進んで見つ

けようとしている。 

表を使って順序よく調

べ，ちょうどよい場合を

筋道立てて考え，説明す

ることができる。 

 

表を使って順序よく調

べ，ちょうどよい場合を

手際よく見つけること

ができる。 

順序よく調べ，ちょうど

よい場合を見つける思

考方法を十分に理解し

ている。 

◎ 

場 

合 

を 

あ 

げ 

て 

調 

べ 

て 

 

Ｂ

順序よく調べ，ちょうど

よい場合を見つけよう

としている。 

表を使って順序よく調

べ，ちょうどよい場合を

考えることができる。

表を使って順序よく調

べ，ちょうどよい場合を

見つけることができる。 

 

順序よく調べ，ちょうど

よい場合を見つける思

考方法を理解している。 

Ａ

不思議なひき算に関心

を持ち，いくつかの数で

進んで調べようとして

いる。 

不思議なひき算のきま

りを，他の桁数でも発展

的に考えることができ

る。 

手際よく計算の手順に

従って不思議なひき算

を調べることができる。 

 

カプレカ数の意味を確

実に理解している。 

 

● 

算

数

の

自

由

研

究 

 

Ｂ

不思議なひき算に関心

を持ち，いくつかの数で

調べようとしている。 

 

不思議なひき算の性質

を，他の３桁の数でも調

べることを考えること

ができる。 

計算の手順通り，不思議

なひき算を調べること

ができる。 

 

カプレカ数の意味を理

解している。 

Ａ

速さについて関心を持

ち，進んで速さの比べ方

を考えようとしている。

既習の単位量当たりの

考えを基に速さの比べ

方を考え，説明すること

ができる。 

手際よく速さを求める

公式を使って，道のりや

時間を求めることがで

きる。 

速さの意味や表し方，速

さを求める公式を十分

に理解している。 

7 

速

さ 

 

Ｂ

速さについて関心を持

ち，速さの比べ方を考え

ようとしている。 

単位量当たりの考えを

基に速さの比べ方を考

えることができる。 

 

速さを求める公式を使

って，道のりや時間を求

めることができる。 

速さの意味や表し方，速

さを求める公式を理解

している。 

Ａ

出会ったり，追いついた

りする問題を，表にかい

て変わり方のきまりを

見つけて解こうとして

いる。 

時間がたつにつれて距

離がどのように変わる

かを表にかいてきまり

を見つけて解き，説明す

ることができる。 

2人が，何分後に出会っ

たり，追いついたりする

か手際よく求めること

ができる。 

変わり方のきまりを見

つけて解く思考の方法

を十分理解している。 

◎ 

変 

わ 

り 

方 

を

調

べ 

て 

(1) 

 

Ｂ

出会ったり，追いついた

りする問題を，変わり方

のきまりを見つけて解

こうとしている。 

時間がたつにつれて距

離がどのように変わる

か，表にかいてきまりを

見つけて解くことがで

きる。 

2人が，何分後に出会っ

たり，追いついたりする

かを表にかいて求める

ことができる。 

変わり方のきまりを見

つけて解く思考の方法

を理解している。 

Ａ

伴って変わる 2 つの量

について，進んで表，式，

グラフに表して調べて

いこうとしている。 

比例する 2 つの量につ

いて，変化や対応の見方

から特徴を考え，説明す

ることができる。 

比例する 2 つの数量を

手際よく表に表したり，

式に表したり，グラフに

表したりすることがで

きる。 

比例の意味や性質，比例

の式，比例のグラフを十

分に理解している。 

①比例 

Ｂ

伴って変わる 2 つの量

について，表，式，グラ

フに表して調べていこ

うとしている。 

比例する 2 つの量につ

いて，変化や対応の見方

から特徴を考えること

ができる。 

比例する 2 つの数量を

表に表したり，式に表し

たり，グラフに表したり

することができる。 

比例の意味や性質，比例

の式，比例のグラフを理

解している。 

Ａ

身の回りの問題を，進ん

で比例を使って解決し

ようとしている。 

比例する 2 つの数量に

着目し，変化や対応の見

方を活用して，問題解決

の仕方を考え，説明する

ことができる。 

比例を使って，手際よく

身の回りの問題を解決

することができる。 

比例の活用の仕方を十

分に理解している。 

8 

比

例

と

反

比

例 

②比例を使って 

Ｂ

身の回りの問題を，比例

を使って解決しようと

している。 

比例する 2 つの数量に

着目し，変化や対応の見

方を活用して，問題解決

の仕方を考えることが

できる。 

比例を使って，身の回り

の問題を解決すること

ができる。 

比例の活用の仕方を理

解している。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

等しい比があることに

気づき，進んで簡単な整

数の比で表そうとして

いる。 

等しい比の意味を比の

値を根拠に考えたり，等

しい 2 つの比の性質を

見つけたりすることが

できる。 

手際よく等しい比を見

つけたり，比を簡単にし

たりすることができる。 

等しい比の意味を十分

に理解している。 

②等しい比 

Ｂ

等しい比があることに

気づき，できるだけ簡単

な整数の比で表そうと

している。 

等しい比の意味や等し

い 2 つの比の性質を考

えることができる。 

等しい比を見つけたり，

比を簡単にしたりする

ことができる。 

等しい比の意味を理解

している。 

Ａ

比を使って身近な問題

を解決しようとしてい

る。 

比の一方の数量の求め

方や全体の決まった比

の分け方を，何倍になる

かを考えて解き，解き方

を説明することができ

る。 

手際よく，比の一方の数

量を求めたり，全体を決

まった数量に分けたり

することができる。 

比の前項と後項，部分と

全体の割合の関係を十

分に理解している。 

 

③比を使った問題 

Ｂ

比を使って問題を解決

しようとしている。 

比の一方の数量の求め

方や全体の決まった比

の分け方を，何倍になる

かを考えて解くことが

できる。 

比の一方の数量を求め

たり，全体を決まった数

量に分けたりすること

ができる。 

比の前項と後項，部分と

全体の割合の関係を理

解している。 

Ａ

拡大した図形や縮小し

た図形に関心を持ち，進

んで調べようとしてい

る。 

拡大図や縮図になって

いるか，対応する辺の長

さの比や角の大きさに

着目して考え，説明する

ことができる。 

手際よく対応する辺の

長さや角の大きさを調

べて，拡大図や縮図の性

質を調べ，まとめること

ができる。 

拡大図，縮図の意味や性

質を十分理解している。 

①拡大図と縮図 

Ｂ

拡大した図形や縮小し

た図形に関心を持ち，調

べようとしている。 

拡大図や縮図になって

いるか，対応する辺の長

さの比や角の大きさに

着目して考えることが

できる。 

対応する辺の長さや角

の大きさを調べて，拡大

図や縮図の性質を調べ

ることができる。 

拡大図，縮図の意味や性

質を理解している。 

Ａ

辺の長さの比や角の大

きさに着目して，拡大図

や縮図のかき方を進ん

で考えようとしている。

合同な図形のかき方を

活用して拡大図や縮図

のかき方を考え，それを

説明することができる。

手際よく拡大図や縮図

をかき，確かめることが

できる。 

拡大図や縮図のかき方

を十分理解している。 

②拡大図と縮図のかき

方 

Ｂ

辺の長さの比や角の大

きさに着目して，拡大図

や縮図のかき方を考え

ようとしている。  

合同な図形のかき方を

活用して拡大図や縮図

のかき方を考えること

ができる。 

拡大図や縮図をかき，確

かめることができる。

拡大図や縮図のかき方

を理解している。 

Ａ

具体的な場面で縮図が

活用できることに気づ

き，進んで縮図を活用し

ようとしている。 

実際には測定が難しい

長さを縮図を利用して

求めることを考え，それ

を説明することができ

る。 

縮図をかいて，実際には

測定が難しい長さなど

を正確に測ることがで

きる。 

縮図の利用の仕方を確

実に理解している。 

6 

図

形

の

拡

大

と

縮

小 

③縮図の利用 

Ｂ

具体的な場面で縮図が

活用できることに気づ

き，縮図を活用しようと

している。 

実際には測定が難しい

長さを縮図を利用して

求めることを考えるこ

とができる。 

縮図を使って，実際には

測定が難しい長さなど

を測ることができる。

縮図の利用の仕方を理

解している。 

Ａ

どんな計算になるのか，

式をかき，そのわけを考

えて説明しようとして

いる。 

表した式のわけを，線分

図や既習の言葉の式を

使って考え，説明するこ

とができる。 

 

手際よく式に表すこと

ができる。 

分数の乗除計算の意味

を十分理解している。 
● 
ど
ん
な
計
算
に
な
る
の
か
な 

 

Ｂ

どんな計算になるのか，

式に表し，そのわけを考

えようとしている。 

 

表した式のわけを，線分

図や既習の言葉の式を

使って考えることがで

きる。 

どんな計算になるのか，

式に表すことができる。 

 

分数の乗除計算の意味

を理解している。 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

順序よく調べ，ちょうど

よい場合を進んで見つ

けようとしている。 

表を使って順序よく調

べ，ちょうどよい場合を

筋道立てて考え，説明す

ることができる。 

 

表を使って順序よく調

べ，ちょうどよい場合を

手際よく見つけること

ができる。 

順序よく調べ，ちょうど

よい場合を見つける思

考方法を十分に理解し

ている。 

◎ 

場 

合 

を 

あ 

げ 

て 

調 

べ 

て 

 

Ｂ

順序よく調べ，ちょうど

よい場合を見つけよう

としている。 

表を使って順序よく調

べ，ちょうどよい場合を

考えることができる。

表を使って順序よく調

べ，ちょうどよい場合を

見つけることができる。 

 

順序よく調べ，ちょうど

よい場合を見つける思

考方法を理解している。 

Ａ

不思議なひき算に関心

を持ち，いくつかの数で

進んで調べようとして

いる。 

不思議なひき算のきま

りを，他の桁数でも発展

的に考えることができ

る。 

手際よく計算の手順に

従って不思議なひき算

を調べることができる。 

 

カプレカ数の意味を確

実に理解している。 

 

● 

算

数

の

自

由

研

究 

 

Ｂ

不思議なひき算に関心

を持ち，いくつかの数で

調べようとしている。 

 

不思議なひき算の性質

を，他の３桁の数でも調

べることを考えること

ができる。 

計算の手順通り，不思議

なひき算を調べること

ができる。 

 

カプレカ数の意味を理

解している。 

Ａ

速さについて関心を持

ち，進んで速さの比べ方

を考えようとしている。

既習の単位量当たりの

考えを基に速さの比べ

方を考え，説明すること

ができる。 

手際よく速さを求める

公式を使って，道のりや

時間を求めることがで

きる。 

速さの意味や表し方，速

さを求める公式を十分

に理解している。 

7 

速

さ 

 

Ｂ

速さについて関心を持

ち，速さの比べ方を考え

ようとしている。 

単位量当たりの考えを

基に速さの比べ方を考

えることができる。 

 

速さを求める公式を使

って，道のりや時間を求

めることができる。 

速さの意味や表し方，速

さを求める公式を理解

している。 

Ａ

出会ったり，追いついた

りする問題を，表にかい

て変わり方のきまりを

見つけて解こうとして

いる。 

時間がたつにつれて距

離がどのように変わる

かを表にかいてきまり

を見つけて解き，説明す

ることができる。 

2人が，何分後に出会っ

たり，追いついたりする

か手際よく求めること

ができる。 

変わり方のきまりを見

つけて解く思考の方法

を十分理解している。 

◎ 

変 

わ 

り 

方 

を

調

べ 

て 

(1) 

 

Ｂ

出会ったり，追いついた

りする問題を，変わり方

のきまりを見つけて解

こうとしている。 

時間がたつにつれて距

離がどのように変わる

か，表にかいてきまりを

見つけて解くことがで

きる。 

2人が，何分後に出会っ

たり，追いついたりする

かを表にかいて求める

ことができる。 

変わり方のきまりを見

つけて解く思考の方法

を理解している。 

Ａ

伴って変わる 2 つの量

について，進んで表，式，

グラフに表して調べて

いこうとしている。 

比例する 2 つの量につ

いて，変化や対応の見方

から特徴を考え，説明す

ることができる。 

比例する 2 つの数量を

手際よく表に表したり，

式に表したり，グラフに

表したりすることがで

きる。 

比例の意味や性質，比例

の式，比例のグラフを十

分に理解している。 

①比例 

Ｂ

伴って変わる 2 つの量

について，表，式，グラ

フに表して調べていこ

うとしている。 

比例する 2 つの量につ

いて，変化や対応の見方

から特徴を考えること

ができる。 

比例する 2 つの数量を

表に表したり，式に表し

たり，グラフに表したり

することができる。 

比例の意味や性質，比例

の式，比例のグラフを理

解している。 

Ａ

身の回りの問題を，進ん

で比例を使って解決し

ようとしている。 

比例する 2 つの数量に

着目し，変化や対応の見

方を活用して，問題解決

の仕方を考え，説明する

ことができる。 

比例を使って，手際よく

身の回りの問題を解決

することができる。 

比例の活用の仕方を十

分に理解している。 

8 

比

例

と

反

比

例 

②比例を使って 

Ｂ

身の回りの問題を，比例

を使って解決しようと

している。 

比例する 2 つの数量に

着目し，変化や対応の見

方を活用して，問題解決

の仕方を考えることが

できる。 

比例を使って，身の回り

の問題を解決すること

ができる。 

比例の活用の仕方を理

解している。 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

自ら比例と同じように，

伴って変わる 2 つの量

について，進んで表，式，

グラフに表して調べて

いこうとしている。 

反比例する 2 つの量に

ついて，変化や対応の見

方から特徴を考え，説明

することができる。 

反比例する 2 つの数量

を手際よく表に表した

り，式に表したり，グラ

フに表したりすること

ができる。 

反比例の意味や性質，反

比例の式，反比例のグラ

フを十分に理解してい

る。 

 ③反比例 

Ｂ

伴って変わる 2 つの量

について，表，式，グラ

フに表して調べていこ

うとしている。 

反比例する 2 つの量に

ついて，変化や対応の見

方から特徴を考えるこ

とができる。 

反比例する 2 つの数量

を表に表したり，式に表

したり，グラフに表した

りすることができる。

反比例の意味や性質，反

比例の式，反比例のグラ

フを理解している。 

Ａ

基本的な三角形や四角

形の対称性に関心を持

ち，進んで調べようとし

ている。 

基本的な三角形や四角

形を対称性から考察し

てその特徴を整理し，説

明できる。 

基本的な三角形や四角

形が，線対称や点対称に

なっているかどうかを

手際よく調べることが

できる。 

基本的な三角形や四角

形を対称性の観点から

十分理解している。 

1 対称な図形 

ステップ 

Ｂ

基本的な三角形や四角

形の対称性に関心を持

ち調べようとしている。

 

基本的な三角形や四角

形を対称性から考察し，

表に整理できる。 

基本的な三角形や四角

形が，線対称や点対称に

なっているかどうかを

調べることができる。

基本的な三角形や四角

形が線対称や点対称に

なっているかどうかを

理解している。 

Ａ

回してぴったり重なる

形に関心を持ち，進んで

何度回して重なるかを

調べようとしている。 

回してぴったり重なる

形に着目して調べ，点対

称は回転図形の特殊な

場合であることに気づ

く。 

何度回してぴったり重

なるかを手際よく調べ

ることができる。 

点対称の他にいろいろ

回してぴったり重なる

形があることを理解し

ている。 

1 対称な図形 

ジャンプ 

Ｂ

回してぴったり重なる

形に関心を持ち，調べよ

うとしている。 

180°以外に回してぴ

ったり重なる形の対称

性に着目し，何度で重な

るかを考えることがで

きる。 

何度回してぴったり重

なるかを調べることが

できる。 

点対称の他に回してぴ

ったり重なる形がある

ことを理解している。 

Ａ

数字カードを使った分

数計算ゲームに関心を

持ち，進んでゲームに取

り組もうとしている。 

分数の乗除の計算の仕

方を，既習事項を活用し

て考え，説明することが

できる。 

分数の乗除計算を手際

よくできる。 

 

分数の乗除計算の仕方

を十分理解している。 

 

3 分数÷分数 

ステップ 

Ｂ

数字カードを使った分

数計算ゲームに関心を

持ち，ゲームに取り組も

うとしている。 

分数の乗除の計算の仕

方を，既習事項を活用し

て考えることができる。

分数の乗除計算ができ

る。 

分数の乗除計算の仕方

を理解している。 

Ａ

わってもひいても答え

が同じになる分数に関

心を持ち，進んで見つけ

ようとしている。 

わってもひいても答え

が同じになる分数のき

まりを見つけて考える

ことができる。 

手際よくわってもひい

ても答えが同じになる

分数を手際よく作るこ

とができる。 

わってもひいても答え

が同じになる分数があ

ることを十分理解して

いる。 

3 分数÷分数 

ジャンプ 

Ｂ

わってもひいても答え

が同じになる分数に関

心を持ち見つけようと

している。 

試行錯誤的にわっても

ひいても答えが同じに

なる分数を考えること

ができる。 

わってもひいても答え

が同じになる分数を作

ることができる。 

 

わってもひいても答え

が同じになる分数があ

ることを理解している。 

 

Ａ

玉の箱つめコースや長

方形作りのコースの問

題に進んで取り組もう

としている。 

箱つめ問題を部分と全

体の比を考えたり，長方

形作りの問題を等しい

比を活用して考えたり

することができる。 

手際よく玉の箱つめコ

ースや長方形作りのコ

ースの問題を解決でき

る。 

全体を決まった比に分

ける方法や等しい比の

利用の仕方を十分に理

解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

5 比とその利用 

ステップ 

Ｂ

玉の箱つめコースや長

方形作りのコースの問

題に取り組もうとして

いる。 

図を使って箱つめ問題

を部分と全体の比を考

え，長方形作りの問題を

等しい比を活用して考

えることができる。 

玉の箱つめコースや長

方形作りのコースの問

題を解決できる。 

全体を決まった比に分

ける方法や等しい比の

利用の仕方を理解して

いる。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

3 つの数の比の問題に

関心を持ち，進んで全体

を 3 つに分けようとし

ている。 

全体を決まった 2 つの

比に分けた考えを基に，

発展的に全体を決まっ

た 3 つの比に分けるこ

とを考えることができ

る。 

3 つの数の比を基にし

て，手際よく全体を 3

つに分けようとする。

3 つの数の比の意味を

確実に理解している。 

5 比とその利用 

ジャンプ 

Ｂ

3 つの数の比の問題に

関心を持ち，全体を３つ

に分けようとしている。

図を使って，全体を決ま

った 2 つの比に分けた

考えを基に，発展的に全

体を決まった 3 つの比

に分けることを考える

ことができる。 

3 つの数の比を基にし

て，全体を3つに分けよ

うとする。 

3 つの数の比の意味を

理解している。 

Ａ

くもの巣になるような

形をきっかけにして，図

形の中の 1 点を中心に

縮図や拡大図をかこう

としている。 

図形の内部の１点から

同じ倍率で直線を伸ば

して縮図や拡大図をか

くことを考え，説明する

ことができる。 

図形の内部の１点から

同じ倍率で直線を伸ば

して指定された縮図や

拡大図を手際よくかく

ことができる。 

図形の内部の 1 点を中

心にした縮図や拡大図

のかき方を理解してい

る。 

 

6 図形の拡大と縮小 

ステップ 

Ｂ

図形の中の 1 点を中心

に縮図や拡大図をかこ

うとしている。 

中心から同じ倍率で直

線を伸ばして縮図や拡

大図をかくことを考え

ることができる。 

中心から同じ倍率で直

線を伸ばして指定され

た縮図や拡大図をかく

ことができる。 

六角形の中心を基にし

た縮図や拡大図のかき

方を理解している。 

 

Ａ

身の回りの用紙の比に

関心をもち，進んで何倍

になるかを調べようと

している。 

既習の比を使って，いろ

いろなサイズの紙の大

きさの倍率を調べるこ

とができる。 

Ａ判用紙やＢ判用紙の

紙の倍率を手際よく調

べることができる。 

紙の大きさであるＡ判

やＢ判の意味を十分理

解している。 

 

6 図形の拡大と縮小 

ジャンプ 

Ｂ

身の回りの用紙の比に

関心をもち，何倍になる

かを調べようとしてい

る。 

既習の比を使って，Ｂ４

の紙は，Ｂ５の用紙の何

倍になるかを考えるこ

とができる。 

Ａ判用紙やＢ判用紙の

紙の倍率を調べること

ができる。 

紙の大きさであるＡ判

やＢ判の意味を理解し

ている。 

Ａ

日本旅行の問題を進ん

で考えようとしている。

出発地と目的地を決め，

速さを求める公式を使

って，道のりや時間の求

め方を考え，説明するこ

とができる。 

日本旅行にまつわる問

題を手際よく速さを求

める公式を使って，解決

することができる。 

速さを求める公式の活

用方法を十分理解して

いる。 

7 速さ 

ステップ 

Ｂ

日本旅行の問題を考え

ようとしている。 

出発地と目的地を決め，

速さを求める公式を使

って，道のりや時間の求

め方を考えることがで

きる。 

日本旅行にまつわる問

題を，速さを求める公式

を使って解決すること

ができる。 

速さを求める公式を理

解している。 

Ａ

地球から月までの時間

に関心を持ち，月旅行の

問題を進んで調べよう

としている。 

地球から月までの時間

を，時間を求める公式を

使って考え，説明するこ

とができる。 

地球から月までの時間

を，いろいろな方法で手

際よく調べることがで

きる。 

時間を求める公式や秒

速と時速の関係を十分

理解している。 

7 速さ 

ジャンプ 

Ｂ

地球から月までの時間

に関心を持ち，月旅行の

問題を調べようとして

いる。 

地球から月までの時間

を，時間を求める公式を

使って考えることがで

きる。 

地球から月までの時間

を，いろいろな方法で調

べることができる。 

時間を求める公式や秒

速と時速の関係を理解

している。 

Ａ

乗り物の走った時間と

道のりの関係を進んで

調べようとしている。 

速さとグラフの傾きの

関係を考え，説明するこ

とができる。 

手際よく乗り物の走っ

た時間と道のりの関係

を表やグラフに表すこ

とができる。 

時間・道のりは比例関係

にあることを十分に理

解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

8 比例と反比例 

ステップ 

Ｂ

乗り物の走った時間と

道のりの関係を調べよ

うとしている。 

速さとグラフの傾きの

関係を考えることがで

きる。 

乗り物の走った時間と

道のりの関係を表やグ

ラフに表すことができ

る。 

時間・道のりは比例関係

にあることを理解して

いる。 

6 
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Ａ

自ら比例と同じように，

伴って変わる 2 つの量

について，進んで表，式，

グラフに表して調べて

いこうとしている。 

反比例する 2 つの量に

ついて，変化や対応の見

方から特徴を考え，説明

することができる。 

反比例する 2 つの数量

を手際よく表に表した

り，式に表したり，グラ

フに表したりすること

ができる。 

反比例の意味や性質，反

比例の式，反比例のグラ

フを十分に理解してい

る。 

 ③反比例 

Ｂ

伴って変わる 2 つの量

について，表，式，グラ

フに表して調べていこ

うとしている。 

反比例する 2 つの量に

ついて，変化や対応の見

方から特徴を考えるこ

とができる。 

反比例する 2 つの数量

を表に表したり，式に表

したり，グラフに表した

りすることができる。

反比例の意味や性質，反

比例の式，反比例のグラ

フを理解している。 

Ａ

基本的な三角形や四角

形の対称性に関心を持

ち，進んで調べようとし

ている。 

基本的な三角形や四角

形を対称性から考察し

てその特徴を整理し，説

明できる。 

基本的な三角形や四角

形が，線対称や点対称に

なっているかどうかを

手際よく調べることが

できる。 

基本的な三角形や四角

形を対称性の観点から

十分理解している。 

1 対称な図形 

ステップ 

Ｂ

基本的な三角形や四角

形の対称性に関心を持

ち調べようとしている。

 

基本的な三角形や四角

形を対称性から考察し，

表に整理できる。 

基本的な三角形や四角

形が，線対称や点対称に

なっているかどうかを

調べることができる。

基本的な三角形や四角

形が線対称や点対称に

なっているかどうかを

理解している。 

Ａ

回してぴったり重なる

形に関心を持ち，進んで

何度回して重なるかを

調べようとしている。 

回してぴったり重なる

形に着目して調べ，点対

称は回転図形の特殊な

場合であることに気づ

く。 

何度回してぴったり重

なるかを手際よく調べ

ることができる。 

点対称の他にいろいろ

回してぴったり重なる

形があることを理解し

ている。 

1 対称な図形 

ジャンプ 

Ｂ

回してぴったり重なる

形に関心を持ち，調べよ

うとしている。 

180°以外に回してぴ

ったり重なる形の対称

性に着目し，何度で重な

るかを考えることがで

きる。 

何度回してぴったり重

なるかを調べることが

できる。 

点対称の他に回してぴ

ったり重なる形がある

ことを理解している。 

Ａ

数字カードを使った分

数計算ゲームに関心を

持ち，進んでゲームに取

り組もうとしている。 

分数の乗除の計算の仕

方を，既習事項を活用し

て考え，説明することが

できる。 

分数の乗除計算を手際

よくできる。 

 

分数の乗除計算の仕方

を十分理解している。 

 

3 分数÷分数 

ステップ 

Ｂ

数字カードを使った分

数計算ゲームに関心を

持ち，ゲームに取り組も

うとしている。 

分数の乗除の計算の仕

方を，既習事項を活用し

て考えることができる。

分数の乗除計算ができ

る。 

分数の乗除計算の仕方

を理解している。 

Ａ

わってもひいても答え

が同じになる分数に関

心を持ち，進んで見つけ

ようとしている。 

わってもひいても答え

が同じになる分数のき

まりを見つけて考える

ことができる。 

手際よくわってもひい

ても答えが同じになる

分数を手際よく作るこ

とができる。 

わってもひいても答え

が同じになる分数があ

ることを十分理解して

いる。 

3 分数÷分数 

ジャンプ 

Ｂ

わってもひいても答え

が同じになる分数に関

心を持ち見つけようと

している。 

試行錯誤的にわっても

ひいても答えが同じに

なる分数を考えること

ができる。 

わってもひいても答え

が同じになる分数を作

ることができる。 

 

わってもひいても答え

が同じになる分数があ

ることを理解している。 

 

Ａ

玉の箱つめコースや長

方形作りのコースの問

題に進んで取り組もう

としている。 

箱つめ問題を部分と全

体の比を考えたり，長方

形作りの問題を等しい

比を活用して考えたり

することができる。 

手際よく玉の箱つめコ

ースや長方形作りのコ

ースの問題を解決でき

る。 

全体を決まった比に分

ける方法や等しい比の

利用の仕方を十分に理

解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

5 比とその利用 

ステップ 

Ｂ

玉の箱つめコースや長

方形作りのコースの問

題に取り組もうとして

いる。 

図を使って箱つめ問題

を部分と全体の比を考

え，長方形作りの問題を

等しい比を活用して考

えることができる。 

玉の箱つめコースや長

方形作りのコースの問

題を解決できる。 

全体を決まった比に分

ける方法や等しい比の

利用の仕方を理解して

いる。 

5 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

3 つの数の比の問題に

関心を持ち，進んで全体

を 3 つに分けようとし

ている。 

全体を決まった 2 つの

比に分けた考えを基に，

発展的に全体を決まっ

た 3 つの比に分けるこ

とを考えることができ

る。 

3 つの数の比を基にし

て，手際よく全体を 3

つに分けようとする。

3 つの数の比の意味を

確実に理解している。 

5 比とその利用 

ジャンプ 

Ｂ

3 つの数の比の問題に

関心を持ち，全体を３つ

に分けようとしている。

図を使って，全体を決ま

った 2 つの比に分けた

考えを基に，発展的に全

体を決まった 3 つの比

に分けることを考える

ことができる。 

3 つの数の比を基にし

て，全体を3つに分けよ

うとする。 

3 つの数の比の意味を

理解している。 

Ａ

くもの巣になるような

形をきっかけにして，図

形の中の 1 点を中心に

縮図や拡大図をかこう

としている。 

図形の内部の１点から

同じ倍率で直線を伸ば

して縮図や拡大図をか

くことを考え，説明する

ことができる。 

図形の内部の１点から

同じ倍率で直線を伸ば

して指定された縮図や

拡大図を手際よくかく

ことができる。 

図形の内部の 1 点を中

心にした縮図や拡大図

のかき方を理解してい

る。 

 

6 図形の拡大と縮小 

ステップ 

Ｂ

図形の中の 1 点を中心

に縮図や拡大図をかこ

うとしている。 

中心から同じ倍率で直

線を伸ばして縮図や拡

大図をかくことを考え

ることができる。 

中心から同じ倍率で直

線を伸ばして指定され

た縮図や拡大図をかく

ことができる。 

六角形の中心を基にし

た縮図や拡大図のかき

方を理解している。 

 

Ａ

身の回りの用紙の比に

関心をもち，進んで何倍

になるかを調べようと

している。 

既習の比を使って，いろ

いろなサイズの紙の大

きさの倍率を調べるこ

とができる。 

Ａ判用紙やＢ判用紙の

紙の倍率を手際よく調

べることができる。 

紙の大きさであるＡ判

やＢ判の意味を十分理

解している。 

 

6 図形の拡大と縮小 

ジャンプ 

Ｂ

身の回りの用紙の比に

関心をもち，何倍になる

かを調べようとしてい

る。 

既習の比を使って，Ｂ４

の紙は，Ｂ５の用紙の何

倍になるかを考えるこ

とができる。 

Ａ判用紙やＢ判用紙の

紙の倍率を調べること

ができる。 

紙の大きさであるＡ判

やＢ判の意味を理解し

ている。 

Ａ

日本旅行の問題を進ん

で考えようとしている。

出発地と目的地を決め，

速さを求める公式を使

って，道のりや時間の求

め方を考え，説明するこ

とができる。 

日本旅行にまつわる問

題を手際よく速さを求

める公式を使って，解決

することができる。 

速さを求める公式の活

用方法を十分理解して

いる。 

7 速さ 

ステップ 

Ｂ

日本旅行の問題を考え

ようとしている。 

出発地と目的地を決め，

速さを求める公式を使

って，道のりや時間の求

め方を考えることがで

きる。 

日本旅行にまつわる問

題を，速さを求める公式

を使って解決すること

ができる。 

速さを求める公式を理

解している。 

Ａ

地球から月までの時間

に関心を持ち，月旅行の

問題を進んで調べよう

としている。 

地球から月までの時間

を，時間を求める公式を

使って考え，説明するこ

とができる。 

地球から月までの時間

を，いろいろな方法で手

際よく調べることがで

きる。 

時間を求める公式や秒

速と時速の関係を十分

理解している。 

7 速さ 

ジャンプ 

Ｂ

地球から月までの時間

に関心を持ち，月旅行の

問題を調べようとして

いる。 

地球から月までの時間

を，時間を求める公式を

使って考えることがで

きる。 

地球から月までの時間

を，いろいろな方法で調

べることができる。 

時間を求める公式や秒

速と時速の関係を理解

している。 

Ａ

乗り物の走った時間と

道のりの関係を進んで

調べようとしている。 

速さとグラフの傾きの

関係を考え，説明するこ

とができる。 

手際よく乗り物の走っ

た時間と道のりの関係

を表やグラフに表すこ

とができる。 

時間・道のりは比例関係

にあることを十分に理

解している。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

8 比例と反比例 

ステップ 

Ｂ

乗り物の走った時間と

道のりの関係を調べよ

うとしている。 

速さとグラフの傾きの

関係を考えることがで

きる。 

乗り物の走った時間と

道のりの関係を表やグ

ラフに表すことができ

る。 

時間・道のりは比例関係

にあることを理解して

いる。 

6 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

時間と道のりの関係を

表すグラフに関心を持

ち，グラフを進んで読も

うとしている。 

目的に応じてグラフを

読み，グラフの傾きや交

点に着目して問題解決

の仕方を考え，説明する

ことができる。 

目的に応じて手際よく

グラフを読み，問題を解

決することができる。

目的に応じたグラフの

読みを十分理解してい

る。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

8 比例と反比例 

ジャンプ 

Ｂ

時間と道のりの関係を

表すグラフに関心を持

ち，グラフを読もうとし

ている。 

目的に応じてグラフを

読み，グラフの傾きや交

点に着目して問題の解

決の仕方を考えること

ができる。 

目的に応じてグラフを

読み，問題を解決するこ

とができる。 

目的に応じたグラフの

読みを理解している。 

 

7 
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評価の観点と評価規準 6 年下 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

円の面積を見当づけ，既

習の図形に直して面積

を求め，円の面積の公式

を作ろうとしている。 

逐次近似的に考えて円

の面積を見当づけ，既習

の図形に帰着させて面

積の求め方を考え，説明

することができる。 

 

面積の公式を使って手

際よくいろいろな円の

面積を求めることがで

きる。 

円の面積の公式を確実

に理解している。 
9 

円

の

面

積 

 

Ｂ

円の面積を見当づけ，既

習の図形に直して面積

を求めようとしている。

逐次近似的に考えて円

の面積を見当づけ，既習

の図形に帰着させて面

積の求め方を考えるこ

とができる。 

 

円の面積の公式を使っ

て面積を求めることが

できる。 

円の面積の公式を理解

している。 

Ａ

自ら今まで学んだ小数

や分数の計算を振り返

ってまとめようとして

いる。 

 

小数や分数の計算の仕

方を，整数の計算と関連

づけて筋道立てて説明

することができる。 

 

小数や分数の計算の仕

方を手際よくまとめる

ことができる。 

 

小数や分数の計算の仕

方を整数の場合と関連

づけて統合的に理解し

ている。 

 

10 

小
数
や
分
数
の
計
算
の
ま
と
め 

 

Ｂ

今まで学んだ小数や分

数の計算を振り返って

まとめようとしている。

 

小数や分数の計算の仕

方を，整数の計算と関連

づけて説明することが

できる。 

小数や分数の計算の仕

方をまとめることがで

きる。 

 

小数や分数の計算の仕

方を整数と関連づけて

理解している。 

 

Ａ

角柱や円柱の体積を進

んで求めようとしてい

る。 

 

 

四角柱と同じように，底

面積×高さを活用し

て，三角柱や円柱の体積

の求め方を演繹的に考

えることができる。 

角柱や円柱の体積を手

際よく求めることがで

きる。 

 

角柱や円柱の体積の求

め方を確実に理解して

いる。 

 

11 

立

体

の

体

積 

 

Ｂ

角柱や円柱の体積を求

めようとしている。 

 

 

四角柱と同じように，底

面積×高さを活用し

て，三角柱や円柱の体積

の求め方を考えること

ができる。 

角柱や円柱の体積を求

めることができる。 

 

 

角柱や円柱の体積の求

め方を理解している。 

 

 

Ａ

身の回りのおよその形

を考えて，進んでおよそ

の面積や体積を求めよ

うとしている。 

既習の面積や体積の公

式を使えるおよその形

と見て，面積や体積の求

め方を考え，説明でき

る。 

身の回りのおよその形

を考えて，その面積や体

積を手際よく求めるこ

とができる。 

面積や体積の概測の仕

方を十分理解している。 

12 

お 
よ 
そ 
の 
形 
と 
大 
き 
さ 

 

Ｂ

身の回りのおよその形

を考えて，およその面積

や体積を求めようとし

ている。 

既習の面積や体積の公

式を使えるおよその形

と見て，面積や体積の求

め方を考えることがで

きる。 

身の回りのおよその形

を考えて，その面積や体

積を求めることができ

る。 

面積や体積の概測の仕

方を理解している。 

Ａ

見当をつけて変化の様

子を表に表して，きまり

を見つけ，問題解決しよ

うとしている。 

見当をつけて表に表し，

変化のきまりを見つけ

て考えることができる。

適当なところから 2 つ

の量を変化させ，差に着

目して問題を解決する

ことができる。 

 

表にかいてきまりを見

つけて問題を解決する

方法を十分に理解して

いる。 

◎ 

変 

わ 

り 

方 

を

調

べ 

て 

(2) 

 

Ｂ

変化の様子を表に表し

て，きまりを見つけて問

題解決しようとしてい

る。 

表に表し，変化のきまり

を見つけて考えること

ができる。 

2つの量を変化させ，そ

の和や差に着目して問

題を解決することがで

きる。 

表にかいてきまりを見

つけて問題を解決する

方法を理解している。 

1 

評価の観点と評価規準　6年下
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

いろいろな量の単位に

関心を持ち，進んでメー

トル法の単位の仕組み

を調べてまとめようと

している。 

量の単位に共通するミ

リ，キロの意味を考えた

り，面積や体積の単位は

長さの単位を基にして

いることをまとめたり

することができる 

身の回りで使われてい

る単位を見つけ，それら

がどんな関係にあるの

かを手際よく調べるこ

とができる。 

メートル法の単位の仕

組みを確実に理解して

いる。 

15 

量

の

単

位 

 

Ｂ

いろいろな量の単位に

関心を持ち，メートル法

の単位の仕組みを調べ

ようとしている。 

量の単位に共通するミ

リ，キロの意味を考え，

説明することができる。

身の回りで使われてい

る単位を見つけ，それら

がどんな関係にあるの

かを調べることができ

る。 

 

メートル法の単位の仕

組みを確かに理解して

いる。 

Ａ

全体を１と見て，割合を

用いて進んで問題を解

決しようとしている。 

全体を 1 として部分の

割合を考えて問題解決

し，説明できる。 

全体を1として，割合の

和や差や積を考えて解

く問題を，手際よく解決

することができる。 

全体を 1 として考える

ことの意味を十分に理

解している。 

◎ 

割 

合 

を 

使 

っ 

て 

 

Ｂ

全体を１と見て，割合を

用いて問題を解決しよ

うとしている。 

全体を 1 として部分の

割合を考えて問題解決

することができる。 

全体を1として，割合の

和や差や積を考えて解

く問題を解決すること

ができる。 

全体を１として考える

ことの意味を理解して

いる。 

Ａ

しおりから必要な情報

を読みとり，進んで問題

を解決しようとしてい

る。 

必要な数量の情報を読

みとり，それを根拠にし

て考え，判断し，説明す

ることができる。 

 

資料から必要な情報を

手際よく収集し，それを

活用して適切に問題を

解くことができる。 

必要な情報を確実に理

解している。 
● 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

しおりから必要な情報

を読みとり，問題を解決

しようとしている。 

必要な情報を読みとり，

それを根拠にして考え

たり，正しいかどうかを

判断したりすることが

できる。 

資料から必要な情報を

手際よく収集し，それを

活用して問題を解くこ

とができる。 

必要な情報を理解して

いる。 

Ａ

ピザの大きさ比べに関

心を持ち，進んで調べよ

うとしている。 

既習の円の求積公式を

活用して考え，どの場合

でも面積が同じになる

理由を説明できる。 

正方形と円の関係や円

の面積を求める公式を

使って，手際よく面積を

比べることができる。

円の面積の公式を十分

に理解している。 

9 円の面積 

ステップ 

Ｂ

ピザの大きさ比べに関

心を持ち，調べようとし

ている。 

既習の円の求積公式を

活用して，どの場合でも

面積が同じになること

を考えることができる。

円の面積を求める公式

を使って，面積を比べる

ことができる。 

円の面積の公式を理解

している。 

Ａ

多角形と円の面積に関

心を持ち，進んでその面

積を求めようとしてい

る。 

多角形の内角の和は，円

の中心角 360°のいく

つ分になるかを考えて

面積を求め，説明でき

る。 

手際よく面積を求める

ことができる。 

多角形の内角の和と円

の面積の関係を十分理

解している。 

9 円の面積 

ジャンプ 

Ｂ

多角形と円の面積に関

心を持ち，その面積を求

めようとしている。 

 

多角形の内角の和は，円

の中心角 360°のいく

つ分になるかを考える

ことができる。 

 

図形を切り取って並べ

るなどして，面積を求め

ることができる。 

多角形の内角の和と円

の面積の関係を理解し

ている。 

Ａ

いろいろな立体の体積

の求め方に関心を持ち，

進んでその体積を求め

ようとしている。 

いろいろな立体の体積

の求め方を工夫して考

え，説明することができ

る。 

いろいろな立体の体積

を手際よく求めること

ができる。 

立体の体積の公式の使

い方を十分理解してい

る。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

11 立体の体積 

ステップ 

Ｂ

いろいろな立体の体積

の求め方に関心を持ち，

その体積を求めようと

している。 

いろいろな立体の体積

の求め方を工夫して考

えることができる。 

 

いろいろな立体の体積

を求めることができる。 

立体の体積の公式の使

い方を十分理解してい

る。 

 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

いろいろな場合を調べ

るのに，図や表を工夫し

て，順序よく整理して調

べようとしている。 

記号化し，観点を決めて

表や図にかいて順序よ

く整理して，落ちや重な

りがないように工夫し

て考えることができる。

組み合わせや並べ方を

手際よく図や表にかい

て的確に調べることが

できる。 

組み合わせや場合の数

の調べる方法を十分理

解している。 

①場合の数の調べ方 

Ｂ

いろいろな場合を調べ

るのに，図や表を使っ

て，順序よく整理して調

べようとしている。 

記号化し，観点を決めて

表や図にかいて順序よ

く考えることができる。

組み合わせや並べ方を

図や表にかいて順序よ

く調べることができる。 

組み合わせや場合の数

の調べる方法を理解し

ている。 

Ａ

起こり得る場合を順序

よく分類・整理し，目的

に合うものを進んで調

べようとしている。 

図にかいて順序よく分

類・整理し，目的に照ら

して考え，考え方を説明

することができる。 

手際よく目的に合った

行き方を選んだり，仲間

分けしたりすることが

できる。 

全部調べてあてはまる

場合を調べるときの図

の活用の仕方を確実に

理解している。 

13 

場

合

を

順

序

よ

く

整

理

し

て 

②いろいろな場合を考

えて 

Ｂ

起こり得る場合を順序

よく分類・整理し，目的

に合うものを調べよう

としている。 

図にかいて順序よく分

類整・理整し，目的に照

らして考えることがで

きる。 

目的に合った行き方を

選んだり，仲間分けした

りすることができる。 

全部調べてあてはまる

場合を調べるときの図

の活用の仕方を理解し

ている。 

Ａ

見積もりを生かして，進

んで身の回りの生活の

問題を大局的に解決し

ようとしている。 

目的に応じて，適切に切

り上げ，切り捨て，1桁

の概数等の見積もり方

法を選択・判断し，説明

できる。 

適切に目的に応じた見

積もりを活用して大局

的に処理することがで

きる。 

目的に応じた見積もり

の使い方を十分理解し

ている。 

 

● 

見

積

も

り

を

使

っ

て 

 

Ｂ

見積もりを生かして，身

の回りの生活の問題を

大局的に解決しようと

している。 

目的に応じて，切り上

げ，切り捨て，1桁の概

数等の見積もり方法を

選択・判断することがで

きる。 

目的に応じた見積もり

を活用して大局的に処

理することができる。

目的に応じた見積もり

の使い方を理解してい

る。 

 

Ａ

ちらばりの様子がわか

る資料の整理の仕方に

関心を持ち，進んで表や

グラフに表そうとして

いる。 

数直線に表した記録か

らちらばりの様子がわ

かる区間の取り方を考

え，説明することができ

る。 

ちらばりの様子のわか

る表や柱状グラフに手

際よく表すことができ

る。 

表や柱状グラフを使っ

た資料の整理の仕方を

十分理解している。 

 

①資料の整理 

Ｂ

ちらばりの様子がわか

る資料の整理の仕方に

関心を持ち，表や柱状グ

ラフを生かそうとして

いる。 

数直線に表した記録か

らちらばりの様子がわ

かる区間の取り方を考

え，判断することができ

る。 

ちらばりの様子のわか

る表や柱状グラフに表

すことができる。 

表や柱状グラフを使っ

た資料の整理の仕方を

理解している。 

 

Ａ

男女別，年齢別人口の割

合に関心を持ち，進んで

柱状グラフを読みとろ

うとしている。 

グラフを見て，特徴的な

ちらばりの様子を見い

だし，説明することがで

きる。 

 

男女別，年齢別人口の割

合を表した柱状グラフ

からちらばりの様子を

適切に読みとることが

できる。 

工夫された柱状グラフ

を確実に理解している。 

14 

資

料

の

調

べ

方 

②くふうされたグラフ 

Ｂ

男女別，年齢別人口の割

合に関心をもち，柱状グ

ラフを読みとろうとし

ている。 

グラフを見て，特徴的な

ちらばりの様子を見つ

け，説明することができ

る。 

男女別，年齢別人口の割

合を表した柱状グラフ

からちらばりの様子を

読みとることができる。 

工夫された柱状グラフ

を理解している。 

Ａ

日本の米の生産量や消

費量にまつわる資料に

関心を持ち，問題を解い

たり，問題作ったりしよ

うとしている。 

資料から読みとったこ

とが正しいかどうかを

判断し，その根拠を説明

することができる。 

資料を確実に読んで，問

題を解いたり，問題作っ

たりをすることができ

る。 

表やグラフを確実に理

解し，読むことができ

る。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(1) 

 

Ｂ

日本の米の生産量や消

費量にまつわる資料見

て，問題を解こうとして

いる。 

資料からよみとったこ

とが正しいかどうかを

判断し，説明することが

できる。 

資料を読んで，問題を解

くことができる。 

 

表やグラフを理解し，読

むことができる。 

2 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

いろいろな量の単位に

関心を持ち，進んでメー

トル法の単位の仕組み

を調べてまとめようと

している。 

量の単位に共通するミ

リ，キロの意味を考えた

り，面積や体積の単位は

長さの単位を基にして

いることをまとめたり

することができる 

身の回りで使われてい

る単位を見つけ，それら

がどんな関係にあるの

かを手際よく調べるこ

とができる。 

メートル法の単位の仕

組みを確実に理解して

いる。 

15 

量

の

単

位 

 

Ｂ

いろいろな量の単位に

関心を持ち，メートル法

の単位の仕組みを調べ

ようとしている。 

量の単位に共通するミ

リ，キロの意味を考え，

説明することができる。

身の回りで使われてい

る単位を見つけ，それら

がどんな関係にあるの

かを調べることができ

る。 

 

メートル法の単位の仕

組みを確かに理解して

いる。 

Ａ

全体を１と見て，割合を

用いて進んで問題を解

決しようとしている。 

全体を 1 として部分の

割合を考えて問題解決

し，説明できる。 

全体を1として，割合の

和や差や積を考えて解

く問題を，手際よく解決

することができる。 

全体を 1 として考える

ことの意味を十分に理

解している。 

◎ 

割 

合 

を 

使 

っ 

て 

 

Ｂ

全体を１と見て，割合を

用いて問題を解決しよ

うとしている。 

全体を 1 として部分の

割合を考えて問題解決

することができる。 

全体を1として，割合の

和や差や積を考えて解

く問題を解決すること

ができる。 

全体を１として考える

ことの意味を理解して

いる。 

Ａ

しおりから必要な情報

を読みとり，進んで問題

を解決しようとしてい

る。 

必要な数量の情報を読

みとり，それを根拠にし

て考え，判断し，説明す

ることができる。 

 

資料から必要な情報を

手際よく収集し，それを

活用して適切に問題を

解くことができる。 

必要な情報を確実に理

解している。 
● 

よ

み

と

る

算

数

(2) 

 

Ｂ

しおりから必要な情報

を読みとり，問題を解決

しようとしている。 

必要な情報を読みとり，

それを根拠にして考え

たり，正しいかどうかを

判断したりすることが

できる。 

資料から必要な情報を

手際よく収集し，それを

活用して問題を解くこ

とができる。 

必要な情報を理解して

いる。 

Ａ

ピザの大きさ比べに関

心を持ち，進んで調べよ

うとしている。 

既習の円の求積公式を

活用して考え，どの場合

でも面積が同じになる

理由を説明できる。 

正方形と円の関係や円

の面積を求める公式を

使って，手際よく面積を

比べることができる。

円の面積の公式を十分

に理解している。 

9 円の面積 

ステップ 

Ｂ

ピザの大きさ比べに関

心を持ち，調べようとし

ている。 

既習の円の求積公式を

活用して，どの場合でも

面積が同じになること

を考えることができる。

円の面積を求める公式

を使って，面積を比べる

ことができる。 

円の面積の公式を理解

している。 

Ａ

多角形と円の面積に関

心を持ち，進んでその面

積を求めようとしてい

る。 

多角形の内角の和は，円

の中心角 360°のいく

つ分になるかを考えて

面積を求め，説明でき

る。 

手際よく面積を求める

ことができる。 

多角形の内角の和と円

の面積の関係を十分理

解している。 

9 円の面積 

ジャンプ 

Ｂ

多角形と円の面積に関

心を持ち，その面積を求

めようとしている。 

 

多角形の内角の和は，円

の中心角 360°のいく

つ分になるかを考える

ことができる。 

 

図形を切り取って並べ

るなどして，面積を求め

ることができる。 

多角形の内角の和と円

の面積の関係を理解し

ている。 

Ａ

いろいろな立体の体積

の求め方に関心を持ち，

進んでその体積を求め

ようとしている。 

いろいろな立体の体積

の求め方を工夫して考

え，説明することができ

る。 

いろいろな立体の体積

を手際よく求めること

ができる。 

立体の体積の公式の使

い方を十分理解してい

る。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

11 立体の体積 

ステップ 

Ｂ

いろいろな立体の体積

の求め方に関心を持ち，

その体積を求めようと

している。 

いろいろな立体の体積

の求め方を工夫して考

えることができる。 

 

いろいろな立体の体積

を求めることができる。 

立体の体積の公式の使

い方を十分理解してい

る。 

 

3 

観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

いろいろな場合を調べ

るのに，図や表を工夫し

て，順序よく整理して調

べようとしている。 

記号化し，観点を決めて

表や図にかいて順序よ

く整理して，落ちや重な

りがないように工夫し

て考えることができる。

組み合わせや並べ方を

手際よく図や表にかい

て的確に調べることが

できる。 

組み合わせや場合の数

の調べる方法を十分理

解している。 

①場合の数の調べ方 

Ｂ

いろいろな場合を調べ

るのに，図や表を使っ

て，順序よく整理して調

べようとしている。 

記号化し，観点を決めて

表や図にかいて順序よ

く考えることができる。

組み合わせや並べ方を

図や表にかいて順序よ

く調べることができる。 

組み合わせや場合の数

の調べる方法を理解し

ている。 

Ａ

起こり得る場合を順序

よく分類・整理し，目的

に合うものを進んで調

べようとしている。 

図にかいて順序よく分

類・整理し，目的に照ら

して考え，考え方を説明

することができる。 

手際よく目的に合った

行き方を選んだり，仲間

分けしたりすることが

できる。 

全部調べてあてはまる

場合を調べるときの図

の活用の仕方を確実に

理解している。 

13 

場

合

を

順

序

よ

く

整

理

し

て 

②いろいろな場合を考

えて 

Ｂ

起こり得る場合を順序

よく分類・整理し，目的

に合うものを調べよう

としている。 

図にかいて順序よく分

類整・理整し，目的に照

らして考えることがで

きる。 

目的に合った行き方を

選んだり，仲間分けした

りすることができる。 

全部調べてあてはまる

場合を調べるときの図

の活用の仕方を理解し

ている。 

Ａ

見積もりを生かして，進

んで身の回りの生活の

問題を大局的に解決し

ようとしている。 

目的に応じて，適切に切

り上げ，切り捨て，1桁

の概数等の見積もり方

法を選択・判断し，説明

できる。 

適切に目的に応じた見

積もりを活用して大局

的に処理することがで

きる。 

目的に応じた見積もり

の使い方を十分理解し

ている。 

 

● 

見

積

も

り

を

使

っ

て 

 

Ｂ

見積もりを生かして，身

の回りの生活の問題を

大局的に解決しようと

している。 

目的に応じて，切り上

げ，切り捨て，1桁の概

数等の見積もり方法を

選択・判断することがで

きる。 

目的に応じた見積もり

を活用して大局的に処

理することができる。

目的に応じた見積もり

の使い方を理解してい

る。 

 

Ａ

ちらばりの様子がわか

る資料の整理の仕方に

関心を持ち，進んで表や

グラフに表そうとして

いる。 

数直線に表した記録か

らちらばりの様子がわ

かる区間の取り方を考

え，説明することができ

る。 

ちらばりの様子のわか

る表や柱状グラフに手

際よく表すことができ

る。 

表や柱状グラフを使っ

た資料の整理の仕方を

十分理解している。 

 

①資料の整理 

Ｂ

ちらばりの様子がわか

る資料の整理の仕方に

関心を持ち，表や柱状グ

ラフを生かそうとして

いる。 

数直線に表した記録か

らちらばりの様子がわ

かる区間の取り方を考

え，判断することができ

る。 

ちらばりの様子のわか

る表や柱状グラフに表

すことができる。 

表や柱状グラフを使っ

た資料の整理の仕方を

理解している。 

 

Ａ

男女別，年齢別人口の割

合に関心を持ち，進んで

柱状グラフを読みとろ

うとしている。 

グラフを見て，特徴的な

ちらばりの様子を見い

だし，説明することがで

きる。 

 

男女別，年齢別人口の割

合を表した柱状グラフ

からちらばりの様子を

適切に読みとることが

できる。 

工夫された柱状グラフ

を確実に理解している。 

14 

資

料

の

調

べ

方 

②くふうされたグラフ 

Ｂ

男女別，年齢別人口の割

合に関心をもち，柱状グ

ラフを読みとろうとし

ている。 

グラフを見て，特徴的な

ちらばりの様子を見つ

け，説明することができ

る。 

男女別，年齢別人口の割

合を表した柱状グラフ

からちらばりの様子を

読みとることができる。 

工夫された柱状グラフ

を理解している。 

Ａ

日本の米の生産量や消

費量にまつわる資料に

関心を持ち，問題を解い

たり，問題作ったりしよ

うとしている。 

資料から読みとったこ

とが正しいかどうかを

判断し，その根拠を説明

することができる。 

資料を確実に読んで，問

題を解いたり，問題作っ

たりをすることができ

る。 

表やグラフを確実に理

解し，読むことができ

る。 

● 

よ

み

と

る

算

数

(1) 

 

Ｂ

日本の米の生産量や消

費量にまつわる資料見

て，問題を解こうとして

いる。 

資料からよみとったこ

とが正しいかどうかを

判断し，説明することが

できる。 

資料を読んで，問題を解

くことができる。 

 

表やグラフを理解し，読

むことができる。 

2 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

四角すいの体積を，砂や

水を使って進んで求め

ようとしている。 

四角すいの体積を見当

づけることができる。

四角すいの体積を，砂や

水を使って手際よく測

定することができる。

四角すいの体積は，同じ

底面と高さの四角柱の

体積の1／3であること

を実感的に理解してい

る。 

11 立体の体積 

ジャンプ 

Ｂ

四角すいの体積を，砂や

水を使って求めようと

している。 

具体物を使って，四角す

いの体積を見当づける

ことができる。 

四角すいの体積を，砂や

水を使って測定するこ

とができる。 

四角すいの体積は，同じ

底面と高さの四角柱の

体積の1／3であること

を理解している。 

Ａ

都道府県別の人口のち

らばりに関心を持ち，進

んで表やグラフに表そ

うとしている。 

都道府県別の人口のち

らばりを的確に表す区

間の取り方を工夫して

考えることができる。

都道府県別の人口のち

らばりを，手際よく度数

分布表や柱状グラフに

表すことができる。 

ちらばりを表す表やグ

ラフを十分理解してい

る。 

14 資料の調べ方 

ステップ 

Ｂ

都道府県別の人口のち

らばりに関心を持ち，表

やグラフに表そうとし

ている。 

都道府県別の人口のち

らばりを表す区間の取

り方を考えることがで

きる。 

都道府県別の人口のち

らばりを，表や柱状グラ

フに表すことができる。 

ちらばりを表す表やグ

ラフを理解している。 

Ａ

睡眠についての３つ柱

状グラフを積極的に関

連づけて読みとろうと

している。 

睡眠についての３つ柱

状グラフを関連づけて

推測し，説明することが

できる。 

睡眠についての３つの

柱状グラフを適切に関

連づけて読みとること

ができる。 

柱状グラフを十分理解

している。 

14 資料の調べ方 

ジャンプ 

Ｂ

睡眠についての３つの

柱状グラフを関連づけ

て読みとろうとしてい

る。 

睡眠についての３つの

柱状グラフを関連づけ

て推測することができ

る。 

睡眠についての３つ柱

状グラフを関連づけて

読みとることができる。 

 

柱状グラフを理解して

いる。 

Ａ

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係を進

んでまとめようとして

いる。 

単位と単位の相互の関

係を考えて，判断するこ

とができる。 

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係を的

確にまとめることがで

きる。 

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係を十

分理解している。 

15 量の単位 

ステップ 

Ｂ

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係をま

とめようとしている。 

 

単位と単位の相互の関

係を考えることができ

る。 

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係をま

とめることができる。

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係を理

解している。 

Ａ

非常に大きな量の単位

や非常に小さな量の単

位に関心を持ち，生活の

中での使われ方を調べ

ようとしている。 

単位の大きさを，既習の

基本単位をもとに10進

数の構造によって考え

ることができる。 

大きな単位，小さな単位 

を生活の中で見つけ，学

んだ単位と関係づけて

相対的にとらえること

ができる。 

大きな単位，小さな単位

も，学んできた単位と同

様に10進数になってい

ることに気づくことが

できる。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

15 量の単位 

ジャンプ 

Ｂ

非常に大きな量の単位

や非常に小さな量の単

位の使われ方を生活の

中で調べようとしてい

る。 

単位の大きさを，既習の

基本単位をもとに10進

数の構造によって考え

ることができる。 

非常に大きな量の単位

や非常に小さな量の単

位を，学んだ単位と関係

づけて相対的にとらえ

ることができる。 

大きな単位，小さな単位

も，１0進数になってい

ることを理解している。 

 

4 
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観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 規 準 単

元 
小 単 元 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

Ａ

四角すいの体積を，砂や

水を使って進んで求め

ようとしている。 

四角すいの体積を見当

づけることができる。

四角すいの体積を，砂や

水を使って手際よく測

定することができる。

四角すいの体積は，同じ

底面と高さの四角柱の

体積の1／3であること

を実感的に理解してい

る。 

11 立体の体積 

ジャンプ 

Ｂ

四角すいの体積を，砂や

水を使って求めようと

している。 

具体物を使って，四角す

いの体積を見当づける

ことができる。 

四角すいの体積を，砂や

水を使って測定するこ

とができる。 

四角すいの体積は，同じ

底面と高さの四角柱の

体積の1／3であること

を理解している。 

Ａ

都道府県別の人口のち

らばりに関心を持ち，進

んで表やグラフに表そ

うとしている。 

都道府県別の人口のち

らばりを的確に表す区

間の取り方を工夫して

考えることができる。

都道府県別の人口のち

らばりを，手際よく度数

分布表や柱状グラフに

表すことができる。 

ちらばりを表す表やグ

ラフを十分理解してい

る。 

14 資料の調べ方 

ステップ 

Ｂ

都道府県別の人口のち

らばりに関心を持ち，表

やグラフに表そうとし

ている。 

都道府県別の人口のち

らばりを表す区間の取

り方を考えることがで

きる。 

都道府県別の人口のち

らばりを，表や柱状グラ

フに表すことができる。 

ちらばりを表す表やグ

ラフを理解している。 

Ａ

睡眠についての３つ柱

状グラフを積極的に関

連づけて読みとろうと

している。 

睡眠についての３つ柱

状グラフを関連づけて

推測し，説明することが

できる。 

睡眠についての３つの

柱状グラフを適切に関

連づけて読みとること

ができる。 

柱状グラフを十分理解

している。 

14 資料の調べ方 

ジャンプ 

Ｂ

睡眠についての３つの

柱状グラフを関連づけ

て読みとろうとしてい

る。 

睡眠についての３つの

柱状グラフを関連づけ

て推測することができ

る。 

睡眠についての３つ柱

状グラフを関連づけて

読みとることができる。 

 

柱状グラフを理解して

いる。 

Ａ

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係を進

んでまとめようとして

いる。 

単位と単位の相互の関

係を考えて，判断するこ

とができる。 

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係を的

確にまとめることがで

きる。 

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係を十

分理解している。 

15 量の単位 

ステップ 

Ｂ

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係をま

とめようとしている。 

 

単位と単位の相互の関

係を考えることができ

る。 

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係をま

とめることができる。

長さ，面積，体積，水の

重さの単位の関係を理

解している。 

Ａ

非常に大きな量の単位

や非常に小さな量の単

位に関心を持ち，生活の

中での使われ方を調べ

ようとしている。 

単位の大きさを，既習の

基本単位をもとに10進

数の構造によって考え

ることができる。 

大きな単位，小さな単位 

を生活の中で見つけ，学

んだ単位と関係づけて

相対的にとらえること

ができる。 

大きな単位，小さな単位

も，学んできた単位と同

様に10進数になってい

ることに気づくことが

できる。 

★ 

算

数

の

ま

ど 

15 量の単位 

ジャンプ 

Ｂ

非常に大きな量の単位

や非常に小さな量の単

位の使われ方を生活の

中で調べようとしてい

る。 

単位の大きさを，既習の

基本単位をもとに10進

数の構造によって考え

ることができる。 

非常に大きな量の単位

や非常に小さな量の単

位を，学んだ単位と関係

づけて相対的にとらえ

ることができる。 

大きな単位，小さな単位

も，１0進数になってい

ることを理解している。 

 

4 

●MEMO
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小学校算数

平成22年 10月　算数・数学内容解説資料

新学習指導要領における算数・数学内容系統一覧表

A　

数
と
計
算

B　

量
と
測
定

C　

図
形 

D　

数
量
関
係

【1年】
●100までの数
●100をこえる数（120 程度）

●1位数の加法・減法
●簡単な2位数の加法・減法

【2年】

【3年】

【4年】

【3年】

【4年】

【3年】

【4年】

【3年】

【4年】

【5年】

【5年】

【6年】

【5年】

【6年】

【5年】

【6年】

【1年】

【2年】

【1年】

【2年】

【1年】

【2年】

●10000までの数

●簡単な分数

●2位数の加法・減法
●簡単な3位数の加法・減法

●乗法の意味
●九九，簡単な2位数の乗法

●長さ，面積（広さ），体積（かさ）
　の大きさの比較

●時刻の読み方

●長さの単位（km）
●重さの単位（g，kg，t）

●時間の単位（秒）
●簡単な時刻・時間の計算

●面積の単位
　　（cm2，m2，km2， a，ha）
●長方形，正方形の面積
●角度の単位（度（°  ））

●円，球
●正三角形，二等辺三角形
●角

●垂直と平行
●台形，平行四辺形，ひし形

●除法の場面を式に表す
●式と図の関連，□を使った式
●表や棒グラフ

●四則混合の式，（　）を用いた式
●□，△などを用いた式

●文字を用いた式

●比
●比例と反比例
●資料の平均，度数分布
●起こりうる場合

●伴って変わる2つの数量の関係

●二次元の表，折れ線グラフ

●直方体，立方体

●長さの単位（cm，mm，m）
●体積の単位（L，dL，mL）

●時間の単位（日，時，分）

●平面図形，立体図形の観察や構成

●三角形，四角形，長方形，
　正方形，直角三角形

●箱の形

●加減の場面を式に表す

●絵や図を用いた数量の表現

●加法と減法の相互関係
●乗法の場面を式に表す

●簡単な表やグラフ

●1億までの数
●整数の加法・減法
●整数の乗法
●除法の意味
●1位数による簡単な除法

●小数の意味・表し方
●小数（1/10の位）の加法・減法
●分数の意味・表し方
●簡単な分数の加法・減法

●1億をこえる数（億，兆）
●概数，四捨五入
●整数の除法
●整数の四則計算のまとめ

●小数の加減（1/10，1/100の位）
●小数の乗除（小数×÷整数）
●同分母分数の加法・減法

●偶数・奇数，素数，倍数・約数
●分数と小数，整数の関係

●三角形，四角形，平行四辺形，
　台形，ひし形の面積
●体積の単位（cm3，m3）
●直方体，立方体の体積

●測定値の平均
●単位量あたりの大きさ

●概形の面積
●円の面積
●角柱・円柱の体積

●多角形，正多角形
●三角形，四角形の合同
●円周率

●角柱，円柱，見取図，展開図

●線対称，点対称
●拡大，縮小

●簡単な比例の関係
●2つの数量の関係
●百分率，円グラフ，帯グラフ

●速さ

●メートル法

●小数の乗除（1/10，1/100の位）
●異分母分数の加減
●分数の乗除（分数×÷整数）

●分数の乗除
●分数・小数の混合計算
●小数・分数の計算のまとめ

領域 小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年

【6年】

中学校数学

A　

数
と
式

B　

図
形

C　

関
数

D　

資
料
の
活
用

領域 中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

正の数・負の数
・正負の数の必要性と意味
　（数の集合と四則）
・正負の数の四則計算

文字を用いた式
・文字を用いることの必要性と意味
・乗法と除法の表し方
・一次式の加法と減法の計算
・文字を用いた式に表すこと
　（不等式を用いた表現）

文字式を用いた式の四則計算
・整式の加減，単項式の乗除 
・文字を用いた式で表したり読み取っ
  たりすること
・目的に応じた式変形

一元一次方程式
・方程式及びその解の意味
・等式の性質と一次方程式の解き方
・一次方程式を活用すること（比例式）

連立二元一次方程式
・二元一次方程式とその解の意味 
・連立方程式とその解の意味 
・連立方程式を解くことと活用すること

平面図形
・基本的な作図の方法とその活用
・図形の移動
　（平行移動，対称移動，回転移動）

空間図形
・直線や平面の位置関係
・空間図形の構成と平面上の表現
　（見取図，展開図，投影図）
・扇形の弧の長さと面積，柱体や錐体
  及び球の表面積・体積

比例，反比例
・関数関係の意味
・比例，反比例の意味
・座標の意味
・比例，反比例の特徴
・比例，反比例を用いること

平面図形と平行線の性質
・平行線と角の性質 
・多角形の角の性質

図形の合同
・平面図形の合同と三角形の合同
  条件
・証明の必要性と意味及びその方法
・三角形や平行四辺形の基本的な
  性質

一次関数
・事象と一次関数
・一次関数の特徴
・二元一次方程式と関数
・一次関数を用いること

確率
・確率の必要性と意味，確率の求め方
・確率を用いること 

図形の相似
・平面図形の相似と三角形の相似条件
・図形の基本的な性質
・平行線と線分の比
・相似な図形の相似比と面積比，体積比
・相似な図形の性質を活用すること

平方根
・平方根の必要性と意味
　（有理数・無理数）
・平方根を含む式の計算
・平方根を用いること

式の展開と因数分解
・単項式と多項式の乗法と除法の計算
・簡単な式の展開や因数分解
・文字を用いた式で数量関係をとらえ
  説明すること

二次方程式
・二次方程式とその解の意味
・二次方程式を解くこと（因数分解， 
  平方完成，解の公式）
・二次方程式を活用すること

円周角と中心角
・円周角と中心角の関係（証明，活用）
・円周角の定理の逆

三平方の定理
・三平方の定理とその証明
・三平方の定理を活用すること

関数 y = ax2
・事象と関数 y = ax2　
・関数 y = ax2 の特徴
・関数 y = ax2 を用いること
・いろいろな事象と関数

標本調査
・標本調査の必要性と意味
・標本調査で母集団の傾向をとらえ説明
  すること

資料のちらばりと代表値
・ヒストグラムや代表値の必要性や意味
・ヒストグラムや代表値を用いること
・誤差や近似値，a×10nの表現
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小学校算数

平成22年 10月　算数・数学内容解説資料

新学習指導要領における算数・数学内容系統一覧表

A　

数
と
計
算

B　

量
と
測
定

C　

図
形 

D　

数
量
関
係

【1年】
●100までの数
●100をこえる数（120 程度）

●1位数の加法・減法
●簡単な2位数の加法・減法

【2年】

【3年】

【4年】

【3年】

【4年】

【3年】

【4年】

【3年】

【4年】

【5年】

【5年】

【6年】

【5年】

【6年】

【5年】

【6年】

【1年】

【2年】

【1年】

【2年】

【1年】

【2年】

●10000までの数

●簡単な分数

●2位数の加法・減法
●簡単な3位数の加法・減法

●乗法の意味
●九九，簡単な2位数の乗法

●長さ，面積（広さ），体積（かさ）
　の大きさの比較

●時刻の読み方

●長さの単位（km）
●重さの単位（g，kg，t）

●時間の単位（秒）
●簡単な時刻・時間の計算

●面積の単位
　　（cm2，m2，km2， a，ha）
●長方形，正方形の面積
●角度の単位（度（°  ））

●円，球
●正三角形，二等辺三角形
●角

●垂直と平行
●台形，平行四辺形，ひし形

●除法の場面を式に表す
●式と図の関連，□を使った式
●表や棒グラフ

●四則混合の式，（　）を用いた式
●□，△などを用いた式

●文字を用いた式

●比
●比例と反比例
●資料の平均，度数分布
●起こりうる場合

●伴って変わる2つの数量の関係

●二次元の表，折れ線グラフ

●直方体，立方体

●長さの単位（cm，mm，m）
●体積の単位（L，dL，mL）

●時間の単位（日，時，分）

●平面図形，立体図形の観察や構成

●三角形，四角形，長方形，
　正方形，直角三角形

●箱の形

●加減の場面を式に表す

●絵や図を用いた数量の表現

●加法と減法の相互関係
●乗法の場面を式に表す

●簡単な表やグラフ

●1億までの数
●整数の加法・減法
●整数の乗法
●除法の意味
●1位数による簡単な除法

●小数の意味・表し方
●小数（1/10の位）の加法・減法
●分数の意味・表し方
●簡単な分数の加法・減法

●1億をこえる数（億，兆）
●概数，四捨五入
●整数の除法
●整数の四則計算のまとめ

●小数の加減（1/10，1/100の位）
●小数の乗除（小数×÷整数）
●同分母分数の加法・減法

●偶数・奇数，素数，倍数・約数
●分数と小数，整数の関係

●三角形，四角形，平行四辺形，
　台形，ひし形の面積
●体積の単位（cm3，m3）
●直方体，立方体の体積

●測定値の平均
●単位量あたりの大きさ

●概形の面積
●円の面積
●角柱・円柱の体積

●多角形，正多角形
●三角形，四角形の合同
●円周率

●角柱，円柱，見取図，展開図

●線対称，点対称
●拡大，縮小

●簡単な比例の関係
●2つの数量の関係
●百分率，円グラフ，帯グラフ

●速さ

●メートル法

●小数の乗除（1/10，1/100の位）
●異分母分数の加減
●分数の乗除（分数×÷整数）

●分数の乗除
●分数・小数の混合計算
●小数・分数の計算のまとめ

領域 小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年

【6年】

中学校数学

A　

数
と
式

B　

図
形

C　

関
数

D　

資
料
の
活
用

領域 中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

正の数・負の数
・正負の数の必要性と意味
　（数の集合と四則）
・正負の数の四則計算

文字を用いた式
・文字を用いることの必要性と意味
・乗法と除法の表し方
・一次式の加法と減法の計算
・文字を用いた式に表すこと
　（不等式を用いた表現）

文字式を用いた式の四則計算
・整式の加減，単項式の乗除 
・文字を用いた式で表したり読み取っ
  たりすること
・目的に応じた式変形

一元一次方程式
・方程式及びその解の意味
・等式の性質と一次方程式の解き方
・一次方程式を活用すること（比例式）

連立二元一次方程式
・二元一次方程式とその解の意味 
・連立方程式とその解の意味 
・連立方程式を解くことと活用すること

平面図形
・基本的な作図の方法とその活用
・図形の移動
　（平行移動，対称移動，回転移動）

空間図形
・直線や平面の位置関係
・空間図形の構成と平面上の表現
　（見取図，展開図，投影図）
・扇形の弧の長さと面積，柱体や錐体
  及び球の表面積・体積

比例，反比例
・関数関係の意味
・比例，反比例の意味
・座標の意味
・比例，反比例の特徴
・比例，反比例を用いること

平面図形と平行線の性質
・平行線と角の性質 
・多角形の角の性質

図形の合同
・平面図形の合同と三角形の合同
  条件
・証明の必要性と意味及びその方法
・三角形や平行四辺形の基本的な
  性質

一次関数
・事象と一次関数
・一次関数の特徴
・二元一次方程式と関数
・一次関数を用いること

確率
・確率の必要性と意味，確率の求め方
・確率を用いること 

図形の相似
・平面図形の相似と三角形の相似条件
・図形の基本的な性質
・平行線と線分の比
・相似な図形の相似比と面積比，体積比
・相似な図形の性質を活用すること

平方根
・平方根の必要性と意味
　（有理数・無理数）
・平方根を含む式の計算
・平方根を用いること

式の展開と因数分解
・単項式と多項式の乗法と除法の計算
・簡単な式の展開や因数分解
・文字を用いた式で数量関係をとらえ
  説明すること

二次方程式
・二次方程式とその解の意味
・二次方程式を解くこと（因数分解， 
  平方完成，解の公式）
・二次方程式を活用すること

円周角と中心角
・円周角と中心角の関係（証明，活用）
・円周角の定理の逆

三平方の定理
・三平方の定理とその証明
・三平方の定理を活用すること

関数 y = ax2
・事象と関数 y = ax2　
・関数 y = ax2 の特徴
・関数 y = ax2 を用いること
・いろいろな事象と関数

標本調査
・標本調査の必要性と意味
・標本調査で母集団の傾向をとらえ説明
  すること

資料のちらばりと代表値
・ヒストグラムや代表値の必要性や意味
・ヒストグラムや代表値を用いること
・誤差や近似値，a×10nの表現
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A　

数
と
式

B　

図
形

C　

関
数

D　

資
料
の
活
用

領域 中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

正の数・負の数
・正負の数の必要性と意味
　（数の集合と四則）
・正負の数の四則計算

文字を用いた式
・文字を用いることの必要性と意味
・乗法と除法の表し方
・一次式の加法と減法の計算
・文字を用いた式に表すこと
　（不等式を用いた表現）

文字式を用いた式の四則計算
・整式の加減，単項式の乗除 
・文字を用いた式で表したり読み取っ
  たりすること
・目的に応じた式変形

一元一次方程式
・方程式及びその解の意味
・等式の性質と一次方程式の解き方
・一次方程式を活用すること（比例式）

連立二元一次方程式
・二元一次方程式とその解の意味 
・連立方程式とその解の意味 
・連立方程式を解くことと活用すること

平面図形
・基本的な作図の方法とその活用
・図形の移動
　（平行移動，対称移動，回転移動）

空間図形
・直線や平面の位置関係
・空間図形の構成と平面上の表現
　（見取図，展開図，投影図）
・扇形の弧の長さと面積，柱体や錐体
  及び球の表面積・体積

比例，反比例
・関数関係の意味
・比例，反比例の意味
・座標の意味
・比例，反比例の特徴
・比例，反比例を用いること

資料のちらばりと代表値
・ヒストグラムや代表値の必要性や意味
・ヒストグラムや代表値を用いること
・誤差や近似値，a×10nの表現

平面図形と平行線の性質
・平行線と角の性質 
・多角形の角の性質

図形の合同
・平面図形の合同と三角形の合同
  条件
・証明の必要性と意味及びその方法
・三角形や平行四辺形の基本的な
  性質

一次関数
・事象と一次関数
・一次関数の特徴
・二元一次方程式と関数
・一次関数を用いること

確率
・確率の必要性と意味，確率の求め方
・確率を用いること 

図形の相似
・平面図形の相似と三角形の相似条件
・図形の基本的な性質
・平行線と線分の比
・相似な図形の相似比と面積比，体積比
・相似な図形の性質を活用すること

平方根
・平方根の必要性と意味
　（有理数・無理数）
・平方根を含む式の計算
・平方根を用いること

式の展開と因数分解
・単項式と多項式の乗法と除法の計算
・簡単な式の展開や因数分解
・文字を用いた式で数量関係をとらえ
  説明すること

二次方程式
・二次方程式とその解の意味
・二次方程式を解くこと（因数分解， 
  平方完成，解の公式）
・二次方程式を活用すること

円周角と中心角
・円周角と中心角の関係（証明，活用）
・円周角の定理の逆

三平方の定理
・三平方の定理とその証明
・三平方の定理を活用すること

標本調査
・標本調査の必要性と意味
・標本調査で母集団の傾向をとらえ説明
  すること

関数 y = ax2
・事象と関数 y = ax2　
・関数 y = ax2 の特徴
・関数 y = ax2 を用いること
・いろいろな事象と関数

中学校数学・高等学校数学

数学 Ⅰ 数学 Ⅱ 数学 Ⅲ

数学A 数学B 数学活用

数と式
数と集合
・実数
・集合
式
・式の展開と因数分解
・一次不等式

図形と計量
三角比
・鋭角の三角比
・鈍角の三角比
・正弦定理，余弦定理
図形の計量

二次関数
二次関数とそのグラフ
二次関数の値の変化
・二次関数の最大･最小
・二次方程式
・二次不等式

データの分析
・データの散らばり
・データの相関

場合の数と確率
場合の数
・数え上げの原則
・順列･組合せ
確率
・確率とその基本的な法則
・独立な試行と確率
・条件付き確率

整数の性質
約数と倍数
ユークリッドの互除法
整数の性質の応用

図形の性質
平面図形
・三角形の性質
・円の性質
・作図
空間図形

確率分布と統計的な推測
確率分布
・確率変数と確率分布
・二項分布
正規分布
統計的な推測
・母集団と標本
・統計的な推測の考え

数列
数列とその和
・等差数列と等比数列
・いろいろな数列
漸化式と数学的帰納法
・漸化式と数列
・数学的帰納法

ベクトル
平面上のベクトル
・ベクトルとその演算
・ベクトルの内積
空間座標とベクトル

数学と人間の活動
数や図形と人間の活動
遊びの中の数学

社会生活における数理的な考察
社会生活と数学
数学的な表現の工夫
データの分析

いろいろな式
式と証明
・整式の乗法・除法，分数式の計算
・二項定理
・等式と不等式の証明
高次方程式
・複素数と二次方程式
・因数定理と高次方程式

図形と方程式
直線と円
・点と直線
・円の方程式
軌跡と領域

指数関数・対数関数
指数関数
・指数の拡張
・指数関数とそのグラフ
対数関数
・対数
・対数関数とそのグラフ

三角関数
角の拡張
三角関数
・三角関数とそのグラフ
・三角関数の基本的な性質
三角関数の加法定理

微分･積分の考え
微分の考え
・微分係数と導関数
・導関数の応用
積分の考え
・不定積分と定積分
・面積

平面上の曲線と複素数平面
平面上の曲線
・直交座標による表示
・媒介変数による表示
・極座標による表示
複素数平面
・複素数の図表示
・ド･モアブルの定理

極限
数列とその極限
・数列の極限
・無限等比級数の和
関数とその極限
・分数関数と無理関数
・合成関数と逆関数
・関数値の極限

微分法
導関数
・関数の和･差･積･商の導関数
・合成関数の導関数
・三角関数，指数関数，対数関数の
　導関数
導関数の応用

積分法
不定積分と定積分
・積分とその基本的な性質
・置換積分法，部分積分法
・いろいろな関数の積分
積分の応用
・面積，体積，曲線の長さ
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A　

数
と
式

B　

図
形

C　

関
数

D　

資
料
の
活
用

領域 中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年

正の数・負の数
・正負の数の必要性と意味
　（数の集合と四則）
・正負の数の四則計算

文字を用いた式
・文字を用いることの必要性と意味
・乗法と除法の表し方
・一次式の加法と減法の計算
・文字を用いた式に表すこと
　（不等式を用いた表現）

文字式を用いた式の四則計算
・整式の加減，単項式の乗除 
・文字を用いた式で表したり読み取っ
  たりすること
・目的に応じた式変形

一元一次方程式
・方程式及びその解の意味
・等式の性質と一次方程式の解き方
・一次方程式を活用すること（比例式）

連立二元一次方程式
・二元一次方程式とその解の意味 
・連立方程式とその解の意味 
・連立方程式を解くことと活用すること

平面図形
・基本的な作図の方法とその活用
・図形の移動
　（平行移動，対称移動，回転移動）

空間図形
・直線や平面の位置関係
・空間図形の構成と平面上の表現
　（見取図，展開図，投影図）
・扇形の弧の長さと面積，柱体や錐体
  及び球の表面積・体積

比例，反比例
・関数関係の意味
・比例，反比例の意味
・座標の意味
・比例，反比例の特徴
・比例，反比例を用いること

資料のちらばりと代表値
・ヒストグラムや代表値の必要性や意味
・ヒストグラムや代表値を用いること
・誤差や近似値，a×10nの表現

平面図形と平行線の性質
・平行線と角の性質 
・多角形の角の性質

図形の合同
・平面図形の合同と三角形の合同
  条件
・証明の必要性と意味及びその方法
・三角形や平行四辺形の基本的な
  性質

一次関数
・事象と一次関数
・一次関数の特徴
・二元一次方程式と関数
・一次関数を用いること

確率
・確率の必要性と意味，確率の求め方
・確率を用いること 

図形の相似
・平面図形の相似と三角形の相似条件
・図形の基本的な性質
・平行線と線分の比
・相似な図形の相似比と面積比，体積比
・相似な図形の性質を活用すること

平方根
・平方根の必要性と意味
　（有理数・無理数）
・平方根を含む式の計算
・平方根を用いること

式の展開と因数分解
・単項式と多項式の乗法と除法の計算
・簡単な式の展開や因数分解
・文字を用いた式で数量関係をとらえ
  説明すること

二次方程式
・二次方程式とその解の意味
・二次方程式を解くこと（因数分解， 
  平方完成，解の公式）
・二次方程式を活用すること

円周角と中心角
・円周角と中心角の関係（証明，活用）
・円周角の定理の逆

三平方の定理
・三平方の定理とその証明
・三平方の定理を活用すること

標本調査
・標本調査の必要性と意味
・標本調査で母集団の傾向をとらえ説明
  すること

関数 y = ax2
・事象と関数 y = ax2　
・関数 y = ax2 の特徴
・関数 y = ax2 を用いること
・いろいろな事象と関数

中学校数学・高等学校数学

数学 Ⅰ 数学 Ⅱ 数学 Ⅲ

数学A 数学B 数学活用

数と式
数と集合
・実数
・集合
式
・式の展開と因数分解
・一次不等式

図形と計量
三角比
・鋭角の三角比
・鈍角の三角比
・正弦定理，余弦定理
図形の計量

二次関数
二次関数とそのグラフ
二次関数の値の変化
・二次関数の最大･最小
・二次方程式
・二次不等式

データの分析
・データの散らばり
・データの相関

場合の数と確率
場合の数
・数え上げの原則
・順列･組合せ
確率
・確率とその基本的な法則
・独立な試行と確率
・条件付き確率

整数の性質
約数と倍数
ユークリッドの互除法
整数の性質の応用

図形の性質
平面図形
・三角形の性質
・円の性質
・作図
空間図形

確率分布と統計的な推測
確率分布
・確率変数と確率分布
・二項分布
正規分布
統計的な推測
・母集団と標本
・統計的な推測の考え

数列
数列とその和
・等差数列と等比数列
・いろいろな数列
漸化式と数学的帰納法
・漸化式と数列
・数学的帰納法

ベクトル
平面上のベクトル
・ベクトルとその演算
・ベクトルの内積
空間座標とベクトル

数学と人間の活動
数や図形と人間の活動
遊びの中の数学

社会生活における数理的な考察
社会生活と数学
数学的な表現の工夫
データの分析

いろいろな式
式と証明
・整式の乗法・除法，分数式の計算
・二項定理
・等式と不等式の証明
高次方程式
・複素数と二次方程式
・因数定理と高次方程式

図形と方程式
直線と円
・点と直線
・円の方程式
軌跡と領域

指数関数・対数関数
指数関数
・指数の拡張
・指数関数とそのグラフ
対数関数
・対数
・対数関数とそのグラフ

三角関数
角の拡張
三角関数
・三角関数とそのグラフ
・三角関数の基本的な性質
三角関数の加法定理

微分･積分の考え
微分の考え
・微分係数と導関数
・導関数の応用
積分の考え
・不定積分と定積分
・面積

平面上の曲線と複素数平面
平面上の曲線
・直交座標による表示
・媒介変数による表示
・極座標による表示
複素数平面
・複素数の図表示
・ド･モアブルの定理

極限
数列とその極限
・数列の極限
・無限等比級数の和
関数とその極限
・分数関数と無理関数
・合成関数と逆関数
・関数値の極限

微分法
導関数
・関数の和･差･積･商の導関数
・合成関数の導関数
・三角関数，指数関数，対数関数の
　導関数
導関数の応用

積分法
不定積分と定積分
・積分とその基本的な性質
・置換積分法，部分積分法
・いろいろな関数の積分
積分の応用
・面積，体積，曲線の長さ
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